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巻頭図版1

1. 調査区全景 {AT・DE・JY・IN・FU区）

2. 調査区全景 (AT•DE·JY·IN·FU区 ）
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巻頭図版3
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1. 縄文時代後期土器

(A地点）

2. 縄文時代晩期土器

（河道1)

3. 縄文時代晩期土器

（河道2)

4. 縄文時代晩期土器

（河道2)



巻頭図版4

1. 弥生時代前期の竪穴住居 2

2. 弥生時代前期の竪穴住居 2出土石器 （玉砥石ほか）



巻頭図版5

1. 弥生時代前期の竪穴住居 2出土管玉未製品（左）およびメノウ製品（右）

1 11111 1111111 
2. 弥生時代前期の竪穴住居 2出土メノ ウ片（左）および緑色凝灰岩片（右）



巻頭図版6

1. 弥生時代後期の竪穴住居 5
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2. 弥生時代後期の井戸 3



巻頭図版7

1. 古墳時代の水田（水田 8,JO区）
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2. 水田層断面 (EN区）



巻頭図版8

水田9(古代）畦畔出土「馬養」線刻須恵器



序

岡山県は、近年の情報化、国際化の進展、高齢化社会の到来という多様な社会の変化に対応しなが

ら、人間尊重と福祉の増進を基本理念として、幅広い知識と高度な技術を身につけた人材を養成する

とともに、学術研究の振興を図ることを目指して、岡山県立大学およぴ岡山県立大学短期大学部を平

成 5年 4月に設立いたしました。

岡山県教育委貝会では、県立大学の建設に先立って、関係当局と繰り返し協議・調整を行い、やむ

なく破壊される部分については記録保存の処置を講じました。平成元年度の確認調査に引き続き、平

成 2年度からの発掘調査は、建設予定地内における主要な建物と付帯施設について実施いたしました。

今回報告します『南溝手遺跡 1」は、報告書全4分冊のうちの第 1分冊にあたるものです。この南

溝手遺跡は縄文時代後期から中近世にいたる集落遺跡であることが明らかになり、数多くの学術的成

果を得ることができました。なかでも稲作の開始期に再考を促す資料となつた縄文時代後期の籾痕土

器や全国的にも最古級の弥生時代前期の王作り関連遺物、さらには「馬養」銘を刻んだ古代の須恵器

の出土など、特筆に値する内容をもつものも多く見られます。

この報告書が学術研究に寄与できるばかりか、文化財の保護・保存のために活用され、また地域の

歴史研究のための資料として広く役立つならば幸いと存じます。

発掘調査および報告書の作成にあたっては、岡山県立大学建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会の

諸先生から種々の御教示と御指導を賜りました。また、岡山県総務部県立大学建設準備室、岡山県土

地開発公社、総社市教育委員会、ならびに地元の関係各位から温かい御理解と御協力をいただきまし

た。末筆ながら、記して厚く御礼申し上げます。

平成 7年3月

岡山県教育委員会

教育長森崎岩之助



例 言

1 . 本報告書は、岡山県立大学・岡山県立大学短期大学部の建設に伴って岡山県古代吉備文化財セン

ターが岡山県総務部から委託を受けて発掘調査を実施した南溝手遺跡の発掘調査報告書である。

2 . 岡山県立大学・岡山県立大学短期大学部建設に伴う発掘調査報告書は 4分冊にわたって刊行する

予定であり、本報告書はその第 1分冊にあたる。
みなみみぞて そうじゃ

3 . 南溝手遺跡は、岡山県総社市南溝手に所在する。

4. 発掘調査は、 1990(平成 2)年 3月から1993.(平成 5)年 3月まで実施しており、今回報告する調査

区の調査期間は1990年 3月から1992年 3月までである。

5 . 発掘調査および報告書の作成にあたっては「岡山県立大学建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員

会」を設け、下記の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは終始有益なご指導とご助言をいた

だいた。記して深く感謝の意を表する次第である。

（故）鎌木義昌（囮山理科大学教授） 新納 泉（岡山大学助教授）

亀田修一（岡山理科大学助教授）

近藤義郎（岡山大学名誉教授）

間壁忠彦（倉敷考古館館長）

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

高橋 譲（ノートルダム消心女子大学教授）山本悦世（岡山大学埋蔵文化財調査研究センター）

中田啓司（元県立矢掛高等学校教諭）

6. 本報告書の作成は1993年度に岡山県古代吉備文化財センターにおいて、文化財センター職員平井

泰男、川崎新太郎、久保恵里子が担当して行い、遺物の復元・実測および遺物写真については文中

に明記した方々の協力を得た。

7 . 本報告書の編集は平井が中心となって行った。また、各遺構の執筆については、基本的には発掘

調査担当者が分担し、文責は文末に明記した。

8. 本報告書に関わる自然遺物などのうち、一部のものについて鑑定• 同定および分析を下記の諸氏、

機関に依頼し、有益な教示を得るとともに、そのいくつかについては報文をいただいた。記して厚

く御礼申し上げる次第である。

籾痕士器 渡部忠世（放送大学教授•京都大学名誉教授）

同上

緑色凝灰岩の産地分析

赤色顔料の分析

石器•石材鑑定

種子同定

木製品樹種同定

武田和義（岡山大学資源生物科学研究所教授）

藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

本田光子（福岡市埋蔵文化財センター）

妹尾譲（吉備国際大学助教授）

パリノ・サーヴェイ株式会社

畔柳鎮（岡山商科大学教授）

C 14年代測定 社団法人日本アイソトープ協会

プラント・オパール、花粉分析 藤原宏志（宮崎大学教授）、古環境研究所

サヌカイト、ガラス溶滓分析 白石純（岡山理科大学）

9 . 出土遺物ならぴに図面・写真類は岡山県古代吉備文化財センター（岡山市西花尻1325-3) に保管

している。



凡例

1 . 本報告書にもちいた高度は海抜高であり＼北方位については第 1・22・23図が真北で、それ以外

は磁北である。なお遺跡付近の磁北は西偏 6度40分を測る。

2. 本報告書の遺構および遺物実測図の縮尺については明記しているが、おもなものについては一部

例外はあるものの以下のように統一している。

遺構

竪穴住居・建物 (1/60)

遺物

土器 (1/4)

鉄器・鉄製品 (1/3)

井戸・土堀 (1/30)

土製品 (1/3)

土器棺墓 (1/20)

石器・石製品 (1/2,1/3) 

玉類 (1/1)

3 . 本報告書における土層名称については、各発掘調査担当者によって表記方法が異なっており、統

ーできていない。

4. 本報告書に掲載した火処の遺構図においては、被熱している範囲と、炭・焼土の分布範囲とを下

記のトーンで表している。

冒•……被熱範囲
支i\~支%忍奇；；．． 虔虔ぎ忍

. .  ……••炭・焼土分布範囲

5. 本報告書に掲載した遺物の番号については、士器• 土製品、石器・石製品、青銅製品、木器・木

製品にわけて通し番号をつけ、土器以外については、下記の略号を番号の前に付している。 ＼
 

土製品： C 石器• 石製品： S 鉄器•鉄製品: I 

青銅製品： B 木器•木製品： W

6. 本報告書に掲載した士器実測図のうち、中軸線の左右に白抜きのある図は、口径の不確かなもの

である。また、小片の土器については、傾きの不明確なものも多い。

7 . 本報告書に掲載した土器の拓本のうち口径のでない個体については、断面図の左側に内面の、右

側に外面の拓本をのせている。

8. 本報告書に掲載した地図のうち、第 1図は国土地理院発行の1/50000地形図「岡山北部」を、第

23図は国土地理院発行の1/25000地形図「総社東部」・「倉敷」を縮小、複製し、加築したものである。

9. 土器観察表における色調は『新版標準土色帖 (1988年版）』（農林水産省・農林水産技術会議事務



局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修）によっている。

10. 本報告書にもちいた遺構・遺物の時期については、弥生時代から古墳時代前期については第 1表の

編年対比表のように表記し、それ以外の時期については各執筆者の意向に沿っており統一していな

い。なお、本報告書における古代・中世については 8世紀から16世紀までを指している。

贔 百間川（註 1) 雄町（註 2) 上東•川人（註 3) 南溝手 1

津 島 百間川前期 I 弥生時代前期前葉
．月ヽ,IJ• ..................... 

百間川前期 II 雄 町 1 弥生時代前期中葉

門 田 雄 町 2 
期 百間川前期 IlI 弥生時代前期後葉

弥 船 山 3 ...................... 
古回 田

南 方 百間川中期 I 弥生時代中期前葉
中 雄 町 3 

...................... .. 
生 船 山 5 

菰 池 百間川中期 II 菰 池 弥生時代中期中葉

雄 町 4 
................. 疇.....

時 月ヽ,lj• 山 東
月ヽ,IJ. 山 II 

期 百間川中期 III 雄 町 5 弥生時代中期後葉
.................. 臀.....
仁 伍 雄 町 6 上東・鬼川市 0

I,,. — ........ ・・・響疇..........
代 雄 町 7 

百間川後期 I 上東・鬼川市 I 弥生時代後期前葉
後 雄 町 8 

上 東
雄 町 ， 

百間川後期 Il 上東・鬼川市 II 弥生時代後期中葉
雄 町 10 

..................... 
＾ 期 グランド上層 百間川後期 III ＋ 上東・鬼川市m 弥生時代後期後葉

..................... 
酒 津 百間川後期 N 雄 町 11 オ の 町 I 

弥生時代後期末葉
オ の 町

＂ ...................... 
雄 町 12 

乱礼

. ・i:}-''IJ • 百間川古墳時代 I 下 田 所
雄 町 13 

........亀...川...上...層.......... 
古墳時代前期前葉

王泊六層 百間川古墳時代II
雄 町 14 ＋ 

期 百間川古墳時代皿 雄 町 15 川入・大溝上層 古墳時代前期後葉

註 1 岡山県教育委員会が1977年から実施している「百間川遺跡群」の発掘調査で用いられている編年である。

（文献「旭川放水路（百間川）改修工事に伴う発掘調査I-XJ岡山県教育委員会、 1980-1995年）

註 2 「雄町遺跡」 I岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J岡山県教育委員会 1972年

註 3 「川入・上東」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告(16)』岡山県教育委員会 1977年

第 1表編年対比表
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図版51-1. 井戸 8出土弥生時代後期土器(3)

2. 土堀120出土弥生時代後期士器

図版52 井戸 3出土弥生時代後期土器(1)

図版53-1. 井戸 3出土弥生時代後期土器(2)

2. 井戸10・11・12・出土古墳時代前期土器

3. 古代・中世の遺物（土器・灰釉陶器・瓦）

図版54-1.士城 7 (S 10・11) と第 2微高地出土縄文時代

晩期石器

2. 土器溜り 1およびその周辺出土縄文時代晩期石

器

図版55-1. 河道 1出土縄文時代晩期石器

2. 第1低位部およぴ第 1微高地出土縄文時代晩期

石器

図版56-1. 竪穴住居2出土弥生時代前期石鏃

2. 竪穴住居 2 出土弥生時代前期石鏃•石錐

図版57-1. 竪穴住居 2出土弥生時代前期石器

2. 竪穴住居 3出土弥生時代前期石器

図版58-1. 出土石器（石包丁ほか）

2. 出土石器（石鍬）

図版59-1. 出土石器（太型蛤刃石斧）

2. 出土石器・石製品

図版60-1. 土製紡錘車

2. 土錘•土製品・陶硯
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第 1節発掘調査の契機

これまで岡山県が大学教育にかかわってきたのは、岡山県立短期大学のみであり、早くから 4年制

大学の設立を望む県民の声があがっていた。県当局としては、 1986 (昭和61)年11月10日、．『岡山県

高等教育検討委員会（会長：小坂淳夫重井医学研究所付属病院院長）』を設置。全体会議 3回、専門

委員会 7回の開催を経て、 '87(昭和62)年12月21日、『岡山県高等教育検討委員会』から「岡山県に

おける高等教育機関整備の基本的なあり方」についての答申があった。これをうけて、 '88(昭和63)

年 5月、岡山県総務部に高等教育整備対策室が設置され、ここに初めて行政的窓口が開かれる。同年

9月30日、『県立大学構想検討委員会（会長：高橋克明岡山大学学長）』を設置。全体会議 6回、分科

会14回を重ね、 '89 (平成元）年 8月 2日、『県立大学構想検討委員会』から「県立大学の基本構想に

ついて」の答申がなされた。

その建設地が総社市窪木• 同南溝手にわたる水田地帯、約31haと決定したのは、 1989(平成元）年

12月であった。予定地は、北辺がほぽJR吉備線で、東辺が長良山、西と南は新設の道路によって、

囲まれる。建設前のこの一帯は「備中国服部郷図」が今なお残る広びろとした水田地帯であり、もし

備中国府関連の遺構群に当たれば保存処置に腐心せざるを得なくなるだろう、と当初から予測された。

したがって 1日も早く、遺跡の概要をつかむ必要があったのである。

県事業に起因する発掘調査を担う、調脊第一課は、平成元年度の事業として'90 (平成 2)年 3月

1日から同月 13日まで、柳瀬昭彦課長補佐を責任者とし内藤善史文化財保護主任、椿真治主事などを

配して、さっそく第一次の試掘調査にとりかかった。それは、広大な敷地全域にわたって、長さ 5m、

幅 2mの試掘溝を合計49カ所に設定して掘削し、土層関係や出土遺物を検証しながら、古地形の復元、

および各時代にわたる遺構

の粗密関係などを、とらえ

ようとするものであった。

およそ 2週間で所期の目的 “ 

を果たすことができた試掘

調査の結果によれば、遺物

の出土は、量的な多寡の違
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第 1章 発掘調査およぴ報告書作成の経緯

および北東部においてかなり広い湿地帯が形成されているらしいなど、古環境についてもある程度の

所見を得た。

年度の改まった '90 (平成 2) 年 4月、高等教育整備対策室を県立大学建設準備室に改組。この年

から本格調査に着手することになり、柳瀬課長補佐に加え桑田俊明、小松原甚弘、川崎新太郎、横山

定、竹原伸之などの調査貝が配属されて、まず計画変更の少ないと思われる管理棟 (K区と略称）

1585吋および本部棟（以下、 HO) 1906rti北図書館（以下、 TO) 1853面をとりあえず本年度の調査

対象地とすることに決した。しかしなおこの段階においては、全体構想についての基本設計が描かれ

ていたとはいえ、細かな実施設計を成し遂げるまでには至っていなかったので建設計画が煮つまるに

つれ、管理棟予定地が変更をきたし、その調査は水泡に帰したのであった。

'90 (平成 2)年10月に至ってようやく実施計画が固まった。県立大学建設準備室から年度当初の

計画を大幅に上回る事業計画が急にもちこまれた。それは、アトリエ棟、デザイン学部棟、情報工学

部棟、学生会館、北学部共通棟、合わせて約9100m2もの対象地を平成 2年度の第 4四半期中に完掘し

てほしいというものであった。所長をはじめ幹部職員は、それぞれ年間事業を推進しつつある段階に

おいて突如として持ち込まれたこの要望に、一様に頭をかかえこんだことはいうまでもない。とはい

え、県立大学の建設は県政の最重点施策であり、なんとしても期待にそうべく努力するほかはない、

と全体計画の見直しを図りはじめた。ところが、いずれの調査現場も一人として余分な調査員を配属

しているわけがなく、思案のすえ調査貝数の多い山陽自動車道関連の遺跡にかかわっていた調査第二

課の職貝を、配転するほかはないという結論に達し、平成 3年 1月の年度途中から調査員15名の大部

隊を送り込む異例の処置をとらざるを得なかったのである。こうして、この最大の難局をどうにか乗

り切ることができたといってよい。

年度の明けた '91 (平成 3) 年 4月 1日からは、ひき続き調査第一課の重点事業の一つとして位置

づけがなされ、常時10名の調査員が現地に張りつき、調査を継続する計画が立てられた。おもな調査

地としては、南学部共通棟、保健福祉学部棟、短期大学部に加え、学部棟と一体的な付帯施設として

のエネルギーセンターや浄化槽のほか、やがて各建物をむすぶ共同溝と排水溝の予定地などがあがっ

てきた。なかでも、各学部棟を連結する共同溝は、平均 7mもの幅をもって延々と伸び連なるもので、

調査対象地の大幅な増加をもたらした。また保健福祉学部棟は 6 階建てで建設工事がおよそ14~15 カ

月を要するとのことである。そうであれば1993 (平成 5)年 4月 1日開学を実現するには、逆算する

と平成 3年 9月までが調査の許容限度となる。そこで、 9月にもまたふたたび大きな山場を迎えたた

め、この年にも調査第二課からの助力をあおぐとともに総社市や北房町から専門職員の応援を求める

などして、どうにか新たな難局を切り抜けることができた。

継続事業となった '92 (平成 4) 年度は、別添組織表に記したとおり 10名の調査員が担い、常時 9

名 4班体制で取り組むこととなった。すでに昨年において、主要建物の敷地に関してはほぽ全体にわ

たって調査を完了したばかりでなく、建物間を結ぶ共同溝・排水溝の一部にも着手していたので、こ

の年は共同溝の残部分と正面の堀割、中道川および山陰川の付け替えに伴う場所が主要な調査対象地

となったほか、 ー室棟、プールの建設地、渡り廊下部分についての発掘調査が加わった。これら調査

面積の合計は約15000m二ちなみに足掛 3年間にわたって実施した、この事業にかかわる発掘調査面

積はおよそ60000面におよぶ結果となった。 （葛原）

- 2 -
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第2節発掘調査の体制

第 2節発掘調査の体制

岡山県立大学・岡山県立大学短期大学部の建設に伴う発掘調査は、岡山県教育委貝会が岡山県総務

部から委託を受け、岡山県古代吉備文化財センターが、平成元年度に確認調査を、そして平成 2年度

から 4年度に全面調査を実施した。

今回報告する南溝手遺跡の調査区については平成元年度から平成 3年度に実施したものである。平

成 3年度の調査においては、総社市教育委員会および北房町教育委員会の専門職員の応援を得た。

また発掘調査および報告書作成にあたっては、遺跡の保護、保存ならびに調査の専門的な指導およ

び助言を得るために、岡山県遺跡保護調企団の推薦を受けた方々に「岡山県立大学建設に伴う埋蔵文

化財保護対策委員会」の委員を委嘱した。

岡山県立大学建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会

（故）鎌木義昌 岡山理科大学教授 新納泉岡山大学助教授

岡山県文化財保護審議会委員 1990年 4月から1991年 3月まで

1990年 4月から1993年 3月まで 1993年 4月から

亀田修一 岡山理科大学助教授 間壁忠彦倉敷考古館館長

1990年 4月から 1990年 4月から

近藤義郎 岡山大学名誉教授 水内昌康 岡山県文化財保護審議会委員

岡山県文化財保護審議会委員 1990年 4月から

1990年 4月から

山本悦世 岡山大学埋蔵文化財

高橋護 ノートルダム消心女子大学教授 調査研究センター

1993年 4月から 1991年 4月から1993年 3月まで

中田啓司 元県立矢掛高等学校教諭

1990年4月から

発掘調査

1989 (平成元）年度

岡山県教育委員会 課長補佐（埋蔵文化財係長）

教育長 竹内康夫 伊藤晃

教育次長 竹本博明 主査 藤川洋二

文化課 岡山県古代吉備文化財センター

課 長 鬼澤佳弘 所長 長瀬日出明

課長代理 河野衛 次長 河本清
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（総務課）

課長 竹原成信

課長補佐（総務係長）藤本信康

（調査課）

第一課長事務取扱 河本清

1990 (平成 2)年度

岡山県教育委員会

教育長

教育次長

文化課

課長

竹内康夫

杉井道夫

鬼澤佳弘

課長代理 • 光吉勝彦

課長補佐（埋蔵文化財係長）

伊藤晃

主在 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所長 長瀬日出明

次 長• 河本清

（総務課）

課長 竹原成信

課長補佐（総務係長）藤本信康

（調査課）

第一課長事務取扱 河本清

課長補佐（第一係長）柳瀬昭彦

文化財保護主任

文化財保護主事

文化財保護主事

主事

主事

1991 (平成 3)年度

岡山県教育委員会

教育長

教育次長

文化課

課長

桑田俊明

小松原基弘

川崎新太郎

横山定

竹原伸之

竹内康夫

森崎岩之助

鬼澤佳弘1991年12月まで

渡邊淳平1992年1月から

課長補佐（第一係長）柳瀬昭彦

文化財保護主任

主事

第二課

第一係

文化財保護主任

文化財保護主事

文化財保護主事

第二係

文化財保護主査

文化財保護主事

主事

第三係長

文化財保護主査

文化財保護主任

第三課

第—係

文化財保護主査

文化財保護主任

文化財保護主任

文化財保護主事

主事

第二係

文化財保護主脊

文化財保護主任

内藤善史

椿真治

光永真一

広瀬隆明

安井悟

中野雅美

福田計治

久保恵里子

岡田博

野上和信

栗尾昭和

江見正己

平井泰男

川崎肇

平松義則

横山伸一郎

岡本寛久

吉久正見

課長代理 大橋義則

課長補佐（埋蔵文化財係長）

柳瀬昭彦

主査 時長勇

岡山県古代吉備文化財センター

所長 横山常賓
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次 長 河 本 清

（総務課）

課 長 藤本信康

課長補佐（総務係長）小西親男

主 査 平松郁男

（調査課）

第一課長 葛原克人

課長補佐（第一係長）松本和男

1992 (平成 4)年度

岡山県教育委員会

教育長

教育次長

文化課

竹内康夫

森崎岩之助

課長 渡邊淳平

課長代理 大橋義則

課長補佐（埋蔵文化財係長）

主査

柳瀬昭彦

時長勇

岡山県古代吉備文化財センター

所長 横山常賞

次長 河 本 清

文化財保護参事 葛原克人

（総務課）

課長 藤本信康

市町村専門職員協力者

第 2節発掘調査の体制

文化財保護主任 桑田俊明

文化財保護主任 平井泰男

文化財保護主任 光永真一

文化財保護主事 川崎新太郎

文化財保護主事 大橋雅也

文化財保護主事 柴田英樹

主 事 久保恵里子

主 事 守屋佳慶

課長補佐（総務係長）小西親男

主杏

（調査課）

石井茂

第一課長事務取扱 葛原克人

文化財保護主幹 松本和男

課長補佐（第二係長）岡田博

文化財保護主任

文化財保護主任

文化財保護主任

文化財保護主事

主事

主事

主事

平井泰男

光永真一

三上修二

川崎新太郎

竹原伸之

久保恵里子

長門修

総社市教育委員会 高田明人 前角和夫 高橋進一

北房町教育委員会 島田宮子

発掘調査協ヵ者

難波雅志 浜本雅樹 大谷博志 山田悌史 藤岡耕一 錦戸正

発掘作業協力者

赤木 淳 市赤木隆赤木輝吉赤木正輝秋山孝一秋山章子浅沼正夫浅沼美智枝

綾野博一石井啓石井基石尾定子石神清幸板谷茂樹井上勝海今JII和治

上田匡文内田三郎江尻泰幸江本忠 志岡田衣江岡田正人岡本幸子荻野繁f
小野孝士小 野 知 行 小 原 定 子 小 原 稔貝原章介垣内治郎栢野キヨ子栢野橙治

片山幸子片 山 弥 生 加 藤 光 枝 川 上静恵河村桂子岸本憲三北谷洋子木山勇

葛原奎一倉森佳子黒江多佳子r黒江登代子黒宮文子古谷澄子古谷武雄小林君江
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小見 山 消 吉 小 山笑子坂本健治笹井操佐藤幸夫佐藤花江三藤静子白神武夫

末森•成高尾佐恵子高尾裔子高杉栄治 孝忠弘史高塚妙子竹内義文武本博

多田静江橘 消田中春子田辺消子田野村光夫津島コユキ坪井忠彦坪井1白美

坪井美智 f 天場勉友野サヨ子鳥越濫江中島増美中田唯志中田正夫永野登美子

中原智中村正夫難波象一難波好野難波資博難波美代f 二垣慶子西田八lt-f-

西谷利文橋本知恵子服部和代服部早栢服部照子服部春子服部好夫林銀次郎

林里芙林 進林 露 子 林 南 津f 深見教福 永 窟 貴f 藤 岡 澄 江 藤 本 享

藤原全平本行喜代子前田繁子前田茂牧野悟牧野毅牧野須美子牧野久江

万成久子三桓おか三坦登志夫三担久江三J:. 茂三上隆春水畑消志光岡一夫

光畑綾女光畑菊江本安登守屋鉄夫守屋益男森安通夫柳111宏美山田妙子

山田安子山砥慶知 吉 井BH十吉井義明脇本元典渡辺勲

井戸 8 (弥生時代後期）発掘調査状況
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第 3節発掘調在の経過

1 . 確認調査

(1) 一次調査（第 2~13図図版 2)

県立大学建設に伴う埋蔵文化財の取扱いについては、県教育委員会と県総務部との間で協議を重ね
（註）

たが、その時点では予定敷地内の埋蔵文化財は、総社市教育委員会による備中国府跡緊急確認調査で

部分的に周知されていたに過ぎなかった。県教育委員会は、平成 5年 4月開校予定のこの事業につい

ては一連の工事工程を勘案すれば、早急に用地内の埋蔵文化財の状況を把握する必要があると判断し、

協議の結果予定用地内全域を対象にしてトレンチによる調査に入ることとなった。

調査を実施するに当たり、用地買収が完了していない段階であり地権者の承諾が必要であることや

構造物の規模や配置が未確定であるなどの制約があった。そのため、予定用地約3lhaのうち用地境に

近い約50m幅を除外し、その内側の校舎等の配置が予測される部分をおもに調査の対象とし、さらに

そのうちの調査承諾のとれた地点に限定せざるを得なかった。

調査は現在の田面レベルから想定される旧地形を参考にして、約30-l?Om間隔に 2X5mのトレ

ンチを45カ所設定し人力で掘り下げる方法をとり、さらに調査の過程で補足トレンチを 4カ所追加し

（調査面積計465rriり、調査期間は平成 2年 3月2日-3月13日を要した。

調査の結果、大局的には微高地・旧河道（低位部を含む）・湿地とに 3区分できる土層観察を得、以

下にその概略を記す。

微高地

微高地は、用地内の約 7割近くを占める部分が想定される。微高地にあたるトレンチ内の土層は、

基本的には甚盤層（黄色砂質土）の上面レベルが海抜約7.6-8.0mで、その上層には 5-30cm位の厚さ

の土器包含層（黒褐色～茶褐色の砂質土）が認められ、 T-2 -4·6·7·9• 13• 16-27• 29• 37 

-40・42・43・45が該当する。これらのトレンチのうち、 T-2・25・37は柱穴、 T-27・42・44は

溝、 T-24• 25は住居址、 T-3・9 .・43は溝または住居址と思われる遺構などが、それぞれ基盤層

を掘りくぼめる形で検出されている。これらの遺構はおもに弥生時代後期と思われるが、なかでも T

-24の住居址は弥生時代前期前葉～中葉の時期で、ヘラ描き沈線文を施した壺や甕が破片ながら比較

的多く出土している。前期の住居址は、現時点では百間川沢田遺跡に次ぐ検出例であり、非常に注目

される。また、 T-4からは突帯文土器が数点出土しており、微高地上には縄文時代の終わりから弥

生時代の初め頃の、沖積平野としては比較的古い時期の集落の存在も予測される。

旧河道（低位部）

旧河道は、用地の南端近くにほぼ東西方向にその存在が想定される。これは推定で幅40m前後、深

さ1.5m前後の規模と思われ、 T-8・15などで旧河道の南肩が捉えられたことと T-28・31などの

土層堆積状況による。旧河道の中心は、東から T-31・30・28・15の北 ・9-2の北 ・9-3・8-2・7と

8の間を通る部分と推定されるが、 T-8-2から T-1の方向に抜ける可能性もある。

低位部は、微高地を示すトレンチに囲まれていて、基盤層のレベルが周辺より20-50cm位低い部分

で、用地の中央から西寄りの一部と南東端部に想定される。 T-5・10-12・14とT-44がそれに該

- 7 -
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第 3節発掘調査の経過

T-1 

v ー ニロニ~ロー□ ~ ~ 
1. 現耕士

2. 明黄灰色粘質土

3. 灰褐色粘士

4. 黄褐色粘質微砂

T-2 
w 

／
 

゜゜
1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質土

3. 明灰黄褐色粘質微砂

4. 暗黄褐色粘質微砂

5. 黄褐色粘質微砂

-'2し二—~ーロ~;nWmm;~ 800cm 

T-3 
w 

／
 

~ ニ三~ー

1. 現耕士

2 . 明黄灰色粘質土

3. 灰色粘質土（中世）

4. 黄灰色粘質砂

5 . 黒褐色粘質微砂（包含層）

6 . 黄褐色粘質微砂

800cm 
•一

T-4 

に一~ー" ;,'J~- \i---.'>I=--:_~ ー］
800cm 

T-5 

W E 
I 

4 

_ _j 
• 8 - -.. . -. 

BOOtm 

1. 現耕土

2 . 明黄灰色粘質士

3. 2層に黒褐色上がプロック状に入る

4. 灰色粘質土（中世）

5. 黒褐色粘質微砂（包含層）

6 . 黄褐色粘質微砂

1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質士

3 . 黒褐色粘質土

4 . 灰褐色粘質土

5 . 黒褐色粘質微砂（包含層）

6 . 黄褐色粘質微砂

lm 

第3図 第一次確認調査トレンチ 1,.., 5 (1 /80) 
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1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質土

3 . 暗黄灰色粘質土

4. 黒褐色粘質微砂（包含層）

5 . 黄褐色粘質微砂

1. 現耕土

2 . 明黄灰色～灰色粘質土

3. 黒褐色粘質微砂（包含層）

4. 黄褐色粘質微砂

1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質土
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5 . 黒褐色粘質微砂（包含層）

6 . 暗茶灰褐色粘質土

7. 黄褐色粘質微砂

1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質土

3. 黒褐色粘質徴砂

4. 黄褐色粘質微砂

800c,n 

O- m 

第4図 第一次確認調査トレンチ 6-9 (1/80) 
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第 3節 発掘調査の経過
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現耕土

明黄灰色粘質土

淡黄灰色砂層

灰色粘土

灰黄色粘質土

茶灰色粘質微砂

灰黒色粘質士

茶灰色粘質土

現耕土

明黄灰色粘質土

黒灰色粘土

暗黄灰色粘士

暗灰黄褐色粘土

1. 現耕土

2 . 明黄灰色粘質土

3 . 黒灰色粘＿七

4. 暗黄灰色粘土

800cm 

800cm 

1. 現耕土

2 . 明黄灰色粘質土

3 . 黒褐色粘質微砂（包含層）

4 .. 黄褐色粘質微砂

T-14 
w 

／
 

~. —ゲ
← -i 

~ ―三三 V
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1 . 現耕士

2. 明黄灰色粘質土

3 . 灰色粘質土（中世）

4. 黒褐色粘質微砂

5. 黄褐色粘質微砂

2m 

第5図 第一次確認調査トレンチ10-14(1/80) 
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1. 現耕士

2. 明黄灰色粘質士

3. 灰色粘質土（中世）

4. 暗黄灰色粘土

5 . 暗黒灰色粘土

6. 茶灰色粘質微砂

7. 灰茶色粘質微砂

8. 灰茶色微砂

1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質土

3. 灰色粘質土（中世）

4. 黒褐色粘質微砂（包含層）

5. 黄褐色粘質微砂

1 . 現耕土

2. 明黄灰色粘質土
3. .,., 

4. 暗灰色士

5. 暗茶灰色粘質士

6 . 暗灰茶褐色粘質微砂

7. 暗青灰色粘質微砂

1. 現耕止

2 . 明黄灰色粘質土

3 . 黒褐色粘質微砂

4 . 黄褐色粘質微砂

1. 現耕土

2 . 明黄灰色粘質土

3 . 黒褐色粘質微砂（包含層）

4 . 黄褐色粘質微砂

1. 現耕士

2. 明黄灰色粘質土

3. 灰色粘質土（中世）

4. 黄褐色粘質微砂

1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質士

3. 灰色粘質土（中世）

4 . 黒褐色粘質微砂（包含層）

1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質土

3. 黒褐色粘質微砂（包含層）

4 . 黄褐色粘質微砂

第6図 第一次確認調査トレンチ15-22(1 /80) 
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第3節発掘調査の経過
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2. 明黄灰色粘質土
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4. 暗黄灰褐色粘質微砂

1. 現耕土
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1. 現耕土

2 . 明黄灰色粘質土
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4. 黒褐色粘質微砂（包含層）

5 . 黄褐色粘質微砂

1. 現耕土

2. 明黄灰色粘質土

3 . 黒褐色粘質微砂（包含層）

4 . 黄褐色粘質徴砂

1 . 現耕土

2 . 明黄灰色粘質上

3 . 黒褐色粘質微砂

4. 黄褐色粘質微砂

第7図第一次確認調査トレンチ23-27(1 /80) 
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第 3節発掘調査の経過
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第9図第一次確認調査トレンチ34-37(1 /80) 
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第13図 第一次確認調査出土遺物2)(1 /4) 
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挿図
種別 器種

特 徴
色 調 備 考

番号 外 面 内 面

1 縄文土器 ニ深鉢 口唇部刻目。刻目突帯。ナデ。 ナデ。 灰 5Y4/1 ロ縁部内面に凹線。

2 縄文土器 深鉢 ヨコ刺突文。ヶズリ。 ナデ。 灰白 2.5Y8/2 

3 弥生土器 空~ ヘラ描き沈線文、刻目。 ョコハケメ。 浅黄橙 10YR8/3 

4 弥生土晋 壺 ヘラ描き沈線文、刻目。 ユビオサエ、ナデ？。 褐灰 7 .5YR5/1 

5 弥生土器 .,.,, 互 細く浅いヘラ描き沈線文。 ナデ？。 浅黄橙 7.5YR8/2 

6 弥生土器 -宜 段。ヘラ描き沈線文。 ユピオサエのちナデ？。 にぷい橙 7 .5YR7/4 

7 弥生土器 壺 ヘラ描き沈線文。 ユピオサエのちナデ？。 にぶい黄橙 10YR6/4 

8 弥生土器 互一 ヘラ描き沈線文。 ユピオサエのちナデ。 橙 75YR6/6 ， 弥生土器 甕 段。ユビオサエ。 ナデ？、 ミガキ？。 橙 7.5YR7/6

10 弥生土器 -空 細く浅いヘラ描き沈線文。 にぶい橙 5YR6/4 

11 弥生土器 壺 段。 にぷい橙 7 ,5YR7/4 

12 弥生土器 壺 ヘラ描き沈線文。 ナデ。 にぶい橙 10YR7/1 

13 弥生土器 甕 口唇下端部刻目。 ロ縁部ユピオサエ。 灰白 IOYR8/2 

14 弥生土器 甕 口唇下端部刻目。ュピオサエ、ナデ。 にぶい橙 7.5YR7/3 

15 弥生土器 甕 口唇下端部刻目。ユピオサエ、ナデ。 橙 7阜5YR7/6

16 弥生土器 甕 D唇下端部刻目。ヘラ描き沈線。 ュピオサエ？。 明褐灰 7.5YR7/1 

17 弥生土器 甕 口唇下端部刻目。ユビオサエ｀ナデ。 ユピオサエ、ナデ。 灰黄褐 10YR4/2

18 縄文土器？ 浅鉢 橙 5YR6/6

19 弥生土器 竺云 胴部ヘラミガキ。底部ナデ。 にぶい黄褐 10YR7/2 

20 弥生土器 翌 口唇下端部刻目。ナデ？。 ユピオサエ、ナデ。 灰褐 5YR6/2 

21 弥生土器 甕 口唇下端部刻目。ヘラ描き沈線。 ナデ。 にぶい黄橙 10YR7/3 

22 弥生土器 甕 ヘラ描き沈線。刻目。 灰白 lOYRB/2 

23 弥生土器 甕 D唇下端部刻目。ヘラ描き沈線、刻目。 ナデ？。 灰白 l0YR8/3 

24 弥生土器 甕 ユビオサエ。 ユピオサ工。 橙 7、5YR7/6 ロ唇部刻目不詳。

25 弥生土器 甕？ ヘラミガキ？。段。 にぶい橙 5YR7/3 傾き不詳。

26 弥生土器 蓋 ュピオサエ、ナデ。 橙 7.5YR6/8

27 弥生土器 壺 橙 5YR6/3

28 弥生土器 甕 口唇部凹線？。胴部タテハケメ。 D縁部ヨコナデ。胴部ミガキ。 にぶい橙 7.5YR7/3 

29 弥生土器 甕 口唇部沈線。胴部タテハケメ。 胴部上半ハケメ、下半ミガキ。 にぷい黄橙 IOYR7/2 

30 弥生土器 甕 胴部上半ハケメ。 胴部ハケメ？。 黒褐 5YRZ/l 

31 弥生土器 甕 胴部ハケメ。 胴部上半ミガキ、下半ハケメ。 灰黄褐 10YR6/2 

32 須恵器 杯身 口縁部ヨコナデ。底部ヘラケズリ。 ヨコナデ。 灰 N7/

33 粁 磁 碗 蓮弁文。 オリープ灰 10Y6/2 

34 青 磁 皿 底部露胎。 クシ描き文。 灰オリープ 7.5Y6/2 

35 脊 磁 碗 高台、底部一部釉。 貫入。 灰オリープ 7.5Y5/2 

r
 

当するが、とくに前者はトレンチの位置関係などからしてかなり複雑に展開するものと思われる。ま

た、土層断面で確証は摘かめなかったものの、百間川遺跡群のように旧河道上部と低位部に水田址が

存在する可能性もある。

湿地

湿地は、長良山の山裾を除く用地の北東部に想定される。この部分は現在もクリークが一部に残る

など周辺と比べても低いが、 T-32-36・41がそれに該当する。士層断面には表士下 1m以上にわ

たって暗灰色～暗青灰色の粘土質の無遺物層が認められ、水田址が存在する可能性は少ない。ただ、

T -34・34-2の表土下約 1mのところにそれぞれ 4本と 5本の杭列や杭が検出されていて、地点的に

微高地端部の護岸施設の存在も否定できない。

出土遺物

遺物は量的には差があるものの、湿地部分のトレンチを除く各々から出土している。総量は整理箱

で5箱を数える。遺物の時期と種類は、縄文時代晩期・弥生時代前期～後期の土器や石器、古墳時代

から奈良時代の須恵器や中世陶磁器などがあるが、羅的にはT-24の住居址と T-15の河道斜面堆積

からの出土土器（弥生時代前期～中期）が比較的多い。

以上の調査結果により、用地の北東部の湿地と思われる部分を除く大部分に、縄文時代から中世に

かけての遺跡が存在することが判明したものである。 （柳瀬）

（註）総社市教育委員会「備中国府跡 緊急確認調査」 r総社市埋蔵文化財発掘調査報告J7 1989年
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(2) 二次調査（第14-17図）

一次調査の結果を踏まえ、基本的には校舎等の恒久構造物および工事掘削にかかる部分について調

査を実施する必要があるとの結論に達し、平成 2年4月から本調査を実施することとなった。調査の

過程で、 11月になって用地の南西部分にあたる調整池の実施設計が示されたため、掘削の伴う約 2

万面を対象にしての確認調査（二次調査）が必要になった。

この地点は、一次調査では T-8・8-2・9-2・9-3などにより微高地と旧河道の存在が予測されて

いたが、掘削予定レベルと各地点での遺跡の上面レベルとの関係をより詳細に把握する必要があると

判断し、予定地に設定した10mのグリッドを基にして計51カ所(T-46-96)を調査の対象とした。ト

レンチは 1X 1. 5m、深さ 1m前後の最小規模にとどめ、重機を使用した。調査の期間は、平成 2年

11月16・ ― 17日の 2日間を要した。

第14図 第二次確認調査トレンチ配置図 (1/2000・1/10000) 
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T-47 T-48 T-46 

ー3 □二寧竺
出口~:

1. 現耕士

2. 黄灰色粘質土（近世）

3. 灰黄色粘質土（中世）

4. 灰色粘質土（中世）

5. 暗灰色粘質土(/,,)

6. 暗茶灰色粘質土（包含層）

A 当初計画レペル

B 設計変更レベル

7 . 暗青灰色粘質土

8. 青黄色粘質土

T-49 T-50 T-51 T-52 T-53 

1. 現耕土 4. i炎灰褐色粘質土（包含層） 7. 濃灰色粘質土（包含層） 10. 暗黒灰色粘質土

2. 淡灰色粘質土（近世） 5. 灰黄褐色粘質上( ,., ) 8. 暗灰色粘質士( /,, ) 11. . 灰黄色―灰褐色粘質士

3. 淡灰黄色粘質士(,.,.) 6. 暗灰褐色粘質土( .,,. ) 9. 灰褐色粘質上( .,,. ) 

T-55 T-56 T-57 T-58 

A
 

1. 現耕土 5. 淡黄灰色土（包含層）

2. 淡灰色粘質土（近世） 6 . 暗灰褐色粘土( /,, ) 

3. 黄灰褐色粘質土（中世） 7. 暗灰色土( /,, ) 

4. 暗黒茶褐色粘質士（包含層） 8 . 明灰色粘質土( /,, ) 

9 . 灰褐色土（包含層）

10. 暗黒灰褐色土（ ヶ

11. 灰色土（ ヶ ） 

12. 灰茶褐色土( f,, ) 

13. 灰黄褐色粘質土

T-59 T-60 T-61 T-62 T-63 T-64 T-65 

曇 A
 

1. 現耕士 6. 灰色土（包含層） 11. 暗灰茶褐色粘質士 16. 淡黄褐色粘士

2. 淡灰黄褐色土 7. 暗灰色土( ,,,. ) 12. 黒灰色粘質土（包含層） 17. 暗灰黄色粘土（包含層）

3 . 淡灰色土（近世水田） 8. 淡灰褐色土 (Mn沈着） 13. ・ 暗灰色粘土（ ヶ ） 18. 灰黄褐色粘質土

4 . 灰褐色粘質土 9 . 暗灰褐色土（有機質含） 14. 暗灰黄褐色粘質士( ,,,. ) 

5. 灰色粘土 10. 淡灰褐色士 (Mn沈着） 15. 淡灰黄褐色粘土

2m 

第15図 第二次確認調査トレンチ47-65(1/80) 
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T-66 T-67 T-68 T-69 T-70 

9

,

 

2

一

N

冒一 A 当初計画レベル

B 設計変更レペル

1. 現耕士

2. 淡灰色土（近世水田）

3. 淡灰黄色粘土

4. 灰黄色粘質士

5. 暗灰黄色粘質土

6. 暗灰色粘士

7. 賠黒灰色粘土（包含層）

8 . 暗灰色土

9 . 灰褐色粘土

10. 暗灰褐色粘土（炭を含む）

11. 暗灰褐色粘質士

12. 灰黄褐色粘質土

13. 淡灰黄褐色粘質士

T-71 T-72 T-73 T-74 T-75 

·~ 鸞~尼記...
1. 現耕土

2. i炎灰黄色土（近世水田）

3. 黄灰色粘士（中世）

4. 暗灰褐色粘質土（包含層）

5. 黒灰褐色粘質土

6. 灰褐色粘質士

7 . 暗茶灰色粘質土

8 . 暗灰黄褐色粘質土（包含層）

9 . 灰黄褐色粘質土( /,, ) 

10. 暗灰黄褐色土

11. 灰黄褐色土

T-76 T-77 T-78 T-79 T-80 T-81 

A責：~ A・B 

1. 現耕土

2. 床土•水田層

3. 灰黄色土（近世水田）

4 . 淡灰色粘土（中世）

5. 暗灰色褐色粘質土

6 . 暗黒灰褐色粘質士

7 . 明灰黄褐色士

8. 灰褐色土

9 . 灰黄褐色土

10. 暗褐色粘質土（包含層）

11. 暗灰黄褐色土( ~ ) 

12. 灰黄褐色粘質土

T-82 T-83 T-84 T-85 T-86 T-87 

A・B 

1. 現耕土

2 . 床土・ 水田層

3. 淡灰黄色土（近世水田）

4. 暗灰黄褐色粘質士（包含層）

5. 淡灰黄褐色士

6. 暗灰褐色粘質土（包含層）

7. 灰黄褐色粘質土（包含層）

8. 灰褐色土

9. 灰黄褐色粘質士

10. 灰褐色粘質土

11. 淡灰黄褐色粘質土

Zm 

第16図 第二次確認調査トレンチ66,ooJ87(1 /80) 
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T-88 T-89 T-90 T-91 T-92 T-93 

B
 

1. 現耕士 4 . 黒灰黄色粘質士（包含層） 6 . 暗黄茶褐色士

2. 近世水田 5. 暗灰褐色粘質土( .,,, ) 7. 灰黄褐色粘質土

3 . 黒黄褐色士

A 当初計画レペル

B 設計変更レベル

贔― 国
曇

T-96 

＿ 曇A

1. 現耕土 4. 暗灰褐色土 6 . 暗灰黄褐色土

2. r炎灰黄色土（近世水田） 5 . 暗黒灰褐色土 7 . 灰黄褐色土

3. 灰褐色土

2m 

第17図 第二次確認調査トレンチ88-96(1 /80) 

調査の結果、旧河道は予測よりもかなり蛇行して対象地内に存在するようで、微高地はそれに分断

される形で、 T-49・54・55・59とT-46·58·64·65·69·70·73~75·79~93·95·96の 2 カ所

の部分に広がっていることが判明した。実施設計の掘削予定レベルは、 T-70と72を結ぶ線あたりか

ら西側（以下西区）が海抜8.85m、東側（以下東区）が同8.20mであり、断面図と照合すると、西区の西

半部では包含層上面が辛うじて遺存し同東半部では表士あるいは床土内でどうにか削平が納まること、

東区は微高地のほとんどの部分で包含層あるいは遺構上面に削平を受けることが看取された。

県教育委員会は以上の結果をもとに、最小限の掘削に留めて遺跡に影響が及ばないよう、県総務部

に設計変更を申し入れた。その後県総務部から、西区は西端部で海抜8.95m、中央部で同8.85m、東

端部で同8.75mにして地形に添って表士を争ljぐ程度の掘削に留め、東区は全体に30cm上げて海抜

8.50m、一部南西端は同8.60mにし、調整池の容量の不足分は東区の東側を約10m拡張することと同

区南東隅に約45X20mの集水桝（底で海抜7.2m)を設置することで解消できるという設計変更案が県

教育委員会に提示された。検討協議の結果、当初計画では約 2万面のうち 6割以上について調査の必

要があったが、変更計画では東区の南西隅と集水桝が調査対象にならざるを得ないものの全体の 9割

近くが保存されること、これ以上の設計変更は調整池の容量基準等からしてむづかしいことなどから、

この設計変更案に添って調査を実施することになった。 （柳瀬）

2 . 全面調査

全面調査は平成 2(i990)年 4月から平成 5(1994)年 3月まで実施した。調査対象地となったのはエ

事によって掘削される範囲で、おもに学部棟、図書館、講拡、体育館などの建物や用水路、共同溝、

調整池などであった。このため調査区は、不定形なものや小面積のものも多かったし、また調企員の

班編成との関係で同じ調査区を区分して調査した地区もある。さらに発掘調査は建設工程とのからみ

で急ぐところから着手していったため、隣り合う調査区であるにもかかわらず年度を違えて調査せざ
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るを得ない場合もあった。

調査区の名称については、それぞれの工事原因名の頭文字をアルファベットで表記することにした。

全体の調査区の位置および調査区名については、第18・19図に示したとおりである。また、各調査

区の調査期間および面積については第 2表に示したとおりである。なお、各調査区に対応する遺跡名

については、現在の用地内における行政区名称に従い、南溝手遺跡と窪木遺跡という 2つの遺跡名と

なっている。

発掘調査は国土座標に沿った形で基準杭を設定して行ったが、全体のグリッド割りは調査時点では

実施しなかった。

また、現耕作土および近世水田層までは重機によって除去したほか、その後も、深い河道の調査に

おいては重機を使用して対応した。

発掘調査を開始した平成 2年度の段階では、実施設計がなお十分に煮詰まっていなかったが、まず

調査員 5名の 1班編成で着手した。最初に調査に入ったのは管理棟予定地であった。この調査区は調

査終了間近に設計変更となり、調査はその時点で終え、保存措置を行った。その後本部棟(H0区）、

図書館 (T0区）の調査を進めた。ところが平成 2年10月になって、実施設計がほぽ固まるとともに開

学が平成 5年 4月に設定されたのに伴い、建設工事期間を差し引いた発掘調査期間が決定され、アト

リエ棟(AT区）やデザイン学部棟(DE区）、情報工学部棟(Jy区）など主要な学部棟を含む緊急を要

する調査区（約9100rtiりが設定された。そのため急拠平成 3年 1月から 3月までは調査員を増員し、 21

名による 7班体制で調査終了をめざして、懸命の努力を払った。 DE区で弥生時代前期の住居跡から

管玉の未製品や玉砥石が出土したのはこの時期である。

平成 3年 4月からは新しい調査員10名と北房町教育委員会の専門職員 1名(6月まで）の 4班体制で

各建物をむすび共同溝や排水路などの調査区の発掘調査を開始した。しかしその後、 6階建てが計画

された保健福祉棟(HF区）や短期大学部(TD区）など工事を急がざるを得ない調査区が設定されたた

め、これまた総社市教育委員会の専門職員 3名の応援を受けるなどして、 7月から 9月まで 6班体制

で調査を完了させることになった。この時期に TDl区で「馬養」銘須恵器が出土し、つとに注目を

集めた。この時点でおもな校舎建設に伴う発掘調査は終了させることができ、その後は、再び4班体

制でエネルギーセンター (E'N区）、講堂 (K0区）、あるいは浄化槽 (J0区）などの調査を実施して

いった。 Hl5区から縄文時代後期後葉の籾痕土器が出土したのはこの時期である。

平成 4年に入ると、西側調整池(NC区）の調査に入ることになった。この部分は遺跡内で最も遺構

密度の高い地区であったが、他調査区からの応援を得て、平成 4年 3月にはほぼ完了することができ

た。この時期の調査において NC3区では縄文時代後期中葉の土器がまとまって出士し、のちの士器

胎土分析によってイネのプラント・オパールが検出された。また NC3区のトレンチ調査で検出した

縄文時代後期の集石遺構については、工事に影響がなくなったため図面作成、写真撮影等を実施した

のち、砂によって被覆し、現状凍結を図った。 3月22日にはそれまでに出土したおもな遺物や調査中

であった NC区と J0区を中心とした現地説明会を開催し、約100名の人々が見学に訪れた。

平成 4年 4月からは常時 9名の 4班を編成して開始した。おもな対象地となったのは用地内のほぽ

中央を流れていた中道川の改修工事(CH区）や掘割水路(HW区）、部室棟(BU区）などに伴う調査区

であった。 HW調査区では縄文時代晩期後葉の丹塗り磨研の壺や鉢、弥生時代後期の家屋線刻絵画土

器が出士し注目された。平成 4年の後半は、発掘調査も大詰めに近付き、おもに用地の東に位置する
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第 1章 発掘調査および報告書作成の経緯

山陰川の改修工事(YA区）や東調整池(HC区）とプール(PU区）の調査を行った。この地区では、そ

れまで少なかった奈良• 平安時代の遺構や遺物が多く検出された。

こうして、平成 4年12月をもってほとんどの調査区の発掘調査を終了させることができた。その後

平成 5年 3月にはテニスコート部分の調査を 2週間実施し、すべての発掘調査が完了した。

発掘調査に関る埋蔵文化財保護対策委員会は平成 2年度に 3回、平成 3年度に 4回、平成 4年度に

3回開催し、その都度、貴重なご助言を賜った。 （平井）

調査 区 調査期間 面積(mり 調査 区 調査期間 面積(mり
K (管理棟予定地） 900416~900713 1,600 H20 (排水路） 911025-911209 480 
HO (本館） 900716-901127 1,906 NC 3 (西調整池） 920105-020331 1,063 

TO (図書館） 901001~910116 1,902 TD4・5 (短期大学郁棟） 910812-911025 912 
TA (体育館） 910107~910331 2,977 Hll-13 (排水路） 910701-910911 751 

AT (アトリエお東） 910107-910703 2,576 TD 6 (短期大学部棟） 910906-910918 97 
DE (デザイン棟） 910107-910331 1,647 CH 1 (中道川） 920401~920706 1,681 
FU (福利厚生棟） 910107~910331 1,983 BU (部室棟） 920606-921009 814 
J y (情報工学棟） 910107-910331 1,683 H C 3 (東調整池） 920916~921211 596 

I N (共通棟北） 910107-910331 2,077 H C 4 (東調整池） 920916-921211 212 

YO 2 (余水吐） 910404-911015 972 H C 5 (東調整池） 920916-921211 430 

HF (保健福祉棟） 910606-910920 2,106 NC 2 (西調整池） 920401--920408 300 

BO 1 (防火水槽） 911011~911025 79 HW2 (掘割） 920409-920618 434 
H 14 (排水路） 911015-911022 200 HW  3 (掘割） 920506-920618 870 

H 18・19 (排水路） 911018~911216 559 YA 1 (山陰川） 921001-921211 333 

CH 3 (中道川） 911210~920311 1,024 YA 2 A (山陰川） 920715-921211 747 

YO 1 (余水吐） 910404-910704 925 YA 2 B (山陰川） 920618-920714 716 

BO 3 (防火水槽） 910512-910627 78 H C 1 A (東調整池） 920928-921211 189 

Z C 1 (暫定沈砂池） 910706-910711 43 H C 1 B (東調整池） 920715-020805 46 

KY 2・3 (共通棟南） 910702-911022 2,802 H C 2 A (東調整池） 920715-920828 148 
H 15-17 (排水路） 911023~911213 863 H C 6 (東調整池） 921001-921211 172 

NC 1 (西調整池） 911215~920331 898 CH 2 (中道川） 920401~920527 976 
K 6~9 (共同溝） 910404-910513 349 CH 4 (中道川） a 920513-920704 985 
H 1~5 (排水路） 910510~910624 593 CH 5 (中道川） 920706 -920930 945 

BO 2 (防火水槽） 910512-910612 79 PU2・3 (プール） 921001~921211 1,530 

KY 1 (共通棟南） 910621-910904 1,020 HW  1 (掘割） 920401-920507 420 
EN (エネルギー棟） 910905-911116 1,490 YA 3 (山陰川） 920609~921021 1,060 

KO 2 (講堂） 911115-920312 1,274 YA 4 (山陰川） 920910-921013 530 
KO 1 (講堂） 911204~920331 774 YA 5 (山陰川） 921007-921021 146 

K 1 -5 (共同溝） 910404-910612 956 H C 2 B (東調整池） 920728~920904 265 
H 6~9 (排水路） 910516~910619 493 y K (野球場） 921126-921210 15 

TDl-3 (毎期大学蔀棟） 910604-911011 2,017 PU 1 (プール） 921013-921209 770 

JO 0争イt槽） 911009-920313 1,284 TEl-6(テニスコート） 921203~921210 54 

NC 2 (西調整池） 920124~920331 509 WR-A (渡り廊下） 920508~920515 103 
H 10 (排水路） 910701-910812 249 WR-C (渡り廊下） 920508-920515 58 
K 10 (共同溝） 911025~911210 180 WR-E (渡り廊下） 920508-920515 72 

第 2表 全調査区一覧（南溝手遺跡・窪木遺跡）
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第 4節報告書の作成

第4節報告書の作成

報告書の作成は、全調査区を 4年次にわけて行うこととし、今回報告する第 1分冊については担当

者 3名で、平成 5(1993)年度に実施した。第 1分冊の対象となった調査区は第19・20図に示した各調

査区である。総面積は約28000m2で、発掘調査時の遺構総数約860、出土遺物は約450箱であった。調

査担当者、調査期間および調査面積は第 3表に示した。

出土遺物の水洗・注記は発掘調査時にすでに終了しており、平成 5年 4月からはただちに整理、復

元作業を開始した。復元作業は小片のものが多かったが作業は順調に進行し、実測遺物の選定抽出を

行うことができた。実測土器の選定にあたっては、実測可能なものについては小片であってもできる

だけ抽出するように努めた。

復元作業と並行して石器、土製品などの抽出も行い、台帳を作成し、実測の必要なものの選定を

行った。このようにして選定した遺物については土器が約2200点、石器約550点、土製品・鉄器約130

点などの実測を行うことができた。これらの実測作業は、調査貝はもとより、補助員の協力に負うと

ころが少なくない。補助員による実測図については調査員が絶えず点検を行った。出来上がった実測

図については編集段階で一部割愛したため報告書に掲載できた土器は2071点、石器• 石製品は520点、

土製品は123点、鉄器は 5点、木製品は 3点である。

遺構については、担当者 3名が調査区を分担して図面整理を行い、 トレースについては、調査員お

よび補助員が行った。今回報告する調査区については、報告書を担当する調査員が、直接調査に携

わっていない調査区が約 3分の 1を占めていた。そのため、作業は発掘担当者との話し合いをもちな

がら進めるという状況であった。また、溝や水田など各調査区にわたって検出されている遺構につい

ての理解のくい違いを解消する作業にも多くの時間を費やすことになった。特に全体図の作成にあ

たっては、第 2分冊以降を考慮に入れて、新たに全調査区をカバーする20m単位のグリッド割りを国

土座標に則って設定した（第21図）。

遺物写真については政田孝氏と米戸典子氏にお願いした。

編集作業においては、まず各遺構遺物の説明を時代ごとに節を分けて行うことにした。節立につい

ては遺跡の実態に則して行うこととし、そのため弥生時代中期については前葉を弥生時代前期に含め

ることにした。また、弥生時代中期後葉と後期前葉の遺構や遺物が多いため、これらはまとめて一つ

の節として取り扱った。さらに、古代と中世については、溝や素掘溝群などの一部が明確に区別でき

なかったため一つの節として取り扱うこととした。

遺構の取り扱いについて問題となったのは、土城と柱穴である。実測可能な出土遺物のある土墟や

埋士、形状のしっかりした土墟については報告書に土堀として掲載した。しかし、それ以外の現場で

は土堀として取り扱ったものの出土遺物もなく時期の特定が困難で、形状もしっかりしていない土堀

の一部については、全体図に掲載したのみで個別に説明は加えなかった。また柱穴については時期を

特定するのが困難なものが多かった。特に縄文時代晩期と弥生時代前期の区別が困難であり、後にの

べるように弥生時代前期から中期前葉の全体図にまとめて掲載することにした。

水田の報告にあたっては結果的に水田の文章と平面図と断面図が組み合っていないレイアウトに

なったところがある。これは各時代ごとに節を分けたため各時期の水田を分離して説明することに
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第 4節報告害の作成

なったこと、およぴ水田が低位部に形成されており、低位部の堆積状況を示す断面図と水田層の断面

図が重複することになったためで、読みづらい印象はまぬがれ得ないが、了とされたい。

遺物のうち土器• 石器については観察表を作成した。そのため本文中では土器・石器自体の説明を

省略したところも少なくない。

土器観察表はスペースの関係などから十分なものにはなっていない。特徴欄における記載のうち、

縄文時代の巻貝はヘナタリ貝あるいはカワアイ貝を想定しており、アルカ属貝条痕としているのは貝

の特定はできないが、ハイガイなどのアルカ属に属する二枚貝による条痕を指している。またケズリ

は原体は不明ながらも砂粒の動きが観察できたもので、通常ヘラケズリとされている調整である。ミ

ガキは通常ヘラミガキと呼ばれている調整で、ハケメは板材による線条痕を指している。板ナデはハ

ケメほど顕著でないが、板材でナデたような条線が観察されたものである。

色調については外面の色調のみを記載している。土器によっては複数の色調をもつものもあったが、

効
＄
 

／
 

B02□ WR-E 

IN 

~ 

HF 

均 H 16 

。
100m 

TO 

硲

超：

第20図 南溝手遺跡 1調査区名一覧（第 1分冊） (1 /2000) 
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第 1章 発掘調査およぴ報告書作成の経緯

主要な色調のみを記載した。胎土については記載していないが、基本的には長石・石英• 雲母といっ

た花尚岩起源の砂礫を含んでおり、特徴的な胎土をもつ士器については備考欄に記載するようにした。

報告書に関わる自然遺物の鑑定、分析については一部の土壊のプラント・オパール分析および花粉

分析や獣骨の鑑定を、発掘期間中に依頼した。また今回の報告書に関わる鑑定、分析については例言

に記載した諸氏、機関に依頼した。

こうした分析、鑑定について問題となったのは土壌のプラント・オパールと花粉の分析について各

報告書の分冊ごとにまとめて依頼することができなかったことである。これは、一つには発掘調査時

において、縄文時代晩期あるいは後期の水田の存否が重要な問題となり、それらの可能性の考えられ

た土壌について優先的に依頼を行ったため、その後に計画された報告書の各分冊にまたがる資料の報

告がまとめられることとなった。また、報告書が 4年計画になったため、土壌の性格上最初の年度に

全調査区のおもな資料の分析を依頼したためである。

／
 

100m 

第21図 南溝手遺跡 1グリッド設定図（第 1分冊） (1 /2000) 
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第4節報告書の作成

こうしたことから、これらの報告文をどの分冊において掲載するかという問題が生じることになっ

た。最終分冊にまとめて掲載する方法も考えたが第 1分冊で報告する弥生時代の水田などについては、

この分析結果が重要な根拠となっている。そのため、本報告では、プラント・オパールの土壌分析の

結果については、古環境研究所の了解のもとに、第一分冊に関連する試料の結果についてのみ再編集

したものを付載として掲載している。

文章の執筆については基本的に発掘調査担当者が分担し、文責を文末に記載した。しかしながら既

に述べたように、多くの遺構・ 遺物について整理に携わることのできなかった発掘調査担当者が、他

の用務を抱えながら執筆せざるを得ない状況にあったので、必ずしも文体を統一することはできな

かったし、また説明不足の箇所も少なくない。

報告書の作成にあたっては下記の方々の援助を受けた。ここに氏名を記し、深く感謝いたします。

（平井）

報告書作成協力者

政田孝阿部典子荒木孝子板野桂子遠藤七都子大西信子片山典子熊代千津子

甲坂めぐみ河内一美小西洋子小山幸子斉藤直子高田師子田中淑子坪井婦美

常見友恵中野晴美芳谷綾子林真理子林幸恵平田純子松野千里三垣佐知子

森田洋子山形五美横溝節子米戸典子

調査区名

TO (図書館）

AT (アトリエ棟）

DE (デザイン棟）

FU (福利厚生棟）

J y (情報工学棟）

I N (共通棟北）

H'F (保健福祉棟）

BO 1 (防火水槽）

H 14 (排水路）

K Y 2・3 (共通棟南）

H15-17 (排水路）

K 6 -9 (共同溝）

H 1 -5 (排水路）

BO 2 (防火水槽）

KY 1 (共同棟南）

EN (エネルギー棟）

K 1-5 (共同溝）

H 6 -9 (排水路）

TD 1 -3 (短期大学部棟）

J O (浄化槽）

H10 (排水路）

TD 4・5 (短期大学部棟）

H 11-13 (排水路）

TD 6 (短期大学部棟）

調査期間 面積対 担当者

1990 .10. 1,;._ 1991. 1. 26 1902 柳瀬、桑田、川崎シ、横山サ、小松原

1991. 1. 7-1991. 7. 3 2576 光永、広瀬、安井、川崎シ

1991. 1. 7 -1991. 3. 31 1647 中野、福田、久保

1991. 1. 7-1991. 3. 31 1983 岡田、野上、栗尾

1991. 1. 7-1991. 3. 31 1683 江見、平松、横山シ

1991. 1. 7-1991. 3_.31 2077 平井、川崎ハ、吉久

1991. 6. 6-1991. 9.20 2106 松本、柴田

1991.10.11-1991.10.25 79 松本、柴田

1991.10.15-1991.10.22 200 松本、柴田

1991. 7. 2-1991.10. 22 2802 平井、守屋

1991.10. 23-1991.12 .13 863 平井、守屋

1991. 4. 4-1991. 5 .13 349 光永、）II崎シ

1991. 5.10-1991. 6.24 593 光永、川崎シ

1991. 5.12-1991. 6 .12 79 光永、川崎シ

1991. 6.21-1991. 9. 4 1020 光永、川崎シ

1991. 9. 5-1991.11.16 1490 光永、川崎シ

1991. 4. 4-1991. 6 .12 956 大橋、久保

1991. 5.16-1991. 6 .19 493 大橋、久保

1991. 6. 4-1991.10.11 2017 吉久、大橋、久保

1991.10. 9-1992. 3 .13 1284 吉久、大橋

1991. 7. 1-1991. 8.12 249 葛原、高田、前角

1991. 8.12-1991.10.25 912 葛原、桑田、高田、前角、久保

1991. 7. 1-1991. 9 .11 751 正岡、高橋

1991. 9. 6-1991. 9.18 97 正岡、高橋

第3表第 1分冊対象調査区一覧
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 2章遺跡の位慣と環境

南溝手遺跡は総社市南東部に広がる総社平野の東半部に位置する。総社平野は南縁を都窪丘陵など

の低位丘陵、北縁を吉備高原南端の山地に挟まれた東西に細長い平野で、東端は岡山平野へと続いて

いく。もとは高梁川の乱流による氾濫原と考えられており、洪水や旧河道による沖積作用で形成され

た微高地上に遺跡は立地している。旧河道のひとつ、現在の前川にその名残をとどめる流れは、「備

中国風土記」逸文の「宮瀬川」に比定され、古代の郡境にあたると考えられている。この宮瀬川より

南は窪屋郡、北は賀陽郡となり、当遺跡は古代の律令行政区画でいうところの賀陽郡に包括される。

さて、海浜部からやや奥まったこの平野に至るには高梁川・足守川を北上する川沿いのルートや、

南部の丘陵の谷あいを抜けるルートが考えられるが、これらのルート沿いには著名な弥生墳丘墓や古

墳、古代寺院などが数多く分布している。丘陵越えのルートのひとつに水別峠越えがあり、峠を北に

抜けると古代の官道山陽道と交差する。この付近には作山古墳や宿寺山古墳などの大前方後円墳やこ

うもり塚古墳・緑山 8 号墳• 江崎古墳といった巨石墳が築かれ、備中国分寺・備中国分尼寺が建立さ

れている。さらに三須と上林の間を北へ抜けると総社平野中央部に至るが、そこは現在残る「北国

府」「南国府」などの地名から備中国府推定地の最有力候補とされている。南溝手遺跡はこの備中国

府推定地に隣接しており、古代吉備政権の中枢の一画に位置しているといえよう。鬼ノ城はこの中枢

域を見下ろす背後の山上に位置している。

総社平野内における集落址の調壺から当

遺跡周辺の歴史をふりかえると、当遺跡の

南約 1kmに位置する窪木薬師遺跡では旧石

器時代のナイフ形石器が包含層中より出士

している。しかし、これは平野内に人々が

既に居住していたのではなく、近隣の丘陵

上や台地上に遺跡が存在し、そこから流れ

込んできたと考えられている。総社平野周

辺で現在確認されている旧石器時代の遺跡

としては、高梁川をのぞむ北縁の丘陵上に

位置している浅尾遺跡・宝福寺裏山遺跡が

著名であるが、造山古墳の東側にある独立

小丘陵上でもナイフ形石器が数点出土して

ぃぶ。
(7) 

縄文時代早期には真壁遺跡で遺構が検出

されており、平野内でも一部で居住地とし

ての利用が始まったようである。しかし、

この遺跡以外に平野内に位置する遺跡はな

く、まだまだ不安定な状態であったようで

第22図遺跡位置図
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第 2章遺跡の位置と環境

● 墳墓 ■ 集落 ▲ 窯跡 □ 寺院跡 ー • 一 古墳群（「岡山市遺跡分布地図」および「岡山県遺跡

地図」に準じる）

l 南溝手遺跡 2. 窪木遺跡 3. 窪木宮後遺跡 4. 長良山遺跡 5. 深町遺跡 6. 栢寺廃寺

7. 備中国府推定地 8. 金井戸新田遺跡 9. 明神遺跡 10. 西山遺跡群弥生遺跡 11. 尼子山古墳 12. 西山 1号墳

13. 中山 6号墳 14. 奥ケ谷窯跡 15. 金黒池遺跡 16. 新山廃寺 17. 鬼ノ城 18. 千引かなくろ谷遺跡

20. 随庵古墳 21. 余町遺跡 22. 足守庄関連遺跡 23. 南坂遺跡 24. 南坂 2号墳 25. 上土田 4号墳

26. 上土田 l号墳 27. 延寿寺 28. 鶴免遺跡 29. 生石神社境内弥生墳丘墓 30. 大崎廃寺 31. 三手遺跡

32. 津寺• 三本木遺跡 33. 津寺遺跡 34. 甫崎天神山遺跡 35. 雲山鳥打弥生墳丘墓 36. 足守川加茂遺跡

37. 鯉喰神社弥生墳丘墓 38. 矢部廃寺 39. 矢部堀越遺跡 40. 高塚遺跡 41. 庚申山遺跡 42. 餞亀遺跡

43. 窪木薬師遺跡 44. 中林遺跡 45. 折敷山遺跡 46. 折敷山古墳 47. 小造山遺跡 48. 夫婦塚古墳

49. 命塚古墳 50. 造山古墳 51. 榊山古墳 52. 千足古墳 53. 造山古墳付 6号墳 54. 新池大塚古墳

55. 法蓮23号墳 56. 亀山塚 57. 緑山 8号墳 58. 緑山17号墳 59. 三須畠田遺跡 60. 美野田遺跡

61. 江崎古墳 62. 山津田遺跡 63. 備中国分寺 64. こうもり塚古墳 65. 備中国分尼寺 66. 清水角遺跡

67. 三須廃寺 68. 天満遺跡 69. 作山古墳 70. 真壁遺跡

第23図 周辺主要遺跡分布図 (1/40000)
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ある。当遺跡の東に隣接する小独立丘陵の長良山の西斜面でも縄文時代早期の押型文土器が出土して

いる。

沖積化が進行し、本格的に平野内へ人々が進出し始めるのは縄文時代後期から晩期にかけてのよう

で、当遺跡でも後期の遺構・遺物が検出されている。特に後期中葉の土器胎土からはイネのプラン

ト・オパールが検出されており、沖積平野への進出が稲作の導入といった生活基盤の変化に呼応する

ものとして注目される。

弥生時代前期になると、真壁遺跡や当遺跡だけでなく足守庄関連遺跡や山津田遺跡など広く平野内

に遺跡が散見され、沖積平野の安定と微高地の拡大をうかがい知ることができる。当遺跡において検

出された竪穴住居には「松菊里型」といわれる構造を持ち、またその一軒では管玉の製作を行ってお

り、早くから対外的にも開けた地として注目される。

これ以降さらに平野部の集落は展開をみせ、多くは弥生時代中期後半から後期前半にかけて最盛期

を迎えている。そうした中のひとつが、後期後半には墳丘墓を築き、古墳時代にいたっては大前方後

円墳の造営主体となる一大勢力へ発展していったと考えられる。しかし、総社平野中央部には高塚遺
(I?) (I?) . 

跡や津寺遺跡、足守川加茂• 矢部南向遺跡といった大集落に匹敵するような集落は確認されておらず、

実態は不明な点が多い。

古墳時代の集落についても不明な点が多いが、近年の総社市教育委員会による確認調査などで平野

内の微高地とその上に立地する古墳時代集落が小規模ながら確認されており、少しずつではあるがそ
(11) 

の実態にせまる資料が蓄積されつつある。同じ県立大学用地内の窪木遺跡や当遺跡のすぐ南につづく
M . 

窪木宮後遺跡でも古墳時代前期および後期の竪穴住居が検出されており、当遺跡周辺にも継続して集

落が営まれているようである。また、古墳時代後期になって急速に集落が増加したことが指摘されて
⑲ 

おり、鉄生産の進展がその背景のひとつとして考えられている。平野内においては窪木薬師遺跡で 5

世紀前半から 7 世紀前葉にかけての鍛冶集団の居住した集落や、丘陵• 山地では千引かなぐろ谷製鉄

遺跡といった 6世紀後半における製鉄遺跡が発掘され、また随庵古墳のように鍛冶道具ー式を副葬す

る古墳が築かれるなど、鉄生産や鉄器製作と関連深い遺跡が多く存在している。また、奥ケ谷窯跡と

いったTK73型式に先行すると考えられる初期須恵器窯が発見されており、農耕に依拠するだけでな

く、当時の先端技術のいちはやい導入と展開がこの地の経済基盤の一端を支え、さらに後の吉備政権

をになう勢力を支えていったと考えられる。
(2~ 

古代においても当遺跡は、すぐ西には備中国府の比定地があり、白鳳期創建の栢寺廃寺が隣接する

など変わらず備中中枢域にあったと考えられる。平野内における古代の遺跡の調査例は少なく、真壁
切0

遺跡で奈良時代の竪穴住居や平安時代の建物が検出され、三須廃寺の西に位置する三須畠田遺跡では

奈良時代前半の丹塗土師器ゃ布目瓦が出土したにすぎない。当遺跡においては、遺跡の立地から国府

関連遺跡の検出が期待されたが、わずかに包含層中から平安時代に属する瓦や陶硯、灰釉陶器などが

出士したにすぎない。その要因としては、古代以降の水田開発にともなって削平された遺構もあろう

が、本来から僅少であった可能性が考えられる。この点については、今後のさらなる検討が必要であ

ろう。

また、当遺跡周辺は条里制区画の残る地域としても古くから注目されているが、平野東端に位置す
aa 

る足守庄関連遺跡では、平安時代には条里に基づく地割が確認されている。当地と足守地域は、郷は
⑳ 

違うが、条里方向の同一性や足守地域を本拠地とする賀陽氏が栢寺廃寺の地に賀陽山門満寺を再建する
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など深い関わりのある地である。さらに当遺跡においても、溝の一部と畦畔のみであるが平安時代中

頃の遺構で条里方向と一致するものが検出されており、足守地域と同じ頃に条里が導入された可能性

が高い。

古代～中世における集落の調査例としては平安時代末から中世にかけての鍛冶関連遺構が検出され
四 闊 似) • (25) 

た樋本遺跡や屋敷地と考えられる真壁遺跡、中林遺跡、金井戸新田遺跡、清水角遺跡などがある。当

遺跡においても屋敷地や土堀墓が検出されているが大部分は水田域である。「備中国賀夜郡服部郷図」

では当遺跡周辺は田畑として利用されていた事がうかがえるが、調査成果や調査地全面に中世以降水

田層が継続的に堆積していることから、遅くとも中世には平野内の大部分が水田化され、現在と変わ

らぬ景観を呈していたと考えられる。 （久保）
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(2) 「備中国府跡 緊急確認調査」『総社市埋蔵文化財発掘調査報告」 7 総社市教育委員会 1989年
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第 3章発掘調査の概要

第 1節調査区の概要

当該地の調壺開始前の状況は、水田および畑地などであった。現耕作土直下には20cm前後の厚さの

近世と考えられる水田層が、全体にわたって堆積していた。この近世の水田層を除去した段階で第24

図④・⑨・⑩の第 2微高地（西）と第 3微高地（北）・（南）では、縄文時代晩期以降の基盤層である黄色

土面に到達し、各時期の遺構を検出することができた。また、②の第 1微高地および⑤の第 2微高地

（東）では上記基盤層に到達する部分と弥生時代前期から中期前葉と考えられる包含層が10-20cm堆積

していた部分とがあったが、基本的には微高地状を呈していることが明らかになった。

一方、①の第 1低位部,_ま先述の弥生時代前期から中期前葉の包含層が谷状に堆積していた部分で、

調査区の南端部では厚さ約80cmに達する。しかし、弥生時代中期中葉以降は微高地となり、その後古

代には水田域となっている。また、⑥の第 2低位部では古墳時代後半から中世の土層が20cm前後存在

し、その下位に古墳時代前期前葉および弥生時代の水田層が確認できた。そしてこの水田層の下層に

は、弥生時代前期から中期前葉の包含層が北にむかって徐々に厚く堆積していた。⑦ ・⑧ • ⑪の第 3

低位部および第 4低位部についても土層の厚さに相違はあるものの、基本的に第 2低位部と同様の状

況を呈していた。さらに、第1微高地

と第 2微高地（西）の間、および第 4低

位部の南には図の③•⑫のような河道

1・2が確認された。この河道は縄文

時代晩期の層までしか確認できなかっ

たが、縄文時代後期から続いている河

道で、弥生時代中期後葉まで規模は小

さくなりながらも存続していたものと

考えられる。この河道 1・2の部分は、麦

弥生時代後期から古墳時代前期前葉に

は水田域となっている。

なお、第 1・2・3・4低位部につ

いては、縄文時代晩期においても範囲

は不明確ながらも低位部であったと考

えている。また第 1・2微高地では、

黄色土甚盤層中から縄文時代晩期中葉

の火処や土器・石器が検出され、縄文

時代後期の土器も第 4低位部などで出

土している。 （平井）

起

g' 

$/ 

①第 1低位部④第 2微高地（西）⑦第 3低位部（北）⑩第 3微高地（南）

②第 1微高地⑤第 2微高地（東）⑧第 3低位部（南）⑪第 4低位部

③河道 1 ⑥第 2低位部 ⑨第 3微高地（北）⑫河道 2

第24図調査区地形概略図 (1/3000) 
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第 2節 縄文時代後期の遺構・遺物

第 2節縄文時代後期の遺構・遺物

1 . 概要

縄文時代後期の遺構・遺物については、明確な遺構は検出されず、遺物が縄文時代晩期以降の基盤

層となっている黄色砂質土から、あるいは縄文時代晩期の河道中に混入した状況で出土した。

遺物が出土した場所は、第 2微高地（東）および第 3微高地、第 4低位部にあたる HF・H15・H 

16・J 0区のみである。しかしながら出土状況は A・B・C地点でみられるように黄色砂質土上面か

ら約 1~2m下位で、しかも少量の遺物が出土するのみという状況であり、他の調査区ではその深さ

まで調杏が及んでいないところが多いため、他の調査区において縄文時代後期の遺構・遺物が存在し

ないとは言いがたい。 （平井）

2. 出土遺物

A地点（第25-27図、図版 3・37)

H15区の北半部で出士した土器を A地点出士の土器とする。土器は調査の最終段階で西壁の土層図

作成のために側溝を深く掘り下げたところ、弥生時代の遺構面から約 1m下位で 1点出土した。その

ため、この土器の周辺を掘り下げたところ約 6X4mの範囲の23か所で士器片を検出することができ

た。出土した士器の分布状況およびレベルは第26図に示したとおりである。土器は調杏区の北西部に

焙

悽

*E地点

ダ

/
y
f
 

:j*I C地点

S
 

.. 

綺

•IA地点

* l B地点

綺

＄
 

＄
 

。
100m *D地点

悽

第25図 縄文時代後期土器出土地点 (1/1500) 
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まとまりがみられるが、出士レベルには同一

個体であっても約30cmの高低差がある。 また

これらの土器は、土層の観察からは、何らか

の遺構に伴っていたとは考えられなかった。

出土した土器片は小片のものが多かったが、

接合の結果 2-3個体分にまとまることが明

らかになった。第27屈36は深鉢で底部を除い

て全体の約3/4が復元できた。口縁部および

胴部屈曲部には巻貝による凹線文を、そして

D縁部には扇状圧痕が 1か所認められる。ま

た、胴部外面には巻貝条痕が一部認められた。

37・38はいずれも小片である。これらの土器

の時期は縄文時代後期後葉、瀬戸内編年の福

田K川式に併行するものと考えられる。

B地点 （第25・26・28鳳図版3・37)

H 15区の向半部においてまとまって出土し

た土器を B地点出土の土器とする。土器は、

弥生時代前期の溝 5を検出後、その下層を掘

り下げたところ 9片の土器片が100X60cmの

範囲に20cm以内の高低差をもって出土した。

土層断面の観察によれば、これらの土器は南

に向かって傾斜する斜面に堆積したものと考

えられる。また、周辺には炭の小粒が認めら

れた。出土した士器はすべて同一個体のもの

と考えられ、復元の結果第28図39のような形

態であることが判明した。底部および口頸部

は欠除しているが、胴部はやや肩の張る球形

を呈する。外面は、下半部ではタテ方向のケ

ズリのち一部に細い線条痕が認められる。上

半部にはヨコ方向のケズリのち一部に斜めの

細い線条痕が観察でき、最終的にはヨコ方向

のミガキ調整が施されている。この土器の時

期については県内ではあまり類例をみないも

挿図 I

＂ 
積別器種

特

:： 1:~;:. I~=三：芯；ご

第 2節 縄文時代後期の遺構・遺物
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ー
第27図 縄文時代後期出土遺物 (A地点） (1/4) 
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第3章 発掘潟査の概要

/ 
籾痕

39 
O 10cm 

挿図 I
番号

種別器種

39 I縄文土器 1 深鉢 1 ケズ..ヘ~\ガキ．条桟
特 徴

面 内 百

n項

1.J唇部
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- --I--______j..._ —-!l'111, R.!, I 

第28図 縄文時代後期出土遺物 (B地点）(1 /4) 

のであるが、福田 K川式前後と考えておきたい。

ところで、この土器の内面には籾の圧痕が確認できたが（巻頭図版 2)、これについては後に述べ

たい（第 4章第 2節および付載 1)。

C地点 （第25・29-31図、図版4・37)

H 16区の北半でまとまって出土した土器を C地点出土の土器とした。土器は第29図の10層中から出

土し、その多くは図示したように土器溜り状を尾していた。出土した層位は A地点と同一のものと考

えられる。第30図40の外面は巻貝条痕のちヨコ方廊のミガキである。これらの土器の時期は、縄文時

代後期末の福田KID式併行期と考えられる。 C地点では土器以外に石器も出土している。

D地点 （第25・32図）

J 0区の縄文時代河道 2を掘り下げ中に出土した土器（第32図46)をD地点出土の土器とした。確

認できた士器はこの 1点のみであった。時期は縄文時代後期中葉と考えられる。

E地点 （第25・32図）

HF区で出土した土器 （第32図47・48)をE地点出土の土器とした。この土器は調究の最終段階で、

縄文時代晩期以降の基盤層となっている黄色砂質土の状況を調べる目的で約 Im掘り下げたトレンチ

から 2片のみ出土した。時期は縄文時代後期後葉、福田 KID式併行期と考えられる。

i知
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第29図 縄文時代後期遺物出土状況および出土層位 (C地点） (1 /30・1 /60) 
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第 2節縄文時代後期の遺構・遺物

ところで、今回出土した縄文時代後期の土器のうち 、36・39・40の土器片のプラント・オパール分

析を宮崎大学農学部の藤原宏志教授に依頼したところ、 36からはヨシ、 39からはイネ・ススキ、 40から

はイネ ・タケ ・ヨシ ・ジュズダマ ・モロコシ ・キビ族のプラント ・オパールが検出されたとの報告を

受けている （付載 2参照）。 （平井）
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第 3章発掘湛在の概要

第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物

1 . 概要

第33図はおもに弥生時代前期から中期前葉を中心とする地形概略図であるが、縄文時代晩期段階で

も基本的に同様の地形であったと考えている。

調査地の南西端には第 1低位部が存在する。埋土中から出土した土器は弥生時代前期の土器が多い

が、縄文時代晩期の土器も少量ではあるが含まれていること、および晩期の11J能性のある土層が一部

で確認されていることから、晩期段階においてもこの周辺が低位部にな っていたと判断した。第 2 • 

3・4低位部についても同様に、範囲は不明ながらも晩期段陛から低位部であったと考えている。

また河道 I・2については晩期の遺物は多く出土したが、胴口の状況や底の確認については、調査

区が狭いことやi勇水などの問題から明確にすることはできなかった。

縄文時代晩期の遺構・遺物は大きく中葉段階と後葉の突帯文土器の段階とが確認できた。晩期後葉

の逍構は士城、火処、柱穴などが検出でき、竪穴仕居や掘立柱建物は確認できなかった。これらは、

河道］をはさんで第 1微商地の北半部と第 2微裔地（西）にまとまりがみられる。上器からは時期的に

大きな疫は訟められないので、この 2つの地区の周辺に店住域があったものと考えられる。遺物は遺

構に伴うものは少覺で、まとまって出土したのは KYI区の河道 1の束肘部である。これらは東側に

想定される屈住域から廃棄されたもの
:::r 

と考えられる。 またこの河道から出士

した遺物のなかには、亥1113突帯文土器

の深鉢の口縁部に=IL列を施した土器が

あり、県内では初めての出士で注目さ

れる。

晩期中菜の遺物は、おもに晩期後葉

以降の基盤層となっている黄色土中お

よび河道 2から出土している。DE区

では土器溜り状を 屋し、石器も出tし

ている。士器が多く出士したのは河道

2で、完形に復元できたものもあった。

また河道 2からはドングリやトチなど

の種子も多く出土している。

遺構としては、火処が第 1微高地の

北半部と第 2微高地（西）の北半部の24

か所において検出できた。土器との共

伴例はないが、検出面などからこの時

期のものと考えられ、周辺に居住域が

想定できるのではなかろうか。（平井）
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第33図 縄文時代晩期地形概略図 (1/3000)
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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第 3章発掘調査の概要

2 . 遺構・遺物

(1) 土凛

土蠣 1 (第37図）

第 2微高地（西）の AT区南東部に位置し、

土城 2との距離20mを測り、 DE区から帯状

に続く火処集中部の北端にあたる。

検出された平面形は不整楕円形を呈し、長

径129cm、短径102cm、深さ30cmを測る。部分

的に 2-3段に掘られた断面形は椀形を呈し、

海抜8.2mの底面はほぼ平坦で、平面形は長

径58cm、短径30cmの楕円形である。

.__,.,.-I 

880an 

1. 灰黄茶色土

2. 暗灰茶褐色土

3. 暗黄茶褐色土

4. 暗灰茶色土

埋土のうち、 2-4層には炭片が含まれて

おり、出土遺物には、縄文土器の深鉢49・52、

浅鉢50・51・ 53・54の他に、サヌカイト製の

石器S9がある。
0 50cm 

時期は、 出土遺物から縄文時代晩期中薬に ― 比定される。 （光永）

ー で 7/ 
(J51 てフ49 50 

了 二／ 7 54 
52 IOc● 

悼&-図' 1 種別 芦種 I 特 徴

外 面 内 00 
49 縄文t器 深鉢

50 縄文上器 桟鉢

51 縄文t器 il. 鉢 I突起部分。 lナデ？ 。

52 縄文十＿器 深鉢 Iアルカ属fl条痕。 I 
53 縄文士岱 il<鉢 I 1 ナデ？ 。

54 縄文 H諾 ＆鉢 ミ I'キ

第37図土填1(1/30)・出土遺物 (1/4・ 1/3)

土蠣2 (第38図）

S9 

0 5c111 一LI~ 部
I 

利み
I突帝刻み 色 調

灰白 2.5Y8/2 

にぷい黄橙 IOYR7/3 

灰白 2.5Y7/I 

にふい黄橙 IOYR7/2 

褐灰 IOYR6/I 

灰白 IOYR8/I 

第 2微高地（西）の AT区南中央部に位置し、火処 5・6が近接して所在する。

平面形は82X60cmの楕円形で、深さ15cmの断面形は皿形を呈する。海抜8.35mでほぽ平坦な底面は

平面形楕円形で、 61X34cmを測る。

縄文土器の深鉢55・56の出土により、縄文時代晩期後葉に比定される。 （光永）
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ー u~,~.f!'i-!."! 1出 t窟むi_l
ぷや｀竺ぶ,~;:,ぶ泣屯ぶ心、.,. .. 

55 
魁

0 50an 一
-≪o O 10cm — 56 

挿図

番号
I種別 1器種

特 i'lt 

外

55 I縄文 t器|呼|血部ナデ。血部ケズリ？。
邸縄文 t諾深鉢

面 内 面

ナ-r'?。 :;;, I突；；；：b色；。:;;;;,

第38図 土凛 2(1/30)・出土遺物 (1/4) 

土壕 3 (第39図、図版 4)

第 2微裔地（東）に位置する IN区で検出された土堀である。平面形は60X53cmのほぼ円形を呈し、

深さは約20cmを測る。埋土は淡灰黄色砂質土で、炭粒、

焼土粒および黄色砂質土プロックを含んでいる。埋土

中からは 2個体分と考えられる土器片が少量出土して

いる。 58の土器には縦に 3列、横に 1列の半歓竹管状

のエ具による刺突文が施されている。これらの土器か

ら時期は縄文時代晩期中葉と考えられる。 （平井）

一塁［
曽

~ ！ヽ I I I !iifcm 

1. i炎灰黄色砂質土

（炭粒、焼土含む）

2. 黄色砂質土

57 

58 

O 10cm 一
=;1ぶ： I~~; 伍石五プ:.~=ケズリ。 徴

内

波かU綽。

"-

面

D桓郎

刻み
I突帯糾み I 色 躙

細長11• I Iヽこぷい橙 7 .5¥ M6/4 

灰白 IOYR7/I 

第39図土蠣 3(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章発掘調査の概要

土凛 4 (第40図）

I N区の土漿 3の西に位置する。平面形は、長楕円形を呈し、北端部は側溝で切られている。深さ

は13cm残存しており、埋土は土城 3と同じく炭粒や焼土粒を含む淡灰黄色砂質土である。埋土中から

は土器の小片が出土しており、土器は土城 3と同じく縄文時代晩期中葉と考えられる。 （平井）

土珊 5 (第41図）

第 1微嵩地の北部に位置する。平面形は隅丸方形を呈するが、北側が調究区域外へのびているため

全容はわからない。現状では東西120cm、南北55cm以上、深さ30cmを測る。埋土中からは炭片しか出

土していないが、検出中に周辺部から縄文時代晩期の土器片が出土したことなどから縄文時代晩期と

推定した。 （正岡）

土填6 (第42図）

第 1微塙地の北東部、河道 1の西肩口近くに位爵する。側溝により東半分を切られているが楕円形

を用すると思われる。残存部で長さ65cm、深さ26cmを測る。埋土は 2層に分かれ、下層には炭を多く

含人でいた。遺物は少堡の土器片のみだが、縄文時代晩期に属すると考えられる。 （久保）

口匿細

軍し一

第40図土濃 4(1/30) 

0 Im 

軍

ー：一
820pn 

0 Im 

第41図土蠣5(1/30) 

）．灰黄褐色粘質土

2. 茶灰色粘質土 （炭含む）

第42図土珊6(1/30) 

土填 7 (第43・44図）

土城 6の西に位置する。 83X63cmの柘円形を呈し、深さ 19cmを測

る。底面より浮いた状態で大形の剥片石器が2点出土しているが、

このような出土状況は百間川沢田遺跡の「石器集積士漿」のありか

たに類例を求めることができる。土器が出土していないが、埋土の

状況により縄文時代晩期に属すると考えられる。 （久保）

土壕 8 (第45図）

土城 7の南東に位笛する。96X9lcmの円形を尾し、深さは24cmを

測る。北壁下半はオーバーハングしており、底面も凹凸がある。埋

土には炭を多く含んでいた。土器細片が少量出土しており、縄文時

代晩期に属すると考えられる。 （久保）

土珊 9 (第46図）

士城 8の西に位置する。64X52cmの円形を星し、深さ 14cmを測る。
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物

S10 

820cm 

I 

S 11 

第44図土濃7出土遺物 (1/2)

59・60ともに口縁から約 Icm下がったところに突帯をもつ深

鉢で、口唇部と突帯上に刻みを施している。 59の口唇部は丸く

おさめているが60は面を持つうえ外面にはアルカ属貝条痕を残

すなど突帯文土器のなかでも古い要素をとどめている。 縄文時

代晩期後葉に属すると考えられる。 （久保）

ロー
,lミ]

59 

- -- -―¥  

塁=二 ［
83()cm 60 

Im 

1. 灰黄褐色粘質土

2. 黄灰褐色粘質土

（炭多く含む）

3. 炭層

4. 黄灰掲色粘質微砂

5. 灰黄色粘質土

6. 褐灰色粘質土

（炭若 f含む）

第45図土壕8(1/30) 

3. 灰黄褐色粘質土

（炭多く含む）

4. 褐灰色粘質土

（炭多く含む）

第46図 土蠣9(1/30)・出土遺物 (1/4)

戸59 縄文 t話 深鉢
＂ 

徴

外 面 内

沈線、ナデつ

it綺 ヽ

面

60'縄文日昂 I ll'鉢 アルカ属貝条痢

Uむ郎

剣み
I突帝刻み I 色 調

Dlf, I H, I Iこぷい褐 7.5YR6/3 

雙影 ' 0形 ，褐,._ .5ヽR4/I

土蠣10(第47図）

土城 9の南東に位置する。107X89cmの楕円形を呈 し、深さ 5cmを測る。土器は土城上面で検出さ

れた。灰褪色粘質土で埋没していた。O緑部からやや下がったところに刻目突帯を付すが体部は板状

工具の角を利用して段をつけて境界としている。縄文時代晩期後菓に属すると考えられる。 （久保）

土填11(第48図、図版4)

第 1微高地南半中央部、土堀10の南に位置する。平面上場は35X49cmの円形に近いが、底面では方

形を呈する。暗黄掲色粘質細砂で埋没しており、検出面からの深さは12cmを測る。土城内からほぽ完

形に近い土器が 2点出土している。 62は波状口縁の深鉢で、体部上半はナデもしくはミガキによって
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第 3章発掘調究の概要

墾

疇
61 

D 10cm 

::1種別 I岱種 1 外 杓面 ＇ 内徴 OO 

61 縄文 I器 深鉢 類況ア）し力属 I!条痕．ナデ胴祁ケズ｀＇ 紐 冒、アルカ械ll条点ナデ 9郎部ナデ

第47図 土蠣10(1/30)・出土遺物 (1/4)

翌？！突帝糾みI 色 潤

慶＇ゲ> I 菱形 I穴黄掲 IOYR6'2 

平滑に仕上げ、下半はアルカ属貝条痕によるケズリを施している。底部には小さな凹み底を有する。

63も深鉢で、口底部および突帯上に浅く不規則な刻みを施している。口縁上端は水平でなく、体部に

も粘土紐接合部の凹凸を残している。底部は明確につくりださず、わずかに押しくぽめているのみで

ある。これらは土堀中央に並んだ状態で出土しており、人為的に据え置かれたものと推察される。縄

文時代晩期後葉に属すると考えられる。 （久保）

疇
0 50cm 

一
830 cm 

63 

62 
0 10cm 
~ 

予i:;t:I・::・戸条痕.:. 

微

内

胴部アルカ lillll条机のらナデ

!.2:.2 

第48図 土填11 (1/30)・出土遺物 (1/4)

由

LI ti部
刻み

l究否刻み l 色 調

I I匹 2.5Y.lf)
菱形？ 』 D形 、 U白 r 

土凛12(第49凶）

第 2微裔地（西）の K9区南端に位置し、土堀14との距離4.4mを測る。平面形は114X84cmの桁円形

で、深さ35cmの断面形は矩形に近い。海抜8.28mでほぼ平担な底面は、 107X65cmの松円形である。

遺物は出土していないが、形状から後述する縄文時代晩期の土堀群に加えられる。 （光水）
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｀ 
~an 

1. i炎灰褐色

（炭少祉含む）

2. 灰褐色土

（炭少羅含む）

3. 賠灰褐色土

（炭少は含む）

第49図土攘12(1/30) 

土填13(第50図）

第 3節縄文時代晩期の遺構・遺物

鮎

I. 灰黄色粘質土

2. 灰黄褐色粘質土

3. 暗灰黄色粘質士

0 50an 4. 黄褐色粘質士

一第50図土填13(1/30) 

第 2微高地（西）の KY1区で、土堀14の西4.5mに所在する。平面形は、長軸を土堀14・15と同様

に東西方向においた89X5lcmの隅丸長方形で、深さ 13cmの断面形は矩形を呈する。海抜8.26mで平坦

な底面の規校は78X44cmを測り、遺物はないが縄文時代晩期の士城群を構成する。 （光永）

土壕14(第51図）

K Y 1区で、土城13・15の中間に位筐し、後者との距離

2.8mを測る。平面形は148X76cmの隅丸長方形で、深さ20cmの

断面形は矩形を呈する。海抜8.2mの平担な底面の規校は136X

62cmを測る。突帯のついた縄文土器の深鉢64が出土し、これに

より時期は縄文時代晩期後葉に求められる。 （光永）

土蠣15(第52図）

KY L区北東部に位置し、土堀23との距離8.5mを測る。検

出された平面形は隅丸長方形を呈し、長軸長140cm、短軸長

59cm、深さ 10cmを測る。断面形は皿形で、海抜8.42mの底面の

規模は119X44cmである。遺物は出土していないが、形状と位

置から土壊14と同時期の可能性が裔い。 （光永）

土凛16(第53図）

KY l区西端で、河道 1への肩Dに位償し、土堀群とは14m

以上離れる。平面形は100X 73cmの楕円形で、深さ29cmの断面

形は矩形に近いが、海抜7.35mの底面は平担ではない。遺物は、

突帯のつく縄文土器の深鉢65・66が出土しており、時期は縄文

時代晩期後葉に求められる。 （光永）

I鼻["ill

魯や
I種 別 I芦種

64 I 縄)._1.2:i'.1:~'~ デ

特

外

徴

面 内

十ア
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ー-r,~ 

64 
0 10cm 

第51図 土珊14(1/30)・出土遺物

(1/4) 
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第 3章発掘溝査の概要

西

unm 

-~ 
65 

-ii 
66 

0 IOCII 

I. 褐灰色粘質土

2. 黄灰色粘質土

3. 存黄灰色粘質土
0 印an一 0 50cm 一第52図土珊15(1/30) 第53図 土蠣16(1/30)・出土遺物 (1/4)

望 l:~;:1§::ft~二 ―-
嚢

内 面

ナデ。

ナデ。

口唇部

剣 み
l~ffil'Jみ 1 色属

~: I :: ピ；褐7-~~;:~ し

土攘17 (第54図）

KY I区中央部に位置し、土漿20との距離5.8mを測る。平面形は100X65cmの隅丸長方形で、深さ

23cmの断面形は矩形を呈する。海抜8.17mでほぼ平坦な底面の規校は、 89X57cmである。出土遺物に

はサヌカイト製の石鏃S12があり、縄文時代晩期の土城群を構成する。 （光永）

土攘18(第55図）

KY  I区東辺中央部に位槌し、土城19との距離 Imと近い。平面形は94X60cmの長方形で、深さ

19cmの断面形は台形を呈する。海抜8.2mで平担な底面の規模は93X64cmを測る。遺物は出土してい

ないが、形状から縄文時代晩期の土城群に加えうる。 （光永）

土濃19 (第56図）

KY  I区中央東寄りで土城18の南に位置し、土城20との距離1.3mを測る。平面形は162X85cmの隅

-&— 
850gn ｀ 0 5122cm 

一 mlm 

〇印an一
l. Iこぷい黄褐色粘質微砂

2. 灰黄掲色粘質徴砂

第54図土凛17(1/30)・出土遺物 (1/2)

1. にぷい黄褐色粘質徴砂

2. 灰黄褐色粘質微砂

0 50cm 一第55図土蠣18(1/30) 

- 52 -



第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物

鉗

―¢ を字忌~,~.. ー・--・-・ .. 
67 

0 10cm 

9こぶい黄褐色粘質微砂

灰黄褐色粘質微砂

O 50an 一第56図 土蠣19(1/30)・出土遺物 (1/4)

困

0 50an 一I. にぶい黄褐色粘質微砂

2. 灰黄褐色粘質微砂

第57図 土濃20(1/30) 

挿同
番号 1 種別 I器種

特 粕

外

67 I縄文土器 1 深鉢 1ア 9し力属H条痕の

00 内 面

+デ.,,
竺~I 如註lみ 1 色 讚

＾ 菱形 ，褐I?-. 7.5H4 I 

丸長方形で、深さ19cmの断面形は矩形を星する。海抜8.21mの底面はほぼ平担で、 149X76cmの隅丸

長方形である。縄文土器の深鉢67が出土しており、縄文時代晩期後葉に比定される。 （光永）

土蠣20(第57図）

KYI区で、土堀21との距離0.6mと近接する。北東部を柵列状遺構 3に削られているが、平面形

は113X7lcmの隅丸長方形に復元され、深さ13cmの断面形は1Il1形を星する。海抜8.26mでほぽ平知な

底面の規模は94X57cmを測る。縄文時代晩期後葉の土堀群に加えうる。 （光永）

土蠣21 (第58閲）

KY I区で、土堀20と近接しながらも長軸方向を直交させている。平面形は115X76cmの不整楕円

ー
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＿一’

鮎
68 

0 10cm -- . 

0 50an 
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第58図 土攘21 (1 /30)・出土遺物 (1/4)
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第59図 土濃22(1/30)・出土遺物 (1/4・1/3)

形で、深さ20cmの断面形は皿形を足する。海抜8.21mの底面はlOOX59cmの規模である。縄文土器の

粗製浅鉢68が出土しており、時期は縄文時代晩期後葉に求められる。 （光永）

土塘22 (第59図）

KY  1区で、七堀21の南2.9mに位償する。平面形は105X91cmの方針円形で、深さ48cmの断面形は矩

形から逆台形を呈する。海抜7.93mの底面は、 104X95cmの規模を測る。縄文土器の小形深鉢69、深

鉢70・71、浅鉢72、円板状上製品C3が出土しており、縄文時代晩期後葉に比定される。 （光永）

土損23 (第60・61図、図版 5)

KY2区の北西部で検出された土堀である。平面形は107X93cmの不整円形を星し、深さは33cmを

測る。断面形は台形状で、一部袋状を望していた。埋士は 3層に分離でき、土器、石器および炭化種

子、骨片が出土した。図示した土器、石器のうち S14および78は 1層

から、 74は2層から、 S13・16および73・79-83・86は3層から出土
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淡褐灰色粘質土 2. 黄褐色砂質土

黄褐灰色粘質土（炭粒含む） 第60図 土蠣23(1/30)・出土遺物(1)(1 /2) 
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特 徴 口行部
突帝刻み 色 調

番匂 外 面 内 00 刻み

73 縄文上器 深鉢 ケズリのちナデ？。 沈線 憂形？ 菱形 I火白 10) R8/2 

74 縄文J:諾 深鉢 沈線。 ？ ？ 灰白 2 5Y8/2 

75 縄文十．器 深鉢 アルカ属貝条痕。 ナデ。 細長形 菱形 にぶい羨控 IOYR6/3 

76 縄文t器 深鉢 細艮形 細長形 灰費褐 IOYR4/2 

77 縄文上器 深鉢 アルカ属貝条痕のちナデ？。 菱形 暗灰黄 2 5Y5/2 

78 縄文 t器 i父鉢？ 波状[J縁° ナデ。 米粒形 灰褐 75YR6/2 

79 縄文 t器 深鉢 類部ナデ？ 。胴部ケズリ。 米粒形 灰黄褐 IOYR6/2 

80 縄文上器 深鉢 条痕。 ミガキ？ 。 にぶい黄棺 IOYR7/2 

81 縄文土器 深鉢 アルカ属貝条痕。 ナデ。 褐灰 IOYR6/I 

82 縄文土器 深鉢 アルカ属貝条痕。 ナデ。 柁 SYR6/6

83 縄文土器 浅鉢 ミガキo LI~ 部赤色願料。 ナデのちミガキ。 灰褐 7 .SYRS/2 

84 縄文t諾 浅鉢 ナデ。 ナデ。 オリープ黒 5¥3/1 

85 縄文 t器 深鉢 ナデ。 ミガキ？ 。 灰黄掲 IOYR6/2 

86 縄文上器 深鉢 ナデ。 灰白 IOYR8/2 

1,/ 縄文土器 深鉢 底部ミガキ。 ナデ。 I 黄If_ 2 5Y4/l 

第61図土蠣23出土遺物(2)(1/4) 

している。このうち83の土器の口縁端部外面には、わずかに赤色顔料が付培しており、分析の結果ベ

ンガラとの報告を受けている（付載参照）。時期は縄文時代晩期後葉である。 （平井）

土攘24(第62図）

KY2区の北西部、土城23の南東部において検出した。平面形は一部肩が崩れているものの、本来

73X46cm前後の長方形を呈していたものと考えられる。深さは15cmが残存しており、陛はほほ垂匝で、

底面もほぼ水平である。埋土は炭粒が少聾混じった黄褐灰色粘質土である。この土城の埋土中からは
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土壕25(第63図、図版 5)
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図示したように、底面から約 4cmの高さの位置で

人の佑が検出されており、土城幕と考えられる。

時期は出土した土器のなかに一部弥生時代前期か

とも思われる小片も

□尺？ あるが、一応縄文時

88 
代晩期後葉と考えて

10cm おきたい。 （平井）

徴 1u刻昏部み I突帝刻み 色 調
内 面

＇ 来 I'- サ • 日a;' 褐 ~5H4.、

第62図 土珊24(1/30・1/5)・出土遺物 (1/4)

KY2区の北西部、土城24の西で検出された。平面形は114X85anの不整楕円形を里し、深さは約
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20cmが残存していた。埋土は、炭粒を含む黄灰色粘質土である。埋土中からは土器片および骨片、サ

ヌカイト片が出土した。出土した士器片に一部弥生時代前期らしいものもあるが、時期は一応縄文時

代晩期後葉と考えておきたい。 （平井）

土填26(第64図）

KY2区の西端部に位留する。平面形は107X87の不整楕円形で、深さは約20cm残存していた。西

側の架は消G袋状を足している。埋士は黄褐灰色粘質土で、土器片が少最出土している。時期は明確

ではないが縄文時代晩期後葉と考えておきたい。 （平井）
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第 3節縄文時代晩期の遺構・遺物

土濃27(第65図）

KY2区の中央部の第 2低位部で検出した。平面形は184X152cmの不幣円形で、深さは約10cmが残

存しているにすぎない。埋土は黄褐灰色粘質士である。埋土中からは図示したような突帯文士器片が

出土しており、時期は縄文時代晩期後葉と考えられる。 （平井）

(2) 火処

火処 1-12 (第35図）

第2微高地（西）のAT区南東部において、南北方向30m、東西12m程の範囲内で11基の火処が検出

された。相互の距離は最大で 6m程度である。焼土粒の広がる範囲が径20-130cm程度で、特に強く

熱影響を受けたと考えられる部分でみると、径50cm以下であり、厚さも簿く、下部に掘り込みを伴う

ものはない。 H1区の火処 1も遺存状況は同程度である。 （光永）

火処13-20(第35・66-69図、図版 5)

第2微裔地（西）の中央部、 DE区に形成された一群である。弥生時代前期遺構調査後、その基盤で

ある黄色士層を10cm前後掘り下げた段階で検出された。この層内からは縄文時代晩期後葉の士器が出

土している。火処の形態は様々であるが50cmから 1mの範囲に被熱

面と炭 ・焼土の分布が認められ、炉として機能していたと考えられ

る。被熱面の海抜裔は8.5-8.6m前後で、火処の状況は断面観察の

結果、 1)被熱部分のみを残すもの（火処17)、 2)皿状の掘り方

をもち、その上面が著しく被熱しているもの（火処13-15・18・

19)、3)台形の掘り方をもち、その上面が著しく被熱しているも

の、の 3通りに分類することができる。この中で 2)の下層につい

ては被熱影響部分とも考えられ、 1) と同じく掘り方を持たないも

のかもしれないが、 3) については明らかに人為的に掘り＜ぽめら

れたものと推察される。時期については遺物を伴わないので特定す

ることは困難であるが、検出状況から弥生時代前期よりは古いとい

える。また、後述する土器溜り 1は、火処検出面と同じレベルで検

出されており、同時期に形成された可能性も考えられる。 （久保）
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4. i炎黄仄掲色砂質土

（焼土、炭含む）

第67図火処14(1/30) （被熱影響面） 第69図 火処16(1/30) 
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第 3章 発掘調査の概要

火処21-23(第36・70図）

第 1徴高地の北端に位置する。火処13-20と同じく弥生時代の遺構の基盤となっている層の掘り下

げ中に検出された。検出状況や規校、被熱面の海抜高に差は認められず、その性格や形成時期にも差

はないと考えられる。前項の分類基準に合わせると21・22は2) に、 23は3) に類する。 （久保）

火処24(第36・71図）

火処21-23の東に位償する。同じ微高地上に形成されているが検出面および形態に差が認められる。

河道 1に設定したトレンチによって半分近くを破壊されているが、残存部で東西136cmを測り、円形

に近いプランを想定できる。深さ llcmの皿状の掘り方を持ち、その底面に火を受けている。底面の海

抜高は約780cmである。遺物が出土しておらず時期は不明であるが、検出面では火処13-23との間に

1 m近い差があり、前者よりは古いと考えられる。 （久保）
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焼土 3. 赤灰色粘質土

灰色粘質土 （被然）

（焼土粒含むが赤変はしていない）

第70図火処23(1/30) 

］．黄褐色粘質土

（焼土含む）

2. 明赤褐色焼土

第71図火処24(1/30) 

(3)土器溜り

土器溜り1 (第35・72・73図、図版 6・54)

第2微裔地（西）の北半に位置する。火処群と同じく基盤層の上面を除去した段階、突帯文土器を含

む層の下位において検出されている。土器溜りとした士器集中部分周辺にも遺物が散在しており、 [l'i]

ーレベル上に面的な拡がりをみせていたので、 一括して扱った。なお土器溜り部分において何らかの

遺構に伴う可能性を考えて梢究を行ったが、掘り方等は確認できなかった。土器溜り部分から出土し

た遺物は93・94・ 102・105・107-109である。それ以外の土器および石器は周辺から出土したもので

ある。深鉢93-107の器形は外半するものや内湾するものなど様々あるが、いずれも突帯や口唇部に

刻目を持たない。 93・94は「く」の字に屈曲する形態を有する。浅鉢108-113は平縁で、 108のよう

に屈折した杯部をもつと考えられる。口緑端部は肥原気味で、 110・111は上方への拡版がみられる。

図示した以外にも土器細片が少星存在するが突帯を持つものは認められず、突帯文出現以前、縄文晩

期中葉に位置付けられよう 。また先にもふれたように同一の面において火処群を形成しており、その

分布範囲も直なりを見せることから当期に属する生活面の存在を想定することができる。 （久保）
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種 ~IJ 器種

tt 徴
’ 刻LIむ部み I突帝刻み 色 鴻

番サ 外 00 内 面

93 縄文...器 深針 類郎71し力属貝条損のちナデ 桝氾71し力属llふ痕．、 D頸部ナデ，胴部ア）し力属H条損のち板ナデ。 芦）*. 2.~-,6/1 

94 縄文 t.岱 深鉢 頸部アルカ属貝条痕。胴部ケズリ。 ユビオサエ、ナデ。 患褐 JOYR3/J 

95 縄文 t苔 深鉢 ナデ？。 ナデ？。 灰黄 2.5Y6/2

必 縄文 l:R 深鉢 アルカ属貝条頂。突起ありっ ナデ。 ？ にぶい負棺 JOYR7/• 

97 縄文土己 深鉢 アルカ“貝条痕。波状LJN?。 細かい条痕。 ＇大員 2 5Y7/2 

98 縄文 t岱 深鉢 アルカ属貝条痕。 頸郎ナデ。胴部アルカ属H条痕っ !11 NZ/ 

99 縄文-t.li 深鉢 ケズリ？。 ナデ 9こぶし・Iii橙 10¥ R7/2 

100 縄文土苔 深鉢 アルカ｀貝条痕， ナデ。 褐I天 IOYR5/l

IOI 縄文 t芦 深鉢 ア）し力属貝条痕。 ナデ。 甲褐灰 7 5YR7/2 

102 縄文士芦 深体 アルカ鼠貝条痕とナデ。 ナデ。 9こぶい橙 7.5¥7/4 

103 縄文土己 深鉢 アし力“貝条痕？。 灰白 IO¥R8/I 

104 縄文tii 深鉢 アルカ“貝条痕とナデ。 ユピオサエ、ナデ。 灰白 2.5Y8/I 

105 縄文 t& 浅鉢？ ナデかミガキ。 ケズ,,のちナデ？ 褐灰 IO¥R4/l 

106 縄文 t諾 浅鉢 ケズリ。 アし力属貝条痕。 I大黄褐 IOYR6/2 

107 縄文t芦 浅鉢 アルカ属貝条痕。 アし力属貝条痕。 明褐11< 7 5¥R7/I 

108 縄文上器 浅鉢 ミガキ。 D緑鴻部沈線、ミガキ。 責灰 2 5Y4/ 

109 縄文t芦 浅鉢 ミガキ。 口鰻濯部i:t.練、 ミガキ。 宝褐 2 5Y3/I 

110 縄文日呂 浅鉢 口綽嬬郎ナデ。 口縁蟷部ナデc 仄白 2.5Y8/2 

Ill 縄文J:器 浅鉢 口緑嬬郎ナデ。胴邸ミガキ。 口縁嬬邸ナデ。胴部ミガキ。 明褐It<. 7 5YR7/2 

112 縄文J:器 桟鉢 D給石部ナデ。 U緑鳩部ナデ。 淡責 2.5Y8/3 

113 縄文J-.ili 浅鉢 ナデ。 アルカ属貝条痕c ＇大白 IOYR7/1 

114 縄文 t芦 深鉢 ケズリ， T . ~ 属貝条痕 、 JOYR8

第72図 土器溜り 1およびその周辺出土遺物(1)(1/4) 
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(4)柱穴

柱穴 1 (P 1) (第74・76図）

第 2微高地（西）の北半に位置する。直径約30cmの円形を星し、深さは26cmを測る。 115は深鉢で、

ロ縁端部は尖り気味になっており、体部にも突帯を持つ可能性があるがそれらしき破片はなかった。

外面の沈線は先の尖ったエ具で一本ずつ垂下させている。縄文時代晩期後葉と考えられる。 （久保）

柱穴 2 (P2) (第75・77図）

第 1低位部北端の緩斜面上に位置する。直径約40cmの円形を屋し、残存する深さは17cmを測る。土

器は底より浮いた状態で検出されているが底部を下に正位にあり、意図的に埋置されたものと考えら

れる。 ヒ器 I::.半の欠損は柱穴自体がかなり削平されたためで、元々は完形品であったと思われる。時

期は縄文時代晩期後葉でも新しい頃に厩すると考えられる。 （久保）

柱穴 3 (P 3) -19 (P19) (第78図）

時期不明の柱穴は多く検出されているがその中で図示しうる遺物の出土したものだけを単独の柱穴

として扱った。いずれも円形を

星し、基盤と見分けのつきにく

い埋土であった。 Pllを除いて

全て調究対象地の西半において

検出されているが、後世の削平

に起因する点も大きく、一概に

遺跡の性格を反映しているとは

言えない。 117-131は深鉢、

132-135は浅鉢であろう。縄文

時代晩期中葉～後葉と幅がある
第74図柱穴 1(P 1) (1/20) 

が、時期による埋土の状況や形

ー◎＼
890cm 

0 
0 50cm 

一

41-R¥ 
・、 II

墾

第75図 柱穴 2(P 2) (1/30) 

態の差はよく判らなかった。

（久保）
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三そ

115 

0 10, ● 一第76図 柱穴 1(P 1)出土遺物 (1/4)

116 

0 10tll ---------
第77図 柱穴 2(P 2)出土遺物 (1/4)

挿図

暑号
I種 別 I苔 種

特 徴

外

115 ! 五 ：祐 I深鉢 lヘラ措き,t緻
116 縄文 I荏. ,"l:ti. '頸州ヘラ指き沈線、ナデc 胴蔀ミガキ，

面 内
一キガ

—.` 
コヨ

ユピオサエ ドデ。

面

[J昏部 I
突苓•印Jみ I 色 調

』
.. 
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第 3章発掘調査の概要

-o 弓.竃.. .-;.,• 、,,,.忘;;, ．.ー•・・た"' ・ 

118 

7/ 辛客琴
120 

117 119 

> \ 巴可 巴 一厨埒~-§ 噂 母
122 

121 123 124 

71  ~ ""' 

~ n, ~ ・4f丸~で 吼巴 7 巨
25 己吃立免翠!-;'a- 126 127 128 

-fr, 8 
129 

了 ／ グ II IOc11 

132 
133 134 135 

挿番図も I 檜 別 諾糟
特 徴

剌口昏部み I突帝刻み 色 調外 曲 内 00 
117 縄文 H岱 深鉢 頸部アルカ属H条隻のちナデ。 胴部アルカ属ll条複 アルカ属tl条債のちナデ。 灰貨 25H/2 
118 縄文 t器 深鉢 ナデ？。 ナデ？。 小D形 霰 5YR6/6
119 縄文 I:器 深鉢 アルカ属H条痕。 ナデ。 灰白 2 5¥8/1 
120 縄文 I:器 深鉢 頸部アルカIIIJl条痕。胴部ケズリ。 r火賃褐 IOR4/2 
121 縄文 t若 深鉢 アルカ属H条根？ 。 菱影 褐灰 7.SYRS/1 
122 縄文,-_若 深鉢 細長形 菱形 灰白 Z 5Y8/Z 
123 縄文 t若 深鉢 ナデ？ 。 ナデ？。 菱形 雙形 にぷい橙 7 5YR7/4 
124 縄文 t器 深鉢 ナデ？。 菱形 米粒Jf< ＇:1<白 25¥8/2 
125 縄文 t岱 深鉢 ケズリ。 LI緑部沈線。 ナデ？ 。 ？ 菱形 灰白 2 5Y8/2 
126 縄文・'岱 深鉢 ナデc 口縁部沈緯。 ナデ。 横長形 D影 k貰褐 !OYR6/2 
127 縄文 t器 深鉢 菱形 1こぷい橙 7.5YR7/J 
128 縄文 t器 深鉢 ， 

菱形 にぶい黄橙 IOYR6/4 
129 縄文 I:器 深鉢 ナデ。 ナデc ？ にぷい橙 5YR7/4 
130 縄文 t岱 深鉢 押し引き刺突文。ナデ？。 ナデ。 1こぷい黄橙 IOYR7/3 
131 縄文t活 深鉢 頸部ナデ。胴部ケズリ。 頸部ナデ。1111統アルカ属μ条痕のちナブ。 褐r,i 7 5YR4/1 
132 縄文 I:註 ；良鉢 胴部ミガキカ•ナデ。 胴部ミガキ。 責灰 2 5Y4/I 
133 縄文 I:器 深鉢 類部ミガキかナデ。胴部ミガキ？。 ヨコミガキ。 褐ffi_ 7 5YR5/l 
134 縄文,-_器 浅鉢 ナデ？。 ナデ？ 。 灰白 IOYR7/l 
135 縄文 t若 浅鉢 ミガキ？ ナデかミガキ 甲褐 2 5Y3/1 

第78図柱穴 3(P 3) ,..., 柱穴19(P19)出土遺物 (1/4)
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物

(5)河道

河道 1 (第34・79-91・249図、図版37・39-42・55)

第 1微高地と第 2微高地の間に位置し、東西に大きく蛇行しながら南北方向に流走する。縄文時代

単純の遺構でないため、当時期における規校は不明である。また、河道の底は砂地の湧水層に達して

おり、最も深い所で検出面から約 3m、海抜高にしても5_6mまで掘り下げたが底は確認できなかっ

た。当河道の土層断面図は第249図に掲載しているが、堆積層のうち28層までは弥生時代前期以降の

士器を含んでおり、縄文時代以前に遡りうるのは29・30層のみである。出土遣物の大半は河道束肩[I 

の斜面堆積に伴うものであり、 29・30層から出土した土器は164のみである。図示した遣物のうち136

-305までは河道中央付近から出土した士器でKY1区南端西斜面出土遺物がその主体を占める。 306

-319はその北側の B02・H3・H5区から、 320-338はHF区北西端西斜面から出土した遺物で

ある。石器• 上製品についても伴出土器に合わせて、第89図には KYI区南端西斜面、第90・9lt叉］に

はHF区北西端西斜面出tをす舌して掲載している。 （久保）

河道中央付近から出土した土器について、その器種構成をみると、壺• 高杯• 深鉢• 浅鉢に分類さ

れる。前二者が304・305の各 1点ずつのみであるのに対して、後二者は点数も多い。以下、深鉢につ

いて概要を記す。まず、器形からみると頸部がくびれるものが多く、調整方法にはナデの他にアルカ

属貝条痕 • ヘラケズリが認めら

れる。口縁部片をみると、外面

に刻目をもつ貼付突帯がつけら

れているが、その位置は口縁部

直下のものから Icm程度下がっ

たものまである。波状II縁を呈

¥¥ 

ロロ〕―~ ~
饂： 雲怒

如感ゞ荘牝；
136 

—• • •• 翌

□ [~ 
掌筍謎玄~/ 11£ 哭

令

翌；苓応
訟 ＄匹

翌,l m 拿疇
0 10CWI 

するものは少ない。139-164・

170は、口縁部内面直下に沈線

を巡らせるもので、角をもつエ

具によって削り取られたような

沈椋も多くみられる他、159・

160を除いて、口唇部の上面に

も刻みが施されて いる。165-

169・171-199は、口唇部に刻

みをもつもので、さらに端部に

面をもつものともたないものに

分けられ、後者には上面という

よりも外面上端に刻みをもつも

のがある。200-216は口唇部に

芦
特

外曲

ナデ。内から外へfl列あり。粘 H暉明畷。 1 ナデ。

ナデ。内から外へlL列あ り 帖十紐痕甲畷' + 

徴

内 面

いも部

刻み
I突帝刻み I 色 調

: :~! ~:! I~~~ 褐7悶｝りf

第79図 河道 1出土遺物 （縄文時代晩斯 1}(1/4} 
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第 3章発掘調介の概要
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160 
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143 

悼凶
種別 I器種

特 徴 口唇部
突帯刻み 1 色 "' 魯号 外 00 内 直 刻み

138 縄文士若 汲H ケズリ。 ナデ？。 細長形 1こぶし•貞棺 IOYR5/3 
139 縄文＋．器 深鉢 ヨコケズ •I. C形剌突文 覧部ケズリのちナデ。アルカ●H条痕，口械部沈緯。 米粒形 c形 にぷい黄橙 IOYR7/4 
140 縄文土器 深鉢 ア）し力属 U条根．ナデ。 U緑部沈線。ナデ D形？ 逆D形？ 沃黄 25Y7/3 
141 縄文..t器 深鉢 アルカ 属II条痕のちナデ。 U緑蔀段、ナデ。 C形 C形 I兌貰橙 7.5YR8/3 
142 縄文土岱 深H 頸糀沈線．ナデ。胴部ケズリ 。 口舷部沈綿，ア9し力属H条痕のちナデ。 小D形 D形 k白 5YR8/2
143 縄文上器 深鉢 アルカ属U条痕のちナデ？。 LI緑部沈綿。ナデ？。 ？ 憂形？ 灰貴 2 5Y6/2 
144 縄文土器 深鉢 ナデ。 [J緑部沈線っ D形 ？ 貫灰 2 5Y6/J 
145 縄文土器 深鉢 ア）し力属貝条痕。 D縁部沈綽。ナデ？。 ？ C形 灰白 2 5Y8/2 
146 縄文土器 深鉢 ナデ。 U綽部沈緯。ナデ。 D形 D形 にぷい貴橙 IOYR7/3 
147 縄文土器 深鉢 ナデ。 U縁部沈線。ナデ。 横丸形 愛Jf, 灰貴 2 SY7/2 
148 縄文 t器 I菜鉢 ナデe 口縁部沈線。ナデ。 菱形？ 逆D形？ 暗灰黄 2 5Y5/2 
149 縄文土器 深鉢 ナデ。口行部刻み 2方向。 LI緑部沈綿。ナデ。 細長形 D形 灰白 2 5Y7/I 
150 縄文土岱 深鉢 ナデ。 [J縁部沈線。ナデ。 D形？ D形？ 浅黄 2 5Y8/3 
151 縄文J:.ii 深鉢 ナデ。 LI縁部沈綽。ナデ。 米粒形 菱形 甲褐Iii 7 .SYR7/2 
152 縄文十若 深鉢 条fl(とケズリ。 U樟部沈線＾ナプ。 菱形 C形 仄白 IOYR7/l 
153 縄文上路 深鉢 ナデ。 u緑蔀沈練。ナデ。 ？ D形？ 明褐灰 7 5YR7/~ 
154 縄文土器 深鉢 ナデ。 U緑部沈線。アルカ 属貝条痕．ナブ。 ？ 細長形 褐fl< 7 SYR6/2 
155 縄文t召 深鉢 ナデ。 口綽部沈綽。ナデ。 ？ 細長形 It<員掲 IOYRS/2 
156 縄文f器 深鉢 ナデ。 [.J綽部沈緯。ナデ。 ， 

D形？ rli.員褐 IOYR6/2 
157 縄文土器 深仕 ナデ。 LI縁部沈絢，ナデ。 米粒影 雙彬． 灰黄 2 5Y7/2 
158 縄文t岱 深外 上キナデ、下キアし力属貝条痕。 口緑部沈線。ナデ 逆D形 DJfi; I六白 IOYR7/l 
159 縄文t器 深鉢 ナデ。 LI緑部沈線。 D形 ＇＊白 IOYR7/I
160 縄文 —.t器 深鉢 ナデ。 1」綽部沈線。ナデ＾ 伎形 '- . 伶 7SH7.、

第80図河道 1出土遺物 （縄文時代晩期 2)(1/4) 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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挿番lり< 特 別 器 種
特 徴 LJb-部

突帝刻み I 色 調
外 L 内 直l I み

161 縄文 I器 深鉢 アルカ 属貝条痕。被状LJ緑。 LI緑部沈線，板ナデ？。 ， D形？ にぷい員橙 IOYR7/2 

162 縄文 t器 深鉢 ナデ。波状D縁。 [.J舷部沈線。ナデ。 米粒形 米粒形 灰貴褐 IOYR6/2 

163 縄文 t器 沢鉢 アルカ属貝条痕のちナデ。波状LJ緑 LI緑蔀沈線。ナデ。 ？ ， 灰白 2 SYB/2 

ば
縄文 t器 深鉢 ナデ。 U綽部沈線。ミガキ， D形 D形 にぷい黄橙 IOYR6/3 

縄文 t器 深鉢 ナデ。 ナデ？。 横丸形 D形 褐灰 10¥R6/1 

166 縄文 I:器 深鉢 ナデ。口唇部刻みは不規則。 ナデ？ 。 DJ!, 菱形 1こぷい貴橙 75YR7/3 

167 縄文 t岱 深鉢 頸部ナデ。胴部ケズリ 十デ 菱形 菱形 ヽこぶい黄橙 IOYR7/2 

168 縄文t器 深鉢 アルカ属貝条痕o C字刺突文。類糀ー配it線。 ワ' 菱形 にぶい貴橙 IOYR7/3 

169 縄文 t芦 深鉢 頸部ア Iし力属貝条痕。刺突文 ナデ？ 。 ， ワ I火白 2 SH/I 

170 縄文 I:器 深鉢 ナデ。 D緑部沈線。ミガキ？。 米粒形 米粒形 褐灰 IOYRS/1 

171 縄文 I:器 深鉢 頸部ナデ。胴部クテのア 9し力属貝条痕， ナデ。 憤丸形 細長形 I天黄褐 IOYR6/2 

172 縄文 t器 深鉢 ヘラ措き沈練文。ナデ。 頸部ナデ胴郎アルカ属貝条痕 米粒形 菱形 褐If<. 1 .5YR4/I 

173 縄文t器 深鉢 ナデ。口唇部刻み 2方飼， ナデc 細長形 菱形 Iii. SH/I 

174 縄文 t若 深鉢 類部アし力属貝条痕のちナデc 胴部ケズリ。 ナデ。 ， D!f> 1こぷい責橙 IOYR7/2 

17~ 縄-z' 深鉢 アし力 属 貝条痕— 梓札舶IZ__ 胴青，ケズ ， 菱形 f*. 白)(¥ヽ R8/J

第81図 河道 1出土遺物 （縄文時代晩期 3)(1/4) 
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第 3章 発掘調査の概要
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悼図
種別 器種

， 徴 U柑部
突帝刻み I 色 讚畠り 外 面 内 面 I /i1J み

176 縄文t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 細長形 菱形 に；；•し •'ff朽 IO\R7/4
177 縄文 t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 憤丸If<? C形 灰白 7 .5YR8/2 
178 縄 文 t器 深鉢 ヨコケズ＇）とナデ。 ナy?。 D形 細長形 にぷい員校 IOYR7、
179 縄文 H呂 深鉢 ナデ？ 。 ア,i力“貝条痕のちナブ？ 。 米粒形 D形 1こふい貴橙 IO¥R7 
180 縄 文t芦 深鉢 ナデ。 ナデ。 細長形 菱影 If. 貴 25Y6/2 
181 縄 文 I:若 深鉢 ナデ。液状LI綽。 ナプ。 細長形 c形？ 褐I天 IOYR6/1
182 縄文 t諾 深鉢 ナデ。口唇部刻みは不規則。 ナデ？ 。 米約形 菱形 灰白 7 5YR8/2 
183 縄 文 t諾 深鉢 ナデ。 ヨコミガキ。 逆 D形 細長形 灰貧 2 5Y6/2 
184 縄文t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 ， 

D形 貰f:1< 2 5Y6/I 
185 縄 文 t若 深鉢 ナデカ•ケズ')。 ナデ、9 ワ D影？ 貴1夭 2.SY6/1
186 縄文 t祐 深鉢 ナデ？ 。 ナ7?。 菱形？ 菱形 '"白 10¥RB/2
187 縄文 t岱 深鉢 ナデ？ 。 ナデ。 ， ？ 褐fJ< 10Yfi4/I 
188 縄 文十岱 深鉢 アルカ filll1条択のちナデ？ 。 ナデ？ 。 ？ D形 明褐灰 7 5YR7/2 
189 縄文~-若 深鉢 ヨコのアルカ属貝条痕。 ナデ？ 。 菱形？ k黄褐 IOYR6/2 
190 縄文 t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 細長形 細長形 オリープ黒 5Y3/』

191 縄 文 t器 深鉢 アルカ属n条痕？。 菱形 菱形 にぷい黄橙 IOYR7/2 
192 縄文 t器 深鉢 ナデ。 ナデ？ 、3 ？ ？ 褐It<. 7.5YR6/l 
193 縄文 t苔 深鉢 煤。 ナデ。 D影 D形 I夭褐 7 .5YR5/2 
194 縄 文 f-器 深鉢 ケズリとナデ。 Dlf< D形 1こぷ,.貴橙 IOYR81 
195 縄 文 H呂 深鉢 ナプ？ 。 ナデ。 菱II~ 欣褐 7 .5YR6/2 
196 縄文 t器 深鉢 アルカ/j(fl条痕。 米tH杉 菱形 褐1:/i. IOYR5/l 
197 縄 文 t器 深鉢 アルカ属II条頂のちナデ？。 ナデ。 ？ 菱形 Iii白 25Y8/2 
198 縄 文 I:器 深鉢 アルカ1,111!条痕。 ナデ。 ？ D形？ lfi. 貰褐 IOYR6/2 
199 縄文 t一器 深.~ ルカllllll条根 ＋デ．杓十 ’ Dlf; ヮ c形？ にぷい褐 7.5YR6/'., 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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挿l刈
檜別 若槽

特 徴
刻D昏部み I突帝刻み I 色 調

番サ 外 面 I 内 面

lOO 縄文 t器 深針 ナデ？。 ナデ？， 菱Jf; 灰白 2 5¥8/2 

201 縄文 t器 深外 ナデ。波杖LJ綽。 ナデ 細長形 にぷい橙 5YR3/I 

202 縄文 t器 深鉢 ナデ。煤。 ユビオサエ. ナデ。 小菱形 灰黄褐 IOYR4/2 

203 縄文t匿 深鉢 LI ti部沈線，ナデ。 ナデ。 米粒形 褐灰 IOYR4/l 

204 縄文t芦 深鉢 ナデ。 ナデ 菱形 9こぷい黄橙 IOYR7/2 

205 縄文 t召 深鉢 ナデとミガキ。 ハケメ？。 菱形 黄灰 2 5Y6/I 

206 縄文_-f:器 深仕 ナデ。 ナデ。 D形 にぷい橙 7 5YR7/3 

207 縄文 t岱 深鉢 アルカ属II条痕のちナデ0 l皮状LI舷。 ナデ Oo 小菱形 黄f?<. 2.5Y7/2 

208 縄文土器 深鉢？ アし力属H条痕？のちナデ ナデ 小菱形 黄灰 2.5Y4/l 

209 縄文 t器 深鉢 ナデ。 ユビオサエ．ナデっ D形 1こぷい黄橙 IOYR7/3 

210 縄文 t器 深鉢 ナデ。 ナデc 菱形 にぷい黄橙 IOYR7/3 

211 縄文 t器 深針 ナデ？。 細長形 褐灰 7 5YR4/l 

212 縄文 t-岱 深鉢 ナデ？。 ワ 菱形 にぷい褐 7.5YR5/4 

213 縄文 H呂 深鉢 類昴ナデ｀ヘラ幅き沈線 胴郡ケズ')。液状口縁。
， 

D形 褐JJ,: 7 5YR5/l 

214 縄文 H呂 深鉢 ナデ。 ナデ？。 米粒形 灰白 JOYR7/1 

215 縄文t器 深鉢 ナデ。 アし力属H条痕のちナデ？。 逆C形 灰白 7 5H8/2 

216 縄文 t呂 深鉢 ナデ？。 ナデ。 細長形？ 逆 C形？ 9こぷい黄橙 IO¥R7/2 

217 縄文j召 1父鉢 ミガキっ液杖D綽， 口縁部沈線。胴部ミガキ。 灰黄褐 IOYR4/2 

218 縄文_t岱 深鉢 ナデかミガキ ナデかミガキ。 灰白 2 5Y8/2 

219 縄文t芦 深鉢 ミガキ。 ミガキ。 褐灰 IOYR4/l 

220 縄文 t器 深鉢 類部アルカ属H条痕c 胴部ケズリ？。輯突文a ナデのちハケメ？。 灰白 2.5Y7/l 

221 縄文 t岱 深鉢 アルカ属H条痕。 C形創突文。 アし力属U条痕のちナデc 9こぷい橙 7 5YR6/4 

?-?-? - 縄文卜苔 h- ズ，I C彬荀I安文 ー I!すサヱ にぷ,.愕 、 ~YR714
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第 3章 発掘調査の概要

（(竺麟 I I急 層229唸i !I232 詈226 

［疇 且邑 ll¥ (I 菫ヽク、

227 230 
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））丞宕心 『,ii髯， II疇-
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I}~ ）｝喜
237 238 

附三
241 242 

｀ 
］ 7 

243 

゜
10cm 

240 

挿番lt'!I 1種 別 芦種
特 徴 口昏部

突帝刻み l 色

" 外 00 r; 00 刻み

223 縄文t岱 深井 類糀ア 9し力 属II条痕。胴部ケズリ。 ナデ。 こヽふい橙 7.5YR7/3 
224 縄文土若 深鉢 ケズ＇）。刺突文 。 ナデ。 9こぷい黄橙 IOYR7/4 
225 縄文土召 深鉢 顎紐ナデ。胴部ヨコケズ，）、沈線。 ナデ？ 。 灰員褐 IOYR6/2 
226 縄文上若 深体 頸部ナデ。胴糀ケズリ、沈紛。 ナデ。 灰黄褐 IOYR6/2 
227 縄文~-" 深鉢 頸部ナデ。胴部ヨコケズリ 。 ミガキ。 褐/Ji. IOYR6/l 
228 縄文t器 深鉢 ナデ？。沈紛。 ミガキ。 仄賞褐 IOYR6/2 
229 縄文上器 深鉢 ナデ。沈線 1本 ナデ？ 。 褐l:Ji. IOYR6/I 
230 縄文t2i 深鉢 顎部ナデ。胴部ケズリ.it線。 にぷい橙 7.SYR7/4 
231 縄文J:.芦 深鉢 預部ナデ。祝部ヨコケズ，,.i尤綺。 ナデ？ 。 褐灰 IO¥R4/I 
232 縄文土苔 深鉢 預部ナデ？ 。胴部ケズリ？ 。 ナデ？ 。アルカ属貝条痕？ 。 灰褐 7 .5YR4/2 
233 縄文．＋．器 深鉢 ナデ。沈線。 ナデ？。 ff, 白 25Y7/I 
234 縄文.t器 深鉢 アルカ 属貝条痕？ 。 ユビオサエのちナデ。 黄fJi. 2 5¥5/1 
蕊 縄文t岱 深鉢 顎部アルカ砿H条痕のちナデ。胴部ケズリ 。 ナデ。 C If> 仄貧 25Y7/2 
236 縄文上岱 深鉢 頸部ケズリのちナデ。胴邸ケズリ？。 ナデ？ 。 隻形 I火白 2 5Y7/I 
237 縄文±器 深鉢 預部ナデ。胴部ケズリ。 ユビオサエのちナデ。 C形 1こぷい黄橙 IOYR7/2 
238 縄 文十諾 深鉢 頸部ヘラ描き沈緯、ナデ。 9印糀ケズリ？ 。 ナデ。 憤丸形 '*白 2.5Y8/2
239 縄文上若 深鉢 顎部ナデ。胴節アルカ属ti条痕。 ナデ。 D形 I天貰褐 IOYR6/2 
240 縄文土若 深鉢 頸部ナデ。胴部ケズリ？ 。 ユピオサエのちナデ？ 。 菱影 明員褐 IOYR7/6 
241 縄文.t.2i 深鉢 ナデ。 ユピオサエのちナデ• Iヽ ケメ？ D形 灰賀 25Y7/2 
242 縄文J:苔 深鉢 頸邸ナデ。胴邸ナデ？。 ナデ。 菱形 '"白 IOYR8/I
243 縄文日！ 深U 奔糀ナデ、 ,t綺 9員糀ケス ッ）ちナデワ ミガキ？ 褐I-Ji. IOYR4'I 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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挿番図号 I 種 別 器檀
t' 徴

麦U昏部み I突帯刻み 1 色 凛
外 内 00 

244 縄文土器 浅鉢 頸部ミガキ 朋部アルカli(fl条痕c ミガキ。 史褐 2 5Y3/I 

245 縄文土器 浅鉢 口縁院ヘラ櫨き文。ミガキ？ 。 ミガキ。 褐I火）OYR6/II 

246 縄文士若 汲鉢 ナデ？． ミガキ？。沈緯， -tデ?. ミガキ？ 。it線 餡9天 IOYR5/1

247 縄文:t若 浅鉢 U緑昴ミガキ？。胴部ケズリ。 ミガキ。沈線 にぷ,.貴橙 IOYR7' 

248 縄文土岱 浅鉢 沈鍼， 橙 5YR6/6

249 縄文:t活 浅鉢 口樟部ミガキ、沈線→ 胴部ケズリのちミガキ， ミガキ｀沈綿_,波t/,.U籍 iこぷい貴橙 10¥ R6/2 

250 縄文上召 浅鉢 D綽邸ナデ?. it線n 胴都アルカ属貝条痕 ナデ、沈線 貰11<. 2 5Y6/I 

251 縄文t器 l反鉢 ミガキ？、沈綿， ミガキ？．沈線ヮ 忠褐 IOYR3/I 

252 縄文十器 浅鉢 ミガキ．沈線。波杖口緑。 ミガキ、 it線。 宝褐 IOYR3/l 

253 縄文上器 深鉢 胴部ケズ，9。 ミガキ。 如．褐 IOYR3/1

254 縄文上沿 浅鉢 ミガキ。波状U綽。 ミガキ、沈線c 灰白 IOYRB/1 

255 縄文t活 浅鉢 口籍部沈線., 灰白 2.SY8/2 

256 縄文t器 l父鉢 lJ綽昴ミガキ？、沈線。胴糀ケズ,,. ミガキ。LJ柑部門線。 貴I大 2.5Y5/1

257 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ， 暗灰 N3/0 

258 縄文L諾 浅鉢 胴部ミガキ？。 ミガキ，u緑部沈線。 '*白 IOYR7/I

259 縄文:t活 浅鉢 量刻み突帝。 ミガキ， 灰 5¥5/1

260 縄文土器 浅鉢 11M部ケズリ 。方彬汲鉢 口緑部ミガキ。胴邸ナデ 褐仄 IOYRS/1 

261 縄文L岱 l父鉢？ ヨコミガキ， ヨコミガキ。 ヽこぶ <•lt橙 IO¥R7/2 

262 縄文土芦 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 褐灰 IOYRS/1 

263 縄文:t.ili 沃鉢？ ミガキ＾ ミガキ。 灰白 IOYR8/1 

264 縄文t苔 ,i鉢 3コミガキ。 ヨコ ミガキa LI綽墳部ft痕 灰褐 7 .5ヽR6/2

265 縄文土若 浅鉢 ミガキ？ 。 ミガキ。段状の沈緯 貰f:li 2.SYS/1 

:, " 縄文 t諾 H~ 胴，，ミ Ifキ底蔀ナ ，t線 ガ`キ？ 貰I大 25Y6/1 

第85図河道 1出土遺物（縄文時代晩期 7) (1 /4) 
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第 3章 発掘調査の概要
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挿番I[•J I楕別 I器槽
特 徴 LI悟部

突帝刻み 色 調外 曲 内 面 刻み
267 縄 文十器 .HI- ミガキ。 ナデ？ 。 2本の沈線。 褐11<. IUH4/I 
268 縄文t器 沿針 液状い縁?, ナデ？ 。 3本の沈線。 淡賀 2.5Y8/3 
269 縄文..t活 沿鉢 11'5Y4/I 
2:10 縄文 t若 没鉢 ヨコミガキ。LJ樟蔀沈線。 3コミガキ。 灰黄 2 5¥7/2 
271 縄文j__器 浅鉢 ヨコミガキ？ 。 3コミガキ?0 i尤線。 褐/-J<. IOYRS/1 
272 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 灰貰 25Y6/2 
273 縄文t器 浅鉢 ミガキ。 ヨコミガキ。 k責 2SY7/2 
274 縄文土岱 沃鉢 ミガキ。 3コミガキ。 灰賀 2.5Y7/2 
275 縄文上器 l交鉢 3コミガキゥ ヨコミガキ。 貨I六 25Y5/1 
276 縄文上器 桟鉢 ミガキ？ ミガキ？ 。 貴I火 25Y4/I 
277 縄文土器 浅鉢 ミガキ？ 。 ミガキ？ 。 灰 5Y6/I
278 縄文t岱 浅鉢 ナデ。 ナデ≪ 灰 5Y4/l
279 縄文t岱 iii. 鉢 ナデ？ 。 ナデ？ ， 快黄褐 IOYR6/2 
280 縄文t器 浅鉢 ナデ？ 。皇刻み突帝。 ナデカ• ミガキ。沈線。 貴l:}i. 2.5¥5/1 
281 縄 文土器 汲鉢 ミガキ？ 。量刻み突帝c ミガキ？ 。 1:li.白 2.5Y7/J
282 縄文七器 浅鉢 ミガキ？ 。 ミガキ？ 。 黄11<. 2 5Y4/J 
283 縄文t器 '"鉢 ミガキ？ 。 ミガキ？ 。 K偵 2SY6/2 
284 縄 文t器 浅鉢 U綽荒沈栂。 灰 N4/0
285 縄 文t器 1£ 鉢 ミガキ？ 。 ミガキ？ 。い緑部沈線。 賀I火 2.5¥5/1
286 縄文十＿器 深鉢 ケズリ？ 。 1こぷし•員橙 7 SYR7/4 
287 縄文土岱 深鉢 ケズリ。 ナデ。 にぷL•111 7 5YR6/4 
288 縄文土岱 深鉢 ナテ ナデ？ 。 'II褐 IOYR3/I
289 縄文t~ 浅鉢 底院ナデ。 k白 2SY8/2 
290 縄文十．器 深鉢 底節ナデ。底況惰円形。 ナデ。 ’六白 IOYRB/1 
291 縄 文t器 I父鉢 条痕？。 ナデ？ 。 仄褐 7 5YR6/2 
292 縄 文t器 深鉢 胴部ケズリ 。Ii!;郎ナデ。 ナデ？ 。 明褐I~ 1 SYR7/2 
293 縄 文..t器 深鉢 馴部ケズリ。底郎ナデ。 ナデ？ 。 ＇六贅褐 IOYR6/2 
294 縄 文t器 浅鉢 ？ 胴糀ケズリ。底糀ケズリのちナデ 灰員褐 IOYRS/2 
295 縄 文t器 深外 胴部アルカlilill条痕・,底部ナデ。 ナデ？。 1こぷい羨棺 IO¥R7/3 
296 縄 文,.器 i~» ,~ 部ケズ •J I』し ミガキ， ’’かミガキ I~ 白 25Y8/2 

第86図 河道 1出土遺物（縄文時代晩期8) (1/4) 

- 70 -



第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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挿番囚・; 1 種 別 I器 種
特 徴 il U'1:J紐 I如帝訂み 1 色 ;lll 

外 面 I 面

297 縄文土活 浅鉢 ？ 肛部アルカ嵐n条項？ 。底部ナデ， ナデっ 9こぷい黄月 IOYR7/? 

298 縄文t器 汲鉢 胴祝ケズリ 、 ミガキ？ 。 こヽぶい棺 7 5YR7/3 

299 縄文土沿 深鉢 灰白 IOYR8/2 

300 縄文土器 深鉢 底部ナデ。 ナデ？ 。 灰白 2.5Y8/2 

301 縄文土器 深鉢 底部ナデロ ナデ?- 1こぷい黄橙 IOYR7/Z 

302 縄文上器 浅鉢 胴部ミガキ，底部ナデ？ ， ミガキ？ 。 毘 IOYRI.7/1 

303 縄文土器 浅鉢 ミガキ。煤っ ミガキ 甲褐灰 7 5YR7/2 

304 縄文土器 空~ ミガキ。 ナデ 1こぷい黄橙 IOYR6/4 

305 縄文土器 高杯？ ナデ。 1こぶい黄橙 IO\R7/• 

306 縄文J:.器 深鉢 負部アルカ属U条損。 馴乱ケズ •J. C形剥突文 ナデ．ア 1し力属ll条扱シロH乱沈縁』放状口縁 菱形 雙彬 灰褐 7 5YR6/2 

307 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 い綽部門緯っ 液杖U縁~
， 

米粒形 ＇火黄褐 IOYR6/2 

308 縄文土器 深鉢 アルカlliH条痕 ナデ、ハケメ? LI緑乱沈線 D形 0形 褐ff(7.5H4/I 

309 縄文士召 深鉢 ナデ。 ユピすサエ｀ナデ。 ’ DJfi 灰白 IOYR7/l 

310 縄文土芦 深鉢 ケズ,,。 ナデ3 憤丸影 菱影？ 褐灰 5YR4/l 

311 縄文t岱 深鉢 ナデ?" ナデ？ 。 ? D形 灰白 2.5Y8/I

312 縄文土器 深鉢 ナデ？。 米u 仕白 10ヽRB/2

313 縄文土笞 深鉢 類郷ナデ。刷郎ケズ').押うl割突文， ナデ 0形 灰貰褐 IOYR4/2 

314 縄文t岱 深鉢 頸部ナデ．ヘラ惰き沈繰文刺突文 ユピオサエ、十デ 灰白 IOYR8/2 

315 縄文土若 深鉢 類部ナデc 胴駆ケズ，！？ ミガキカ•ナデ。 ＇大白 2 5¥8/1 

316 縄文土器 浅鉢 LI綽部ヨコナデ。胴部ケズ．， 。方松U鉢C ナデかミガキ.t.J綽郎it線。 褐灰 IOYR4/I 

317 縄文上器 浅鉢 [J縁部ナデ。胴部ケズリ 。波状〇縁。 ナデ. [J綽部沈線。 褐灰 SYRS/1 

318 縄文土器 浅鉢 U綽部ナデ。胴部ケズリ 。 ナデ。 lJ綽部it綽。 にぶい黄橙 IOYR7/2 

319 縄文土器 ・i鉢 デ？。液状口綽2 ナデ? LI綽糀沈綽呵 褐灰 IOYR5/1 

第87図 河道 1出土遺物 （縄文時代晩期 9)(1/4) 
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320 縄 文t器 深H アルカ属H条I.I{. ナデ ？。 細k形

’六白 黄黄22.. 橙橙55YY78IIO//OlI YYRR67、114 
321 縄 文上器 深仕 刺突文。 ユピオサエのちナデ。 ？ 1:,¥白
322 縄 文土器 深H 頸部ナデ？。胴部ヨコケズリ。 ナデ？。 にぷい
323 縄文上諾 江鉢 ？ ミガキ。 ミガキ。 逆D影 にぷし•
324 縄文士器 深鉢 逆 D形 ＇六黄 褐 2.5H/l 
325 縄 文十．器 深鉢 アルカ属H条痕？。 ナデ？。 逆 D形 貰11i. 2 5Y5/l 
326 縄文土器 深鉢 アルカIIIJ-l条痕。 ナデ。 ？ 菱形 If<. N6/ 
3'l7 縄文1若 深鉢 ナデ。 ュピオサエのちナデ。 ？ C形 褐灰 IOYR6/I 
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第88図 河道 1出土遺物 （縄文時代晩期10)(1/4) 
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第 3章発掘調査の概要
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第90図 河道 1出土遺物 （縄文時代晩期12) (1 /2) 

刻みをもたないもので、これにも面をもつものともたないもの

があり、後者が多い。 220-242は頸部から胴部への変換点にあ

たり、両者を画するにあたって、連続刺突文・沈線 ・貼付突帯

をめぐらせる三者がある。外面の調格は頸部と胴部で変えられ

ている場合が多い。底部については、径が小さく上げ底状を昆

するもの、高台に近い上げ底を足するもの、平底のものの三者

が認められる。また、 167・ 172・213・238には頸部にヘラ描き

文が認められる他、 136・137は「孔列文土器」であるが、これ

については別稿に記す。浅鉢にあって特徴的なものとしては、

259・260の方形浅鉢、265・266の椀形浅鉢、 244・251・257・

259・262・285・302の黙色磨研、 264の籾痕などが挙げられる。

（光永）

•ロ
ロ5

4
4

0 5an 一第91図 河道 1出土遺物

（縄文時代晩期13)(1 /3) 

河道 2 (第92-105図、図版 7・37・38・39)

第4低位部、 J0区で検出された S字状に蛇行する河道である。時期については、縄文時代晩期か

ら弥生時代中期までの遺物を包含しており、ここでは、縄文時代晩期の遺物を包含するものについて

説明する。また、この河道 2はTD区で検出された河道 1と同一のものであり、その下流にあたると

判断している。なお、著しい湧水と土砂の崩壊のため調査の都合上、土層断面観察のトレンチを設定

し、さらに調介区の西平部のみを現地表から約3.5mの深さまでを掘り下げるにとどまった。

確認できた範囲では、幅約13-15m、深さは 2mを超え、海抜裔では5.5mあたりに 1つの底が認

められる。土層断面の観察によれば、第93図A-A'の3-8層に見られる連続した堆積が存在し、

その外側にも緩やかな傾斜を持つ堆積状況が石取される。これは、大きな低位部の堆積過程で、その

- 74 -



第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物

中を水流が蛇行し、流路を変えながら堆積が進行していったものと考えられる。埋土中には多くの植

物遺体を含む粗砂層が互層状に認められ、径50-IOOcmもの流木が薮多く埋没しており、激しい気候

状況を想像させる。調究区南端部では、どの層位から打ち込まれたものかは不明であるが、海抜高

5.5m付近で、第105図に図示したような加I痕らしきものがある杭を検出している。機能・用途 ・詳

細な時期決定の確証はなく、不明といわざるを得ないが、少なくとも縄文時代晩期のなかにおさまる

ものと考えられる。植物遺休として多畠に出土した種f類には、 トチノキ、オニグルミ、エゴノキ、

オカガシ、コナラなどがある。 また、これらをサンプル賀料として C14年代の測定を行い、 2610士

90B.Pの年代を得ている。出士した縄文土器は、コンテナにして約10箱を超える。図；；ドしたもののう

ち、 339-365は3-8層および49・50層に相当する層位からの出土である。366-374は、これより下

位の54層を中心とした層位からのものであり、 375-481までが、さらに下位に堆積を見る46層以下の

砂礫層から出土したものである。また、 482-499は、第92図に示した箇所で土器溜り状に出土したも

のである。これら河道 2で出土した縄文時代晩期の土器には、突帯文の時期のものがほとんどなく、

河道 1と様相が異なる。 （大橋）

I ~ 楚 II s
 

••• 

~
 

••• 

，
 

ー

悽

3' 

埼

趨

土器溜り 10 20m 

第92図 河道2検出状況 (1/300)
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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341 縄文 I岱 深鉢 アルカ 属貝条痕。 ナデ。 逆D形 穿 25Y2/l 
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第94図 河道 2出土遺物 （縄文時代晩期 1)(1/4) 
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第95図 河道 2出土遺物 （縄文時代晩期 2) (1/4) 
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367 縄文J:岱 深沐 口頸統ナデ。馴部アルカ属H条Uのちケズリ。 板ナテとナデ。突起9よーカ所。 菱影 灰白 2 5Y8tと

368 縄文t器 深鉢 ヨコのケズリ。 D唇部刻みは不規u11. ナデ。 曼形 累 5Y2/I

369 縄文J:岩 深鉢 口類部ア↓力属貝条痕。胴乱ケズリ。 ナデ、ハケメ。 米粒形 こヽぶい員橙 10ヽR7/4

370 縄文土若 深鉢 アルカ鼠R条痕。 ナデ。 賞灰 2 SH/I 

371 縄文土芦 深鉢 D頸瓢アルカ属H条婁，馴冗アルカ属H条痕と 条緯。 ナデ。 卑褐 IOYR2/2 

372 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。炭化物。 饗褐 2 SY3/1 

373 縄文土器 深鉢 胴部ケズリ。底部中央略誡， ＇大白 IOH7/2 

374 縄文土諾 浅鉢 ミガキ ミガキ 'I! _ SYZ/1 

第96図 河道 2出土遺物（縄文時代晩期 3)(1/4) 
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第 3章 発掘調査の概要
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牡 徴 口唇部
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375 縄文 t.岱 深ii 糾めの 1本ずつの条線。 アルカ lj(l-{条頂 閉 5Y2il
376 縄 文 t器 深鉢 ヨコのア）し力属J:l条杖。 ナデ。 憂形？ 慧 5Y2/I
377 縄文 t諾 深鉢 ナデ。 ナデ。 細長形？ 黄灰 2.5¥4/1 
378 縄文 t岱 深鉢 ナデ吹起部分。 ア↓力属U条痕のちナデワ 憤丸形？ 黄灰 2.5Y4/J 
379 縄文t器 深鉢 ケズリ。突起部分。 アルカll(Jl条痕のちナデ？。 逆0形 灰黄 2 5Y6/2 
380 縄文 t器 深鉢 ア）し力属ll条痕。突起部分。 ナデ。 憤丸形 褐灰 10¥R4/1 
381 縄文,.芦 深鉢 ア）しカIi.II条痕のちナデ？。 ナデっ 菱形？ 灰貢 2 5Y6/2 
'82 縄文 tお 深鉢 アルカ嵐II条損。 ナデ。 菱形？ 里褐 2 5Y3/1 
383 縄文 I:器 深鉢 ？ ケズリのちナデ？。 ナデ。 ？ 灰黄掲 IOYR6/2 
384 縄文 I:諾 深鉢 ケズリ。 アルカ属H条痕のちナデ。 菱形 灰黄総 IOYR6/2 
385 縄文 t祐 深鉢 ？ ナデ。 煤 とふきこばれ。 ナデ。 憤丸形 竪 SY2/l

｀ 
縄文 l・S 深鉢 アルカ“↓1条損。 ナデ。 慣丸形 灰貰褐 IOYR6/2 

387 縄文 I芦 深鉢 ケズリのちナデ？。口唇部貝殻刻R。 ナデ。 憤丸形 I?-貴 2.5¥6/2
388 縄文t芦 深鉢 ナデ。 ナデ。 横丸形 灰黄 2 5Y7/2 
389 縄文 t・IS 深鉢 ア9し力属II条痕 ナデ？。 横丸影 黄I~2.SH/1
390 縄文 H呂 深鉢 アルカ ~JI条痕のちナデ。 ナデ 菱形 黄I大 25Y4/l 
391 縄文 t器 深鉢 ナデ。ふきこぽれ。 アルカla:H条痕とナデ。 憤丸形 甲 5Y2/I
392 縄文 t・.器 深鉢 ナデ。 ナデ。 D形 貧ft<. 2.5ヽ5/1
393 縄文 t-石 深鉢 ケズリ？ アルカ属II条痕？のちナデ。 Dlf> 里 SY2/J
394 縄文~-岩 深鉢 アルカ属 ll条痕， ナデ。 逆 D形 _-, IOYR7/l 
395 縄文 t.岱 深鉢 アルカ !,I;I! 条痕 十“ ケメワ ‘ 仄黄褐 IOY~S 2 

第97図 河道2出土遺物 （縄文時代晩期 4)(1/4) 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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挿番l号•I 1 種別ぼ H
特 徴 い恒部

突帝刻み 色 讀
外 面 内 面 剖み

396 縄文t器 深鉢 ケズリ。ふきこばれ。 ナデ。 逆D配 ＇大羨褐 IOHa/2 
397 縄文十器 深鉢 アルカ誡貝条頂。煤， アルカlll(fl条狽？のちナデ。 逆 D形？ 貧灰 2 5¥4/1 
398 縄文J:.苔 深鉢 アルカ属U条頂。 ナデ。 慣丸形 !I!, SY2/I 

399 縄文十器 深鉢 アルカ嵐H条痰。 ナデ。 菱形 l1i. 5¥4/1 
400 縄文土器 深鉢 アルカ属R条痕。 ナデワ 桟丸形？ '* 5ヽ"4/1
401 縄文十器 深鉢 アルカ嵐H条損， ナデ。 憤丸形 :t'SY2/I 
402 縄文土器 深鉢 アルカ属貝条痕’ ナデ。 細長形 /f'. 褐 25¥3/1 
403 縄文上器 深鉢？ ナデ。 ナデ。 D形 灰黄褐 IOYR6/2 
404 縄文t器 深鉢 ア9し力属貝条痕？。煤。 ナデ。 D形？ 甲褐 2 5Y3/l 
405 縄文土器 深鉢 クテ条痕のちナデ ナデ。 菱形？ 灰黄褐 IOYR5/2 
406 縄文士器 深鉢 ナデ。 ナデ。 D形？ 灰黄 2.5Y6/2
407 縄文十器 深鉢 アルカ属H条痕。波杖Ll綽。 ナデ。 D形 撃 75 2ヽ/1
408 縄文土器 深鉢 ア）しカli(li条痕。 ナデ。 曼形 灰黄褐 IOHS/2 
409 縄文t器 深鉢 アルカ属U条痕， アルカ liift条痕のちナデ， D形？ 黒 2SYZ/1 
HO 縄文土岱 深鉢 アルカ属 Jl条板のちナデ，• ア9し力WH条板のちナデe 黒褐 2 5¥3/1 
411 縄文士苔 深鉢 アルカ属只条痕， ナデ。 仄貫 25Y7/2 
412 縄文t器 深鉢 アルカ属只条痕， ナデ。 疇I大黄 2 SY4/2 
413 縄文ナ器 ＆鉢 アルカ属H条痕。 アし力属貝条棋？のちナデ。 DJf; *')ープ至 5Y3/I 
~14 縄文土芦 深鉢 アルカ属R条療， ナデ。 り 灰貢褐 IO¥R4/2 
415 縄文t器 深鉢？ ナデ。 アルカiiiII条偵のちナデ， 灰黄褐 IOYR4/2 
416 縄文土器 浅鉢？ ナデ。 ナデ。 灰黄褐 IOYRS/2 
417 縄文土器 深鉢 頸部アルカ •tt条痕，胴部ケズリ 煤 ナデ。 累 5Y2/1
418 縄文..t諾 深鉢 頸部ナデ胴部ケズ,,。 頸郎ナデ。胴祁アルカ属fl条痕のちナデ。 贄灰 2.5Y6/2 
419 縄文七器 浅鉢 類部ア 9し力属R条痕。帆蔀板ケズリ。 ナデ。 暗I火黄 2.5¥4/2 
420 縄文t器 浅鉢 頸部ア）し力属H条損。胴部ケズリ。 ナデヮ 宴 5Y2/l
4_. 縄文十？ 、ri* ヽ ， ＇•アし ,. H条 4 服~. ズ， デ、 甲 SYZ/1

第98図 河道 2出土遺物 （縄文時代晩期 5}(1/4} 
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第 3章 発掘調査の概要
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挿番号図 I檜 別 器種
特 徴

刻LI舒部み I突帝刻み 色 讀l外 illl I 内 面

422 縄文 I:召 深鉢 頸郎アルカtlllll条求。胴祁ケズリ。 頻紙ナデっ馴部船ナデ？。 欣黄褐 IOYR6/2 
423 縄文-¥-.iii 深鉢 頸郎アルカ誡JI条痕。胴部ケズリ。 アルカ属H条痕？のちナデ。 'P., 2 5Y2/l 
424 縄文t苔 深林 頸邸ア 9しカlliH条痕。胴邸ケズリ。 アルカ属H条痕のち板ナデ？ 。 灰黄 25Y6/2 
425 縄文t器 没鉢 胴部ケズリ。 アルカ属H条痕のちナデ。 黄I夭 25Y4/l 
426 縄文 I:器 深鉢 ケズ＇）。 ナデ、板ナデ？。 灰黄褐 IOYR4/2 
427 縄文 I:器 深鉢 アルカ属II条痕。 ナデ。 *''ープ黒 5Y3/J 
428 縄文十芦 深鉢 ナデ。クテ刺突文。 ユピオサエ｀ナデ。 r火黄 2.5Y6/2 
429 縄文上岱 深鉢 ナデ。クテ剌突文。 ナデ。 賃I-Ji. 2.SY4/I 
430 縄文 H呂 深鉢 ケズリ。 CJ!>利突文。 ナデ。 灰 5Y4/I
431 縄文十岳 深鉢 頸部ナデ。胴部ケズリ。 頸統ナデc 胴部アルカ属貝条痕のちナデ。 累褐 IOYR3/l 
432 縄文 t器 深鉢 ケズ')のちナデ？。 板ナデ？。 貰11i. 2 5Y5/1 
433 縄文I岳 深鉢 ケズ')。 アルカ属H条痕のちナデ。 貴灰 2 5¥6/1 
434 縄文J-.器 深鉢 アルカ属n条痕？。 アルカ属H条痕。 零 75¥2/1 
435 縄文十芦 深鉢 アルカlillll条痕。 ナデ。 店褐 2 5Y3/l 
436 縄文十註 深鉢 アルカ属II条痕。 アルカ属μ条痕。 貴灰 2 5Y5/2 
437 縄文1召 深鉢 アルカ属H条痕っ ナデ。 灰白 Z 5Y7/I 
438 縄文 I:祐 深鉢 胴邸ケズリ。 ナデ。 貰灰 2.5Y4/I 
439 縄文 I:岱 深鉢 胴都ケズリ。底部ナデ。 アルカ属H条痕のちナデ。 貰I天 2.5Y5/1
440 縄文-f:苔 深鉢 胴部ケズリ。底部ナデ。 ナデ。 こヽぷい赤橙 5YR5/3 
441 縄文t呂 深鉢 ナデ。 胴蔀アルカ属H条痕。底糀ナデ。 灰黄褐 IOYRS/2 
442 縄文 t器 I兌鉢 ミガキ。 ミガキ。 暗I火貰 2.5¥5/2 
443 縄文 tお 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 U縁漬部に挟り。 阻褐 2 5Y3/J 
444 縄文土苔 i~ 鉢 ミガキ。 ナデ。 黄J#i. 2.5Y6/1 
445 縄文-t芦 ,t鉢 ミガキ。 類部ミガキ。胴綿ナデ。 1K 5Y4/1 
446 縄文!・.器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 Iii. 黄 25¥6/2 
447 縄文 1-_お 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。口縁部沈線， 黄I穴 25¥4/1 
448 縄文 I:岱 11'鉢 ミガキ。 ミガキ k 黄 -~:6 -

第99図 河道 2出土遺物 （縄文時代晩期 6)(1/4) 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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突帝刻み I 色 饂l
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449 縄文上器 没鉢 ミガキ。 ミガキ。 黄I大 25Y4/I 

450 縄文t活 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 暗灰黄 2 5Y5/2 

451 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 I大黄 2 5Y6/2 

452 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 慧 25¥2/1 

453 縄 文t諾 ,I鉢 ミガキ。 ミガキ。 オリープ呈 5Y3/I 

454 縄文上諾 浅鉢 ミガキ、9 ミガキ。 黄灰 2 SY4/I 

455 縄文t諾 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 閉褐 2 5Y3/l 

456 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミtfキc 貰I火 2SYS/I 

457 縄文t器 浅鉢 ミガキ。 ミtfキ 伏黄 2.5Y6/2 

458 縄文十器 浅鉢 ミガキ。穿lL。 ミガキc オリープ甲 5Y3/l 

459 縄文土器 浅鉢 ？ ナデ。 板ナデ？。 I火黄掲 IO¥R6/2 

460 縄文土器 A鉢 ？ アルカ属貝条祟のちナデ？。 アルカ属H条痕のちナデ。 ,'1¥ 5Y2/l 

461 縄文土器 I支鉢 ナデ。 ナデ。 穿褐 2 SY3/I 

462 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 貴'* 2 5Y4/2 

463 縄文土器 没鉢 ミガキ。 ミガキe オリープ甲 5Y3/I 

464 縄文ナ岱 i父鉢 ミガキ。 ミガキ。 甲 5Y2/1

465 縄文土諾 浅鉢 ミガキ。 ナデ。 車褐 2 5¥3/1 

466 縄文土岱 11'鉢 ？ ミガキ？ 。 3本の沈綽。 ミガキ。 ，大貴 2.5Y6/2 

467 縄文土器 浅鉢 ？ ミガキ？。 ミガキ。 黄1-1< 2 5Y6/1 

468 縄文土器 浅鉢 ミtfキ。沈編っ ミガキ？。 オ’’ープll'_ 5Y3/I 

469 縄文土器 浅鉢 ？ アルカ属R条痕のちナデ？ 。 ナデ。 室褐 2 5Y3/I 

470 縄文土器 浅鉢 ケズリ。 ナデ？。 It<. 黄褐 10¥R6/2 

471 縄文t器 汲鉢 ナデ？ 。 ナデ。 浅黄 2 5¥7/3 

472 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 黄I火 2.5Y4/1

473 縄文..t諾 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 黄'"'2.5Y4/l

474 縄文十:ii ＆鉢 ミガキ ？ ミガ4 羨灰 _ sy411 

第100図 河道2出土遺物 （縄文時代晩期 7){1/4) 
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第 3章発掘調査の概要
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第101図 河道 2出土遺物 （縄文時代晩期 8)(1/4) 
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第102図 河道 2出土遺物 （縄文時代晩期 9)(1/2・ 1/3) 

IOan 

- 84 -



第3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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I香贔5同 1 種 別
I 特 徴

’ 国刻渾み I 突否剖み器種
外 面 内 血

色 調

-182 縄文土器 ;-;: 鉢 蹟品7~カ属貝ゑ簑 り Xりのらアルカ員U条景’。 ナ-,',,.・t,,・1,,,, ヽこふい貞怜 10¥1く112

483 縄文十器 深鉢 ア Jし力属貝条痕。タテ刺突文ぐ 十デ 米,a, 灰白 2 5Y8/2 

484 縄文上若 深鉢 ア）し力属貝条痕， ナデ。 ? ’六貧褐 IOYR4/2 

485 縄文土器 深鉢 ア'~ カ属貝条板。 ナデ^ 逆 D彬？ k白 25¥8/2 

486 縄文士芦 深鉢 アルカ属貝条痕。 ナデ 覺影 貰1* 2.SH/1 

487 縄文上苔 深鉢 アルカ属貝条fio ナデ 憤丸彬 仄白 2.5Y8/2 

488 縄文十芦 深林 類部アルカ鼠艮条扱．胴部ケズ，J. ナデっ 灰貴褐 IOYR4/2 

~89 縄文土岱 深鉢 讀部アルカ●貝条璽9テ2列11)鯛突文， I!瓢ケズり。 ナデL 仄白 2.5)8/2 

~90 縄文上岱 菜鉢 類部アルカ属貝条痕胴部ケズ,, ナブ。 9こふい貴橙 10¥ll7/J 

~91 縄文上芦 深鉢 胴％ケズリ。 ナデ？， 甲褐 IO)ll3/2 

492 縄文t溢 深鉢 ケズ,,かをH条痕 ナデc 精痕？， I六白 10¥118/2 

493 縄文土器 深鉢 胴部ア JI,カ属貝条痕 底叱ケズリのち十デ・>, ナデワ c 貢lfc~.SH/I

494 縄文土器 深鉢 嗣糀ケズ＇） 、底部＋デ→ アしカ8'1-l条痕のち -t"-,'c 黄If<. 2.5Y4/I 

495 縄文t器 深鉢 胴部ナデ 底部ケズリ勺参↓デ， ... "' ' ;, し・黄怜 J<')ll7 ., 

第103図 河道 2出土遺物 （縄文時代晩期10)(1/4) 
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第 3章 発掘調査の概要
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第104図 河道2出土遺物 （縄文時代晩期11) (1/4) 

ヽ

＼饂—玉辺：,;. 

498 

町
499 

0 10cm 
~ 

口唇部

刻み
I突帝刻み 色調

, .. 褐 10ヽ112/2

I天貰褐 10)114/2 

'II IOYR2/1 

員灰 5Y2/1 

(6) その他の遺構・遺物

第 1低位部と第 1微高地 （第34・106-116・255図）

調究対象地の西側部分で、 TDl-6区およびH11-13区にあたる。

第255同にみられるように、微高地が北西から南東へ舌状にのびてお

り、南西部が凹地状に落ち込んでいる状況が看取される。特に TD6

区、 H13区を中心に深くなっており、この部分を低位部として扱った。

しかし、微高地と低位部の境は明瞭でなく、微裔地部分と低位部分に

選物を分けることも不可能であった。また当地区における晩期土器の

出土状況は概要にも少しふれているが、縄文時代晩期以降の遺構の基

盤層から出土する場合と、基盤層の上に堆積している包含層から弥生

時代前期以降の遺物とともに出土する場合とがあり、前者を第106-

108図に、後者を第111→16図に分けて図示した。両者とも縄文時代

晩期中葉～後葉の造物が混在しており、層毎の一括性を捉えられな

かった。その要因として調介時に単層のみを掘り分けられなかった

こと、基盤層と縄文時代の遺構埋土が見分けにくく、遺構に伴うもの

も基盤層の遺物として扱ってしまった可能性があることなどが考えら

-~/1-~ 

鬱
Wl

t

殴
塁
鳳
桐
じ

20cm 

第105図河道2出土遺物

（縄文時代晩期12)(1/6) 

れる。 しかし第255図の土層断面図第15層のようにここでは基盤の上面がさらに分層できるようで、

当期に形成された包含層の＃在を想定しうる。石器・ t製品についてはそれ自体で所属時期は求められ

ないので、基盤層掘り下げ中に出土 したものを縄文時代晩期と考えた。その中でも、 Hll区の東端斜面

からはまとまって出土しており第110図に不した。それ以外については第109図にホしている。 （久保）

第 2微高地 （第117-122図）

第2微烏地は調杏区のほぼ中央部に拡がっている微飩地で、第 2低位部をはさんで西半部と東半部

に区分して考えることができる。晩期の遺構はすでに記したようにおもに西半部で検出されている。

さてこれまで記述してきた遺構以外としては柱穴や士牒状逍構がある。柱穴についてはその一部はす

- 86 -



第 3節 縄文時代晩期の遺構・ 遺物
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 505 

□ 亨會
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7疇ヽプ
509 す
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樟番図うj・ I 種 jjlJ I器 種
特 徴

’ 刻LI唇部み |突帝釘lみ 色 潟
外 00 内 面

500 縄文土器 未'*., ケズリ？のちナデ。 ナデ!, 11.11六 75ヽ~6/1

501 縄文土器 深鉢 ナデ。 ミガキ 掲I天 IO¥'R4/I

502 縄文t器 深鉢 ケズリ。 ナデ・， 逆D形 I反員 2 5¥8/3 

503 縄文t器 深鉢 ナデ｀ケズリ。口唇郎ユビオサ工。 ナデっ 黄灰 2 5Y4/l 

504 縄文土器 汗鉢 アルカ誡H条痕、ナデ。逆C形刺突文。 板ナデ？。 D形 ＇火褐 7 5)114/2 

505 縄文土器 深鉢 ユビすサエのちナデ。 ア9し力属J:l条痕のちナデ 逆D形 lfi羨褐 10)1<4/2 

506 縄文土器 深鉢 アルカ嵐H条痕のちナデ。 ナデ。 菱Jf~ 賠灰黄 2.5)"5/2 

507 縄文土苔 深鉢 アルカ •tt条痕シタテ剌突文c 細長形 I火責褐 IO¥'R4/l 

臨 縄文t器 深鉢 ナデ？。 ナデ 逆D彬 浅黄橙 10¥llS/4 

509 縄文土器 沢鉢 9ヽ ケメ？。 ナデ。 米粒影 甲褐 I0¥1!3/1 

510 縄文上召 深鉢 アルカ属n条租。 ナデ。口縁部沈線c C. 逆C影 C、是C影 仄白 2.5Y8/2

511 縄文t器 深鉢 アルカ属II条痕のちナデ？。 ナデ。口綽部沈編。 菱影 D形 1こぷ,.橙 7 5lll7/4 

512 縄文土諾 深鉢 アルカ属H条痕？。 ナデ。口綽祁it線， 細R影 D形 灰黄褐 10¥"R4/2 

513 縄文土器 深鉢 ？ ナデ。 ナデ？。
， 

D影 灰褐 7 .5¥ll6/2 

514 縄文t器 深鉢 ナデ？。 ナデ。 菱形？ C形 室褐 10)ll3/l 

515 縄文土器 深鉢 ナデ。 ア）し力属貝条痕のちナデ 細長形 逆C釈 略褐 10¥ll3/3 

516 縄文土器 深鉢 頸部アし力属l-!条痕，胴祝ケズリ。 ナデ。 細長形 憂形 にぷい黄橙 l0)117/2 

＂． 縄文ナ器 I '~ 鉢 顎糀?<,"':属 Hを•. "患←かI是Cf'f校 ｀ ＋ ヽ M 、,, ,n¥"Jlf _ 

第106図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （縄文時代晩期 1)(1/4) 
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特 徴
U刻恒祁み I突帝刻み I 色 調番， 外 面 I 

内 面
518 縄文,-芦 ，菜社 板しデ’’ ナデ。 細長形 細長形 1こんい貴橙 IOYR6/4 
519 縄文 I岱 深鉢 ナブ？ 。 ナデ。 細長形？ D形 オリープ黒 5Y3/l 
520 縄 文 t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 米粒形 C形 賃f*. 2 5Y4/l 
521 縄 文 t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 細長形？ 細長形 ff. 貴褐 JO¥'R4/2 
522 縄 文 t岱 深鉢 アルカ“貝条痕。 ナデ？ 。 D影？ D影 k白 2SYS/2 
523 縄文t若 深鉢 ナデ。 ナデ？ 。 米れ形 菱形 1こぷい黄橙 IOYR7/2 
524 縄文 I:器 深鉢 アルカ~ f!条損。 ナデ、9 D形 ？ にぶい黄橙 10¥R7/2 
525 縄 文 I:器 深鉢 ア Iし力 属H 条痕•' ナデ。 D形 D形 駅白 25¥8/2 
526 縄文tお 深鉢 ナデウヘラ楼き沈線文、刻み日は同時。 ナデ。 細托形 細長形 灰白 25Y8/2 
527 縄 文 I器 深針 ナデ。 ナデ 菱形 Jfi. 白 10¥118/1
528 縄 文 I祐 深鉢 頸部アルカ属貝条痕のちナデ，胴乱二枚U条痕， ナデ。 小D形 細長形 仄白 2.5¥8/1
529 縄 文 I祐 深鉢 頸部ナデ、刺突文。 ナデ。 I六貰褐 IOYR6/2 
530 縄 文 I岱 深鉢 頸部ナデ.ill形創突文、ヨコ帆突文。胴部ケズリ。 ナデ？ 。 褐I火 10)1!4/l
531 縄文 t器 深鉢 胴部ケズリ、沈線。 預部ナデ。胴部アルカII(II条痕のちナデ。 にぷい橙 7.5YR7/4
532 縄文 I:器 深鉢 頸部十デ。胴部ケか）、押引剌突文っ ナデ。 It<, 黄褐 10¥ll6/2 
533 縄文 I芦 深鉢 預部ナデ。胴部ケズリ ．ョコ刺突文。 ナ-t'o にぷい橙 7.Sヽ117/3
;;34 縄文 I苔 tli鉢 ナデ。液杖い綽。 ナイ． ミガキ，口綽配沈練 I大員褐 IOYR6/2 
535 縄文 f_器 i父鉢 LJ紺部ナデ． 沈線り 口綽郎ナデ.i:t線。 灰白 25Y7/I 
536 縄 文 t器 桟鉢 ミガキ。波状Ll綽 ナデ。 黄灰 2 5¥4/1 
537 縄文 I召 ili~ -, ミガキ？ ミガキ~ [.J緑部にf知 黄'* 2 5¥5/1 
538 縄 文 t器 11'鉢 ミガキ。 ミガキ。 '*白 25)8/2 
539 縄文 I器 浅鉢 ヘガキ― n射li.. 凹統へ ミカ ヤ褐 IOYR3/l 

第107図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （縄文時代晩期 2)(1/4) 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構 ・遺物

＼ ゞ ＼ ＼ 
542 545 548 

540 
＼ご I二 ＼ I-

＼ 
543 546 

~ ~-」ニ-7 549 
D 10cm 
t-1 —— -- ;iii 

541 544 547 

挿図
惰別 1召種

t-l flt 
暉到部み I 奴 f刻み I 色 調
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540 縄文—-t.器 深井 胴部ケズリ。 アルカ属II条jJ;.{IJらナデ。 こヽぷい橙 7 SYR7/3 

541 縄文i器 深鉢？ 胴部ケズリ 。底托ユピオサエ。 ナデ。 1こぶい黄 2 5¥6/3 

542 縄文t諾 深鉢 胴部ケズリ 。 ナデ。 I六白 2 5Y8/2 

543 縄文t器 深鉢？ 胴部ケズリ。 I民郎ナデ。 にぶい黄橙 IOYR7/4 

544 縄文土器 深鉢 ケズリ。 ナデ。 - 没茨橙 10¥RB/3 

545 縄文上器 深鉢 ケズリ。 ナデ。 I天白 7 5YR7/1 

546 縄文J:.器 浅鉢 ナデ。 ミガキ。 I火白 2 5Y7/I 

547 縄文十器 戊鉢 ナデ？。 にぷい負橙 MR7/4 

548 縄文t器 深鉢 ケズリ。 ナデ。 にぶし•赤褐 5¥応/4

549 縄文t器 浅鉢 囀部アルカ 属ll条痕，底代ナデ、 I 、ゲキ I こぷい＆朽 10,~; _ 

第108図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （縄文時代晩期 3)(1/4) 
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第109図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （縄文時代晩期 4)(1/2・ 1/3) 
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第110図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （縄文時代晩期 5)(1/2) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前薬の遺構 ・遺物

/
＞
T
 S

r
 

埼 zy

~ 

臣

／・ L 

ダ I 71 

_:-I :ヽィ・ 'y/ V 

J~1frY I 湊

____y-・ ノ。

｀ ｀ c::, ／ 

100m 

＄
 第129図 弥生時代前期～中期前葉遺構全体図(1)(1/1500) 
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第 3章発掘調査の概要

第 4節 弥生時代前期～中期前茉の遺構・遺物

1 . 概 要

この段階の地形は第128図に示したように大きくは 3か所の微高地と 4か所の低位部および河道

1・2に区分できる。

遺構は竪穴住居、掘立柱建物、土城、上器棺墓、火処、溝、水田などが検出できた。そのうち竪穴

住居は 4軒検出できたが、後世の削平によって残存状況は良くなかった。しかしながら、竪穴住居 2

では、多くのサヌカイト製石器や象lj片とともに緑色凝灰岩製の管玉未製品や玉砥石が出土しており、

玉作りが行われていたことが明らかに ~ 

｀ 
， 

なったことは厘要であろう。掘立柱建 、

物は 1棟確認できたのみである。土城 〒

は67基を報告しているが、それ以外に

も土城状の遺構は多薮確認、されている。

土器棺墓は 1基のみ確認できた。水田

については、調査後の土壌のプラン

ト・オパール分析によってその可能性

が考えられたものである。河道 1・2

は同一の河道と考えられ、縄文時代

後 ・晩期から引き続いている。

遺物は竪穴住居や土城から出土した

ものは少なかったが、低位部の包含層

や溝から土器が多数出土している。

今回検出した遺構・ 遺物の多くは弥

生時代前期前莱から中葉段階のもので、

当該期の集落や土器•石器などの様相

を知るうえで重要であろう。 （平井）

~ 

，
 

身

2. 遺構 ・遺物

--
①第 1低位部 ⑥第 2低位部

②第 1徴高地 ⑦第 3低位部（北）

③河道 1 ⑧第 3低位部（南）

＠第 2微高地（西） ⑨第 3徴渇地（北） ⑪第 4低位部

⑤第 2徴高地（東） ⑩第 3徴庶地（南） ⑫河道 2

第128図 弥生時代前期～中期前葉地形概略図 (1/3000)

•
゜

(1) 竪穴住居

竪穴住居 1 (第132・133図、図版 9)

第2微高地（西）のAT区南西部に所在して、竪穴住居 2との距離45mを測り、火処25、土城31・32

などが近接する。中央部を溝11・14に大きく削られ、北辺の遺存度も悪いが、平面形は最大径7.88m

程度の円形に想定される。壁体溝はなく、床面は陛際から中央部へ緩やかに傾斜し、海抜8.55m程度

となる。主柱穴は Pl-P6の6本で、柱間は205-270cmを測り、側壁との距離は約 Imである。柱

掘り方は径20-35cmの楕円形で、柱痕跡は確認されなかった。中央穴 P12は平面形76X54cmの楕円形

で、深さ25cmを測り、隣接する Pllよりも11cm深い。 Pl・P2・P4・P5にそれぞれ対応する陛
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第 3節縄文時代晩期の遺構・遺物

側面は磨滅しており、危滅部分に横方向の

線条痕が観察できた。またこの磨滅部分を

調整痕が切っており、再加工が行われたも

のと考えられる。時期は明確ではないが晩

期のものと考えたい。 （平井）

第 4低位部 （第33・126図）

全調査範囲の東南部H15・16・17区、 J

0区に位置する低位部である。範囲につい

ては第 2、第 3低位部と同様に明確ではな

い。出土した土器は少爵で、中葉段階と後

葉段階のものがある。 （平井）

トレンチ 1・2 (第92・127図）

J 0区において、河道 2の外沿部の土培

堆積状況を把握するために設定した 2本の

トレンチである。このトレンチからの出士

遺物はほとんどなく、各層位の時期判定に

ついては困難であるが、河道 2との関係か

ら縄文時代後期以降弥生時代前期までの間

には少なくとも納まると判断している。

トレンチ lの観察によれば、西端から約

4m付近で束側に大きく傾斜する箇所が認

められ、この傾斜の中に海抜高650cm付近、

およぴ590cm付近において水平堆積の 2枚

の黒灰色粘土層（第 4・6層）が存在する。

この傾斜のなかは、いずれも粘土で埋積し

ており、傾斜外は微砂• 細砂を基調とした

砂層である。

またトレンチ 2でも、この黒灰色粘土層

のうち上位の第 4層と同一層位と考えられ

る12陪が観察された。これらの黒灰色粘土

培は現地での調査段階においては水田層の

可能性もあると判断し、土壌サンプリング

を行い、プラントオパール、および花粉分

析を行ったが、いずれも、これについては

否定的な結果を得ている。 （大橋）
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第 3~ 発掘調査の概要

図水した遺物は、遺構検出中や基盤層中および弥生時代前期以降の遺

構から出土したものである。

土器は縄文時代晩期中葉から後菜の突帯文土器の段陪までのものがあ

る。なお図示した土器は小片のものが多く、傾き不詳のものも多い。

石器についてはその形態からだけでは晩期とそれ以降のものを判別す

ることが困難なものも多いが、甚盤層中から出土した石器を晩期のもの

として図示している。このうち S75-78、81-84、86・87、89はDE区

の基盤層中から出土しており、土器溜りとして報告した縄文時代晩期中

葉の時期に伴う可能性が高い。 （平井）

第 2低位部 （第34・123・270・271図）

第2微裔地のほぼ中央に位骰し、微高地を西と東に分断する南北に長 S92 

い低位部である。北に向かって深さを増し、第 3低位部とつながる可能 ~.r一..Jtl!I

性も考えられる。縄文時代晩期以降の基盤層上面での地形は北半部のみ
第125図 第3低位部出土遺物

であるが次節の第270図に示している。 KY2区では低位部内で士堀が （縄文時代晩期 2){1/2) 

検出されているが、検出面の海抜閤も約8.lmと安定しており、包含層

の堆柘が始まるまでに生活面として利用されていたことが窺える。また、 713は 1か所に集中して出

士しており、土城27のようなたわみ状の遺構に伴う可能性がある。この713以外の土器は包含層に混

在していたもので、土堀27の後あまり時をおかずに低位部の埋没も始まったと考えられる。 （久保）

第 3微高地 （第33図）

第3微高地は今回報告する調ft範囲の東端部に位附する微裔地で、北区 (EN・B01区）と南区

(T 0区）とに区分できる。この微裔地からは縄文時代晩期の明確な遺構は検出されず、また遺物も

はとんど出土しなかった。 （平井）

第 3低位部 （第33・124・125図）

第2微高地（東）と第 3微高地との間に拡がる低位部である。第33図に示した範囲は弥生時代前期～

中期削葉段階のものであるが、多くはないが縄文時代晩期の土器も出土することから、範囲や深さは

明らかではないものの晩期段楷にも低位部にな っていたと考えている。なお出t逍物がないため断定

できないが、第277図の24層が晩期になるかも知れない。出土土器には中葉段階のものと (725-728)、

後葉段階のもの (729-734)とがある。 S92はEN区で出土した流紋岩製の石鍬で、先端部の両面と

挿['il

蜃°

739 

I 1t 別器種

H~ 縄文土器 深沐 ナデ。

740 縄文-t-.Zi 深鉢

741 縄文 t芦 ilt鉢 ミガキ。

74~ 縄文t岱 浅鉢

外

〗 攣さ．疇 ； ?, 

羹7!
740 

D 10cm 一 742 
9ぅ 徴

アルカII(l!条痕のちナデ

十デ。

ミガキ

ミガキ。[]柑部門絹，

7H 縄文 t器 深鉢 胴蔀ケズリ 底部ケズリのちナデC ナデ，

744 縄 tt・器深ff, 

~ 
743 

＼ 
LI出部 I
"I 

744 

突帝刻み 色 項

檜~;~, I:: 褐10ば~~悶‘と
黄灰 2.5Y4/I 

賠灰 N3; 

灰黄褐 IOYR5/2 

褐 '.5¥R4/4

第126図 第4低位部出土遺物 （縄文時代晩期）(1 /4) 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・ 遺物

挿奮号図 1 種 別 岳 It
特 徴

刻い昏部み I突帯刻み 色 調
外 面 内 面

711 縄 文士諾 未鉢 アルカ “貝条痕。 ナデ。 米粒形 I火白 2 5Y7/1 

712 縄文上溢 浅鉢 逆D形 黒 7.5¥2/1 

713 縄文j-若 深鉢 ll瓢アルカ属貝条痕、押引綱突文，嗣乱ケズ,,.,。 ナデ。 米粒形 菱形 にぷい橙 7 5YR7/3 

714 縄文t苔 深鉢 ナブ。 D形 D形 浅黄橙 7 5YR8/3 

715 縄文 t若 深鉢 菱影 こヽぷい褐 7 5YR7/3 

716 縄文土苔 深鉢 ナデ。 ワ 憂形 にぷい橙 IOYR7/? 

717 縄文士苔 深鉢 ナデ。 ナデ。 ？ にぷ9・貴橙 IOYR7 ' 

718 縄文土苔 深鉢 ワ 米trn 灰白 IOYRB/1 

719 縄文七若 深鉢 ， 
曼Jf.l 仄貴1111 IOYRS/2 

720 縄文t石 深鉢 ケズリ？。 ナデ。 菱影 褐灰 10ヽR5/1

721 縄文 t祐 i¥鉢？ ミガキ？。 ミガキ?o LI籍舵it鍼， 灰白 SY8/2 

722 縄文土芦 I友鉢 貰If< 2 5Y4/l 
~ 一

723 縄文土苔 ,lt鉢 褐灰 7 5YR6/l 
724 縄文t器 lit鉢 9 灰 N5/

でに報告しているが、それ以外にも晩期の可能性のある柱穴がいくつか検出されている。しかしなが

ら当該地では晩期の土器が基盤層中に多く含まれているため、晩期の土器のみが出上したからといっ

て晩期と断定することはできなかった。そのため弥生時代中期中葉～後期と考えられる柱穴以外の柱

穴については、晩期の可能性のある柱穴も含めて弥牛時代前期～中期前葉の全体図の中に同示してい

る。士城状遺構については、KY1・ 2区の土城12-26の周辺で 5基検出している。

］ 謳荘酔 >.--. 隠芍舟 II肴 ll暑
725 

726 727 728 

¥ ~« 言応ー／ 9.冥oぶ~'念""・""-,_,,::-a炉' • ,・ _,,, 一〖731臨~ 、ペ

730 
729 

ご,x~Iiぞ呼. （｝ra 寧 fJm O 撃 f>ra. 
り734~ I つ7珀亡 >

732 738 

゜
10cm 

トーーーT T ' ,,....-

挿暑図号 I 積 81] 器憎
特 嚢

l 刻口唇部み I突帝刻み 色 調
外 面 I 内 面

725 縄文 l器 ぷ外 アルカ fl(II条板。 ・) 掲I火 '5ヽ115/1
726 縄文十諾 アルカ属貝条根のちナデ？。 ユビオサエのちナデ？。 細R形？ 灰黄褐 JOYR5/2 

727 縄文1岱 ア9し力属μ条痕c ナデ？。 灰黄褐 IOYR6/2 

728 縄文 t岱 アルカ属R条頂っ ケズリ？。 こヽぷい棺 7 5YR7/4 
729 縄文 t岱 深鉢 ァルカ属只条痕。 ナデ。 憤丸形 D形 灰白 IOYR7/1 
730 縄文 t活 深鉢 アルカ砿t1条棋。 ナデっ 米粒影 米粒影 褐灰 IO)ll5/I 

731 縄文 t祐 深休 アルカ嵐貝条杖。 ナデ。 米粒形 小0形 r1'黄褐 IOYR6/2 
732 縄文 I:活 深鉢 頸郷アルカ属n条痕 胴部ケズリ。 ナデ。 米粒形？ 小憂形 にぷい貴橙 IOYR7/2 
733 縄文 t路 深井 ナデ。 ナデ？。 ？ D影 灰白 2.5Y7/I 
734 縄文 t岱 深鉢？ 菱形 褐灰 IOYR6/I 
735 縄文t諾 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 黄9大 25Y6/l 
736 縄文 t若 ,lijj. Q!fL。液状U綽c I火黄掲 IOYRS/2 
737 縄文t話 '"鉢 ミガキ。 ミガキ。 小米粒形 褐'* 7 5YR6/2 
し縄文 t-~ ,H~ ＋デ 9 II<. 黄褐 IOYH4/2 

第124図 第 3低位部出土遺物 （縄文時代晩期 1)(1/4) 
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S90 S91 

10cm 10an 

第122図 第 2微高地（東）出土遺物（縄文時代晩期 2)(1/2・1/3) 
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If ~ ＼ 10c● 
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第123図 第 2低位部出土遺物 （縄文時代晩期）(1/4) 
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第120図 第 2微高地（西）出土遺物 （縄文時代晩期 4)(1/2) 
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第121図 第 2微高地（東）出土遺物 （縄文時代晩期 1)(1/4) 
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挿図
種別 器 種

特 徴
’ 刻U唇部み I突帯刻み 色 調

番号 外 面 内 面

687 縄文上器 浅針 ナデ。波状LJ緑。 ナデ。 朋掲灰 7.5¥R7/l 

688 縄文.-t.器 浅鉢 ミガキ。 褐灰 10YR5/I 

689 縄文t器 浅鉢 ミガキ。 ナデ。 黄灰 2.5¥4/1 

690 縄文土器 浅鉢 ミガキ？。突起。 ミガキ？。 灰黄褐 IOYR6/2 

691 縄文±器 浅鉢 灰黄褐 IOYR6/2 

692 縄文土器 浅鉢 ケズリ。 ナデ。 E縁部凹線。 暗灰 N3/

693 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 褐灰 75YR4/l 

694 縄文土器 桟鉢 ミガキ。 ミガキ。口縁部沈線。 褐灰 IOYR6/l 

695 縄文土器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。口縁部段。 褐灰 5YR6/l 

696 縄文土器 浅鉢 ミガキ？。沈線。 ミガキ？。沈線。 褐灰 JOYR4/l 

697 縄文土器 浅鉢 ナデ？。 D縁部沈線。 灰白 25Y7/l 

698 縄文士器 浅鉢 ミガキ？。口縁部沈線。 ナデ？。 黄灰 25Y4/l 

699 縄文土器 桟鉢 ミガキ。穿孔。 ミガキ ?o 灰褐 7 5YR4/2 

700 縄文t器 深鉢 アルカ属貝条痕。 ナデ。 灰黄褐 IOYR6/2 

701 縄文土器 深鉢 ケズリ。 アルカ属貝条痕。 灰白 IOYR7/l

702 縄文土器 深鉢 ケズリ｀ナデc にぷい橙 75YR7/3 

703 縄文j-_器 深鉢 ケズリ？。 にぷい橙 75YR7/3 

704 縄文t器 深鉢 黄朽 7"YR7/~ 

第118図 第 2微高地（西）出土遺物（縄文時代晩期 2)(1/4) 
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第119図 第 2微高地（西）出土遺物 （縄文時代晩期 3)(1/3) 
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特 徴
u刹u部み ' I突帯刻み 1 色 調番号 外 面 勺 面

邸 縄文 I.岱 深i アし力属貝条板。 LI緑部ナデ＂胴部ア 9し力属貝条痕のちナデ。 浅貴橙 IOYR8/3 
669 縄文 t芦 深鉢 ケズリ？。 菱形 明褐灰 7 5¥1!7/2 
670 縄文 I.お 深鉢 アし力属貝条痕。 1こぶい貴橙 10¥ll6/4 
671 縄文t苔 深鉢 アレカ属貝条痕。 ミガキ。 灰貰褐 IO¥'R4/2 
672 縄文 t芦 深鉢 アルカ属貝条痕。 灰 5Y4/l
1>73 縄文 t岱 深鉢？ ケズリ？。 費形 褐仄 7.5YR4/l
674 縄文t岱 深鉢 アルカ属貝条痕。 ナデ。口綽祝沈緯， 慣丸形？ 雙形 灰貧 2.5Y6/2
675 縄文 t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 小D形？ D形 褐灰 7.5YR4/l
676 縄文 t岱 深鉢 ナデ。波状口樟。 ナデ？。 米粒形 こヽぶい褐 7.5¥1!6/3 
677 縄文十:ZS 深鉢 アルカ属貝条痕。波状口縁。 顎部ナデ。胴部アルカ属貝条級のちナデ。 小D形 雙形 黄灰 25¥5/1 
078 縄文 t召 深鉢 ナデ？。 ナデ？。 ？ 雙形 累褐 5YR2/I
o/9 縄文 le芦 深体 ナデ。 雙形 灰白 10¥初 /I
680 縄 文 t器 深鉢 ナデ。 菱形 にぶい橙 5¥117/3 
681 縄文 t岱 深鉢 l"1練。 褐灰 7 .5)1<5/1 
682 縄文 t器 深鉢 胴部ケズリ。逆Clf>剌突文。 十デ。 浅貴柑 7 5¥ll8/3 
683 縄文 le岱 深鉢 ナデ。 C形刹突文。 ナデ。 枚貴橙 7 5¥ll8/3 
684 縄文 t.お 深鉢 胴糀ケズリ 。C形柑111刺突文。 にぶい橙 5)ll7/3 
685 縄文土召 深鉢 頸部ナデ。胴部ケズリ。 ナプ。 細長形 至褐 IO¥"R3/l
686 縄文 t器 深鉢 胴部下キケズ.,?。 逆D形 9 にぶい袴 5¥116/4 
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第 3章発掘調査の概要
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挿番号i,a、I 種 別 若種
特 徴

’ 刻暉部み 1突帯刻み I 色 綱
外 面 内 面

644 縄文 t器 浅外 口縁部沈線c '~2.5Y2/l 
645 縄文十＿器 浅鉢 灰白 JOYR7/I 
646 縄文t器 深鉢 ミガキ。 灰黄褐 IO¥ll6/2 
647 縄文土祐 深鉢 貢橙 7 5YR7/8 
648 縄文 t岱 紐 口綽部ミガキ。胴郡ケズリ。 ミ1fキ。方形浅鉢 淡貴 25¥8/4 

649 縄文t岱 浅鉢 口縁邸ナデ。胴部アルカ属II条攘。 ナデ。液状口縁。 褐灰 10¥'RS/I 
650 縄文土若 浅鉢 ナデ。 ナデ。 褐灰 10)114/1 

651 縄文土器 浅鉢 ナデ。 ミガキ。

灰灰にぷ貴白い褐貴IO橙)ll)0)ll7IO/4I )/2 ll6/3 652 縄文土岱 浅鉢 ナデ。 波杖口縁c

653 縄文土若 浅鉢 ミガキ？。波頂部に刻み。 液状口縁。

654 縄文J._岱 戌鉢 褐灰 IO)ll5/l 

655 縄文t若 浅鉢 沈線へ ミガキ？。 1こぷい貴橙 10,1!7/2 

656 縄文上芦 l紐 アルカ属貝条痕のちナデ。 アし力属貝条痕のちナデ3 液状U綽， にぷい褐 75ヽ1!5/4
657 縄文 t器 浅鉢 ミガキ？。 ミガキ。 貴灰 2 5Y4/l 

658 縄文 t器 浅鉢 褐 10)1l4/4

659 縄文上器 浅鉢 口縁糀ナデ。胴邸ケズリ。 口縁部ミガキ？。帆郁ナデ。 褐灰 IO¥ll6/l 
660 縄文 t器 浅鉢 ナデかミガキ。 ミガキ？。 集褐 2.5¥3/1
むI 縄文t器 深鉢 ケズリのちナデ。 頁fl<. 2 5Y4/I 
662 縄文t諾 浅 ナデ。 1こぷい貴橙 10ヽR7/2
663 縄文t沿 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 褐 75¥1!4/I 
即 縄文.t.器 浅鉢 ミガキ。 褐灰 10¥1!5/1 
f,65 縄文土器 ,lo鉢 D縁部沈籟。 ミガキ。 褐灰 10¥114/ 
666 縄文 t器 浅鉢 胴部ケズ 'lo ナデ。 褐灰 10)1<4/l 
AA, 縄文＋吝 浅井 ユー.....ェ、＋，，，帖＋抒噸 ＋デ にぷし、Ill7 5)ll5/4 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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挿図
種 別 器種

特 徴 LI昏部
突帝刻み 色 調

番り 外 信i 内 面 剖み

626 縄文±器 深鉢 頸部ナデ．釦l突によるIll形文。胴部ケズリ。 ナデ。 丸褐 IO)R2/2 

627 縄文.t芦 深鉢 頸部ナデ。胴部i尤線、ケズ,,。 1こぷい褐 7.5YR6/3 

628 縄文t諾 深鉢 頸部ナブ｀逆コ形剌突文。胴糀ケズリ。 ナデ。 暗灰黄 2 5¥4/2 

629 縄文土若 深鉢 頸部アルカ属n条痕．押うIC形刺突文。 ナデ。 にぷい黄橙 IOYR7/3 

630 縄文t岱 深鉢 頸部アルカ属II条損｀刺突文。胴部ケズ')。 ナデ。 1こぷい摺 7 5¥1!7/3 

631 縄文t岱 深鉢 頸部アルカ属＂条裏. C影綱突文。胴斜ケズリ。 ナデ。 1こぶし•貴橙 IOYRB/2 

632 縄文t芦 深鉢 頸昴アルカ属H条攘、コ形輌突文胴蔀ケズリ。 ナデ， 仄黄褐 IOYRS/2 

633 縄文t器 で鉢 類部アルカ属II条襲押うl剰突文。胴部ケズリ。 ナデ。 褐f:ii. 7 5YR5/l 

634 縄文t器 深鉢 頸部アルカ属ll条痕。胴部ケズリ？。 ナデ。 菱形 I}<褐 7SYRS/2 

635 縄文土芦 深鉢 胴部ケズリ。 板ナデ？。 細長形 仄黄褐 IO¥ll6/2 

636 縄文I匿 沿鉢 ケズリのちーナデ。 ヘラ惰き沈練文。 細長形 にぷい橙 5YR7/4 

637 縄文t召 沃鉢？ ナデ。 灰白 25Y8/2 

638 縄文t芦 深鉢？ 胴蔀ア Iし力属n条痕。底統ナデ。 ナデ。 1こぷい褐 7 5¥"R6/3 

639 縄文t芦 沢鉢 ケズリ。 ナデ、カキトリ。 仄白 25Y8/2 

640 縄文t岱 深鉢 胴部ア 9しカIIIH条痕c ア9し力属貝条痕、ナデ。 にぷい員橙 IOYR7/2 

641 縄文1:.岱 深鉢 ケズリ。 ナデ。 浅黄橙 IOYRB/3 

642 縄文上器 深鉢 ケズリ。 ＇＊黄褐 IOYR6/3 

643 縄文-t沿 壺？ ナデ ミガキ。 ＇＊黄褐 IOYR-12 
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第 3窮 発掘調査の概要
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挿番図｝ I 種 別 若 種
特 嚢

LI刻昏部み I突帯刻み I 色 讀l•i 面 ＇ 内 面

邸 縄文J:.~ ,';'鉢 庫 /JI,カ鼠H知員のらナテ。紐ケスり、連d,帆突Jl.。 ナ-r?。 0形 D形 ヽこぷし•控 7 5¥R7/3 
607 縄文土若 深鉢 ナデ？。 D形 菱形 1こふい橙 7.5¥1!6/4 

~ 一
608 縄文士沿 深鉢 アルカ属It条痕のちナデ？。 D形 D形 9こぷい褐 7.5)ll5/3 
609 縄文士諾 深鉢 ナデ。 D形 D形 にぷい黄橙 IO¥'R7/4 
610 縄文土器 深鉢 ナデ。 D形 D形 灰贅褐 IO¥ll6/2 
611 縄文士若 深鉢 ナデ。 ナデ。 D形 D形 こヽぷい黄橙 IOYR7/? 
612 縄文土岱 深鉢 ナデ。 ナデ。口舒巧内鰐に剖目。

， 
D形？ l~ 羨橙 10¥ll8/3 

613 縄文」お ボ鉢 ナデ？。 ナデ。 檜丸形 菱影 校 2SY4/l 
614 縄文土岱 深鉢 ナデ。 D唇紐と突帝を同時に刃む，山形文。 細長形？ 細長形？ こヽぷい貴橙 10¥l<I/: 
615 縄文士活 深鉢 ナデ。 C形 灰白 25Y8/2 
616 縄文t召 深鉢 ？ ナデ？、 菱形？ 灰資 2 5¥7/2 
617 縄文土器 深鉢 ナデ？。 ナデ。 菱形 仄白 IOYR8/2 
618 縄文土召 深鉢 ナデ。 ナデ。 菱影 灰黄褐 IO¥'R6/2 
619 縄文土石 ,lo鉢 ケズリのちミガキ？。 ミガキ？ 1こぷい貴橙 IO¥ll7/4 
620 縄文t註 浅鉢 ナデ。 ナデ。 裏灰 2 5)"5/1 
621 縄文.t註 ほ鉢 ケズ.,のちナデ？。 ナデ。 D影 D形 炊 5Y4/l
622 縄文士器 浅鉢 ミガキ。 ミガキ。 甲赤褐 5¥"RS/6 
623 縄文土若 浅鉢 暗灰 N3/ 
624 縄文土諾 浅鉢 ミガキ？。穿孔の ミガキ？。 暗灰 N3/0 
625 縄文士器 深鉢 ナデ。 ~lL。 ナデ。 Jヽ讀 長形 毘灰 7 5)ll5/I 
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第 3節 縄文時代晩期の遺構・遺物
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0 IOcm ― 挿番号I:'<] l 種 別 器種
特 徴 D唇部

突帯刻みl 色 調
外 面 内 面 胡み

584 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 逆D形 D形？ 屯褐 IO¥ll3/l 

585 縄文土器 深鉢 ナデ。 細長形？ D形 明赤褐 5YR5/8 

586 縄文上器 深鉢 アルカ属貝条痕のちナデ。 ナデ？。 菱形 菱形 灰白 25Y8/2 

587 縄文土器 深鉢 頸部ケズリのちナデ。胴部ケズリ、刺突文。 ナデ。 ？ 逆C形？ 黒褐 IOYR3/2 

588 縄文土器 深鉢 アルカ属貝条痕｀ナデ？。 ナデ？。 ？ 菱形 明赤褐 5YR5/6 

589 縄文土器 深鉢 ナデ？。押引C形刺突文。 ？ 米粒形？ 灰黄褐 IOYR5/2 

590 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 D形 D形 にぷい黄橙 IOYR5/3 

591 縄文±器 深鉢 ナデ？。 ナデ。 米粒形 菱形 褐灰 IOYR4/l 

592 縄文士器 深鉢 ナデ。 ナデ 菱形 小菱形 にぶい黄橙 IOYR7/3 

593 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 細長形 C形 淡黄 25¥8/3 

594 縄文t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 菱形 菱形 褐灰 75YR6/1 

595 縄文土器 深鉢 ナデ？。 D形 菱形 暗灰 N3/ 

596 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 米粒形 米粒形 にぶい黄褐 10¥'RS/2 

597 縄文t器 深鉢 アルカ属貝条痕。 ナデ。 D形 D形 里褐 IOYR3/2 

598 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 D形 D形 灰白 2.5Y8/2

599 縄文土器 深鉢 ナデ。 ナデ。 菱形 菱形 1こぷい黄橙 IO)"R7/3 

600 縄文t器 深鉢 アルカ属貝条痕？。 ナデ。 D形 D形？ 灰黄 2.5Y7/2

601 縄文t器 深鉢 ナデ。 ナデ。 細長形 菱形 灰黄褐 10YR5/2 

ti02 縄文t器 深鉢 アルカ属貝条痕。 ナデ。 D形？ 細長形 灰黄褐 IOYR5/2 

603 縄文t器 深鉢 ナデ？。 横丸形 菱形 灰黄褐 IOYR4/2 

604 縄文土器 深鉢？ ナデ。 D形 米粒形 注黄橙 7 .5¥'R8/4 

• ., 縄文日器 深井 ユ-ナサ—、ナデ： ガ`キ？ 菱形 D形 灰褐 7 SYRc. 2 
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第 3章 発掘調査の概要
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挿番凶号 1 種 け1J 器種
特 徴

LIりむ部み I 突帝到み I 色 諷
外 面 内 面

569 縄文L諾 、深斗 アルカ"'-1-l条板，' ナデ。 灰黄褐 IO)R6/2 
570 縄文±器 深鉢 ナデ？， ナブ？ にぷい黄橙 IOH7/2 

571 縄文t話 深鉢 ナデ，沈緯 ナデ？ 。 菱形？ 菱形 こヽぷい黄褐 IOHS/3 
572 縄文±岱 ぷ鉢 預部ナデ．胴部凹線 ナデ？ い綽糀i尤 ワ 菱形 灰閲 srns12
573 縄文t祐 深鉢 ナデ?" ミガキ＂口綽祝沈線 ， ? 褐灰 10,l/6/I 

574 縄文t呂 深鉢 預部ナデ→胴配i尤線、ケズリ。 ナデ。 ワ . ヽこぷ,.貴橙 IOl"R'l/2 

575 縄文±岱 深鉢 頸部アレカ属貝条痕のちナデc 胴部ケズリ ナデc 愛Jf; 菱影 灰黄褐 10)114/2 
576 縄文上若 深鉢 アルカ属H条痕， ナデc 口綽綿沈鍼， 細長形 C影 こヽぷい黄橙 10¥ll6/3 
577 縄文十芦 ほ鉢 ナブ。 ナデ?-口綽部沈線～ 憤丸形？ c影 1こぶL・員 2 5ヽ6/3
578 縄文t岱 で鉢 アルカIIIJ:I条痕っ ナデ。口綽部沈線， 憤丸形 逆 D形 灰褐 75)1!4/2 
579 縄文i沿 深鉢 顎部アルカ属貝条痕のちケか），胴部ケか） C ナデ。 細長形 曼形 9こぷい黄橙 )0¥ll6/3 

580 縄文十器 汗鉢 アルカ属R条慣 ナデ。逆C影剌突文。 ナデ。 ？ 逆 C形 灰黄褐 IO)ll6/2 

581 縄文十器 深鉢 ナデ?o ナデ？ ， 逆C形 灰白 10ヽll8/2
582 縄文 t器 、"i'≫ ナデ。 細長形 ワ 甲褐I火 7 5¥l/7/2 
"83 縄文卜諾 ,,';~ ＇レ属 I!条痕のち＋デ＿ 檜丸" ．：：予； 1こぷし・黄愕 lll¥R7? 

第112図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （縄文時代晩期 7) (1/4) 
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第3節 縄文時代晩期の遺構 ・遺物
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挿図
檀 別 I器種 ，

特 徴 l..l6郎
突帯絹み 色 讚

番号 外 面 I 

内 面 刻み

:;:;o 縄 文士岱 ilti~ ・> ケズ リ。 ナデ． 菱形 灰褐 75¥R6/2 

~51 縄文t若 深鉢 ナデ。ヘラ措きi:t鍼文。 ナデo LI縁部i尤線。 米粒形 1こぶい橙 5)R6/4 

も2 縄文t器 深鉢 アルカ嵐ll条痕。 タテ沈線文っ ナデ。 ？ 9こぷい黄橙 ImR6/3 

'-53 縄文土器 深鉢 頸部アルカ 嵐H条秋．ナデ。胴部ケズリ。 ユビオサエ、ナ免 D形 '"黄褐 IOYR4/2 
554 縄文土器 深鉢 アルカ誡11条摂。 タテi尤線文。C形會lj突文。 ナデ。 菱形 I火黄褐 IO¥R6/2 
,ss 縄文 t苔 深鉢 ナデ。クテ刺突文。 ナデ。 Dlf> I火褐 7 5¥R4/2 
~56 縄文t註 深鉢 頸糀アし力属II条痕のちナデっ胴部ケズ 'le ナデ。 D影 焦褐 IO)R3/2 

'i57 縄 文J:活 深体 アIしカllill条駁のちナデ？ 。 ナデ？ 。 米粒形？ にぷい員橙 IOYR7/3 
翠 縄文t芦 深鉢 ナデ。 ナデ， D形 褐II< IO¥ll6/1 
559 縄文-t:a 深鉢 アルカ11111条痕のちナデ。 アルカ属H条痰のちナデ？ 。 D形？ 灰褐 75)ll6/2 

560 縄文t2i 深鉢 アルカ• u条棋。 ナデ。口緑乱沈線。 ？ 灰黄褐 IOYRS/2 
561 縄文1:~ 深H アし力• 11 条痕。 ナデ？ ヮ D形 褐 75YR4/3 
562 縄文|芦 深鉢 アしカ11111条痕ぐ ナデ。 細R形 ＇大貴褐 10)1l6/2 
"63 縄文t芦 深鉢 頸糀アルカ 嵐u条痕？ 。胴部ケズ,,? 憤R形 ~-褐 5YR4/6
564 縄文 t註 深鉢 ナデ。 ＋デ。 愛形 灰責褐 IO)R6/2 
お5 縄 文 t註 深鉢 ケズリ。 ナデ。 D形 I天白 2 5)8/2 

566 縄文 t芦 深鉢 ナデ。 ナデ？ 。 菱形 I火白 2 5¥8/2 
"'67 縄文 t若 深鉢 ？ ケズ,,。 ナデ。 菱形 にぶ,.褐 75¥R5/3 
,f,8 縄文 t若 深外 LI樟糀 胴椛ケ ア’力属H条痕=• _._デ。 " ・屯褐 10)"R3/1 

第111図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （縄文時代晩期 6)(1/4) 
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第131図 弥生時代前期～中期前葉遺構全体図(2)(1 /600) 

0

0

 

.oo 

。̀8

い―

:
n

• 

＇ 

•• ．
 

．．
 

゜゚ ‘‘ ．．．．． 

番号

硲

みは土堀、住は竪穴住居、建は建物、墓は士器棺墓、火は火処、 Pは柱穴

l 
;j 

-107 -108-

｀ 



．
 ‘ 

ヽ

L

、
9

＿

O
o
 

0

9

 

，
 

．
 

0•,0 

o
.
 

o

.

 

，
 

．
 

．．
 

~ 

a ~-.. 
・•

゜
,
0
 

0

9

 

182 

•名

．
 

〇
よ

0

0

 

0

0

 
．
 

• 

c-

゜

。• O• 

/>

. )  .. : 
1 

I I ーーI ， 

＄
 

＄
 

，。．

,・・ 三 /
• . . .., <$'P40 ,'---

• •• 0 ゃ・ ' .. ． . .. ...... ＇ _.. . ~ ・←. • . . , ・・・-t・ 四．.. . . . .• ,.. . .... ゚.-・・.. .-, .: 砂‘が＇
-・・・'. .'. ~·:--t-. . .。• し....'.. .. .,. . ,•,'ヽ：

. ., ~ • • •'·.:).. • ・o・
I 

k・・ ．．・';.. ~ 丑-:・ P41°[_ 

・嗜 '. ・-'"-~..~-
I 

' 0 • • ,・-.. ,5'.. 
• ..•.. ・. ゞI . .,., o I 

・；』。・. ・.. ビ、"O .、; .·• ¥ 
ー・.. . ~.。 ヽ. . .. . . .'  ，.,, 戎・:,. -, ・ 

·.-:-•· ＼ 

.,_$._ " 
タ""~、‘

・'• ・' 
.,.--

'., :・j。、 ・・・曇¥: _ 0~>., .(.. • 0 • .。 / 

← 
I 

I 
I 

f // 

I 
1-... // 

I 

p゚42f'p'33 _;/ ,,/ 

p~c._~,_v·'/'/ 

'!~. 
-.,.~. —-'・.. 

ヘ＼
＼ 
,, /'へ

゜

-
,
1
'
,
ー

．゚ 0 • 

゜
O 0 

゜゚． 
ヽ

゜
..。
・゚...、。
゜。

" 0。

P゚44 
P45 

埼

e 84 

／
／
 

tlt 85 

0
Q
 
・ ・

。心bo 

ヒ．

0• 

¥

I

I

I

I

.

p

 9
9
ー

1

I
I
l
 

/
1
1
ー

1
1
1
,
i
_
1
,
T
I

↓,

•o 
「。

．．． 

c・ 

住4

ビ）
-~86 

;7 

゜
゜

．
 

P34 

. .'J. ... ，． 

ト

j
 

ー
人

ー

ヘ

・メ

ー

ー

、．
ー
人

ー

＇ ,
 

/ 

I '・. •/ .. 
I. ・
I 

9゚0 

_
2
 ，
 

091 

埼

093 

S
、

4

，
 

§
'
 

楚

'I、~-------̀~ ----
一—

A
 ／

 "
 

／
 

番号のみは土城、住は竪穴住居、火は火処、 Pは柱穴

河道2

。
SOm 

第132図 弥生時代前期～中期前葉遺構全体図(3)(1 /600) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前熊の遺構 ・遺物

＼息 ＼だ
745 

， ,.. 

746 且|Ll u 
了7~戸

-(( ~ 
748 S93 

S94 

I • 

1口＼ 
Gl1 0。 3cm 

S95 

749 
751 

IF¥ -0--0-
¢忍江翌’、)

¥';; ぶ＇クが9

750 C14 
C15 

゜
5cm 

10cm 
ー → 752 

挿図
檀別 器種

朽 徴
色 調 I 憐 考

番号 外 直］ 内 面

745 弥生土岱 'Ct ヘラ搭さ沈線文。 明褐~/<. 7 5, R7/I 

746 弥生上活 "" -ヘラ描さ沈練。 掲灰 10YR5/I 

747 弥生土祐 甕 LI唇部~J 目。ヘラ指き沈線 9ヽケメ?, ユピオサエ、ナデ？ 9こぷい褐 7 5YR6/3 

748 弥生士諾 甕 口昏部~J 目。ヘラ描き沈線｀竹行文。 灰褐 7 5¥R6/2 

749 弥生土器 甕 口唇部刻目。 1本のヘ ラ描き沈線。 ユピオサエ、ナデ？。 にぷい杓 7 5YR7/3 

750 弥生土器 蓋 ユビオサエ。 ナデ。 橙 2.5YR6/6

751 弥生土祐 壺 赤橙 IOY6/6 

.. -'弥牛十召 甕 II,'(.'ヽケメのち• f e ミガキ？ にぷい柁 5YR7/4 焼成1全!l'.

第133図 竪穴住居 1出土遺物 (1/4・ 1/2・1/3)

際には、 P7-Pl0の土堀が掘られている。平面形はいずれも隅丸方形で、 1辺45-57⑳、深さ10-

16cmを測り、柱穴とは考えられない。 P3・P6に対応する部分については不明である。出土遺物には

弥生土器の壺745・746・ 751、甕747-749、蓋750、「甑」 752の他に、 t製紡錘車C14、円板状土製品C15、

サヌカイト製の楔形石器S93-S95があり、時期は弥生時代前期前葉から中葉に求められる （光永）

竪穴住居 2 (第134-141図、図版 9・10・56・57)

第2微高地（西）から第 2低位部に狗かって下がる緩斜面上に位置する。 DE区束端にあたり、床面

積にして約 5分の 2が調査区外となるため正確な規模は不明であるが、残存部から直径約 6mの円形

に復元できる。検出面からの深さは約25cmを測り、床面の海抜高は8.0mである。床面の残存状況は

良好であったが壁体溝は確認されなかった。被熱面は 2か所認められた。南側は面が赤変しているに

すぎなかったが、北側については径30cm弱の範囲が浅くくぽんで非常によく焼けており、継続的に使

用されたようである。主柱穴は Pl-P3の3本検出されているが、本来は 4本柱であったと考えら

れる。柱穴内埋土のうち、 12層は非常によくしまっており、 p3ではこの面に根石らしき割り石が敷

いてあったことも考え合わせると、柱の沈下を防ぐため人為的に充培されたと考えられる。また P

6・P 7は小さく浅いものであるが、主柱穴間中央に対をなしてあることから束柱にあたるかもしれ

ないと考えた。 P8・9は65X45cmの楕円形を望する深さ 10cm程度の浅いものであり、 p8上面から

-111-



第 3章 発掘調査の概要
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I. 灰褐色粘質土

2. 茶灰褐色粘質土

3. i炎灰黄褐色粘質土

4. 茶灰色粘質土

5. 暗灰色粘質土

（炭、焼士含む）

6. 茶灰色粘質土

（炭、焼土多く含む）

7. 灰掲色粘質土

8. i炎黄褐色砂泥

9. 暗灰色粘士

10. 黄褐色砂質土

II. 褐黄色砂質土

12. i炎灰色粘質上（粘性強）
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竪穴住居 2(1/60) 

はS99・100が出土している。

中央穴は径75cm、深さ43cmの円形で断面は逆台形を用してい

る。被熱痕は認められず、灰や焼土の堆積もなかった。南北両

脇に P4・P 5を伴っており、深さは P.4で15cm、p5で40cm

と差が大きいが、両者とも上面径13cm、底径 8anを測る。中央

穴内からは甕757のはかS170-199が出土している。 S197は重

罷17kgをこえる大別の砥石で、両面とも磨いて平滑な作業面を

つくり、使用痕として幅 1cm前後の筋や、打痕が認められる。

後述するように当住居からは管玉の未製品が出土しており、玉

砥石として使用されたと考えられる。 S198は敲石としている

が側面に研磨された面を持っているので店石としても使用され

たようである。これらの石器は出土状況からみると偶然に落ち

込んだとは考えにくく、住屈廃絶時に一括して投棄されたと想

定される。

出土遺物のうち士器はごくわずかで、図化しうるものは 6点

にすぎなかった。床面で検出されたのは755だけで、 757は中央

-112 -

第135図竪穴住居2
中央穴 (1/30)



第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

ーア
753 二

：悶I槽別 I器檀＇ 外

冒王；戸 I且：;,;~;~ 胴部ナデ。

第136図竪穴住居2出土遺物(1)(1/4) 
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--. -------l---ー・,.— 
淡貨 2.5Y8/3

橙 7.5YR6/6

にぷい橙 7.5YR7/4 

控 7.5YR6/6

にぶい黄柑 IOYR7/2 

甲褐灰 7 .5YR7/I 

穴、それ以外は埋土中から出土した。 753・754は有段の壺の口縁部である。 756・757

は如意状口縁を有する甕で756は口唇部下端に、 757は口唇部全面に刻みを施す。 758

は縄文時代晩期の深鉢で、口緑上端に面を持ち内面に沈線を残すなど突帯文土器の中

でもやや古い様相を示すもので、混入したと考えたほうが妥当であろう。また、埋土

中にかなりのサヌカイト片が混在していたので床上 5cmの限って土を持ち帰り 、ふる

いにかけながら水洗した結果、石鏃や石錐をはじめ多くの石製品および緑色凝灰岩製

の管玉の未製品やその象IJ片、メノウ片などが検出された。中央穴埋土についても同様

の状況が認められたので同じく土を持ち帰り水洗によって遺物の抽出を行った。その

結果得られた製品の総数は200点近く、その内訳は石鏃97点、石錐21点、楔形石器24

点、スクレイパー 9点、コア 1点、鍬 l点、砥石 2点、敲石 2点などである。また

チップ ・フレイクを含めたサヌカイトの総重量は製品と合わせて 3kgをこえる。中央

穴出士のものは第140・141図に、それ以外については第137・138図に図示している。

口~ = 
C16 

-Q -
¢グ、↓1-.l訪;↓ 

C17 

0 5cm 一
□ 、、、 八

S97 S98 

S100 

10an 

第137図 竪穴住居2出土遺物(2)(1/2・1/3) 
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第3章 発掘調査の概要
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第4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物
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第 3章発掘調査の概要
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第4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

S 198 

0 5cm 一 口
S 199 

D ID<馴.....________._ 

第141図 竪穴住居2出土遺物(6)(1/3・1/5) 

管至の未製品は S153・154の 2点のみで、 S153はかなり研磨が進んでおり、ほぽ円筒形に近く、

J:.面も平坦になっているが穿孔はされていない。途中で折損していて長さは不明であるが、径 8mm、

重さ0.54gを測る。 S154は完形であるが研席は S153ほど進んでおらず、上面観は台形に近い。長さ

11.9mm、最大径4.4mm、重さ0.32gを測る。これもまた穿孔されていない。 S155-163は緑色凝灰岩

の剥片である。 S155-160は不定形の象l片で、表面を研/Ffしているが、S159のようにこのまま研磨

を進めても管玉となり得ない程小さいものもあり、これらが全て管至製作過程での一段階を示すとは

限らないようである。 S164-169はメノウ素材のものである。 S165-169は米粒状で原みがあり、従

来打製の錐とされていたものに近い形態を有する。表裏に平担面を残し、両側面から押圧剥離を加え

て錐部をつくりだしている。上下端に打痕が加えられているものもあるが、先端部に横方向の掠痕は

認められなかった。図示した以外のチップやフレイクも含めた出土鯖は緑色凝灰岩で約66g、メノウ

片で約13gであった。

上述のとおり、当住居からは管玉の未製品およびその素材片、砥石やメノウ製の錐らしき工具も出

士しており、住居内で管玉の製作が行われたことは疑いない。しかし出土鯖が少ないうえ完成品も出

士しておらず、専業工房として使用していたかどうかは不明である。

所属時期については出土遺物からは特定することが困難であるが、仕居上面を被覆している包含層

から弥生時代前期中菜に属する士器が出土しており、それ以前に埋没したといえ、前葉まで遡りうる

可能性も考えられる。 （久保）

竪穴住居 3 (第142-147図、図版10)

第 2微高地（東）の北西部、 Jy区中央東寄りから検出された。竪穴は上部を後世による肖lj平を受け、

わずかに床面の一部と柱穴を残すものであった。平面形態は柱穴の位置および残存する床面から東西

にやや長い楕円形を足し、床面推定規模は10.5X9.5mの約77面を測る大型の住届である。

残存する床部分は東西 8m、南北約6.5mの平面不整楕円を呈す部分で、中央に向かいわずかに下

がっており、覆土は中央付近で約 5cmを残すのみであった。覆土中からはド ットで示すようにサヌカ

イトの剥片が石製品に混じって散在する状況であった。

主柱は外側を巡る 8本 (P9 -16)および内側を巡る 6本 (Pl-6)の形12本である。なお、内
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第 3章発掘調査の概要

...,, 
= --- -cl—---

．
 

ク

・/7 
／
 ／

 ／
 

／
 

／
 

‘
 
‘
 
‘
 
‘
 
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

l̂
 

／
 

／
 ／

 ／
 

／
 ／

 ー

ー

ー

i
_
,
1
9
 

ー

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

,
 
．．
． 
'
 

＼
 

ー．＇

＼
 

B_ 

ヽヽ

ヽ
ヽ

＼
 ＼

 
＼
 ＼

 
ヽ

ヽ

ー

ー

ー

／

ー

／

¥

J

 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

ヽ
ヽ

l̂ 

ヽ
ヽ

＼
 

メ

ヽ

T
 

＇ 

．
 

／ ／ ー／ ／ ／ ／ 

＊石製品 叫

／
 

／
 ／

 ／
 

／
 ／

 ／
 .,/ 

•サヌカイトのチップ
およびフレイク -'-一

］．黄灰色粘質上 3. 明災灰色粘質土 5. 灰褐色粘質土

2. i炎黄仄色粘質土 4. i炎黄灰色粘質土 6. 明黄仄色粘質土 850cm 1 

藍 D

第142図竪穴住居 3(1/60) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前薬の遺構・遺物

謬
,- _,. .. 

850cm 
H 

2m 

黄灰褐色粘質土

2. 黄茶褐色粘質土 4. 灰黄色粘質土 6. 黄灰色粘質土 8. 明黄灰色粘質土

第143図竪穴住居 3柱穴断面図 (1/60)

-~ ◎― 

840cm 

lm 

1. 灰褐色粘質土 3. 褐灰色粘質土

側の P7・8は他の柱穴と比べて浅 く、後に P4・5に添え

られたものと考えられる。外側を巡る柱穴は計60-80cm、内

側のそれは径50-60cm前後と平面規校は小さい。床面からの

深さは内外とも50-60cmを計測するものが多いが、外側の P

13・14は80cm近 く掘りこまれていた。 また、主柱穴はいずれも

柱痕跡が確認されており、径15-20cm前後の材が使用された

ものと推定される。

中央穴は80X70cmの平面松円形を呈し、深さは30cmを測る。

底部は平担ではなく 、径約20cm程の更に掘り込まれた箇所が

確認された。 埋士は 3層に分かれ、最下層は炭粒を多 く含む

ものであった。上城内からは762・763の土器片をはじめ石製

2. 明黄灰色粘質士 （炭含む） 品な ども出土 しているが、特に1層からは総計281個の未製品

第144図 竪穴住居 3中央穴 (1/30) —完形品 ま で を含む紡錘車が集中 し て出士し た。 なお、中央

穴の周囲から は小柱穴状の士城を検出 してお り、特に中央穴

＼ご ?~
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第145図竪穴住居 3出土遺物(1)(1/4) 
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第4節 弥生時代前期～中期前薬の遺構・遺物
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第147図 竪穴住居 3出土遺物(3)(1 /3) 

の主軸延長線上に径約20cm、深さ25cmの土堀を検出したが、相対する南西側からは枯介にもかかわら

ず所在は確認し得なかった。

一方、床面からは 3か所の焼土面が検出されたが、特に住居南部、 p4の西から検出された焼土は

厚さ約 2cmを測る 、異常に高熱を発した部分と推察された。

以上、当住居は覆土および柱穴等から出士した土器細片の

特徴から弥生前期前葉ー中葉にかけてのものと判断されると

ともに、竪穴の規模および紡錘車、石製品のあり方など、単

に居住人貝の多寡の結果としてだけでなく 、共同の作業場と

しての役割を担った場所の可能性を指摘できるのではなかろ

うか。 （江見）

竪穴住居 4 (第148図、図版10)

KY 3区で検出した。平面形はほぼ円形を 呈し、規校は

278X275anである。埋土は淡褐灰色粘質士で、深さは約 5cm 

が残存していたにすぎない。f,t(面はほぼ水平であるが、陸の

立ち上がりは不明瞭で、壁体溝は検出できなかった。この竪

穴住居のほぼ中央部には、 40X38cmの不整円形を 屋する士堀

が存在している。断面形は皿状で、深さは床面から約 8cmを

測る。埋土は仕居全体の埋士と同じであった。またこの土城

の周囲には、幅15cm前後で高さ約 2cmの土手状の高まりがめ

ぐっており、その上面には一部炭層の分布が認められた。柱

穴はこの土城の両側に 2本確認できたが、検出は非常に困難

であった。出土遺物は埋土中および床面上から土器が少昼出土

したのみである。時期は弥生時代前期であろう。 （平井）
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第3章発掘縦杏の概要

(2) 建 物

建物 1 (第149図、図版11)

第 2微高地J-:.に位置する。竪穴住居 2からは西へ約40m離れている。 5X2間の規校を有し、桁行

650-680cm、梁間370cmを測る。柱穴の規校や形態にはばらつきがあり、柱穴間の距離にも長短の差

があるが南北両辺ともほぽ直線J-:.に並んでおり、建物を構成する柱と考えた。ただし P8については

柱間距離が他の半分程度で p6とは直に対をなしているとはみなしがたい。また、 P7・14・15もそ

の位置から棟持柱としているが、確実に建物を構成する柱となるかどうか断言できかねる。柱痕は P

1・4・5・10-11で確認された。時期については出土遺物が無いため特定はできないが、柱穴埋土

の状況より、弥生時代前期に属すると考えたい。 （久保）
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土攘28(第150図）

第 4節 弥生時代前期ー中期前菜の遺構・遺物

(3)土濃

第2微商地（西）の AT区北西部に位置し、土城29との距離11.3mを視ljる。平面形は154X 106cmの楕

円形で、海抜8.35mの底面には凹凸があり、埋土は淡茶灰褐色土である。遺物は出土していないが、

検出状況から弥生時代前期の造構と考えられる。 （光永）

土攘29(第151図）

AT区西辺中央部に位置し、士堀30に近接している。平面形は119X9lcmの楕円形で、深さ 8cmの

断面形は皿形を呈する。底面西端には45Xl3X5cmの溝状のくぽみが認められた。埋土は暗灰掲色土

であり、遺物は出土していないが、弥生時代前期に比定しうる。 （光永）

胆 蜘

疇 ~ 
゜

Im Im 

第150図土填28(1/30) 第151図 土壕29(1/30) 

土攘30(第152図）

AT区西辺中央部に位置し、竪穴住居 lとの距離11.5mを測る。調究区内では東半を検出したのみ

で全容は不明であるが、平面形は楕円形を星するものと想定される。深さ 18cmの埋土は灰黄褐色土 l

層である。検出状況から弥生時代前期に比定される。 （光永）

土塘31 (第153屈）

AT区南西隅に位置し、土城32との距離 6mを測る。西端を失っているが、平面形は157X9lcmの

楕円形で、深さ 10cmの断面形は皿形を只する。埋土は暗黄茶褐色土で、炭小片が混じる。出土遣物は

ないが、弥生時代前期に比定しうる。 （光永）

土珊32(第154図）

AT区南西部南端に位置し、竪穴住居 lとの距離I.Smと近接する。平面形は不整杭円形で、長径

221cm、短径83cmを測り、深さ llcmの断面形は皿形を呈する。埋土は暗黄苓褐色土で、炭小片が混じ

る。出土遺物はないが、弥生時代前期に比定しうる。 （光永）

土填33(第155図）

AT区北東部に位置し、土城34との距離4.2mを測る。平面形は長軸を東西におく悶丸長方形で、
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第 3章 発掘調査の概要
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第153図土珊31 (1 /30) 

長軸長125cm、短軸長71cmで、海抜8.2mの底面はほぽ平担である。深さ12cmの埋土は暗灰茶褐色土で、

炭小片が混じる。出士遺物はないが、弥生時代前期に比定しうる。 （光永）
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・ 遺物

土凛34(第156図）

AT区北東部に位置し、土城35を削り、土堀38との距離0.5mと近接している。いわゆる舟形土漿

で、長径277cm、短径113cm、深さ62cmを測る。 2段に掘られており、ゆる＜傾斜する上段に対して下

段の側岐は直立に近く、海抜7.82mの底面は208X56cmの規模である。弥牛土器の甕765-770とサヌ

カイト製のスクレイパー S231が出土しており、弥生時代前期前葉～中葉に比定される。 （光永）

土凛35(第157屈）

AT区北東部に位置し、北西端部を上堀34に削られている。平面形は柘円形に復元され、現存長径

160cm、短径90cmを測る。深さ33<'mの断面形は椀形で、底面の海抜高は8.07mである。遺物は 1層か

挿図 I
番号

1. 黒褐色土

2. 黒褐色土

Im 

3. 陪褐色土

4 黒褐色土

種 りl」1缶 種 I l-l 
外 直

765 弥生 t器 壺 口綽部ミガキによる段?" 

766 弥生 t岱 鉢 ？ 口縁部ユビオサエ。胴部 9 ヽケメ~

767 弥牛 t芦 甕 い行下嬬叱刻目。胴舵ほ。

768 弥中t芦 甕 D唇下嬬名刻目。。貼f寸'11R突否。

769 弥牛 t若 壺 ヘラ搭き木葉文，

" -』 ・ ~t 甕 ． ＇サ畠合，ナ的'- 、， 輌a、グキ 9

1: l印□ 
ヽr ロ禽9

¥¥ r3i 
766 769 

口
J 

770 
0 10cm 
~ • • 1 r-—マー

ご＼I S231 
0 3cm 

駁 I 色 凛 I 偏考
勺面

，父資 2.5¥7/3 

ユビオサエのらナデワ。 貴I大 2 5Y4/1 

甲褐 IOYR3/1 

明褐灰 7.5YR7/l ID昏部煤

ナデ o I火白 2.5Y8/2 
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第156図 土填34(1/30}・出土遺物 (1/4・1 /2} 

-125 -



第 3章 発掘調査の概要

／ 

/
什
廿
廿
り

-
m
3日

可口
n2 

0 l~tffl 
~ 

n1 

蜘 公
I 褐色土

2. 掲灰色土

3. 黒褐色土

= 

゜
S232 

2c111 一
国： i:~t:I 諾：種 l 悶りは：；；> 

特 徴

00 内

ユピオサエ、ナデ？。

ナ•?

面
色讚

灰白 7 .5YR8/I 

にぷい掲 7 .5YR5/3 

鑽考

——-ロ野部/;!JR不丼。

第157図 土填35(1/30)・出土遺物 (1/4・1/2)

らの出土で、弥生土器の甕771・772の他に、サヌカイト製の石録S232がある。これらの遺物と土壊

34との関係から、時期は弥生時代創期前葉～中葉に求められる。 （光永）

土珊36(第158図）

AT区北東部に位置し、土城33との距離9.8mを測る。平面形は83X52cmの杓円形で、深さ 13cmで

凹凸のある底面にいたる。底面は60X40cmの楕円形で、海抜嵩は8.32mである。弥生土器の甕773が

出土しており、弥生時代前期中葉に比定される。 （光永）

／
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第158図 土蠣36(1/30)・出土遺物 (1/4)
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土蠣37• 38・39 (第159-161図）

AT区北東部に位置し、上堀37と土城38はほとんど接して、土渡35の南に近接する。土城39はこれ

らの南西に2.3m離れて所在する。

平面形は楕円形ないし隅丸長方形で、 147X80X 13cm、105X 52 X 11cm、124X 71 X 11cmの規校を測

り、断面形はいずれも皿形である。底面はほぼ平坦で、海抜高は8.25m前後であり、平面形は桁円形

ないし隅丸長方形を足して、 lllX50cm、87X29cm、103X50cmの規校である。

埋土はいずれも灰黄掲色砂質土であり、図示するに足る追物は出土していないが、検出状況から、

弥生時代前期に比定されうるものである。 （光永）

liQgn 

冑ー ~
0 50an 一

B40gn 

賢
0 !50an 一

§転

r 一,
し一• I 1,:Jan 

第159図土壕37(1/30) 第160図土珊38(1/30) 第161図 土凛39(1/30) 

土濃40• 41・42 (第162-164図）

AT区北東部で、土堀38と土城44の間に長軸を東西方向にほぽ揃えて近接して検出された。

土城40は平面形隅丸長方形を呈し、規模は134X85Xllcmを測る。断面形は皿形で、ほぼ平担な底

第162図土壕40(1/30) 第163図 土濃41 (1 /30) 第164図 土蠣42(1/30) 
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面の海抜閥は8.23mである。土城41は121X76cmの隅丸長方形で、深さ 11cmの断面形は皿形であり、

海抜8.24mの底面はほぼ平坦である。土堀42の平面形は不整な隅丸長方形で121X65X 11cmの規模を

測り、断面形は皿形を足して、海抜8.25mの平坦な底面にいたる。

いずれも埋土は灰黄褐色土であり、小屎の遺物の出土と、検出状況および遺構の形状・埋土から弥

生時代前期に属するものと想定される。 （光永）

土填43·44• 45 (第165-167図）

AT区北東部で、土漿40-42と土城46・47の間に、長軸方向を異にしながら東西方向に並んで検出

された。土城43と土城44との距離3.4m、土城44と土城45との距離0.4mをそれぞれ測る。

上城43の長軸方廊は土城36・39に近しく、平面形は141X93cmの隅丸長方形で、深さ 10cmの断面形

は皿形を足する。土城44の長軸方向は土漿40-42に近しく、平面形は157X99cmの楕円形で、海抜嵩

8.24mの底面はほぽ平坦であるc 土喋45は長軸を土漿44に直行させる 119X73cmの隅丸長方形で、深

さ14cmの断面形は逆台形に近い。

遺物は出上していないが、弥生時代前期に比定される。 （光水）

~ 
840cm 

厨

0 50an 一 0 50an 一 0 50an 一第165図土珊43(1/30) 第166図土蠣44(1/30) 第167図土壌45(1/30) 

土壊46・47・48(第168-170図）

AT区北東部において、土牒46・47は上哄44・45の南に近接して検出され、上堀48はこれらの西約

10.5mで検出されている。

土漿46の平面形は151X89cmの隅丸長方形で、深さ 13cmで平担な底面にいたる。上城47も隅丸長方

形で、 137X 82 X 10cmを測り、海抜8.24mの底面はほぼ平坦である。土城48の平面形は88X56cmの楕

円形で、深さ 13cmの断面形は皿形を足する(

遺物は土堀46から少聾出士したのみであるが、弥生時代前期に比定される。 （光永）

土凛49(第171図）

AT区市東部に位置し、南西端を土堀50に削られている。平面形は松円形と想定され、現{i長径

68cm、短径61cmを測り、深さ 17cmの断面形は皿形である。灰黄色粘質土の埋土からは、甕774をはじ

めとする弥生土器が出土しており、弥生時代前期中葉に比定される。 （光永）
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11!.0..cm 

疇
0 50an 一第168図土壕46(1/30) 

~ 

疇
半,---..一 ，—， :an

第169図土蠣47(1/30) 

Jfilkm 

i ....... ,~ 釦 n

第170図土珊48(1/30) 

土墳50(第172図）

AT区南東部で、土城49を削り、南西端を竪穴住屈 5に削られている。想定される平血形は梢円形

で、現存長径87cm、短径43cm、深さ 10cmをそれぞれ測る。小最の土器の出土と検出状況から、弥生時

代前期に比定される。 （光永）
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了ご口
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0 10cn, 一
胆

0 50an 一第171図土壕49(1/30)・出土遺物 (1/4)

0 50an 一第172図土蠣50(1 /30) 
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色調 備 号

橙,,YR, 6 

土壕51 (第173屈）

AT区南東部に位置し、土城48との距離1.3mを測る。平面形は185X80cmの不整な楕円形で、深さ

17cmの断面形はJI11形で、底面の海抜高は8.18mである。小量の土器の出土と検出状況から、弥生時代

前期に比定される。 （光永）

土珊52 (第174図）

AT区南東部に位置し、士塙50との距離3.3mをiffljる。平面形は隅丸長方形で、 79X60cmの規模を

示し、深さ 16cmで海抜高8.34mの底面にいたる。遺物は出土していないが、形状と埋土から弥生時代
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口
壁

阻

0 50an 一
l. 茶褐色土

2. 暗茶褐色土

第173図土珊51 (1 /30) 

0 50an 一1. 黄灰茶褐色土

2. 黄褐色土

第174図土壕52(1/30) 

前期に比定される。

土填53(第175図）

AT区南東部に所在し、土城52との距離2.2mを測る。平面形は楕円形で、長径61cm、短径53cmを

測り、深さ 8cmの断面形は皿形を星する。底面はほぼ平坦で、海抜高は8.43mである。暗灰街色土の

埋土からは、甕775・777、鉢刀6をはじめとする弥生土器が出土しており、これらにより、時期は弥

生時代前期前葉ー中葉に求められる。 （光永）

（光永）
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第175図 土填53(1/30)・出土遺物 (1/4)

土壕54(第176図）

AT区南束部に位置し、土城52との距離I.Smを視ljる。平面形は171X49cmの隅丸長方形を星し、深

さ22anの断面形は逆台形である。出土遺物には、弥生土器の壺力8、甕力9・780、鉢781、菰782など
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第176図 土填54(1/30)・出土遺物 (1/4)

があり、これらにより弥生時代前期前葉～中葉に比定される。

土墳55(第177図、図版II)

AT区南束部に位置し、上城53との距離6.7mを測る。検出面での平面形は233X189cmの隅丸長方

形を呈し、海抜7.85mで平担な底面も173X113cmの隅丸長方形である。深さ68cmを測る側壁は底面か

ら40cm程はほぽ直立し、その上部は緩く外傾する。 5層の埋土のうち 4層までがこの肘口に乗ってお

り、 3層には厚く炭の堆積が認められる。遺物は出土していないが、その構造から後述する土城59等

と同様に、弥生時代前期に比定される。 （光永）

（光永）

土填56(第178図）

AT区南東部に所在し、南端を土城59に削られている。平面形は隅丸長方形と想定され、現存長軸

長140cm、短軸長58cmをそれぞれ測る。深さ 12cmの断面形は皿形で、底面の海抜高は8.4mである。小

量の出土遺物と土城59との関係から、弥生時代前期に比定される。 （光永）

土填57 (第179図）

AT区南束部に位置し、土城56との距離1.8mを測る。平面形は110X59cmの楕円形て、深さ 16cmの

断面形は皿形を呈する。ほぼ平担な底面の海抜高は8.4mである。遺物は出土していないが、検出状

況から弥生時代前期に属するものと考えられる。 （光永）

土蠣58(第180図）

AT区南束部に位置し、土城57との距離2.2mを測る。
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第178図 土濃56(1/30) 

応

第177図 土攘55(1/30) 

l. 賠灰掲色土

2. 賠灰褐色粘質土

3. 炭

4. 黒灰褐色上

（炭含む）

5. 黄褐色土

軍

1. I天黄色土

2. 黄I天掲色土

第179図土壕57(1 /30) 
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挿l~

番号
I種別 I器檜

特 徴

外

1s3 I弥生土岱 I壺., Iヘラ積き泊線。

784 , .j; t若 甕 D唇下濯，'・...

面 内 面
色瓢l 偏考
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第180図土填58(1/30)・出土遺物 (1/4・1/2)

平面形は隅丸長方形を呈し、検出面での規模379X245cm、底面での規模317Xl92cmをそれぞれ測る。

深さ89cmの断面形をみると、側陛は直立に近く立ち上がり、上端で外に開いている。ほぼ平坦な底面

の海抜高は7.59mである。埋土には炭片の混入が認められる。

甕784をはじめとする弥生土器の他に、サヌカイト製のスクレイパー S233・S234が出士しており、

時期は弥生時代前期に求められる。 （光永）
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／ 

釦

土填59(第181図、図版11)

AT区南東部に位置し、土城56を削り、土

城55との距離2.2mを測る。

検出された平面形は隅丸長方形で、 327X

190面を測り、海抜7.63mでほぽ平坦な底面

も269X139cmの隅丸長方形である。深さ90cm

の断面では、側嘩が下から60an程度までは直

立に近く立ち上がり 、上端で緩く外へ開いて

いる。埋土のうち、 7層以上は中央のくぼむ

凸レンズ状の堆積を示し、炭片の混人が認め

られる。

遺物は、弥生土器の甕785、盈786などが出

土している。これらの出士逍物と、 t壊58な

どとの構造の近似性から、弥生時代前期に比

定される。

ア785~

二 ,.
茶褐色土

暗茶褐色土

（炭まじり）

3. 賠黄茶褐色粘質土

（炭まじり）

4. 黒黄灰色粘質土

（炭まじり）

5. 黄灰茶褐色土

6. 賠黄灰茶色士

（炭まじり）

7. 暗黄灰茶色土

（炭まじり）

8. 黄灰褐色士

9. 黄灰褐色粘質士

? I'一,----;- __Jm 
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第181図 土凛59(1/30)・出土遺物 (1/4)

土凛60(第182図）

AT区南東部に位置し、土城59との距離1.9mを測る。南半は調究対象外となったが、土漿55・

58・59の類似遺構と考えられる。平面形は隅丸長方形と想定され、最低規校はZlOX150cmである。海

抜7.7mの平坦な底面から45cm程度までは側壁が直立し、それ以上は外傾する。埋土には炭片を含み、

2層においてこれが顕著である。弥生時代前期に比定される。 （光永）

土填61 (第183図）

AT区南東部に位置し、土城58との距離 1mと近い。南隅を調査対象外におくが、土堀60等の類似
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1 黄赤褐色砂質土

I. 賠I火掲色.t.
2. 暗I火褐色t

(j炎黄色細砂質tまじり）

3. 暗I火褐色粘質t
Ii炎黄色細砂質t、炭粒含む）

4. 暗I火褐色粘質tとi炎黄色細砂質 I
の視合（炭少量含む）

5. 暗青灰褐色帖質t
6, 暗青，*褐色粘質土

7. 暗'*黄褐色.t.(炭含む）

8. 暗灰黄色土（炭含む）

9. 黄褐色t
10. 暗灰色粘上と黄色士の混合

（炭含む）

II. 暗I火黄褐色砂質t
12. 明黄褐色砂質t
13. 暗灰色粘t

（炭少量含む）

14. 暗黄褐色砂質士

15. 暗灰色粘士

第182図 土蠣60(1/30) 第183図 土蠣61 (1 /30) 

遺構と考えられ、平面形は隅丸長方形で、最低長軸長195cm、短軸長169cmを測る。海抜7.78mで平担

な底面から40cm前後までは側差が直立し、その上部は外傾している。 10層以上の埋土は凸レンズ状に

堆積し、層状に炭の堆積が認められる。時期は弥生時代前期に比定される。 （光永）

土蠣62(第184図）

竪穴仕屈 2の北にあり、住居と同じく低位部に続く緩斜面上に位置する。包含層除去後に検出され

た。北側を調介区側溝に切られているため正確な規模は不明だが、直径約60cmのほぼ円形を呈し、深

さは34cmを測る。 3層内の底面近くから石器がまとまって出土しており、住居の中央穴となる可能性

も考えて周囲を精在したがそのような痕跡は認められなかった。石器しか出土していないため時期の

特定はできないが、土堀63と同じ土で埋没しており、弥生時代前期と考えられる。 （久保）

土填63 (第185図）

士壊62の西に隣接する。北側を側溝に切られているが、直径約70cmの円形を呈すると考えられる。

深さは53cmを測る。 3層は炭・焼土からなる層で、この層を境に上は砂質土、下は粘質士となる。時

期は、図化し得なかったが体部細片が出土しており弥生時代前期前葉～中菜と考えられる。 （久保）
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第 3章発掘調査の概要

`>旦

0 !iOan 一1. 黄褐色砂質土

2. 灰黄色粘質土

（炭、焼土若千含む）

3. 灰褐色粘質土

（炭含む）

D
 

S235 

: , I 

~I S237 

、S236
0 IOan 
i..-----.i 

第184図 土蠣62(1/30)・出土遺物 (1/3)

土珊64(第186図）

第 2微裔地上に位置する。117cmX 90cmの不整楕円形を呈し、深

さ56cmを測る。ロウト状に狭くなっており 、底は径20cmの柱穴状に

＜ぽんでいる。埋土は 5層に分かれるが、 1-4層には遭物を含ま

ず、第 5層からのみ土器が出土した。壺や甕などの土器片が比較的

多く出土したが、図化できたのは 4点の甕のみである。787は口縁

から少し下がったところに突帯を付している。磨滅が激しく調整は

不明だが、つまみあげたような狭い突帯上に浅く不規則に刻みを施

している。部を持ち、端部はやや四角くおさめている。胎土は他の

前期土器と同じく砂礫を多く含み、色調は灰白色を呈している。

塑

゜— 50an 

789・790は甕の体部片と思われ、段の上 1cm弱のところに沈線を巡 I. 黄褐色砂質土 4.I火褐色粘質土

らし、その間に刻みを施している。弥生前期前葉～中葉に属すると 2. 灰黄色砂質土 5. 明9火褐色粘質土

3. 暗灰褐色粘質土

（久保） （炭、焼土の層）

第185図土塘63(1/30) 

考えられる。

土蠣65(第187図）

土城64の東に位置する。170Xl3lcmのそら豆のような形を呈し、深さは18cmを測る。出土遺物は底

面から浮いた状態で出土しており、上堀内に廃棄されたものと考えられる。壺792は頸部に幅広の削

り出し突帯を持ち、突帯上にはやや太目の沈線を螺旋状にめぐらしている。甕793は如意状D縁を有

し、頸部に沈線を 3本巡らしている。 S238は明確な敲打痕を持たないのでスクレイパーとした。時

期は弥生時代前期中葉に属すると考えられる。 （久保）
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第 4節 弥生時代前期～中期liiJ柴の遺構・遺物
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●函II 0 10cm 
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1. 暗灰褐色粘質土 4 黄灰色砂質士

2. i炎黄灰色砂質土 5. 茶灰色粘質土

3. i炎灰茶色砂質土

畠
特 伝

外

貼f・t!irn突帝C ナテ。

00 内•—— ュピオサ工． ナデ

面
鋼 号

DH品ユピオサエ 胴部 1本の^ ラ惰き、t輯．ナデ，

ヘラ権き沈線．刻H。
—描き、t線 . !tllll 

ナデ？。

色項

灰白 !OYR8/2 

I火褐 7.SYRS/2 

灰白 10¥RB/2 

rn -・,YB 

第186図土蠣64(1/30)・出土遺物 (1/4)

墾

Im 
二[

S238 

1. 賠灰掲色粘質土 灰褐色粘質土 0 5cm 一
特徴

外 面内

;; :!1!: き1::ヨ：：；：~- I;:~!;~ エ
, • fl下沿打刊目 へ"l'ぎ；t祝 —ー、す..,

由
色 .II I 懺考

1こふい位 i .5ヽR7バ

1こぷいlll SYR7/4 

：． 責ヽI 1n)R7 . 

第187図土珊65(1/30)・出土遺物 (1/4・ 1/2) 
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第 3章発掘調介の概要

土濃66-68(第188-190図）

第 2微裔地 Lで竪穴住居 2の西にある。微商地と低位部の境界付近に検出された浅く不整形な土墟

の一群である。低位部前期包含層とよく似た暗灰褐色粘質微砂で埋没している。底面は安定せず、漿

壁の立ち上がりも緩く、人為的に掘削されたものではないかもしれない。遺物もなく時期の特定はで

きないが、埋土が後述する土漿69と同じことから弥生時代前期と考えておきたい。 （久保）

土填69(第191図）

土城66-68の南約10m離れた所に位置する。前述の土堀と同じく暗灰褐色粘質微砂を埋土とする。

不整形で深さも15cm程度しかなく、これもまた人「が的な土堀でないかもしれない。埋土中から甕の底

部と考えられる794が出士している。弥生時代前期に屈すると考えられる。 （久保）

土填70(第192図、図版12)

第 2微邸地北半で、土城66-68と士堀69の間に位償する。微裔地の東縁辺にあたり、上面を低位部

860an 

堅

Im 

第188図土蠣66(1 /30) 

860an 

0 Im 

第190図 土珊68(1/30) 

第189図土填67(1 /30) 

830cm 

し
794 

0 10tffl 一し― _Jm 

第191図土墳69(1/30)・出土遺物 (1/4) 

挿図

番号
I tt 別 I苗 種

,94 il,'I I ?., . 甕’

杓 徴

外 由 内 面
色調 偏 考

扮 __',)Rlj6 
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

の包含層に覆われていた。南端が現代用水

路に切られているため正確な規模は判らな

いが、残存部で長さ393cm、幅147cm南北に

細長く、いわゆる舟形土城と考えられる。

底面中央は一段下がっており、最も深い所

で34cmを測る。

出土遺物は比較的多く、士器以外にも円

礫を利用した石器片やサヌカイト片も出土

している。土器には壺795・796、甕797-

799・801、高杯800、器などがあるが多く

が細片であった。固示したものは全て上層

から出土したものであるが下層との型式差

は認められなかった。795は頸部に段を持

つ壺であるが、この段は粘土接合部を利用

したものではなく、下半をミガキによって

低め、境界となる部分に沈線を施して作り

だしたものである。800は内面をT寧に研

1牡しているので高杯としているが蓋の可能

性もある。801は直線的に立 ち上がる D縁

の上端に粘土を貼り足して突帯を作り出し

ており、突帯上には小さく刻みを施してい

る。時期は、弥生時代前期前葉～中葉に屈

すると考えられる。 （久保）

土蠣71 (第193図）

竪穴住居 2の北西角に位憤し、住居を

部切りこんで掘削されている。低位部の包

含層 を掘り下げる時点ですでに確認されて

いたが竪穴住屈を先に掘りあげてしまった

796 

’ 
/
 797 

798 

／
 

そ
ー一

〗
ク

這
ぞ三[}ニ

了 flf初苓悩
.,.:: ヽ・-・,, 

799 

7 0  
801 

800 0 10cm ― 第192図土填70(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第3章 発掘潟査の概要

挿図 特

書号
種 別岱種

外

795 弥生土芦 塾 LI縁下部に沈緯。 ヨコミガキ。

796 弥生.t.石 を 纏いヘラ幅き沈織文。

797 弥生±芦 甕 LI綽綿ユピオサェ。

798 弥生土岱 甕 U綽部ユビオサエ

799 弥生t若 甕 口昏下嬬部則El。口昏郎ユビオサエ

800 弥生t岱底杯？ 口哲部ヨコナデ。

801 , > t -t苔 甕'[,,~ 糀k.it~'!. ナデ

徴

直 内

ョコミガキ。

ユピオサェ。

ユピオサエ、ナデ？。

ナデ？。

ミガキ。

面 I 色 讀 I 傭 考

胡ナ褐 5¥ 応 /6

k白 10Yll7/1

赤控 IOYR6/6 

灰白 2.5Y8/2 

にぷい橙 7 SYR7/3 

灰淡赤f"橙 ,2Y.RS8 ¥R7/4 

ため、東半分を欠いている。残存部で南北138cm、深さ29cmを浪ljる。埋土中から土器が数点出土して

いる。 802は壺で、底部から胴部にかけてくせ

をもたずに緩やかに立ち上がり、胴部もよく

張っている。外面は丁寧にミガキを施している。

803は仙杯の口縁部と考えられ、 D唇部内面を

突帯状に肥瞑させ、上面に浅く刻みを施してい

る。弥生時代前期前葉～中葉の範駄におさまる

と考えられる。 （久保）

堕

l. 賠黄褐色砂質土

2. 黄灰褐色砂質土

3. 褐黄色砂質土

『
-
9
 

—-

— (
 

••• 

プ
803

\~/[ 

802 
0

」
Jm IOcm 

挿印

番I}
I種 81J I諾種

特 徴

外

:! I::~: I 1;:" I~;~ ~-c+ · 

面 内 面

ナデC

II 緑，· ~J 目~;;.、 ·、キ

色 調

~SYR7/6 

I',! SYR"'5 

債考

第193図 土凛71 (1 /30)・出土遺物 (1/4)

----------

Im 

第194図土填72(1/30) 

土凛72(第194・195固）

土漿71の南、竪穴住居 2の南西角において検出

された。土城71と同様に竪穴住居 2を切っている。

残存部で114cmX 76cmの楕円形を呈し、深さは

34cmを測る。 壺805は底部に器面調整時の板状エ

具痕によるくせを残しているが甕804は胴も張り、

邸 頸部に 2本の平行沈線と刺突による文様帯をもつ

など新しい傾向がうかがえ、竪穴住居 2よりは新

しいと考えられる。時期は弥生時代前期中葉前後、

士渡71と大差ないであろう。 （久保）

土填73(第196図）

第 2微裔地（西）の北東部東斜面、 Jy区の西端
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

こ［
S239 

~ cm 

805 

O 10cm 一El:':i:1 器：種 1~~~·;:, ヘフ伯き;."'東り：文。’い。I;;:,.~ メo 徴

面
色調

灰白 IOYR8/l 

灸橙 5YR8 3 

債考

第195図土蠣72出土遺物 (1/4・1/2)

に位置する。径150cm、深さ 15cmを測る、平面不整円形の凹地状を星す士漿である。埋土に焼土粒を

含む。遺物は図示した壺底部片の他、甕の胴部片が出土している。 （江見）

土凛74(第197屈）

第 2微高地（西）の IN区に位置する。平面形は65X52の不整楕F9形で、深さは約20cmが残存してい

た。埋土は、炭粒を含む淡褐灰色粘質土である。時期は出士した±器片から弥生時代前期と考えてお

挿凶

番・:・

lm 

¥_l二
806 

O 10cm 一第196図 土墳73(1/30)・出土遺物 (1/4)

1 種 別 1器種
特

外

8l16 , 弥 'I 1-器. .., • ,.,.、..ち'"': ~., 

きたい。 （平井）

土填75(第198図）

第 2微裔地（束）の北西部、 Jy区の東部に位償す

る舟形士堀である。主軸はほほ南北方向に向く。規

模は長軸310cm、短軸120cm、深さ 18cmを測る。断面

から明らかなように傾斜変換点の角度は緩く、平面

1. 黄橙色粘質土

2. 明黄橙色粘質土

3. 炭層

4. 明黄褐色粘質± ーロー
劃

ビ第197図土墳74(1/30) 

徴

面
色調 偏考

ミダキ •ごふ、 ·tl o¥R7 4 
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堅

。
』 m

 
9
4
 

第198図土凛75(1/30) 

I. 灰褐色粘質土

2. 黄灰色粘質土

長方形(230X 100cm)の底部に達する。底部は平坦で、その北部からは炭化材が数点検出されたが、他

には土器数片が出土するにとどまった。 （江見）

土濃76(第199図）

溝 3の西端部に接して検出された不整な長円形を呈する土壊である。北辺の堀底は周囲よりも 5cm 

前後深いくぽみがあって安定しないが、全体にほとんど平らといってよい。出土遺物には、サヌカイ

卜細片のほかに807・808の弥生時代

前期の甕．壺がある。性格 ・用途は

不明であるが、城底が平坦に掘削さ

れている点は注意される。 （岡田）

7 .. ,0 
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0 Im 
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番号
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外 血
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嚢
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色讀
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第199図 土損76(1/30)・出土遺物 (1/4) 
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第4節 弥生時代前期ー中期前葉の遺構・遺物

..,I 

Aこ

Aー 担 A'

B― 堕B' C—

I. i炎黄灰色土

2. 灰黄色粘質土

（炭多く含む）

3. 黄灰色土

（炭、焼土、黄色士

プロック含む）

4. i炎灰黄色土

5. 明灰黄色土

Im 

809 
0 10cm 

第200図土壕77・78(1/30)・ 土濃77出土遺物 (1/4)

土珊77・78(第200図）

平面図では、 2基の土堀が

並んで検出されたように見え

るが、検出時の上面および土

層の観察によって、土堀77が

土城78を切って掘りこまれた

ことが確認されている。士漿

77の平面形は、図に掲げるよ

うに隅丸の不幣方形を示し、

わずかに小炭片を含む淡苗灰

色土が埋積している。漿底近

くの深さでは、炭が顕著に石

取され縞状に堆積している。

最下層では租砂を含む粘質の

土が埋積している。出土追物

には、 809の壺形士器の底部

がある。土城78の堀底は、舟

底のように丸みをもってわず

かにくぽんでいる。埋積土中

には、炭や焼土が多く含まれ

ているが、土器細片のほかに

見るべき出土遺物はない。 4

層と 5層（最下層）の間には、

黄白色を呈する粗砂混じりの

粘土が薄く堆積している。

（岡田）

挿1,0
壽サ i種 別 1諾 種

特

外

sog Iiり.,,I i" I "' Iユ ヒすサエ｀ナデ

面
ffi 

内

ュ.L tサ r. ナデ

面
色 9 偏 考

ふ貨 ~5)8 3 

土蠣79•80 (第201-203図、図版12)

溝 3の西側に位置し、土城79は、土城80に切られて検出された、不整な長円形を呈する土堀である"

堀底は、角が明瞭な長方形を示し、いわゆる「舟形土城」であった可能性が強い。出土士器は、すぺ

て弥生時代前期前葉ー中葉の甕である。休部上位に段あるいは、削り出しの刻H突帯をもつものなど、

沈線文が明瞭に確立していない特徴が観察される。C37は、薄手の土器片の周縁を打ち欠いて円板状

に整形した土製品である。土器以外の出土遺物にはサヌカイト製の石器S240-244がある。

土壊80は、不整円形を呈する士城である。817は、口唇部に刻目が施され、体部上位に沈線と刻 H

で飾られた幅広な削り出し突帯をもつ。 体部下位の 2 本の沈線との間には、 4-5 本を 一 •単位とする

複線鋸佑文が描かれる。土城79の812などと比べると、 817はヘラ描き沈線による文様の加飾が、やや

顕著にな っていくのではないかと見ることもできる。 （岡田）
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第 3章発掘調査の概要
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第4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構 ・遺物

810 

811 

§
 

贔 位 ~-
｀ S240 

~ ~ 

S241 S242 
L.....--...Jtm 

S243 ~ f ゚
S244 

マ、---

C37 
0 3cm 

一1+1,i 
畠・;-I種 )j!J I荏種

特 徴

面 内 面
偏考

昌
810811812813814815 

外

甕 LI tiい端部釘l日。囀部上.,.段

甕 LI唇下濯部刻H。朋祁上キ段。

甕 胴部上キ沈線による段。

甕 口舒下靖紐到目胴部上キit線、到且段。

甕 胴糀上半it緯か段。

甕

口舒部刻目不詳。

ナデによる段？。

ナデ

色 調

-― 橙 5¥R6/6

明赤褐 SYRS/6 

橙 7.SYR6/6

明赤褐 SYRS/6 

1こぶい橙 7.SYR7/4 

橙 7.SYR6/6 

第202図土填79出土遺物 (1/4・1/2・1/3)

こ8
2
3
〗824 

、、ヘ

ー
ヽ

]
 
••• 

817 

ーニ822 

≪., ご

... 

?~6 
（（ご了

821 

0 10tm 
し―→

第203図 土墳80出土遺物 (1/4)
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第 3章発掘調査の概要

叩書号 1種 別 Iii檀
特 徴

色 讚 I 偏 考外 面 内 面
816 弥生土~ 甕 LI柑郎ユビオサエのちナデ？。 ユピオサエ、ナデ。 赤 IO¥R516 LJむ品',jtJ,r-詳
817 弥牛土: 甕 UtiT壇昴刻H。胴部上キヘラ幅き沈織．段 口綽部沈繊。厠餡ナデ。 灰白 IOYR8/2 
818 弥牛士已 甕 Utt郎軒rn。ユビオサエ、ナデ。 灰褐 5¥R5/2 
819 弥生土己 甕 U昏下嬬部刻目 。段。 橙 7.5YR6/6
820 弥牛士己 甕 U唇下鴻親刻H。ヘラ は き沈織。 里褐 IOYR2/3 
821 弥生土苔 甕 口舒下端部刻目。口縁部ユビオサエ。 橙 25YR6/6 
822 弥生t芦 甕 LI ti下嬬部刻g。ユピオサエ。段。 にぶし褐 7 5¥R6/3 
823 弥牛土芦 覺 底部tll面ユピオサエ。 橙 7.5YR7/6 
8_4 弥牛 t若 甕 尾•、 IO\RF.

土填81(第204図）

第 1微裔地の西辺ほぼ中央で検出されたこの土漿は、平面形がいびつな楕円を足し、径はおよそ

1 m。床面は二段に成形され、北が高く、南がやや低い。検If1面からの深さは、北端で約10cm、南端

において約15cm を測る。低位の穴の形状は—→辺約80cmの隅丸方形。

中から弥生時代前期に属する甕． 壺などが出＋．した。 （葛原）

~ 

戸 ア
＼

825 

ぃ
827 826 

~ m 0 IOt111 一挿番図'、 1種 別 器種
特 徴 I 

色 調 I 偏 考外 面 内 面
szs I弥生土芦 壺 頸部ヘラはき沈線。 I Iヽこぷし羨柑 IOYR7/4 
826 I弥牛上苔 甕 Dti部刻H。ヘラ栢きit.緯 2本。 Iユピオサエ．ナデ。 1 Iii褐 7.5YR4/2 l外面煤ヮ
827 I弥生土諾 賽 底部あげ底＾ナデ !-t-'i Iにぷい褐 7,SYR6/3 __l焼成後穿R。

第204図 土蠣81 (1 /30)・出土遺物 (1/4)

土凛82(第205図）

第 1微嵩地南端に位閥する。弥生時代前期の造構面となる基

盤層を約10cm掘り下げた段階で検出された。 104X72cmの不整

楕円形を呈し、深さ28cmを測る。埋土は 3層に分かれ最上層に

は炭を含んでいた。縄文時代晩期に遡る可能性も考えられるが、

埋土から弥生時代前期としておきたい。 （久保）

土濃83(第206図）

第 1低位部が北へ阿かって舌状にのび、この北端近くの西側

に位置する。西から束に向かって緩やかに傾斜していて、微裔

地上面から少し下がったところである。平面形は楕円形を呈し、

長軸143cm、短軸110cm、深さ26cmを測る。埋土中からサヌカイ

ト製スクレイパー S245が 1点出土した。埋士の状況などから

840~ 

一Im 

弥生時代前期と推定した。 （正岡）

1. 暗茶褐色粘質土（炭含む）

2. 灰黄褐色粘質土

3. 黄茶褐色粘質土

第205図 土濃82(1/30) 
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第 4節 弥生時代前期ー中期前薬の遺構・ 遺物

S245 
5cm 

゜
Im 

第206図 土凛83(1/30)・出土遺物 (1/2) 

土塘84(第207図）

＼彦`
本遺構は第 2微高地（東）、第 2低

位部の南端近くで検出された。上城

828 
の規模は105X95cmのほぼ円形を呈

＼四唸瞬； 

し、深さは29cmを測る。埋土は大き

く2層に分かれる。上層は暗褐色を

虹 呈し、炭、土器を含み、黄褐色のプ

ロック土が認められた。下層は炭混

攣 じりの黄褐色を呈する。遺物は上層

ご から壺828・829、手づくね土器830

゜
Im が出土している。 829には平行沈線

830 
l 暗褐色粘質土 と童弧文がみられる。弥生時代前期
2. 黄褐色土プロック IOc111 

3 黄褐色粘質土 の遺構である。 （松本）

（炭含む）

髄
井 徴

色 講 I 偏 考
外 函 内 面

ヘラ描き沈線 3本。 ユピオサエのちナデ。 浅黄朽 IOYR8/3 

ヘラ描き沈線文。 ミガキ。 ユビオサエのちナデ。 にぶい黄橙 IOYR7/3 

桐部ミガキ。底部側面ユピオサエ lユピオサエのち＋デ I,_ .. ・黄棺 10¥'R; 

第207図 土填84(1/30)・出土遺物 (1/4)

土攘85(第208図）

第 2微高地（東）、第 2低位部の南端部にあり、土堀127の北で検出された。土堀の規模は、上面が

llOXllOcmのハート形で内側に65X90cm程の長方形を呈する掘り方を持つ二段掘りの土城である。深

さは検出面から20cmを測る。埋土は 2層に分かれ、上層には炭、土器片、小円礫が含まれていた。下層

は灰黄褐色の粘質微砂土であるが、遺物は含まれていなかった。弥生時代前期の遺構である。 （松本）

土損86・87(第209・210図）

第 2微高地（東）の KY3区に位置する。平面形はいずれも不整楕円形を呈する。断面形は皿状で、

深さは約20cm前後残存していたのみであった。埋土はいずれも淡褐灰色粘質土が一層のみで、出土遺
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第 3章 発掘調査の概要

870an 

蜘

里褐色粘質微砂 2. 灰黄褐色粘質微砂

第208図土蠣85(1/30) 

ーロ＼
岨

｀ Im 

第210図土蠣87(1/30) 

180皿

-言声
~an 

第211図土填88(1/30) 

第209図土攘86(1/30) 

物はなかった。

時期については、遺物が無いので明確ではないが｀埋土の状況

およびこれらの土渡の西隣に弥生時代前期の竪穴住届 4が存在す

ることから、弥生時代前期と考えておきたい。 （平井）

土濃88(第211図）

TO区の中央北寄り、第 3微高地（南）から第 3低位部（南）に至

るM部に位置する。上部を土漿136に削平され、底部のみかろう

じて検出された。土器は甕の胴部片が 1片のみの出土であるが、

胎士から弥生時代前期と思われる。 （柳瀬）

土凛89(第212・213図）

士城88の南西の約 8m離れた地点に検出された、隅丸長方形の

墾

仁， ー， ー ，→—,--.,、 -J m

第212図 土填89(1/30) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構 ・遺物

＼＼ 四
832 

O 10cm — 831 833 

訪
行 徴

外 OO

口唇下灌節刻目。＇川部細い 9 ケヽメ。

内 面

ヘラ権き木葉文。ミガキ。

ナデ。

ナデ。

ユピオサエ、ナデ。

色 調

灰白 IOYRB/2 

I:1<.白 7.SYRB/1 

灰褐 7.SYRS/2 

債考

外由煤

上下・左右不詳。

第213図土填89出土遺物 (1/4)

土城である。ただ、底の深さが段違いになっているところから、 2基の土城が重なっている可能性も

ある。土器は、 1層の上部に831と833などが比較的まとまって出土しているくらいである。

土堀の性格は不明ながら、時期は832の木葉文などから弥生時代前期中葉が与えられる。 （柳瀬）
.. 一，

土填90(第214・215図）

TO区の南端、第 3微高地（南）の南西端に

位置するほぼ隅丸方形の比較的深い土城であ

る。埋土は 7層に細別されるが、 3・6層に

士器片の散布が顕著で、 3層に焼土粒、 4層

に炭粒が目立つ。また全体に砂質で、色調も

基盤層に似る。 834・835の壺と 838の甕は、

D縁部下に段をもつなど古い要素を残すほか

836・837には二重弧文を配す。時期は弥生時

代前期前葉～中葉とみてよい。 （柳瀬）

土攘91 (第216図）

TO区の南東隅の、第 3微高地（南）に位置

する。不整楕円形で比較的深い。埋士は10層

に細別されるが、底に近いとくに 7層の純灰

層と 10の炭層の存在は、他に比ぺて非常に顕

著である。その中に骨片等は認められていな

いが、いわゆる灰穴の類であろうか。出土遺

物に焼土塊のようなC38の土製品、重弧文・

格子H文の壺844・845や850・851の蓋があり、

弥生時代前期中莱の時期であろう。 （柳瀬）

， 

Im 

1. 暗茶褐色砂質土 4. 賠灰黄褐色砂質土 6. 青灰黄色砂質土

暗灰茶褐色砂質土 （炭化物多く含む） （炭含む）

（焼土含む） 5. 灰黄褐色砂質土 7. 青灰色砂質土

3. 明灰黄褐色砂質土 （炭含む）

（焼土含む）

第214図土蠣90(1/30) 
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第 3章 発掘調査の概要

ーロ雰
838 

834 

71 
840 

835 

芸~6
837 

0 10cm 一挿番号I刈I槽別 I器種
特 徴

外 面 内

834 弥牛上器 宮-乞 類部ヘラ惰き沈線、沈線文。 ミガキ。 ミガキ。

835 弥牛土苔 壺 頸部ヘラはき沈線 3本、刻l'l,,馴部ヘラ幅き 胴部下キ ミガキ。

沈練 4本，刻R。

836 弥生t石 鉢 ヘラ措き爾孤文?, ナデ％

837 弥生土器 壼 ミガキ。ヘラ情き文。 ヨコミガキ。

838 弥生t岱 D栢下端部紀JR。ミガキによる段。

839 弥牛J:岱 甕 LI ti部剖n。細い9 ケヽメ。

840 弥生＋．器 甕 口昏配MEI。ハケメ？。

841 弥牛t器 甕 U昏下嬬糀釘IR。沈線？。

842 弥牛土註 甕 口け下壻部刻R,LI縁部ユビオサエ。 ユピオサエ｀ナデ。

“ 
ヤ十．器 鉢？

， 
ュピオサ .1.. -t-デ？

第215図 土填90出土遺物 (1/4)

土墳92(第217図）

曲

（（亡□
839 

841 

842 

□口／
色 凛l 債 考

9こんい橙 SH61.l 

仄白 2.5¥8/2 

I火白 IOYR8/I 

灰白 IOYR7/I 

褐灰 7 SYR6/1 

仄白 IOY~8/I 
灰白 7 SYR8/2 

褐I火 IOH6/1

＇*白 75YR7/I 歪みあり。

灰褐 5YR6/2 外面，，

HO区の南東隅に近い、第 4低位部に向かって徐々に下る肩部付近に位置する。遺構の一部は調査

区外にのびる。埋土は基盤層によく似た暗黄色砂質土で、土器の細片を20数片含んでいた。そのうち

図示できるのは口唇部外面に刻目を施す852の甕片くらいで、弥生時代前期前葉を示す。 （柳瀬）

土壊93(第218図）

±城92の南に薮m離れた位置の、同地形上に古地する不整形の土城である。遺物は図示した土器の

ほかは 2-3片の土器しか出土していない。埋土は、 2層に炭 ・焼土粒がH立つ。 853の甕は、口唇

部外面に刻目、類部に 2本の沈線、胴上部に段をもつなど弥生時代前期の古い要素を残す。 （柳瀬）
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1. i炎灰色粘質土

2. 灰層 （炭、焼土含む）

3. 昭灰黄褐色粘質土

OF..、炭、焼土塊含む）

（炭含む）

＼ 
845 

□ 

第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

灰培

（一部炭層あり）

8. 灰黄色粘質土

9. i炎灰黄色粘質土

10. 炭吊

三 罷要’‘
846 

--ff 847 

ふ名丈令~!.'

滋互-~
零＄可＇

吟ゞ

二'"

土蠣91(1 /30)・出土遺物 (1/3・1/4)
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第 3章 発掘調査の概要

軍

-I)會
~:i,:.-、

852 
O 10cm 

第217図 土凛92(1/30)・出土遺物 (1/4) 第218図

1. 灰色粘質±

2. i炎黄褐色砂質土

（炭、焼土含む）

。 853 l~cm 

f 
土壕93(1/30)・出土遺物 (1/4)

ーロロ
7

856
 

＼ 
855 

ミ
0 IOt霞一
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第 4節 弥生時代前期～中期前策の遺構・遺物

柱痕跡はない。 小土堀にしては土器片の出土が比較的多く、なかでも特徴のある土器を図示した。

857は甕の胴部小片ながら、籾痕跡が認められる。また、 859は妬片である。全体に器表面が磨滅して

いて観察はしにくいものの、855の沈線の多条化など弥生時代前期中葉以降の時期であろう 。 （柳瀬）

土填95(第220・221図）

調介区域の西端部で、第 1低位部の西側に位陸する。東へ緩やかに傾斜しはじめる肩部にあたり、

安定した黄褐色粘土をベースとして掘り込んでいる。平面形は南北に長い楕円形を呈している。深く

掘り込まれたところの東側と南側に•—段浅い部分がある。深くなる部分の大きさは長径230cm、短径

135an、深さ85cmを測る。底面はほぼ水平であるが、掘り込みの傾斜はかなりきつい。束側の浅い掘

り込み部分は長径260cm、肩部から75cm外側へひろがっている。深さは25cmで、中央部分が10cmほど

深くなる。南側の浅い部分は長さ62cmの小さなものである。土城全体の深さは112cmとなり、上層は

黒褐色砂質土で、やや大きな士器片が検出された。中層は賠褐色砂質士で、小畳の士器片と炭化物を

含んでいる。下層は黒褐色粘土で、炭化物がやや多く、底部には炭の層がひろがっている。

埋土中からは土器 ・石器が出土した。土器には無頸壺860、大型短頸壺862、甕861、底部863がある 3

魁

璽

第220図 土蠣95(1/30)・出土遺物 (1/2)
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無頸壺はD縁部をしぽり、

しだいに胴部が膨らむ形状

を呈 し、口縁部外面にクシ

描き平行文を施し、肩部へ

かけて、クシ描きの波状文、

平行文、波状文、平行文と

し、その下に刺突文を 2段

めぐらせている。石器には

サヌカイト製スクレイパー

S246・247がある。時期は

弥生時代中期前葉に比定さ

れる。 （正岡）
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S246 
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’’ S247 

0 5cm 一
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丁~; 一《 0 10cm 
し—~

861 863 

挿I>!I 
岱`、

種別岱種 1 特
外 由

860 弥,~t器 も ク 9 括き沈紺、液1人文ミガキ。

861 弥'ti器 甕 LI綽糀ヨコナデ。胴糀ハケメ。

862 弥生 I:器 甕 頸部11/if-t刻目突帝。ミガキ、）

363 . 弥牛 I荏， 5c !M部タ ・fキ

徴

内 面
色諷 I 偏考

馴蔀3コミガキ。

ハケメ

1こぷい亦褐 5¥115/4 

灰白 7 .5¥ R8/2 

橙 2.5¥7/6

褐h、IOYR6/1

第221図土填95出土遺物 (1/4)

(4)火処

火処25(第130・222図）

AT区南西部に位置し、南半を溝10に削られている。現＃規模79

X31Xl2cmを測る平面形楕円形のくぽみの底面が、 36Xl6X3 cmに

わたって焼土化したもので、熱影響は底面全体に広がっている。小

惰の弥生土器の出土により、弥生時代前期に比定される。 （光永）

火処26(第130図）

K 7区に位置し、土城65との距離7.2mを測る。 90X85cmの範囲

に焼土粒が集中して検出されたもので、中央部では深さ 8cm程度ま

ーニー
冑

880an 

0 50an 一第222図火処25(1/30) 

で堆積している。伴出遺物はないが、検出状況から弥生時代前期に比定される。 （光永）

火処27(第130図）

第 3低位部北半の緩斜面上に位置し、包含層除去後に検出された。焼土塊が集中していたため火処

として扱ったが、被熱痕は認められなかった。縄文時代晩期のものとは明らかに異なるが、それが性

格や時期の差によるものなのか分らない。検出状況から弥生時代前期と考えておきたい。 （久保）

火処28(第131閲）

第 1微高地の西よりに位岡する。微高地から西へ向かって緩やかに傾斜しているが、微裔地の肩部

から30cm西へ寄ったところである。謂1t区域外へのびているため全容は分らないが、現状でみると径

50cm余りの焼土面である。上面から弥生時代前期の土器小片が数点出上した。 （正岡）
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1. 暗赤褐色粘質土

霧 （焼土多く含む）

2. 黒褐色粘質土

3. 暗褐色粘質土
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翌忍ぷ`
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＼
 

•
こ
や
＇

r,―乏
9

86

＼
 

に
865 

y ＼
 ~ し、一、,,_生m

挿図

番号
1 種別器種

外

864 弥生日恰 五 ミカ・キ。ヘラ描き沈綿。

865 弥生＋．若壺？

866 弥4±器 壺 底部鰐面ユビオサエ。

867 弥牛士若 壺

が＇ 徴

面 内

ユピオサエ、ナデ。

ナデ？。

面
色凛

にぶい杓 7.SYR7/4 

1こぷい黄橙 IOYR7/2 

控 SY6/6

柑 SYR6/6

偽 考

ミガキ？ 底部外ilii様痕

第223図 火処29(1/30)・出土遺物 (1/3・1/4)

火処29(第223偲）

第 1微高地の北部にあり、同微高地の調介区北端に位置する。西寄りに径30cmくらいの範囲が火を

受けて赤変し、周囲に焼土や炭が広がっている。焼士面は少しくぼんでいる。焼土や炭の上には土器

片や自然石が存在した。当初、住居跡の床面と推定して追求したが、柱穴等も確認されず火処とした。

なお、火処の下層には湾曲した溝が—•条ある。火処からは壺の肩部864 と壺または甕の底部865-867 、

土器片を円形に加工したものの破片C39が出土した。 867の底部外面には籾の圧痕が一個確認される。

時期は弥生時代前期前葉～中築に比定される。 （正岡）

(5)土器棺塞

土器棺墓 1 (第224図、図版12)

H 2区中央部に位置し、土堀31との距離10.6mを測るが、後の削平により本来の構造の上半を削り

とられている。 103X96cmを測る平面形楕円形の土城の中央を、さらに径40cm、深さ10cmほどの円形

に掘り下げて、鉢869をやや北東方向に傾けた状態で据え、この上に縦に半歓した壺868を置いて蓋と

したもので、下底部の海抜高は8.35mである。土器の遺存状態から復元すれば、構築時の地表面の海

抜高は、 8.9m以上であったものと考えられる。鉢内部の埋土には、骨• 歯等の遺存はなく、副葬品

と考えられる遺物も出土していない。時期は、壺 • 甕に施された削り出しによる突帯および段の形状

から、弥生時代前期前葉～中葉に比定される。 （光永）
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。 一~~~
一1. 褐灰色粘質微砂

2. にぷい黄褐色粘質徴砂

3. 賠黄褐色粘質徴砂

4. 灰黄褐色粘質徴砂

"-¥ 868 

0 869 
10cm 

三
870 

挿図 1種別 I諾種 I ,~ ~·1:~ 圧I: I::;~ き;~;i令::::ラ情;"..,,今。

徴

内-— ミガキ。

ミガキ？。

ミガキ。

面
色瀑l

I天白 7 .5ヽ1<8/2

橙 75YR7/6 

『た白 7 WRB/2 

鳩 星

第224図 土器棺墓 1(1 /20)・出土遺物 (1/4)

(6)柱穴

柱穴20(P20) (第225図）

第 2微高地の建物］の P12とPl3の間に位置する。径23cmの円形を呈し、深さは18cmを測る。埋士

は茶灰色粘質士で炭・焼土を多く含んでいた。出土遺物は完形の壺871のみである。底面より約10cm

浮いた状態ではあるが、意凶的に埋個されたものと考えられる。頸部には浅く細い 2条の沈線をめぐ

らし、頸部の沈線と違って少し太めの線で胴部最大径付近に綾杉文を施している。外面はきれいに研

磨され、丁寧に仕上げられている。弥生時代前期前葉に属すると考えられる。 （久保）

柱穴21 (P 21) (第226図）

第 2微裔地上、 P20の東に位置する。径20cm弱の円形を呈し、深さ26cmを測る。埋士は淡茶灰色粘

-156-



第 4節 弥生時代前期ー中期前葉の遺構・遺物

質土で柱痕は認められなかった。

出土遺物は872のみで、 P20と

同じく故意に埋置したものかも

しれない。甕872はD縁から 4

- 5cm下がったところに粘土接

合部を利用した段を持ち、段の

上および口唇部下端をかる＜刻

んでいる。弥生時代前期前葉～

中葉に属すると考えられる。

（久保）

-rr=-

ーロー
820cm 

＂ 0 30cm 一戸
n 徴

外 面内

871 弥'FI器令 預部細l. -. 描き，t籟胴礼・^ ラ福き，t線文 ミガキ ユビオサエ、＊デ

面

871 

D 10c11 一
色調

橙 2.5YR6/6

第225図柱穴20(P20) (1 /20)・出土遺物 (1/4)

-R-
／ 

870cm 

｀ 
D 30cm 一 872 

D 10c111 一

偏考

挿図

番号
I種別 l器 種

行 徴

外 OO 内 面
色潤 I 編考

87~'1~'t t器’ 甕 'o昏 F嬬部師 口峠氾下位段と刻且ハケメ,Iユピオサエ、＋が •こ ぷ s 代 7.5YR7/4 

第226図柱穴21(P 21) (1 /20)・出土遺物 (1/4)

柱穴22(P22) ,.., 柱穴45(P 45) (第130・131・227図）

柱穴の多くは土器の出土をみないため遺物から時期を特定することは困難であるが、建物や土城な

どから、時期による埋土の違いをある程度捉えることができたので、遺物を出土しなかった柱穴につ

いては埋土の違いを基準に時期を分けることとした。主に縄文時代晩期は基盤に近い黄色系の土で、

弥生時代前期は黄褐色～茶褐色、弥生時代中・後期は暗褐色～黒褐色の粘質土で埋没しており、特に

弥生時代前期以前とそれ以降は比較的容易に識別できるようである。しかし、縄文時代晩期と弥生時

代前期は見分けがつきにくいため、黄色―黄褐色の土で埋没したもののうち時期不明の柱穴は弥生時

代前期に含め、全体図を作成している。また石器もそれ自体で所属時期を判断することはできないの

で、同様に当期に含めた。全体の状況としては微高地など比較的高く安定した場所に散在しているよ

うである。低位部の範囲内に入るものでもせいぜい緩斜面上であり、グライ化しているような低い場
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挿番[号aj 1 種 別 器 種
朽 徴

色 諷 I 傭 与外 00 ,,, 
面

873 弥'lJ-一召 壺 顆部段とヘラ幅 き沈練。 ミガキ？。 ＆黄橙 7 5¥1心/3
874 弥'F.1:15 壺 類部段とヘラ幅き沈線 2本 ミガキ？。 にぷい橙 7 .5YR7/3 
875 弥't-t_芦 ... ヽ」 ナデ?o ナデ？。 にぷい褐 7 5YR5/4 
876 弥牛 t岱 壺？ ロ行部下嬬~I 目。 D縁部細く I良い沈線 1本。 灰白 2 5¥"8/2 
877 弥牛,t.~ 壺 ナデ？。 ナデ？ヮ 1こぷい棺 7.SYR7/4 
878 弥中:t芦 ll - 段とヘラ揖き沈緯っ 灰白 IOYR8/2 
879 弥,i,_1:苔 壺 ヘラ捨き木藁文 ミガキ。 ユビオサエ、ナブ。 楼 75YR7/6 
880 弥'Fi-_器 甕 ヘラ描き沈緯 3本。口緑統ユピオサ工。 淡橙 SYRS/3 
881 弥牛'-岱 甕 LI柑部下蟷芽IEl。頸部段 ミガキ。 ミガキ。 橙 5¥R7/6
882 弥牛 ,-_I!; 甕 U栢部下位にヘラほき沈緯。 ナデ。 浅黄棺 7 .5YR8/3 口牡部糾み El不詳
883 弥11'.ti!i 甕 ヘラ幅き沈誡2本．タテ 9 ケヽメ。 ナデ？。 I大黄 2 5Y7/2 
884 弥牛 t器 甕 ヘラ幅き沈縛 2本．ナデ。 ユビオサエのちナデ。 にぶい橙 7 S¥R7/3 
885 弥4I_苔 甕 ヘラ福き沈緯 3本、液杖文。 板ナデ。 灰白 IOYR8/2 
886 弥'F~-岩 甕 ナデ。 ナデ。 棺 75YR6/8 焼成後~lL
887 弥't.l:祐 壺 I'llり出し凰の底部。 にぷい褐 7 .SYRS/3 
888 弥牛 t若 壺？ 底部鯛面ヘラ橘き沈線。 ナデ。 柑 75YR6/6 
889 弥中 t:Z. 董 ナデ。 ナデ。 灰白 2 SY8/2 
890 弥牛 t諾 壺 クシ惰 き波状文。列点文。 ナデ 棺 5)R6/8

第227図柱穴22(P22)...., 柱穴36(P36)出土遺物 (1/4)
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C40 
S257 

b.. .. , ,—, — 和cm
0 5cm 一第228図柱穴37(P37) -柱穴46(P46)出土遺物 (1/2・1 /3) 

所には掘削されていない。特に第 1微高地の北西部分および第 2微高地（西）上の AT区束半 ・KY1 

区、第 2微高地（東）上の FU区に多く、縄文時代晩期～弥生時代前期の遺構密度の高さと傾斜をI司じ

くしている。 （久保）

P22-46は遺物を 出土した柱穴で、第227図に土器を、第228圏には石製品および土製品を掲載して

いる。 873-879は壺、 881-885は甕、886-888は底部、 889は蓋である。 890はクシ描き文を施した弥

生時代中期前菓の壺片であるが、それ以外は前期中葉～後菓に属すると考えられる。879は細い沈線

で有軸木葉文を描いているが縦の区画線を欠いている。887・888は底部と胴部の境付近に沈線を巡ら

している。 $248-256はサヌカイト製で、 $257は偏平な川原石を半割して刃部に調整を加えた石鍬

で、若干の磨滅と線状痕が認め られる。 $258は平滑な研磨面があり、砥石と考えられる。C40は士

器片を打ち欠いて円形に整えたも ので、この状態でいわゆる円板状土製品とするのか、穿孔して紡錘

車とするのかは不明である。873と共伴するもので弥生前期中葉前後の時期が与えられる。 （久保）

(7)溝

溝 1 (第229図）

第 2微高地（西）のAT区北東部に位骰 し、若千の蛇行をみせる流路を東西方向に世く が、東は調介

対象外に続き、西端は溝63・64に削られている。

上幅は160-220cmで、深さ35cm前後の断面形は V字形を呈 し、溝浚えの痕跡を明瞭に残す部分では、

底幅30cm前後を測る。

出土遺物には、弥生土器の他に、円板状土製品C41、サヌカイト製の石鏃S259、スクレイパー S
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1. 黄灰色粘質土

2. 黄灰色砂質土

3. 褐灰色砂質土
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゜liiiiiiiiii, 
Jim 

鼻
今

S259 
ごバ

S260 
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＼↓へ‘、い‘{、〉、
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、、‘、、い

0 5c111 一
S261 C41 

0 5cm 一第229図溝 1(1 /300・1 /30)・出土遺物(1)(1/2• 1/3) 

260・S261等があり、時期は弥生時代前期に比定される。

溝 2 (第231・232図、図版13)

第 2微裔地（東）北端部に位置する。検出面での規校は輻60-llOcmを測る。 FU区北西から南東に

かけて微邸地の地形に規制されることなく直線的に流走しており、人為的に掘削された水路と考えら

れる。西端は K2区北西部分で溝 3にぶつかるが、切られているのか合流するのかよく判らなかった。

底面は西側の K2区にかかる部分で一段低くなっており、東から西へ流れていたと考えられる。西端

と東端のレベル差は約10cmである。出七遺物は如意状口縁の甕922で、頸部に沈線を巡らしている。

時期は弥生時代前期中葉頃と考えられる。 （久保）

（光永）

溝 3 (第231・233図、図版13)

溝 2の北側に平行して流走する。この溝も上面の削平が著しいが、検出面で幅70-135cm、深さ40

-50cmを測る。底面の海抜高は西端で7.8m、A断面部分で7.95m、B断面部分で7.9m、東端で

7.9mとなり、常に一定方向に流れていたとは考えにくい。西側の第 2低位部と東側の第 3低位部を

結ぶバイパス的な性格も考慮に入れる必要があるかもしれない。

埋土中からは少梵の土器細片と数点の石器が出土している。上器には壺923-926、甕927-932など
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▽
891

▽
892T
893
り

894

＼ ｀ヽ＼ 
-~. 

會:Us、,
~ ● ,r-: 誓’

897 

ゞ ~j_

写ゞ ‘ 902 

＼ ゞ
900 

898 

ーア げ
905 

了，06~

了戸
907 

7(V 
了ご

909 

~~ 
903殺

l~ 三 r八
901 

904 

［ 三• 一

〖1ご— —
~ 1 r 
ニ： 花~,p3~ r7
912 

917 

了:13~ 胃 口f ~
こ cm ¥___I/ -rr ~ 

914 
921 

挿図
種 別 話 種

特 徴
色 讀 傭 考

蜃サ 外 面 内 面

891 弥11-.1:諾 屯 口縁部下位1こ段。 灰白 IOYRB/1 

892 弥牛 t若 壺？ ユビオサエ、ナデ。 灰白 IOYR7/1 

893 弥牛t召 也？ ユピオサエ、ナデ。 灰白 IOYRB/1 

894 弥牛't:苔 壺 ヘラ楼き沈線。沈線によ る段c ミガキ。 灰白 JOYR8/I 

895 弥中:J:岳 壼 LI綽部下位にi:t練による段。 ナデ。 灰白 IOYRB/1 

896 弥牛t諾 壼？ ロ哲部ヘラ椙き j尤線＾口籍部ヘラ情き沈練 2本。 にぷい控 7 5YR7/4 

897 弥牛 t諾 壺？ ヘラ楼 き沈線 2本 褐灰 7 5YR6/l 

898 弥牛 I.活 壺？ ヘラ措き沈綽 2本．剌突文。 ナデ？。 灰白 IOYRB/1 

899 弥牛 t岱 壺 ヘラ措きit線 3本、 刺突文。 灰白 IOYR8/I 

900 弥牛 t諾 壺 ヘラ搭き沈線 3本。 明褐灰 7 .SYR7/2 

901 弥牛 tn 壺 細く没いヘラ指 き沈線 2本。ミガキ。 にぷい橙 7.5YR7/3 

902 弥牛t苔 壺 ヘラ指きit線文。ミガキ。 ナデ？。 灰白 2 SYB/2 

903 弥牛:1,岱 壺 9 ヘラ搭き沈練。剌突文。 ナデ？。 灰白 7 5YR8/2 

904 弥,,,_-1-_器 壺 沈鍼による段。ミガキ。 ユピオサエ．ナデ。 灰白 IOYR8/l 

905 弥牛J:岱 甕 D唇郎刻目 c 灰白 7 5YR8/! 

906 弥牛 t諾 甕 LiffT嬬部J;IJ!l。 灰白 IOYR8/1 

907 弥牛1若 甕 口昏部紀J目。 淡橙 5YR8/4 

908 弥1・t.芦 甕 口唇T嬬部釦J目。 灰白 IOYRS/2 

"09 弥牛 t註 甕 U昏下嬬部割目。 灰白 IOYRS/2 

ョ10 弥牛t召 甕 ユピオサエ、ナデ。 仄白 7 5)ll8/2 

~JI 弥生 t芦 甕 口唇Tll部刻目。ヘラ拾き沈緯。 ナデ。 没黄橙 IOYR8/3 

Q)2 弥生 I.苔 甕 口暦下嬬部芽J目。ヘラ指 き沈線 2本。 十デ。 灰白 IOYRB/1 

913 弥牛t岱 甕 ？ ヘラ伝 き沈線 3本。 灰白 7.SYRS/2 

914 弥牛十．苔 甕 ヘラ惰き沈緯 3本。 灰El IOYRB/1 ロ野院li'J!l不詳。

915 弥牛 I:召 甕 口唇下編昴刻且口緑都下位に貼tt賛J目突帯， ハケメのちナデ。 柑 5YR6/6

916 弥't-t.苔 甕 D唇下編部刻llーロ縁部下位1こ鮎tt刻ll突帯a ナデ。 灰白 5YR8/2 

917 弥生±iii 甕 口哲下鳩部剣目。口緑叱に貼f.t刻目突帯。 明褐仄 5YR7/2 

~18 弥生十:ii 甕 D縁郁1こ貼ft突帯っ 浅黄橙 7 .5YR8/4 口昏郎割H不詳。

919 弥牛 t芦 鉢 ？ D縁部に貼付刻g突帝。 ユビオサエ、ナデ。 灰黄 2.SY7/2 

920 弥生 t苔 甕 ’ 底邸鯖面ユビオサエ。 ナデ？。 褐灰 IOYR7/2 

921 弥牛 I苔 甕 底統ユビすサ工。 灰白 IOYR8/1 

第230図溝 1出土遺物(2)(1 /4) 
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第 3章 発掘調査の概要
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2. 7f灰色粘質土 4. 貧橙色粘質土 6. 黄褐灰色帖質土 8. i炎灰黄色粘質土 10. 暗褐灰色粘質土 （黄色土プロ J ク含む）

第231図溝2・3(1/400・1/30) 

がみられる。 930-932は突帯を持つ甕片である。 930は如意状口椋の頸部に太目の断面三角形の突帯

を付すもので、931は直口する口縁の端部から約 Icm下がった位置につまんだような細い突帯を付し

ている。突帯上には浅い刻みが施されている。 930・931については胎土・焼成とも弥生時代前期に属

する土器との差は認められなかった。 932は体部片で、細く裔めの突帯を付し、突帯上は深く菱形の
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

刻みを施している。胎土は他と変りないが色調は縄文時代晩期土器に近く暗

褐色をしている。 S264は石斧の基部で溝の上層から出土している。 S265は

平坦に磨かれた作業面をもつもので台石として使用されたと考えられる。

時期は出土土器および土渡80や溝 2を切っていることから、弥生時代前期

中葉前後に掘削され、あまり時間をおかずに埋没したと考えられる。 （久保）
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溝 3 出土遺物 (1/4·1/2·1/3• 1/5) 

溝 4 (第234-245図、図版13・42・43)

TO区の東寄りに検出された、幅約90cm、深さ推定80-140cmの水路である
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第 3章発掘凜査の概要

55がほぽ踏襲しており、 溝 4の肩部あるいは地点によっては底部近くから上を削平されたかたちに

なっている。また、南端近くで幅 ・深さとも規模を増し、調査区外に延びる。地形的には、第 3微裔
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I. i髯55 4. 灰色粘質上 7. 灰色粘質土

（弥牛中期ー後期） （土器が多い） （炭、暗貧褐色土プロックを含む） 10. 暗黄褐色土
2. 灰色帖質土 5. 灰色粘± 8. 暗黄灰色土 11. 暗灰褐色粘質土
3. 灰色土 6. 灰白色粘士 9. 灰色粘土（炭、 焼土を含む） 12. 暗灰色粘土

（炭粒含む）

溝 6 溝 5

第234図溝4・5・6(1/500・1/80) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前業の遺構・遺物

01.T―?? 
933 

ぐ汀
934 

R, 汀（（
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ゲ＼ 閲 多虚 ふ~9538 、 奇

946 950 954 958 

〗＼ 翠 、,.,fJ~ ~ ~O> 
947 0 10cm 959 

・ 955 

挿番号図 1 種 別 器種
特 徴

色 調 | 協 考
外 面 内 面

933 弥生土器 壺 U緑部ユビオサエ。 浅黄橙 lOYRB/3 

934 弥生土器 壺 ユピオサエのちナデ？。 ヨコミガキ。 にぷい橙 5YR7/4 

935 弥生土器 "' ギ 類部工具による段。 頸部ユビオサエ。 にぶい橙 5YR6/4 

936 弥生土器 壺 剖り出し突帝？に沈線、刻且 浅黄橙 7 5YR8/3 

937 弥生土器 壺 細く浅いヘラ福き沈線文。ミガキ。 ミガキ。 灰白 2 5¥8/1 

938 弥生土器 壺？ ミガキ？。 ミガキ。 にぷい橙 7.5YR7/3 

939 弥生土器 "" ~ ナデ• Iヽ ケメ？。 ユビオサエ．ナデ。 灰白 2.5Y8/2 

940 弥生土器 宮- ミガキによる段。 にぶい橙 5YR7/4 

941 弥生土器 空ギ 段｀ヘラ描き沈線2本。 灰白 IOYR8/1 

942 弥生土器 壺？ ヨコミガキ。 ヨコミガキ。 灰白 IOYRS/2 

943 弥生t器 壺 鋭い沈線 2本。ヨコミガキ。 ユピオサエ。 灰白 IOYRB/1 

944 弥生土器 空- ヘラ描き有軸木簗文。 ユピオサエ、ナデ。 灰白 IOYRB/2 

945 弥生土器 宣~ 沈続のよる段。量軸木葉文。 ヨコミガキ。 灰褐 7 5YR6/2 

946 弥生土器 壺 細く浅いヘラ措き木葉文。ミガキ。 ユビオサエ。 浅黄橙 7 5YR8/3 

947 弥生土器 空- 削り出したような段。細いヘラ描き木葉文。 ユビオサ工。 にぶい橙 7.SYR7/4 

948 弥生土器 と~を ヘラ指き“軸木葉文。 灰黄褐 IO¥R6/2 

949 弥生±器 宮- ヘラ捨き有軸木葉文。 褐灰 7.5YR5/l 

950 弥生t器 空ギ ヘラ描き木葉文。 ミガキ。 灰褐 7.5YR6/2 

951 弥生土器 壺 ヘラ拮き有軸木葉文。 灰褐 7.SYR6/2 

952 弥生土器 空- ヘラ括き沈綿文。 ミガキ。 褐灰 IOYRS/1 

953 弥生土註 "" ~ 太く浅いヘラ指き沈線文。 ミガキ。 橙 5YR6/6

954 弥生土器 豆- ヘラ指き沈線文。 褐灰 5ヽR5/l

955 弥生t器 壺 ヘラ指き沈綽文c 灰白 7.5YR8/2 

956 弥生土器 立~ 削り出したような段。ヘラ橘き沈線文。 灰白 SYRS/1 

957 弥牛士器 宮- ヘラ描き沈線文。 ユビオサエのちナデ 灰白 JOYRB/1 

958 弥生士岳 壺？ ヘラ搭き沈綿文。ミガキ。 浅黄橙 7 5YR8/4 

!u9 st, •. -~ A.  ラ柑吾 rt:線へ •ごふ．・黄•; lc•YR7 

第235図溝4出土遺物(1){1/4) 
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第 3章発掘講査の概要
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檀別 I器 種

特 徴
色 調 I 備 考番号 外 面 内 面

960 弥牛 I岱 壺 ヘラ1/1き沈線 3本。 ユピオサエのちミガキ。 灰白 IOYR8/l 
961 弥生 t芦 壺 太いヘラ幅き沈織文。ミガキ 0 ユビオサエのちナデ。 仄白 JOYR7/I 
962 弥生t芦 壼 ヘラ幅きit線文， ュピオサエのちナデ。 褐灰 7 SYRS/1 
963 弥牛 t苔 色 ヘラ箱き沈線4本。剌突文， ユピオサエ、ナデ， にぷい褐 7 5¥R6/3 
964 弥牛土苔 壺 ヘラ幅き沈線．剌吹文。 ユピオサエ．ナプ。 灰白 IOYR7/l 
965 弥牛土苔 壺 円影刺突文っ ユピオサエのちナデ？。 淡控 5YR8/4 
966 弥'Et召 壺 太いヘラ惰き沈線文。 ナデ。 r火白 IOYR8/2 
967 弥生 t若 e? 貼付突帝上にヘラ情き沈縛 1本。 ミガキ。 ／＊白 75YR8/2 
翠 弥生 t召 甕 ロ野糀刻目•, 沈緯による段。 胴部9 ケヽメ？。 褐灰 IOYR5/I 
969 弥牛 le―岱 甕 口行下嬬部刃g。 ュピオサエ．ナデ。 灰白 7 5YR8/2 
970 弥生 t苔 甕 口哲下嬬部刹日。 ミガキ？， ュピオサエのちナデ？。 橙 5YR6/6
971 弥生t芦 甕 ロti下灌邸刻!'loユビオサエ。 ユピオサエ．ナデ。 灰白 IOYR8/2 
972 弥牛土苔 甕 口H下鴻郎刻日。タテ 9ヽ ケメ a ハケメ 橙 25YR6/6 
973 弥生..t笞 甕 口唇下嬬糀芽J目。ナデ？ 。 ユピオサエ．ナデ。 灰褐 7.5YR6/2 
974 弥生 t-.2i 甕 ユビオサエ｀ナデ。 明褐I夭 7 .5YR7/2 
975 弥牛cj-_祐 甕 ュピオサエによる段？。 ユビオサエ．ナデ。 仄白 7 5YR8/2 
976 弥生土若 甕 口唇下嬬節財H。 ュピオサエ、ナデ？。 }褐 5YR6/2
977 弥生.t笞 甕 口唇下嬬部刻R。ユピオサエ。 浅貴橙 7.5YR8/4 
978 弥牛 t岱 鉢 ？ D唇下鳩邸釘Ill。ミガキ？。 ミガキ？。 灰白 2 5Y7/1 
979 弥牛cJ-:諾 甕 口唇下端部刻H。 ユピオサエのちナデ？。 灰白 7 5YR8/I 
980 ,1ご f-諾 甕 ロ唇下・,・rn ヘラ搭き沈綽文 ·、白 IOYI、 c• 2 

第236図 溝 4出土遺物(2)(1/4) 
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第4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物
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微

色 調 I 備 与
外 面 内 面

如 I 弥'tI岱 甕 U唇部刻U。Litt部ヨコナデ。 LI衿部ヨコナデ。 灰白 7 5YR8/2 

泥2 弥牛 t-.荏 甕 口せ部剣n。 仄白 2.SY8/2 

983 弥牛'T.苔 甕 口唇部刻目。 ナデ？ 。 甲褐灰 7 5YR7/2 

984 弥牛 I器 甕 口唇部刻目。馴部＋デ？、ハケメ？。 ナデ。 仄白 IOYR8/1 

985 弥牛 L器 甕 D昏部犯l目。ナデ？ ユピオサエのちナデ。 にぷい橙 5YR6/4 

986 弥牛:t器 甕 D唇郎刻目 ， 淡黄 2 5Y8/3 

987 弥牛 t器 甕 D唇部刻13, 灰白 7 SYRB/2 

988 弥't.l:器 甕 D唇部両ぷ刻目。 にぷい橙 7 5YR7/3 外面煤。

989 弥生 t器 甕 口唇部刻13.太いヘラ搭さ沈線 1本。 ナデ？ 。 灰白 2 SYB/2 

990 弥牛t諾 甕 口唇部刻B。ヘラ幅き沈線 1本， ヨコナデ。 灰白 2 SY8/2 

991 弥'lI: 器 甕 D唇部下嬬刻§,ヘラ幅き沈綽 1本，ハケメ。 ユビオサエのち＋デ。 灰白 IOYR8/1 

992 弥'l-1:器 甕 n昏部下嬬刻g。細いヘラ福き沈線 1本 ユビオサエ｀＋デ。 にぶい褐 7 S¥RS/4 

993 弥牛t器 甕 D唇下嬬部利目。太いヘラ指き沈線 1本， D綽部3コナデ。 灰白 IO¥RB/2 

994 弥中 t岱 甕 口唇下嬬紐刃g。大いヘラ斥き沈線）本。 ナデ。 灰白 2 SYB/2 

995 弥't-t:岱 甕 ヘラ指き沈緯 1 本• LI綽部ヨコナデ。 D綽部ヨコナデ。 明褐炊 7 5YR7/I 

幽 弥中t召 甕 D唇部刻瓦ヘラ捻き沈綺 1本， LI綽部ヨコナデ。 k白 IOYR8/2

997 弥牛tz. 甕 口唇昂剤g。ヘラ搭き、た線 2本， D縁部ヨコナデ。 灰白 IOYR8/2 

998 弥牛t芦 甕 Dfi下嬬部刻目。ヘラ情き沈線 2本， 口綽部ヨコナデ。 1こぷい控 5YR7/4 

999 弥牛t苔 甕 D昏下嬬部剖目。 i良いヘラ襦き沈綺 4本。 橙 25YR6/6 

1000 弥牛 tii 甕 口唇下嬬部刻目。鋭いヘラ幅き沈線 2本 1こぷい橙 5YR7/4 

1001 弥牛十祐 甕 LI唇部刻目。ヘラ福き沈緯 2本， 口縁部ユビオサエ。 褐灰 5YR5/l 

1002 弥牛 t苔 甕 口昏部刻g。ヘフ幅さ沈鍼 2本， 口縁配ユビオサエ、ヨコナデ。 浅黄控 7 5ヽR8/2

"'~-岱 甕 叶「こ，；， ,~ ~ 沈綺 4本 ._ 十デ 9 1 こぷし •lt!fl lYR7I_ 

第237図 溝 4出土遺物(3)(1 /4) 
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第 3章 発掘調査の概要
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1004 弥生±お 甕 口ti下嬬部刻日。口綽部貼f.t釘l目突帯。 ナデ。 ＇＊白 25\~/2 刻fjl1io]時。
1005 弥生土岱 甕 〇む下灌邸刻日。 LI緑部貼ft刻目突帝。 ヨコナデ。 にぶい黄橙 IOYR7/2 
1006 弥生土若 甕 ロ唇下嬬部戻rn。口縁郎貼付刻g突帝。 にぷい黄橙 IOYR6/3 
1007 縄文土召？ 深鉢 口行下清部刻H。貼付/;iJEl吹帯。 褐I大 SYRS/1
1008 弥生士召 甕 D唇下編部割目。貼付割目突需。ヘラ積きよ緯。 口縁部鋸納文。 I大白 2 SYS/I 刻目は同時。
1009 弥生士己 甕 u昏綿刻日。貼付刹8突帝。 にぷい橙 7 5YR7/3 
1010 弥生土芦 甕 口昏饒刃H。貼付刻目突帝。 ヨコナデ？。 にぷい橙 7 .5YR7/4 
1011 弥生土芦 甕 口行下嬬糀粗J目。貼付刻目突帝。ナデ。 口縁邸ヨコナデ。 1こぷい黄褐 IOYR4/3 
1012 弥生士岱 甕？ 口唇下濯部刻目。貼付刻日突帯。ミガキ。 ナデ？。 灰白 2.5¥8/1 片口？。
1013 弥生士召 甕 口せ下鴻部刻目。貼付刻8突帝。 ヘラ描き沈線？。 Iii. 白 75YR8/2 刻目は同時。
1014 弥生士路 甕？ 貼付突帯。ヨコナデ。 ョコナデ。 仄白 2.5YR8/2 
1015 弥生土芦 甕？ 口唇下嬬糀刻H。貼付刻目吹帯。 口給親ヨコナデ。 仄 N5/
1016 弥生士己 甕？ 貼付刻H突帯。ミガキ。い綽部ヨコナデ。 以白 2 SY7/1 
1017 弥生til:i 甕？ 貼H刻g突帯。 ミガキ？。 ミガキ？。 1こぷい橙 7 5YR7/4 
1018 弥生土諾 覺 口綽懇ヨコナデ。胴部ヽヽケメ，鮎付刻H突帝。 ハケメのちナデ。 にぷい黄橙 IOYR7/2 外面煤。
1019 弥生土諾 壺 胴糀ハケメのちミガキ。底邸ミガキ。 ミガキ。 灰贄褐 IOYR6/2 
1020 弥生土芦 壼 ミガキ。底部鯛面ユビオサエ。 ヨコミガキ。 灰員 2.5Y7/2 
1021 弥生土己 壺 ミガキ。 ミガキ。 にぷい橙 7.5YR7/3 
1022 弥生土芦 壼？ 底躯鋼面細いヘラ積き沈緯3本。 橙 25YR7/6 
1023 弥生土召 甕 底郁鋼面ユビオサエ。 橙 25YR7/6 焼成I麦穿JL
1024 弥生..tili ff? 底郭鋼面ユピオサエ。 ミ1fキ。 灰貴 2.5Y7/2 
l025 弥生土召 甕 底邸鋼面ユビオサエ。 k貴褐 IOYR4/I 
l026 弥生±呂 壺？ ヘラ措き沈練文。 ユビオサエ．ナデ？。 明褐灰 SYR7/2 
1027 弥生土芦 甕 底糀鋼血ユビオサエ。 ＇六白 2 5Y8/J 底部外面帽痕 I
1028 ，．牛十荏 屯 胴祁タテミガキ- "'格ミガキ. ミガキ？ r夭白 IOYRB/1 
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圧 ~ ;tj 第り4節 弥生時代前期ー中期袖袋の遺構 ・遺物
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色 調 I 蝙 与
外 面 I 内 面

1029 弥牛 tお ≫-' ユピオサエ。 灰 5ヽ5/1

1030 弥牛 t召 蓋 ハケメ。 ミガキ ?o 灰白 2 5)8/2 

1031 弥4t. 器 蓋 ミガキ。 ミガキ？。 .~ 貧橙 7 5YR8/3 

1032 弥牛 t-.若 蓋 ユピオサエのちミガキ。 ユピオサエのちミガキ。 淡棺 5YR8/3 LI舷院内由煤

l033 弥牛:rお 鉢？ ナプのちミガキ。 ミガキ。 甲褐灰 7 5ヽR7/I

1034 弥牛,1:活 鉢？ ユピオサエのちミガキ。 ミガキ。 にぷい黄橙 IOYR7/2 

1035 弥牛 I:お 店杯？ タテミガキ。 ミガキ。 にぷしヽ 褐 7 .5YR6/3 

1036 弥'1-1:若 鉢 タテミガキ。 ヨコミガキ。 灰褐 5H5/2 

1037 弥'ti:召 if クシ幅き沈場i.液状文。 ナデ， I大If) 7 5YR5/2 

l038 弥牛t笞 壺 顎郷ヘラ楼き沈線）本。 I父貰 2 5Y8/3 U緑部穿イし，

1039 弥't.I—．召 壺 口ぜ部ヘラ幅き it線 1本。頸部ミガキ｀段。 ヨコミガキa '*白 IOYR8/1

1040 弥牛 I:諾 壺 細いヘラ描き沈線、沈線文。 ナデ。 暗JI< N3/ 外曲煤。

1041 弥lj・t器 壺 細いヘラ指き沈線．沈線文。 灰白 7 .5¥RB/2 

1042 弥't.t-. 芦 名 ヘラ権き有輪木薬文c ユピオサエのちナデ。 灰白 IOYRB/1 

1043 弥牛十召 壺 ヘラ措き沈緯、沈緯文 k白 IOYRB/1

1044 弥't.t岱 壺 段を意織したヘラ描き沈線。ヘラはさ沈線文。 ユピオサエ｀ナデ， 9大白 IOYR8/I 

1045 弥牛 t笞 壼 太いヘラ指き沈線．沈線文， ナデ。 褐I火 IOYR6/l

1046 弥牛C~-笞 i!f 段を竜繊Lたヘラ福き沈線コ ナデ？。 梵 5Y2/I

1047 弥'tt芦 壺 ヘラ指き沈緯文。 灰貧 2 5¥"7/2 

1048 弥牛十召 壼 細いヘラ指き沈緯文。 ユピオサエのちナデ。 k白 IOYR8/I

1049 弥牛 t岱 壺 鋭いヘラ指き沈緯、荀j突文3 ナデ？。 If. 白 10,R8/2 外面煤。

1050 弥牛 t岱 甕 U唇部芽rn。I具による段c ナデ？。 1こぶい橙 7.5H7/3 

1051 弥牛,t芦 鉢？ D綽部ミガキ~. l:Jl. による段， ユピオサエ、ナブ。 .~ 貢橙 7 5YR8,3 

1052 弥"'t:芦 甕 口B下屠部財B。沈練による段c ナデ。 k白 IOYRB/~

1053 弥生 t.苔 甕 Liff紐刻H。板状工具？による段， 口縁郁ヨコナデ？ K貴 IOH8/3

l054 弥牛卜召 甕 口g部租J目o I具による段。 口綽部ヨコナデ？， 褐I大 5YR5/l

JOCC 弥'Fr召 甕 [Jtj下嗜荒剌H 沈線による•と ’＊白 SY~
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第 3章 発掘調査の概要
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色 調 I 憶 号外 ilo 内 面
1056 弥牛:l諾 甕 UtiT端郎印IR. ナデ?. にぷ ・f' 5YR7/3 
1057 弥'rt.器 甕 LJti下濯糀印1R uti邸沈線状の凹み。 灰白 JOYRB/1 
1058 弥'"-t器 甕 LI昏部深いfilJll。 D唇部鋸歯文。 灰白 2 5Y8/2 
1059 弥’ヤ I:器 甕 Ut}下灌部刻l=l.,LI緑部ヨコナデ？。 [J緑部ユピオサエ、ヨコナデ？。 浅黄橙 7 .5Y8/4 
1060 弥't~-器 覺 Uti f消況刻R。 ナデ？っ にぶい褐 7 .5YR5/3 
1061 弥'i:t器 甕 LI ti下端部刻H。ヘラ描き沈練。 LI綽部ヨコナデ。 灰黄褐 JOYR7/I 
1062 弥牛 t器 甕 LI栢下端部刻H。ヘラ捨き沈線 1本。 口縁糀ヨコナデ。 灰白 2 5Y8/I 
1063 弥牛 t器 甕 Uh下端糀k1JIJ。ヘラ措き沈線。 ユビオサエ。 灰白 IOYR8/2 外由煤
1064 弥1tt器 鉢 ？ LI ti椛刻Rっヘラ積き沈線）＊， ユピオサエ．ナデ。 淡楼 5YR8/4 
1065 弥牛 t芦 甕 口む下濯部刻A.LI綽部ヘラ惰き沈線文ヮ n縁部ヨコナデ。 灰貴 Z 5Y6/Z 
1066 弥牛 t器 甕 口呑下渚部刻H。ヘラ償き沈綺。 ユビオサエ、ナデc 灰白 2 SYS/I 
1067 弥牛L器 甕 口竹下嬬椛釘rn ヘラ枯き it線］＊ ヨコナデ？， 灰白 IOYR8/I 
1068 弥牛 t器 甕？ ヘラ搭き沈線 1本 口緑部ヨコナデz U縁部ヨコナデ。 灰白 2 5Y8/2 
1069 弥1tt芦 甕 LI ti部刻f1'LI縁部ヨコナデ， D縁部ヨコナデ。 灰白 2 SY4/2 
lfJ/0 弥'tt-. 岱 甕 utt下lli1部大い糾!l,ョコナデc ヨコナデ。 灰白 IOYRB/1 
1071 弥'Ft若 甕 U行部刻H。ヘラ幅き沈棘 3本。 U縁忽ヨコナデc 胴部ナデ、9 灰白 JOYR7/J 
1072 弥,t..l苔 甕 細く．鋭いヘラ楼き沈線 2本， 口緑蔀ヨコナデ。 浅黄橙 7 5YR8/3 
1073 弥牛 t芦 甕 口唇下漬部/;1]11。ヘラ柑き沈鍼．沈線文， ナデ。 淡橙 SYRS/4 
1074 弥'It岱 覺 LI舒下嬬部到 H っ貼f.t~R 突帯， 仄白 7 5¥R8/2 
1075 弥牛t岱 甕 Ufi部月日，貼ft~fl 突否 灰白 IOYRB/2 刻!=11!1,,)時。
1076 弥'F.J:.芦 甕 Dfi下嬬糀i'JR,貼t-t約rn突帯。 D縁部ヨコナデ。 暗l:i<. N3/ 
1077 弥1tt器 甕 LI綽部ヨコナデ貼f.t突帝。 ＇*白 7.SYRS/2 刻Hなし。
)(f/8 弥生t苔 甕 lJ綽糀11/iH突苓， 灰白 IOYR8/1 
1079 弥牛'.t. 岱 甕 LI綽部貼f.t交帝．ヨコナデ。 U縁部ヨコナデ。 灰白 2.5Y8/2 
1080 弥'tI—苔 甕 Ufi下端統到R D縁部3コナデ。 にぷし•四 SYRi/3 
1081 弥牛 t岱 甕 Llfi下嬬部刻n貼f-t犯rn突帯。 ヨコナデ。 灰白 2 5¥8/2 
1082 弥牛 t器 甕？ 貼ft突帝 、 ラ搭き沈線？ [J縁紆 1十デ^ .• ! 2 , -
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

地の幅の狭い部分に第 3低位部と第 4低位部とをつなぐ位置にある。溝底のレベルは、北東隅で標品

約7.3mでほぼ真中あた りまで同レベルを保つが、それより南へは徐々に下がり、 A-A'の位置では

応

1083 

冒:~戸 冒 u -rrい誓• 可
1085 1086 1087 

~~ QI!\ 
¥_bf 1~ . 

＼ 

,~ ~0 

＼ 
1088 

-『疇
1098 

ー『 ・翌

110; ~ 

ーり
1097 

1095 

—-『立
、冷

1099 

0 10cm 

ー
::1種別 若種

特 ffi: 
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1083 弥生土器 甕 D緑部貼付刻 目突否。 ユピオサエのち ナデ。 淡橙 7 .5YR8/2 

1084 弥生t器 甕 口唇下端部刻目。貼付~J 目突帝。 ユピオサエ．ナデ。 灰白 IOYR8/J 

1085 弥生土器 甕 Dff喝貼付~J 目突帯。 ユビオサエ．ナデ。 灰白 IOYR8/I 外面煤。

1086 弥生土器 甕 貼付芽J目突帝。 口縁郎ヨコナデ。 浅黄橙 5YR7/6 

1087 弥生土器 甕 貼付突帝。 ~J 目なし？。 ヨコナデ。 灰白 10YR8/1 

1088 弥生土器 甕 底部側面ユピオサエ。 ナデ？。 灰白 10YR8/l 

1089 弥生土器 壺 底部側面ユビオサエ。 ナデ？。 1こぶい橙 7 .5YR7/4 

1090 弥'tt器 甕 灰黄 2.SY7/2 

1091 弥生土器 壺 胴部ミガキ。底部ミガキ。 ミガキ？。 灰白 2.SYB/2 

1092 弥生t諾 甕 にぶい黄橙 IOYR7/Z 焼成1麦穿孔。

1093 弥生土器 甕 底部側面ユピオサェ。 橙 SYR7/6 焼成1麦穿孔。

1094 弥生上許 甕 ？ 灰白 IOYR6/J 底部外OO椋痕 3。

1095 弥牛土器 甕 底部饒面ユピオサェ。 ナデ。 橙 5YR7/6 底部外面籾痕 I。

1096 弥生土器 蓋？ ナデ。 灰白 7 .SYR8/2 

1097 弥生土器 鉢 穿孔 l。 ユビオサエのちナデ。 淡橙 5YR8/4 

1098 弥生士器 甕 D縁部貼付~J[l 突帯。クシ福き沈線。 橙 5YR6/6

1099 弥生土器 甕 口緑部貼付t;IJ目突帝。クシ描き沈線。 ナデ。 淡黄 2 5Y8/3 

1100 弥牛十器 甕 [J縁部貼f寸刻目突苓 クシ描き沈線 ナデ 灰白 IOYR8/1 

第241図 溝 4出土遺物(7)(1 /4) 
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第 3章発掘調査の概要

約7.lm、一段下がる手前で6.95m、下がって南端まで6.2mを測り、南流していた可能性が強い。た

だ、南へ10-15mの地点では縄文時代晩期から弥生時代中期前半に存在していた河道 2の一部と合接

する蓋然性が高く、河道 2の水位によっては北流も考えられる。また、一段深くなる南端の部分では

B-B'で明らかなように、何度かの改修が行なわれたことが看取される。

遺物は土器・石器 • 土製品などが比較的多 く出士

しているが、第235図933-第239図1037および第

242・243図では溝底レベルの深くなる A-Aより

南の部分の、 溝55(1層）に影響されず確実に溝 4の

埋土に伴う遺物を提示し、第239図1038-第241・

244・245図はそれより以北の部分の、溝55と混在す

る可能性のあるものの中から明らかに前者と同時期

と思われる遺物を抽出し掲載した。また、土器はほと

んど細片であるが、特徴的なものは極力載せている。
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第4節 弥生時代前期～中期前菜の遺構・遺物
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第245図溝4出土遺物(11)(1 /3) 

壺は口縁部下に段が顕著なものを含み、肩部には木葉文や項弧文、格子文や平行線文などのヘラ描き

文を施す破片も多い。なかにはクシ描き沈線文を施す1037も含まれる。甕は、「く」の字状に短く外反す

るタイプと、無頸またはわずかに外反するD縁端部下に亥lj目をつけた突帯を 1-2条めぐらせるタイプ

の二者および逆「L」字状口縁をもちその下部にクシ描き沈線文を施すタイプの三者がある。後者は中

期前葉とみて間違いないが、前二者の前期の中での新旧あるいは並行関係についてははっきりしない。

そのほかの土器では、比較的菟の点数が多いことや壺の底部の籾痕跡 (1094・1095)が注目される。石

器は石鏃、石錐、楔形石器、スクレイパー、石包T (S293)、柱状片刃石斧 (S272・S 294)などが出

土しているが、なかでS291は器表面に擦痕が多数認められ、石銀の可能性がある。

溝という性格上、比較的時期幅のある遺物が含まれているが、少なくとも弥生時代前期の中築から中

期前葉にかけて比較的長時間に渡って機能していたと思われる。

溝 5 (第234・246・247図）

（柳瀬）

TO区の北北東隅からほぼ南南西、 H16区のほぼ中央と Hl5区の南端にかけてつながる幅約 3-13m

の浅い谷状地形の最深部に検出された、幅約30-60cm、深さ25cm前後の溝である。層的には溝 5は谷部

の埋土を切って存在し、ほぼ並走する溝 6に部分的に切られて存在するが、 H15・16区では検出されて

いない。溝底のレベルは標高7.55m前後で、どちらかというと南に幾分下がる。また、北束端で溝55に

削平されていて、下部に重複する溝4との直接の関連はつかめなかったが、位置的にみて枝溝の可能性

も否定できない。ただ、規模等からすればFU区の溝2と結合するのかもしれない。

第247図の上段にはこの溝出土土器、下段にはH15・16区の谷状落ち込みの埋土中（第234図D-D'

の12層に相当）の土器を載せている。 どちらも断片的ながら他時期の土器の混入もなく、弥生時代前

期の比較的古い様相を示す。 （柳瀬）

溝 6 (第234・248図）

溝 5とほぼ並走し、 H16区まで延びる幅約30-lOOcm、深

さ30cm前後の溝である。位置関係、規模等から推察して FU

区の溝 3に対応する可能性もある。溝底のレベルは、 H16区

の南端で標高7.82m、北端で7.76m、ほぼ中央から C-C'

付近まで7.52m、溝55との接点で7.42mを測り、 40cmもの比

高差で北東方向へ流下する。

出土遺物の量は非常に少ないが、比較的大きな破片の壺、

石鏃や完形の土製紡錘車などがある。壺1120は口縁部下に段

-0--0-
こ C ロ

C48 C49 

lfan 

をもつなど、弥生時代前期の古い様相を示す。 ＼柳瀬） 第246図 溝5出土遺物(1)(1/3) 

-173 -



第3章発掘調査の概要

弓夏ユ
ーア

1103 

噌 1"'" ~ " 

＼ .. 嬉・.=: .... ~Ila..nrv =:;;-、.. ・
―汀`

1106 

1105 

;;:'Tff = 
1107 

1108 1109 

ヽ
＼ ~ ＼ 差＇っ.......1110 

冒戸
1115 

） ＼心'1 <
1113 

~/芯~- ーり .・---・. 
響釦

-心~.~—·.-.. -. . ・ 

1114 
1116 

1111 

＼ 
＼ い

1117 1119 

＼ 
1112 

10co, 

1118 
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色 躙 I 鋼 考外 面 内 面

1101 弥'le~-若 壺 細いヘラ仕さ1t線 2本。ミカ令c ミカ・キ。 灰白 IOH8/I 
1102 弥'E~-苔 if 細いヘラ指き沈線 2本。ミガキ。 ミガキ。ナデc 灰白 IOYR8/1 
1103 弥生±器 甕 D唇下嬬統刻目。 灰白 IOYR8/I 
1104 弥牛t芦 壺 類部深い、胴綿細いヘラ括き沈練＾ ミガキ。 灰白 IOYR8/I 
1105 弥1'-t_芦 壺 削り出 L突帯に 2本のヘラ幅き沈線、刻目。 ナデ？。 灰白 IOYR4/I 
1106 弥牛t註 甕 口綽糀下位に突起痕跡。 灰B IOYR7/I 
1107 弥中J.註 甕 口＂糀刻 H。口綽部刻目突帝。 ユピオサエ、ナデ。 黄橙 7.SYRB/2 
1108 弥'E-t. 若 甕 底糀側面 9 ケヽメ。 ナデ。 灰黄 2 5Y7/2 焼成後穿lL。
1109 弥牛 t芦 鉢 胴統ミガキ。 ナデ。 仄黄 2 SY6/2 
1110 弥牛t註

宮一 ミガキ。段ヮ ミガキ。 にぷい柑 7.5YR7/3 
1111 弥If.+.iii 壺 ヘラ幅き沈綽3本っヨコミガキ。 ヨコミガキ。 にぷい橙 7 SYR6/4 
11)2 弥牛+.~ a lll毘削り出L突喬にヘラはきよ織 I*'コヨコミガキ。 3コミガキ。 橙 5Y6/6
1113 弥牛 t芦 壺 削り出 L突帝にヘラ情き沈線2本。ヨコミガキ。 3コミガキ。 にぶい貧柑 7 5¥7/4 
1114 弥it.t岱 壺 ヘラ描き沈緯文。ミガキ。 ミガキ。 1こぷい貴控 IOYR7/2 
1115 弥牛'+.芦 甕 口付部~J 目。 U縁部貼付~J 日突帝。ナデ。 ユピオサエのちナデ。 にぷい貴橙 IOYR7/2 
1116 縄文 t祐 深鉢 貼付刻g突帯。 褐 7.5YR4/4 
1117 弥牛:・I器 壺 胴部ミガキ？。 ナデ？。 灰白 2 5Y8/2 
1118 弥'Et若 壺 胴部ミガキ？。底配Ill面繍く浅いヘラ積きi尤繰a にぷい橙 5YR6/4 
1119 1ヤ十諾 甕 ·~,, .. れ』--,!, オサエ

I 灰褐 7 5YR4/2 

第247図 溝 5出土遺物(2)(1/4) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・ 遺物
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I車1-i 糟 汐J 諾種 1 竹 I 徴

~jが I 器 I 舌 I 類悶~;~:民胴部沈鍼によ：段細い l u緑呪細？’‘ ’襦き沈練 ヨコ、=~ ·火白 ~"''と潤

水田 1 (第276・277同）

第248図 溝6出土遺物 (1/4・1/2・1/3)

(8)水田

傭考

第 3低位部（北）に位置する EN区の谷状部分に堆積した弥生時代前期と考えられる士層を、プラン

ト・オパール分析の結果（付載参照）から水田層と想定し、水田 1としている。検出されたのは、 EN

区の南西部の第 3低位部にあたる場所で、第276図のA-A断面図である第277図の21層が水田 lの土

層である。発掘調査時においては、この土層が水田層であるとの認識がなかったため、畦畔の検出な

ど水田跡としての意識的な調在は実施できていない。この水田陪が広がる範囲については、明確では

ないが、幅 5-6m、長さ40mの東西に長い帯状の範囲が想定できる。北側の微翡地との比高差は約

90cmである。この水田層の時期は、第277図の19-23層から出土した少量の土器が弥生時代前期前葉

から中葉段階のものであることから、断定はできないがこの時期と考えておきたい。 （平井）

(9)河道

河道 1 (第129・249-251図）

第 1微高地と第 2微高地の間に位置する。未調査部分が多 く全容は明らかでないが、大きく東西に

蛇行しながら北は 802区から TD区の東端、 KY、HF区の西端を通り、 HlO区へ抜けてい く。 河

道内からは縄文時代晩期以降の遺物が出土している。埋没後水田として利用されているため当期にお

ける正確な規模は不明である。堆積層のうち、 29層以下は前節で概述したように縄文時代晩期に遡る

と考えられ、弥生時代前期以降堆積したと考えられる層は28層以上である。そのうち弥生時代前期の

土器は20層以下で出土しており、主に26-28層に含まれていた。図示した土器のうち出土層位のわか

るものは少ないが1124・1132は27層から、 1130・1134・W2は28層から出土している。弥生時代前期

中葉と考えられる。

1121-1125は壺で、1121は頸部に沈線を垂下させ、 1124には重弧文を、 1125には山形文が複数の沈

線で描かれている。1126-1128は甕でいずれも頸部に沈線を巡ら している。1126・1127の口唇部には

刻目が施されている。1130・1136は蓋、 1131-1135は底部である。1133には底部外面に 2本の沈線が
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第4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構 ・遺物
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色 調 I 蠣 考
番り ， 外 ヽ• 内 直l

1121 弥生上器 七 頸蔀細いヘラ幅き沈線文-_,_デ ナデ， lclc/li 2.SH/2 

1122 弥生十器 e ョコミガキこ ョコミガキ。 Iii. 黄褐 IOYR6/2 

1123 弥牛J-.諾 壺 顎部ヘラ柘き沈綺 2本，タナミ ガキ？ 。 9天白 JO)R8/2 

1124 弥生上器 壺 ヘラ惰き沈線 4本コミガキc 板ナデ？ 。 灰褐 7 5YR6/2 外由煤。

1125 弥牛t若 ;!!! ヘラ柑き沈線、 i:t線文s lfl赤褐 5YR5/6 

1126 弥生土活 甕 Dti部刻月，ヘラ情き，t鍼、剌突文 9ヽ ケメ。 ユピオサエ，ナデ。 ,i. 黄校 7 SYRB/4 

1127 弥生上器 甕 [J 哲郎~J 目 ナデ。 ナデ。 索 IOYR2/I 外面煤＜

1128 弥牛t諾 甕 ヘラ惰さ沈線 4本 ユピオサエ、ナデ。 灰白 2.5Y8/2 

1129 弥生土器 甕 [J昏下嬬部板によるj>J且 ヘラ仕 き沈線。 にぷい赤橙 IOR6/4 

1130 弥生土沿 蓋？ ミガキ。 赤褐 IOYR5/4 

1131 弥生十．岳 壺 ミガキ？。 仄白 IOYR8/2 

1132 弥牛十芦 屯 胴院クテミガキ。底習ミ ガキ。 ナデ。 K貰 25Y6/2 

1133 弥中土芦 ~~ 底紅11100ヘラ幅き、t線 2本っ ＋デ。 灰白 JOYR8/2 

1134 弥生土己 さ 馴糀ヨコミガキ e 底統ミガキ， ナデ。 にぷい~ 7 5YR7/3 

1135 弥生t活 ~ 底糀憫面ナデc ミガキ？ 。 9こぷし•貧橙 IOH7/3 

1136 弥牛十召 蓋 板ナデ。 ナデ。 にぷい黄橙 IOYR7/2 

1137 弥牛 t器 鉢 ユビオサエ、ナデ ユピオサエ、ナデ。 灰白 2.5Y8/2 

第250図 河道 1出土遺物 （弥生時代前期 1)(1/4) 
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第 3章 発掘潟査の概要
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S299 

S300 

ここ
S301 

10cm 

戸 JI 

W2 

6=...,_~Cffl 

第251図 河道 1出土遺物 （弥生時代前期 2)(1/2・1/4) 

巡らされている。 1137は盃状の土器で口緑は水平でなく、内外両面に指頭圧痕を多く残している。S

300は上面に平坦面があるが、その一方の角にのみ敵打痕を残している。上下とも剥離が進行してい

るので楔形石器に含めた。W2は椀形の木製品で両面とも平滑に仕上げられている。細片しか出土し

ていないが比較的径が大きくなるようで、皿状になる可能性もある。

河道 2 (第252-254同、図版13)

ここでは、弥生時代前期から中期前葉の遺物を包含する層位について記述する。

（久保）

溝の形状輪郭は、前段階の縄文時代晩期をほぽ踏襲 しており、 J0区では S字状に蛇行している。

また、縄文時代のものは調査範囲が狭く不明であったものの、この弥生時代前期の段階の河道の続き

がH17区で検出された。第253図の土層断面図に示すように、検出面からの深さ150cmを測り、海抜高

では6.lm付近を底とする。底面には黒色粘土層 (12層）が堆積し、水流が滞留し、枯渇化して腐植が
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構 ・遺物

進行した段階が存在したことを想像させる。また、その上位には植物遺体を多量に包含するシルト状

の堆積が認められた。弥生時代前期の段階においても河道は埋没しきっておらず、継続している。

出土遺物は小片が多く、名も前段階の縄文時代晩期および、次段陪の弥生時代中期後葉のものと比

較して少ない。図示 した出土遺物は、 1138-1157が弥生時代前期～中期前葉のものである。なお、

1158-1160は、同一層位から出土した縄文時代晩期後半の突帯文土器であり、この時期まで12層の堆

積が遡る可能性は残される。C51はスプーン形をとる土製品であるが類例がなく不明である。 （大橋）
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3. 薄灰黄色微砂

4. 灰～灰黄色粘土まじり徴砂

5. 暗灰色粘土まじり徴砂

6. 明灰色徴砂

7. 灰ー暗灰色粘土

（炭を含む）

8. 灰茶色粘質微砂 14. 灰オリープー茶灰色粘土まじり徴砂

9. 灰色微砂まじり粘土 15. 黒灰ー暗茶灰色微砂まじりシルト

10. 灰オリープ～賠灰色微砂まじり粘土 16. 汗灰色徴砂

（炭を含む） 17. 暗青灰色粘土

11. 暗～黒茶褐色シルト質粘土

（植物遺体を多く含む）

12. 黒色粘土

13. 灰一茶色微砂（炭を含む）

第252図河道2(1/500・1/100) 
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1138 灼、生土岱 ... ヘラ仕さ，t線 6本 ヨコミガキ。 11.:Ji因 IOYR7/2
1139 弥生 t・岱 ~ 顆部11/if.t突帝＾ナデ。 ナデ。 橙 5YR6/6
1140 弥生士芦 さ，？ ヘラ幅き沈線、剌突文c ナデ。 い貴 25Y7/2 
1141 弥生t岱 壺 ヘラ搭き it綽文。ミガキ ナデ。 浅黄 2 5Y7/3 
)142 弥'I-t: 註 壺 ヘラ描き沈綿 ミガキ ナデ。 橙 2.5YR6/6
1143 弥牛 t.i!i さ 段， ヘラ伝き沈線っ ミガキ。 '*貰 25Y6/I 
1144 弥生 ~-iii さ ヘラ積き沈緯 ナデ？ ， 1こぷ,.柑 7 5YR7/4 
1145 弥生 t・.若 壺？ クシ柑iき・r行線文、 Ill形文， 灰黄褐 IO¥R4/2 
1146 弥生t岱 甕 D昏部釘ll=l。胴部ヘラ債きit綽 4本。 ナデ。 橙 5YR6/6
1147 弥牛•J·.諾 甕 Dfi下灌糀刻H。ヘラ檀き沈鍼 7本。 ユビオサエ、ナデ。 1こぶい橙 7 5YR7/3 
Jl48 弥生_t_ii 甕 ヘラはき沈縛。 ナデし 橙 5YR6/6
1149 弥生j芦 峯 ヨコミガキっ ヨコミガキ。 暗II<貫 2. 5Y5/2 
llSO 弥牛t芦 葺？ ミガキ。 ナデ。 甲ナ褐 5YR5/6 
1151 弥生土召 董 ナデ。 ナデ。 仄貰褐 10YR4/2 
1152 弥生 t.岱 憂 ユビオサエ．ナデ． 一部ミガキ。 ユビオサエ、ナデ。 にぷい黄 2 5Y6/3 
1153 弥生t器 基 ミガキ。 ミガキ。 灰黄褐 IOYR5/2 
1154 弥牛土註 e [J綽部ヨコナデ。頸統ヽヽケメ 。守孔C ヨコナデ。 仄黄褐 IOYR6/2 
1155 弥生十召 a 負記ハケメ 馴品ttク;,;きFir●文、汽状文．綱突文。 U縁視ヨコナデ 褐fl<_ IOYRS/1 
1156 弥生tお ft クシ搭き ・Hr線文、液が文， 1こぷい柁 7.5YR7/3 
Jl57 弥牛土器 鉢 ミガキ。 Q<ll2 fll対^ ~"'?' r•. 黄褐 IOYR. _ 

第253図 河道 2出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 1) (1/4) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前栗の遺構 ・遺物
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第254図 河道2出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 2)(1/4・1/3) 

(10) その他の遺構・遺物

第 1低位部と第 1微高地 （第255-267図、図版14)

全調査区の南西部分にあたる。前節でも述べているように微麻地と低位部の境界は明瞭でなく、南

西角の凹地を呈する部分を低位部とし、実線でその範囲を示した。微高地上面と低位部底面の比高差

は70-80cmを測る。弥生時代前期の遺物は主に11-13層から大槌に出土しており、この 3層を弥生時

代前期包含層と考えている。調介区南壁の断面図をみると西には13層が拡がり、東には12・13層が拡

がるようであるが、当調査区は複数に分割されているうえ調介担当者や調介期間も異なるため、各区

での包含層の対応関係を明確に捉えることはできなかった。また各層ごとに掘り分けることもできな

かったので、低位部内にあたる TD6区、 H13区、 H12区南端の基盤直上の遺物のみ包含層下層出土

遺物とし、それ以外は包含層上層出土遺物として一括して扱った。前者を第256-258図に、後者を第

259-266図に固示している。また第267図は出土地点のよくわからないものを図示した。

下層出土遺物には壺、甕、蓋などがあり、 1189-1195は底部である。細片が多く、径の復元できる

個体はあまりなかった。傾きも不詳なものが多い。 1161-1170は壺で、 1161のように接合部を利用し

た段を有するものが存在する——方、 1169のように段の上下にナデを加えて削り出し突帯状にしたもの

もみうけられる。 1163-1168は肩部片で、段と沈線のみのものや木葉文、重弧文を施したものがみら

れる。 1165は平行沈線間に刺突文を充填している。 1171-1186は甕で、 1173以外はすべて如意状口縁

を有する。また段の上に刻みを施すもの、 D唇部に刻みを施すが1本部は無文のもの、平行沈線などの

文様をもつものなどがみられる。資料点数も少なく糾片であるため刻みの有無やその位置、体部文様

の有無、口縁の角度などに相関関係を認めることはできなかった。 1185は甕の体部片で粘土接合部の

段の上下をヘラによる沈線で際どりし、突帯状にした上に円形の刺突をしており、みかけ上は刻目突

帯を意識しているようにみうけられる。 1189・1192・1194は外面が比較的平滑で、体部上方への開き

も大きく壺と考えられる。それ以外は甕の底部と考えられ、指頭圧痕が顕著である。石器には石鏃、

打製石鍬、岐石などがある。 S305は一つの円礫が中央部分で割れた後、各々をまた個別の敵石とし

て利用したようである。士製品はすべて土器片を再利用した円板状のもので穿孔は認められなかった。
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第 3章 発掘調査の概要
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第255図 第 1微高地および第 1低位部 (1/600・1/80)

12. 灰荼褐色粘質士

13. 賠茶褐色粘質徴砂

14. 褐灰色粘質土

15. 明黄褐色粘質徴砂
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第4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物
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挿暑凶号 1 種 別 器槽
特 徴

色 鼻 I 傭 考
外 面 内 面

1161 弥生土召 壺 類部沈線による段 ナデ。 橙 75 Rヽ6/8 Hl2区

1162 弥生土若 壺 類部ヘラ楼き沈綽 3本。ミガキ。 ミガキ。 灰白 7 SYR8/2 TD6区

1163 弥生..t岱 壺 ヘラ襦き沈線 3本 ヨコミガキ。 ヨコミガキ。 褐灰 IOYR6/I Hl2区

1164 弥生t芦 壺 沈鍼による段。ヘラ幅き沈緯3本っ ミガキ？ 。 にぷい柑 7.5ヽ;R7/4 TD6区

1165 弥牛J:召 壺 ヘラ祐き沈緯 3本。竹管文。 ミガキ？ 。 灰白 IOYR7/J . 
1166 弥生十若 壺 ヘラ指き有輪木繋文。ミガキc ナデ。 にぷい橙 5YR7/4 HI2区

1167 弥生±芦 壺 ヘラ権き 有輪木鷺文。ミガキ。 ユピオサエ、ナデ。 にぶい橙 7.SYR7/4 TD6区

1168 弥生土器 壺 ヘラ仕き 沈織 6本。沈線文。 ナデ？。 にぷい黄校 IO'iR6/3 ,, 

1169 弥生j-一器 壺 段。 ナデ？。 灰白 2 SYB/11 ,, 

1170 弥生t器 壺 肖1Jり出し突帯。 ミガキ。 ミガキっ 褐灰 IOYR4/I ~ 

1171 弥生土器 甕 段。 ナデ？。 暗灰黄 2 SYS/2 . 
1172 弥生±溢 甕 口唇部射且口縁下位にヘラ饂き沈織と輯交文3 ナデ。 I大白 IO)R7/J Hl2区

1173 弥牛土岱 甕 口唇部刻目。ナデ。 ユビオサエ、ナデ。 にぷい橙 7 SYR6/4 ,, 

1174 弥生土呂 甕 口唇下嬬部刻R。LJ綽部ユピオサエ 1こぷl・黄包 7 5YR7/4 TD6区

1175 弥生-t-Zi 甕 U唇下嬬部刻日。ナデ。 淡赤橙 2 SYRi/4 Hl2区

1176 弥生土芦 覺 口唇下嬬部刻日。ナデ。 ユビオサエの らナデ 灰褐 5) RS/2 TD6区

1177 弥生士溢 甕 ？ ヘラ幅き沈緯 3本。 ナデ？ k白 2SYS/2 . 
1178 弥生土芦 甕 口唇下嬬琵刻B。ヘ ラ積き沈緯。 111羨柑 7 .SYR8/3 . 
1179 弥生上岱 甕 ？ ヘラ搭き沈緯。 ユピオサエ、ナデ。 i反黄橙 IOYRB/3 ，' 

1180 弥生士．芦 甕 ヘラ饂き沈練～ 1こぷい褐 7 5ヽ"RS/3 Hl2区

1181 弥牛±芦 甕 ロ唇下嬬部刻El.ヘラ幅き沈緯 2本。 灰白 IO¥R8/2 TD6区

1182 弥生士召 甕 ヘラ幅き 沈練 2本．ナデ， ナデ3 にぷい橙 7 5¥R7/3 HI2区

1183 弥生士芦 甕 口g下編記割ll,ナテによる段，ヘラ椙きよ織 ナデ。 ＇大褐 7 5¥R6/2 . 
Jl84 弥牛+.& 甕 U唇畠下暑深い舅目。ヘラはきよ鼻：本と円9肩突文C ナデ。 橙 5YR6/8 . 
1185 弥生J:il:i 甕 段とヘラはさit綽と剌突文。 ナデ。 1こぶい控 SYR6/4 ・
" ，牛 ， 甕 9 搭ぎ沈栂？本の問1:11m'11~-~ l 灰白 10ヽ R~'2 ,, 

第256図 第 1低位部およひ第 1微高地出土遺物 （包含層下層 1)(1/4) 
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第 3章 発掘調査の概要

c::: 占唸こ ＼ ＼：土乙（ ＼ 
1187 1189 1190 1191 

＼ ＼ ＼ 
1192 1193 

1188 

0 10Cffl 

1194 1195 

挿番図f_ 1 種 別 話種
抒 徴

色 置I I 偏 考外 00 内 直l

1187 弥'Et器 溢 ミガキ。 ミガキ。 略い黄 2 SYS/2 TD6区

1188 弥't:t芦 董？ 明褐灰 7 5YR7/2 Hl2区
1189 弥牛•土芦 名 ナデ。 ナデ。 k白 IOYR8/2 ,, 

II90 弥生土器 甕 底紅Ill面ユピオサエ 灰白 IOYR8/I TD6区

1191 弥生士器 甕 ナデ。 ナデ。 にぶい橙 5YR7/4 HIZ区

1192 弥生土器 壺 ミガキ。 板ナデ。 にぶい橙 7.5YR7/4 T06区

1193 弥牛土芦 壺？ ミガキ。 にぷい橙 7.5YR8/3 • 
1194 弥牛土芦 壺 胴郎ヨコミガキ。 板＋デ。 にぷい橙 7 SYR7/3 H12区
1195 弥牛土召 賽 t-デ-. ナデの 沃A JOYRR/1 . 

第257図 第 1低位部および第 1徴高地出土遺物 （包含層下層 2)(1/4) 

紡錘車の未製品になる可能性もあるがここでは円板状土製品としている。

上層出土土器には壺、 甕、 鉢、醐杯、蓋などがあり1296-1310は底部片である。 1292・1293は傾き

不詳で器種も判らない。 1293には内外両面とも口縁端部から 5mm下に浅い沈線を巡らしている。 1196

-1232は壺で、口縁部には段をもつもの、沈線を巡らすもの、無文のもの、段と沈線を併用するもの

などがみられる。 1198は外面にミガキを施す前に沈線を巡らしており、沈線間はミガキが及んでいな

いため縦方向の刷毛Hを残している。 1199はn唇部外面に沈線を施している。 1本部片には段および平

行直線文を施すもの、縦に沈線を垂下するもの、ヘ ラ描き文をもつもの、貼付突帯をもつものがある。

1230は突帯上に刻目を施している。 1211・1213は1260と共に TD4区で一ケ所に集中して出土してお

り、一括性を有する資料と考えられる。 1211のプロポーションは縦に細長く卵形に近いが1212はかな

り胴部のはった偏平なもので、縄文時代晩期の浅鉢のように小さく薄手の底部を有している。 1236-

1259・1262-1291は甕で、無文のものや口唇部に刻みを施すが頸部は無文のもの、突帯を付すもの、

ヘラ描きや刺突による文様帯をもつものがある。第264図に固示したように中期前葉に比定される遺

物も上層から出土しているが第11層上面に土城95が掘削されており、上面から切り込まれた遺構に伴

う可能性が考えられる。いずれにせよ包含層の下限を示す資料のひとつとなる。土製品には下層と同

じく土器片を転用した円板状土製品の他、 C66のように本来から紡錘車として作られたものも出土し

ている。石器には石鏃、石錐、楔形石器、スクレイパー、打製石鍬があり、 S319・320は太型蛤刃石

斧の未製品と考えられる。

下層と上層を比較すると、上層出土の壺や甕に貼付突帯をもつものがみられ、 甕の頸部の平行沈線
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・ 遺物
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第258図 第 1低位部およひ第 1微高地出土遺物 （包含層下層 3)(1/2・1/3) 
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第 3章 発掘調査の概要
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0 10cm ― 挿監t囚 I It ~IJ 器 It ＂ 
徴

色 鼻l I 偏 考外
‘• 内 面

1196 弥牛:I呂 t; 預部に段＇ IJl赤掲 5H-/8 TDS区
1197 弥牛 1お c(:f U綽部、頸糀ヘラ幅き沈線，, ョコミガキ。 ヨコミガキ。 にぶい橙 7 5YR6/4 HJ2区
1198 弥中:I芦 a ナデ ナデ， 橙 IOYR8/2 ,, 

1199 弥中:I:芦 甕 ナデ ナデ？， ,"t貧柑 IOYR8/4 .. 
1200 弥't.t-. 岱 -e; 帖 t紐接令部と沈絨1こよる段。 橙 5ヽR7/6 TD5区
1201 弥'~L器 ii 頸部ヘラ楼き沈線 I夭白 IOYR8/2 TD4区
1202 弥牛 t器 甕 Lifi部細いヘラ措き沈線， ナデ。 にぷい橙 7 SYR6/4 H12区
1203 弥'F.t・. 芦 店杯？ 3コミガキ。 ナデ？。 褐ff< IOYR5/1 TD4区
1204 弥'F.I芦 高杯？ ヘラはさ沈緯 2本？ヨコミガキ。 ヨコミガキ， にぷい橙 7 5ヽR7/3 • 
1205 弥牛 I:岱 高杯？ 頸部ヘラ幅 き沈鰍？っ ミガキ？ 明赤褐 5YR5/6 Hl2区
1206 弥'F,, 石 鉢 ？ にぷい橙 7 5YR7/4 • 
1207 弥,i,1芦 t! 顎杞沈線と段 橙 5ヽR6/6 ,, 
1208 弥牛卜岱 -6 ヘラ搭き沈織 2本。ミガキ ユピオサエ．ナデ。 にぷい橙 7.5¥R7/3 TD4区
1209 弥牛 I:岱 ii:! ミガキ。 ナデ。 I六白 IOYR8/1 ‘ 1210 弥中:~-器 ~ ヘラ搭さ沈線 2本と段，ナデ。 ヨコミガキ， 灰褐 7 .5YR5/2 
1211 弥り・t.註 壺 ヘラはき沈線 1本 ミガキ ユピオサエ、ナデ。 淡貧 2 5Y8/3 . 
1212 弥'l-ti呂 壺 ヘラ楼き沈線 2本とケズリによる段。 十デ。 にぷい橙 5YR7/4 
1213 弥'F.I器 召 へ9福き 沈綺 4本と刻 ミガキ , .. . ・黄怜 ]OYR713 •· 

第259図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （包含層上層 1)(1/4) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物
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挿配図．． 1 種 別 器 種
n 徴

色 調 I 傭 与
外 面 内 面

1214 弥生J:器 .. -細 く浅いヘラ描き沈線 4本。 ミカ‘キ＂ ナデ？ 。 にぷい柑 7 .5YR7 I Tl>J~ 

1215 弥生上召
., 削り出し突苓ワにヘラ抽き沈線 1本・， ナデ？ 。 灰白 2 5Y8/2 TD4区

1216 弥1-J-. 芦 名 細いヘラ搭きit線文 ナデ。 9こぷい橙 7 5YR6/4 Hl2区

1217 弥生土若 ,!!! ケズ，Jによる段とへう搭き沈線）本、 ユビ＊サエ、ナデ 但 5YR6/6 TOS[R 

1218 弥牛土召 屯？ 段とヘラ枯き沈絹 2本。 ミガキっ 灰白 2 5Y8/3 Hl3区

1219 弥生土苔 壺 帖土紐拷合乱の段とヘラ伍き沈緯2本。ヨコミガキ 明赤褐 5YR5/6 Hl2区

1220 弥生十．器 名 ヘラ幅き沈綺 3本。段？。 ,i. 黄侶 10ヽRB/3 TOS(K 

1221 弥牛上器 壺 帖ナー紐接合部の段とヘラ捨き沈線3本。 橙 75)R7/6 Hl2区

1222 弥生J:.諾 壺 ミガキによる段とヘラ情き沈鍼4本。 ナデ。 9こぷい褐 7 SYRS/3 •, 

1223 弥生 t召 -a? ヘラ搭き沈線文｀ ナデ 田餡 7 5YR5/6 TDS区

1224 弥牛上若 屯 編いヘラ福き沈綺．沈線文> ナデ にぷし•貴ft1 IOYR7/2 • 

1225 弥生土芦 名 ヘラ搭き沈線4本.,t綽文ン 3コミガキ。 1こぷし ・Ill 7 5YR7 t HI~ 区

1226 弥生t諾 さ ヘラ搭さ沈緯｀●輪木養文 ナテ、 橙 75 Rヽ7/6 •, 

1227 弥牛土苫 壺 ヘラ幅き it線｀董輪木蒙文•， ミガキ？ ， にぷい~ 7 5YR6 4 TD6区

1228 弥生土芦 ii ヘラ幅 き沈線文 ミガキ。 ナデ。 褐11< IOYR6/1 T04区

1229 弥生土岱 t! ヘラ幅き沈緯、沈緯文。 ナデ？ 9こぷい黄柑 IOYR7/2 Hl2区

I却 弥生 t苔 壺？ 貼tt刻目突帯。 ナデ？ 。 にぷい控 5YR7/3 TD4区

1231 弥生土芦 色？ 鮎tt突帝。 灰白 7 5ヽ.R8/2 . 
Iね2 弥生土岱 -e 貼ft突帯ナデ ナデ。 橙 75 Rヽ7/6 Hl2区

1233 弥生t芦 鑑 穿ll2カ所。 妻褐 2 SY3/l TD2区

1234 弥牛土苔 蓋 板ナデ， 1こぷし•橙 7 .5YR6/4 Hl2区

1235 弥生上話 高杯 貼ft突帯こ タテミガ T ，杯糀ミ ._,キ ー い愕只ヽR74 T[)4!l 
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第3章 発掘調介の概要
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1236 弥牛 t岱 甕 U笞 f~部刻H ナデっ ナデ。 1こぷい棺 i 5YR6、4 TD4区
1237 弥'I・t芦 甕 LI舒下石糀匂IR ナデ， ナデ， にぷい黄橙 IOYR7/2 ,, 
1238 弥'~- '諾 甕 LI昏下嬬邸印IR,LI緑部ヨコ十デ 口綽節ヨコナデ。 にぷい棺 5YR7/4 ，' 

1239 弥'tt若 甕 D哲蔀沫い糾H。 ナデ。 i反責柑 IOYRB/3 H12区
1240 弥牛-ti!i 甕 ロ唇下溢部刻H。 ナデ。 ナデ にふ9・員橙 7 5YR7/4 TDS区
1241 弥牛t器 甕 LI舒下溢部刻目。 ヨコナデ？っ ＇六白 IOYRB/2 TD6区
1242 弥,,.t. 岱 甕 D唇下嬬紅刻H。 ナデ。 ナデ， 1こぷい棺 7.SYR7/3 Hl2区
1243 弥牛• +.ii 甕 U唇下濱部射Roナデ？ 。 ナデ。 にぷい黄橙 IOYR7/4 •, 
1244 弥牛+n 甕 U唇下溢糀!;IJ!l。 ナデ， ナデ。 灰貧褐 IOYR4/2 TDS区
1245 弥~L苔 甕 LI唇統刻rl?ナデ、、 ナデぐ にぷい橙 7 5YR7/3 TD3区
1246 弥'I-.t.Zi 甕 口唇下嬬紅細い刻目 。ナデ。 ナデっ 橙 7.5YR7/6 TD5区
1247 弥rt.t. 岱 甕 口悟祝刹n。 ナデ？ ，' ナデ？ 。 1こぶい橙 7.5YR7/4 TD4区
1248 弥'I-t器

甕甕
Liff部犯IR。ナデ。 ナデ 橙 7.5YR7/6 TDS区

1249 弥牛 t器 LI唇部~rn 。 ナデ？ 。 ナデ。 にぷい橙 7 5YR6/4 TD4区
1250 弥牛:t笞 甕 口綽部ユピオサ工， ナデ， 橙 75YR7/6 
1251 弥牛十苔 甕 U呑部刻RlilL, にぷい黄橙 JOYR7/4 Hl2区
1252 弥中 t岱 甕 口唇下滋部~JR 。 段 ナデ？ 。 にぷい員棺 IOYR7/2 TD5区
1253 弥,i-l岱 鉢 ？ ヨコ ミガキ。 1こぷい棺 5YR7/4 TD4区
1254 弥'ti:芦 甕 ナデ。 ナデ。 にぶい橙 7 5YR7/4 TD3区
1255 弥牛:t-器 鉢 ？ ナデヮ 細かいヨコミガキ？。 I大貴褐 IOYR4/2 Hl2区
1256 弥'1-.t.岱 鉢 ？ ナデ『9 ミガキ？ 。 '*白 IOYR8/2 TD4区
1お7 弥'f.~-岱 鉢？ ハケメ 。 ミガキ＜ 灰白 IOYR7/l 

‘‘ 1258 弥牛,t器 甕 貼付突帯ヘナデ， ナデ 灰白 IOYR8/I ,, 

125~ 弥'F+.器 甕 ？ U唇下溢況刻H。貼tarn突帯 ナデ ' こ、 •Ill 7 5ヽRf H1ー・

第261図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （包含層上層 3)(1/4) 

- 188ー



第4節 弥生時代前期～中期前栗の遺構・遺物
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特 徴
色 讀 |情 考

番号 外 面 内 面

1260 弥生 H柑 沐？ 頚品ヘラ伍さん緯馴謁ド＊ー枚H条禎.,,,らナテ。 ナデ。 伍 7.5YR7/6 TD4区

1261 弥生土活 甕 ヘラ搭さ沈線。 灰白 IOYR8/2 ,, 

1262 弥生土諾 甕 D唇打刻目。ヘラ捨き沈線。 ナデ。 浅黄橙 7 SYH8/3 ,, 

1263 弥牛土器 壺 ロ昏下溢部剣H。段とヘラ惰き沈線 2本。 ナデ， 浅黄控 7 SYR8/4 . 
1264 弥生上器 甕 口唇下鳩部刻目。ヘラ描き沈紺 2本， ナデ。 橙 75¥R7/6 ,, 

1265 弥生土器 甕 太いヘラ措き沈線。 口緑蔀ヨコナデ。胴部9ヽケメ 灰黄 2 5Y7/2 

1266 弥牛「若 甕 I具による段とヘラ指き沈線 1本。 ナデ。 灰貰褐 IOYRS/2 H12区

1267 弥生上岱 甕 口冦部対目c 段とヘラ捻き沈緯 2本c ナデ。 9こぷい柑 7 5YR6/~ TD4区

1268 弥生t器 甕 口せ下蟷部烈目。帖t紐接合部の段， ナデ？。 灰黄紀 IOYRS/2 TDS区

1269 弥牛j・器 甕 ヘラ搭き沈綽による段？。 ナデ？。 浅責位 IOYR8/3 . 
l't:70 弥生J:.器 甕 口唇部深い刻目，ヘラ描き沈線 2本っ 口綽部ヨコナデ にぷい橙 7 5YR6/4 Hl2区

1271 弥生土諾 甕 口哲下溢梵籾l目。ヘフ描き沈線へ ナデc 灰荼褐 IOH5/2 ,, 

1272 弥牛J-.器 甕 口唇下蟷部刻目。浅いヘラ枯きit綽 2本， ナデ。 にぷい黄橙 IO)R7/3 • 

1273 弥生土話 甕 D唇部ヘラ伝 き沈線］本，刃祁ヘラ描さ沈線 ナデC 灰褐 7 5YR4/2 . 
1274 弥生土岱 ., -段とヘラ措き沈線 1本。 ミガキ 灰斎褐 IOYR6/2 TD4区

IZ15 弥牛十．苔 甕 口昏下石部刻H。ヘラ幅きit緯 2屯 ナデ。 褐11'; IOYR4/I Hl2区

¥'l:16 弥生上器 甕 ヘフ措き沈線 3本。 ナデ？＇ ,-i; 黄控 IOYR8/3 

1277 弥生上器 甕 口g下溢部釘l目。ヘフ描き、尤線 3本コ ナデ?C 楼 75YR7i6 ,, 

1278 弥生＋諾 甕 D昏部刻 ll,ヘラ抽き沈線 2本と竹管文。 ナデ。 灰白 IOYRB/1 TD・I区

1279 弥生土器 甕 口舒下鳩記刻月、ラ協き沈線2本と竹管文 灰白 WYR711 
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第 3章 発掘溝査の概要
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第 4節 弥生時代前期ー中期前薬の遺構・遺物
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1280 弥牛 t.岱 甕 太いヘラはき沈線2本。 ナデ。 にぷい演裕 IUH―/2 Hl2区

1281 弥t十若 甕 削り出し突帝？にヘラ播き沈緯 1本。 ナデ。 灰褐 7 5YR6/2 TD4区

1282 弥牛,t_若 甕 ヘラ搭き沈線。 2本単位の波状文。 にぷい黄佑 IOYR7/4 TDS区

1283・ 弥牛 t苔 甕 ヘラ椛き沈線、刺突文。 橙 7.5YR7/6 

1284 弥牛 I:器 壺？ 削り出し突帝にヘラ惰き沈線 1本と刺突文。 褐灰 5YR4/I Hll区

1285 弥生十．若 甕？ 削り出し突帝？に刺突文。 梵褐 JOYR3/l TD4区

1286 弥牛:.-t.岱 甕 ヘラはき沈線 3本と帆突文＇ ナデ。 桟資位 IOYRB/3 Hl2区

1287 弥生t諾 甕 ヘラ搭き沈綽 2本と刺吹文。 灰褐 7 .5YR6/2 HII区

1288 弥牛ナ．祐 甕 細いヘラ指きit線 2本と竹行文。 にぷい賃橙 IOYR7/4 TDS区

1289 弥牛土活 甕 ヘラ福さ沈線3本と l'l形刺突文。 ナデ。 灰白 10¥'RB/I TD3区

1290 弥生土註 壺？ ヘラ揖き沈線。 ミガキ。 灰白 2 5Y8/2 Hl3区

1291 弥生 I.器 甕 ヘラはき沈緯3本。 にぷい黄柁 IOYR7/2 TD4区

1292 弥'F.-t.芦 鉢 ナデ。 ＋デ， 灰黄 2 5¥7/2 H12区

1293 弥生土苔 鉢 ？ ナデ。 ナデ。 にぷい柑 7 5¥R7/3 T04区

1年 弥生J活 鉢 ヘラはき沈線 1本。椒ナデ？。 ヨコミガキ。 淡柑 5YR8/4 . 
1295 弥生.t.諾 鉢 ？ 工具による段？。 褐11'IOYR6/I Hll区

1296 弥生土器 甕？ ナデ。 I火貨褐 IOYR6/2 H12区

1297 弥生j-岱 甕 ナデ？。 ナデ。 にぷい控 7 5YR7/3 TD4区

1298 弥4:I: 岱 甕 ナデ。 ナデ。 灰白 7 5YR8/2 . 
1299 弥生t召 甕 ハケメ？。焼成後穿fL, ミガキ。 橙 75YR7/6 Hl2区

1300 弥牛す．芦 甕 ナデ。 ナデ。板ナデ？。 にぷい代 7 5YR7/4 • 

1301 弥牛 t祐 ... - ミガキ。 ナデ、 ミガキ？。 にぷい賃橙 IOYR7/2 H12区

1302 弥'l::-t.岱 壺 ミガキ。 ナデ。 灰白 IOYR8/2 TD3区

1303 弥牛tu 壺 ミガキ？。 ナデ。 淡黄 2.5Y8/3 Hl2区

1304 縄文上岱 壺？ 板ナデ。 板ナデ。 にぷい橙 7.5YR7/3 TD3区

1305 弥牛 t諾 咆： 胴部ナデ。底部観面ユビオサエ。 ナデ。 にぷい橙 7 5YR7/4 HI2区

1306 弥生 t召 甕？ ナデ。 駅白 2 5Y8/2 TD6区

1307 弥牛 t岱 甕 板ナデ。 板ナデ。 にぷい黄柑 IOYR7/2 Hl2区

1308 弥'It. 岱 ,.. ミガキ。底部側面ユピオサエ，底部外面顎痰 I 明赤褐 SYR6/6 HII区

1309 弥'~- I: 岱 甕 にぷい贅柑 IOYR7/4 Hl2区

1310 弥牛 I:器 屯 ヨコミガキ。 にぷい員校 ） OYR7/2 • 

1311 弥,,,.~-器 .... D唇昴ヘラ柑き沈緯1本と到H,,D絨罰へう情き沈員。 口緑部貼f寸~JR 突帝。 橙 75YR7/6 H12区

1312 弥牛 I:器 甕 D縁部貼付突帝。クシ情き沈綺。 ユビオサエナデ。 穿褐 5¥R3/I TD6区

1313 弥'II岱 甕 クシ搭さ沈線と刺突文。 ナデ？。 にぶい黄褐 10¥RS/3 • 

1314 弥牛 H召， う搭き沈綺 ，t緯文 ガ`a. ，ミガキ にぷ,.長柑 7 ,¥"R6/4 HI,.,. 

第264図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （包含層上層 6)(1/4) 
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第 3章発掘潟査の概要
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第4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構 ・遺物
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特 徴

色 • I 鏑 考
外 面 I 内 面

1315 弥牛 t器 壺 貼tt刻B突帯）。 ユピオサエ．ナデ。 I火白 10) R8/2 Hl2区

1316 弥牛t器 壺 ミガキ。段， ユビオサエのちナデ 明褐灰 IOYR7/6 . 
1317 弥牛 t器 壺 段 I:ヘラ指き沈線 2本。 ナプ？。 灰黄褐 IOYR6/2 TD2区

1318 弥’卜t器 甕 深いヘラ積きit線 1本。 ナデ` ミガキ？。 黄灰 2 5¥5/1 TD4区

1319 弥り・l:器 甕 D樟下蟻鳩刻且，ヘラ幅き沈緯2本と剌突文。 ユビオサエ、ナデ。 灰褐 7 5YR5/2 H12区

1320 弥牛 t器 甕 D唇部刻目。 ナデ？。 灰白 2 5¥8/2 TD4区

1321 弥牛 f-.諾 甕 D昏T端部刻H。＋デ。 ナデ。 灰白 2 5Y8/2 ,, 

1322 弥,, ~-岳 甕 口柑下嬬部t!El。ヘラはき沈線。 ナデ？ ， 覧褐 IOYR3/I TDI・2区

1323 弥"'I:岱 宮- 太いヘラ惰き沈練C ナデ。 ナデ。 浅黄橙 IOYRS/3 Hl2区

1324 弥'tt芦 u D械記I具1こよる~- 3コミガキa 胴郎クテミガキ ミガキ？ 。 にぷい黄橙 IOYR7/2 Hill.: 

1325 弥中 t岱 甕 貼付糾目？突帯c にぷい黄橙 10ヽR7/J HIZ区

1326 弥 tt器 壺 段と沈緯文-ナデ， ナデ。 灰白 2.5Y8/2 TOI・2区

1327 弥牛 t若 "" -段．ヘラ搭き沈鍼文、l'I形剌突文， ミガキ。 橙 75~R7/6 Hl2区

1328 弥'F.t器 甕 橙 2.5YR7/6 HII区

1329 弥'fI: 器 言 ミガキ ミガキ にぷい橙 7 SH7/3 TDI 21l 

第267図 第 1低位部および第 1微高地出土遺物 （包含層上層 9)(1/4) 

も3本以上になるなど新しい要素が加わっており、若干の時間幅を認めることができる。しかし、包

含層上面に中期前葉の段階ですでに遺構が掘削されており、低位部の埋没は急速に進行し、遅くとも

中期前葉には当地区の全面が微高地化されたと考えられる。 （久保）

第 2微高地 （第268・269図）

第 2微高地は全調在区のほぽ中央部に拡がっている微裔地である。西側は河道 1によって第 1微高

地と区切られ、北東部と東側には第 3低位部が拡がっている。また中央部には第 2低位部が南北に拡

がっている。したがって第 2微高地は西半部と東半部に区分して考えることができる。第 2微高地の
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1330 弥生土岱 壺 ヘラ捻 きit.線、 it.線 文。 ナデ？ 。 灰白 5Y8/2 AT区
1331 弥生上召 壺 ヘラ幅さ沈線、it線 文っ 仄白 IOYR8/I . 
1332 弥生j苔 壺 段、ヘラ措き沈線 2本と刻H。 褐灰 7 5YR4/l HIO区
1333 弥生 t器 壺 段｀ヘラ描き沈線 2本と戻J目。 ユビオサエ、ナデ。 褐I天 7.5YR4/l HF区
1334 弥生土諾 甕 LI栢下溢部刻目。 巽褐 IOYR3/l AT区
1335 弥生titi 甕 Dfi下嬬部刻目。ヘラ積 き沈練 I"*° ナデ？ 。 灰白 5YR8/2 IN区
1336 弥生.t芦 壺 ヘラ搭 き沈綺 2本と Pl形釦l突文。 ユビオサエ．ナデ。 灰白 IOYRS/1 AT区
1337 弥生十．諾 甕 U唇下嬬蔀/;l]r:l。ヘラ措 き沈線 2本。 D縁邸ヨコナデ？。 I夭白 IOYR8/2 ,, 
1338 弥生t計 甕 U縁部貼付突帯．ヨコナデ。 ナデ。 仄白 7 5YR8/2 . 
1339 弥牛 t~ 甕 口綽部貼け突帯。ナデ． ミガキ？。 ナデ． ミガキ？ にぶい橙 5YR7/3 . 
1340 弥生t岱 甕 口綽統貼f-tlllll'l突帝っナプ？ 。 ナデ？。 1こぷい黄橙 IOYR7/3 • 
1341 弥生土召 e ミガキ？ ナデ。 浅黄 25¥8/3 HIO区
1342 弥生 t・.お ~ 底部外面精康 I, 仄白 2 SY8/2 AT区
1343 弥生日5 蓋 ヨコミガキ。穿孔4鯛。 ヨコミガキ。 明褐灰 7.5YR7/2 ,, 
1344 弥生 t器 蓋 ユビオサエ。 If<白 IOYR8/l . 
1345 弥牛十若 蒼 ミキ ヨコミガキ< ＇＊白 2.5YE― . 

第268図 第 2微高地 （西）出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉）(1/4) 

西半部ではこれまで述べてきたように、北半部の AT区から DE区を中心とする地域に竪穴住居や建

物、土城などが数多 く検出されている。 一方南半部では KYI区に土堀群が確認されている。さてこ

うした遺構以外には柱穴および柱穴状遺構、土城状遺構などがある。今厠報告する調介区において検

出された弥生時代以前の柱穴や柱穴状遺構の埋土は大きく暗褐色系統と灰黄色系統のものの二種類が

認められた。そのうち暗褐色系統の埋土の柱穴は出土遺物などから弥生時代中期中葉から後期と判断

し、灰黄色系統の埋土の柱穴は弥生時代前期以前と考えた。しかしながら一部のものを除いて縄文時

代晩期と弥生時代前期の柱穴の区別については判断が困難であ ったため、すべて弥生時代前期～中期

前菜の全体図に掲載している。こうした判断のうえで柱穴の分布をみると、 AT・DE区と KY 1区、

FU区の固辺に多くが分布していることが伺える。個別に説明を加えなかった士城状遺構についても

同様な地区で検出されている。

出土遺物のうち土器については遺構検出中や弥生時代中期中葉以降の遺構に伴って出上した士器の
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13'拓 弥生土岱 壺 ヘラ描き沈線 3本と竹行文。 ナデ。 灰白 IOYR8/2 K2区

1347 弥生土路 "" - ヘラ情き h輪木棗文。ミガキ。 3コミガキ。 にぷい責柑 IOYR7/3 IN区

1348 弥生土岳 -0: - ヘラ搭きit線文。 ナデ。 灰白 IOYRS/2 KY3区

1349 弥生±召 甕 Lib部糾目。ヘラ信き沈線n 1こぷい責橙 IOYR7/2 HF区

1350 弥生土芦 甕 Lib下嬬喝刻目。ュビオサエ。 にぷい黄橙 IOYR7/2 JY区

1351 弥生土苔 鉢 LI綽部下位に突帝？。ヨコミガキ？。 ヨコミガキ。 灰白 2 5Y8/2 HF区

1352 弥生土器 鉢？ Uh部刻目。ミガキ？、） ヨコミガキ。 褐灰 IOYR6/1 JY区

1353 弥生土器 甕 LJfi下嬬部刻目。沈線による段。 にぷい黄柑 JOYR5/4 fU区

1354 弥生..t器 甕 U唇部i'JFl。ヘラ茄き沈線 2本。 ユビオサエのちナデ。 浅黄橙 7 .5YR8/3 K2区

1355 弥生＿十＿器 空~ 頸部沈線による段？、ミガキ。 ヨコミガキ。 灰褐 7 5YR4/2 JY区

1356 弥牛土器 甕 橙 25YR6/6 HF区

1357 弥生J:諾 鑑 ナデ？。 ナデ。 灰白 2 5Y8/2 JY区

1358 弥生ナ器 鉢 ヘラ拮き沈線文穿孔 2餡残行 ミガキ 9 I灰白 IOYRf, _ ‘’ 

第269図 第2徴高地（東）および第 2低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉）(1/4) 

一部を図示している。これらの土器は壺、甕、鉢、蓋などがあり、前期前葉から中葉のものが多い。

1330-1333・1341・1342・1346-1348は壺である。 1330・1331・1347・1348の外面には細く浅いヘラ

描き沈線による文様が描かれている。 1332・1333の傾きは不詳である。 1342の底部外面には籾痕が確

認できた。 1334-1340・1349-1350・1353・1354は甕と考えられる。 1338-1340は小片のため傾きは

明確ではないが前期の突帯文土器である。1351は内外面にヘラミガキが施されており鉢ではなかろう

か。 1334は壺の蓋、 1344・1345は甕の蓋と考えられる。なお第269図1350・1352・1355・1357・1358

は第 2低位部の弥生時代中期中葉以降の土層から出土した土器である。 （平井）

第 2低位部 （第270-275図、図版14)

全調杏区の中央に位置する。おおよそ縄文時代の低位部とした部分全域に弥生時代前期の包含層が

堆積している。 A-A'断面では16層までは弥生時代中期後半の遺物が混在していたが24層以下には

含まれず、前期の土器を主体としている。 IN区においても同様の堆積状況を示し、 B-B'断面の

8層が前期包含層と考えられる。 KY2区では第271固32層に後期の遺構が掘削され、 32層上面で中
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1359 弥生士岱 壺 ヨコ、ガキ。 ヨコミガキ。 にぷい黄柑 IOYIIB/2 JY区

1360 弥生t芦 甕 頸部に段？と到目。 柑 5YR6/8 DE区

1361 弥生土芦 壼 類部に段と 11'l緯 ?2本。 ユピオサエ．ナデ。 ＇＊白 75YR8/2 JY区

1362 弥生士．苔 壺 段を意繊Lた沈綿？。ミガキ。 ミガキ？。 にぷい霰 7 5YR7/4 • 
1363 弥生土岱 甕 ミガキによる段。 ヨコミガキ。 褐lk IOH4/1 DE区

1364 弥生士．器 壺 D縁部ヨコナデ。頸部クテミガキ。 ミガキ？。 にぷい橙 5YR7/4 JY区

1365 弥生」こ器 壺 ヘラ楼 き沈線3本。ミガキ。 ナデ？ I天白 2 SYS/I . 
1366 弥生ナ芦 壺 ヘラ福き沈線2本。 ミガキ？。 にぷい控 5YR7/4 KY2区

1367 弥生±iii 壺？ 口唇配ヘラ措き沈緯 1本．刻n。 r天白 2.SYS/1 JY区

1368 弥生土岱 壺 ミガキ。 にぷい黄111 JOYR8/2 • 
1369 弥生土諾 名 ヘラはきit線 2本と剌突文っ r天白 IOYR8/I . 
1370 弥生士岱 名 ヨコミガ主段、沈綽 ヨコミガキ。 9こぶい棺 SYR7/4 DE区

1371 弥生.:1-2$ 名 ヘラ搭き沈緯 3本。 ユピオサエ、ナデ？。 仄白 7 .SYRS/1 JY区

1372 弥牛土召 v 段を意鐵 したヘラほき沈綺と沈絹文。 仄白 2.5Y8/2 . 
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1374 弥生ナ芦 色 ヘラ幅き沈線．沈線文， 浅黄橙 IOYRB/3 IN区

1375 弥生土若 V. 細いヘラ情き沈線、沈緯文。ミガキ？。 にぶい校 7 5YR7/4 DE区

1376 弥生土召 屯 ヘラ指き沈諏．沈綺文。ミガキ。 ミガキ。 黄灰 2 SY4/l JY区
1377 弥生土苔 t! ヘラ積き沈線文っ IA白 IOYR8/2 KY2区

1378 弥牛土諾 "" -ヘラ橘き、t線による段、＂ 輪木蒙文ーミガキ？。 ヨコミガキ， 暗赤褐 2.SYRS/6 JY区
1379 弥生J:器 "" -ヘラ措き沈緯 3本、有輪人霞文， ミガキ？， I天白 2 5Y8/2 . 
1380 弥生±器 色 沈練に よ る段有鍵人繋 文 ミガキ？， にぷい橙 5YR6/4 DE区

第272図 第 2低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 1)(1/4) 
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1381 弥'lt器 甕 D唇下渚部刻fl,LI紺部ユヒすサエ。 ユビすサエ、ナデ?c ,Jc員位 7 5YR8/4 JY区

1382 弥牛 t器 甕 [J栢下嬬部刻H。ナデ。 ナデC 灰白 2.5Y8/2 . 
1383 弥'J.t器 鉢 ヘラ措き沈線 1本 ミガキ？， ミガキ？。 灰白 2.SYB/2 IN区

1384 弥牛,,-.諾 鉢 D昏糀刻 H。ヘラ指き沈線 2本 ユビオサエ｀ナデC ＇＊白 5YR8/2 DE区

1385 弥'I・t.器 鉢 口唇F嬬部刻le!,ヘラ指き沈線2本，ミガキ， ナデ。 貧l?i. 2 5Y6/! JY区

1386 弥11,t活 甕 ,i. 羨柑 7 5YR8/3 

1387 弥牛 t器 甕 LI ti下嬬部刻 H。ヘラ描き沈綿 3本 にぷい褐 7 5YR5/3 HF区

1388 弥'I-~ 器 甕 D唇下嬬部刻I'! Liff部貼付~JR 突帝細か 細かし.,ヽ ケメ ili. 黄柑 IOYRB/3 JYIR 
い9ヽケメ o i!Jfl Iよ阿時。

1389 弥牛し器 甕 Dfir・ 湯記割ll,D唇部貼付封H突帯。貸Illはfo1峙， I六白 IOYR8/1 

1390 弥'I1-芦 甕 口昏卜編部刻且 D唇訊鮎付割 H 突裔，莉 lllil-1•寺， Jfi. 白 25Y8/2 

1391 弥 牛 t芦 甕 D縁部貼t•t刻 H 突帝。 にぶい褐 7 5YR5/4 • 

1392 弥'F.I. 器 甕 D唇下編昴割且 D縁記貼付観H突帝3 ナデ。 ナデ ffi. 白 IOYR7/I DE区

1393 弥牛 t器 甕 口唇1蝙昂割且 D綽部貼付封ll突帯，ナデ。 ナデ。 I天白 10¥RB/2 JY[l 

1394 弥 中't.器 壺？ D唇昆＾ラ饂き沈繊 l 本と舅~ D緑畠ヘラ伍き沈簾 l本， ナデ。 淡橙 SYRS/4 IN区

1395 弥牛 t器 甕 D綽部貼付奥rn突帝、 橙 75YR6/6 JY区

1396 弥牛 t器 鉢 ヨコミガキ。 ヨコミガキ C 甲褐灰 7 5YR7/I KY2区

1397 弥牛 t岱 鉢 ユピすサエ．ナデ。手づくねっ ユビオサエ．ナデ。 仄褐 7 5YR6/2 IN区

1398 弥牛 t岱 鉢 ？ 穿ll2個積存。 欣白 7 5¥R8l2 JYIK 
1399 弥牛ct_芦 広杯？ 胸部ヘラ措き沈綽 2本？。 ナデ。 ,i黄棺 7 5 RヽB/3 JY区

1400 弥牛ct_呂 鉢 ”部鰐面ユビオサ工， にぷい橙 5¥R7/4 DE区

1401 弥牛 t器 蓋 ヘラ措き沈練文クイL。細カ-・-ミガキ ~= '•. 白っ吋8/2 n区

第273図 第2低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 2)(1/4) 
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第 3章 発掘調査の概要

期前半の遺物が出土しており、 Jy、 I N区に対応すると考えた。 また1401は24層と31層から出土し

た破片が接合 している。 この31層は竪穴住居 2を被覆していた包含層に対応するものである。出土 し

た土器には壺、甕、鉢、 高杯、蓋、手づくね土器などがある。1359-1380は壺で、 t'JIJり出 し突帯を持

つものがあるが段を有するものは認められなかった。1381-1395は甕で、これらにも段 を持つものは

なかった。1389-1393・1395は突帯を有していた。突帝には口椋直下に三角の突帯を貼付ける1388・

1389と口縁から少し下がった屈折部にやや高めの突帯を貼付ける1391-1393がある。 また口唇部を下

方へ拡張させ突帯状に張り出させ、みかけ上は前者に近い1388がある。弥生時代前期中葉～後菓の遺

物を包含し、 I N区包含層上面において1411・1412が出土している。包含層最上面で中期前葉の遺物

が出土するという状況は第 1低位部と同様で、同時に埋没が進行していたと 考えられる。石器には石

鏃 • 石錐．楔形石器・スクレイパー・打製石鍬• 砥石がある。$323は非常に平滑な面を有してお り、

砥石か磨製石器の破片を利用したも のであろう。 S332・333は定形的なもので石包Tの可能性も考え ら

れる。S335には研磨溝が数条認められる。そのほか円板状土製品や紡錘車も出土している。 （久保）

＼ 
1402 

｀ ＼ . 1404 

＼ 
1405 

＼ 
1406 

0 10t● 

~ 

~
 こ1408 

/
g
/
曲／

1412 

悼蜃,り,, 1 種 別 I匿 檜 特 徴
色 置 I 債 考外 面 直

1402 弥生t苔 言-.， • ミガキ？。 ナデ？。 し反黄笞 7 o¥R8t3 HI!{ 

1403 弥生t芦 壺 ミガキ？ 。 ナデ。 灰白 IOYR7/l JY区
1404 弥生-t若 壺 底郁鋼面ユピオサエ。 ナデ。 褐灰 IOYR6/l . 
1405 弥生t若 空- 灰貴褐 IOYR6/2 
1406 弥牛t召 壺 ミガキ。 ミガキ？ 。 仄黄 2 5¥7/2 々

1407 弥'E.t2i ... 底邸外由幌痕 I。 ナデ． ミガキ。 淡赤橙 2 5YR7/4 
1408 弥生 t:li 甕 ミガキ？ 。 校 2.5YR6/6 IN区
1409 弥生t召 甕 ミガキ？ 。焼成後？孔つ にぷし•赤褐 SYRS/4 ＇ヽ
1410 弥生t岱 甕 焼成後穿化 ナデ。 灰白 2.5¥'8/2 JY区
1411 弥牛」：岱 甕 tl綽郎ヨコナデ。胴糀上半9ヽケメ、剌突文、 胴邸粗'"ヽケメのちナデ。 灰白 IOHB/2 IN区

下半ミガキっ外面煤，

1412 弥生t器 甕 U綽部ヨコナデ。 口樟節ヨコナデ。 にぷい橙 7 5YR7/4 • 

第274図 第 2低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 3)(1/4) 

-200-



第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物
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第 3章 発掘調査の概要

第 3低位部 （第128・276-284図、図版1-1)

全調査区の北東部から南東部にかけて逆「く 」の字状に拡がっている低位部で、大きく南と北に区

分することができる。

南の KY3区、 H16区、 TO区ではほぼ第128図に示したような範囲に弥生時代前期から中期前葉

の包含層が拡がっていた。深さは中心部および北側に向かって徐々に深くなっており、最深部で検出

面から約30cmを測る。この地区から出土した遺物は比較的多く、第278-284図にその多くを図示して

いる。1413-1436は壺と考えられる。1413の頸部は接合部を利用した段ののちヘラミガキを施してい

る。1414-1416の頸部は段ののち沈線が施されているように観察できた。 1424・1425の頸部には細く

~"Cb/ 
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第4節 弥生時代前期～中期前菜の遺構・遺物

浅い沈線が 2および3本施されている。 1426-

1435は胴部の破片で、おもに細く浅い沈線に

よって文様が描かれている。 1436には貼付突帯

が施されているが、傾きは不詳である。 1437-

1451は甕と考えている。 1440には幅広の沈線が

施されている。 1441 - 1443には板？状の—t具に

よって段状に整形されている。 1447-1450は貼

り付け突帯文土器で、 1448・1449の刻みは同時

に施されている。 1447は縄文土器の可能性もあ

る。 1458の底部外面には籾痕が認められた。

1460は縄文士器と考えている。 1461の外面には

細く浅いヘラ描きの沈線文が施されており、盆

の可能性もある。 1462は高杯であろう。 1463・

1464の口縁部下には細く浅い沈線が 1本施され

ている。また1463には底部側面にも細く浅い沈

線が3本施されている。 1465-1467は甕の蓋で

あろう 。1468は中期前葉の壺と考えられる。

土器の他にはサヌカイト製の石鏃、石錐、楔

形石器や安山岩製の太形蛤刃石斧、土製紡錘車

などが出土している（第281・284固）。 S340は

用途は不明だが左右に扶りをもつ大形石包T状

石器である。また S341のスクリーントーン部

分は磨滅が著しい。

第3低位部の北部分は第276図に示したよう

に幅50m前後にわたって検出できた。深さは南

半部では北に向かって徐々に深くなっており、

第3微裔地（北）に近い部分では幅約13mにわ

たって一段深く谷状になっており、最深部で微

絲地検出面から約130cmを測る。

この谷状に深くなっている部分の土層断面図

が第277図で、弥生時代前期の土層はスクリー

ントーンで示しており、図の19-23層に相当す

る。この土層からは少罹の土器が出土しており、

いずれも前期前葉から中葉のものと考えられた

（第283図1487・ 1489。この第 3低位部の北部

分は西に向かってカープしており、第 2低位部

につながる可能性が高い。

なお1487・ 1489を除 く第282・283図に示した
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第 3章発掘調査の概要

1413 

~ 
1414 

~ 
1417 

＼
 

1418 

~\\ 

＼ 傷 ＼ピ 念ヽ、
1428 1431 1434 

＼令 ~~ ＼ ~1ょ---·\-へ~章・・・・.・・・.~ ’ 

1429 1432 1435 

1427 

＼且〕 い合 Iパ直10cm 

1430 1433 1436 

挿警同号I檜 沙JI芦 糟
朽 r.t 

色 凛 I 蝙 考外 由 J 

＂ 1413 弥'1:1岱 -ct ..郎段。朋椛ヘフ椛き沈線 I1 ョコミガキ。 ／＊白 75YR8/2 TO区
1414 弥'F.t・. 芦 屯 頸部段のあと沈線， U綽部細いヘラ幅き沈線， 11<.B 7 5YR8/2 ,, 
1415 弥牛 t苔 -a 頸郎段のあと沈線， ミガキ。 U綽部細く浅いヘラ幅き沈緯， にふい貰橙 IOYR7/2 • 
1416 弥牛 t器 El 頸邸ヘラ福き沈線、沈線文っミガキ。 口綽部細く浅いヘラ籍き沈舅。 r天白 5YR8/2 ‘ 1417 弥中:t. 芦 ... 細かいミガキ ユピオサエ．ナデ。 秋白 SYRS/2 KYJ区
1418 弥牛 t若 屯 f.J(. による押 L引きの段。 ミガキ。 ナデ？ヮ にぷい棺 5YR7/3 . 
1419 弥牛 t荏 壺 深いヘラ枯き沈線。 ユピオサエ．ナデ。 9こぷい柑 7 5YR7/4 ,, 
1420 弥中 1召 -ゞ JRによる段とヘラ福き j尤絢 1年 ユビオサエ．ナデ？。 1£ 貴橙 7 .5YR8/4 
1421 弥中 t-.芦 ~ ミガキ？。 ヨコミガキっ I火白 IOYR8/I TO区
1422 弥中 t器 壺 ミガキ ミガキ， 灰白 IOYRB/1 . 
1423 弥'f~苔 1f? U綽予ユピオサエ＾頸部ヘフ幅き沈線 1本。 ユピオサエ、ナデ。 橙 5YR7/6 ， 
1424 弥牛 I岱 it ヘラ描き,:t編 2本 ミガキ。 ヨコミガキ。 褐11<. 7.5YR6/I 
U25 弥牛 Iiii 壼 ヘラ描き 沈線 3本 ミガキ。 ヨコミガキ。 灰白 IOYR8/1 

’’ 1426 弥中'~笞 u 纏いヘラはき沈緯.it緯文 ナデ0 灰貰 2 5Y7/2 . 
1427 弥牛 t器 a ヘラ襦き 沈緯．沈線文，ミガキっ にぷい黄橙 IOYR7/3 • 
1428 弥牛 t岱 ,/;! ヘラ福き木隻文っ ナデっ ＇天白 IOYR8/I 
1429 弥·~- ~ 若 壺 ヘラ幅き沈線．沈線文， ミガキ 。 ユピオサエしナデ にぷい棺 5YR7/4 KY3区
1430 弥'fL岱 i:! ヘラ積き沈鍼．沈線文 ミガキ。 ナデc 褐f* SYR6/I 
1431 弥牛 t苫 ii 段．ヘラ福き沈鯨．沈線文。 欣白 10¥RB/1 
1432 弥牛 titi ~ 細いヘラ惰き沈線文。 ミガキー ナデ？。 にぷい投 5YR7/3 
1433 弥牛 t器 壺 ヘラ描き沈線 2本． ミガキ？。 橙 SYR6/6 ， 
1434 弥'I-t器 豆•a ヘフ搭 き沈線．沈緯文っ ミガキ？ 。 ナデ？， にぷい黄柑 IOYR7/2 • 
1435 弥'It溢 ... 段 ．ヘラ惰き沈練、有輪木霞文， ナデ， 灰白 JOYRB/1 TO[R 
1436 弥中「諾 -(;? 貼tti'JEl突帝 ：キ I-Ji. 贅褐 IOYRヽ― ，， 

第278図 第 3低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 1) (1/4) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前策の遺構・遺物

冒 :.,7v ~l. ロ -n .,f:":Ii/的・功如
1447 

亡 a窃;;:Z;気

r-£"';,<-ぢさr 1 rr1i449 翠
1443 

こ『四国 負
~~. ー 1細諏 ！］羹

1445 1451 

~ ＼ 
1454 1457 

¥_Jd ＼しI
1455 

a 1453 ＼ 
゜

10cm 

1456 1458 

挿番同ロ 1 種 別 1若 種
特 徴

色 調 I 憶 考
外 面 I 内 00 I 

1437 弥牛十器 甕 LI~ 下嬬部刻g。十デ。 ナデ。 ！火B 2 5¥8/2 TO区

1438 弥牛士器 甕 口せ部刻g_ユピオサエ。口縁部外OO煤。 ナデ。 1こぷい橙 7 S¥R7/3 ,, 

1439 弥生上器 甕 口唇下端部刻目。ハケメ。 ナデ？ 。 明掲仄 7 5YR7/2 

1440 弥牛十器 鉢？ U唇下端部~rn 。鱗広の沈緯による段。 ミガキ?. 明褐I火 7 5YR7/J 

1441 弥牛．土器 甕 口柑下端部割目 0 _[J-~ による段。 ユピオサエ、ナデc 褐 75YR4/3 . 
1-142 弥生.l.器 甕 ロ唇下蟷咤芽J目。 T.J;¥.による段。 ナデ｀ハケメっ 灰白 IOYR8/2 ，' 

1443 弥牛土器 甕 LI唇T端部刻目。 L具による段。 ユピオサエ・ナデ。 灰黄掲 IOYR5/2 ，' 

1444 弥生上器 甕 鋭いヘフ描き沈線 1本， ヨコミガキ， 淡橙 5¥R8/4 ，' 

1445 弥生土器 甕 口唇下嬬祁刻目。口舷部下位に刺突文 ユビオサエのちナデ にぷい橙 5ヽ'R6/~ ,, 

1446 弥1-土器 甕 口唇下端部/i'J目。 褐灰 7 5YR6 1 

1447 弥生土召・， 甕？ D縁部貼付芽J目突帝。 ナデ‘》 にぷい寅flI JOYR6/3 • 

1448 弥牛t器 甕 D唇T編訊刻凡口籍昂貼tt莉月突帝到lliJI弗時ッ ユピオサエ-, 灰白 7 5YR8/2 . 
1449 弥生土器 甕 口ffT編部討目。口綽部貼tt刻目突帝a 到H心詞時ニ ナデ?0 灰白 IOYRi I TO区

J.150 弥生土岱 甕 D唇下嬬叱刻目？。口樟部貼付胡Hり突帯 ナデ° 橙 5YR7/6 ’’ 

ヘラ搭き沈線文c

1451 弥生J:お "' ~ 細いヘラ福き沈綺。ヨコミガキ， にぷい控 5YR7/3 Kヽ・3区

1452 弥生士器 呑 底部ユビオサエ。 炊黄 2 5Y6/2 TO区

1453 弥中土岱 空~ 底部ユビオサエ、ナデs ナデ？， 橙 SYRア3 . 
1454 弥生J:器 "" ~ ミガキ？ ナデ'):::, にぷい柑 SYR7/3 KY3区

1455 弥生土苔 壺 9 明赤褐 5¥RS/0 TO区

1456 弥生t器 壺 ミガキ。 灰白 2 5Yi/1 

1457 弥生t器 甕 ミガキ、底統鋼面ユピオサ工， ユピオサエ。 浅黄橙 JOYR8/3 

1458 弥牛t器 甕 底部外面樗痕 , _,_~YR8 ,I 

第279図 第 3低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 2)(1/4) 
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第 3章発掘調査の概要
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挿[>I
槽 g,1 I諾 H 特 徴

色 講 I 傭 号魯1; 外 面 内 直i
1459 弥生J:註 a ミカーキ。 ヨコミガキ c 1:k白 25Y8/2 TO区
1460 縄文土召？ ilc鉢 ？ II<褐 5¥R6/2 . 
1461 弥牛十芦 鉢 ？ 胴部ヘラ縞き沈緯文。 ミガキ？。 灰白 IOH8/I . 
1462 弥生 t召 店杯？ にふい橙 7 5YR7/4 l(Y3区
1463 弥生 l器 鉢 胴部tt-ヘラ指き沈線 1本. H3本。ミガキ。 LI綽部ヨコナデ。 ~~'<ii ミガキ。 灰白 IOYRB/1 TO区
1464 弥生土器 鉢 D綽部下位ヘラ捨き沈線 1本。 ユビオサエ｀ナデ？。 橙 25YR6/8 “ 1465 弥生J:器 蓋 ミガキ。 ミガキ。 仄白 7 5YR8/2 . 
1466 弥生上芦 憂 ミガキ？。 ミガキ。 I長黄柑 IOYRB/3 KY3区
1467 弥生ナ芦 墓 灰白 5YR8/2 . 
1468 弥1'i:活 it ロ唇屯斜格 f文。口唇乱餅且類記鮎tt刻H突帝3 •赤Ill _ YR'l TC, 

第280図 第 3低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 3)(1/4) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物
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1469 弥生士器 屯 頸部段に~ltl- 胴部ヘラはき，t線文 、 ミガキ』 ュ＿すサエ｀ナデ。 灰白 IOYR8/2 TO区

1470 弥生土若 壺 頸部段、ヨコミガキ， ヨコミガキ， にぷい黄橙 IOH7/3 ,, 

1471 弥生.tお 壺 頸糀ヘラ描き沈線 1本， ミガキ 灰白 7 5YR8/2 ，' 

1472 弥生士芦 名 ミガキ ?c ミガキ？ 。 にぷい黄橙 IOYR7/2 EN区

1473 弥生土岱 壺 口覧部ヨコナデ?, LI類部ミガキ？ 。 灰白 2 5ヽ8/2 TO区

1474 弥生土器 壺 ミガキ？。外面煤 口給祝ヨコミカーキし 淡橙 5¥RB/1 . 
1475 弥生土苔 壺 頸綿細く浅いヘラおき沈線2本， ミガキ？。 灰白 IOYRS/2 ,, 

1476 弥生士苫 ... -類部細いヘラ情き沈線4本。 浅貰楼 IOYRS/3 ，' 

1477 弥生士昌 壺 ヘラ幅きit練、●輪木葉文。 ミガキ。 ヨコミガキ。 明褐灰 7 SYR7/2 

1478 弥生上己 壺 ヘラ福き沈緯．沈線文。 ユピオサエ、ナデそ 9こぶい黄控 IOYR7/2 • 

1479 弥生土己 屯 削り出 L突帝1こ刻目。ヘラ描きit練文。 ナデ。 浅黄橙 7 .5YR8/2 . 
1480 弥牛土芦 壺 ミガキによる段。ヘラ惰き沈線文 ミガキ。 ナデ。 仄貴 2.5H/2 Kl区

1481 弥牛土器 "" -ヘラはき北緯 2本と円形刺突文，ヘラ指き，t緯 ナデ 灰白 7 SYRB/1 TO区

文，

H82 弥生土岱 色 段｀ヘラ積き沈緯文、粗J目 ミガキ。 fl<. 白 10¥R8/2 --
1483 弥生士己 ti ヘラ幅き木藁文。 ミガキりつ 仄白 IOYR8/1 そ

148-1 弥生±苫 壺 ヘラIiiき木蒙文 4・デ 9 ヽ.. 
、-R~ ,, 

第282図 第 3低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉 5)(1/4) 
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第3章発掘共査の概要

（（ ア E翌 デ 翌をら~炉: ・石
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—¢ ーり 巴 rr ーや □門1503□ 
1498 1500 1501 

1496 

こq-~J＼ 
1504 

＼ 
1508 

空
1505 1507 1509 

0 10cm 

挿番i・,ii, I 種 別 諾 檜
~i 棗

色 調 I 偏 考外 由 内 面 ' 
HoJ 弥生 t器 甕 D哲F嬬私印IR u縁乱..Lピオサェ。 ナテっ 灰臼 7.5\k~/2 TU区
1486 弥牛 t器 甕 [Jt_iT溢叱!tJJ11 D綽部3コナデ？。 U柑部ヨコナデ？ にぷい黄怜 IOYR7/3 • 
1487 弥牛上祐 甕 LI舒下瑞部刻R。ユビオサ工、鴫 にぷい貴柑 IO¥R7/2 EN区
1488 弥生上苔 甕 Uh下嬬部刻A,口緑部下位1こ鼻り突文。 にぷい~ 1 SYR7/3 TO区
1489 弥生上お 甕 D哲下嬬部印IR, ナデ。 にぷい黄府 ） OYR7/3 ENIX 
1490 弥生十芦 甕 口梧叱 ~tl;;1:i1Jtl, D籍氾ヘラ情き,t線 1本． ヨコナデ？ 灰褐 7 SYR4/2 TO区
1491 弥生t岱 甕 LIH部刻R,ナデによる段。 ナデ。 灰白 7 5ヽ RB/I ‘ 1492 弥牛J-.註 鉢 ？ 口も下沿郎刻H 凹線状のit線 ナデ。 ＇大白 2 SY8/2 々

1493 弥生iお 甕 口む下端綿刻n,浅いヘラ楼き沈線］本。 ナデ？ 。 灰白 JOYR7/l ,, 

1494 弥生十岱 甕 D唇下嬬院刻目，ヘラ橘き沈綺。 ナデ。 灰白 5YR8/2 
1495 弥4土路 甕 口昏部tirn u射部貼付組rn突否 胴部ヘラ幅 ナデc 灰白 IOYR8/1 

き沈絹 2~ とPlJ,剰突文剣tl,!t1峙

1496 弥生上祐 甕 口綽郎貼ft吹行、2 k白 75¥RB/2 
1497 弥!Ft:岱 甕 ou>t到IJ? D綽記貼tt剌IJ?~ 帝綱突文？． にぷい橙 5YR7/4 
1498 弥牛 t器 甕 UH下濱部刻fl,LI綽部貼t-t匂rn突帝 ナデ r火白 5YR8/2 “ 1499 弥'1-:..t器 甕 口昏 F嬬部lilll'I丸 D縁部II/if寸割I'!?突帝J 黄11<. 2 5Y6/1 ‘ 1500 弥生-t呂 甕 口縁叱貼ft芽l目？突帝。 灰白 7 5YR8/2 
1501 弥生十器 甕 LI綽部貼け突帝 3コナデ？ ヨコナデ?., 仄白 IOYR8/2 
1502 弥牛 t註 甕 D恒下嬬糀討11,lJ綽叱貼ft糾n突帝c ＇大白 IOYR8/2 
1503 縄文土召•） j深鉢 U緑部貼f.t刹H突帝。 褐灰 7 .5YR6/I ‘ 1504 弥生 t器 .;. ? 胴部ミガキ。底部飼iliiユピオサエ、3 灰黄 2 5Y7/2 Kl区
1505 弥生t芦 ,.; 桐部ミガキっ ミガキ にぷい黄佐 IO¥R7/2 ,, 
1506 弥牛cJ.Zi 鉢？ 桝記ミ tfキ 駐乱胃面纏く＆いヘラ積き.t鍼l本J ナデ？ ， 仄白 2.5)8/2 TO[,( 
1507 弥生 t沿 屯 ミガキ?, 灰白 2.5¥8/1 
1508 弥牛十,~ 鉢 胴部ヘラ伍き沈線 5本。 ミガキ， ミガキ？。 灰白 7 5YR8/2 
1509 弥't.I岱贔 ミガキ？ ヨコミガゴ 白 7 iRfi 

第283図 第 3低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉6)(1/4) 
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第 4節 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

遺物は第 3低位部の範囲内の弥生時代中期中葉以降と考えられる造構および包含層から出七した遺物

である。小片の土器については傾きの明らかでないものも多い。 （平井）

第 3微高地 （第128図）

第 3低位部の東に拡がっている微品地である。今皿調介ミの対象となったのはその 一部で、北部分

(EN区）と南部分(T0区）に区分できる。

北部分では弥生時代前期から中期前葉の遺構・遺物は検出されなかった。南部分ではこれまで述べ

てきたような士堀や溝が検出されているが、これら以外には柱穴や士城状の逍構が少数確認できたの

みである。遺物は前述した遺構以外にはほとんど出土していない。

第4低位部 （第128図）

（平井）

調介範囲の南東部に拡がる低位部で、南には河道 2が東西に蛇行しながら流れている。この低位部

10cm 

0 s~, 

S341 

10an 

第284図 第3低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉7)(1/2・1/3) 
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第 3章発掘調査の概要
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灰白 IOH8i2 Hl6区

灰黄褐 IOYR6/2 
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1こぷい橙 7 5YR7/4 Hl7区

にぶい橙 7 5YR7/4 • 
1こぶ9褐 7 5YR5/3 JO区
灰黄褐 IOYR6/2 

第285図 第4低位部出土遺物 （弥生時代前期～中期前葉）{1/4) 

のほとんどは後の弥生時代後期から中 ・近世に至る までほぼ水田域として利用されており、弥生時代

前期の状況は明らかではないが、微高地ではなく低位部であったと考えられる。

弥生時代前期の遺構としては前述した溝 5以外には検出できていない。また遺構に伴わない遺物も

少星出土したにすぎない。図示した土器は第 4低位部から出土した弥生時代前期前葉から中葉の土器

で、 1510-1512がH16区、 1513・1514がH17区、 1515・1516から出土している。なお1511はHl6西陛

断面図（第451図）の22層から出土している。 （平井）
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

第 5節 弥生時代中期中鮒～後期の遺構・遺物

1 . 概要

弥生時代中期中葉～後期段階になると、それまでの第 1低位部は微高地となり、第 2・3・4低位

部については多くの部分が水田域になっている。

微高地部分にはほぼ全面に遺構がひろがっており、時期はおもに中期後葉から後期前葉のもので、

他に後期末葉のものがわずかに存在する。

検出されたおもな遺構は、竪穴住居、掘立柱建物、井戸、土城、土器棺墓、溝、水田などであるが

全体的に後世の削平が著しい。竪穴住居は中期後葉 3軒と後期前葉 2軒が確認できた。このうち中期

後葉の竪穴住居は第 2低位部（東）でのみ確認できており、各住居は50m以上の間隔があいている。一

方後期前葉の竪穴住居はAT区で 2軒確認できたのみである。このように未調査区が多くあるものの、

竪穴住居が少ないのが特徴である。一方、掘立柱建物は40棟確認できており、時期のはっきりしない

ものも多いが、ほとんどが中期後葉から後期前葉のものと考えられる。これらは切り合い関係をもつ

ものや、近接しているものもあり、同時期に存在していた棟数は少なくなるものの、先の竪穴住居と

は対照的に多いのが特徴である。また掘立柱建物には、柱の掘り方が大きく長方形プランの 1X 1間

のものと、柱の掘り方が小さく桁行が 2間以上のものがある。

井戸と考えた遺構は、中期後葉 3基、後期前葉 4基、後期末葉 l基が検出できた。中期後葉の井戸

は第 2微高地（東）でのみ確認できており、先の竪穴住居とあわせてこの地区が中期後築段階の集落の

中心地であったことをうかがわせる。

土城は46基を報告するが、これ以外にも遺物を伴わない土堀状の遺構が検出されている。

水田については調査後の土壌のプラント・オパール分析の結果に基づいていくつかの土層を水田層

と想定したため、範囲や畦畔については不明確なものもある。

溝には用・排水路と、水田造成に伴う溝状の遺構とが検出できたが、各調査区間のつながりについ

ては明確でないものが多い。

河道は中期後葉には埋没し、その後は水田化されていったものと考えられる。

遺物は、土器が井戸や河道からまとまって出土している他は多くなかった。また石器については、

当該期以外に時期の特定できないものもこの節で報告している。 （平井）

2 . 遺物・ 遺構

(1) 竪穴住居

竪穴住居5 (第289図、固版15)

第2微高地（西）のAT区南東部に所在し、竪穴住居 6との距離 6m、井戸 lとの距離12.3mをそれ

ぞれ測る。西半は当初の調杢対象外であったが、この部分についてのみ調査範囲を広げて全掘した。

平面形は主軸を東西に置く隅丸方形で、南北長297cm、東西長299cmをそれぞれ測る。検出面からの

深さは22cmで、床面の海抜高は8.42mであり、面積は6.7面となる。壁体はほぼ直立し、幅13cm、深

さ10cm前後の陛体溝が全周する。床面には貼り床はなく、ほぽ平坦である。主柱穴は 2本で、柱間は
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第 3章 具査の概要
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第286図 弥生時代中期中葉～後期遺構全体図(1}(水田を除く ）(1 /1500) 
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に〗 焼土

亡］ 炭化材（屋根材）

2m 

第289図竪穴住居5(1/60) 

第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

l 焼土 4. 暗茶褐色土 7. 褐灰色粘質微砂

2. 炭化材（屋根材） 5. 褐灰色粘質微砂 （炭、焼土粒含む）

3. 炭化材（棟木） 6. 黄色粘士 8. i炎黄色粘質土

9. i炎褐灰色粘質微砂

145cmであり、直近の壁体との距離は60cm前後であ

る。柱掘り方は長径40cmと43cmの楕円形を呈し、深

さは57cmと68cmで、いずれにも径15cm程度の柱痕跡

が確認された。中央穴は主柱穴間のやや東よりに位

寵し、径40cm前後の円形で深さ 13cmである。

この住居は焼失住居であり、炭化材及び焼土の分

布状況は第289図左上のとおりである。中央部分で

は床面から 8-15cm浮いた状態で炭化材の上に焼土

が乗っており、周辺部では炭化材の下にも焼土が認

められる。炭化材は構造材及び屋根材とも比較的遺

存状況は良好であったが、いずれも床面から 4-

15cm浮いた状態で検出され、その間および下層には

炭や焼土粒を含む賠茶褐色土が堆積している。構造

材と考えられる炭化材を示したのが右上である。中

央へ阿いた垂木は検出時の幅20-30cmを測り、壁際

での間隔20cm以上を示すが、主柱および棟木を識別

することはできなかった。 また、峡体に添う炭化材

は認められず、陛休・ 床面ともに火災による熱影響

と考えられる状況は認められなかった。

遺物は、中央穴・ 陪体溝を含む埋土中から弥生土

器が小械出土しているが、いずれも小片である。時

期は弥生時代後期前葉に比定される。 （光永）
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第 3章 ぷ査の概要

竪穴住居 6 (第290図、図版16)

AT区南東部に位置し、七壊98・99

との距離1.7mと0.8mを視ljる。

平面形は円形に近い隅丸方形で、主

軸 を東西に置き、南北長282cm、東西

長280cmをそれぞれ測る。幅10-17cm

て深さ 5cm前後の壁体溝が全周してお

り、床面積は5.9m2である。床面は南

西部が裔く、北東部へ向かってやや傾

斜しており、北東部での海抜高は

8.45mである。主柱穴は 2本であり、

柱間は 125cm、壁体との距離 は55-

65cmである。柱掘り方は長径26cmと

31cmの楕円形で、深さは65cmを測り、

西側の柱穴では底面に径 7cmの柱痕跡

が認められた。中央穴は48X40cmの楕

円形で、深さ20cmを測り、その南側に

広く 130X110cmの範囲に炭・灰の掻き

出しが認められる。

遺物は、柱穴を含む埋土から弥生士

器が小星出土しているが、いずれも小

片である。時期は、弥生時代後期前葉

に求められる。 （光永）

竪穴住居 7 (第291・ 292図、図版16)

I[:、l

870cm 

2m 

l 賠茶褐色上

（炭含む）

2. 暗灰茶褐色土

第290図 竪穴住居6(1/60) 

第 2微裔地（束）の IN区の東半において検出した。検出時にはすでに床面の一部にまで後世の削平

を被っており、住届の埋土は不定形な形で残存していたにすぎない。床面までの埋土の深さは最深部

でも約 5cmにすぎない。 したがって平面形は柱の配置からは円形と推定できるが明らかではなく、培

体溝も検出できなかった。

住居の中央部には土漿が掘られていた。この中央穴の平面形は二段掘りの状況を呈し、上段部は

147X122cm程の不整楕円形を星し、下段部には中央部に約50X40cmの柱穴状の掘り込みが認められた。

深さは最深部で床面から約45cmを測る。この土城の埋土は、住居全体の埋土と明確な違いはなかった。

またこの中央穴の西から北の縁辺には、第292図に示したように幅約20cmの土手状の高まりが認めら

れた。この高まりは断面図における 2層の存在から盛土によってつくられたものと考えられる。さら

にこの中央穴の北西部と南東部の縁辺部の土手状の商まりの存在しない床面上には焼土面が認められ

た。特に南束部の焼土面では強い比熱を被った痕跡が断面観察によって確認できた。

柱穴は合計10本確認できた。各柱穴の掘り方は基本的に約50X40cmの円形～楕円形で、深さは床面

から約50-80cmを測る。また Pl ・3・9・10では柱痕跡が確認できた。それによると柱の大きさは

直径15-20cmの円柱であったと考えられる。
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第 3章具査の概要

この竪穴住居は確認された柱穴の配骰およびp3とp7との切り合い関係から、当初 Pl-4の4

本柱たったものが、建て替えによって P5 -10の6本柱になったものと考えられる。ただし中央穴に

ついては掘り直しは認められなかった。

遺物は埋土および床面上から土器 ・石器が少は出土したのみである。第292図1519とS343は床面上

から出土している。時期はこれらの出土遺物から弥生時代中期後薬と考えられる。 （平井）

___/ 

蜘

~ 
1517 口〕

1519 

0 10cm 一

0 Im 五
1. 賠灰褐色粘質土

（焼土粒、炭粒含む）
2. i炎黄色砂質土

3. 黄灰色粘質土

~ 

S343 
0 2cm 一

” 
~l 徴

面
色躙 傭考

LI綽部ヨコナデ。

D緑部門線 4本．． 
LI ti部門線 4 本。杯部ミガキ、〗

．． —-LI縁邸ヨコ十デ。

D緑蔀ヨコナデ。

杯配ミガ ＾脚部ケズリ

1:1<. 白 Juヽl<M/1

灰白 IOYRB/1 

.d .'、'R~/1

第292図 竪穴住居7中央穴 (1/30)・出土遺物 (1/4・1/2)

竪穴住居 8 I第293図、図版16)

第 2微裔地上の南に位置する竪穴住届で、陛体溝の深さ 3cmとかろうじて検出できた。平面形は南

がやや狭い隅丸方形で、一辺3.9mを測る。 4本の主柱は差体溝から50cm前後離れており、柱間は

北• 西辺で 2m、南 ・束辺で2.lmを視lJる。柱穴の平面は径50cmの円形で、深さ80-90cm以上であるc

床面中央では楕円形のピットを検出した。長さ85cm、幅53cm、深さ21cm以上を測り、埋士中に炭が混

じる。ビットの南束35cmでは焼土面を検出している。時期は弥生時代中期後葉と思われる。 （柴田）
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第5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

¥c,_ In 1
 

B — 880cm s・ 

1. 暗茶褐色粘質微砂 S>/冗), :;,・7 

2 黄茶褐色砂質徴砂 - 汀 >
3 暗茶褐色粘質徴砂 ’ ’ 
4 暗茶褐色粘質微砂

（炭含む） ， 

5. 灰黄褐色粘質微砂

0 ~ -—- - 」2m 

第293図 竪穴住居8(1/60) 

竪穴住居9 (第294-297図、図版17)

第 2微高地（東）の KY3区において検出した。検出できたのは 6本の柱穴と中央穴および竪穴住居

の周囲をめぐっていたと考えられる溝のみであった。周辺には建物35-41を検出しているが、柱穴の

配置や中央穴の存在などから竪穴住居であると認識し、本来の住居の床面よりも深く後世に削平を

被ったものと考えた。

柱穴は中央穴を取り囲むように Pl-4がほぽ正方形に配置されている。これらの柱穴の掘り方は

径60-70cmの円形で、深さは検出面から60-70cm残存していた。

—一方これらの柱穴以外に中央穴の東西の両脇に、径約30cmの Pl-4 よりも規模が小さくて浅い柱

穴P5・6が検出できた。この P5・6については、この住屈の主柱穴になるのか、何らかの別の用
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第 3章調杏の概要

途に用いられたものなのかは判断できなかった。

竪穴住居の中央穴と考えた土城は、平面形が62X54cmの隅丸方形を星し、深さは29cmが残介してい

た。埋士は P5・6と同じ炭粒と焼土粒および黄褐色砂質土プロックを含む暗褐色粘質土が一層のみ

であった。

ところで、注目されるのはこれらの柱穴や中央穴を中心としてその周囲をめぐるように検出された

溝である。調査区外で未調査の部分があるものの、平面形は内法で約10.8X9.8mの隅丸方形状を足

する。また北側には、図のような突出部分が確認できたが、調介区外にのびており全容は不明である。

検出できた溝の幅は、突出部以外では50-95cmで、深さは 7-17cmが残存していた。底面には凹凸が

~ 

三
Pl

⑮-＂ 

ー
育

ふ”喜
_!!_ o(Q加上

P5 Pl 

震霞
--t 

0 l • 

第294図 竪穴住居9(1/80) 

-222 -



第 5節 弥生時代中期中薬～後期の遺構・遺物
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1. 暗褐灰色粘質土

im 2. 灰褐色粘質士

（黄褐色砂質土プロック含む）

3. 暗褐灰色粘質土

（黄褐色砂質土プロック、炭、

焼土粒含む）

第295図 竪穴住居9断面図 (1/60)

あり、高さは海抜8.2-8.3mの間におさまっており、ある方向に刷かって低くなる状況は認められな

かった。なお突出部分は検出が遅れたため幅はせまくなっているが、本来は他と同じくらいあったも

のと考えられる。

こうした検出状況からこの住届は本来約5.5X6.5m前後の隅丸方形を星する竪穴仕居で、周囲に 1

-2m前後の周堤が存在し、その外側に溝をめぐらせていたと想定できる

のではなかろうか。

遺物は東側の溝の埋士中から炭片とともに第296・297図に示したような

土器・石器が少量出士している。 S344は鏃である。 1520は壷、 1521-

1523は甕、 1524-1526は高杯で、1527は台付き鉢の脚部ではなかろうか。

これらの遺物から時期は、弥生時代中期後莱と考えておきたい。

（平井）

A
 
~ 
S344 

0 2c111 一第296図 竪穴住居9
出土遺物(1)(1/2) 
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第 3章共査の概要

三 /
1525 

ぃ
函口
匈0 10cm 

挿[tj
種別 I器種

杓 It! 
色 纂l 債 考番号 外 由 内 tin 

1520 弥'F.L諾 壺 Llti部ヨコナデc 類部凹線 3本。 口綽部ヨコナデ類部シポリ．ナテ。 ii, 黄橙 JUヽ R~心
1521 弥中,t,岱 甕 U昏部門綺 崩部9 ケヽメ 。 LI緑部ヨコナデ。胴部ナデ。 1こぶい黄代 IOYR7/3 
1522 弥牛 t器 甕 [.J唇蔀門線，原部9 ケヽメ 。 LI縁蔀ヨコ十デ。胴部ユビオサエ. , ヽケメ ， 褐灰 IOYR4/l 
1523 弥牛 t器 甕 口哲部凹緯。胴院9 ケヽメ 。 LI舷部ヨコナデっ胴叱ナデ。 灰黄褐 10¥'R6/2 
1524 弥'FI. 召 店杯 U緑梵門線4本，杯部ミガキ ， 杯部ミガキ。 にぷい貴橙 10YR7/2 
1525 弥牛 t笞 高杯 LI舷部凹線 4本，杯蔀ミガキ。 口綽部ヨコナデ杯部ミガキ。 灰白 IOYR8/2 
1526 弥中J・.器 店杯 脚部下灌ヘラけき糾格十文。 脚部ケズリ 。 浅黄 2 5Y8/3 
1527 弥'I-t. 諾 台f-t鉢 ヘラ描き沈綺 3本。脚嗜蔀ヨコナデ ユピオサエ rズ叫 ぷい貧l1l 10¥RP _ 

第297図 竪穴住居9出土遺物 2)(1 /4) 

(2) 建 物

建物 2 (第298図）

AT区南西部に位置し、溝10にp4を削られている。主軸を東西に置く 1X 1間の掘立柱建物で、

平面形は台形を呈し、柱間は桁行で318cmと350cm、梁間で253cmと266cmをそれぞれ測る。柱掘り方の

平面形はいずれも楕円形で、上層を側溝で削られた p2を除いて、長径41-50cm、深さ l0-13cmの規

模であり、柱痕跡は確認されなかった。遺物は出土していないが、溝10との関係から、弥生時代中期

後葉に比定される。 （光永）

建物 3 (第299-302図、図版17・18)

AT区南西限に位置して、建物 4と重複し、士城96との距離 6mを測る。

主軸を束西に置く 1X l間の掘立柱建物で、平面形は長方形を昆し、柱間は桁行で445cmと427cm、

梁間で、 325cmと318cmをそれぞれ測る。柱掘り方の平面形は円形に近い楕円形で、長径83-96cmを測

り、深さは35-42cmである。 4本とも底面から 5cmくぼ人だ状態で柱痕跡が認められ、その径は12-

17cmである。

p 1およびp2においては、柱抜き取り跡の埋t上層から弥生土器が一括出土している。 p2にお
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第 5節 弥生時代中期中莱～後期の遺構 ・遺物
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第 3章調究の概要
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1. 暗茶色上

2. 暗茶褐色土 Im 

第300図建物 3、P1 (1/30) 第301図達物3、P2 (1/30) 

0 10co, 
~ 

1528 

:1~I 槽 けIJ I器種

IS祖 i弥'I-i芦 i甕

n Iii 
外 面

Ub郎凹線 3本 頸部~ 馴船ヘラ積き、尤線文Jュピオサエ、ケズリ

直l
色調

il. 黄橙 IOYR8/3 

偏

ハケメ ． ミガキ，)

15291弥牛 I:器 I-a I LI厨 か線 頸閲ナデ

1530 弥'Ft:器 甕 Uむ蔀11'1線 5本，!14蔀fflい Iヽ ケメ

u終叱ヨコナデ。 胴蔀ユ ピオサエ．ナデ。 I褐灰 IO¥R6/I 
U綽肝ヨコ ナデ 胴苔エ ピオサエ デ 』 ~,:i -y8/, 

第302図連物 3出土遺物 (1/4)

いては土層断面において柱痕跡が明瞭ではないが、平面的出土位置は柱抜き取り跡に相当すると考え

られる。弥生土器の壺1528が pIから、壺1529、甕1530がp2からの出土である。これらにより、時

期は弥生時代後期前葉に求められる。 （光永）

建物 4 (第303図）

AT区南西隅に位置して、建物 3と厘複し、建物 7との距離 9mを測る。

主軸を東西に個 (1X 1間の掘立柱建物で、平面形は長方形を呈し、柱間は桁行で408cmと427cm、

梁間で305cmをそれぞれ測る。柱掘り方の平面形は円形に近い柘円形で、長径45cm前後、深さ 10-
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第 5節 弥生時代中期中葉ー後期の遺構・遺物
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第゚303図 建 物 4(1 /60) 

25cmである。柱痕跡は確認されなかった。

遺物は、 p4から少量の弥生土器が出土しており、時期は弥生時代後期に比定される。 （光永）

建物5 (第304図）

第 2微高地（西）の北半に位置する。 1X 

1間で、東西に若干長いがほぽ正方形に近

い平面形を呈する。柱穴は径20cm前後と小

さく、柱痕も認められなかった。深さは約

20~30cmを測る：時期は埋土および周囲の

状況より、弥生時代中期後葉～後期前葉と

考えられる。 （久保）

建物6 (第305図）

建物 5の東に位置する。規模や柱穴の形

態が類似しており、埋土も同じである。遺

物は出土していないが建物 5と大差ないと

考えられる。 （久保）

建物7 (第306図）

建物 6の北東に位置する。北側は調査区

外になり全体の規模は不明であるが、東西

面

Pl 
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215cm Pl 

◎ 一
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盤
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2m 

1. 暗灰褐色粘質微砂

2. 黒褐色粘質微砂

第304図建物5(1/60) 
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第 3章調査の概要

3間分を検出した。柱穴は径30cm強

の円形で、深さは12-20cmを測る。

柱痕は Pl-3で確認され、柱痕径

は約14cmである。埋土の状況から弥

生時代中期後葉～後期前葉に属する

と考えられる。 （久保）

建物 8 (第307図）

建物 7の南東に位置する。規模は

1 X 1間で、桁行340cm前後、梁間

260cm前後を測る。柱穴の規模は建

物 5-7と比べて大きく、径50-

?Ocmを測り、深さは40cmをこえる。

柱痕は 4本とも確認されているが上

面を褐灰色粘質微砂によって覆われ

ており、柱の抜き取りがあった可能

性が考えられる。柱痕の位置はいず

れも外側の端による特徴を有してい

る。柱穴内埋土のうち 5-9層は基

盤に似た黄色土と、黄色土のプロッ

クが混在する暗褐色土との互層をな

しており、版築状に丁寧に据えられ

た状況がうかがえる。図化しえな

かったが土器細片が少最出土してお

り、弥生時代中期後葉～後期前葉に

比定される。 （久保）

建物 9 (第308図）

建物 8の北東に位置する。調査区

内では L字形に 3本の柱しか検出で
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4. 暗褐灰色粘質微砂

（黄色土粒含む）

第306図建物7(l /60) 

きなかったが、おそらく建物 8に類似する 1X 1間の長方形の建物になると推定される。柱穴は径約

55cm、深さ30-40cm、柱痕径10_:_15cmで、埋士は建物 8と同一の状況を示している。遺物は出土して

いないが埋土の状況より、建物 8と同時期もしくは大差ない時期に存在したと考えられる。 （久保）

建物10(第309-311図、図版18)

建物 9の東に位置する。 1X 1間の長方形の建物である。柱穴の規模は、 p1は楕円形であるが他

は径40-60cmの円形を呈し、深さは50-65cmを測る。柱痕径は15-20cmである。柱痕はほぼ中央に位

置するが、埋土の状況は他と同じく版築状に互層をなす。 p1およびp3においては柱痕内から土器

が出土している。 p1は既に破片の状態となった土器片をつめこんだような状態で出土しており、人

為的に土器を埋めたと考えられる。柱痕抜き取りに際して何らかの行為が行われたと想定できる。柱

痕内から出土した土器により、弥生時代中期後葉に廃絶されたと考えられる。 （久保）
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

建物11 (第312図）

建物 5-8の南に位置する。 1X 1間の長方形の建物であるが、 p4が東へずれているためややい

びつな形となっている。柱穴は径60-70cmの円形を呈し、深さは40-50cmを測る。柱痕は全て確認さ

れているが建物 8と同じく柱穴の外側に寄っており、埋士の状況もほぼ同じ様相を呈する。柱痕径は

太いもので25cmをこえる。 P1・P 3から士器細片が少量出土しており、弥生時代中期後葉と考えら

れ、建物 8と併存していた可能性が高い。 （久保）
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4 . 灰白色粘質土 6. 灰黄色プロック

5. 灰褐色粘質微砂 7. 灰黄色砂質土

（黄色土粒含む） 8. 暗灰色砂質上

第312図建物11(1 /60) 

9 . 褐黄色粘質微砂

10. 黄褐色粘質微砂

建物12(第313図）

建物11の東に位置する。同じく 1X 1間の建物であるがかなり東西に長く、長辺と短辺の比率は 8

: 5となる。柱穴の規模は径70-80cmの不整形で、深さは45-60cmを測る。柱痕はやや太めで、径25

-30cmをこえる。埋土の状況はこれまでのDE区で検出された同様の形態を持つ建物と変わりなく、

柱痕の抜き取りがここでも行われたと推定される。埋没時期も同じく弥生時代中期後葉～後期前葉と

考えられる。 （久保）

建物13(第314図）

K8区に所在し、建物12との距離5.3mを測る。主軸を東西に置く 1X 1間の掘立柱建物で、平面
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第313図 建物12(1 /60)・出土遺物 (1/4) 

形は長方形を呈し、柱間は桁行で343cmと329cm、梁間で260cmと252cmをそれぞれ測る。柱掘り方は楕

円形で、長径50cm前後、深さ50-55cmである。 4本とも径10cm程度の柱痕跡が確認されており、 P4

では柱抜き取り跡を伴っている。弥生土器の壺1533をはじめとする出土遺物により、時期は弥生時代

後期前葉に求められる。 （光永）

建物14• 15・16 (第315-317図）

第 2微高地（西）の IN区の西半部において検出した掘立柱建物である。規模はいずれも 1X 1間で、

柱穴間の中心距離もほぼ同じである。

各建物の柱穴の形・大きさは、建物14が径17-23cmの円形で、深さ23-40cm、建物15は径15-20cm

の円形で、深さは30-35cm、建物16は径14-18cmの円形で、深さは25-40cm残存していた。このよう

に、これらの建物の柱穴は同時期の建物の中では最も小さいグループに属するといえる。柱穴の埋土
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物
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はいずれも暗褐灰色粘質土である。

各柱穴の配置をみると、いずれも正

方形というよりは台形状を呈している

という共通点がみられる。またこれら

はほぼ13mの間隔に存在しており、方

位もほぽ同じであるといえる。

これらの建物の時期については、埋

士中からの出土遺物が全くなかったた

め明確ではないが、埋土の状況から弥

生時代中期後葉から後期前葉と考えて

おきたい。 （平井）

建物17(第318図）

K 1区南半の微高地上に位置する。

南西側は調査区外にのびるため全体の

規模は不明であるが東西 2間、南北 1

間を検出した。柱穴は径20cm前後、深

さ17-25cmを測る。柱痕は確認されな
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第 3章調査の概要

かった。出土遺物はないが埋土の状況により、弥生時代中期後葉～後期前葉に属すると考えられる。

（久保）

建物18(第319図）

第 2微高地（東）の IN区東半部において検出した掘立柱建物である。規模は 1X 1間で、柱穴の配

置は長方形を呈する。柱穴の掘り方は

径40cm前後の円形を呈していたと考え

られる。柱穴の深さは検出面から約40

-60cm を測る。• また柱痕跡は p3で確

認できたのみであるが、それから考え

られる柱の太さは径約20cmである。

柱穴の埋土中からは土器片が少量出

士しており、これから時期は弥生時代

中期後葉と考えられる。 （平井）

建物19(第320図）

I N区の東半部の建物18の東におい

て検出した掘立柱建物である。規模は

1 X 1間で柱穴の配置はほぽ長方形を

呈している。柱穴の掘り方は本来径

50cm前後の円形であったと推定できる。

深さは一定ではなく、検出面から33-

67cmを測る。柱の太さについては、各

柱穴で確認できた柱痕跡から径15cm前

後の円形のものであったと考えられる。

また柱は土層断面から抜き取られたも

のと考えたい。

時期は明確ではないが、埋士などか

ら弥生時代中期後葉～後期前葉と考え

ておきたい。 （平井）

建物20(第321図）

I N区の東半部の建物18・19の南に

おいて検出した掘立柱建物である。規

模は柱穴の 1本が側溝のため未検出で

はあるが4X2間と考えられる。各柱

穴は図示したように直線的には並んで

いない。柱穴の大きさは建物18・19に

比べて小さく、径15-25cmの円形を呈

する。深さは検出面から18-37cmを測

る。柱穴の埋土は淡黄灰色粘質士ブ

, / 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

ロックを含む暗褐灰色粘質土である。

時期を特定できる遺物は出土していないが、埋土などから弥生時代中期後葉～後期前葉と考えてお

きたい。 （平井）

＇建物 21 (第322図）

I N区東半部の建物19の東において検

出した掘立柱建物である。規模は 1X 1 

間で、柱の配置はほぼ長方形である。各

柱穴の掘り方は径40-45cmの円形で、深

さは検出面から30-60cmを測る。埋士は

暗灰褐色粘質土である。

時期が特定できる遺物は出土していな

いが、埋土などから弥生時代中期後葉か

ら後期前葉と考えておきたい。 （平井）

建物22(第323図）

I N区の東半部の建物20の東において

検出した掘立柱建物である。規模は 1X 

1間で柱の配置はほぽ長方形である。柱

穴の大きさは35-70cm

前後の円形および楕円

形で、深さは検出面か

ら55-78cmを測る。平

面形は巽なるが、面積

は建物18にほほ近い。

時期が特定できる遺

物は出土していないが、

埋士などから弥生時代

中期後葉から後期前葉

であろう。 （平井）

建物23(第324図）

I N区の東半部の建

物22の東において検出

した掘立柱建物である。

規模は 2X 1間である。

この建物は当初 p1-

6の柱で構成していた

ものが、その後 p1 . 

2をP7・8にして建

て替えたものと考えて
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おきたい。・ただしこの建物の周辺には同規模の柱

穴が多数検出されており断定はできない。 p9に

ついてはこの建物とは関連しないものと考えたい。

柱穴の大きさは25-30cm前後の円形で、深さは検

出面から27-40cmを測る。柱穴の規模、大きさは

建物20と類似している。柱穴の埋士は黒褐色粘質

土である。時期が特定できる遺物は出土していな

いが、埋士などから弥生時代中期後葉～後期前葉

と考えておきたい。 （平井）

建物24·25• 26 (第325-327図）

いずれも lX l間の柱間を示す、小規模な掘立

柱建物と想定される。 4本の柱穴が、竪穴住居の

屋内に掘りこまれたものとは考えがたく、そうと

すれば、柱穴に囲まれた内側に、「火処」あるい

は、中央穴の痕跡がわずかでも残されて当然とい

えよう。建物24・25は、ほとんど同規模で、柱間

-238-
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

はおよそ140-170cmを測り、不整な方形を示

す。柱間の芯心距離が、後世の 5尺前後を測

る点は注意される。柱穴の底は、丸みを持つ

特徴があり、柱穴の大きさがそのまま柱の大

きさを示すと考えられ、きちんと端面が切断

されていない、心持ちの丸太材がほぼ垂直に

立てられていたものと推定される。

建物26は、柱間184cm-191cmを測り、先の

2棟よりもやや規模が大きい。しかもそれぞ

れの柱穴には、円形の柱痕跡がきわめて鮮明

に観察されている。掘り方の埋め士よりもは

るかに炭片・焼土細片の最が多い。 （岡田）

建物27(第328図）

第 2微高地（東）、 K5区に位置する。西側

は調査区外となるため全容は不明である？南

北：東西の柱間距離はほぽ2: 1でp1とP

2の間にもう 1本柱を想定して精壺したが検

出されなかった。柱穴は径35-40cm、深さ

30cm強を測る。埋上は黒灰色粘質土である。

柱痕は確認されなかった。出士遺物はないが

埋土から、弥生時代中期後葉～後期前葉に属

すると考えられる。 （久保）

建物28(第329図）

建物27の東に位置する。東側は調査区外に

のびると考えられ、全容は不明である。柱穴

は径25cm前後、深さ22-25crnを測る。建物27

と比較すると、柱穴の規模はあまりかわらな

いが柱間距離は桁、梁とも 2割程度短く、建

物全体としてひとまわり小さくなると考えら

れる。主軸方向も異なるが、柱穴の埋土は同

様の土で、同時期に存在していた可能性も考

えられる。 （久保）

建物29(第330図）

第一微高地の北寄りにあり、同微高地の調

査区北西端に位置する。平面形は長方形を呈

する 2X 1間の掘立柱建物である。柱痕跡を

明瞭に確認することができ、それによると柱

の太さは14-16cmである。四隅の柱を結ぶと

尋
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

中央の柱穴がいずれも20cm程外へ張り出す。規模は桁行約460cm、梁間約300cmである。主軸は N82° 

Wを示す。時期は周辺の遺構などから、弥生時代後期前葉と推定される。 （正岡）

建物30(第331図）

第 1微高地の北端ちかくに位置する。 3X 1間の掘立柱建物で、棟は北西から南東を指す。梁間が

3m等間であるのに対し、桁行はばらつきがあり、 134-169crnの中にあって平均150cmを測る。掘り

方もまた大小の差を示すが、径40-50crn大のものが多く、その中には立ち腐った柱根が暗茶褐色土に

置換されて残る。それらから柱材は、径約15-20cmの丸太材であったことがわかる。 （葛原）

正瞬
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畠

函

゜
2m 

1. 褐色シルト 2. 暗褐色シルト 3. 暗褐色粘質シルト 4. 暗黄褐色粘質シルト

第331図建物30(1 /60) 

建物31 (第332図、図版18)

この建物跡は、第 1微高地のほぽ中央に営まれたもので、 2X 1間の規模と考えられるが、北東角

の柱穴 1本が未検出である。ちょうどその辺りが調査区境となったため段差を生じ、わずか 1本の柱

穴を適確にとらえることができなかったのである。しかし、予想される位置付近で掘り方の一部と思

われる肩口をどうにか検出している。梁間は326cm、桁行は約260-約270cmで、棟の方向は建物30と

ほぼ一致し、両者が一体的なものであったか否かはともかく、無秩序な建物配置でなかったことをう

かがわせる。その間、約 8mを隔てるにすぎない。柱痕は、暗灰茶色粘質士に置き換わって、円柱径

はほぼ等しく 20cm弱を測る。上層の埋土中にはおびただしい木炭片がみられ、焼失した可能性を暗示

させる。 （葛原）
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第 3章調杏の概要
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1. 暗灰茶褐色粘質土 2. 灰茶色粘質士 3 . 黄灰色粘質土 4. 暗灰茶色粘質土 5. 黄灰色粘質土

挿図

番号
植別器種

15341弥生土器I裔杯 1杯部ミガzo
特

面

徴

内 面

杯部ミガキ。脚部ケズリ。

色調 1 備考

にぷい橙 7 .5YR6/4 

第332図 建物31 (1 /60)・出土遺物 (1/4) 

建物32(第333図、図版18)

この遺構は、第 1微高地の西縁付近、建物31の西約 4mに隣接して建てられた掘立柱建物で、平面

形は建物31と同じく 2X 1間である。その掘り方は、長辺約55一約60cm、短辺45cm前後でいずれも小

さな隅丸方形、形が似るばかりか、埋土中に拳大の黄色土塊が混じる点でも共通する。しかも掘り方

は、長辺または短辺がまっすぐ規則的に並ぶことはなく、特に東辺の中柱が外へ突出した位置を占め

るため、各柱の芯心を結ぶと、逆「く」の字に変形した形状となる。 P4とp5からは丸い柱底部が

立ち腐って木質をとどめて検出されたし、木質を失って土に置き換わったものも、掘り方底部よりさ

らに数cmないし10数cmほど低い位置で明瞭に看取できた。これらの径は、平均的にいって15cmばかり

である。棟は建物31と相違して北東から南西を指し、建物31と直交にちかい方位をとる。梁間は北辺

で254cm、南辺において318cmと広狭の差がみられ、桁行は北で220cm、南で240-242cmを測る。 （葛原）

建物33(第334図）

第 2微高地上の南、竪穴住居 8の北 8mに位置する掘立柱建物と思われる。桁4本の柱のみが検出
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構ー・遺物

されていると考えられ、北東～南西方向に建つ。検出できた桁行は606cmで、柱間はばらつきがある。

柱穴は平面円形で径30-50cmを測り、深さ14-38cmが残存している。平面円形の柱痕跡が確認できて

おり、径15-18cmを測る。埋土の状況などから、時期は弥生時代中期後葉と思われる。 （柴田）
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第3章調査の概要

建物34(第335図）

第 2微高地上の南、建物33の東に隣接する掘立柱建物である。北西側は調査区外になり、規模など

不明であるが、 3X2間になると思われる。建物33とは直交し、北西ー南東方向に建つ。検出できた

桁行は650cm、梁間355cmで、柱間はややばらつきがある。また建て替えが行われたと思われる。柱穴

は平面円形で、径40-55cmを測り、深さ25-50cmが残存している。平面円形の柱痕跡が確認できてお

り、径15-20cmを測る。埋土の状況などから、時期は弥生時代中期後葉と思われる。 （柴田）

建物35(第336図、図版19)

第 2微高地（東）のKY3区において検出した掘立柱建物である。規模は 1X 1間で柱穴の配置は正

方形にちかい。柱穴の大きさは径22-36cmの円形で、深さは検出面から13-23cmを測る。埋土は黄褐

色砂質土ブロックを含む暗褐灰色粘質土である。 p3で認められた柱痕跡から柱の太さは径約15cm前

後と推定できる。時期が特定できる遺物は出土していないが、埋土などから弥生時代中期後葉と考え

ておきたい。 （平井）

建物36(第337図、図版19)

KY3区の建物35の東において検出された 3X2間の掘立柱建物である。各柱穴の大きさは径27-

35cmの円形で、深さは検出面から12-33cmを測る。柱穴の埋土は黄褐色砂質土ブロックを含む暗褐灰

西

O況
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p 1 

苔

＼ P4 

~ 

p 8 
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P9 P6 

198 巳
254 

220 198 

胆

。
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L 暗灰褐茶色粘質微砂 2 . 暗灰褐茶色粘質微砂 3 . 茶灰褐色粘質微砂 5. 灰褐色粘質微砂
（茶黄色粘質微砂プロック多） （茶黄色粘質微砂プロック少） 4 . 茶黄色粘質微砂 6 . 茶褐黄色粘質微砂

第335図建物34(1 /60) 
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第 5節 弥生時代中期中葉ー後期の遺構・遺物

色粘質土である。面積は16.9.m2 

で、建物20とほぼ同じである。

また建物の方向ゃ柱穴の大きさ

の点でも建物20と共通性が認め

られる。時期が特定できる遺物

は出土していないが、埋土など

から弥生時代中期後葉と考えて

おきたい。 （平井）

建物37・38(第338・339図）

KY3区の建物36の東南にお

いて検出した掘立柱建物である。

いずれも一部が調査区外にかか

るため規模は不明で、北側の柱

穴が 2本検出できたのみである

が、柱穴の配置および規模から

東西に長い 1X 1間の建物で

あったと考えられる。建物37の

柱穴の掘り方は径50-63cmの円
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第 3章調査の概要

形および楕円形で深さは検出面から約40-SOcmを測る。建物38の柱穴の掘り方は径45-50cmの円形で、

深さは検出面から60-70cmを測る。また建物38のP1・2では柱痕跡が確認でき、それによると柱は

径約17cmの円柱であったと考えられる。

いずれも時期が特定できる遺物は出土していないが、埋土などから弥生時代中期後葉と考えておき

たい。 （平井）

建物39(第340図）

KY3区の竪穴住居 9の東南において検出した掘立柱建物である。規模は 1X 1間で、柱の配置は

長方形を呈する。柱穴の掘り方の大きさは径43-60cmのほぽ円形で、検出面からの深さは50cm前後に

そろっている。 P1・4の埋土中から土器片が出士している。 1535はP4からの出士で、これらの土

器から時期は弥生時代中期後葉と考えられる。 （平井）

建物40(第341・342図）

KY3区の建物39の北東において検出した 3X 1間の掘立柱建物である。各柱穴の掘り方は本来径

20-40cmの円形であったと考えられ、深さは検出面から 7-25cmが残存しており、他の lX l間の建

物に比べて小規模で、浅いのが特徴である。また p2では柱痕跡が確認でき、それによると柱は径約

15cmの円柱であったと考えられる。

P 1・3・4の埋土中からは土器がまとまって出士した。図の1536はp3から、 1537はp1から出

土している。上部が削平されているため明確ではないが、本来は 1個体分の土器を壊して柱穴に埋納

していた可能性が考えられる。時期はこれらの士器から弥生時代中期後葉と考えられる。 （平井）

建物41 (第343図）

KY3区の建物40の北において検出した掘立柱建物である。規模は 1X 1間で、柱の配置は長方形

である。各柱穴の掘り方は径36-42cmの円形で、検出面からの深さは42-60cm残存していた。

各柱穴の埋士の状況から柱材は底から約20cm前後の部分で切断され、抜き取られた可能性も想定で

きる。

p 2の埋士中から土器(1538)が出土しており、時期は弥生時代中期後葉と考えられる。 （平井）
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I 1• 褐灰色粘質上

2. 淡褐灰色粘質上

（黄褐色砂質±プロック含む）

3. 暗褐灰色粘質土

（黄掲色砂質士プロック含む）

第339図建物38(1 /60) 
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第 5節 弥化時代中期中袋～後期の遺構・遺物
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（黄褐色砂質土プロ J ク含む）

2. 黄褐色粘質土
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第 3章調査の概要
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第 5節 弥生時代中期中簗～後期の遺構・遺物

(3)井戸

井戸 1 (第344図）

AT区南中央部に位置し、竪穴仕居 5との距離12.3m、建物 9との距離10.3mをそれぞれ測る。

検出面での平面形は径100cmの円形で、深さ 132cmで海抜嵩7.37mのほぼ平坦な底面にいたる。断面

形は矩形を星する。埋土のうち、 4層上面からは弥生土器の鉢1543と円礫 5個が一括出土した他、 l 

層には基盤層の黄色土塊が多く含まれていた。 この他の出土遺物には、弥生土器の壺1539・1540、甕

1541、底杯1542等があり、時期は弥生時代後期前葉に求められる。 （光永）

井戸 2 (第345図、図版48)

第 2微高地（西）の北半に位置する素掘りの井戸である。 105X94cmの円形を呈し、深さは107cmを測

る。底面の海抜高は約7.6mである。底面北側の掘り方は階段状になっており、埋土の堆積状況と合

わせて、 3-4匝の掘り返された可能性がある。ただし、最終段階である。 1-5層の底は湧水レベ

ルに達しておらず井戸としての機能は有していなかったと考えられる。 7-9層はグライ化した均質

な粘土であり、井戸として使用された間の自然堆積層であろう 。 6層は基盤土と思われる黄色土のプ

ロックを大紐に含み、廃絶時に —気に埋められたようである。遺物は上層から台石 S345が出土した

ほか土器細片が少量出土しており 、弥生時代後期前菜に埋没したと考えられる。 （久保）

860an 

? ~t □
図
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0 10cm ― 黒灰褐色士と黄色土の混合 3. 暗青灰色粘土
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第344図 井戸 1(1 /30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章潟査の概要

井戸 3 (第346-349図、

図版19・52・53)

第 2微高地（東）の IN 

区東半部で検出した。平

面形は径92-95cmのほぼ

円形で、深さは検出面か

井戸が 7m前後であるの

と比べて裔い値を示して

いる。埋土は 6層確認で

きたが、大きくは 1-4

層と 5・6層とに区分す

ることができる。遺物は

おもに 5・6層からまと

0 50cm 一

S345 

~o叩

I. 仄黄褐色粘質土 5. 灰貨褐色粘土
2. 仄褐色帖質士 6. 灰色粘t
3. 灰褐色粘土 （芦褐色土プロック多く含む）

（炭含む） 7. 暗灰色帖土
4. 暗仄褐色粘士 8. 暗灰褐色粘土

（炭、焼土多く含む） 9. 暗灰色粘土

lj灸貨褐色土プロソクを含む）

第345図 井戸 2(1/30)・出土遺物 (1/3)

まって出土しており，個体数は図示したもの

がほぽすべてで、 甕16、鉢 4、協杯 lである。

図示した土器のうち、 1547・1551・1556・

1559・1563が 5層から、他の土器は 6層から

出土した。出土した土器の特徴の一つは1553

-1557以外は完形またはほぽ完形に復元でき

たことである。二つめは観察表に示したよう

に出土した甕のD縁部に凹線を施したものと、 一

クシ描き沈線を施したものとがあることであ

る。これらの出土土器の特徴から、時期は弥生

時代後期末葉と考えられる。 （平井）

井戸 4 (第350・351固、図版19)

第 2微商地（東）の北端、 H7区に位置する

素堀りの井戸である。屑くずれを起こしてい

るためややいびつだが、 205Xl84cmの円形を

星し、深さ 128cmを測る。底面の海抜高は約

7mと他と比べて低い。埋土は 9層に分かれ

るが 4層を境に埋土の状況は大きく変わり、

1 -4層（以下、上層と呼ぶ）が褐色系の土に

黄色土プロックを互層状に多く含むのに対し、

5・6層（以下、下層と呼ぶ）は灰色系の粘性

の高い土である。土器の多くは下層から出土

＼
 

歯

Im 

1. 褐灰色粘質土

2. 黄褐色粘質土

3. 微砂まじり灰色粘質土

4. Iこぷい掲灰色粘質上

（炭、焼上含む）

5. 賠褐灰色粘質土

（炭含む）

6. 暗黄灰色粘上

（炭含む）

第 6層平面図

第346図 井戸 3(1 /30) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

O 10cm 

考

第347図井戸3出土遺物(1)(1/4) 
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第 3章 潟査の概要

0 10cm 一

1558 

I畠贔l";t] 1 種 ~IJ I器種
t・ m 

色 調 I 債 考外 00 f' 面 I 
;so 弥牛,.芦 甕 口哲品9ンはき.tll 馴星ヽヽケメのち ミガキ，底紅 ミガキ LI綽郎ヨコナデ刷叱ケズ＇） 。 9女責柑 7 5¥kti,4 外面煤
;51 弥'l-t.ii 甕 Dti記9シはさ.t繊し嗣昂ハケメのら ミガキ。斑記 ミガキ， LI綽郎ヨコナデ。馴部ケズリ 。 没員~7 SYRB/~ 外面煤．，
;52 弥't.I器 甕 口行部門綽 胴記ヽヽケメのちミガキa 底記ナデ。 LI緑院ヨコナデ。馴部ケズリ 。 ilc責Ill 7 5YR8/4 

1553 弥牛 I'.岱 甕 LJti部門綺ワっ胴部 9ヽケメのちミガキ＾ LI峠部ヨコナデ。胴部ケズリ 。 淡柑 5YR8/4 外面煤
J迫 弥'i-1岱 甕 LI綽部ヨコナデ剛糀 9ヽケメのちミガキ， 馴部ケズ,,, 淡柑 ¥O¥R8/3 
JSSS 弥牛 I:苔 甕 utt糀クシ椙き沈線＾胴躯ハケメのちミガキ。U綽院ヨコナデ胴糀ケズ,, 淡朽 5ヽR8/4
1556 弥牛 I芦 名 LI緑部ヨコナデ 胴部．底糀 9 ケヽメ C 馴部ケズリ。 にぷい朽 7.5YR7/4 
1557 弥牛 t祐 甕 胴部、底部ミガキ r 胴部ケズリ。 柑 7.5YR7/6 
1558 弥'It-.召 甕 〇綽叱ユピオサエのちハケメ 胴部 9ヽ ケ, ~ 訊ナデ；LI籍糀ハケメ ＾胴部ケズ 'lo 沃員II! 7.SYR8/4 外面煤
1559 弥牛•I:苫 甕 LI緑杞ユビオサェ。胴部 9 ケヽメ 。 U峠部 9ヽケメ，胴部ケズリ 。 浅黄~ 7 .5YR8/~ 外由煤

.-,. 苔 甕 ．．．， .ヽ- -t-H-- +'i' 胴想 底祝ハケメ ＇」綽"''ヽケメっ胴祝ケズリ 。 ili. 藁柑 7 5YR8/6 り面煤

第348図井戸 3出土遺物(2)(1 /4) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

ロ ロ
~w 1565 

O 10cm 

挿,,,
番f

I檜別 I器種
特

外

-61 弥牛•I:器 jj D綽部ヨコナデ。胴部ナデ？ 。

i62 弥'l:t.器 鉢 D柑叱ヨコナデ。

) 63 弥'1:1:器 鉢 D縁部ヨコナデ。

) 64 弥,,,_,器台f.t鉢脚部外面ユピオサエc

) 65~,,,_ 1. 器 怠杯 ミガキc 脚部すかしR4個。

徴

00 内

胴部ユピオサエ、ナデ ？

厠部上キミガキ。

D緑部ヨコナデ。

脚部ヨコナデ

杯部ミガふ，脚部ナデ

ilii 
色 調 I 備 考

5YR7/8 

にぶい粒 5YR7/4 

橙 2.5YR7/6

Ile黄柑 7 5YR8/4 

&黄r 7 -YR8/4 

第349図 井 戸3出土遺物(3)(1/4) 

しており、木質遺物や炭化物も多かった。

この 5・6層を対象に土壌の水洗を行っ

たところヒョウタン類の種子が検出され

ている。最下層の 7層は遺物や炭を含ま

ない均質な粘士層で、自然堆積と考えら

れる。

出士逍物には壺1566-1568、甕1569・

1570、裔杯1571-1575、台付鉢と思われ

る脚部1576などがある。このうち1572は

l層出土、 1566は第 2層出土で、それ以

外は下層出土である。上層と下層では明

確な時期差は認められなかった。 壺• 甕

ともにD縁端部を上方に折り返し、外面

に凹線を施しているが、甕については下

方への垂下は顕著ではない。体部内面ケ

ズリも下半までしか施されておらず古い

様相を残している。高杯は!I緑が内傾気

味に直立し、その外面に凹線を施すもの

であるが、 1574のように口縁端部上面を

拡張するという新しい様相を示すものも

含む。以上の特徴から、弥生時代中期後

葉で、従来の前LlJII式の範鰯に埋没した

と考えられる。 （久保）

-253 -
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~ 

第350図井戸4(1/60) 

840cm 

6. 暗灰色粘士

（炭含む）

7. 灰色粘土



第 3章苫査の概要

井戸 5 (第352図）

径約 1X 1.2m 、深さ約1.3m を測るほぼ円形を呈する井戸である。井側• 井筒などの構造物をもた

雫1566 ＝ 1567 

゜
7
 

5
 

川
間
い
ぶ
罰
＼
＂

1

州

K
・i•• 

｀
 

I
山
T

ー

．
．
 

ー

＂ 

仙

．
 

‘, 

,
9
 

ー

ロニ万
1572 

ー ：〗

~ 0 IOc11 一
挿昌図号 I 槽 別 器種

特 徴
色 綱 I 嬌 考外 面 内 面

1566 弥"'t・.芦 V. LI'n部凹麻 3本,'品穿-ill鯛伐It, ヨコナデ） C 灰白 IOH8/I 
1567 弥'F.f-.召 宮- UH統凹緯 8本。 ヨコナデ， I天白 2 SYB/1 
1568 弥牛:I:器 ,?t LI緑部凹線 5本-ll'-11.。馴部飢l突匁ミガキ。 口緑邸ヽヽケメのちナデ 胴部ユ ビオサエ．ナデ， 灰白 2.5Y8/2 
1569 弥牛:I:岱 甕 口唇部1"1緯3も馴記9ヽケメのちミガキ．刺突文， [J綽部ヨコナデ。胴部下キケズリ。 r.,;. 白 IOYR8/l
1570 弥牛 I:芦 甕 Lib配凹織っ馴糀9ヽケメのち：ガキ- D械記ヨコ十デ.ti記.ttュビすサエ..,..,,。 Fキケズ,,、. 沃白 IOYR8/2 
1S71 弥牛 t芦 石杯 U綽部門緯 3本 杯統ミガキ。胸部ミガキ？ H・部ミガキ C "部ヨコケズ，1 灰黄 2 SY7/2 
1572 弥牛,I・.芦 店杯 LI縁部門綺4本杯部ミガキ， LI綽部ヨコナデ。杯叱ミガキ ， ＇大白 SYR8/l 
1573 弥牛 I岱 高杯 LI秘部凹線6本、惰杖浮文。杯糀ミガキっ LI綽部ヨコナデっ杯部ミガキ。 灰白 2.5¥8/2 
1574 弥牛 l・.召 点杯 Liff部凹緯 5-.C,LI緑賀門緯6本。 LI緑部ヨコナデ k白 25Y7/I 
1575 弥牛 I:芦 l',1,lf Ill畠ヘラ惰きえ鼠 すかし孔 Ill鑽昂ヨコナデ．沈鼻？。 ヨコケズリ。 [1(白 25Y8/2 
1576 弥牛 t.岱 台tt鉢 胃畠上ttH孔BII下すか!i¥.2311, llllli図t鼻 嗣部ケズリ r•.~ ))Rf _ 

第351図 井戸 4出土遺物 (1/4)
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第 5節 弥生時代中期中株～後期の遺構・遺物

星

840cm 

lm 

1579 

1580 

1577 

O 10cm 一1582 1581 

第352図 井戸 5(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3菜 調査の概要

I● 1-.IJ I I " 
蜃 ；•

槽 別 苔 糟
外 面

15,i 弥生J..苔 甍 胴部 ミカ・キ。底就ナ ナ。

1578 弥生t己 甕 口g部l"J織 3本。胴部9 ケヽメ，

1579 弥生t芦 甕 Liff麗l"J縛。胴部9 ケヽメ。

1580 弥生土己 甕 LI昏糀門緯。胴部9ヽケメ。刺突文，

1581~ 牛士芦 甕 口g糀門鱗 ?.

1582 弥生 t芦 応杯 LI綽昂l"I緯 4本，杯部ミガキ。

嚢

内.. — 
胴 ケズリ 。

由
色讀 I Iii 号

口籍郎 3 コナデ 胴部ユビオサエ｀ナデ？。

U綽綿ヨコナデc 胴部ユピオサエのちナデe

口縁邸 3 コナデ。胴部ユピオサエ• Iヽ ケメ。

口緑部ヨコナブ。胴部ケズ •J 。

口籍部ヨコナデ 杯部ミガキっ

灰白 IO¥"RS/1 

＇"-白 IO¥R7/1

にぷい黄橙 10¥R7/2 

褐II<. IOYR4/1 

貴灰 2.5H/l 

夭白 IO¥R8/J 

ない、素掘 りの井戸と推定される。上層では (1. 2層）、黄褐色土の塊が多 く含まれ、しかも土器の出

土が顕著てある。 2層では、と くに土器や炭の出土が目立っている。出土遺物には、均整のとれた完形

に復することができた1577のほか、 1578-1581の甕形土器の破片がもっとも多い。1582は裔杯の杯部

の一部分である。これらの遺物から、井戸の廃絶時期は、弥生時代中期後葉に比定される。 （岡田）

井戸 6 (第353-357図、図版20・48)

第 1微高地上に位骰する、 素掘 りの井戸である。弥化時代前期包含層を切 り込んで掘削 されている。

検出面からの深さは約110cmで、底面の海抜裔は約7.4mに達する。埋土は 8層に分かれ、最下層の 8

層は有機質の多い粘土で自然堆枯層 と考え られる。 5層は土器溜 りを形成しているが、 直上の 4層は

黄色士プロックを多聾に含んでおり、意図的に廃棄され、埋められた様子がうかがえる。 1・2層も

ヽ

拗 an

Im 

こ i
S346 

0 3c11 一第353図 井戸 6(1/30)・出土遺物(1)(1 /2) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物
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第 3章具査の概要
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第 5節 弥生時代中期中袋～後期の遺構・遺物

亨三二ぐ
1602 □ 三＼

1605 

1603 

•> 1609 

1604 1606 

1610 

1607 1608 0 10cm 一
挿菌l'<、I● I糟 けIJ I器 種

， 徴
色 填 I 債 与

外 直 内 面

1583 弥,,'-器 壺 on訊1"1緯3本預乱ヨコ-tr。嗣忠ハケメのちミガキ。 口緑砒ヨコナデ。節部ナデ"!M部ケズ＇｝。 棺 5YR7/6

1584 弥11,I: 器 '"' LJ縁部、預部ヨコナデ。崩部ミガキc 顆部ユビオサエ、ナデ。!M部ケズリ。 灰白 IOYRS/2 

1585 弥'I-t器
.., LI唇部凹綺 3本 頸祁ヨコナデ。胴名ミガキ。 胴部下半ケズリ 。 にぷい責柑 IOYR7/2 

1586 弥,i,_1器
"" ギ D唇部門線 3本 頸部ヨコナデ。 D頸部ヨコナデ。 橙 SYR7/8

1587 弥'1・.1岱 甕 Lill部凹線。 口綽部ヨコナデc 桐払ハケメのちナデ？。 K貧褐 IOヽR4/2

1588 弥,, ~-岱 壺 口唇部凹線 3本，頸沌ハケメ 。 LI樟祁ヨコナデ。節部シポリ．ナデ。 i父責柑 7 SYRB/3 

1589 弥,,,t諾 屯 預昴,,ケ J のちヨコナ¥。 剛昂 ~f, ケヽ,.fキミガキ、i D縁郎ヨコナデ。 馴忍 ~tユピオサェ．下キケズリ a 灰白 5¥'7/2 

1590 弥'II・. 岱 壺 口唇部門緯4本。顎部沈線3本 LI類部ヨコナデ。 にぷい柑 5YR7/4 

1591 弥'It.芦 宮-を 口唇部門線．類部i尤緯 6本，例吹文 LI綽紅ヨコ十デっ判部ユピオサエ．ナデっ 炊白 5H8/2 

1592 弥·~t·.器 壺 類乱ハケメのちit線IO本， 顆部シギ＇！．ナデ桝屯ケズリ 3 にぷい控 5YR7/4 

1593 弥,i-_t器 空- 胴部 9ヽ ケメのちミガキ ，底部ケズリ、 ケズリ ， にぷい柑 5¥R7/4 

1594 弥,,,I: 苔 甕 D昏部l"I縛3本馴部"ケJのらミガキ，側突文 D縁部ヨコナデ ＂乱 tt.1ピオサエ．下半ケズ,,, 黄橙 7 5YR8/ • 

1595 弥,, t器 甕 LI唇叱凹線 馴糀上ドクタキのちハケメ｀刺 口籍乱ヨコナデ 馴乱 ~1' ユビすサエ ． 卜 f ケズリ 棺 S)R7/6 焼成後穿1し外曲煤

吹文，下半ミガキ 、 I 
1596 弥'I I—岱甕 口唇部凹線 馴祝上・tタタキのちハケメ F D籍部ヨコ＋デ．胴乱 tf,、ケメ． 卜半ケズ,,. にぷい資朽 IOYR7 4 I外面煤＾

キタタキのちミガキ ，

1597 弥牛 I器 甕？ D唇乱門緯 胴部 ~H タ キ il) <、ケ,. f半ミサキ』 口綽祁ヨコ十デ 樹院ユピオサエ．ケズ,, にぷい怜 5ヽ'Ri/3

1598 弥'l・t:器 甕 Dfi-'tl"l線 馴郎J-.'I'ハケヽ .t'I'クタキのちミガキ D綽記ヨコナデ 馴乱 t'I'ユピオサエ. f半ケズリ 黄棺 7 5YR8/8 外面煤。

1599 弥'II: 諾 甕 D唇怒凹緯阻笠ハケメ、ミガキ D籍品ヨコナイ馴記 ~tュピオサエ， ft ヶズリ 黄橙 7 5YR7/8 外OO煤^

1600 弥り t諾 壺 Ot}部凹緯 馴部J-tハケ,, t tタタキのちミガキ，D綽部ヨコナデ，胴屯ケズリ ， 橙 7.5YR7/6 外面煤。

1601 弥牛｝岱 甕 Dfi部凹緯 3*, 胴部ハケメ D綽祝ヨコナィ。胴糀ケズ,,, 橙 5¥R6/6

I如 弥'tt芦 甕 〇昏部門線。 LI綽部ヨコナデ 9こぷい橙 7.5¥7'4 外面煤，

1603 弥'f.~-苔 甕 D恒部凹緯CD騒郎ヨコナデ 胴部ユビオサエ．ケズリ 仄白 10ヽR8/Z

I邸 弥牛 t苔 甕 口舒部凹綽3本 U綽部ヨコナデ｀ 霧部ユビオサェ．ケズ 1 い黄褐 IOYR~ / 2 

1605 弥1t. 芦 甕 口唇部門線ーロ籍乱ヨコナデ 胴品粗い 9ヽ ケメ 胴部ユビオサエ・ナデミ 9こぷ,.橙 5ヽ"R7/3

1606 弥牛 ~-2i 甕 ,o綽部ヨコナデ馴訊夕 9キ、".,.メ、ミガキ 胴部ケズリ 。 i父黄怜 7 5ヽR8/4 外面煤

1607 弥牛 t.2i 甕 嗣部.t-'l'タクキのちハケ 9 下キミ 1[キ駐部ナデ 胴部ケズリ 。 控 7SH6/6 外面煤

1608 弥牛 t若 甕 D緑配ヨコ十デ胴予ミガキ 底部十デ D綽屯ヨコナデ：胴部ケズリ 。 橙 75ヽR76 外面煤→

1609 弥牛 I2i 甕 D籍且ヨコ＋デ，厭昂H.. ~, ttミカ・キ底記＋デ ロ綽部ヨコナデ。胴部ケズ '1, 棺 7SYR, 6 

t. 賽 ~ .. ●, 々 s I -峠 s、-- .. '― ｀すサ 心 ヤ IJ

第356図 井戸6出土遺物4)(1/4) 

- 259 -



第 3章 調査の概要

~ 
1611 ー~- -~~ 

1615 

三
1612 

1613 

三 ミ氾

1616 

口1618 

1617 

¥JI 
1614 0 10cm 1619 

挿番図り 1 種 g,1 I岱 種 ，
u 徴

色 潟 I 綸 考外 面 誓

直

1611~.,~t沿 仙 If・ LibAf;I• '牧 5 -1,. u,i .. : ヨコナテ H・Uミガキ U籍部ヨコナデ H・部ミガキ．， 棺 5YR6/6
1612 弥'FI諾 //I,t,f・口h部門線64,: 口柑tヨコナデ 杯品ミガキ，U秘部ヨコナデ， 褐I夭 IOYRS/1
1613 弥牛 I器 店杯 脚部タテミガキ^すかしlL5飼。竹管文， シャリ、ヨコケズリ。 '*白 IDYR8/2
1614 弥•tJ器 ぶ杯 すかしイLI鯛残打。 脚嬬部ヨコナデ ョコケズリ。 柁 5¥R7/8
161S 弥生 I:石 七tt鉢’ D峠部ヨコナデ。1J1!部ミガキっ 灰B 7 .5YR8/2 
1616 弥生 t呂 台tt鉢’ Dti部門緯 口緑部ヨコナデ胴部凹綺 LI綽部ヨコナデ胴叱ユピすサエ← l兌黄ll1 IOYRB/3 
1617 弥生t苔 諾台 口付記1'1緯 日品ヽ•ケメ' "'tl'l緯＂塩品t蒻 I ~ [J緑予ヨコ＋デ，筒叱ヨコケズ叫 11i. 黄柑 7 5YR8/4 
lfi18 弥牛 t岱 甕 LI柑部．馴糀上半ユビオサエ、ナデ 胴部下 ユビオサエ、ナデ にぷい黄~ IOYH7/2 

I キケズ,,のちナデ。
l ~I~ 弥牛 i笞 ’ 覺 桐部ミガキ？ 底部ケズリ ケズリ？ い褐 ― ,YR6/2 

第357図 井戸 6出土遺物5)(1 /4) 

黄色土プロ ックを含む土であるがプロックを含まない 3層を間に挟んでおり、埋没後掘り返された可

能性が考えられる。出土遺物には壷1583-1593、甕1594-1610、品杯1611-1614、鉢1615・1616、器

台1617、手づくね土器1618・1619などがある。 1-4層からは1587のほか細片が少量出土しているに

すぎない。 5層からは大量に出土 しており、出土状況を第353図に図示している。1584-1586、1591

-1600、1603-1611、1613-1615、1617,1619が出土している。これらのうち1595、1596は5層と 6

層から出土した破片が接合 したものである。 6-8層からは1538、1588-1590、1601、1602、1612、

1616、1618が出士している。壺1583はほぼ完形で図示 したような線描が施してあるが、線は細く途切

れがちで意図的に描かれたかどうか定かでない。 土器のほか石器も若干出tした。弥t時代後期前葉

に埋没したと考えられる （久保）

井戸 7 (第358図）

KY2区の弥生時代後期から古項時代前期前葉の水田層を桧去した後に検出した。平面形は171X 

169cmの不整円形を見し、深さは検出面から約115cm残存していた。底面は微砂層のため明瞭ではな
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第 5節 弥t時代中期中菜～後期の遺構・遺物

ー 7
 

三令
1621 

1620 

820an 

lm 

1. 黄褐灰色粘質土

（焼土少箭含む）

2. 暗灰褐色砂質土

（炭含む）

3. i炎灰褐色砂質士

1622 
D 10cm 一4. I火色粘質土

5. 賠灰色粘土

6. rr灰色砂質土

7. 賠青灰色粘土

8. 青灰色砂まじり粘土

i;~I 種別器種 外 特 ifjj

1620 弥牛t器 壺 LIむ部門綿。LI1沼ヨコナデ。

1621 弥牛..t器 甕 LIむ部凹線。LI柑部ヨコナデ。

1622 弥牛t器 甕 胴部タテ ミガキ。底部ナデ。

徴

内 面

LI類糀ヨコナデ。

LI柑喝ヨコナデ。

割部J:-・rュしすサエ．ナデ下半鼻

色凛 I 偏考

I火資 2. 1-'2 

I穴 N4/

・-、．いI, 5YR7, 3 I 咲祁煤

第358図 井戸7(1 /30)・出土遺物 (1/4)

かったが、中央がくぽんでいる。底面の海抜贔は約6.95mである。埋士は 8層確認できたが、 1 -4 

層（上層）と 5-8層（下層）とに大きく区分できる。追物はおもに下層から甕が少蔓出土しており、

1621・1622は7層から出土した。これらの遺物から時期は、弥生時代中期後葉と考えられる。 （平井）

井戸 8 (第359-366図、図版20・49-51)

この井戸は、第 3微高地の南西隅にあたる TO調究区のほぼ中央に位似し、現水田床土直下の黄色

基盤面に検出された。ほぽ円形の平面形を呈し、径のわりには底に向かってすぼまる漏斗形の断面形

を示す。規校は、径170cm前後、深さ166cmを測る。

土層堆積は10層に細別されるが、全体的には土器溜りを屋する上位の l-3層、中位の 4-8層、

下位の 9・10層の 3層に大別される C 中位の土層は中心に向かって低く堆積する、いわゆる自然堆積

の状況を顕著に示すc 土器類はほとんど隙間のないほど積み重なった状態で出土しているが、ほぼ完

形あるいは完形近くまで復元できたものは 4-5点にしか過ぎない。さらに、どの土器も器表面がか

なり痛んでいて、器種構成から見ても日常化活 t器以外になく、使用に絶えられなくなった土器の廃

棄場にされた可能性が強いc 土器以外では、 3層から木材片、 9層からヒョウタン類の種子と樹皮等
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第3章調在の概要

Eg8 

B~Opn 

l. 賠灰黄掲色粘質土 6 暗灰黄色粘土

2. 暗灰褐色粘質土 ～賠灰黄緑色粘質土

3. 賠灰色粘土 7. 賠黄絲色粘質上

（炭少贅含む） 8. 賠灰青色粘上

4. 賠灰色粘土 9. 樹皮、種子

5. 暗灰黄褐色粘質土 10. 賠灰青緑色粘質微砂

（炭少量含む）

が出士している。

出士士器のうち、実測可能なものは極力

図示した。壺．甕ともに、 D緑端部を内傾

ぎみに斜め上下に肥原またはわずかに拡張

させ、端面に 2-4条の退化した凹線をも

つものが主流である，また、高杯• 台付

絆・器台も口縁端面については同様である。

甕の内面ヘラケズリは、 F半よりやや上部

に至る1636・1637・1639-1645などと類部

近くまで令る1650・1654・1655などの二種

が看取される。前者はいずれも口縁端面に

退化した凹線をもち、後者は端面に凹部を

もつ。この違いを時期差として捉え得るか

どうかわからないが、少なくとも前者が中

期的な特徴を残していることだけは確かで

ある。大形の把手付鉢1669もn縁部外面に

凹線風の文様を続らせるなど、中期の影響

゜
Im 

を残す。以上の形態や製作技法、さらに胎

土などから弥生時代後期前菜の時期が与え

第359図井戸8(1/30) られる。 （柳瀬）
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第 5節 弥生時代中期中菓～後期の遺構 ・遺物

1623 

，
 

1汎‘ヽ
I 

,~-、

＼
 

‘、
‘

••• ‘、
、‘‘
‘‘、、‘

1624 

1626 

1625 

O 10cm 
し — —- . — 、

1627 

挿["1

蜃サ
I 種 8•J I器 種

杓 徴

外 血 ，・1

這屋塁告戸言豆｛告元ぴ序屯:':・"
色 調 協 与

言
は
g
饂

囮

にぷt心 7.5¥Ri/3 

l!l SYRi/6 

第360図 井戸 8出土遺物(1)(1/4) 
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第 3章調査の概要

1628 

1630 

1629 

1631 

0 IOc11 

1632 

：灯Itt 別 I召情

冒
＂ 

閉

旦号;~~t?: キ：~〗~ズ）

色調 債 甚ヽ

＇六白 7 .5YR8/2 

k白 2.5Y8/2

,t黄校 7.5H8/3 

I天白 7.5H8/2 

,ヽ, 7 .5YR<-~ 

第361図 井戸8出土遺物(2)(1 /4) 
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第 5節 弥生時代中期中葉ー後期の遺構・遺物

1634 

0 10cm 一
ii~~Il~ 種 i~喜〗i¥JIIit<三キI 〗~)〗@夏w~{i~i i~ll~i~;:,, ::: 鯛残存考

第362図井戸8出土遺物(3)(1 /4) 
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第3章 潟査の概要
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1
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0 10cm 

挿図 I槽 別 I呂 槽 特 徴
色 讀 I 偏 考警 •, I 外 面

.., 
面

164゚
弥'~L石 覺 LJu枇l"I鍼ゥLJK批ヨコ ナデ。 D械郎ヨコナデ3 胴乱J-f-ユピオサエ.l"Tケズリ 橙 5YR • 、 4

1641 弥生t芦 甕 LI唇院凹線。 LI綽部ヨコナデ。 D縁部ヨコナデン 胴品上キュビオサエ.Tfヶか｝。 淡柑 S¥R8/3 
1642 弥生十．芦 甕 D栢糀門線C LJ縁統ヨコナデ。 D絨乱ヨコナデっ 馴品上キュピオサエ. ffケズ'), 浅貧控 7 5YR8/4 
1643 弥牛 t苔 甕 Ufi部門緯。胴部上キヽヽケメ fキミガキ。 口綽部ヨコナデ。胴糀ユピオサエ．ヶズ '1。 にぶい貴橙 JOヽR7/2
1644 弥'tt芦 甕 口昏統門緯， D籟昂ヨコナデ—胴乱 Fキミ 1f キ， 口縁｀ョコナデ。胴部ユピオサエ．ヶか） 。 橙 5YR7/6
1645 弥牛 t芦 甕 LI昏部凹線ーLI縁部ヨコナデ。 D綽昆ヨコナデ。 11昂.t年9ヽ ケメ、ユビ會サエ。 f-f.ヶかI, I父貴橙 7 SYRB/3 
1646 弥牛t呂 甕 Lifi部門織o LI綽部ヨコナデ，胴叱ハケメ。 D緑統ヨコナデヮ胴統ユピオサエ、ハケメ， にぶい柑 7 5YR7/4 
1647 弥生 t.~ 甕 U綽部ヨコナデ'.'. D籍部ヨコナデ。胴舵ユピオサエ？。 霰 5¥R7/6
1648 弥'I'±& 甕 LI唇部門緯。胴部ミガキ， D縁部ヨコナデ。馴部ケズ＇）。 灰白 IOYR8/I 
1649 弥ナ十．器 ， 甕 剛部上キ Iヽケメ 、刺突文。下'¥'.ミガキ゚ 胴笥半ユビオサエ 下キケズ＇、 にぷ'.苫橙 JOヽRSd

第363図 井戸 8出土遺物(4)(1/4) 
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第 5節 弥4時代中期中築～後期の遺構 ・遺物

1650 

0 10cm 一1651 

今愈
1652 

j 一— =t-で
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~\ 
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＇ 
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三[[
ー

ー

』

~ 
’番‘図号 I tt 別 1苔 槽

特 徴
色 鵡 I 偏 考

外 ilti 内 面

16切 サ、生土沿 甕 LI縁部ヨコナデ。IJMilt.ヽ ケヽメ C Li舷品ヨコナデ。胴部ケズ •J 。 ,!i黄柑 7 SH8/3 外面煤

1651 弥生土諾 甕 LI昏紐凹絹。胴部上キハケメ．下キミガキa U緑祁ヨコナデ。胴紐ケズリ。 灰白 JOヽR8/1

1652 弥生土器 甕 LI綽記ヨコナデ。 口樟杞ヨコナデ。 淡貴 2.SYB/3 

1653 弥生土召 甕 LI綽部ヨコナデa D綽親ヨコナデ。 I兌黄l!t 7_5YR8/3 

1654 弥生土召 覺 LI綽郎ヨコナデ。 口籍部ヨコナデ。馴部ケズリ。 にぷい笞 5YR7/4 

1655 弥生t呂 賽 U綽部ヨコナデ，胴部9 ケヽメ っ lJ綽邸ヨコナデ。胴部ケズ,,。 浅貴楼 IOHB/3 外面煤

1656 弥生上己 甕 U緑忽ヨコナデ， D綽祁ヨコナデ，胴部ケズ，1。 にぷい褐 7 5YR6/3 

1657 弥生上己 甕 ？ 胴部ケズリ 。 橙 5ヽ'R7/8

1658 弥生土岱 甕 胴部ミガキ。 馴部ケズリ 。 rl<褐 7SYR4/2 

1659 弥生土己 甕 胴郎 ミガキ。 胴部ケズ,,。 にぷい柑 5YR7/4 

1660 弥生土苔 甕 胴部 ミガキ，底部十デ。 胴訊ケズリ 。 にぷい黄橙 IOYR"り

第364図井戸 8出土遺物(5)(1 /4) 
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第 3章調査の概要

1661 

I ,・ 

1665 

二 0 10cm 
~ 

挿番l~<l--1 種 け1J 器檜
特 閉

色 Ill I 漏 考'lj. 直 内 直

1661 弥牛 t芦 甕 胴祝9 ケヽメ。 馴院ケズリ。 にぷい橙 7 SY応 /3 焼成後ザ孔，

1662 弥牛t芦 甕 胴郎ミガキ。 馴糀ケズリ。 ＇*白 IOYRB/2
1663 弥牛 ~-ZS 台tt許 ロHl"I●, II畠ミ tfキ、沈● ""'tiキ tかL孔6。 口絨島ヨコナデc 嗣記下字 9ヽケ 9 舅記ケか,? , ,/i 白 IOY~8/2
16&1 弥牛 I2i 台tt鉢 口tif;l:l"I織 帆記ミ 1fキ..t縄胄紀十デ．すかし孔、'〇械記ヨコナテ。嗣記ハケメ ＂記ナデ．ヶズリ I貸費橙 7、5YR8/6 すかLfl3a1カ,lj,

1665 弥牛 I:芦 石杯 Uti院門綜。 U縁糀ヨコナデ。杯部ミガキ。 u綽綿ヨコナプ。杯糀ミガキ。 淡赤橙 2 5YR7/4 
1666 弥牛 H呂 高杯 Dti昂門緯』杯部ミガキ，＂“ナデ；＂嬉餌門緯 仔郷ミガキ。卿邸ケズリ。 '*白 IOYR8/Z
1667 弥牛 t苔 忘杯 ＂節ナデ。すか Lll。 ”統ケズ ')0 にぷい橙 SYR7/4 円板允填
1668 弥牛 I:苔 器台 Utt配凹諏。筒部9ヽケメ、沈緯。胄部門線。 U綽糀 9ヽ ケメ，簡邸ナデ， 孵糀ケズリ， 淡賀 2 5Y8/3 

第365図井戸 8出土遺物6)(1 /4) 

-268-



第5節 弥生時代中期中薬～後期の遺構・遺物

0 10cm 一：？！槽けIJ I器種! 外 n 面

lt,69, I加II・. 器， j.l. 'u悟祁凹線＂朋部 9ヽケメのちミカキ 把手

徴

内 面

LJ柑部 9 ケヽメ 胴，,.,ハケメのちミガキ

色調

I六白 7.SYR8/~ 

傭考

第366図 井 戸 8出土遺物(7)(1 /4) 

(4)土攘

土攘96(第367図）

H 2区中央部に所在し、建物 3との距離

6mを測る。東隅を調在対象外とするが、

平面形は隅丸長方形と考えられ、長軸長

271cm、短軸長160cmを測る。深さ17cmの断

面形は皿形で、海抜嵩8.51mの底面はほぽ

平担である。少祉の出土遺物から、弥生時

代中期ー後期に位置付けられる。 （光永）

土凛97(第368図）

AT区南東部東端に位置し、溝 8との距

離3.3mを測る。南端部を欠くが、平面形

は楕円形に復元され、現存長径106cm、短

径65cmを測る。断面形は逆台形で、海抜高

7.55mの底面はほぽ平坦である。少星の出

土遺物から、時期は弥生時代後期の枠でと

らえられる。 （光永）

土壕98澤 369図）

AT区南東部に位置し、竪穴住届 6との

距離1.7mを測る。平面形は158X87cmの隅

ー

lm 

1. 褐灰色粘質徴砂

（焼土含む）

2. 灰黄褐色粘質徴砂

堕 （炭、黄褐色土プ

ロック含む）

3. 褐灰色粘質微砂

4. 灰黄褐色粘質徴砂

（焼士、黄褐色土

プロック含む）

第367図土填96(1/30) 
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第 3章調査の概要

丸長方形で、海抜高8.25mの底面は中央部がゆる＜＜ぽ人でいる。少量の出土遺物により、時期は弥

生時代後期の枠てとらえられる。 （光永）

＼
 

昼

堅

L.........Jan 0 50mヽ一第368図土填97(1/30) 

土凛99(第370・371屈、図版20)

AT区南東部に位置し、土城98との距離1.8m、竪穴住居 6との距離0.9mをそれぞれ測る。西端部

を溝97に削られているものの、平面形は隅丸長方形に復元され、現存長軸長150cm、短軸長84cmを測

る。断面形は凸レンズ状で、底面の海抜高は8.48mである。埋土からは、壺1670、高杯1671、器台

1672をはじめとする弥生土器が一括出土しており、時期は弥生時代後期前葉に比定される。 （光永）

土蠣100(第372図）

第 2微裔地 （西）に位置する。 143X5lcmの長方形に近い平面形を呈し、深さはllcmを測る。埋土に

第369図土填98(1/30) 

は大量の炭 ・焼土を含んでいた。第 4層は基盤が被熱の影雰を受けた

部分と考えられ、この場で火を焚いていたようである。遺物は西側中

央にまとまって出土しているが細片ばかりで、図化しえたのは．壺

1673・ 甕1674だけであった。時期は、弥生時代後期前葉に属すると考

えられる。 （久保）

土濃101(第373図）

土堀100の束に位置する。東を溝11に切られ、南は調在区外に伸び

るため全容は不明であるが、、残存部で420X250crn、深さ35cmを測る。

西側がほぽ直角に近い角度を持つため、住居跡の可能性も考えたが、

壁体溝や主柱穴らしきものは検出されなかった。時期の特定ができる

ほどの遺物は出土していないが、埋土の状況や切り合いから、弥4時

代中期～後期前葉に属するであろう 。 （久保）

土填102(第374図）

土堀101の北、 DE区の北束隅に位置する。81X59anの楕円形を足
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第 5節 弥生時代中期中薬～後期の遺構・遺物

0 10cm 

ー
~1i:1: け~I 器i~種 i 日:tf,:f~i;で;[-:; ぷ文I そ~f~;:オ虹ナ'・:沿ケズ）。i:ふ;~,::,·;' 

備考

第371図土蠣99出土遺物 (1/4)

し、深さは29cmを測る。出士遺物がないため時期の特定はできないが、埋土の状況により弥生時代中

期～後期の範疇におさまると考えられる。 （久保）

ヽ 3 ＇ 

土蠣103(第375図）

H 4区東寄りに位置し、建物13との距離5.7mを測る。

南束部を調杏対象外におくが、平面形は隅丸長方形に復元

され、長軸長158cm、現存短軸長112cmを測る。海抜8.33m

の底面はほぽ平坦で、断面形は逆台形を星する。サヌカイ

ト製の石鏃S347が出土しており、時期は弥生時代後期の

1. 賠灰掲色粘質徴砂

2. 赤橙色焼士
870an 

二
3. 黄橙色焼土

4. 賠赤掲色砂質土

~ 5. 賠灰褐色粘質微砂 >/
0 50an 

一
『:i:~:":! 器：楕~:~デ。 し

徴

l 

-―-LJ頸部ヨコナデコ

胴部ケズ,,,

第372図 土蠣100(1/30)・出土遺物 (1/4)

- 271 -

10c■ 一色讀

仄白 2.5Y8/I 

灰白 2.5Y8/2 

編考



第 3章調査の概要

中に求めたい。

土填104(第376図）

第 2微高地（西）の IN区西半部の建物16の

西で検出した。平面形は135X93の不整楕円

形を呈する。底面には凹凸があり、最も深い

部分て検出面から約25cmを測る。埋土は大き

く2層に分かれる。時期を特定できる遺物は

出土していないが、埋土などから弥生時代中

期後葉と考えておきたい。 （平井）

土壕105(第377図）

第 3f数高地の EN区に所在し、土壊106と

の距離0.6mを測る。平面形は137X44anの楕

円形て、断面形は皿形を星し、底面の海抜高

は8.13mである。出土遺物は無いが、検出状

況から弥生時代中期～後期に展すると考えら

（光永）

（光永）

れる。

土壕106(第378図）

EN区北東部に位置し、溝35との距離

5.5mを測る。平面形は主軸 を東西におく長

方形で、長軸長207cm、短軸長91cmを測る。

深さ 12cmの断面形は皿形を呈し、海抜裔

8.13mの底面はほぼ平坦である。遺物は出土

していないが、埋土及び検出状況から、弥生

時代中期～後期に比定される。 （光永）

／ 
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1. 灰褐色粘質徴砂

2. 褐灰色粘質微砂

3. 黄灰色粘質徴砂

第374図 土珊102(1/30) 
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第375図

瓜
~ 

S347 
0 2cm 一
オリープ褐色粘質土

明黄褐色粘質土

暗灰黄色粘質土

土填103(1/30)・出土遺物 (1/2)
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第376図 土蠣104(1/30) 

土凛107(第379図）

第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・ 遺物

li.l1'm 

疇
t............,jan 

第377図 土蠣105(1/30) 

第 2微高地（東）北部西寄り、 Jy区の中央に位骰する。平面形は不整円形、断面皿状を呈す浅い凹

地状の土壊である。規校は200X170cm、深さ約10cmを測る。遺物は皆無であったが、埋土の状況から

当時期の遺構と判断し記載した。 （江見）

土填108(第380図）

第 2微裔地（東）北部中央、 Jy 区の北部に位置し、土城167に北側を—一部切られている。平面は不

正な長方形、断面は緩く落ち込む皿状を見す。規校は170X110cm、深さ約30cmを測る。遺物は弥生時

--I乏

゜一50an 

840畑

第378図 土蠣106(1/30) 

堅

0 lm 

1. 賠茶灰色粘質砂 2. i炎黄灰色粘質土

第379図 土壕107(1/30) 
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第 3章調査の概要

代後期と思われる土器細片が出土している。

土攘109(第381図）

（江見）

土城108の東に位置する。平面は不整な長方形、断面は皿状を呈し、長軸は南北方刷に向く。規模

は150Xl00cm、深さ 15cmを測る。追物は主に上層から出土している。いずれも土器細片て、その特徴

は弥生時代後期の範疇のものと思われる。 （江見）

“゜ ~m

グ烙

］．黄I火色粘質上

Im 2. 黄褐色粘質土

3. 黄茶褐色粘質士

第380図土珊108{1/30) 

土填110(第382屈）

証

゜
1m 

I. 暗茶掲色粘質士 2. 灰黄褪色粘質土

第381図土蠣109(1/30) 

土堀166・167の束に接して検出された、ほぼ東西方向に主軸を持つ土堀であるc 平面は隅がやや丸

みをもつものの長方形を閑す。東辺は小ピ ・J 卜により切られている。長軸105cm、短軸70cm、深さ約

10cmを測る。遺物は甕の胴部片が出土している。

土攘111 (第383図）

（江見）

土堀166 ·167の南約 2m から検出された平面不整円形を呈す土城で北西を•部小土城に切られてい

る。規校は径105X 90cm、深さ 15cmを視収入底部は平担でなくやや凹凸を呈す。埋土中からの遺物の

出土は皆無であった。 (ff見）

胆
~ 

Y. I いヽ•ヽ ,;;;;l;;;;;;ii,,....,_jm Im 2 

第382図土凛110(1/30) 第383図土珊111(1 /30) 
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第 5節 弥生時代中期中築ー後期の遺構・ 遺物

土凛112(第384図）

第 2微高地 （東）の北西、 Jy区の東部に位償する平面隅丸方形、断面逆台形を足す土城である。一

辺約70cm、深さ約30cmを測る。埋土は黄灰色および灰褐色の粘質土からなり、遺物は弥生時代後期甕

細片が 1片出士するのみであった。 （江見）

土填113(第385図）

第2微邸地（東）の中央、 Jy区の東部に位置する平面不整円形の士城で、東部を土堀状遺構に切ら

れている。径約100cm、深さ約20cmを測る。埋土は淡黄灰色粘質士で遺物は器表面磨滅の著しい土器

細片が 1片出土するのみであった。 （江見）

土壕114(第386図）

第 2微高地（東）の IN区東半部で検出した。平面形は70X66cmのほぽ円形で、深さは検出面から

22cmを測る。断面形は台形を 呈 し、底面には 1-2 cmの厚さの炭層が認められた。埋土中からは土器

片が少晃出土しており、時期は弥生時代中期後葉と考えられる。 （平井）

ーロ〗
堅

ーロー
胆 也

0 印 an一I. 黄灰色粘質土 2. 灰褐色粘質土

第384図土蠣112(1/30) 

土填115(第387・388図）

疇
Im 

一
第385図土攘113(1/30) 

I N区束半部の士塙114の南で検出した。西端部は現代暗渠

によ って切られているが、本来は103X73cm程度の楕円形を呈

していたものと考えられる c 深さは18cmが残存 していた。埋土

は 2 層ある。遺物は図の 2 層から土器（甕 • 高杯）、サヌカイト

製の石器（楔形石器）．剥片および作業台と考えられる石製品が

出土している。これらの出土遺物から、時期は弥生時代中期後

葉と考えられる。 （平井）

土填116(台389図）

I N区の東半部の土漿115の南で検出した。平面形は68X

59cmの不整円形を呈し、深さは24cmが残存していた。埋土は 2

層あり、土器片が少量出土している。これらの土器から時期は、

弥生時代中期後葉と考えられる。 （平井）
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第386図土蠣114(1/30) 
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1. 暗灰色砂質土 2. 黒褐色粘質土

（炭、焼土を含む）

第387図土凛115(1/30) 
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に~→一企
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ご声一之
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:1:1種別若糟1 外 特

臼:i臼IA I~ 五竺?~'.愚：品、1/キ。

徴

勺 面

LI綽部ヨコナプ 樹部ユビオサエ. , ヽケメ。

LI縁部ヨコナデu 胴部ユピオサエ。

[ lit•,、可緯杯，,,、ガキ

第388図土蠣115出土遺物 (1/4)

土填117(第390図）

16n 

色 讀

褐灰 7.5ヽR6/I

灰白 5Y7/2 

にぷい棺 5YR6/3 

備 考

I N区の束半部の建物23の東南部で検出した。平面形は127X 50cmの長楕円形を呈し、深さは約

14cmが残存していた。埋土は一層で、暗灰褐色粘土である。時期が特定できる遺物は出土していない

が、埋土などから弥生時代中期後菜と考えておきたい。 （平井）

土攘118(第391図）

径約70cmを測るほぽ円形を呈する土城である。城底はほとんど平らで、しかも壁体は垂直に近い。

上面が後世に削平されたことを考慮すると、本来は袋状土城として掘りこまれた11T能性が強く、現状

はその下部といえる。出土遺物は、城底に接して壺形土器の小片がわずかにみられた。 （岡田）

ー
ーロ―ーロー ~o-

匹 ロ
藍

.MQi:m 

゜
50an 

゜に 一—— . ---- ----l lm Im 

l 褐I六色粘質土

l 暗褐色粘質土 2. 暗褐灰色粘質士

2. 褐灰色粘質土 （貧褐色粘質士プロ 9 ク含む）

3. 暗灰色粘質土

（灰黄褐色粘質土プロ＇ク含む 1

第389図 土填116(1/30) 第390図 土珊117(1/30) 第391図土填118(1/30) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構 ・遺物

土凛119(第392図）

二つの、いびつな円形を星する土城が璽なっているように見えるが、上層の観察からはひとつの土

城としてとらえられる。東側には、テラスのような段がついているように見える。埋柘土は、 下位に

基盤層の黄色系の斑紋が目立つ。遺物は皆無である。 （岡田）

土壕120(第393-396図、図版21・51)

土城120は、第 1微高地の中央やや北寄り、建物31に北

接した所で検出されたものを指す。平面形は北に張り出し

た隅丸の五角形状で、南北長1.45m、東西長1.15mを測る。

底は南半がほぽ円形を星してわずかに低くなるものの、明

瞭な二段堀りとはいい難く、検出面からの深さは、やや裔

い北辺で 9cm、南の最深部がそれより 3cmほど低くなる程

度である。周辺において、この土城に伴う柱痕または杭列

などは発見されていないので、単独の不整形土城とみる以

外ない。

発掘の途時には、この士城もふくめて土器溜り遺構と称

したように、土城の西肩口からさらに東方一帯にかけて、

弥生時代後期前葉のかなり大形の土器片が散在し、注目を

3. 青灰色粘土

(2層がグライ化）
集めた。土器片のちらばる範囲は、土城の西の肩部を起点

土填119(1/30) として東へ約2.5m、南北の幅1.15mのうちにおさまる。

これら土器片を整理したのち、図上復元ができた点数は、

壺 5、甕 8、高杯7、器

台 3、鉢 2点である。甕

には煤の付着したものが

多く、これらは最小の単

位で共同会食をおこなっ

たのち直ちに廃棄された

器種構成を示すもので、

土城はそのために穿たれ

□ 
堅

Im 

1. 賠黄褐灰色粘土

2. 黄褐灰色粘士

第392図
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胆

た11T能性があるのかもし

れない。しかし、この土

城と土器溜りとが不可分

の関係にあると断定しに

くいのは、全体にわたる

遺構の削平頻度が著しく

束方において土城の肩口

を検出できなかったため

であるc （葛原）

第393図 土蠣120(1/30) 
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囮

Uff部ヨコナァ，胴配 9ヽ ケメのちミガキ。

[.J綽部ヨコナデ。類蔀剌突文。胴部9 ケヽメ，

面

~mm: ::;I:;~:;~~'.. 1 E:j~>:;," 

色 讚 饂考

Dti'tl"l緯 厠記J-'f.1ヽ ケメ` 嗣突文 tーt'1ft,I ON記ヨコ十デc 騎昆H ュピtサエ・ナデ。 r字ケズ,,,I橙 7 .5YR7/6 外由煤。
uu部門線，胴部上半ククキのち 9ヽケメ. 剌 1u緑部ヨコナデ 胴部上半ユビオサエ．＋デ。IIこぶい橙 SYR7/4 
芦文下半ミ キ Fキケズ"

第394図土填120出土遺物(1)(1/4) 
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第 5節 弥生時代中期中葉ー後期の遺構・遺物
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第395図 土填120出土遺物(2)(1 /4) 
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ヒ

1699 1702 

挿番サt"iJ I 種別 I岱種
t 徴

色 調 I 11 考外 面 I 内 面

1684 弥牛 t諾 甕 U綽蔀ヨコナデっ IJH屯相し•ハケメ。 LI松祁ヨコナデ. 胴,• Lヒオサエ．ナデc にぷ,r SYR714 
16邸 弥生上若 甕 口哲部門緯 馴乱 ~'I', ケヽメのちミガキ T'I'-ミ1fキン D械畠ヨコナデ馴記上tュピオサL.• ケヽ,.ffヶか10 橙 3YR6/6
1686 弥生土岱 甍 D縁乱ヨコナデ胴記l:.'I'ハケメ. f'I'. ミtJキ 口縁昆ヨコナデ，馴紅上キュビオサエ・‘`ケメ.ff ヶズ •J 。 にぷい褐 7 SYRS/3 
1687 弥牛十芦 甕 口栢部凹線，u縁部ヨコナデ＾ LI綽糀ヨコナデc 橙 7SYR7/6 
1688 弥牛t芦 甕 口昏紅凹線，_胴部タタキのち 9 ケヽメ D綽部ヨコナテ， 馴記 ~fュピオサエ、 Fキケズ 'I 。 袴 IOYR8/2
16的 弥生t岳 甕 口栢部門篇，釈部上半9 ケヽメ 下キミガキ， D籍昂ヨコナデ,11M紅ユビオ ~.J.. ナデ、ケズリc 橙 7.SYR7/6 
1690 弥生t岱 ~? ロ＂昆 l"I緯 剛記Jキククキ.,.ケメ．綱突l:Hミ1fキ ロ射部ヨコナデ胴部H-ユピオサエ.下'I'ケズリ ， にぷい柑 7 5YR7/3 
1691 弥生十．岱 台f•t鉢 D唇乱1'l緯 馴昂J-ヤ・ケメのち：ガキ、沈繊 F字ミガキ D籍部ヨコナデ馴部 t字ミガキ、下キケズ,,, 灰褐 7 SYR6/2 
1692 弥生t芦 鉢 口昏乱門鍼口籍乱肥緯胴乱 ミ1fキ，底部ミガキ， LI綽部ヨコナデ，胴部ミガキ にぷし•橙 5YR7/4 
;93 弥生土器 店杯 D唇部門緯，H・部ミガキン胃況竹管丸北緯文 LI綽部ヨコナデ，杯部ミガキ 胄紅ケズ，） 。 淡黄 5H8/3 

1694 弥生上芦 広杯 Lifi部門緯杯部ミガキ 鯛部ナデ？ ， U綽部ヨコナデ•, 杯部ミガキ，胸部ケズ叫 明褐灰 SYR7/2 
1695 弥生 t苔 店杯 U唇部門綿 U樟部ヨコナデ杯梵ミガキ， LI綽部ヨコナデ。杯配ミガキ。 にぷい柑 7 5YR7/4 円板允墳
1696 弥牛t若 店杯 [J唇部門綿、LI縁部ヨコナデ＿鰐糀ミガキ？， LJ緑部ヨコナデC 杯部ミガキ。 脚部ケズ叫 黄橙 7 5¥R7/8 
沿1 弥牛 t岱 庇杯 胸統ミガキ?0 胸忽ケズ,,, にぷい黄橙 IO¥R7/2 円板允墳

.J98 弥生..t苔 ,Gjff 嗣部fll形舶l吹丸ヘラ捻 き沈練文， 騎部シポ＇）．ケズ,, ― 浅黄橙 JOH8/3 
1699 弥生t呂 已杯 ＂配ミガキ？ 円影すかしfl 胄郎上キナデ.Tキケズ＇ ）。 浅黄柑 IOYRS/3 
1700 弥牛十＿芦 召台 闘都凹腑．刺究文。 闘部ヨコケズリっ 橙 5)R6/6
1701 弥生上器 祐台 DU部門線，口籍部 9ヽ ケメ .., 方形すか LJL~ 橙 5Y6/8
1702 、←十若 若台 脚，？肛，" I、J;彬す;・-fl I 橙 5YR1/6

第396図土珊120出土遺物3)(1 /4) 
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第 5節 弥生時代中期中菓～後期の遺情 ・遺物

土蠣121(第397図）

HF区の北西端に位置する。規桟は105X78cmの楕円形を呈し、深さは検出面から67cmを測る。埋

土は 3層に区分され、 1層には灰橙色土、 2屈に橙灰色土、 3層には青灰色が埋積していた。遺物が

ないため時期決定が困難であるが、遺構検出面からみて弥生時代中期～後期頃と思われる。 （松本）

土蠣122(第398図）

KY2区の西半部で、弥生時代後期から古墳時代前期前葉の水田を除去した後に検出した大規校な

土壊である。平面形は343X267cmの隅丸長方形で、深さは約95cmが残存していた。断面形は一部袋状

を呈していた。遺物は少畳の土器 • 石器が出土している。時期は出土遺物から弥生時代中期後葉と考

えられる。この土城の性格については何らかの貯蔵穴とも考えられるが、断定はできない。 （平井）

土填123(第399図）

KY 2区で検出した土城である。平面形は84X63cmの不整楕円形を呈し、南側が一段浅くなってい

る。深さは検出面から30cmが残存していた。埋土は黄褐灰色粘質土が—層のみであった。出土遺物は

なかったが、時期は弥生時代中期後葉と考えておきたい。 （平井）

土塘124(第400図）

HF区の北四、土渡198の北で検出された。他の遺構によって切られてはいるが、規模は137X95cm

の長方形を足し、深さは検出面から14cmを測る。床面は平坦である。埋土は淡黄灰色の粘質微砂士で

ある。遺物はないが、遺構検出面からみて弥生時代中期～後期頃のものと思われる。 （松本）

土攘125(第401図）

第2微覇地上の南、竪穴住居 8と西の水田との間に位置する。平面は不整形で、規模は172X120cm 

を測る。深さは15cmで、南西辺の一部を柱穴で切られている。床面はほぼ水平である。出土遺物はほ

とんど無いが、時期は弥生時代中期～後期の範蔭におさまると思われる。 （柴田）

820an 

第397図土濃121 (1 /30) 
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3. 暗灰褐色粘質土

（黄褐色粘質プ

ロック含む）

4 . i炎灰色粘質土
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が混じる）

6. 黄掲色砂質土

（暗灰色粘土が

混じる）

第398図 土蠣122(1/60)・出土遺物 (1/2) 
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第 3章調査の概要
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第399図 土壕123(1/30) 第400図土蠣124(1 /30) 

土壕126(第402図）

HF区の南に位置する。土壊の規桟は142X105cmの楕円形を呈し、深さは検出面から21cmを測る。

埋土は 2層に区分され、上層には灰黄褐色の砂質微砂土、下層は淡黄褐色の砂質微砂土であった。遺

物は出土していないが、遺構検出面からみて弥生時代中期～後期頃のものと思われる。 （松本）

土攘127(第403図）

土城126の北で検出された。土城の規模は105X95cmのほぽ円形を呈し、深さは検出面から79cmを測

る。埋土は 5層に区分され、とりわけ 4層は黄灰褐色の粘質土とともに焼土と木炭が多祉に含まれて

いた。遺物の出七はないが、遺構検出面からみて、弥生時代中期～後期頃のものと思われる。 （松本）

土凛128(第404・405図、因版21)

第 2微高地上の南、竪穴仕届 8と建物33との間に位置する。掘り方平面は隅丸方形で、一辺147cm

を測る。深さは26cmで、床面の西側がやや深くなっている。床面の20cm上で、遺物が出土している。

860an 
墾

彎
Im 

'"' 
1. i炎灰黄色粘質微砂 2. i炎灰黄褐色粘質微砂 I. 灰黄褐色砂質微砂 2. i炎黄褐色砂質徴砂

第401図土蠣125(1/30) 第402図 土壕126(1/30) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

880cm 
9. <@> 

S349 

0 2cm 一
皇

lm 

l. 灰褐色粘質土 4. 黄灰褐色粘質土

2. 暗灰褐色粘質上 （炭、焼土含む） l. 暗茶褐色砂質微砂 3. 黄茶褐色砂質微砂

（黄褐色土プロック含む） 5. 灰褐黄色粘質土 2. 灰黄掲色砂質微砂

3. 灰褐色粘質士( ~ ) 

第403図土蠣127(1/30) 第404図土濃128(1/30)・出土遺物 (1/2)

図示した土器は壺が多く、他に甕や鉢がある。壺は口縁部外面と頸部外面に凹線、 1710・1711は沈

線でつないだ二重の竹管文と 2列の刺突文が施される。頸部内面から外面はユビオサエやナデが多い

が、ハケメも認められる。甕は平底で内面はヘラケズリが認められる。 1714は肩の大きく張る鉢であ

る。 S349は細身の有茎式石鏃である。時期は弥生時代中期後葉である。 （柴田）

土凛129(第406図）

第 2微麻地上の南、竪穴住居 8の東 4mに位置する。掘り方平面は不整長方形で、規模は177X

150cmを測る。深さは15cmで、床面はほぽ水平である。床面から浮いて土器片が出土している。 1715

は壺の口縁部で外面に凹線と円形浮文、内面にクシ描き波状文が施される。 1716の甕は口縁部の凹線

があまい。 1717は壺で南面はハケメの後ナデを施している。時期は弥生時代中期後葉である。 （柴田）

土蠣130(第407図）

第 2微高地上の南、竪穴住居 8の南東16mに位置する。掘り方平面は楕円形で、規模は長径

170cm・短径126cm、深さは71cmを測る。床面は部分的に凹凸がある。時期を限定できる遺物の出土は

認められないが弥生時代中期後葉と思われる。 （柴田）

土蠣131 (第408図）

HF区の東に位置し、土堀132の北で検出された。規模は120X80cmの隅丸方形を呈し、深さは遺構

検出面から32cmを測る。掘り方はほぼ垂直で、床面は平坦である。埋土は 2層に区分される。遺物の

出土はないが、遺構検出面からみて弥生時代中期～後期のものと思われる。 （松本）

土壕132(第409図）

第 2微高地上の南、竪穴住居 8の東21.6mに位置する。掘り方平面は不整長方形で、規模は155X

130cm、深さは23cmを測る。掘り方断面は皿状を呈する。時期を限定できる遺物の出土は認められな

いが弥生時代中期～後期の範店におさまると思われる。 （柴田）
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第 3章調査の概要
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第405図 土攘128出土遺物 (1/4)
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

＇ 860cm 
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第406図 土攘129(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章調査の概要

土凛133(第410図）

HF区の南東端に位置し、溝45-47の北西で検出された遺構である。土戦の規校は228X182cmの楕

壁

870cm 

D Im 

1. 灰黄色粘質徴砂 2. 褐黄灰色粘質t
（上部炭含む） Im 2 

第408図 土攘131(1/30) 第409図 土壕132(1 /30) 

宣〗
0 3cm 一堕

Im 一第410図 土珊133(1/30)・出土遺物 (1/2)
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

円形を呈し、深さは検出面から80cmを測る。床面はほぽ平

坦である。埋土は 5層に区分され、 3・4層は炭混じりの

粘質微砂層である。遺物は楔ないし石核の形態を呈する S

350が出土している。上面には平坦な自然面が認められる。

士器は縄文、弥生時代の細片が出土している。遺構検出面

からみて弥生時代中期～後期頃のものと思われる。 （松本）

土壊134(第411図）

第 2微高地上の南、竪穴住居 8の東28mに位置する。掘

り方平面は楕円形で、規模は長径163cm・短径130cm、深さ

は32cmを測る。掘り方断面は皿状を呈する。時期を限定で

きる遺物の出土は認められないが弥生時代中期～後期の範

疇におさまると思われる。 （柴田）

土堀135(第412図）

KY3区の竪穴住居 9の西で検出した。平面形は131X

127cmの不整円形で、深さは検出面から11cmが残存してい

た。断面形はIlII.状で、埋士は 3層に区分できた。また北西

部には一部炭、焼土塊の分布がみとめられた。出士遺物は

土器が 1層の底面に接した状況で出士しており、時期は弥
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1. 灰褐黄色粘質微砂
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2. 淡灰褐黄色粘質微砂

生時代中期後葉と考えられる。

焼土塊

焼土塊 塑

。
lm 

（平井）

1. 褐灰色粘質土

（黄褐色砂質士プ

ロック、炭、焼

土含む）

2 . 炭、灰、焼土

3. 暗褐灰色粘質土

（黄褐色砂質士プ

ロック、炭、焼

土粒含む）

第411図土塘134(1/30) 
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第412図 土塘135(1/30)・出土遺物 (1/4)
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第 3章調査の概要

土壊136(第413図）

TO区の中央北寄りの、第 3微高地から第 3低位部に向かう緩斜面に位置する。平面形は北向きで

逆凸字形を呈し、最大長約 9m、深さ約20cmを測る。

埋土は黄色の基盤層塊を含む暗灰色粘土で、その上部は黄灰色～淡黄灰色粘質土（弥生時代後期～

古墳時代前期前葉の水田層か）で覆われている。

士城の性格は不明ながら、埋土に弥生時代後期土器片も含み、前・中期には遡ることはない。（柳瀬）

贔
贔
<R, 

S351 

0 2cm 一82D em 

~m 

第413図 土壊136・(1/100)・出土遺物 (1/2)

土漿137(第414図）

Hl6区の北半部で弥生時代後期から古墳時代前期前葉の水田層を除去した後に検出した。平面形は

127X59cmの隅丸長方形を呈し、深さは最深部で検出面から約30cmが残存していた。埋土中からは土

器片が少量出士しており、時期は弥生時代中期後葉から後期前葉と考えておきたい。 （平井）

土横138(第415図）

土城138は、 J0区、河道 2の右岸側で検出された。 87X70cmの不整楕円形の平面形を呈し、浅い

皿状の断面である。深

さは13cmを測り、` 底面

海抜高は7.28mを測る。

図示していないが、弥

生時代中期～後期の土

器の小破片が出土して

いる。 （大橋）

土壊139(第416図）

士城139は、土壊135

の東側に位置する。 89

X65cmの規模を持つ不

口
軍

費．

｀ 01 
lm 

第414図 土塘137(1 /30) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

整楕円形の平面形である。やや深い椀状の断面であり、深さは46_cmを測る。底面の海抜高は6.84mで

ある。図示したのは、甕の口縁部の小破片であり、土城の時期は弥生時代中期後半ー後期前葉と考え

ている。 （大橋）

土堀140(第417図）

土城140は、河道 2の左岸側に位置し、土城139の東側で検出された。 70X60cmの不整楕円形の平面

形を呈し、底面が一部分 5cmほど深くなり、最下部までは45cmの深さを測る。底面の海抜高は、 6.93m

である。出土遺物は細片微量であり図示していないが、弥生時代中期後半～後期前葉と考えている。

第4低位部にあたる J0区では、土堀138-140のほかに 7基の土城状の遺構が検出されたが、いず

れも出土遺物はなく詳細は不明であり屈示していない。しかしながら埋士の共通性等の点から、河道

2の埋没過程ないしは埋没後、弥生時代中期後半から後期のものと理解している。またこのことから、

河道 2の埋没後、第 4低位部に広がる後述する古墳時代前期前葉の水田の利用開始までの間に、短期

間ではあるがこれらの遺構が営まれるやや安定した状態が存在しt;.ことが想定される。 （大橋）
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第416図 土堀139(1 /30)・出土遺物 (1/4) 
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第417図土堀140(1 /30) 
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(5) 土器棺墓

土器棺墓 2 (第418図、図版21)

第2微高地（西）北半に位置する。建物群の中に位置しており、集落内にあたる。上面がかなり削平

されているようであるが、残存部は78X71cmのほぼ円形を呈し、深さは28cmを測る。

土器内堆積土のうち 3層はその上面まで土器が落ち込んでいることから土器が土圧で崩れる前に堆

積したと考えられる。この層を対象に水洗いを行ったが何も検出しえなかった。

棺本体とされていたのは1723で、穿孔された部分を下にして埋置されていた。 1722は底部を北に、

I 
1723の口縁の上に重なった状態で出土しており、蓋として利用されたものと考えられる。 1722のD縁は

1723の中に落ち込んでおり、双方とも埋設当初から半身を打ち欠き、合せ口の土器棺に転用しているよ

うである。口縁端部の下方への拡張は顕著であり、弥生時代中期後葉に属すると考えられる。 （久保）
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特 徴

1723 I弥生土器 甕 ~::~~;:;~ ビ；；,.":~:;:::.I :;;1~: ~:, ::~::: ~:。ケメ。下
色

にぶし可i5YR7/4 

調 備 考

橙 5YR7/6 胴部に穿孔。

第418図 土器棺墓2(1 /20)・出土遺物 (1/4) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・ 遺物

(6) 柱穴

概要

弥生前期の項で概述したように、時期を特定できる遺物を出土する柱穴はあまりなく、当時期にお

いても時期の決定は埋土の状況によって判断した場合が多い。確実に弥生時代中期後半～後期に属す

ると考えられる遺構の埋土をみると、おおむね暗褐色―黒灰色で、それ以前の遺構や包含層より濃い

という傾向がみうけられる。そこで柱穴も色調を基準として分け、時期の不明な柱穴についてもここ

に含めた。基準が曖昧なため調査区によって密度にばらつきが認められるが、一応の傾向は反映して

いるものと考えた。弥生時代前期と比較すると、微高地上だけでなく、かつて低位部であった部分に

も緩斜面に柱穴が少数ではあるが散見され、微高地部分の安定および拡大が看取される。 （久保）

柱穴46• 47• 48• 49 (P 46・4 7・48・49) (第419図）

P46-48は第一微高地に、 P49は第 2微高地（東）に位置する。いずれも弥生時代後期前葉と考えら

れる土器を出士している。 P46-48は径40cm前後で深さも20cmをこえるが、 P49は浅いしみこみ状の

もので、柱穴でないかもしれない。図示した土器のうち1724はP48から、 1725-1727はP46から、

1728・1733はP49から、 1729-1732はP47から出土している。高杯脚部1733の矢羽根状のすかしは伊

予地方に特徴的だが、胎士は在地産との差は認められなかった。 （久保）

旱ロニ恰
1727 

愈
＼

―――
|
I
・
 

一
↓
し

．
 

ー3
 

7
 

一
ー

ー＿

1728 

ーニニ
。

10cm 

1730 

｀ 挿図
種別 器種

特 徴
色 調 備 考

番号 外 面 内 面

1724 弥生土器 壺 朋部上半ハケメ、刺突文。下半ミガキ？。 胴部上半ユピオサエ、シポリ。下半ケズリ。 にぶい橙 5YR7/4 

1725 弥生士器 究~ 朋部上半Iヽ ケメ、凹線。 朋部上半ユピオサエ、下半ケズリ。 橙 5YR6/6

1726 弥生土器 ・空 口緑部ヨコナデ。円形穿tL。 ロ緑部ヨコナデ。 橙 5YR6/6

1727 弥生土器 甕 D唇部凹線。口縁部ヨコナデ。 口緑部ヨコナデ。 橙 5YR6/6

17綿 弥生土器 空． ロ縁部凹線。ミガキ。 ュピオサエ、ナデ。 にぶい黄橙 10YR7/2 

1729 弥生土器 売 ロ縁部ヨコナデ。胴部ミガキ。 口緑部ヨコナデ。胴部ケズ'}。 にぶい橙 7. 5YR"6/4 

1730 弥生士器 台付鉢 口唇部凹線。胴邸上半Iヽ ケメ、沈舘。下半ミガキ。 口縁部ヨコナデ。胴部ハケメ、ケズリ。 橙 5YR6/6

1731 弥生土器 甕 D唇部凹線。口緑部ヨコナデ。 口緑部ヨコナデ。胴部ユピオサエ。 にぶい橙 5YR7/4 

1732 弥生土器 硲杯 口唇部凹線。杯部ミガキ？。 橙 2.5YR6/8

1733 弥生土器 高杯 脚部ナデ、矢羽根すかし孔。胴醤部凹線。 ヨコケズリ。 灰白 10YR8/2 

第419図柱穴46• 47~48• 49出土遺物 (1/4)
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第 3章調杏の概要

(7) 溝

溝 7 (第420・421図）

第 2微高地（西）の AT区北東部に所在し、凹地 lの南端を西から東へ流れる。西端は溝63に削られ、

東端は調査対象外へ続く。平均的な規模は幅70cm前後、深さ20cm程度であり、やや北寄りに掘られた

底部の幅は15cm前後を測る。検出状況から弥生時代中期～後期の枠でとらえたい。 （光永）

溝 8 (第420・421図）

AT区北東部で溝 7の南に接して位置し、西端を丸く閉じて、東端は調査対象外へ続く溝で、調査

区東側壁の観察によれば溝 7と同時期に存在していた可能性が高い。幅140cm、深さ 12cm前後の規模

で、底面は比較的平坦である。 （光永）

溝 9 (第420・421・425・426図、図版22)

DE区、 I N区、 WR-A区、 KY2区で検出した。各調査区で検出できた幅や深さは異なってお

り、 DE区では幅約230cm、深さ約20cm、 I N区では幅約100cm、深さ約15cm、WR-A区では幅約

60cm、深さ約10cm、KY2区では幅約70cm、深さ 10cmである。底面には凹凸がみられ、底のレベルは

一定していない。いずれの調査区でも古墳時代前期前葉の水田層除去後に検出されており、また KY

2区では弥生時代後期後葉の士器を含む土層の除去後に検出できた。また後に述べる溝10との関連な

どから、時期は弥生時代後期前葉から中葉と考えておきたい。この溝の性格については、断面の形状

から用・ 排水路ではなく、また水田範囲の肩部に位置することから、水田造成あるいは耕作に関連し

た溝と考えたい。 ・ （平井）

溝10(第420-422図、図版22)

H 1区、 AT区、 DE区にわたって検出された溝で、一部を中世溝や現代溝によって切られている。

検出できた幅は50-80cm、・深さは検出面から20-30cmを測る。底のレベルは北西から南東にむかって

低くなっている。時期は AT区の埋土の上層から1734-1737を含む土器がまとまって出土しており、

弥生時代後期前葉に埋没したものと考えられる。この溝の性格については、第 2低位部に存在してい

たかも知れない同時期の水田の用水路の可能性も考えられるが、実証はできなかった。 （平井）

溝11 (第420・421・423・425・426図、図版22)

H2区、 AT区、 DE区、 I N区、 WR-A区、 KY1・2区、 HF区にわたって検出された。各

調査区とも後世の削平によって本来の幅、深さは不明である。断面形は底に近い部分が逆台形を呈し,..

ている。また DE区の D-D'の断面では 7層の上位に 4-6層が堆積しており、本来溝11は7層の

みで、 4から 6層は掘り直した溝の堆積かとも考えられるが、他の調査区では明らかではなかった。

また KYl区では後に述べる水田 8のA地区と B地区をつなぐ形で検出できた。時期は AT、DE区

で第423図のような士器が出土しており、弥生時代後期前葉に埋没したものと考えられる。 （平井）

溝12・13・14(第424図）

溝12・13がH2区に、溝14がH4区に所在し、いずれも流路を東西におく。第 2微高地西端から約

15m前後の位置にあたり、後の溝58に踏襲されて、溝13・14と一部重複している。検出された幅と深

さは、溝12が25X6 cm、溝13が50X8 cm、溝14が40X9 cmで、溝13・14が同一の溝である可能性をも

つ。溝13の南に検出された溝状遺構とともに、弥生時代中期～後期の枠でとらえられる。 （光永）

溝15 (第287図）

H3区において、第 2微高地西端に添って検出された。東端は浅く終わっているが、規模は幅が

-292-



第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

y
 

斐

翠~奏・ミ

/~ 

‘‘‘ 
斉ゞ．

y
 

焚

AT区

DE区

~ 

。
10m 

第420図溝7・8・9・10・11 (1 /300) 

-293 -



第 3章調査の概要

25cm、深さが 3cm程度で、断面形は凸レンズ状を呈し、底面の海抜高は8.53m前後である。少量の弥

阻 溝9 臨迦！

·~ 賣.

溝10
笙

挺

。

1. 暗灰黄色砂質土 5 . 灰褐色粘質土 9 . 灰褐色粘質土
2. 黄灰色砂質土 6 . 灰色砂質土 （焼土、炭含む）
3. にぶい褐色砂質土 7. 褐灰色粘質土 10. 暗灰色粘質土
4. 暗黄灰色粘質土 8. 淡灰黄色粘質士 11. 暗灰茶褐色粘質士

第421図溝7・8・9・10・11断面図 (1/40) 

lm 

1734 

1736 

~~ 
1737 

。
10cm 

1735 

挿図
種別 器植

特 徴
色 調 備 考番号 外 面 内 面

1734 弥生土器 壺 口唇部凹線。頭部ハケメのち凹線。胴部ハケメ。 口緑部ヨコナデ。頚部ユピオサエ、ナデ。胴部ケズリ。 橙 SYR6/6
1735 弥生土器 甕 口唇部凹線。服部ハケメのちミガキ。 口頭部ヨコナデ。肩邸..t半ユピオサエ．ナデ.r半ケズリ． 灰白 10YR8/2 
1736 弥生土器 甕 口唇部沈線？。口縁部司コナデ。月月部上半ハ 口籍部ヨコナデ。昂器J:半ユピオサエ` ナ元下半ケズリ。 にぷい橙 5YR7/4 

ケメ。下半ミガキ。

1737 弥生土器 高杯 口唇部凹線。 D縁部ヨコナデ。杯部ミガキ？。 口縁部ヨコナデ。 橙 2.5YR7/6

第422図溝10出土遺物 (1/4)
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

戸 緊 )J -y 
口〖・---

1740 1741 
1738 1744 

-1-739-¥ 
一三 三 三 一〗
1742 1743 1745 1746 

゜
10cm 

挿図
種別 器種

特 徴
色 調 備 考

番号 外 面 内 面

1738 弥生土器 甕 口緑部ヨコナデ。 口緑部ヨコナデ。胴部ケズリ。 灰白 10YR8/2 

1739 弥生土器 亮 ロ唇部凹線。 D縁部ヨコナデ。胴部ハケメ。 口縁部ヨコナデ。胴部ユピオサエ、ナデ。 浅黄橙 7 .5YR8/4 

1740 弥生土器 庇杯 橙 5YR7/6

1741 弥生士器 高杯 ロ唇部凹線。口緑部ヨコナデ。 ロ縁部ヨコナデ。 にぶい橙 7.5YR7/4 

1742 弥生土若 高杯 ロ唇部凹線？。口縁部ヨコナデ。杯部ミガキ？。 口縁部ヨコナデ。杯部ミガキ？。 にぶい橙 7.5YR7/4 

1743 弥生土器 高杯 ロ唇部凹線？。口縁部ヨコナデ。 口緑部ヨコナデ。 赤橙 10R6/6 

1744 弥生士器 壺 口縁部ヨコナデ。 口緑部ヨコナデ。 灰白 10YR8/2 

1745 弥生土器 互＝ピ ロ唇部凹線。口縁部ヨコナデ。 口緑部ヨコナデ。 にぶい橙 5YR7/4 

1746 弥生土器 壺？ ヨコナデ？。 ミガキ？。 黄灰 2.5Y4/2 

第423図溝11出土遺物 (1/4) 

楚 ダ

/
y↑
 

DE区
楚

亨 H4区

0-
y
 

10m 

盤．

A言璽屠~旦~三~·!::::; 土;:闘
3 . 褐灰色土 （溝58)

0 lm 
~ 4. 暗褐灰色土（溝58)

第424図溝12·13·14• 58 (1/200・1/30) 
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第 3章調査の概要

生土器が出士したのみであるが、弥生時代中期～後期に属すると考えられる。

溝16・17・18(第425・426図）

（光永）

I N区の西端部において検出した溝で、いずれも後世の削平によって底部が 5cm残存していたのみ

である。これらの溝については、検出された位置から溝12・13・14と一連のものではないかと考えて

おきたい。時期は明確ではないが弥生時代中～後期と考えておきたい。 （平井）

溝19(第425・426図）

H 5区東寄りで、第 2微高地西端から約10m離れて位置し、東辺の一部を柵列状遺構 3に削られて

いる。幅40cm、深さ 5cm程度で、弥生時代中期～後期に比定される。 （光永）

溝20(第425・426図）

H3·H5•KY1 の各区において、第 2 微高地西端に添って水田 6·7 の下層で検出された。規

模は、 H5区において幅 lm程度である他は幅 2m前後を測り、深さは12-27cmで、断面形は凸レン

ズ状を呈する。底面の海抜高は H5区で8.2m前後であるのに対して、 KYl区では8.lm程度であり、

50mで10cmの勾配を示すこととなる。南端は、 KYl区西部中央付近で不明瞭になっている。時期は、

出土遺物と水田 6・7との関係から、弥生時代中期～後期の枠でとらえたい。 （光永）

溝21・22・23(第4-25・426図、図版22)

KY1・2区で後に述べる水田 8およびその下層を除去した後に検出した溝である。いずれの溝も

肩はしっかりしておらず、底面も凹凸が著しかった。特に溝21・22については部分的に切れる場所も

あり、切り合い関係もはっきりしなかった。また溝23は水田 8の肩に沿うようなかたちで検出されて

おり、形状から西側の溝 9との共通性が考えられる。これらの溝の時期は検出状況から、溝 9・11と

ほぼ同時期の弥生時代後期前葉～中葉と考えておきたい。また性格については、その形状から水路と

は考えられず、水田造成あるいは耕作に関連する溝と考えたい。 ・ （平井）

溝24(第427図）

第 1微高地の東縁辺部に沿って掘削された溝状遺構の一群である。幅は広いもので約 lm、細いも

のでは20cm程度しかなく、深さも検出面から20cm・未満と浅い。検出面上面は後述する古墳時代前期前

葉に埋没した水田層に被覆されており、その時点で大きく削平を受けているようである。出土遺物が

無いため時期の特定はできないが、埋土および検出状況から弥生時代中～後期に属すると考えられ、

河道を挟んだ対岸に位置する溝20と対を成し、水田の拡張に伴う掘削痕と考えられる。 （久保）

溝25(第428-430図）

J y区と IN区の東半部で古墳時代前期前葉の水田 8を除去した後に検出した溝である。またWR

-E区にも本来は続いていたであろうが、検出はできなかった。幅は後世の削平のために、 Jy区で

は 2条に分離された状況を呈するなど一定しておらず、底面も凹凸が著しかった。また方向は直線

的ではなく蛇行しているが、これは水田 8の肩部に沿ったためと考えられ、この溝が水路ではなく水

田の造成或いは耕作に伴う溝である可能性も考えられるが断定はできない。埋土中からは土器（高杯

など）、楔形石器が出土しており、時期は弥生時代中期後葉には埋没したと考えられる。 （平井）

溝26(第428・429図）

I N区の溝25の西において水田 8の士層を除去した後に検出した。幅は一定しておらず、肩もしっ

かりしていない。底も凹凸が著しい。長さは約13mが検出されたのみで、方向は溝25に併行している。

その形状からも、時期・性格とも溝25と共通したものと考えられる。 （平井）
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物
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第 5節 弥生時代中期中葉ー後期の遺構・遣物
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霧
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溝26 溝25
歯

霰
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゜
1. 黄灰色粘質土 3 . 褐灰色粘質土

2m 2. 黄褐色粘質土 4. 暗灰色粘質土

第429図溝25._ 26断面図 (1/40) 

｀
 二゜ 10cm 

~~Ii.:!: I i;:; I ::~;::~~、すかし孔。
特

面

("f;,_""'生―― 

I ... 

勺9
I 

S352 

゜
3cm 

灰白色2.5YR8/占1l 

徴

内 面

ケズリ。

淡黄 2.5Y8/3 

備 考

第430図溝25出土遺物 (1/4• 1/2) 

溝27_·28·29• 30 (第428・431図）

第 2微高地（東）の北端、 Jy区の北東隅から H6区の南端、 F U区の北西隅にかけて検出された溝

群である。 H6区を境に後述する凹地 2の肩口に沿うように大きく向きをかえているが両端とも調査

区外にのびるため全容は不明である。これらの溝の埋没時期は遺物が無いため特定はできないが、弥

生時代前期中葉の溝 3を切ることから少なくともそれよりは新しいと考えられ、弥生時代中～後期の

範疇におさまると考えた。 （久保）

溝31 (第432図）

溝30の東端北側に位置する、幅30~40cm細い溝である。溝27~30 と同じく暗灰褐色粘質微砂で埋没

しており一連のものとも考えたが、底面の海抜高も約 8mと前者より 10cm程度深く、時期も性格も異

なるものかもしれない。しかし、断面図にみられるように溝30と同じ 9層によって上面を被覆されて

いることからこの期に含めて考えた。 （久保）

蜘

~ 讐`゚ 言 ／會二言詈

溝30

1m 

第431図 溝27・28・29.. 30断面図 (1/30)
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FU区
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焚
溝30

。
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ダ 焚 s
 

A
 ふ

4

↑- 之

1. 明灰色粘質細砂 3. 明白黄色粘質細砂 6. 白黄色粘質微砂’

2. 暗灰褐色粘質微砂 4. 灰黒褐色粘質士 7. 白褐灰色粘質微砂

(5 -6面のFe層がある） 5. 黒褐色粘質土 8. 淡褐灰色粘質微砂

9. 褐灰色粘質微砂

10. 暗灰褐色粘質微砂

（溝31)

第432図溝28•29•30•31 (1/300・1/40) 

11. 暗灰褐色粘質微砂

（黄色上プロック含）

12. 明灰褐色粘質徴砂

13. 暗灰黒褐色土

溝32・33(第433図）

BOI区北東部から EN区北東隅で検出された。溝32はBOl区のみで確認され、距離約2.7mで

溝34と平行し、溝33に削られる。上幅140cm、深さ45cm程度で断面形は椀形を呈し、底面の海抜高は

7.8m前後である。溝33はBO1区で溝32を削り、 EN区で溝34に削られる。上幅80cm、深さ20cm程

度で、断面形は不整逆台形を呈し、底面の海抜高は8.05m前後である。少量の弥生土器が出土してお

り、時期は弥生時代中期～後期に求められる。 （光永）

溝34 (第433図）

B01区から EN区北西隅で検出された流路を東西におく溝である。溝35との距離約15mを測り、

EN区で溝33を削っている。上幅95cm、深さ40cm程度で、断面形は「U」字形に近く、底面の海抜高

は7.9m前後である。少量の弥生土器により、弥生時代中期ー後期に比定される。 （光永）

溝35(第433図）

EN区で、第 3微高地の西端に添って、水田 8の下層から検出された。 1条の水路として認識され

るものではなく•、細長い土城の集合体とでも表現される遺構である。ほぽ全容の検出された一つの単

位の規模は、小さいもので5.7X l m、大きいもので8.5Xl.7mを測り、深さは10cm前後で、断面形

は皿形を呈する。少量の出土遺物と水田 8との関係から、時期は弥生時代中期～後期の枠でとらえら

れる。 （光永）
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溝35
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。
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1. 灰茶褐色粘質微砂

2 . 灰褐茶色粘質微砂

3. i炎茶色砂質士

4. 茶灰色粘質微砂

5. 灰色粘質微砂

6 . 灰黄色微砂

7. i炎灰黄褐色粘質微砂

8 . 淡褐灰色微砂

9. 灰色微砂

第433図溝32• 33• 34・35 (1/300• 1/60) 

溝36(第434図）

第 2微高地（東）の K1区中央部で検出された幅40-SOcmの溝である。東西両端とも調査区外のびる

ため全容は不明であるが、若干弧を描いており、微高地の傾斜に沿っているようである。出士遺物は

ないが埋士から弥生時代中期～後期のものと考えられる。 （久保）
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1. 黒灰褐色粘質土

2 . 暗灰褐色粘質士

第434図溝36(1 /60) 

溝37(第435図）

第 2微高地（東）の東端で、第 3低位部に向かって下がる緩傾斜面上に位置する。未調査部分をはさ

んでK4区およびH9区に分かれて検出されたが、同じ暗茶褐色粘質士で埋没しており、同一の溝と

考えられる。 K4区部分から土器細片が出土しており、弥生時代中～後期と考えられる。 （久保）
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H4区
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第435図溝37(1 /300・1 /30) 

溝38(第436図）

第 1微高地の北寄りに位置する。黄褐色粘土層の上面において、弧状になる細い溝が検出された。

竪穴住居跡の壁体溝と推定して追求したが、柱穴も検出されないことから明確にできなかった。西側

にも細い弧状の溝が一部みられる。溝の大きさは、

よく残っている所で、幅10cm、深さ 3cm程である。

出士遺物もなく、時期は確定できない。 （正岡）

溝39(第288・437図）

KY2区の中央部においてほぽ東西に約24m検

出された。幅約30cmで、深さは約 8cmが残存して

いたにすぎない。埋土は暗褐色粘質士が一層のみ

で、時期・ 性格ともはっきりしないが弥生時代中

，～後期と考えておきたい。 （平井）
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

溝40(第438図）

KY2区中央部の古墳時代前期前葉の水田層およびその下層を除去した後の基盤層の面で検出した

溝である。深さは15cmが残存していたのみで、底面も凹凸が著しい。肩も明瞭ではないが、ほぽ水田

8に沿ったかたちで検出されたため、

考えておきたい。

この溝は水田の造成あるい

は耕作に関連したものと考えられる。時期は弥生時代中～後期と

（平井）

B80an 

鵬ー／／グ靡

~cm 

第437図溝39(1 /30) 

員
〗~ 5353 

0 2cm 一m 

像 ~ 

2m 

第438図 溝40(1 /200・1 /80)・出土遣物 (1/2)

溝41 （第440図）

KY3区において溝42に取り付く形で検出した。長さは約10mが確認できたのみで、肩はしっかり

しておらず、幅も一定していない。深さは 3-15cmが残存しており、東に向かって低くなっている。

時期を示す遺物は出土しなかったが、埋土などから弥生時代中ー後期と考えておきたい。

溝42(第439・440図）

KY3区の西半部において検出した。大部分を中世溝113・114に

（平井）

よって切られている。本来の形は明らかではないが、残存していた

部分からは第440図のように復元できる。埋土は大きく上下に 2層

分離でき、底面には幅約20-40cmの一段低い部分が溝状に 3本確認

できた。時期は溝43をきっていることおよび出土土器から、弥生時

代中期後葉以降に掘削され、後期末葉までには埋没したものと考え

;．

49 

砂l[
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-
l
-
.
-
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t 層り疇／
1750 

られる。

溝43(第440・441図）

（平井） D
 

10cm 

第439図
KY3区において溝42に切られる形で検出された。平面形はやや

溝42出土遺物 (1/4)
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口緑部ヨコナデ。胴部ミガキ。

面 内
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口緑部ヨコナデ。胴部ミガギ。

面
色調

にぶい橙 5YR6/4 

1こぶい橙 7.5YR6/4 

備 考
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1. 暗灰色粘質土（現耕作土）

2. 灰白色細砂（近世）

3. 灰白色粘土（中世）

4. 淡褐灰色粘質土（溝42)

5. 灰色粘質土（溝42)

6. 暗灰褐色粘質土（溝4~)

7. 暗灰褐色粘質士（溝43)

（黄褐色砂質土プロック含む）

8. 灰色粘質土（中世溝）．

（褐灰色粘質土プロック含む）

9. 灰白色粘質微砂（中世溝）

10. 灰褐色粗砂（中世溝）
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第 3章調査の概要

カープを描いており、長さ約6.5m、幅約1.2が残存しており、北東部は丸く途切れている。断面形は、

底の部分ては逆台形を呈している。こうしたことから、この遺構は単なる溝ではなく、何らかの周構

あるいは細長い土城の可能性を考えた方がよいかも知れない。埋土中から壺 ・甕 ．裔杯などの土器が

出土しており、時期は弥生時代中期後葉と考えられる。 （平井）

溝44 I第442・445図） — 邸三

KY3区の東端部において検出した。幅は15cm前後で深さは 3cm前後が残存 -・--........-, ."; 

していたにすぎない。埋土は灰黒色粘土が一層のみであった。時期 ・性格とも

はっきりしないが弥生時代中～後期のものと考えておきたい。 （平井）

溝45・46・47(第443・444図）

第 2微高地上の南に位置する 3条の溝で、北束から南西方向にのびる。 8層等の包含層を切り込む

L—~ .. 
第442図溝44(1 /20) 

溝45は断面が細長い箱形を呈し、上面で輻90cm、底面での幅12cm、深さ73cmを測る。底面は酸化鉄の
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1. i炎黄茶褐色砂質徴砂

2. 黄茶褐色細砂

3. 灰黄褐色砂質微砂

（黄褐色土プロック含む）

4 灰茶褐色砂質微砂

（黄褐色土プロック含む）

5. 掲廿灰色粘質徴砂

6. i炎村黄灰色粘質徴砂

7 i炎灰色細砂

8. 灰茶褐色砂質徴砂

9. i炎灰黄褐色粘質徴砂

10. 黄灰色粘質微砂

11. i炎灰黄色砂質土

第443図溝45・46・47(1/150・1/30) 
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1774 弥’ヤト器 鉢 LI緑統ヨコナデo !M部ユピオサエのちミガキ。 LI縁節ヨコナデ。胴部ユビオサエ、ナデ。 にぶい位 5YR6/4 

1775 弥1・i-.器 甕 ヘラ搭さ沈線． 沈線文。ミガキ？ 。 明赤褐 5YR5/6 

Ir' 弥1tI話 寄 ？ ヘラ捨き 沈綺、刺突文。 柑 5YR6/8

第444図 溝45およびその周辺の出土遺物 (1/4) 

沈着が著しい。この溝からは1771・1773・1775が出上しており、溝の時期は弥生時代後期初頭と思わ

れる。溝46・47は非常に浅 く、断面形は皿状を 足する。幅は60cm、深さは 9cmを測る。断面等でも確

認できなかったが、 9層から掘り込まれている可能性もある。時期は明確ではないが、弥生時代中期

から後期におさまると思われる。 8・9層の出土遺物は弥生時代中期～後期である。 （柴田）

溝48(第445図）

H 15区の北半部に位置する。検出できたのは長さ約5.5m、幅 1m前後で、深さは10cm前後が残存

していたのにすぎない。

時期、性格とも明らかでないが、弥生時代中～後期のものと考えておきたい。 （平井）

溝49• 50 (第445図）

Hl5区の南半部と Hl6区の南半部においてそれぞれ溝59・60に切られる形で検出された。いずれも

本来の幅、深さはあきらかではないが、溝49は幅約100-140cm、深さ約30cm、溝50は幅約200-250cm、

深さ約25cmが残存していた。

この溝の性格については、溝59・60にほぽ沿う かたちで掘削されており 、溝59・60が古墳時代前期

前葉の水田 8に伴う水路と考え られることから、水田8以前の時期に存在 していた水田に伴 う水路と

考えたい。

時期を推定できる遺物としては埋土中から弥生時代後期の土器が出上している。 （平井）

溝51 (第445・446図）

H 16区と TO区の北半部の微翡地上においてほぽ東西方向に検出 した。規模は後恨の削平のため一

定して いないが、 TO区では幅約120cm、深さ20cm前後が残存していた。 埋土中からは図示した壺が

出土しており、時期は弥生時代中期後薬 と考え られる。 （平井）

溝52・53(第445・ 446固）

H 16区の北半部において、 古墳時代前期前葉の水田 8およ びその下層の土層を除去 した後に基盤層
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第 5節 弥生時代中期中葉ー後期の遺構 ・遺物
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第446図溝51・53出土遺物 (1/4)

の面で検出した溝である。溝52は幅40cm前後、深 さ約 5cm、溝53は輻110cm前後で、深さは 3cm前後

が残存していたにすぎない。肩はしっかりしておらず、底面も凹凸が著しい。 またいずれも水田 8の

肩に沿って検出されていることから 、水路ではなく、水田の造成あるいは耕作に関わる溝と考えられ

る。埋土からは土器片が出土しており時期は弥生時代後期と考えられる。 （平井）

溝54(第445図）

H 16区の南半部において古墳時代前期前葉の水田 8を除去した後に検出した。幅30cm前後、深さ約

10cmが残存していたのみである。時期 ・性格とも明らかではないが、土層関係などから弥生時代後期

のものと考えておきたい。 （平井）

溝55(第445・447図）

TO区の東寄りに存在する溝 4(l)上部に重複してみつかった幅 2-2.5m、深さ50-60cmの溝であ

る。第234図断面の 1層に対応する。そして、東側に並走する溝56にも一部切られている。溝底のレ

ベルは標高7.3-7.5mを測り、 用排水の両機能を有していたと思われる。遺物は前期の土器や石器が
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第447図溝55出土遺物 (1/4)
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第 3章調査の概要

多く出土しているが、第447図の土器により中期後葉～後期前薬に機能していたとみられる。（柳瀬）

溝56(第445・448図）

溝55の東側に一部接して並走し、 TO区の南西隅で T字に分岐する幅2.5-4 m、深さ50cm前後の

溝てある。分岐して南西方向に延ぴる枝溝は溝49・50に対応し、微高地端部（水田との境）に饒らせ

た用水路と思われる。溝底のレベルは北端で標高8.06m、中央で7.78m、分岐点で7.56mを測る。

遺物は前期から後期の土器 ・石器を含むが、溝55・61との関係から後期後葉とみてよい。石器のう

ちS362は頁岩系の磨

製石剣と思われるが、 —瓜 瓜 -~ A-ハ ~ 
半面が剥離 して部分的

~ ~ 

にしか磨面が看取され S354 S355 ~ いヽ ＜ 
S356 S357 ない点や基部の扶りと

⑬ ＆ は別に中央上部に打ち

層？欠いた扶りがみられる

点などから、制作中に ＜ ~ 
S358 S359 

破捐したため短剣ある <:> 

゜
5cm 

S360 S361 
いは石棺に転用したor S362 

能性が強い。 （柳瀬）
第448図溝56出土遺物 (1/2)

溝57(第449図）

J 0区南西隅で検出された流路を東西にとる溝である。後述する溝62と直複し、北側の立ち上がり

が切られているため幅は不明である。第449図断面図の 4・5層が相当する層位であり 2・3層は

溝62にあたる。埋土は灰色を基調とした微砂• 細砂であり、特に 4層には鉄分の沈着が見られた。図

示した出土遺物は、甕の口縁部と底部である C i髯の時期は弥生時代後期末葉と考えている。 （大橋）
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第 5節 弥生時代中期中葉ー後期の遺構・遺物

(8)水田

水田 2・3・4・5・6・7 (第450-456図）

河道 1・2および第 2-4低位部では、水平堆積層が複数枚確認されており、当初から水田の可能

性を考えて調介を進めていたが畦畔等の直接的な証拠は検出されなかった。しかしプラント ・オパー

ル分析を実施したところ、稲作の行われていた可能性が高いという報告をうけ、それらを水田として

認定した。分析に出した土壌は第 2低位部南端にあたる KY2区、第 3低位部北端の EN区中央およ

びr"J南端の H16区中央、 1B河道 2にあたる J0区中央において採取している。詳しい結果は付救 5 • 

6にゆずるが、これら水田と判断された堆積層の下位にあたる層から水田 2、 3、4、 5、 6、7と

した。また河道 l上を A地区、第 2低位部上を B地区、第 3低位部上を C地区、第 4低位部上を D地

区と仮称して、記述を進めることとする。水田 2はD地区の H17区北壁採集試料を基準とする。資料

採集地点の断面図はないが第451図の24層に対応する。底面の海抜高は7.2mを測る。断面図をみるか

ぎりでは低位部肩口に沿った狭い範囲にのみ存在し、全面には拡がらない可能性も考えられる。時期

は、 J0区東壁において対応する層の上面から河道 2が掘削され、また直下の25層から弥生時代前期

中葉の土器が出土していることから前期後半から中期前半の間に堆積した層と考えられる。水田 3も

H 17区北峡を基準としており、第451図の21層に対応する。レンズ状に堆積しており、底面の海抜高

は肩部で約7.7m、最も低い所で約7.3mを測る。平面的な拡がりや他の調査区との対応関係はよく判

らなかった。遺物は出土していないが、 15・16層が溝50にあたるので、弥生時代中期前半ー後期前半

以前に堆積したと考えられる。水田 4は第277図の16層を基準としている。底面の海抜高は7.5-

7.7mを測る。時期は、遺物が出土していないが、 20層以下が弥生時代前期の包含層であり、 3層は

古用時代前期前葉の水田層であることから、その間のある時期に営まれたとしか言えない。水田 5は

l司断面図の14層を碁準とする。底面の海抜高は最も低い所で約7.8mを測る。この層に対応する層は

各地区で確認されており、広域に拡がっていたと考えられる。第450図には水田 5が分布していると

予想される範囲をトーンをかけて示した。時期は、 D地区では旧河道 2の上層にあたり、弥生時代後

期前半の溝に切られていることから、弥生時代中期後半～後期前半の間で考えることができる。水田

6は水田 5直上の13層を基準としている。底面の海抜高は約 8mを測る。 A地区においてのみ対応す

る層を確認している。時期は遺物がないので水田 5より新しく水田 7より古いとしか言えず、弥生時

代中期後半ー後期に埋没したと考えられる。水田 7は同断面図の 4層を基準とする。プラント・オ

パールの密度は同地点で採取した試料中最も高い。 A ・C地区では対応する層を確認している。底面

の海抜嵩は7.9-8.0mで、どの地区においても肩口は微邸地上にまで拡がっており、この時期に水田

域が急激にi広大されたと想定される。 D地区では直接対応する層が確認されなかったが、直上の水田

8および直下の水田 6を合わせた 3層は灰白色～淡灰色の粘質土で色、質ともに似ており、部分的に

は単一に見える所もあるので、後述する D地区水田 8が複数の水田層に分層される可能性が考えられ

るまた A地区や C地区で確認された水田 6から水田 8までの堆積状況は、 B地区南端にあたる KY

2・3区の堆積状況に似ており、第453図の 3層が水田 6に、 2層が水田 7にあたる可能性が高い。

第455図の遺物はA地区水田 7から出土しており、 KY2区2・3層から出土した遺物と時期的にも

矛盾はない。弥生時代後期後葉に属するもので後述する水田 8との時期差はあまりなく、連続的に営

まれた可能性が考えられる（第456図の石製品や土製品は C・D地区から出土したもので水田 5-7

のいずれに伴うかはよくわからなかった。 （久保）
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第 3章調査の概要
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J/91 弥'F.t_器 甕 U綽部ヨコナデ， 口給礼ヨコナデ，胴部ケズリ 。 にぶし•貨橙 IOYR7/4 
1792 弥'E.-t.芦 甕 U綽部ヨコナデ。 口緑部 ヨコナデ。胴部ケズリ 浅黄橙 IOYR8/3 
1793 弥牛:ti呂 甕 U縁部ヨコナデ， LI綽部ヨコナデ＇ にぷし•黄棺 IOYR7/2 
1794 弥中:..t芦 店杯 U綽部ミガキっ 口緑部ミガキ > 霰 5ヽR7/6-7/6
1795 弥中:t苔 店杯 廓叱面取り痕．ヨコミ 1fキ 円形すか LlLL 胸部9 ケヽメ ， 橙 25)R6/6 
1796 弥牛．＋．器 店杯 脚部面取り痕．ヨコミガキ。円形すか LfL。 脚部シ -r-•) 痕．ナデ， 柑 75YR7/6 
. 7 牛t諾林 ．．り綺 IIi.'•, -:, デり・;,,'キ 口9ー●' - --t--'i' 桐部ユピオサエ． ミガキ 1こぷい黄柑 JO)R7/4 

第454図 弥生時代水田層出土遺物 (B地区）(1/2・ 1/4) 
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第5節 弥化時代中期中袋ー後期の遺構・ 遺物
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！番如号 1 種 別 器 積
特 'Tl 

色 置 I 偏 考
外 直l ... 直l

1798 I弥生上召 呑？ 口舷部ヨコナデ。 I u籍郎ヨコナデ。 位 SYR6/6

1199 I弥生t若 甕 D綽部ヨコナデ。 I LI綽部ヨコナデ。胴郎ケズ')。 k白 IOYR8/2

1800 I弥牛土岳 甕 D緑部ヨコナデ IU綽部ヨコナデ。胴部ケズリ。 灰白 IOYR8/2 

1so1 I弥'l:J:註 鉢 U緑部ヨコナデ。胴糀 ミガキ。 luN糀ヨコナデ。胴部ケズ,,のちナデ？ 。 手褐 7 .5YR3/J 

1802 ず生十若 鉢 口縁部ヨコナデ0 !I! 蔀ナデ？， LI樟部ヨコナデ. ~M屯ケズ＇） 浅黄符 >YRB/-1 

第455図 弥生時代水田層出土遺物 (A地区）(1/4・1/3) 
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第456図 弥生時代水田層出土遺物 (C・D地区）(1/2・1/3) 
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第 3章 調査の概要

(9)凹地

凹地 1 (第457図）

第 2微高地（西）の AT区北東部において検出された。もともと緩やかに北に傾斜していたと考えら

れる基盤層に、東西方向に約15cmの段を設け、その北側を平坦に削り出したもので、その海抜裔は

8.55m前後である。調企区東側墜の観察によれば、この平坦面は段の北約15mまで続いていたと想定

される。南端には溝 7・8が掘られており、時期は弥生時代中期～後期の枠でとらえられる。 （光永）
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第457図 凹地 1(1 /300・1 /50)・出土遺物 (1/4)

-318 -



第5節 弥生時代中期中薬～後期の遺構・遺物

凹地 2 (第458図）

第2微高地（東）北端に位置する。 Jy区の北東端から K2区でほぼ直角に向きを変え FU区北西端

にいたる。規校は輻 6-8m、深さ 10-15cmを測る。側嘩は1Ill状に緩く立ち上がるが、南端は若千急

になっており、段を成す部分もある。褐灰色～灰白色粘質土によって埋没しているが、 C地区の弥生時

代水田層と考えられる層に対応する可能性が高く、また両府口に沿って溝28-30が検出されているとい

う状況は溝21-23と水田の関係を想起させるもので、この凹地も水田として利用された可能性が高い。

未調在のため確認はできていないが第 2低位

部に営まれた水田にとりつく可能性もあり、

西と東に拡がる水田域をつなぐものとなるか

もしれない。埋土中からは弥生時代中期後葉

～後期と考えられる土器片が出土しており、

士層堆積状況からも矛盾がない。 （久保）
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第458図 凹地2(1 /300・1 /50)・出土遺物 (1/2・1/3)
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第 3~ 調査の概要

(10)河道

河道 2 (第459-468図）

前述したように、河道 2は確認できる限りにおいては、縄文時代晩期に遡り、堆積が進行し弥生時

代後期前葉段階には完全に埋没していたものと考えている。ここでは、弥生時代中期後葉から後葉段

階の遺物を包含した層位について述べる。

河道の輪郭は前段階と同様であり、堆積過程の進行から、やや規模が小さくなるものの、大きくは
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第459図河道2 (弥生時代中期中葉～後期）(1 /500・ 1/60) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物
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1818 

1816 0 10cm 

ー
挿番号図 1 種 別 I器 種

特 if( I 
色 讀l 偏 考

外 面 ●●』 て

1804 弥生±器 空~ D唇部凹線， D縁蔀11/if-t突帝へ にぷい赤Iェ 5YR5/4 

1805 弥'F. ..t器 屯ギ D唇部l"I線、悸状，名文 D柑部貼付突帝 ：ガキ 口縁部ヨコナデ 9こぷし杓 5YR7/~ 

1806 弥 牛t器 壺 D柑叱l"I線｀惰壮＃文 D緑部貼付突帝 ミガキ U類部ヨコナデ にぷい黄柑 IOYR7/2 

1807 弥'F_t諾 空~ クシ積き平行綬文、液札文＿刺突文_1111かいヽ ケヽメ ユピオサエ｀ハケメ にぷい黄朽 10) R7 I~ 

1808 弥 牛t器 "" ~ LI 柑部凹線、 ~JR LI緑部貼付突帝 ロ緑部ヨコナデ '*褐 75H/~ 
1809 弥 生t器 壺 Off部l"l緯 ow部ヨコナデ 類部 9ヽ ケメのち1"l線． LJ縁部クシ描き皮状文 頚部シポリ痕｀ナデ 明 褐I+,. 7 SYR, /2 

1810 弥 牛,_t器 空~ D唇部凹線、 ~JR コ LI縁部ヨコナデ ヘラ描き，尤線．刺突文 ミガキ 明褐灰 7 SYR, 2 

1811 弥生±荏 "" ~ Dfi部l"l緯、枠杖浮文 刻~ D柑部ヨコナデ クシ描き波朴、文、 にぷい黄杓 IOYR7 2 

1812 弥 牛t器 空- D綽部ミカ’キ＾ ヘラ栢き斜格十文 ミガキ 褐灰 IOYR6il 

1813 弥生上器 甕 Dy't(II]線,D縁部ヨコ十デ i!1部、馴部 9ヽ ケメ J 口類部ヨコナデ，桐部ユピオサエ 灰白 5Y8i~ 

1814 弥 生t器 "" -DI! 昂l'I識 DH乱ヨコ十デ lll紅ハケメ、貼付封H突斎 ロ縁包ヨコ十デ、 r六黄掲 IOYR6/~ 

1815 弥牛上諾 壺 D緑部ヨコナデ クシ描き波状文3 にぷし黄橙 'IOYR7~

1816 弥 生 t器 空~ D栢叱凹線 LI類部ヨコナデ｀貼付突帝。胴 口縁部ヨコナデ類部ユビオサエ、ナデ胴里褐 IOYR3I 

叱上半9ヽケメ．刺突文へ下キミガキコ 部 9 ケヽメ

1817 弥'~-t 器 壺 頚部ハケメ、貼H突帝朋部上fハケメ 剌 頸記ナデ 嗣部上半＋デ ヽヽケメ rt-ケかJ 1, 大白 JOH和'2 外曲煤

突文， F半ミガキ- +灰—白 10¥RF2 1818 弥 'It器 壺 Dfi糾町緯 n柑訊 3 コ＋デ弗紅ハ~ ・. 貼ft祖H突昴 U柑部ヨコナコ 類蔀ナ=

第460図 河道 2出土遺物 （弥生時代中期中葉～後葉 1)(1/4) 
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第 3章 溝査の概要
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呻

ー一三,.:,,二／

~
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＿

惑

238
 

ー

―--_＿ -l-

~·~~~ 
戸竺心

〗0
面

O 10cm 
'-- ----

,. 図 IIt~ り苔檜 t' 復
色 lll I偏 ~ 畠、 々 '. 直

119 弥,tI器 壺 LI ti部門紺 LJ綽叱ヨコナデ。頸部 9 ケヽメの LI樟部ヨコナデワ ,J.:!fi柑 i5 \ ~~I~ 
120 弥,,-1:岱 屯 LIむ部門椀 LI頸部ヨコ十デ頸部門線、］ 顆部｀胴椛ユビオサエ蝙ナデ， 灰白 2 5Y8/2 

1d2) 弥,,.I芦 -a LI'6部門線顎部凹線、ミガキ ?e LI絲部ヨコナデ 顎杞ユピオサエ．ナデ '*白 2SY8/2 
1822 弥'I12:. 壺 口け屯凹籟 口紺記ヨコナデ｀クシはき放杖文． UH郎ヨコ＋デンクシ幅さそけ・文 仄白 IO¥RS/1 
1823 ~'t I芦 甕 ロB乱l"I緯討l,j D縁乱ヨコナf'.馴記ミガキ？ LI綽部ヨコナデ，胴屯ユピオサェ. , ヽケメ にぷい褐 7 5YR5/4 
1824 弥'II岱 甕 Db部l"I緯｀怜杖If文，口籍記ヨコナデ 馴記9ヽ ケメ LI緑部ヨコナデ•, 胴部ユピオサエ. , ヽケメ， にぷい黄控 IOYR7/2 
1825 弥'tI器 屯？ LIむ叱I町線． 惰杖浮文．羨IR LI緑部ヨコナ LI綽 部 3コナデ， にぷい朽 SYR;/4 

デc 剥糀 9 ケヽメ I 
1826 弥'II器 甕 Uむ部門線 ｀口柑部ヨコ＋デ 馴部9 ケヽ 9 の 頸部ミガキ 粗部上キハケメ亀下 rヶズリ にぷい貴代 IOYR7/J 

ちミ 1fキ、利突文，

1827 弥,,.,. 器 ~ ナデ、2 I天s 7 SHB/2 底牝外由柑租 2
182° 弥,,.,器 壺 LJ綽部ヨコ十デ． 穿JL 剛糀ミガキ D舷 弔ヨコナテ 胴勺ナデ , ,-メ ＂勺 7 'ヽRR

第461図 河道 2出土遺物（弥生時代中期中葉～後葉 2) (1/4) 
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1838 

第5節 弥生時代中期中葉ー後期の遺構・遺物

ア1831 

1833 

1834 

1832 

1842 

1843 

0 10cm — I, ヽ(.. ~I H け1JI器 It 朽 罰
色 調 債 考

外 直l 内 面 I 

1829 j/j,'I l・o 甕 U科洸ヨコナデ．胴邸9 ケヽメ U舷龍ヨコナデ り旧船sカキ 9こふ r- 7 5¥ k, 4 りH 上 ＇ 籾•i<.I

1830 弥'ft器 甕 い綽部ヨコナデ朋記ハケメ 口樟部 3コナデ 樹祝ユピオサエ．十デ I火白 2 5Y8心 外由煤

1S3J 弥'tI岱 甕 U唇紅沈緯 D樟統ヨコナデ U綽祁ヨコナデ胴紅ハケ 9 ワ にぷい橙 SYR, 4 

,o32 弥~, 岱 甕 D唇毘 t緯口紺紅ヨコ+T'14記 n ハ~<, t↑ ミガキ。 U柑紀 3コナデ胴祝ハケメ 柑 25¥ R6/6 

1il33 弥'tt芦 覺 ロ6乱t緯口峠且ヨコ十デ嗣'tf,,ケヽ、 H ミガキ D縁郎ヨコナデ｀胴部J-tハケメ. rt-ミガキ にぷ,.橙 5YR4'1 外由煤

1834 弥'I・t召 甕 U縁部 3コナデ＿胴祁ハケメ LI終部ヨコ -t-デ 胴祝ユピオサエ．ナデ， 1こぶい貰111 JOYR7/2 

1835 弥1t芦 甕 U綽部ヨコナデ胴虹ハケメ D絵紅ヨコナデ-胴部9 ケヽメ 黄灰 2 5Y6/I 

1836 弥中 t芦 甕 Dti記凹織ーロ械紅ヨコ十デ 駅品Ill•· ヽ •'r 、.,, い綽部ヨコナデ 胴部ナデ•, 1-1<8 IOYR8/~ 

1837 弥'tt. 岱 甕 Liff部凹婉？，口綽況ヨコナデ 桐部ミガキ。 LI綽部ヨコナデ．胴祁ナデ．’｀ケメ 仄白 2 SY7/I 

1838 弥·~,.召 甕 LI昏部門線 D緑部ヨコナデ 胴部ミガキ？。 Li綽部ヨコナデ胴閲ユピすサエ ナデ。 ＇大白 2 5¥"8/2 外OO煤c

1839 弥•t t. 芦 甕 [Jy部門線ーロ柑糀ヨコ十デ，胴部 9ヽ ケメ LI綽部ヨコナデ、9印糀ユピオサエ．ナデ I夭白 2.5Y8/2 

JSlO 弥中 t芦 甕 Dfi記l"I鍼口綽記ヨコ＋デ馴部,,ケメのらミガキ U LI綽部ヨコナデ，胴懇ハケメのちミガキ I六黄褐 10ヽ.R6/2

I以I 弥牛t芦 甕 LI綽部ヨコナデ 胴祁9 ケヽメ LI緑部ヨコナデ，胴部ユピオサエ｀ナデ， ＇＊黄 25¥7 2 

18-12 弥牛 I召 甕 LI緑部ヨコナデ胴椛 9ヽ ケメ U綽部ヨコナデ 胴"t'ヽ ケメのちミガキ ,le黄橙 7.5¥R8,4 

18-13 弥牛 I:活 甕 Dfi部l"I線 口籍t;r,コ＋テ胴，、ヤ 9のちミガキ D籍迅ヨコ＋デ厭..tユピt"工+-. tt-• ズ，. "'白 2 5Y8 2 外由4

第462図 河道 2出土遺物（弥生時代中期中葉～後葉 3)(1/4) 
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第 3章調査の概要

- ;, □9 
1856 

0 10tffl 一挿1~I 檀け1JI岱神
特 徴

色 潤 I 循 与番、 外 面 勺 面 I 

］出4 弥牛十註 甕., 〇廿部門緯．軒Ill o械そヨコナデ嗣品・ケメ LI~ 品ヨコナデ馴品..L~ オサエ．ナ元ハケメ , I大白 7.5\R• I 

1845 弥牛十芦 甕 CJ ti訊門緯口籍昂鮎ft飼 11~祭嗣部9ヽ ケメ LI綽蔀ヨコナデ，馴部9ヽケメのちミガキ 褐fl<. 7 .5YR4/2 外面煤＞

18-16 弥牛'..t笞 甕 ub況凹線、 U綽祝ヨコ+デ>胴部9 ケヽメ U綽部3コナデ 胴祝ユピオサエ、ハケメ 仄羨 2 5)7/2 外由煤，

1847 弥'E-t岱 甕 LitfiltM線 LI綽部ヨコ＋デ，胴部9 ケヽメ ， U綽叱ヨコナデヮ胴祝ナデ， 灰賞褐 JOヽRS/2
1848 弥牛十器 甕 l.Jti部門線'l.J綽糀ヨコナ乞胴部9 ケヽメ ， U樟部ヨコナデ 胴部ユピオサエ、ナデっ にぷい黄橙 IOYR7/2 外面煤

1849 弥'tt. 召 甕 utt部門線, LI綽部ヨコナデ 胴部9 ケヽメ ， LI絵部3コナデ 胴糀ユピオサエのちナデ 灰貰 2 5)7/2 
1850 弥生十．諾 甕 LI ti糀門線 lJ緑紐ヨコ＋デ，胴部9ヽケメ？ ，U緑誓ヨコナデ， !H祝 9 ケヽメ。 灰白 IOYR7/1 外面煤

1851 弥牛t:ili 甕 〇廿紀門緯， 0綽乱ヨコ十デ 嗣乱ヽ ケ`メ・ミ 1Iキ?, U綽部ヨコナデ｀胴部ユピオサエ、ナデ。 灰責 2 5¥7/2 外面煤』

1852 弥牛..ti:. 甕 U舒紀凹緯 LJ綽部ヨコナデ 胴部9 ケヽメ ，' 口綽祝ヨコナデ 胴部9 ケヽメ ， r,;_責 25Y7/2 

1853 弥'f.-t.~ 覺 uむ祁凹鍼．惰廿、,,文• LI綽部ヨコナデ剛 U綽部ヨコナデっ預祝9 ケヽノ 胴犯下キケズ k褐 75ヽR6/2 外面煤

糀ハケメのちミガキ I')のちミガキっ

1854 弥牛 t器 甕 ロ l.i記l'1織-D縁紅ヨコナデ馴!tH ヽ•ケ, Ifミガキ， 口籍品ヨコナデ—胴乱J-.1'' ヽケメ、下キケズリ 灰白 IOHB/1 租部J:-t-n扱 l
1855 弥'tt諾 甕 U'G配凹線 U紺部ヨコナデ，胴部9 ケヽメ ， U緑邸ヨコナデっ胴部9 ケヽメ，' I火黄 2 5Y6/2 
,- : 牛十器 甕 I It ,-,"I綿 I給， '-::. 桐肖 ...• ,;,. 3コ ... , 1~ 一ピすサュ '.:1音 _ 5Y~13 

第463図 河道 2出土遺物 （弥生時代中期中葉～後葉 4) (1/4) 
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第 5節 弥生時代中期中案～後期の遺構・遺物

n□9 
1860 

0 1867 
10cm 

怜番13,4 槽別 I岱積 I 
井 ttl 

色 潰 編 ~ 
外 面 中 直

1857 弥'~t 笞 甕 Lil! 品杓梶 D峠品ヨコナテ t;, ヽ ケヽ•，らミカキ， LJ峠品ヨコナデ 桝孔粗'"ヽケメ ，灸責 2 5,b,3 外面煤

IB58 弥牛 t芦 甕 口tiitl"l緯 D綽紅ヨコナデ胴記ハケメのちミガキ． 口綽昆ヨコナデ 胴品ユピオサエ．＋デ ，,.,.、 灰白 IO)R8/I 外面煤で

1859 弥牛 t岱 甕 口ff'£凹緯・ロ籟％ヨコナデ。胴昂籍い9 ケヽメ。 口綽記ヨコナテ尉紅ユピオサエ tそ，、ケヽ 沿員 2.5ヽ7/3

1860 弥牛 t岱 甕 Dti糀沈線 口縁部ヨコナデ。 1JM糀 9 ケヽメ。 口械部ヨコナデ，胴部ユピオサェ．ナデ， ’天白 2.SH I 

1861 弥'Ft召 甕 LI哲叱凹線 口綽部ヨコナデ。 口綽部3コナデ 桐部9ヽケメ？ ,,, 白 5Y8/2

1862 弥,~t.岱 甕 UH統凹線 LI綽糀ヨコナデ ll'JL, U綽部ヨコナデ ti: 貧橙 7 SYRB/3 

1863 弥1-~-呂 甕 口8祝凹線 口籍部ヨコナデコ馴統ハケメ。 LI綽部ヨコナデ 尉部9 ケヽメ にぷい黄橙 10¥R7/2 

1864 弥"'-t. 苔 甕 LI棺部凹線、捧状浮文。 LI籍部ヨコナデ。 U綽部ヨコナデ k白 25Y8/2 

1865 弥牛 l召 甕 Lib部門線 LJ綽郎ヨコナデ。胴糀,,.,. ,。 口綽部ヨコナデ，胴部 9 ケヽメ '*藁 25Y7/2 

1866 弥牛 l:2ii 甕 ロ6記門緯口籍昆貼付舅a,:斎ヨコ十.,,,I! 忍’‘ケ,' U綽部ヨコナデ，胴部ミガキ？ ＇大白 JOH8/2 外面煤

B 7 9お 臀 口け蔀門嗣 D給紅貼Iii~ 突需ヨコ+f''沼•ヤ' lJ綽部ヨコナデ胴屯ハ.,.,. K貧褐 JOH~ こ

第464図 河道 2出土遺物（弥生時代中期中葉～後葉 5)(1/4) 
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第 3章調査の概要
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~\JI 
0 10cm 

挿壽(り,QI種 別 I岱 桟 I 

特 徴
色 ;JI! I 編 考外 直 内 直｝

1868 弥'~l 岱 甕 UむBJ;1"I帆.t+#.i'文 U柑 ，．貼f.t-11-1~奇. LIH!ltヨコナデ 胴部9 ヶヽヽ I大白 ~SYB/1 
ヨコナデc 胴糀9 ケヽメ

1869 弥牛 I芦 甕 Liff叱凹線， LI緑部ヨコナデ，胴叱9 ケヽメ 口紺部ヨコナデ 胴部ユビオサエのちハケメ にぷい黄柁 IO¥R7/2 
1870 弥牛 t諾 甕 LI~ 部凹樟．楕杖浮文 口綽部貼ttr.rn突否． LI粒部ヨコナデ胴部,,ケメ ＇＊白 IOYR8/1

ヨコナデ 別郎J ケヽメっ

1871 弥牛'±ii 甕 口け記凹絢 口け屯貼tt刃月?榮．ヨコナデ． [J柑部ヨコナデ>i尤綺 2本 k白 2SYB/2 
1872 弥生十＿芦 甕 Lifi叱凹線 LI緑部貼ft刻B突帝、ヨコナデ LI 籍部ヨコナデ．沈線—剛記粗し., ケヽメ ＇＊白 2.5ヽ8/2 外血煤

胴部9 ケヽメ． ミガキ』

1873 弥中土苔 甕 胴部ミガキ．底院焼成後穿./L 胴部ケズリのちヽヽケメ、 ミガキ ＇火貰 2 5¥7/2 胴記内lfiff痕，
llf/4 弥生十芦 甕 胴部ミガキ。底部ナデ ナデワつ 褐11< IOYR4/l 焼成後クfし
1875 弥牛土註 甕 胴蔀ミガキc 底部ナデ， 胴部ケズ，J? • 灰白 IOYR7/I 
1876 弥'F...t送 甕 尉部ミガキ。底部ナデっ 胴部ケズ，I • 黄灰 2 5Y6/I 焼成後穿lLっ
1877 弥生士岱 甕 馴部ミガキ。底部ナデ•O 胴部ケズリ？ 明褐I大 5YR7/2 
1878 弥牛土芦 甕 胴部ミガキ＾底糀ナデ， 黄橙 IOYR7/3 
1879 弥牛土岳 覺 胴部ミガキ 底部鯛面ヨコ十デ。底祝ナデ， 綱部ケズ，J, 仄黄褐 IO¥R4/2 外由煤，
1880 弥牛:..t器 屯 胴部9 ケヽメ 胴部9 ケヽメ '"'白 75YR7/2 
1881 弥生土器 甕 胴部ミガキ。底部ユビオサエのちナデ？ 。 胴部ナデ。 橙 5YR6/6 外OO煤
)&・ 弥牛十― 甕 胴智 “ ’天 SY4/ 焼成後穿fl,

第465図 河道 2出土遺物 （弥生時代中期中葉～後葉 6}(1/4} 
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第 5節 弥化時代中期中槃～後期の遺構・遺物

｀ー／

0 10cm 

I香贔l-刈-1 種 別 器種
朽 m I 

色 項 漏 考
外 00 内 直i ＇ 

1883 弥生十祐 甕 桐就ミガキ，底虹ミガキ 桝就ケス:•1 のちハケメのち；ガキ にふい員柑 lUヽ~-~

1884 弥牛十器 甕 胴部ミガキ』 胴部ナデ にぷい応 7 5H6/3 焼成後穿lL,

1885 弥生上岱 甕 胴部ミガキ。 胴部ケズ,,のち粗い 9 ケヽメ If<白 IOYRB/1 外由煤

1886 弥生t芦 広杯 U樟部ヨコナデ.l1-1L-If・祝ミガキ D縁紅ヨコナデ H紅ミガキ 棺 75¥ R7/6 

1887 弥牛 ti. 店杯 [J緑部ヨコナデ，H・邸ミガキ LI綽紅3コナデ.1-f・"tミガキ ， J六白 2 5ヽ8/2

1888 弥生J:岱 品杯 D縁部 3コナデ＾杯紅ミガキヘ LI綽部ヨコナデ、杯祝ミガキ っ にぷい貢~ 10ヽR7/2

1889 弥生士芦 占杯 口縁部ヨコナデ M記ミガキ 孵部 9ヽヤメの Li綽部3コ＋デ杯氾ミガキ Ill郎ケズり 9大白 2.SYS/2 

ちミガキ．円彬すかしfl-

1890 弥牛土芦 品杯 ロ縁部ヨコ十デ、穿lL 杯認ハケメのちミガキ。 D緑部ヨコナデ，杯祝ハケメのちミガキ 褐I天 5YR5/1

1891 弥生土器 高杯 LI緑部凹綽．ヨコナデ 杯部ミガキ 口樟杞ヨコナデ，杯紅 9ヽケメのちミガキ にぷい貴棺 10ヽR72 

1892 弥生土．芦 品杯 口唇乱l"I緯 口籍岳l"l緯、ヨコナデ杯部ミガキ』 LI綽祀ヨコナデ H紅ミガキ c 橙 5ヽR7/6

1893 弥生土芦 高杯 D昏部門縄 口縁部l"l鍼．ョコナデ H乱ミ tfキ LI綽部ヨコナデ，杯況ミガキ ＇＊白 25Y8/2 

1894 I弥生t芦 ぢ杯 ロ柑部凹線` ョコ+'-' If 上 •—•’ '"' • _._ 閉 て , I I - t :111 

第466図 河道 2出土遺物 （弥生時代中期中葉～後葉 7)(1/4) 
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第 3章晟査の概要

界ならない。検出面から確認できた深さは、 30-40cmほどであり、海抜裔にして、 7.3m付近で底と

判断している。溝底には、炭を多塁に含人だ黒灰色粘土層 (3層）が堆積し、その上位には灰色を基調

とした微砂層 (1層）がある。コンテナにして約50箱を超える多聾の遺物が、この 1-3層に集中して

いた。

図示した出土遺物は、比較的形状のわかるものに限った。 1804-1826が壺、1828は無頸壺、 1829-

1872が甕、 1886-1901が麻杯、 1906・1907が台付鉢、 1902-1905は、高杯もしくは台付鉢の脚部であ

二 二 聾〔1895 
1899 

~'~ 
1902 

三＼
1896 

二 1903 

1897 1900 

、/~-:~ ノ＝一`1-- f 
1898 1901 

¥ -麟 > 1904 

1906 

塁□三＼
1907 1908 

゜
10cm 

1905 

坤番1←4 I It ~IJ I器 神 ＂． i1l 
色 ;JI! 偏 ~ "J 内 ,:,; 

1895 弥り 1岱 高If 脚部刺突文 卿溢紐ヨコナデっ 駒部ケズリ ．脚嬬部ヨコナ J火貨 J 5¥7/と
1896 弥'F.1お ほ杯 脚部 ミガキ 冑石氾ヨコナデ 嗣叱ケズリ ．． k白 2SYS/2 
1897 弥'1-:1.岱 f;l,lf 脚嬬糀門線．ヨコナデ 駒部ケズ＇） 脚溢部ヨコナデ '*責 25)7/2 
1898 弥'FI: 芦 ,Qjff 肩屯ナデ胸石闇ヨコナデ、沈線c 脚糀ケズリ， 脚嬬椛 ヨコナデ fl<_白 25Y8/2 
1899 弥,,i岱 “杯 脚嬬蔀凹線、ヨコナデ 卿部シ T-')~ 嗣嬬部ヨコナデ・， ＇＊白 IOYR8/l
1900 弥中 t岱 品杯 脚蔀ミガキ~ Ill嬬部ヨコナデ 関部ケズリ 騨嬬紅ヨコナデ 11'.El 5Y8/2 円蟄允蠣
1901 弥'II 2i 屁杯 胴乙屯ヨコナデ 胄部ケズ,,, ぃ白 2.5ヽ8/1
1902 弥,i.r呂 {;I,tf? 胸部貼It究行、ヘラ伝き沈綺 すかし孔 卿部ンボ,,療．ナデ＇ 1 こぷし·~ 7 SYR7/3 
1903 弥'IL器 ぶ杯？ 鯛記ヘラ積き、t緯、ミガキ｀すかし孔肩猛部門籍 脚予上Tケズ＇）、下キヨコナデ， ’六羨 2 5Y6/2 
1904 弥't.~ 器 凸杯？ If部ミ 1fキ ＂訊ヘラ積き .t線、： tfキ すかし孔 杯部ミガキ， 脚嬬部ヨコナデ， 褐'* 5ヽR6/I
1905 弥牛 ~ii 店杯” 杯叱ミガキ 綱糀門線．ヘラ搭き沈線、ハケ 杯部ミガキ 胸部上キケズリ. fキヨコナデ ,le貧 2SY7/3 

Iメ．すかしi'L 胸嬬祝凹鍼， I I 
1906 弥1・ ~-芦 台ft鉢 口唇~[']緯 P!Ul文， D械乱ヨコナデ 嗣部ミガキ Ll緑牝ヨコナデr 胴部ヨコミガキ lt<.B JOYRB/1 
戸I!-•さ ~'F. ~ 器 台f.t鉢 胃乱ヘラはき，t属すかしlL 胃編'tl"l絹. 3コ臼，＂部ケズリ。 [f<EJ 10ヽR7/I

弥,1-~ ~ ヨコ —ごす→ 一 三- k白 25ヽB'- I 上 F不詳

第467図 河道 2出土遺物 （弥生時代中期中葉～後葉 8)(1/4) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物
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第468図 河道2出土遺物（弥生時代中期中葉～後葉9)(1/2・1/3) 

Jian 

り、 1908は同じ＜脚部と考えられるが器種 ・器形は不明である。なお、壺および甕の底部として

1827・1873-1885を図化しており、うち1827には、米粒圧痕が見られる。石器は 7点図示したが、全

体贔としては少ない。その他に土製紡錘車(C75'がある。

図ホした出土遺物で見るように、この中には弥生時代後期後葉のものは無く、河道 2の流路は、ほ

ぽこの段階には、消滅していたものと考えられる。また、開始段階は不明であるが、少なくとも古墳

時代前期前葉には、河道 2を含むこの低位部を利用して、水田が拡がっていると推測される。なお、

河道 2と同 ーと考えられる河道 lについては、ここで確認された弥生時代中期後葉から後期前葉の遺

物を包含する層位は明らかではなく、堆積過程が異なっていたものと判断される C (大橋）
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第 3章謂査の概要

{11) その他の遺構・遺物 （第469-478図）

これまで述ぺてきた遺構以外には、 遺物の出土していない不整形な土城や柱穴、溝状遺構などがあ

る。また人為的かどうか明らかでない穴も多数見つかっている。なお今回報告する調究区は竪穴住居

の残存状況で想定できるように、後世の削平が著しいため、柱穴や土凛のなかに竪穴住居や建物とし

てまとまる遺構が全く無いとは言い切れない。

遺物は土器、土製品、石器、石製品を図示した。 このうち石器 • 石製品については、その多くが形

状からは時期を特定できなかったため、前節までに記した縄文時代後期から弥生時代中期前葉までの

確実な遺構、および包含層以外から出土した貸科を掲載 している。その多くは縄文時代晩期から中・

近世に至る遺構の検出中および古墳時代以降の遺構から出土した石器、石製品である。

~ l一畠農tJ~
1917 

1909 

三~----—今 ~ 1913 
土

1918 

1910 

戸1914 

J 
1919 

1911 

~ ) 
-IP.,. O :::-― 三
"'"~ 星

rl -~ 
1920 

1922 

挿図
種 別 la:;檀

t~ 徴
色 躙 I 繍

’ 
暑サ 外 面 I 面
I幽 弥生土溢 覺 on乱l'l鼠 Off ヨコ＋デc胴昂.t字ハケメ .Tキミガキ。 LI綽祁ヨコ ナデ。胴部ユヒオサエのち I ケヽメ。 Ifi褐 7.5YR5/2
1910 弥生t臼 覺 U唇部門綿。LI綽祁 3 コナデ。 LI綽都ヨコナデ。 褐11< 7 .5YR6/J 
1911 弥生土芦 'I!! 口頸部ヨコナデ， 馴閲tキハケメ. ~ キミガキ- 口負畠ヨコ十ィ 嗣品上キュビオサエのらヽ•ケメ。 Hケズリ。 にぷい黄橙 IOYR7/2 
1912 弥生士溢 甕 胴部ミガキ『底祝＋デ。 ナデ？。 明赤褐 5YR5/6 焼成後!1-lL
1913 弥生t2i 店杯 冑部矢功桟すかし孔。 脚嬬統ヨコナデ。 脚濯統ヨコナデ。 仄白 2 5¥8/1 
1914 弥生t活 甕 口縁部ヨコナデ LI綽郎ヨコナデ。 剛部ケズ＇）つ I1'白 2.5Y8/2
1915 弥牛土芦 甕 D縁部ヨコナブ，馴品l:'I'-タタキ。 f1', ヽ ケメ。 LI綽郎ヨコナデ。 馴紐ケズリ。 仄白 2 5Y8/2 
1916 弥生上芦 鉢 ？ 把手ユピオサエ．ナデ。 ヨコ 9 ケヽメ" 褐灰 IOYR4/I 
1917 弥生土芦 鉢 胴部、底部ミガキ， 胴祝ミガキ。 I天白 IOYRB/2 ジョ 9キ形
1918 弥生土己 董 ？ ハケメ．ナデワ ナデ。 仄貧 2.5Y7/2 
1919 弥牛tii 高杯 D昏部門線oLI械部ヨコナデ。 LI綽蔀ヨコナデ。杯郎ミガキ。 k白 7.5YR8/2
1920 弥生上岱 属杯 ”部円影すかし几。 脚嬬部ヨコナデ。 1111配ケズ，Jo 赤橙 IOYR6/6 
1921 弥t土祐 店杯 騎部ケかJ0 胸嬬部門線． ヨコナデ。 胸部シポ リ痕、ケズリ。 1111il部ユビオサエ。 にぷし•橙 7 5YR7/3 
1922 弥生十器 高R I ケヽメのち ヨコ ミガキ。 fll影すか し孔4 脚部シポ リ痕。裾部 ヨコ ・-白 5YR,4 

第469図 遺構に伴わない土器 （弥生時代中期中葉～後期）(1/4) 
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構 ・遺物

土器の出土は少なかった。これは遺物包含層などが後世の削平によってほとんど存在しなかったた

めと考えられる。第469図1911は第 1微高地から、 1909・1910・1917・1921は第 2微高地から、 1912

-1916・1918・1920・1922は第 4低位部から出土している。 1913は小片であるが、脚部に矢羽根すか

しが確認できた。同様な矢羽根すかしは1733の土器にも認められた。時期は中期後葉であろう。 1916

は1669のような鉢の把手ではなかろうか。 1917はジョッキ形土器と考えている。 1918は蓋と考えてい

るが鉢の可能性もある。 1922はTO区の水田 8から出土した土器で、後期末葉と考えれる。

石器• 石製品および土製品については出土地区別に屈示している。第470図S382-393は鏃と考え

ているが、 393は錐の可能性もある。 S394・395は錐で、先端部に使用によると考えられる磨耗痕が

観察できる。 S396・398はスクレイパー、 S397・399は楔と考えている。 S400は石核で一部敲打痕

が認められた。 S418・419は錐である。 418の先端部は磨耗している。 419はスクレイパーを転用した

錐で、最終的には楔として使用した可能性がある。 S420は尖頭器と考えた。 S421は両極技法により

縦長剥片を取った石核と考えられる。 S422-425は楔であろう。 S426・427はスクレイパーであろう。

S428は長さが短いが鍬と考えた。 S429はスクレイパーと考えたが、鍬の可能性も考えられる。 S

430はエンドスクレイパーか。 S431は全面が強く磨耗し、線条痕が観察できる。鍬か仰であろう。 S

432も先端部が磨耗し、線条痕も観察できる。エンドスクレイパーとしたが、鍬・仰の可能性もある。

S433は結晶片岩製の鍬である。先端部は府耗している。 S434は太型蛤刃石斧である。第473屈S436

-441はスクレイパーとした。 S442・443は石包Tである。 S444は流紋岩製の、 S445はサヌカイト
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第470図 第 1微高地出土遺物 （弥生時代中期中葉～後期）(1/2) 
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第 3章調査の概要
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第 5節 弥生時代中期中薬～後期の遺構・遺物
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第 5節 弥生時代中期中葉～後期の遺構 ・遺物

製の鍬である。第474図S447-463は鏃、 S464-469は錐で464の先端は窮耗している。 S470-482は

楔と考えた。なお475は石包Tからの転用であろう。 S482は2方向からの敵打痕が観察できた。第
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475図S483は鏃、 S484・485は楔、 S486・487はスクレイパー、 S488・489は府製石包Tと考えてい

る。第476図S490-492は鏃、 S493はスクレイパー、S494は楔、 S495は斑岩製の敲石である。第

477図S496-507は鏃、S508・509は錐で先端部は磨耗している。 S510はスクレイパーを錐に転用し

ている。S511は頁岩製の窮製石包丁を扶りを人れて打製石包丁にしたのではなかろうか。第478図の

S512は鏃、 S513・514は錐、 S515は楔、S516は打製石包丁、S517・ 518は序製石包丁と考えている。

図示した土製品のうち C79とC81は紡錘車は土器片の転用ではない。これらは Jy区から出土して

おり、この地区には弥生時代前期の遺構や包含層から同様な形態のものが出土していることから、時

期は前期と考えるべきであろう 。 （平井）
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第478図 第4低位部出土遺物 （弥生時代中期中葉～後期）(1 /2・ 1 /3) 

-336 -



第 6節 山＂！時代の遺構・遺物

第 6 節古培時代の遺構• 遺物

1 . 概要

検出できた遺構は少なく、井戸、土城、溝、 柵列状逍構、水田などである 。 前期 H•f袋段階では井戸

l基と水田およびこの水田に伴うと考えられる溝が検出できた。竪穴住屈や掘立柱建物は確認できず、

従前までの居仕域が他地域に移動した可能性が考えられる。のちに A-D地区にわけて説明する水田

8は洪水砂などの明瞭な土層によって覆われていなかったため畦畔の検出は困難な地区が多かった。

前期後葉段隋の遺構としては、 Fll区において井戸が4基まとまって検出できたのみであった。ま

た水田層の検出できた地区には 6棋紀から 7世紀前半までに堆桔していたと考えられる黒灰色の粘士

層が確認できた。また柵列状遺構については後述するように注目すべき遺構ではあるが、時期・性格

とも明確ではない。 （平井）

2. 遺構 ・遺物

(1)井戸

井戸 9 (第479・481図）

第 2微高地（東）の北東側肩口で、 4基の

井戸と推定される遺構が検出された。大

小• 深浅様々な形状を示すが、いずれも井

戸と考えてよいだろう 。古墳時代前期の遺

構は、この周辺では見当らず、おそらく井

戸以外の遺構は、後世に削平されたものと

考えられる 。 当時、この場所が湧水星• 水

質など恵まれていたことと推察されるc

井戸 9は、これらの井戸のなかでももっ

とも深く掘り込まれた井戸で、平面形も—

際大きい。上部が失われていなかったのな

らば、優に 2mを越える深さが推定される。

検出状態の断面形では、最上位は広がり、

下部と段差がついて下方はやや膨らむ。井

底は、崩落のため明確ではない。

出土遺物は、 3層上位で主に認められた。

1924は、比較的精巧な作りのミニチ ュアの

小型丸底壺である。 S519は、明らかに蛤

刃石斧の転用品で、周縁を用いた踏石の可

85(1cm 

l. 黄灰色粘質土

2. 賠灰褪色粘質土

3. 暗青灰色粘質上

L l!ff黄青灰色粘質土

l炭含む）

5. 黄灰色粘質微砂

6. 賠黄1-A色粘質土

7. I! 音ffl火色粘質土

8. i炎青掲灰色粘質微砂

し
Im 一能性が強い。 （岡田） 第479図 井戸9(1 /30) 
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第 3章 発掘調査の概要
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曲
色項
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灰苫 2 5Y7/2 

協 考

Jヽ印丸底屯。

第481図 井戸 9出土遺物 (1/4・ 1/3)

井戸10(第482・483図、図版23)

井戸 9の北西方約 4m、井戸11の南

東に位償する。

平面形は、長経60cm、短径50cmを測

るややいびつな長円形を用している。

井底 までの深さは、約75cmで丸みを

もって終わる。

出土遺物は、上層・下層からそれぞ

れ土師器の破片がまとまった状態で出

土し、前者からは、1911の甕、後者か

らは、 1912- 1929の甕 • 高杯 ・ 鉢 · 小

型丸底壺などがみられる。土器以外で

は、 10-20cm前後の円礫が、第 2層の

下位から数個出土している。いずれも

自然礫で、人為的な使用痕を残すもの

はみられない。井戸の埋積土の中でも 、

2層と 4層（最下層）からは、炭が多く

含まれている。 （岡田）

井戸11 (第484-486図、図版23)

井戸10のすぐ西側で検出された。堀

り方はほぼ円形を呈し、約90cmで井底

に達する。井戸の上位の周壁では、段

がつき井底にかけては丸みをもってや

や膨ら人で終わる。井底は、 i炎黄白灰

色のシルト質の粘土で、わずかな湧水

I¥ 
i@)i 

A — 

B-
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第483図 井戸10出土遺物 (1/4) 

が看取された。

出土遺物は、中層から下層にかけて集中して認められた。大

半は甕・壺・醐杯・鉢などの土師器であるが1930・1931・1935

のよな完形品が含まれている。また、 S520のような石製品が

出土しており、使用によって磨滅した片面は火を受けている。

小型の作業台として使われた可能性が強い。 （岡田）

井戸12(第487・488図）

微高地眉口でまとまって検出された 4基の井戸のうち、もっ

とも北側に位置する井戸である。これらの井戸は、合い前後す

る時期に掘り込まれたもので、当時は恵まれた湧水が得られた

地点であったことが推察される。井戸の断面形は、逆台形を呈

していて通常の井戸の掘り方とやや形状が異なる。井底はほぼ

平坦で、わずかな湧水が認められる淡灰黄色の微砂質の粘士層

に達している。出土遺物は、上面からミニチュアの甕形土器

1938、中層から下層にかけて1936・1937の甕形土器などがある。

（岡田）

井戸13(第489図）

第 2微商地（東）の北西部、 Jy区の中央に位置する素掘りの

井戸である。平面形は 1辺約90cmの隅丸方形を呈す。検出面か

らの深さは130cm、底部の海抜話は7.lmを視ljる。喫の傾斜は急

でほぼ直線的に掘り込まれていた。埋土は上層 (1-3)、中層

(4・5)、下層 (6-8)の 3層に大別され、遺物はおもに上

層から土師器甕．裔杯などが出土している。いずれも小破片で

-340 -
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l. 黄／天色粘土

（灰褐色土プロック含む）

2. i炎黄灰色粘士

（灰褐色土プロック含む）

3. i炎黄灰色粘土

第484図 井戸11 (1 /30) 



あるが、その特徴から古墳時代前半期のものと判断される。

第 6節 古墳時代の遺構 ・遺物

（江見）
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第485図 井戸11出土遺物(1)(1/4) 

S520 

。
』

10cm 
~ 

第486図 井戸11出土遺物(2)(1 /3) 
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第488図 井戸12出土遺物 (1/4)

(2)土墳

土蠣141 (第490図）

第 2微裔地（束）の北西部、 Jy区の東部に位置する。 1辺約60cm、深さ25cmを測る、平面方形を星

す士城である。埋土は基盤層よりやや灰色をおびる粘質土で、これより古墳時代前半期の特徴を持つ

甕の細片が出土している。 （江見）

(3)柵列状遺構

ここでいう柵列状遺構とは、かつて「柱穴状遺構列群Jとし

て報告されたもので、平面形が楕円形で断面形が「U」字形の

柱穴状遺構 2基がその長軸を平行させて隣接して掘られたもの

を1単位とし、これがその長軸方向に歩幅程度の間隔をもって

列をなすものをさす。河道 1から第 2微高地（西）において集中

して検出された他、第 3微裔地にも所在する。時期的には占項

時代後半に出現し、古代にも類似逍構が認められる。 （光永）

B~Qan 

1. 暗茶灰色粘質土

2. 黒褐色粘質士 ーロー
3. 暗黄灰色粘質土

4. 黄灰色粘質土 850"'1 

5. 暗黄灰色粘質土

6. 灰色粘質土

7. 明黄色粘質土

8. i炎黄灰色粘質土

Im 一第489図井戸13(1/30) 第490図土濃141 (1/30) 
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第 6節 古墳時代の遺構・遺物
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第 3章発掘調査の概要

柵列状遺構 1・2 (第491・492図、図版24)

EN区の第 3微高地南端に添って検出されたほぽ直線を描く柵列状遺構であり、水田 8の北端から

北へ 6mの位置にあたる。柵列状遺構 lは延長28mにわたって検出され、少なくとも 3列が重複して

いる状況が確認できる。柱穴状遺構は遺存状況の良いところで、 40X25X25cm程度の規模を示し、 l

対の間隔は20cm程度、単位相互の間隔は70cm前後である。埋土は基本的に微砂であり、粘性に若干の

差が認められる。柵列状遺構 2は、柵列状遺構 lの北1.3mでこれに平行して延長 6mが検出された。

遺存状況は良くないが、 2列が確認できる。柵列状遺構 lからは少量の土器が出土しているが、時期

を明確にできるものはない。 （光永）

ダ

EN区
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喝~OJ愕O 'Yl: 魯象;。., sl' 
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＾ ~ 

ダ
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゜

A疇“ ·~ 疇. c疇 c

咎

°言瓢疇.IY
。

lm 

1. 黄灰色微砂 3 . 褐灰色粘質微砂 5. 灰黄色粘質微砂
2. 暗黄灰色粘質微砂 4. 黄灰色粘質微砂 6 . にぶい黄色粘質上

第492図柵列状遺構 1・2(1 /200・1 /50) 

-344-



ダ

IN区

0
0
0
 埼

~ 

0。

．゚ ... ~ ． . . . ． 

｀ ． o も
0 O 
． ..。・ 嶋

0 O .@  ゜
。柵8 • 
JI,~.'. c:,~ 

゜
.. a 
゜ ｀ .~紅゜°蒻疇

桐7 .,. 

．．
 

》ヽ
． 

'．
 

。.
J
.
o

戸即
。

，
 

8
 

．． 

｀
 

.
 

0
 ．、

-．
．
．
 

．．
 

.. 

o
 

．
．
．
．
 

0

0
 

.• 
”
 

ーー柵

°゚炉娑
~,:,oや

柵10

,'nnnつ

909p¥

．
 

ー

g
 

．
 

.

.

.

.

.

.

.

 

P
.
0

ュ

．
 ．． 
一

，
 

g
書

囀

日

••• 
．
 

1
 
、..

.‘、゚

．
．
．
．
 

••• 

o
 .

.
 

．

．

 ．． 

，
．
 

即

b
8
¥

＼喜みグ＝

,g¥ Oo 

0• 
ふ

0

ギ，
 ゜

0
0
 

0
0
 

b-
ぉ
4
 

.1 
柵

少

゜a゚ e 
｀
 

●
 

5
 

<;Jo 

1

0

 

柵

o
o

c
l
)
 

s
 

I
 

0
1
)
 

も

•9 

a)-゜゜゚
，
 

゜
0
0
 ．
 
゜

／
 

賛

KY区

楚

ダ

゜， 

.゚ ． 
柵13

磁;:'~:、~-.. 
。゚

HF区・~ ゜
20m 

ダ
悽

第493図 柵列状遺構 3·4·5• 6• 7·8·9·10·11 ・ 12• 13・14・15 (1 /500) -345 -346 -



第 6節 古m時代の遺構 ・遺物

柵列状遺構 3・4 (第491・493・494図、固版24・25)

柵列状遺構 3は、第 2微高地（西）の IN・H5・K9・KY1の各区で検出され、基本的には延長

68mの直線を描き、 K9区においてこれから東へ 8m程分岐する列が認められる。直線部分のうち特

に重複が顕著なKY1区南半では 6列以上の重複が認められ、この重複は IN区においても 3列以上

が確認される。また、 K9区での分岐については、直角に分岐する 1列と弧を描く 2列以上が確認で

きる。重複のため個別の柱穴状遺構の形状規校を明確にできるものは少ないが、遺存状況の良い KY

1区南においては、芯心距離20-30cmを測る一対の柱穴状遺構が上部で連結して80X50cmの楕円形を

呈するものもみられる。単位相互の間隔は70cm前後を基本としながら微妙にずれを生じ、これが積み

重なって複雑な厘複を示している。底面の海抜高は一つの列にあっても上下しており、各単位が規模

を揃えて掘られたものであれば、これが当時の地表面の凹凸を示すものかもしれない。

柵列状遺構 4はKYl区南に位置し、柵列状遺構 3の西 1mでこれに平行して延長7.5mが検出さ

れた。構造的には単位が不明確で、柵列状遺構と呼びにくいが、埋土が柵列状遺構 3と共通する。

須恵器の出土により、時期は古墳時代後期の 6世紀後半～末に比定される。 （光永）

柵列状遺構 5 (第491・493・495図、図版25)

KY 1区の第 2微高地西端に位置し、 A地区水田 8の上面で、その東端から約 4m西側に直線的に

検出された。柵列状遺構 9に先行し、柵列状遺構10との関係は不明である。

北半の状況からは複数列が重複しているものと思われるが、個別の柱穴状遺構は浅く、この部分で

単位を明確にすることは難しい。南半では、 20X15cm程度の柱穴状遺構が芯心距離20cm程度で一対と

なり、単位相互の間隔は70-80cmである。

水田 8および柵列状遺構 9との関係から、古墳時代の遺構と考えられる。 （光永）

楕列状遺構 6 (第491・493・495図）

TD I区北東隅に位置する。古墳時代から古代にかけて堆積したと考えられる堆積層除去後に検出

された。径20cm前後、深さ10cmたらずの小柱穴で構成されており、 IOX15mの範囲に散布するなかで

おおよそ南北に規則的に並んでいると見受けられるものを柵列状遺構とした。出土遺物が無いため時

期の特定はできないが、上層と同じ黒灰色粘質土で埋没しており、後述する古墳時代前期前葉の水田

層に掘り込まれていることから古墳時代の範防におさまると考えられる。 （久保）

柵列状遺構 7 (第491・493・-195・496図、図版26)

柵列状遺構 6の南に位置する。東西方向に主軸をとっており、連続した部分での長さは約 9m、幅

約3.5mを測る。少なくとも 3列が重複しているようである。各列の最小単位は小さいもので50X

30cm、大きいもので115X60cmの規模を有する南北に長い楕円形のくぽみで、中央部分では重複が激

しいため独立していないが、南側の列では30-40cm間隔で規則的に並んでいるようにみうけられる。

深さは 5cm前後と浅いが、底中央にはそれぞれ 2-4個の柱穴状のくぽみを持っており、この楕円形

のくぽみも柱穴の重複した結果かもしれない。第496図の土層断面図では北側の列は 8層に、中央以

南は 7層に対応しており、掘削時期に差があったことを示すが、同じ堆積層によって上下はさまれて

おり、大きく隔絶するものではないと考えられる。また 9層は後述する水田 9の10層に対応し、上面

で7世紀後半-8世紀前半の遺物が出土していることからそれ以前に埋没したと考えられる。 （久保）

柵列状遺構 8 (第491・ 493・495図）

楕列状遺構 7の西で検出された。あまりまとまりがみられないが、一部柵列状遺構 7で認められた
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第 3章発掘調査の概要
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1. i炎青灰色砂質土 4. i炎貧灰色砂質士 7. i灸褐灰色粗砂 10. 淡灰色粘質土

2m 
（現耕土） 5. 茶灰色粘質土 （帽8) (水田 8J 

;I 2. 現代暗渠 （古代水田層） 8. 暗灰色粘質士 IL i炎褐灰色粘質土
3. i炎黄白色砂質土 6. 暗灰色粘質土 （柵 6と同じ埋士l

（中ー近世耕土） （古代水田層か） 9. 黒灰色粘質土

第496図柵列状遺構 7断面図 (1/60)

最小単位が確認されており、柵列状遺構とした。その埋土およぴ形態は同様非常によく似ており、 —

連のものである可能性が高い。 （久保）

柵列状遺構 9 (第491・495図、因版25・26)

KY  I区の北西部に位置し、 TDI区の柵列状遺構 7の東延長に相当する。北東方狗にやや弧を描

き、幅 3mの間に、西寄りの 3列と東に1.2m離れた l列を確認できる。柱穴状遺構は遺存状況の良

いもので深さ15cm程度で、芯心距離20cm前後で一対となり、単位相互の間隔は50-70cmを測る。埋土

には粘性の低い微砂が認められる。 （光永）

柵列状遺構10(第491・495図、図版25)

KY  1区西端に位置し、 A地区水田 8上面で、柵列状遺構9の南 Smにほぽ平行して延長10mが検

出された。単位を明確にできるものが少ないが、 3列以上の厘複と考えられ、単位相互の間隔は70cm

前後に想定される。埋土は水田 8上層の包含層と同様で、柵列状遺構 5と共通しており、古墳時代の

遺構としてとらえられる。 （光永）

柵列状遺構11 (第491・493・495図）

柵列状遺構 7の南の位骰する。柵列状遺構11と同様の規模・形態を持つ柱穴群で埋土も同じである。

検出状況からみても同時期に存在した同様の性格を持つものと考えられる。 （久保）

柵列状遺構12(第491・493・495図）

柵列状遺構11の南に位阻する。東西に細長い不整形の溝状遺構と、土城状を呈するもので構成され

る。前者は 2条あり、北側は長さ280cm、最大輻115cm、南側は長さ200cm、最大幅100cmを測る。検出

面からの深さはいずれも 5cm足らずで、土城状のものは前者の一部の可能性がある。調介区外にのび

る部分が多いため全容は不明であるが、底に柱穴状の浅いくぽみを有し、柵列状遺構 7と同じ土で埋

没していることから同様のものとして柵列状遺構に含めた。 （久保）

柵列状遺構13(第491・-197図）

柵列状遺構12の南、 HlO区に位置する。柵列状遺構 7と同じく複薮列が重複しているものと考えら

れるが、それぞれの列で最小単位の形態が異なっており、全て同一の性格を有していたとは限らない。

北側の 2列においては樹皮や木質が出土しており、杭状のものを打ち込んだ可能性も考えられる。 一

番南側の列からは須恵器杯身片が出土しており、古墳時代後期に埋没したと考えられる。 （久保）

柵列状遺構14・15(第491・493・498図）

KY3区の中央部において検出した。北側は調登区外に続いていると考えられるが、南側について

は底のレベルが検出面から徐々に浅くなっており、後世の削平がなければもう少し続いていたものと

考えられる。柵列状遺構14は、やや東西に蛇行して長さ約20mが検出できた。長軸約70-SOcm、短軸

約20-50cmの不整長楕円形の26個のビットが、約30-50cm間隔で連なっている。この不整長楕円形の

゜

一
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第6節 古墳時代の遺構・遺物

ビットの多くは深

さ10cm前後が残存

しており、図示し

たように二つの円

形のくぽみをもっ

ている。埋土の状

況はそれぞれ異

なっているが、基

本的には 2層に分

離することができ、

上層には細かい微

砂が堆積している

ピットが多かった。

二つの円形のくぽ

みが同時期のもの

急□
0 Q) 

ー

か、あるいは切り

合いがあるのかに

ついては、断面観察によれば各ピットで状況が異なっており、どちらかには決め難かった。またこの

＜ぽみの一部は柱穴の可能性も考えられるが、多くは柱穴や杭の痕跡とは考えにくい。

柵列状遺構15は、 14と同様なピットが約40-SOcm間隔で並んで、ほぽ直線状に約15m検出された。

ただし14とは異なって、不整長楕円形のピットの中に円形のくぼみをもつものは少なく、また埋土も

一層のものが多かった。これらの遺構の時期については、この調介区では中世よりは古く弥生時代よ

りは新しいと考えられるが、それ以上年代を特定することはできなかったが、他の調査区での状況か

ら古墳時代のものと考えておきたい。 （平井）
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第 3章 発掘調査の概要

(4)溝

溝58(第424・480図）

DE区南西隅に位置する後述する水田8の北端東肩口の緩斜面上にあたり、水田に沿って弧を描 く。

弥生時代中～後期に属する溝12-14と重複しており、その関係は第424図に図示している。 3・4層

が当遺構の埋土である。埋士中からは古墳時代前期前葉に属する土器細片が出土しており 。水田 8と

大差ない時期に埋没したと考えられる。 （久保）

溝59・60(第499・500・507図）

H 15区の南半部（溝59)およぴH16区の南半部（溝60)において水田 8の肩口に沿って検出した溝であ

る。調査区の幅が狭かったため検出できた長さはわずかであるが、溝59は幅55-65cm、深さ約30cm、

長さ約 6m、溝60は幅55cm、深さ約20cm、長さ3.5mを検出した。

水田 8との関係については図示したように、水田 8を覆っている黒灰色粘土が溝59・60も覆ってい

る。また水田 8の耕作土（図の 3層）については、不明瞭ながらも溝の南側の肩で途切れて、溝59・60

との間に幅10-ZOcmの土手状の裔まりがあるように観察できた。また溝59ではこの土手状の高まりの

表面部分に鉄とマンガンの沈着が認められた（溝の断面の位置は第507図を参照）。

埋士中からはわずかではあるが弥生時代後期前葉から古墳時代前期前葉の土器が出土しており、水

田8と同じく古墳時代前期前葉には埋没したものと考えられる。

このような水田 8との土層関係や水田 8の肩に沿って検出されていること及び出土遺物から、これ

らの溝は水田 8に伴う用・排水路と考えられるのではなかろうか。またこれらの溝は、 TO区の溝61

と一連の溝と考えられる。 （平井）

望

=三二声芦；：悶はと
2m 

3. 灰白色粘土

（水田 8)

第499図 溝59(1/30) 第500図溝60(1/60) 

溝61 (第501・507図）

TO区の溝56の東肩部に重複して存在する、幅約 2m、深さ20

-25cmほどの浅い溝である。埋土は 1-2層にわかれ、なかに弥

生時代前期～後期の磨滅した土器片と図示した土師器片を含む。

土層的には、溝56が埋まったのちの自然流路の可能性もある。

拡張させたD縁部外面に 5-6条のクシ描き沈線を施す甕は、

肩部の張りが少なく、古墳時代前期前策の時期を示す。 （柳瀬）

溝62(第449・507図）

軍

1. 灰黄色土 2. 暗灰褐色土

第501図 溝61 (1 /60) 

溝57と重複し、これを切る古墳時代の溝である。幅約110cmで、深さは約15cmてある。第449図2. 

3層が溝62にあたる。埋土は灰色を基調とした微砂である。この溝の北側には古項時代前期前葉の水

田 8(第449図 l層）が広がる。調査範囲内では水口等は検出されなかったものの溝62は、この水田の

縁辺部を走る用水路としての機能を果たしていたものと判断している。出土遺物は細片がほとんどで

あり図示していないが古墳時代前半と考えられる。 また溝57とほぽ重複することから、溝62同様溝57

を用水路と考えれば、水田の利用開始時期が溝57の時期まで遡る可能性は捨てきれない。 （大橋）
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第 6節 古墳時代の遺構 ・遺物

1939 

~ 

1941 

雫三]
1943 

り

1942 

亨 1944 

0 10cm 

冒
特 徴

外 面

LI緑部ヨコナデ。胴部タタキのちハケメ 。

LI 樟部ヨコナデ。!~部ナデ。

LI綽汎クシ描き沈線、ヨコナデ。

LI緑部クシ拮き沈線、ヨコナデ。

LI緑部クシ措き沈線｀ヨコナデつ

LI綽部クシ搭き沈線、ヨコナデ。

内

LJ柑部ヨコナデ。胆部ケズリ 。

LJ緑部ヨコナデ。!~郁ナデ。

U縁糀ヨコナデ。胴糀ケズリ。

U綽部ヨコナデ。胴部ケズリ。

U縁部ヨコナデc

LJ緑部 ヨコナデ。胴部ケズリ。

面
色讀

松白 IOYR8/I 

I火黄 2.5YR7/2 

11'黄橙 IOYR8/3 

手褐 2.5Y3/I 

にぷい橙 7.5YR7/4 

にぷい橙 5YR7/4 

,:/i白 7.5YR8/I 

傭 考

ユビオサエ．ナデ ユピオサエ｀ナデ。 手づくわ

第502図 溝61出土遺物 (1/4}

(5)水田

水田 8 (A地区）（第480・503・504図、図版27)

旧河道 II:_にその埋没過程で営まれた水田である。後述する古墳時代包含層とされる黒灰色粘質士

を除去した段階で検出されている。水田 7の上位にあたる。検出面の海抜高は両肩LJで8.4m前後、

中央で8.2m前後、と中央にレンズ状にたわんでおり、その傾斜に平行する南北方向の畦畔の方が明

瞭に検出できた。畦畔の規模は輻50-70cm、高さ 5-10cmでを測り、区画の完結している水田 l枚の

面積は約18-44面である。水田層の厚みは 6-16cmあり、 2回に分けて掘り下げを進めた所、その間

に帯状の鉄分の集積を検出した。幅20-30cmの帯状を呈し、検出面の海抜高は8.15-8.2mである。

平面図は第504図にトーンをかけて図示しているが、上面の畦畔とほぼ変わらぬ位置で検出され、重

複している部分も認められた。上面の畦畔とこの鉄分集積部分の層位的な関係は第503図に示してい

るが、この部分ではほぼ真下に位置しており、畦畔の表面に集積した鉄分が何らかの理由で沈降した

ものとも考えられる。しかし、全ての位置が一致しているわけではなく、 —段階古い水田に伴う可能

性も考えられる。 （久保）

水田 8 (B地区）（第270・271・453・505図、図版27・28)

DE、Jy、 I N、KYI・2区で検出した水田である。水田の範囲は第505図に示したとおりで、

南端部は角状に二手にわかれている。水田層は第270図B-B'

断面の 4層および第271図A-A'断面の12層に相当する。また

第453図の上は KY1・2区の、下は KY2区の断面図で 1層

が水田 8に相当する。検出した水田の総面積は約2340面である。

水田面のレベルは KY1・2区で海抜約8.50-8.55m、 I N区

で8.40-8.45m、Jy区で8.30-8.40mで、北にむかってf余々

に傾斜している。畦畔については水田上面において確認、するこ

とができなかった。しかしながら Jy区と IN区では、水田層
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840cm 

0 lm 

1. 灰褐色粘質上 4. 暗灰褐色粘質土

2. 鉄分沈着層 5. 黄灰褐色粘質徴砂

3. 灰茶褐色粘質上

第503図 水田 8畦畔断面図 (1/40) 



第 3章発掘調査の概要

を約 5cm除去した段階で鉄分が沈着した部分が帯状に認められた。この部分を図示したのが第505図
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第505図 水田 8 (B地区）(1/600) 
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のスクリーントーンの部分である。 この鉄分が沈消した筋についてはその後TD区や H17区での調介
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第 6節 古墳時代の遺構・遺物

の結果、原因は明らかではないが本来の畦畔と多くが一致することが明らかになった。したがって J

Y、 I N区でみられた筋も本来の畦畔の位置に近いものと考えておきたい。そう考えると B地区の水

田は正方形あるいは長方形に小さく区画されており、推定できた小区画の面積は約31から57面を測る。

I N区ではこの水田層の I::.面から古墳時代前期前染の土器が少塁ではあるが出土しており、水田の時

期を決める根拠とした。 （平井）

水田 8 (C地区）（第277・452・506図、図版28)

第 3低位部に広がる水田で、 EN・KI・H6・FU・H8・K4・H9の各区で検出され、調査

＄’ ＄
 

uj__ 

/
y
/
 

焚

埼

ー
[
l
l

ー・¥¥¥(

!

-

8
 

ー

:i 

.e
 

TO区

溝60
焚

冷

悽

楚

楚
20m 

一

第507図 水田 8 (D地区）(1/600) 
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第 6節 古項時代の遺構 ・遺物

） 戸 三 ー□9
1947 1948 1949 

1946 

>•: 叉 I~ 7 八1951 

1950 10cm 
1952 

壺

甕

甕

甕

甕

椀

淋

It 

言
[

特

外 面

3コナデ。

D緑部門線？、ヨコナデ。

U綽部クシ描き沈線、ヨコナデ。

U綽郎クシ措き沈線、ヨコナデ。

U綽部3コナデ。

3コナデ。

脚糀ミガキ？、

Ill: 
勺

-・ 
ョコ十デ。

LI緑部ヨコナデ。厠郎ケズ')。

〇緑部ヨコナデ。!lol部ケズリ 。

LI緑部ヨコナデ。服部ケズ 叫

口緑部ヨコナデ。!H部ケズ')。

ハケメのちナデ？ 。

ti• 部ミけキ？ 脚部ヶズリ

面
色濃 傭考

＇火白 IOYR8/I 

灰白 IOYR8/I 

にぷい黄柑 IOYR7/2 

r:is黄 2.5Y7/2

灰白 IOYR8/2 

にぷい黄杓 IOYR7/2 

f 白 ~.5Y8/2

第509図 水田 8関連出土遺物 (1/4)

された面積は、 1,880面に上る。検出された水田面は、低位部の地形に規制されてその中央部へ狗け

て両岸から徐々に下がっており、 EN区に例をとると、水田北端の海抜高8.3mに対して、これから

約20m離れた水田面では8.lmで、 20cm下がっていることとなる。因みに H9区東端での海抜裔は

8.15mである。畦畔については EN区で検出されている。上幅で20-60cm、下幅で50-120cmを測り、

高さは 5cmまでで、低位部を縦断する形となる東西方向の畦畔が優先し、その間を南北方向の畦畔で

区切っている。いずれの方向の畦畔も低位部中央部にいくほどその間隔が広くなり、東西方向で北か

ら5m、6m、7m以上、南北方刷で 3m、5m、7mと変化している。それに伴って田 l枚の面積

も広くなり、具休的には、北端添いで20-27面に対して、その南側の列では30-45m2という数字を示

している。 FU・K4の両区では、畦畔の痕跡と考えられる鉄分の沈着が認められ、縦断方向の畦畔

は水田域の端部から 4-5mの位置で検出されている。 （光永）

水田 8 (D地区）（第451・508図、図版28・29・30)

TO、H15・16・17、J0区において検出した水田である。水田層は第451図B-B'断面の12層、

第508因A-A'、C-C'断面の 7層に相当する。検出した水田の総面積は約2560m2である。

TO区では溝61の西側に水田層が確認できたが、県立大学の発掘調介では最初に手掛けた調在区で

あったため、水田層としての十分な調究はできていない。この一部はかつては微高地であったと考え

られ、他の水田とは状況が異なっているといえる。また畦畔状の高まりや鉄、マンガンの筋が図のよ

うに部分的に確認できたが、断定はできない状況であった。TO区と H15区の北の水田層のレベルは

海抜約8.20-8.25mである。一方、 H15・16・17とJ0区では幅30cm前後で、高さ I-2 cm程度の小

畦畔が検出できた。水田はこの小畦畔によって短形に区画されており、明らかにできたそれぞれの面

積はl8m2-50面を測る。また H17区では水田層を約 5cm除去した段階でスリーントーンで示したよう

な鉄、マンガンの筋が検出でき、ほぽ畦畔に一致することが確かめられた。この地区の水田面のレベ

ルは約7.8-8.0mでJ0区の東中央部が最も深かった。時期については、 H17区の水田層の上面にお

いて土器(1949'が出土しており、埋没時期を示すものと考えておきたい。なお溝59-62についてはこ

の水田層に伴う水路と考えられる。 （平井）
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195J 埃 を祐 仔峯 口I● tヨコナデつ天井部ケズ，'l:r..J』向。 ヨコナデ， i!-11< 5郎 ti w,tu'-<・O

1954 須烹岱 杯憂 LI綽郎ヨコナデ，天井部ケ•かI b-方拘。 U綽糀ヨコナデ。天井糀ユピオサエ．ナデ0 灰白 NS/0 Uif.15.0cm. 
1955 須恵器 H董 LI緑部ヨコナブ。 天井部ケズ，）。 ヨコナデ。 明青I火 5BG7/l Uiや139ca。
1956 須咆 器 If量 ヨコナデ。 ヨコナデc 灰白 N7/ U抒136ca。
1957 須壱 己 杯鑑 ヨコナデ ヨコナデ。 灰B N7/0 Uiそ149cn0 
1958 須烹 岱 杯身 D樟部ヨコナデ。底部ケズリ 。 ヨコナデ。 II<. 白 75YR7/I Ulf.12 9cm0 
1959 須恵岱 杯身 ヨコナデ、9 ヨコナデ。 灰白 NB/ UI径124cao 
1960 須恵 芦 趨 口綽部ヨコ ナデ、クシ惰き庄サ文。 3コナデ。 ＇天白 N7/ 1961と同一鯛体。
1961 須恵若 紐 頸昆.I! 乱ドt-クシ協き藪杖文。胴兄カキメ 。穿孔 ヨコナデ。底糀ユピオ サエ．ナデ。 I-Ji. 白 N7/
1962 t師苔 器台？ ナデ 貼It突帝 9 ヶ ，ウ ,lt黄 2!, ;, 0 I 

第510図 古墳時代黒灰色粘土層出土遺物 (1/4)

(6) その他の遺構・遺物

すでに述べた水田 8の上層には、各地区とも黒灰色（各調査区で色調は若干異なる）粘土層が堆積し

ていた（例えば第508図の 6層）。 この層の原さは地点によって約 5-30cmと異なっており、原い部分

では分層も可能であった。第510図はこの士層中から出士した遺物の一部で、 5世紀後半から 7世紀

前半頃までの遺物を含んでいた。この土層については、湿地状態の時に堆積した土層或いはこの層自

体が水田層である可能性などが考えられるが、いまのところ明確ではない。

また第511図は遺構に伴わなかったり 、古代以降の遺構から出土した遺物である。 （平井）
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＂祐 7 須壱己 ff-身 ヨコナデ ヨコナデ 灰白 N7/0 LI往14Clea, 
168 須烹己 甕 ？ ヨコナデ。 ヨコナデ。 灰白 2.5¥8/1 
169 須屯臣 提癌 ？ ヨコ ，，，、カキ 3コナ 灰白 N7/1 

第511図 遺構に伴わない古墳時代の出土遺物 (1/4)
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第 7節 占代・中世の遺構・遺物

第 7節 古代・中世の遺構・遺物

I . 概要

古代・中世と考えられる遺構は、掘立柱建物、土牒、柵列状逍構、溝、素掘溝群、土手状逍構、水

田などが検出できた。

遺物を伴う遺構は少なく時期比定が困難なものが多いが、古代と考えられるのは掘立柱建物 3棟と

溝、素掘溝群、水田である。建物は大規模でなく、規格性も認められない。調査地北端部に重複する

形で検出された溝は、現存する地割りに沿っている。素掘溝群は 3か所で確認できた。畑作に関連す

る遺構ではないかと考えているが、明確ではない。また時期についても断定できるだけの貸・料はない

が、古代末から中世頃ではないかと考えている。溝の方向は現存する地割りに沿っている。水田につ

いてはTDl区において畦畔が検出でき、畦畔中から「馬養J銘の入った須恵器壺と牛佑が出土して

おり何らかの祭祀の跡と考えられ注目される。古代の遺物は多くはないが、灰釉陶器や緑釉陶器、瓦、

陶硯の出土は、遺跡の性格と考える上で厘要であろう 。

中祉と考えられる遺構は掘立柱建物 6棟、土城、柵列状遺構、溝などがある。掘立柱建物は AT区

とJ0区で検出されているが、いずれも小規校である。溝は多数検出できたが、幹線水路と考えられ

る溝113・114は北西ー南東方向に流走しており、古代の溝と方阿は異なっている。 （平井）

2 . 遺構・ 遺物

(1) 建物

建物42(514・515固）

DE区北端の微高地上に位置する。 4X 1間の規模を有する。柱穴は径25-30cmの円形を呈し、深

さ20-30cm、底面の海抜高は約8.2-8.3mを測る。柱痕はすべて確認され、径15cm前後の円形を星す

る。柱痕内埋土は検出時点で確認され、 P7-9の柱痕内において土器が出土しており、抜き取りが

行われた可能性が考えられる。 1971はほぼ完形の土師器杯であり、 p9の柱痕内から出土している。

底面はヘラ起こし後未調整で、粘土紐巻き上げ痕を残している。 P9 -13の柱穴列は別の建物になる

可能性も考えて精資をしたが対になる柱穴列は確認できなかった。柱穴間距離が不揃いであるが柱穴

の埋土や規模に差がみられないこと、主軸方廊に平行関係にあることから建物に付随する何らかの施

設と考えた。平安時代中期頃に属すると考えられる。 （久保）

建物43(第516図、図版30)

建物42の東において検出された、 2X l間の建物である 床面積は約20面になる。柱穴の規模は径

30cm前後、深さ20-30cm、底面の海抜高は8.2-8.3mを測る。柱痕はすべて確認され径約10cmの円形

を呈する。出土遺物がないため時期の特定はできないが、柱穴の形態や規模は建物42と類似しており、

相前後する時期に存在していたと想定される。 しかし、互いの占有範囲が重複しており、併存してい

たとは考えられない。 （久保）

建物44(第517図）

建物42の南、 DE区の南東端に位置する。 2X 1間の建物で、 p5が若干北へずれているが比較的
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第515図 建物42、P1 (1/20)・出土遺物 (1/4)

整った平面形を有する。柱穴は不整円形をしており、 P1·2 は隅丸方形に近い。深さ 40~50cm、底

面の海抜高約7.9mを測る。柱穴の形態や規模、埋土の状況は建物42・43と大きく異なり、埋没時期

の差を反映しているものと考えられる。しかしその前後関係を比較しうるだけの良好な遺物の出土は

なく、包含層や他の遺構との関係から少なくとも弥生時代よりは新しく中世よりは古いといえ、古代

に含めて考えた。 （久保）
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2. 灰褐色粘質微砂
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5. 褐灰色粘質微砂
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第 7節 古代・中世の遺構・遺物

建物45(第518図、図版31)

AT区南東隅に所在し、溝94との距離2.2mを測る。主軸を N-58°-Eにおく 2X 1間の掘立柱建

物である。平面形はほぽ長方形で、規模は439X300cmを測り、柱間は桁行で207-229cm、梁間で294

-300cmである。柱掘り方の平面形はいずれも楕円形で、長径20-40cmを測り、深さは16-51cmであ

る。土層断面の観察からは各柱穴に径10cm前後の柱痕跡が認められ、 p5およびp6の 1層は抜き取

りの痕跡とも考えられる。少量の土器が出土しているが、時期は中世の枠でとらえたい。 （光永）

建物46(第519図）

AT区南東隅に所在し、建物45と主軸方向を平行させ、両梁間を揃えている。建物間の距離は 3m

強で、建物45の梁間よりもやや長い。 P_2がやや北へずれるものの、平面形はほぽ長方形を呈し、規

模は423X223cmを測る。柱間は、桁行で192-Z°31cm、梁間で209-223cmである。柱掘り方の平面形は

円形に近い楕円形で、長径25-30cmを測り、深さは15-40cmである。少量の土器が出士しているが、

時期を限定するには至らず、中世の枠でとらえられる。 （光永）

建物47(第520図）

DE区の北東端、建物43の東に位置する。 3X2間の総柱の建物としているが中央部分で分かれ、

ほぽ同規模の 2X 1間の建物が 2棟になる可能性がある。 P2・P 14は柱穴の線上から南へずれてお

り建物を構成する柱ではないかもしれないが、他の柱穴と同じ士で埋没していたので図示している。

柱穴の規模は径20-26cmの円形で、深さ30-40cm、底面の海抜高8.1-8.2mを測る。柱穴の一つから

橙白色を呈する土師質椀が出士しており、古代末～中世に属すると考えられる。検出面上面は中世水

田層で覆われており、それ以前に埋没したと考えられるが、いつまで遡るかは不明である。 （久保）
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3, 暗灰褐色士と青灰色粘土

と黄色士の混合

4. 青灰色粘土

（黄色土まじり）

5 . 灰色粘土

（焼土含む）

6 .. 黄色土

（灰色粘土まじり）

7. 青灰黄褐色土

（灰色粘質土まじり）

8. 青灰黄褐色土

9 . 青灰黄色粘質土
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5. 青灰褐色土

（黄色土まじり）

頃讐' 6. 青灰黄褐色土

（青灰色粘土まじり）

7 . 青灰黄褐色土

8 . 青灰色粘土

（黄色土まじり）

9. 青灰色粘土と黄色土の

混合

10. 青灰黄褐色土

（青灰色粘土まじり）
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第 3章調査の概要

建物48 (第521図）

建物47の南に位置し、ほぽ平行関係にある。東西 2間、南北 1間分を検出しているが、さらに南に

のび、総柱の建物となる可能性もある。柱穴の規模は径20-30cmの円形を呈し、深さ30cm前後、底面

の海抜高8.2m前後を測る。柱穴内から土器の細片が出土しているが時期を特定しうるほど良好な資

料ではなかった。建物47と同様の埋土で、上面を中世耕士に被覆されていることから古代末～中世に

属すると考えた。 （久保）

建物49(第522図）

調査区のほぽ中央、 K5区に位置する。主軸を南北にもつ 2X 1間の建物である。柱穴の規模は径

-20-30crn、深さ50-70cm、底面の海抜高7.7-7.9mを測る。微高地上で削平が激しく、弥生時代以前

の遺構と同一面で検出されている。埋土は上面を覆っている中世水田層に近い白っぽい粘質土であり、

弥生時代以前とは明確に識別される。柱穴から土師質椀の高台細片が出土しており、鎌倉時代に埋没

したと考えられる。 （久保）

建物50(第523図）

J 0区中央部で検出された桁行 2間、梁間 2間の東西棟の建物である。主軸は、 N-65°-Wを指

し、床面積は、 13.6面である。桁行は、北辺が西から186cm、255cm、南辺が205cm、248cmであり、梁

間は、西辺が南から143cm、168cm、東辺が145cm、155cmと不揃いであり、柱が通っていない。また束

柱と思われる P13も通りが悪く間仕切りとは考えられない。検出した柱穴は、いずれも小規模な方形

を呈し、断面が三角形状をなすことから、これらは柱痕跡であり、角材の先端を尖らせたものを使用

していたことが考えられる。埋土は黄灰色粘土である。柱穴の掘り方自体は、精査したが検出できず、

角材を打ち込むことによって建てた可能性がある。遺物は出土していないため時期を判断することは

困難であるが、埋土の色調と検出面等から大きく中冊～近世の幅のなかを考えている。 （大橋）
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第 3章調査の概要

(2) 土堀

土壊142(第524図）

AT区南東部に位置し、溝97との距離 2mである。平面形は楕円形を呈し、長径75cm、短径67cm、

深さ19cmを測り、凹凸のある底面の海抜高は8.41mである。少量の土器が出土しているが時期を限定

するには至らず、埋土から中世の遺構と考えられる。 （光永）

土壊143(第525図）

AT区南東部に位置し、南端を溝85に削られている。平面形は楕円形に復元され、現存の規模は長

径102cm、短径82cmを測り、深さは13cmで、比較的平坦な底面の海抜高は8.38mである。遺物は出土

していないが、埋士から中世に属すると考えられる。 （光永）

土嬌144(第526図）

AT区南東隅に位置し、建物46の北辺に接する。

平面形は楕円形を呈し、長径115cm、短径66cm、深さ6cmを測る。断面形は凸レンズ状を呈し、底面

の海抜高は8.46mである。

出土遺物はないが、埋土から中世の遺構と考えられる。

ー

ーi
 

~70~ 

冒''/
一cm

860an 

1. 白灰淡黄褐色土 2 . 白灰淡黄褐色士
（褐色土まじり） t,..............,an 

第524図土凛142(1 /30) 第525図土横143(1/30) 

土壊145(第527図）

第 2微高地（東）北部中央、 Jy区の東端に位置する平面不整

円形の土城である。径80X90cm、深さ30cmを測る。埋士は灰褐

色粘質土からなる。遺物は磨滅の著しい甕片が2点出土するの

みであったが、埋士の状況から当時期と判断した。 （江見）

土壕146(第528図）

I N区の西半部において検出した。北側は調査区外にのぴる

ため全体の形は不明である。深さは検出面から25cmが残存して

おり、埋士は 3層に分離できた。検出された位置関係から溝

102-105のように溝114に取り付く溝の可能性も考えられる。

出土遺物はないが、埋土から中世と考えられる。 （平井）
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第 7節 古代・中世の遺構・遺物

土堀147(第529図）

Hl7区の東半部において検出した。北側は調査区外にのびるため全体の形は不明である。深さは検

出面から約13cmが残存しており、埋土は灰白色粘土と黒灰色粘土の混合層が一層のみであった。土器

が少量出土しており、また埋土からも時期は中世と考えられる。 （平井）

且
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lm 

1. 褐灰色粘質士 2. 灰白色粘上 3 . 灰白色微砂まじり粘質土

第528図土塘146(1 /30) 

(3) 柵列状遺構

第529図土壊147(1 /30) 

柵列状遺構16(第530図）

旧河道 1北端の西肩口、 Hll区の東端に位置する。古代木田層を切り込んで掘削され、上面は中世

水田層に覆われている。南東角は現代の遺構による削平をうけて消滅してしまっているが、現状で南

北方向の柱穴列を 4列確認している。各穴は単独で、掘り方の断面形は台形を呈する。平面形は不揃

いで、円形から方形に近いものまである。若干切り合いもあるようだがすべて同じ灰白色粘質土で埋

没しており、 4列で一つの機能を果たしている可能性が高い。 （久保）

柵列状遺構17(第512・531図）

KY3区の東半部において検出した。現在の耕作士を除去した面で検出されており、削平によって

本来の形が留められているとは言いがたいが、東西に細長い幅15-45cm、深さ10cm前後の溝状の遺構

が、 80-120cm間隔で、南北に約 9m確認できた。それぞれの溝状の遺構は肩はしっかりしておらず、

舟底形の底面にはいくつかの窪みが認められた。これらのくぽみについては柱穴とは考え難い状況で

あった。埋士は灰白色粘質微砂が 1層のみである。

この遺構の性格については柵列が何回か作り替えられた痕跡やあるいは南北に走る溝の底の部分が

残存している、あるいは底面に横木を並べた道路の遺構などの可能性が考えられるが、いずれも決定

的ではない。時期についても明確な出土遺物はなく、層位関係からは中世から近世までの幅が考えら

れるにすぎない。 ・ （平井）
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(4) 溝

溝63(第532図、図版31)

H 1・AT両区のいずれも北端で検出されており、 H1区では上層に溝85が、 AT区北西部では上

層に溝66がそれぞれ所在し、 AT区北東部では溝64に削られている。流路を東西におき、比較的平坦

に掘られた底面の海抜高をみると、 H1区で7.lm、AT区北東部で7.0mとなり、西から東へ流れた

ものと考えられる。平均的な規模は、上幅270cm、T幅110cm程度で、最大深さ150cmを測る。出土遺

物には、内面に漆状の付着物をもつ土師器の杯1972や鉢形に翔jられた木製品W3等があり、時期は平

安時代前半に比定される。 （光永）
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第 3章調査の概要

溝64(第532・533図）

AT区北東部北端に位置し、流路を東西において西から東へ流れ、溝63を削っている。第532図に

示すように、溝の南岸を検出できたのみで幅は不明であるが、 D-D'断面から復元すれば、 5m以

上に想定される。深さは120cm以上で、底面の海抜高は6.9m程度と想定される。士師器の杯1973-

1978、黒色土器1979の他に刀子 I2等が出土しており、平安時代前半に比定される。 （光永）

溝65(第534図）

H 1区から AT区北西部で検出された東西方向の溝で、西端近くで溝84と重複し、東端は溝66に削

られる。検出された最大幅は120cm程度で、断面形凸レンズ状を呈し、深さ 10cm前後で、底面の海抜

高は8.45m前後となる。この溝の北50cmで平行する溝が検出されたが、北岸を検出できず、幅は不明

である。溝63・66との関係から、平安時代に比定される。 （光永）

溝66(第534・535図）

AT区の北西部北端と北東部で検出された。北西部において流路を曲げ、北東部ではほぽ直進して

いる。第534図C-C'断面によれば、 4回以上の溝浚えないし掘り直しを確認することができ、北東

部にぉいて図化できた幅は2.6m前後であるが、最終流路の幅は180cm程度である。断面形は椀形を呈

し、最低位部での底幅は80cm程度で、海抜高は北西部で8.05m、北東部で7.9mとなる。出土遺物に

は、黒色土器の高台付椀1980、平瓦1981・1982等があり、平安時代に比定される。 （光永）

溝67(第534図）

AT区北東部で溝66の南 1mにこれと平行して検出された。西端は調査区内で途切れ、東端は溝66

から派生する枝溝と重複している。第53_4図C-C'断面によれば幅120cm、深さ30cm程度で、底幅

20cm、海抜高8.15m程度である。溝66との関係から、平安時代に比定される。 （光永）

こ
1976 

亡玉
- izz-

1973 

1974 

夏=
1978 

邑 ゜

。
10cm 

。 I2 5c園

一1975 

挿固
種別 器種

特 徴
色 調 備 考番号 外 面 内 面

1973 土師器 杯 口緑部ヨコナデ。底部ヘラキリ｀ユピオサエ。 口縁部ヨコナデ。底部ユピオサエ。 にぶい黄橙 7 .SYR7/3 
1974 土師器 杯 口縁部ヨコナデ。底部ヘラキリ、ナデ。 口縁部ヨコナデ。 にぶい橙 5YR7/4 
1975 土師器 杯 ロ縁部ヨコナデ。底部ヘラキリ、ユピオサエ。 口縁部ヨコナデ。底部ユピオサエ、ナデ。 浅黄橙 7 .5YR8/4 ロ唇部煤。
1976 士師器 杯 D縁部ヨコナデ。底部ヘラキリ、ユピオサエ。 口縁部ヨコナデ。底部ユピオサエ？。｀ にぶい橙 5YR7/4 
1977 士師器 杯 ロ縁部ヨコナデ。底部ヘラキリ。 口縁部ヨコナデ。 淡橙 SYRS/4 
1978 土師器 杯 口緑部ヨコナデ。底部ユピオサエ？。 D縁部ヨコナデ。 橙 5YR7/6 内外面丹旅り。
1979 土師器 椀 ロ縁部ヨコナデ。 内面ミガキ。 にぷい橙 7 .5YR7/3 

第533図溝64出土遺物 (1/4・1/3)
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第534図溝65・66・67(1/600・1/60) 
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I貼付高台。
灰黄褐 IOYRS/2 厚さ約20..-

昭伏黄 _ 5Y5々 ヽこ約？％

第535図溝66出土遺物 (1/4)

溝68(第536図）

EN区において検出された東西方向の溝で、西から東へ流れたものと考えられる。検出された中で
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第 3章調査の概要

遺存状況の良い部分では、幅100cm、深さ15cm程度を測り、断面形は皿形を呈する。底面の海抜高は

8.15m前後で、東端は浅く消滅する。少量の土器の出土と、溝71に平行する在り方から、平安時代の

遺構と考えられる。

溝69・70(第536図）

溝68の南に位置し、 K1区の北半を東西方向に流走する。水田 8上面において検出された。切り合

いから溝70が溝69より新しい。溝69は幅約220cm、深さ約15cm、溝70は幅190cm、深さ約30cmを測る。

K 1区と EN区の間に用水路が通るため直接にはつながらないが埋土の状況から溝70が溝71と同一で

ある可能性が高い。溝69の底面から須恵器甕片が出土しており古代に属すると考えられる。（久保）

（光永）

溝71 (第536・537図、図版31)

EN区南半を西から東へ流れる溝で、 K1区の溝69・70の東延長上に位償する。溝68と平行し、相

互の距離は約llmである。深さ 15cm程度の遺存状況で、平面的に幅を限定することが困難で、 0.7-

／
 

s
 

匁

cj 溝68

吉言ここニニ::z二~;~~b... , 

s
 

。 ~20m

溝68
堕

A~ 彎
A' 

溝70 溝69
竪

溝71
墾

o
l-

2m - ~ 

1. 灰黄色粘質微砂

2. 暗灰黄色粘質土

（微砂まじり）

3. i炎灰黄色粗砂一細砂

4. i炎灰色粘土

（細砂まじり）

5. 黄白色細砂

（粗砂若干混じる）

6. j炎灰色粘土

（炭少量含む）

7. 黄褐色粘質土

8. 暗灰黄色粘質土

9. 灰黄色粘質土

10. 黄灰色粘質徴砂

11. 黄灰色粘質土

12. 黄掲色粘質土

第536図溝68・69・70・71 (1/500・1/60) 
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第 7節 占代・中世の遺構・遺物

3mの範囲で検出されている。底面の海抜高は8.2mを前後する

数値で示される。南西方向から、幅70cm、深さ15cm程度の溝が合

流するが、第536図C-C'断面によれば、この溝が新しい。出土

逍物には、須恵器の商台付椀1983、黒色土器の商台付椀1984、土

師器の鍋1985の他に、碑1986、須恵器の円面硯C95等があり、時

期は平安時代に求められる。 （光永）

量
C95 

10cm 

'\...—土：.... 
1983 □

冒
1985 

0 10cm 一
：悶1 種別若種

彗賢
特 徴

外 血

底部ヘラきりのちナデ。

内

ユピオサエ、ナデ。

~:;:::,\::~ 蔀nハケメ、 rtミガキ- I~:;:~:::~ 部 Iヽケ 9。

ズ，I?、- 9 ズリ？ 、ナデ

色 調

灰白 18/ 

灰茨褐 IOYR4/2 

k褐 7.5YR7/2 

灰白 7 .5YR8/l 

債考

貼f.t高台。

傾 き．口径不詳。

外由煤

第537図溝71出土遺物 (1/3・1/4)

溝72(第538図）

調査区東端、 K4区およびH9区において検出された。東側は調査区外になり、正確な規模は不明

であるが底面の海抜高は約7.9mを測る。時期を特定しうる遺物は出士していないが、古墳時代前期

水田層と中世水田層の間で検出されており、埋土が古代の遺構埋土と近いことから古代に属すると考

えたい。 （久保）
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姿 □三□冒
:゚........-
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$ — 
第538図 溝72(1 /300・1 /80) 

0 Im 

I. 明橙灰色微砂 L 灰白色粘質土

（中ー近世耕土） s. 里褐色粘質土

2. 灰褐色微砂 まじり粘質土 6. i炎黄灰色粘質士

I溝72) I 占• 前・水田層l

3. 2層に灰白色粘土が混ff 7. 褐灰色粘質土

I溝72) 8. 暗仄褐色粘質 t
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第 3章講査の概要

溝73• 74·75• 76・77 (第539・540図、図版32)

第 1微翡地と第 1低位部の埋没後の上面にひろがる溝群である。北西隅て、いずれの溝も集まって

いる。この付近の溝の幅は広くなる。いくつも厘なっていて、わずか10cm程の深さしか残存していな

いため、詳細は検討できなかったが、溝が集まった所には直径 5-10cm程の杭穴が多数検出された。

構造について追求したが、明確に出来

I なかったが、配水を目的とした井堰と

<t 推定される。

~Nrn 溝73は最も東側に位置し、北からの

t 
流れを井堰状の遺構から南束へ流走す

る。溝74・75は井堰状の遺構から 2つ

に分かれて、溝73の西側に平行して流

れる。溝76は溝77と厭なるため不明確

であるが、井堰状の遺構から先の 3条

楚
の溝に平行し南束へのびる。溝77は最

請溝:胃~-遍下
も西側に位買し、井堰状の遺構から先

の4条の溝とは少し方向を変えて南へ

流れている。溝の埋土は鉄分を含むた

め椛色を帝ぴた処もあるが、 i炎灰色粘

質土～にぶい黄褐色粘質土である。溝

の前後関係はわかりにくいが、溝74と

~ 溝75は同時に流れていた可能性が高く、

~ Ill// 溝77 A盪＼＼ 他の溝も相前後して掘られたものと推

測される。

溝の埋土中からは、土師器の椀、白

磁の皿、布H瓦、紡錘形の土錘等が出

土した。時期は平安時代末から鎌倉時

゜
20m ヽ

代に比定される。 （正岡）I 
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第539図溝73-83(1 /500・1 /60) 
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第 7節 古代・中世の遺構・ 遺物

溝78• 79• 80• 81• 82・83 (第539・540図）

溝71-77の上を東西に横断する一群である。一括して扱ったが溝78-80は幅50cm前後、溝81-831よ

幅20cm前後と規校に差があり、時期差を反映しているものと考えられる。溝78は溝73に、溝79は溝76

にとりつき、溝80-83はそれらを切っているようであり、その関係が正しいとすると溝73-77は同時
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1987 土 師祐 fll ヨコナデ ヨコ＋デ。 k白 JU)R8I 

1988 t緬芦 婉 ヨコ＋テ ヨコ＋？ ~}(. 白 25ヽ8/2 貼ttiOi台つ

1989 ＋．緬岱 椀 ヨコナデコ ヨコナデで 淡橙 5¥R8/3 貼tt~台-

1990 .t緬器 椀 ヨコ.,.デ， 3コ-t-7', 灰白 IOYR8、2 貼f寸已台，

1991 須屯芦 杯董 つまみヨコナデ 天井部ケズリ。 ナデ I反貴 2.5¥7/4 

199~ 白伍 嗣 伝台祝露佑 砂nあと。 r,;. 白 75\7/~ 

1993 れ吃祐
.., ナデ。 十デ， 灰白 N7/0 

1994 白紐 輪花llll U綽紅...化，底部露佑 突縄， k白 I0¥'8/1

1995 偏ボ焼 甕 U綽糀ヨコナデc 胴部タタキ。 U綽紅ヨコナデ 胴部阿心円ククキのちナデ。 ＇夭 N6/

1996 瓦 Fl!、 ナデ， 布R Iに3-前後l。 '* SH/I l¥!さ約18..。
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第540図 溝73・ 74・ 77・79出土遺物 (1/4・1/3)
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第 3章調査の概要

に存在したのではなく、西へ行くに従って新しくなっているといえる。これらの溝からも土師器椀の

細片が少量出土しており、各溝の埋土が近似していることおよび同じ中世耕土で埋没していることか

ら短期間に幾度も掘削さ れたと想定される。 （久保）

溝84(第541・542図、図版32)

H 1区およぴAT区で検出され、 AT区の北西部ては溝85・88を削っている。検出された平均的な

規模は、上幅70cm前後、底幅40cm、深さ30cm程度で、断面形は逆台形を呈し、底面の海抜高は西端で

8.3m、東端で8.lmである。少籠の土器が出土しており、時期は中世の枠でとらえられる。 （光永）

10111 

溝85
壁

溝87 溝86 溝84 溝85
匹

A~ ー｀
溝87 溝85

国

溝88

0 2m 一
1. i炎黄灰色粘質土 4. 灰褐色砂質土 6. i炎茶褐色徴砂
2. 灰色粗砂 5. 灰色粘質土 7. 茶褐色砂質土
3. 黄褐色粘質土 （黄褐色砂質土まじり） 8. 茶褐色細砂、 徴砂

第541図溝84·85·86·87• 88 {1/200・1/60) 
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第 7節 古代・中世の遺構・遺物

溝85(第541・542図、図版32)

H 1区から AT区北西部で検出され、後者において溝84に削られている。幅80cm、深さ25cm前後の

規模で、断面形は逆台形を呈し、底面の海抜高は8.4mである。中世に属すると考えられる。 （光永）

溝86(第541・542図、図版32)

AT区北西部で、溝84の南30cmに平行して検出され、溝85・88に削られる。幅i15cm、深さ 3cm程

度で、底面の海抜高は8.5mとなる。東に延長すると溝113に続く可能性がある。 （光永）

溝87(第541・542図、図版32)

H 1区から AT区北西部において、溝86の南50cmで検出された。西半を溝88・114に削られ、東端

は緩く南東方向へ曲がる。幅65cm、深さ 3cm程度で、底面の海抜高は8.5mとなる。南東方向へ延長

すると、溝113の西に接する溝に続く可能性が高い。 （光永）

溝88(第541・542図、図版32)

H 1区から AT区北西部において検出された、幅70cm、深さ20cm程度の溝で、溝86・87を削り、溝

84・114に削られる。底面の海抜高は8.55m前後である。 （光永）

溝89・90・91・92(第542・543図）

AT区南東部において、ほぽ平行して検出された溝状の遺構で、溝89の東端が不明な他はいずれも

両端を閉じている。上幅は40cm前後で、北側の溝ほど深く、溝89で12cmを測り、底面の海抜高は、溝

92で8.5m、溝89で8.4mである。遺物は、溝91から少量の土器が出土したのみであるが、時期は中世

の枠でとらえたい。 （光永）

溝93・94(第542・543図）

AT区南東部に位置して、溝84から南に分流し、溝93が新しい。いずれも上幅50cm、深さ6cm程度

で、底面の海抜高は8.5mを前後し、東半では底面に小さな柱穴が2列散見される。少量の土器の出

土と、溝84との関係から、時期は中世の枠でとらえられる。 （光永）

溝95(第542・543図）

DE区から K6区、 AT区にかけて検出された南北方向の溝である。幅50-70cm、深さ20cm前後を

測る。灰黄色微砂で埋没している。、北は調査区外にのび、南は現代用水路に切られているため他の溝と

の関係は不明である。遺物は出土しておらず、埋土から古代末～中世に属するとしかいえない。（久保）

溝96(第542・543図）

AT区南中央部において、流路を北西から南東において検出された。北端を溝95に削られ、溝113

とは距離約 5mで平行する。上幅50cm、深さ5cm程度で、断面形は凸レンズ状を呈し、底面の海抜高

は8.57m前後である。少量の土器が出土しており、時期は中世の枠でとらえられる。 （光永）

溝97(第542・543図）

溝96の東、 DE区と AT区の東半を南北に走る溝である。幅30-40cm、深さ20cm弱を測る。南は未

調査部分にかかるため溝113・114との関係は不明だが北端は溝94にとりつく可能性がある。埋士は溝

94に近い白灰淡黄褐色土であり、古代末～中世に埋没したと考えられる。 （久保）

溝98(第542・543図）

AT区から DE、 I N区にかけてほぽ南北に検出された溝で、溝97に併行しており、規模も類似し

ている。

検出できた幅は60cm前後で、深さは15cm前後が残存していた。底のレベルはほぽ一定していた。埋
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第 3章調査の概要

土は部分的には二層認められた。

DE区では溝100・101を切っている。また IN区では溝113に取り付いていることが確認できた。

時期は中世で、鎌倉時代と考え られる。 （平井）

勺

ダ
溝92

226 
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＠
 

‘
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ヽヽ
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溝114 溝113
笈＼ ＼ I' 

溝112

楚 ＂ “ 
ヽ

ダ
楚

゜
20m 

第542図溝89-114(1 /500) 
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第 7節古代・中世の遺構・ 遺物

溝99(542・543図）

DE区の西半、北壁際で検出された。弧を描いており、両端とも調査区外へのびるため全容は不明

である。溝114を切っておりそれよりは新しいが、古代末～中世に埋没したと考えられる。 （久保）

溝94 溝93 溝84 溝92 溝91 溝90
i

―言，
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溝94

cq疇鬱c・
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疇
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疇
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虹
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ー羹

詈

溝108
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疇

溝109

＿墜底

言言

溝110・111
堅

ク

溝112

一軍

蒙

1. 淡黄灰色粘質土

2. 淡黄灰色微砂

3. 灰色粘質土

4. 黄褐色粘質土

゜
2m 

第543図溝84・88-112断面図 (1/60) 
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第 3章調査の概要

溝100(542・543図）

DE区の東半から Jy区の北西角を通って K1区南端に検出された東西方向の溝である。溝113に

切られており、それより古い。溝内からは中世土師器椀以外に古代と考えられる須恵器片も出士して

おり、その掘削が古代に遡る可能性が考えられる。 （久保）

溝101 (第542-544図）

溝100の南に、平行して東西方向に走る。東西両端とも完結しており、ま

た幅約50cm、深さ10-20cmと後述する素掘溝と同程度の規模を測ることから、

てー :-:27
1999 

0 10cm 

水路というよりは素掘溝のひとつである可能性は高い。埋土は灰白色から黄 一第544図溝101出土遺物
灰色の粘質微砂で、他の溝同様中世に埋没したと考えられる。 （久保） (1 /4) 

~11±tt~ »~I~J、:I 口縁部ヨ:ナデ。底部へ：キリ。面
徴

内--=-— ョコナデ。
面

色関

浅黄橙 7 .5YR8/4 

備 考

溝102・1 03・1.04・1 05・1 06 (第542・543図）

溝99の南、 DE区の中央で検出された溝群である。溝102-105は不整形に、溝106は方形に先端が

ふくらんでおり、底面の海抜高も先端に向けて低くなっている。溝102-105は溝114にとりつくよう

であり、基幹水路からの取水を目的とした施設と推定される。溝106は溝114を横断しており、後述す

る溝108のように溝113に取り付くものと考えられる。先端の形状も溝107・108は長方形を呈しており、

とりつく溝による差、つまりは時期差を反映するものとも考えられる。埋土は灰白色～淡灰色粘質微

砂で、この溝群もまた中世に埋没したと考えられる。 （久保）

溝107・108(第542・543図）

DE 、 ~8 、 I N区においてほぼ南北に併行して検出された。これらの溝の特徴は南端部に溝107

では約150X120cm、深さ約7cmの、溝108では約220X130cm、深さ約15cmの方形の土堀を伴っている

ことである。この土城は水溜ではないかと考えられ、溝108では溝114を切って溝113から取水したも

のと考えられる。溝107については溝114に取り付いていた可能性が考えられる。時期はいずれも中世

で鎌倉時代と考えられる。 （平井）

溝109(第542・543図）

I N区において検出した溝で、幅約30cm、深さ約 5cmが残存していた。溝114に取り付いている。

方向や規模などから本来、溝107・108と同様の性格の溝ではないかと考えられる。時期は中世で鎌倉

時代と考えられる。 ． （平井）

寧

B~B 

゜
2m 

11. 灰色粘質土

12. 黄灰褐色粘質土

13. 淡灰褐色粘質微砂

14. 灰茶褐色粘質微砂

15. 灰茶褐色微砂

16. 茶褐色微砂、細砂

17. 灰白色粘土と灰褐色粘質

土の混合

18. 灰白色粘土

19. 橙褐色粗砂

20. 灰白色微砂まじり粘土

第545図溝113・114断面図(1)(1 /60) 
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第 3章調査の概要

溝110・111・112(第542・543図）

溝110・111はH2区、溝112はH3区においてそれぞれ検出された。いずれも流路を北西から南東

方向へ向けており、後述する土手状遺構を挟んで平行する形となる。溝110と溝111の間隔は1.6mで、

いずれも規模は上幅40-50cm、深さ 6cm程度であり、断面形は凸レンズ状を呈し、底面の海抜高は

8.7m前後である。溝112は溝111との距離13m程度を測り、上幅40cm、深さ 8cmで、底面の海抜高は

8.6mである。少量の土器が出士しており、中世に属すると考えられる。 （光永）

溝113・114(第542・545-548図、図版32・33)

いずれも H1区から TO区 ・H17区にかけて北西から南西に流走する溝である。直接的な切り合い

関係は確認できなかったが、溝113に取り付くと考えられる溝108が溝114を切っていることなどから、

溝113が新しいと考えたい。

溝114については 1-2回の掘り直しの痕跡がAT区およぴKY3区で確認できた。 AT区での断

面観察によれば南側の溝が最も古く、北側に順次 2回掘り直しが行われているものと考えられる（第

545図A-A'断面）。 KY3区では、切り合い関係は不明ながらも 1回の掘り直しが考えられた（第

547図A-A'断面）。また IN区では、南西の肩口に沿って30X40cm前後、深さ 5-10cm前後の隅丸

方形のくぽみが並んで検出できた。断定はできないが、この部分に柵などの何らかの施設があったの

かも知れない。埋土の状況からみると、各地区で複雑な状況を示していたが、大きくは底面から20cm

ぐらいまでは粗砂• 微砂を中心とする埋土で、上層には粘士・ 粘質土を中心とする埋土が堆積してい

た。したがって幹線的な水路として機能していたものが何らかの理由によって意識的に埋められたも

のと考えられる。一方溝113については、溝114の廃棄後、 TO区でみられるように用水の目的地点を

異にするかたちで新しく掘り直された溝と考えられる。この溝も KY3区では 1回の掘り直しが想定

できた。埋土の状況は溝114に類似しており、最終的には意識的に埋められたものと考えられる。

これらの溝から出土した遺物は多くないが、古代の瓦および中世の土師器椀などがある。図示した

遺物のうち2000-2003、2007-2009は溝113から、 2004-2006、2010-2012はIN区の溝113・114か

ら2013-2015は溝114から出土している。時期については、溝113が廃棄されたのは鎌倉時代と考えら

れる。また溝114の掘削時期については、溝63-71などの古代の溝とは方向が異なっていることから、

埜
1. 灰色粘質土

A~ 疇攣賣~~責彎賣：・・［三戸
4 . 黒灰色粘土まじり

灰白色粘土

5. 淡灰色粘質士まじ

り灰白色微砂

6 . 灰白色粗砂

7 . 灰白色粘士

8 . 黒灰色粘土

9. 灰白色砂質土

10. 黄灰色砂質士

11. 茶灰色粗砂

溝114 溝113

溝114 旦

溝114 溝114 溝113c---□ -c・ 一堅底

疇゚二言゚．
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i
 

Im 

第547図溝113・114断面図(2)(1 /60) 
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第 7節 古代・中世の遺構 ・遺物
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第548図 溝113出土遺物 (1/4)
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第 3章調杏の概要
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第549図 溝114出土遺物 (1/4) 

古代末から中世初頭と考えておきたい。

溝115(第513・550図）

I N区の束半部において検出した溝で、幅約35cm、深さ 5cm前後が残存していた。北端部は後世の

削平によって途切れているが、まだ続いていた可能性が裔い。埋土は灰白色粘土が一層のみである。

出土遺物はなかったが埋士から時期は中祉と考えられる。 （平井）

溝116(第513・550・552図）

J y区および IN区の束半部において検出した。幅約35an、深さ 15cm前後が残存しており 、 Jy区

では溝119を切っていた。底のレベルは南に向かって低くなっており、溝113・114に取り付いていた

可能性が考えられる。 （平井）

溝117(第513・550・552図）

IN区の東半部において検出した。深さは 8cm前後が残存していたにすぎない。肩はしっかりして

おらず、底面は凹凸が著しかった。こうしたことからこの溝は、用 ・排水路とは考えにくい。 埋土は

淡灰褐色粘士が--層のみで、このことから時期は中恨と考えておきたい。 （平井）

（平井）

溝115

— 薗
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ー 鱈

塁
］．黄灰色粘土
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~ 4 ..':I:¥灰色粘土

第550図 溝115・116・117断面図 (1/30) 

溝117
— 曽

-0 Im 

溝118(第513・551図）

K I区中央で検出された東西方刷の溝である。溝68-71の南になり、ほ

ぽ平行している。幅60-80an、深さ約15cmを測る。橙～橙灰褐色粘質微砂

よって埋没しており、上面は中世水田層によって覆われている。埋土内か

らは土鍋の破片が出土しており、中世には埋没したと考えられる。（久保）

溝119(第552・553図、図版34) 第551図

J y区から FU区を横断し、 H9区にぬける。溝113・114に平行して直線的に流走しており、基幹

水路の一つと考えられる。幅は l-l.5m、検出面からの深さ30-40cmを測り、断面は逆台形を呈す

る。上面は中世水田層で被覆されており、水田耕作時には機能を停止していたようである。埋土の状

況をみると最下層は褐灰～橙灰色の粘質土だが上層は褐灰色粘質土プロックの多く混入した明灰～灰

白色粘質士で、水田開発に際して意即的に埋められた可能性も考えられる。埋土内から土師器椀

2016・2017が出土しており、 鎌倉時代には埋没したと考えられる。 （久保）

溝118断面図 (1/30) 
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第 3章調査の概要

A― 蜘 A鼻

/ / .,._/冒
8- 850cm ・.• B 

。
Im 

L 明褐灰色粘質土

2 . 明灰色粘質土

3. 明褐灰色粘質士

4. 茶褐灰色粘質土

5. 褐灰色粘質士

6. 淡橙灰白色粘質土

7 . 淡褐灰白色粘質微砂

7'. 7層にマンガン粒多く含む

8. 橙灰色粘質士

‘’ー・・

2016 

＼ 
2017 

。
10cm 

E;I;:~: I: 「椀~I=:.〗~フキリ:.

徴

内面

ナデ。

体部ヨコナデ。底部ナデ。

:s,~;;,81; 謂 I貼付：台。 考

第553図溝119断面図 (1/40)・出土遺物 (1/4)

溝120(第546・554図）

KY2区と KY3区の境において検出した。側溝によって一部肩が切られてしまったが、幅50-

100cm、深さ約15-20cmが残存していた。北端部では 2条に分岐しており、また中央付近では東側に

張り出し部が認められた。出土遺物はなかったが、埋土から中世と考えられる。また検出された位置・

方向から、後に述べる素掘溝群 2を囲む溝の可能性も考えられるが、断定はできなかった。 （平井）

溝121 (第512・555図）

J 0区中央やゃ西寄り、建物50の西側で検出された南西から北東方向に向く溝である。幅約40cm、

深さ約20cmを測る。出土遺物は無いが、検出面および、明灰色の粘土を埋士に持つことから建物50と

同様中世から近世の時期を考えている。 （大橋）

担

彎 1. 灰白色粘質微砂

゜一50cm 2. 灰白色粘質土

第554図溝120断面図 (1/30) 亨一50an 

第555図溝121断面図 (1/30) 

(5) 素掘溝群

ここで報告する素掘溝群は、これまで「畝状遺構」、「中世素掘溝」などと呼称されていたものと同

様の遺構である。今回報告する調査区では大きく 3か所確認でき、幅30-50cm前後の溝が方向をそろ

えてほぽ等間隔にまとまりをもって検出された。

時期については特定できる資料がほとんどなく、またすべてが同時期でない可能性もあるが、埋土

や切り合い関係などから古代末から中世段階と考えている。 （平井）

素掘溝群 1 (第556・557図、図版34)

AT区から DE区にかけて検出された溝群である。幅30-40cm、検出面からの深さ 10-20cmの溝が

130-ZOOcm間隔で平行して並び、一群を形成する。埋土は上下 2層に分かれるが上層と下層の差は大

きい。未調査部分が多いため明確でないが方向性やまとまりから AT区の西半部と東半部、 DE区の

西半部と東半部の 4つの小ブロックに分かれるようである。その中でも DE西半部と、東半部および
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第 7節 古代・中世の遺構・遺物

AT区では溝の主軸方向が90度違っているが両者の間には溝113.・114が存在しており、この溝が水路

としてのみ機能していたのではなく何等かの境界の役割も果していた可能性が考えられる。素掘溝群

の埋士の状況も周囲の溝群と近似しており、また同じく中世水田層によって上面を被覆されているこ

とから同時期に存在し、中世に埋没したと考えられる。 （久保）
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第 3章 調査の概要

素掘溝群2

KY1・2区およびHF区を中心として、現在の地割りに沿うかたちで検出された。南北の幅は不

（第556・558-560図、図版35)

明であるが、東西はKYl区、 K9区、 WR-A区においてこれらの素掘溝を取り囲むような幅30cm
前後、深さ10cm前後の溝が検出されていることから、約60mの幅のなかにおさまっている。各素掘溝
の規模はほぽ同規模で、幅40-50cm、深さは 5cm前後が残存していた。埋土は黄褐色、暗褐色粘質土
プロックを含む淡灰色粘土が多かった。間隔についてはいくらかの違いはあるが、ほぽ1.5-2.0mの
間で共通しているといえる。長さについては未調登区があるため明確ではないが、長いもので約35m、
短いもので約10mを測る。また KY2区では各素掘溝の北端がほぽ一定の所で途切れている。さらに
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第 3章調査の概要
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第559図素掘溝群2断面図 (1/100)

ご――:J
三
峻
2019 

r — ~:::::::Z1 
2020 

2018 
10cm 

□ 五五三部ヘフ：コCo

徴

内 面
色調 備 考ナデ。

胴部ヨコナデ。底部ナデ。
かすかに釉残存。

朋オリープ灰 2.SG¥'7/1 素堀溝群］

灰白 10YR8/l I貼付高台。素堀濤群2.
釉は談腎緑色，胎土は灰白色 周防産？。 ク。

第560図素掘溝群 1・2出土遺物 (1/4) 

HF区では、調査区の南端から約 5mの所で各素掘溝が途切れていることから、南北約50m、東西約

50mの範囲が一つのまとまりをもうているものと考えられる。そしてこの範囲のなかでも、南東部に

は南北約10mの小単位が存在していることがHF区で想定できる。時期は明確ではないが、出土遺物

に中世のものが含まれていなかったこと、および埋土が中世溝の埋土とは若干異なっていることから、

古代末頃と考えておきたい。 （平井）

素掘溝群 3 (第556図、図版31・36)

EN区及ぴB01区で検出された 5本の素掘溝である。方向は北北東から南南西を示し、いずれも

北端は調査対象外へ続き、西寄りの 3本は南端を揃えている。溝の規模は、上幅60cm、深さ10cm未満

で、断面形は凸レンズ状を呈し、底面の海抜高は8.7m前後である。相互の間隔は約 5mで、規模・

間隔とも素掘溝群 1・2とは異なる。少量の土器の出土により、中世に属すると考えられる。 （光永）
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第 7節 古代・中世の遺構・遺物

(6) 

H 2区およびH4区において検出されたが、

た上幅は 9m前後とみなされ、

土手状遺構（第561図）

DE区および IN区では確認できなかった。検出され

その上面の海抜高は8.8mである。周辺の基盤層上面との比高差は

15cm程度あり、基盤層を削り出すことによって形成されている。平面的には、 やや南東方向へ弧を描

いているように見え、後述する古代の水田範囲の東端に沿う在り方とみることもできる。時期的には、

中世の枠で考えられるが、先の観点から古代に遡る可能性も残す。 （光永）

y
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土
手
状
遺
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ー

勺

>ヽ“~ ぃ`ぃ ~ 楚

。
10m 

蜘

Aー V--ロ-り/／//

塑

e・ 

第561図

1. 褐灰色土

2m (現耕作土）

2. 赤褐色土

3. 灰白色土

土手状遺構 (1/300・1 /80) 

4 . 灰黄色土

5 . 暗褐色土

6 . 明褐灰色土

(7) 水 田

水田 9 （第562-565図、図版36)

全調査区の南西にあたる。重機による表土剥ぎの段階で、上面がかなり削平されてしまったため水

田面を検出し得たのは図示した水田域の東1/3程度であるが、土層断面の観察等から旧河道 1より西

の全域に拡がると考えられる。古墳時代前期前葉に埋没した水田 8はおおよそl日河道の範囲に留まっ

ていたが、当期では西の微高地上も水田化が進んでいるようである。

畦畔はTDl区において 1条のみ確認されている。東西方向に一直線にのびる。規模は上面幅 lm、
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第 3章調査の概要
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100m 

水田10

!/ 

第562図水田 9・10と古代の建物・溝 (1/2000)

＼基底部幅1.5m、高さ約25cmを測る。柵列状遺構 8の切り込まれていた包含層を基盤として構築され

ている。当畦畔に伴う水田層は第563図の 6・7層で、 7層は柵列状遺構 8を被覆している。畦畔自

体は 8・9層にあたる。

第564図では前述したように上面を削平されており、高さ約10cm程度しか残存していない。壺2021

はその上面で、畦畔内に埋まった状態で出士している。口縁部を欠き、体部も全体の1/3から1/2程度

しか残存していないが破片のほとんどが外面を上に向けていた。また銘の入った破片も字を上に向け

てほぼ中央にあり、人為的に破砕して畦畔内に埋めこまれた可能性も高く、周囲には牛歯も散ってお

り、農耕に関係する何らかの祭祀が行われたと想定される。平安時代のものと考えられる。第565図

の土器は畦畔の下面で検出されたものである。下層の包含層に伴う可能性もあるが、これより少なく

とも 7世紀後半から 8世紀前半以降に畦畔が構築されたと考えられる。

飛鳥時代から平安時代にかけて水田域内から土器が出士する類例は池島・福万寺遺跡で「土器埋納
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1. i炎青灰色砂質土（現耕上）

2. 

3. i炎黄白色砂質土

（中～近世耕土）

4. i炎灰色粘袈微砂 7. 暗灰色粘質土

5. i炎黄灰色粘質土 8. 橙灰褐色粘質微砂

6. 茶灰色粘質土 9. 1炎橙灰色粘質微砂

10. 黒灰色粘質土

11. i炎灰色粘質土

12. i炎褐灰色粘質土

第563図水田 9畦畔 (1/150・1/60)
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2021 I須恵若 1::::耳-.t.I fl叱織<iい t鍼2屯胴乱太い沈綺 I-3 I類綿ヨコ＋デ馴邸同心円タクキのちヨコ＋デ'11六白 N7/ 

本．ヨコ＋デ'...デ底糀ユピすサマ ...デo

色 コ 編考

第564図 水田 9畦畔内遺物出土状況 (1/30)および出土遺物 (1/4)
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第565図 水田 9畦畔除去後の遺物出土状況 (1/30)および出土遺物 (1/4)

遺構」として報告されているが、条里水田の開発や再開発に伴って埋納されたものと位置づけられて
, d• 

おり、そういった観点にも留意する必要があろう 。 （久保）

（駐）江浦洋「条理型水田をめぐる諸問題」 r池島 • 福万寺遺跡発掘調究概要 Vl1 」 財団法人大阪文化財セン

ター 1992年

水田10(第562・566図）

第4低位部にひろがる水田層である。ほぽ、古墳時代前期前葉の水田層の範囲と重複する。畦畔な

どの構造物は検出できなかったが、土層観察によって水田層と判断 した。第508図4層がこれに相当し、

層の厚さ 10cm前後、 ヒ面で海抜高8.25m前後を測るほぼ水平堆積層である。土層は灰褐色を基調とす

る粘土層であり、層下面には鉄分の沈着が明瞭に観察できた。この層位の上位には、明るい黄椛色を
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□
1
 C105 

ぃ
」

~ 
刈ハ

〒C107 
C108 

C106 
10cm 

基調とした中世から近世にかけての

水田層（水田11、2・3層）が広がり、

下位には、奈良時代を中心とした時

期が推測される暗灰褐色粘土層 (5

層）を挟んで黒灰褐色を基調とした

6世紀末の須恵器を包含する粘土層

(6層）がある。出土遺物は細片がほ

とんどであり、決定的な時期判定の

材料は乏しいが風字硯(C105-C 108)が特徴的にみられることと、層位関係から平安時代のなかにお

さまると判断している。なおこの水田10は、層序関係から TD区で検出された水田 9と同一時期の可

能性はあるが、地域的に離れており 、連続性が認められなかったことから、ここでは断定は避けてお

く。出土遺物には、円板状土製品、土錘、不明鉄製品(I3)などを図示した。 （大橋）

水田11

水田11としたのは中世の水田層である。この土層は後に述べる近世の水田層と考えられる現代水田

耕土直下の土層の下層に認められた灰白色の粘土層である。例えば第451図の 6層(H16区）などがこ

れに相当する。

この土層はすべての調査区において確認されているわけではなく、特に微裔地部分では近世の水田

層によって削平されてしまっている地区が多かった。厚さは 5-10cm残存していたのみである。

この土層については、岡山県南部の発掘調究において薮多く確認されている土層で、中柑の水田層

と考えられる。 （平井）
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第566図 水田10関連の出土遺物 (1/3) 
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第 3章 調査の概要
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2026 j-_勘 苔 坑 ョコナデ。 体祁ヨコナプ底部ユピオサエ？ 橙 5¥k6心 貼ft/ili台。
2027 t帥苔

" 
口械瓢ヨコナデ。体昴ユピオサエ、ナテ。昌hヨコナデ。 u縁部ヨコナデ。体糀ミガキ？。 にぷい黄控 IOH7/2 貼ft(;[,台。

2028 ± 緬活 婉 石台ヨコナデ．底部ナデ。 ナデ。 仄黄 2.SY6/2 貼t-t属台。
2029 -t. 鉦名 騎 “台ヨコナデ.~部ナデ。 ナデ。 灰白 IOY8/2 貼HtT.台。
2030 t鯰諾 ~ ヨコナデ。 ヨコミガキ。 仄白 JOYR8/I 貼ft萬台。
2031 土緬岱 坑 体配、底部ナデ。鳥台ヨコナデ。 ナデ？。内望。 浅貴 2 5Y8/3 貼ft島台
2032 土鰤岱 婉 体部、底部ナデ。応台ヨコナデ。 ミガキ？。内妻。 浅黄 2 5¥8/3 貼ft#,台
2033 須咆祐 杯身 ヨコナデ。 ヨコナデ。 灰白 N7/ 
2034 須恵芦 嗣 体糀.I沃部ナデ。応台ヨコナデ。 ナデ。 灰 N6/ 貼tt高台c

l035 灰輪阻祐 婉 体蔀ケズリのちヨコナデ 底部ケズリ C 真セヨコナデ、 ナデ。仄釉。 灰白 5Y7/1 貼tttli台。
2036 灰釉囚若 椀 体名、嘉台ヨコナデ，底部ヘラキリ？のちナデ3 ヨコナデ．見込み露胎。体院I火軸『 灰白 NB/0 貼f,t(;I,台。
2037 灰釉紺岱 杭 ケズ＇）のちヨコナデ。一部 If<.釉。 ヨコナデ。一部灰釉っ 灰白 7 .5Y8/l 
2038 I天釉囚祐 椀 体昴ケズリのちヨコナr,裏台ヨコナ-i',を昆ケズリ。底犯沈鍼 I屯うすく灰釉。 灰B 7.SYS/1 貼Hf.I,台，
2039 亀"'娩 甕 格+Aクタキ， ＋デ， 灰白 N7/0 上下．傾き 'f'ofo
2040 亀山焼 甕 類部クテ 9ヽ ケメ。胴部格+Rタタキ。 クタキのちナデ？。 灰白 2 5¥7/1 
2041 亀山焼 甕 格+llククキ。 1-1 i.•Pl ククキのちナデ. , ヽケメ l!i N6/ 
2042 魚住娩 こね鉢 ヨコナデ。 ヨコナデ。 灰白 N7/ 東憎系須を器，
2043 傭前焼 慣鉢 ヨコナデ。 ヨコナデ。 7条の卸止 赤欣 7 SRS/1 
2044 白磁 統 ケズ,,。全面軸。 全面釉。 K白 IOY7/1 白磁統W額？
2045 白磁 婉 全面軸。 令OO軸^ I天白 IOY8/I 白磁統W類≫
2046 白磁 婉 ケズリ。全面軸。 全血軸。 灰白 7 .5Y7/2 白磁統I¥'類。
2047 白磁 婉 全血軸。 細い沈線。令面軸。 灰白 7 5Y7/I 白磁統II類，
2048 白磁 嗣． 全面露駐。 見込み輪。 仄白 7 5H/1 白磁婉W類。
2049 青磁 嗣 全面軸。 全面釉。 オリープ灰 IOY6/2 
2050 青磁 婉 全面軸。雷文帝蓮弁文。 全面釉。 オリープ灰 IOY5/2 
2051 青磁 碗 全曲軸。 全面釉。 オ')ープ灰 IOY4/2 
2052 青磁 嗣 体統輪。畳付．底部露胎， 全面釉｀見込みに印花文。 オリープ1夭 SG6/l 
2053 青磁 皿 体糀輪。底部露祐。 全面釉。クシ措き文。 灰オリープ 7 S¥"6/2 糾女烹系。
2054 青磁 嗣 全面輪。 全面軸。 灰＊＇）ープ 7SYS/2 
205S 青磁 筐 全由輪。 底面一椛露胎 オリープ灰 IOY4/2 
2056 瓦 軒丸K ナデ。 灰 75Y4/J 
2057 瓦 丸瓦 ナデ。 黄灰 5Y4/I 厚さ約36•• 
2058 瓦 丸瓦 ナデ。 布目（幅 1-2-;。 仄白 IOYR7/I 厚さ約18-.,
2059 瓦 丸瓦 ナデ。 布l=l'輻 2一耐後1。 にぷい貴 2 5H/3 厚さ約21-つ

2060 瓦 丸瓦 ナデ。 布目（幅 I —煎後） 。 ,1'白 N7/ 原さ約25-,
2061 瓦 丸k ナデ。 布目（輯 I —前後）， 灰白 N7/ 厚さ約28-,
2062 瓦 ・I'瓦 ケズリのちナデ。 布目（鱈 I —胴後J 。 にぷい貧橙 IO¥R7/3 厚さ約15-,
2063 瓦 ヤ瓦 縄Hタタキ。 布目（饂 2-前積）。 灰 N4/ 厚さ約zo-。
2064 瓦 ・J'瓦 ナデ。 布[l rに 1-航後）。 灰貴 2 5Y6/2 Mさ約20,a,
2065 瓦 平11. 縄目クタキ。 布13 (饂 2-帆後）。 にぷい貴橙 10¥ R6/3 厚さ約u-,
2066 瓦 平瓦 ナデ？。 布目（輻 1-痢後）。 黄褐 IOYRS/6 厚さ約28-,
2067 瓦 丸瓦 ナデ。 布目 9輻 1-2-1。 灰 5Y4/I “さ約20-,
2068 }(. ず瓦 縄目タクキ？。 布gっ 淡貴 2 5Y8/3 厚さ約四。
2069 瓦 ¥瓦 ナデ？。 布B。 灰黄 2 5Y7/2 f'/-さ約2S..,
2070 瓦 平瓦 ナデ。 布i:l {輻 Iー2-1. 灰白 5¥8/2 Mさ約)7.,0
2 71 瓦 平瓦 ＋デ 布h'輻 1-前， 甲黄褐 IOYR6/6 Uさ約16-,

第569図 古代・中世の遺物(3)(1 /4) 
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第 7節 占代 ・中世の遺構 ・遺物

(8) その他の遺構・遺物

これまで述べてきた遺構以外には、土城として扱わなかった土城や土城状の遺構、溝状遺構、柱穴

などがある。土城状遺構は AT区および1y区において合計10数甚が検出された。平面形が円形を呈

し、深さ50cmHii後のしっかりした土城もいくつか認められたが、これらの多くは遺物は出土せず時期

は不明瞭であった。柱穴状のピットは特に AT区の東部分の溝85の北側約15X5 mの範囲に集中して

検出されたが、建物としてはまとまらなかった（第513図）。

遺構に伴わない遺物としては、土師器、ク頁恵器、灰釉陶器、亀山焼、備前焼、青磁、白磁、瓦、土

錘、鉄器、古銭および窯様、鉄滓などが出土している。

第567-570図に示した遺物のうち2026-2032は土師器で、 2026・2027は中柑、 2028-2032は古代後

半のものと考えられる。

2033は奈良時代、 2034は平安時代の須恵器で、 2035-2038は灰釉陶器である。

2039-2041は角山焼で13世紀代のものではなかろうか。 2042は魚住焼、2043は備前焼で13-14世紀

のものであろう 。

2044-2048は白磁で12-13世紀と考えられる。2049-2055は肯磁で、 2049-2051は14世紀後半から

15世紀前半、 2052は14世紀前半、 2053-2055は12-13世紀と考えられる。

2056-2071は瓦で、奈良時代の後半から平安時代前半のものではなかろうか。瓦は図示したものの

他にも10数片出土しているが、いずれも小片である。

C113-C121は土錘、 C122は風字硯、 C123は円面硯、B1は「熙寧元行」である。 （平井）
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第 3章講査の概要

第 8節 近世以降の遺構・遺物

1 . 概 要

近世以降と考えられる遺構としては、士城、溝、水田が検出できた。土壊は 2基のみを報告するが、

これ以外にも不定形なものや肥科溜的な用途が考えられる土城がいくつか確認できている。溝は耕作

に伴うと考えられる浅く細い溝が多薮検出されている。水田層は現水田耕作土直下に約20cm堆積して

おり、薮枚の水田層が想定できる。 （平井）
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第571図 近世以降遺構全体図 (1/1800)
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第 8節 近世以降の遺構・遺物

2 . 遺構・遺物

(1) 土壊

土壊148(第572図）

J y区の中央東寄りから検出された平面長方形、断面逆台形を呈す土城で、主軸はほぽ東西方向に

向く。規模は長軸180cm、短軸115cm、深さ65cmを測る。埋土は灰白色粘質土に茶灰色粘質士塊が混じ

るもので、底部に向かいグライ化の状況を呈していた。遺物は皆無であったが埋士の状況から近世の

遺構と判断した。 （江見）

土堀149(第573図）

J y区の東端か

ら検出された、や

やいびつながらも

平面長方形の士堀

で主軸はほぽ東西

方向に向く。規模

は長軸175cm、短

軸 60cm、深さ約

20cmを測る。埋土

は上記同様、灰白

色粘質土に茶灰色

粘質土塊が混入す

るものであった。

遺物は弥生土器片

が出士しているが、

埋土の状況から当

時期の遺構と判断

した。 （江見）

゜
lm 

第572図土壊148(1/30) 

墾

軍

｀ 
~an 

第573図土横149(1/30) 

(2) その他の遺構・遺物

その他の遺構としては士城として報告しなかった土城あるいは土堀状遺構が10数基検出されている。

性格はよくわからないものが多いが、肥料溜的な用途が考えられるものもある。その他に全調査区に

おいて現代水田耕作士の直下に約20cm堆積している士層がある。この士層は単一の土層ではなく、淡

灰色粘土と黄灰色粗砂層が約 5cmの幅で互層をなしている部分が多く、土層の境界には鉄、マンガン

の沈着層がうすく認められた。こうしたことからこれらは数時期の水田層と考えられ、時期は部分的

に近世陶磁器が少量出士していることから、一部は中世や近代の可能性があるものの甚本的には近世

段階のものと考えておきたい。さらには各調査区において浅い溝が多数検出されており、水田耕作に

伴うスキ痕ではないかと考えている。 （平井）
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第 4章まとめ

第 4章 ま と め

第 1節発掘調査成果の概要

南溝手遺跡は岡山県の南西部の総社市南溝手に所在する。遺跡は、中国山地に連なる標高200-

500m前後の丘陵部の南に拡がる平野部に位置しており、発掘調査前の状況は、おもに標高8.5~

8.8m前後の水田地帯であった。

発掘調査地は古くから遺跡の存在が知られていた訳ではなく、 1985年度から 3か年にわたって実施

された総社市教育委員会による「備中国府確認調査」によるトレンチ調査によって、部分的にではあ

るが弥生時代～中世に至る遺跡の存在が知られるようになった。

こうしたなかで第 1章の調査の経緯で述べたように、当該地が岡山県立大学および岡山県立大学短

期大学部の建設予定地に選定されたのに伴って、予定用地内における確認調査が行なわれ、その後そ

の結果に基づいて約 3年間にわたって全面調査が実施された。全面調査を実施した総面積は約

60,000面で、調査の結果、縄文時代後期から中近世に至る数多くの遺構・遺物が検出された。なお遺

跡名としては南溝手遺跡・窪木遺跡と呼称している。

発掘調査報告書は 4分冊に分けて刊行することとし、今囮報告する「南溝手遺跡 1」は、全体の北

西部にあたる調査区であり、縄文時代後期から中近世に至る遺構・遺物が検出されている。以下報告

書の節立てに沿った形で、発掘調査成果についてのまとめを行いたい。

1 . 縄文時代後期の遺構・遺物

遺構は検出されなかったが、 10個体あまりの土器片および石器2点が出土している。これらの土器

ゃ石器の出土状況については第 3章第 2節において述べているが、 A・B・C地点における遺物は、

岡山県南部の沖積地などの調査ではあまり類例をみない出土状況を示している。すなわち、 A・C地

点では、縄文時代晩期以降の基盤層となっている黄色砂質土中から出土しており、土層の断面観察に

おいては明瞭な土質や色調の違いは認められなかった。遺物の出土した深さは、調査時点ではこの基

盤層上面から約80-120crnであったが、この基盤層は後世に削平をうけており、弥生時代の竪穴住居

や袋状士堀の残存状況から判断すれば、縄文時代晩期から弥生時代の生活面から約150cm前後下位に

遺物は存在していたと考えられる。単純に考えれば、縄文時代後期後葉から晩期中葉までの間にこの

地点では lm以上の士砂の堆積があったと考えられよう。

ところで岡山県南部における沖積地の形成については縄文時代晩期以降で、沖積地への集落の進出

も晩期後葉以降で、このことが水稲農耕の開始とあわせて論じられることがあった。しかしながら近
(l) (2) {3) 

年の津島江道遺跡や津島岡大遺跡、百間川沢田遺跡などの発掘調査によって、後期はじめには現在み
(4) られるような沖積地の大部分は形成されており、集落も立地していたことが明らかになりつつある。

今回報告する南溝手遺跡の調査区では、遺物が少量出土したのみで、集落のあり方などは明らかに

することはできなかったが、こうした後期における総社市域での集落の存在を明らかにできた意義は

大きいと考えられる。当地域における後期の集落の形成のもつ意味については、 B地点で出土した籾
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痕土器などから稲作を含む農耕の開始と関連するものと考えたいが、このことについては第 2節で述

べたい。

出土した土器は少量であるが、第 2節で述べる様痕土器の時期を考えるうえで参考になると思われ

るので、若干の検討を加えたい。 39の籾痕土器以外の後期後葉の土器の特徴は以下のとおりである。

器種は深鉢と浅鉢（浅鉢としたもののなかには注口士器の可能性のあるものがある）とがある。深鉢

には36のように口縁部が内側に屈曲し、口縁外面に巻貝による凹線文と扇状圧痕、そして胴部にも巻

貝による 3条の凹線文を施したものと、 40のような胴部からゆるやかに口縁部が外反し、口縁端部内

面に凹線を施し、胴部には 3条の巻貝による凹線文をもつものとがある。この両者は器形以外に調整

においても若干異なっている。まず外面の調整については、 36が巻貝条痕とナデであるのに対して、

40では巻貝条痕ののちに横方向に丁寧なミガキが施されている。内面は明瞭ではないが、.36の口縁部

が巻貝条痕、胴部が巻貝条痕のちナデ・ミガキで、 40は磨滅のためはっきりしないが、最終的にはミ

ガキ調整が施されたものと思われる。また、巻貝による凹線文については、 36が巻貝の線条痕がその

まま残っているのに対して、 40では巻貝の線条痕のうえをミガキで消すような調整が行われている。

こうした相違点をもとに他の上器をみると、外面調整では巻貝条痕とナデでミガキを施していないのが

47・48で、巻貝条痕ののちにミガキを施したものが37・38・42・43・45である。また、巻貝による凹線文

のうち、巻貝の線条痕ののちミガキを施しているのが43、巻貝の線条痕をナデ消しているものが37・48

である。さらに巻貝の圧痕については扇状圧痕のものが36・37・44で47は粘士塊を貼り付けたうえに腹

縁を押圧している。また、 44には円形の刺突文も施されている。底部はくぽみ底である (38・45)。
(5) 

こうした特徴をもつ土器としては、岡山県内では、福田貝塚の福田Kfil式、広江・ 浜遺跡の後期c
(6) (7) (8) 

類士器、舟津原遺跡の後期VIII類土器、阿津走出遺跡の後期V[類土器があり、その他に広島県馬取遺跡
(9) . 

5類土器などが類似している。

本報告書ではこうした巻貝による条痕や凹線文、扇条圧痕などを特徴とした土器群を福田KID式と

して捉えている。福田Kffl式については、口縁端部内面や凹線文間の刻目の有無、凹線文間にミガキ
囮

をくわえるかどうかなどによって新・古を考える意見があり、舟津原遺跡後期珊類や阿津走出遺跡の

後期V[類の土器群の様相からは、口縁端部内面や凹線文間に刻目をもつもの、あるいは巻貝凹線文内

にミガキを加えるものについては、福田KID式の中でも古い様相と考えることができる。このように

考えるならば、今回出土した土器群については、刻目をもつものは出土していない。しかしながら凹線

文内にはミガキを加えているものもあるが、 36のように巻貝線条痕をそのまま残しているものや37・48

のようにのちにナデを施しているものも存在している。したがって、今回出土した土器群については、

大きくは福田 KID式の範疇でとらえ、その中では古• 新の中間的な様相をもつものと考えておきたい。

2. 縄文時代晩期の遺構・遺物

縄文時代晩期の遺構・遺物は中葉段階のものと後葉段階のものが検出された。後葉についてはいわ

ゆる刻目突帯文土器の出現をもって区分している。

(1)晩期中葉

この時期の遺構どしては、 DE区において土器溜り 1か所（土器溜り 1)とIN区において土城 2基

（土城 3・4)が、また火処が24か所（火処 1-24)検出できた。火処については、遺物を伴うものがな

く時期は明確ではないが、すでに述べたような検出状況からその多くは土器溜り 1とほぼ同時期と考

えている。これらの遺構のうち土堀 3については、わずかではあるが埋士の色調や士質が基盤層と異
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なっており遺構と確認できたが、土器溜り 1については、士色や土質から基盤層との違いを確認する

ことはできなかった。また火処についても、掘り方などが確認できなかったものが多い。一方、晩期

後葉の遺構にごついては埋士の違いが明確なものも多く、こうした遺構検出状況の違いと土器型式の違

いが対応する可能性が考えられる。いずれにせよ、河道2から出土した土器量などとも考えあわせる

と、晩期中葉段階にはこの地域にある程度の集落が形成されていたことは間違いないであろう。例え

ば、火処が多く検出され、また甚盤層中から土器片も比較的多く出土した第 1微高地の北端部から第

2微高地（西）の北半部を一つの居住域と考えることができる。また、河道 2から出土した士器につい

ては、この北側の地域では当該期の遺構・遺物はほとんど出土しておらず、第 2分冊で報告予定の南

側の地域に想定できる居住域からの廃棄と考えておきたい。

出土遺物には、土器・土製品、石器・石製品、種子などがあり、土器については第 3節で、石器・

石製品については第 6節でまとめをおこなっており、また、河道 2から出土した種子については第 6

表に示している。

(2)晩期後葉

晩期後葉の遺構はおもに第 1微高地および第 2微高地（西）の北半部で、土城、火処、柱穴などが検

出された。このうち土城については、出土遺物もなく形状もはっきりしないものが多いが、士城22・

23・26についてはその形状から貯蔵穴である可能性が考えられる。
(10 

また土城24からは人の歯が検出できており、土堀墓と考えておきたい。こうしたことから、土城24

の周辺で検出できた土城のうち土城12-21については、大きさは必ずしも一定していないものの、基

本的に平面形が長方形を呈し、底面がほぼ平らで、壁が垂直に近く立ち上がっていることから、土漿

墓である可能性を指摘しておきたい。なお、これらの士堀群については、約30X25mの範囲に集中し

ており、大きくは北と南のグループに区分することができる。また長軸の方向は、ほぽ南北およぴ東

西のものに分かれるが、さきの北• 南に分かれるグループとは対応していない。

出土遺物には土器• 土製品、石器• 石製品などがあるが、土器については第 4節で、また石器・石

製品については第6節でまとめをおこなっている。なお、 264の口縁端部内面には明瞭な緩痕が確認

できた（図版41-2)。

3 • 弥生時代前期～中期前葉の遺構・遺物

この時期の地形は第128図に示したように、 3か所の微高地と 4か所の低位部およぴ河道 1・2に

区分できる。

(1)遺構

検出した遺構のうち竪穴住居は 4軒、建物は 1棟、溝は 6条である。土城については67基を報告し

ているが、これ以外にも土城状の遺構は50基あまり検出できている。しかしながら遺物を全く伴って

いなかったり、形状が不定形なものが多く個別の土城としては報告していない。時期的には、士墟95

が中期前葉で、その他の遺構はほとんど前期のものと考えられる。

竪穴住居 4軒は40-50m以上離れて検出できている。これらの竪穴住居が同時期に存在していたか

どうかについては土器からは明確にし得ないが、いずれも前期前葉～中葉のものとは考えられる。竪

穴住居 2以外については残存状態は良くないが、平面形はすべて円形を呈し、壁体溝は検出できな

かった。規模については一定していないが、当地域の弥生時代の竪穴住居の規模と比較しても、竪穴

住居 3は大規模であり、竪穴住居4は小規模といえる。規模からのみでこれらの竪穴住居の性格を考
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えるのは早計ではあるが、竪穴住居 3については、床面上近くからサヌカイトの石製品とともに剥片
缶i.

が多く出士していることから、石器製作場としての機能を有していたものと考えられよう。また竪穴

住居 2についても、前章で述べたように、管玉の未製品や玉砥石、あるいはサヌカイト製の石器や剥

片が多量に出土していることから、玉作りを含む石器製作場として用いられていたと考えられる。し

かしながら、これらの竪穴住居 2・3が石器製作場としてのみ用いられていたのか、いわゆる住居と

兼用していたのかについては明らかにすることはできなかった。竪穴住居 4については、床面積が

7面と非常に狭く、通常の住居とは考えにくいが、機能については特定できない。

ところで、今回検出した竪穴住居の形態上注目されるのは、竪穴住居 2・4で確認できた中央欠の

両脇に位置する 2本の柱穴の存在である。こうした形態の竪穴住居については、近年「松菊里型住

居」として注目されている。竪穴住居 2・4については時期的にも当地域の弥生時代前期でも古い段

階のものであり、「松菊里型住居」の範疇で考えることもできるが、一方こうした形態の竪穴住居は

県内では弥生時代中～後期にもいくつか存在しているため、なお検討が必要であろう。
(14) 

掘立柱建物は 1棟のみ検出した。．規模は 5X 2間で、平面形はややいびつな長方形を呈する。出士

遺物がないため細かな時期は明らかではないが、高知県田村遺跡や福岡県江辻遺跡の例などから弥生

時代前期のものと考えている。

土壊については、いわゆる廃棄堀と考えられる不定形なものが多い。しかしながら第 2微高地（西）の

AT区で検出された土城37-47・56・57については基本的に平面形が長方形を呈し、底面もほぽ平らで、

壁もかなり強く立ち上がることから、土城墓である可能性を指摘しておきたい。なお、墓としては、こ

れらの土壊群とは離れた場所で土器棺墓が1基検出できている。その他に、士城55・58-61については、

AT区の南東部においてまとまって検出できた。これらの土城は、規模的には若干の大小があるものの、

他の土城に比べて大形である。また、図示したように、平面形はいずれも隅丸長方形を呈し、断面の形

状および埋土の状況においても共通性が認められる。また、遺物をほとんど含んでいない点も共通して

いる。したがって、これらの土城は、特定の目的のために掘られ、また共通した埋め方をしたものと考
(ll:O 

えられるが、用途・機能については特定できない。今後の類例の増加をまって検討したい。

溝については 6条を報告しているが、これらは一連の溝である可能性がある。溝 3は溝 2を付け替

えたものであろうし、溝4は溝 5・6のまた溝 5は溝 6の付け替えと考えられる。

前期の水田については、すでに述べたように、発掘調査後に EN区の低位部に堆積した土壌の分析

から、イネのプラント・オパールが検出されたため考えたが、目的意識的な調査ができなかったため、

不明な点が多い（第 7節参照）。

(2)遺物

出土した遺物のうち、石器•石製品および竪穴住居 2 出土の王作り関連遺物については、第 6 節で

まとめをおこなっている。

土器は、竪穴住居や土城からまとまって出士したものは少なく、多くは溝および低位部の包含層か

らの出土である。これらの土器については、すでに述べたように前期前葉から中葉段階のものが多い。

前期前葉と中葉との区分については、本報告書では一応甕形土器におけるヘラ描き沈線の出現を指標

としている。現在までにおける岡山県下の前期土器編年案との対比については第 4表を作成したので
四

参照されたい。

本報告書に掲載した前期土器については、細かな分析は行っていないが、少量の前葉に遡りうる可
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甕 空． 
南溝手

（註高栃19) 
藤田

（平註井21) 
秋山 高畑 正岡

遺跡 1 （註20) （註22) （註23) （註24) 段 ヘラ描き沈線 段 削出突帯 貼付突帯 ヘラ描き沈線 ヘラ描き沈線文

I a 

' 
細

前葉 ー， 一一 前半 a I期 第I期 I-1 

l I b I-1 ！ 
I C 前半 b U期 第 2期 I-2 i 少 ↓ l 少 太

中葉

↓ II a 後半 a m期 第 3期 I-3 1-2 
！ 

後葉 n b 後半b I¥「期 第 4期 1-4 l-3 多 1 多

第4表曇弥生時代前期土器編年対比表

能性のあるものや、後葉の土器を除いて中葉段階の土器がまとまって出土しているのが特徴と言える。

前期中葉については、表でも明らかなように、古• 新に区分できるが、土堀79・80・90出土土器や溝

4出土の大部分の土器は古段階と考えられ、これまで比較的資料の少ない時期であり注目できる。

ところで今回出土した前期土器のうちで注目されるもう一点は、 915のような突帯を施した甕であ
因 四

る。こうした突帯文の甕については、県内ではこれまで津島遺跡や百間川沢田遺跡で数点報告されて

いるのみであるが、それらに比べ今回図示できたのが60点あまりで、量的には多く存在しているとい

える。これらは小片のため傾き不詳の土器も多いが、タイプとしては、 915・1079などのように如意

形の口縁部に刻目突帯を施したもの（このタイプが最も多い）、 1084・1502などのように直線的にのび

る口縁部に刻目突帯を施したもの、 1107・1340などのように内湾する口縁部に刻目突帯を施したもの、

1014・1082のように外反する口縁部に太めの三角形の無刻目突帯を施したものなどがある。このうち

共伴遺物から時期がある程度推定できるのは、土城34や溝 1・4出士土器で、おそらく前期前葉～中

葉のものが多いように思われる。しかしながら、これらの土器については縄文時代晩期の突帯文土器

の影響を残したものと考えるべきであろうが、編年的な位置付けや遺跡の性格との関連などについて
• 閲

は明らかにし得なかった。また、これらの士器に類似した前期の突帯を施した甕については、高知県
(15) 四仮I 13り図

田村遺跡や香川県下） II津遺跡・大浦浜遺跡、愛媛県中寺州尾遺跡•朝美澤遺跡などでも報告されてお
四り、時期的な併行関係を考えるうえで重要になると思われるが、今後の検討課題としておきたい。

なお土器についてはこの他に1213の壺は、底部が薄く下方に張り出していることや、胴部下半が大

きく外方に開き、肩が張るという形態や器壁が比較的薄いことなど、縄文時代晩期後葉の浅鉢の特徴

を残していると考えられる。また、 1311の壺は、口唇部にヘラ描き沈線と刻目を施し、口縁内面に刻

目突帯をめぐらせており、中国地方西部から北部九州の前期後半の土器との類似点が認められる。

この他に、中期前葉の土城95の埋土中から「ガラス溶滓」がごく少量出土している。第 5表は出士
包

した「ガラス溶滓」の蛍光X線分析結果である。

4 . 弥生時代中期中葉～後期の遺構・遺物

この時期になると、縄文時代晩期から続いていた低位部のうち、第 1低位部は微高地となり、第 2

Si02 

52.91 

K20 
・--

0.94 

MgO 
• —•—ー，

15.18 

CaO 

10.48 

Al203 Fe203 
• • 一

,__ .. 

11.88 2.63 

第5表 南溝手遺跡出土「ガラス溶滓」分析値（単位：％）
（分析装置は波長分散型蛍光X線分析装置で定量した。）
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・3・4低位部についてはその大部分は水田として利用されるようになったものと考えられる。

(1)遺構

遺構はすべての微高地上で確認できた。時期はほとんどが中期後葉～後期前葉のもので、他に後期

末葉のものがわずかに存在する。

検出できたおもな遺構は、竪穴住居、掘立柱建物、井戸、土城、土器棺墓、溝、水田などである。

竪穴住居は 5軒で、竪穴住居 7・8・9は中期後葉、竪穴住居 5・6は後期前葉である。

中期後葉の竪穴住居はすべて第 2微高地（東）で検出でき、それぞれの間隔は50m離れており、出土

土器からも同時期に存在していた可能性が高いといえる。また、竪穴住居 9では周溝が確認できた。

他の竪穴住居には認められず、構造上の問題なのか、竪穴住居の性格に関連するものなのかは明らか

ではないが注目される。

一方後期前葉の竪穴住居 5・6は第 2微高地（西）の北部の AT区に位置し、この 2軒は約 6mと近

接している。またこれらは規模・形態とも類似しており、いずれも床面積は 6:-7面と小規模である。

一般の住居以外の機能も考えられるが、詳細は不明である。またこの 2軒は、近接していること、お

よび類似点が多いことから同時期に存在していたのではなく、建て替えの可能性の方が高いと考えて

おきたい。

掘立柱建物は確認できただけでも40棟検出できた。出土遺物から時期の明らかなものは中期後葉の

ものであるが、後期前葉の竪穴住居や井戸、土堀の存在から、後期前葉のものもあると考えられる。

これらは切り合い関係をもつものや、近接するものがあり、同時期に存在していた棟数は少なくなる

ものの、竪穴住居の数に比べて対照的に多いのは確実であろう。こうしたあり方がこの時期の岡山県

南部の平野部での一般的なあり方なのか特殊なのかどうかについては、現段階では明らかにできな
困．

かった。

これらの掘立柱建物については、建物の軸線からはある程度の傾向はあるものの、同時併存やグ

ルービングを行うには不十分であった。また面積でみると、 5面以下の小規模なものが分離できそう

ではあるが、他のものについては特に分類できるような傾向は認められなかった。なお桁行X梁間の

関係については、 1 X 1間が24棟で最も多く、全体の約76%を占めており、その他は 2X 1間が4棟、
• 斡

3 X 1間が 2棟、 3X 2間が 2棟、 4X2間が 1棟である（第 5表）。

その他に第 1微高地で検出された建物29-32については、桁行が 2-3間で、規模も13. 6 -17 . 1 m2 

と大きく、他の建物とは区別できる。この周辺には、井戸 6や土城120などの後期前葉の遺構が存在

しており、時期的な傾向を示すのかも知れない。

また、建物 3・10・40では柱を抜き取った後に、柱痕内に土器が意識的に埋納されている状況が確

認できている。

井戸と考えた遺構は、中期後葉 3基、後期前葉 4基、後期末葉 1基が検出できた。このうち後期前

葉の井戸 6・8には多くの士器が廃棄されていた。また、中期後葉の井戸は第 2微高地（東）において

のみ確認できており、竪穴住居や土城のあり方とあわせて、この地区が中期後葉の集落の一つの中心

地であったと考えられる。

土城は46基を報告しているが、これら以外にも、．遺物を伴わなかったり、形状のはっきりしない土

城状の遺構がいくつか存在していた。出士した土器によって時期が判明できたものでは、第 2微高地

（東）では中期後葉のものがほとんどで、第 2微高地（西）では後期前葉のものが多いといえる。なお、
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土城118・122についてはその形状から貯蔵穴とも考えられるが、明確ではない。

土器棺墓は、 1基のみではあるが、 DE区で検出された。時期は中期後葉である。

水田については、調在後の士壌のプラント・オパール分析の結果などを根拠として、いくつかの土

層を水田層として想定しているが、時期や範囲、畦畔などについては不明確な点も多い（第 7節）。

溝は、水田に伴う用・排水路と考えられる溝と、水田耕作あるいは水田拡張の際にできたと思われ

る溝状の遺構を報告している。

河道については、中期後葉には機能しなくなり、その後は徐々に水田として利用されていったもの

と考えている。

(2)遺物

この時期の遺物としては、土器・土製品、石器• 石製品などがある。

土器については、良好な出士状況を示すものは少ないが、井戸 6・8、土城120は高杯の形状その他

において共通点をもっており、後期前葉のうちでも新しい段階の当地域の土器様相を考えるうえで貴
(37)

図
重な資料になるであろう。その他には中期後葉の脚部に矢羽根すかしを施した高杯1733・1913がある。

なお1583の線刻については、意識的なものかどうか明確ではない。

石器については、太型蛤刃石斧の未製品などが注目されるが、第 6節でまとめをおこなっている。

4. 古墳時代の遺構・遺物

古墳時代の遺構は、それ以前に比べて少なく、井戸 5基、士堀 1基、およぴ溝、柵列状遺構、水田

が検出できた。

検出できた遺構は大きく 2時期あり、前期前葉段階のものとしては、井戸 1基と水田、および水田

耕作のための用・排水路と考えられる溝である。前期後葉段階のものは、 FU区において井戸が4基

まとまって検出できたのみである。

このように、いずれの時期においても竪穴住居や掘立柱建物は確認できなかった。後世の削平もあ

るが、遺構密度が少ないのは事実であり、士地利用が変化したものと考えられる。
佃

柵列状遺構については、本報告書以前においては「柱穴状遺構列」として報告していた遺構である。

形態や時期についてはすでに個別に説明を行っている。形態については、後世の削平によって残存状

態が悪いものも多く、共通点とともに相違点も認められる。また時期についても、遺物や土層関係から

古墳時代後半期と考えられるものもあるが、特定できないものもあり、古代に下る可能性も考えられる。

この遺構の性格についても、「柵列状遺構」という名称にしてはいるが、柵列かあるいは他の遺構

であるのかについては現状では判断できていない。岡山県内で類似した遺構が報告されている遺跡と
囮 (41)

しては、雄町遺跡の柵列 1・2および条里制遺構、百間川原尾島遺跡三ノ坪調査区の溝および柱穴列、
(3) 

百問川沢田遺跡横田調査区の柵 1などがある。形態は全く同一ではないが、類似点が多い。また時期

的には、 6-7世紀と報告されているものが多い。遺構の性格としては、条里制に関連する遺構ある

いは溝、柱穴列、柵列などが想定されている。岡山県以外でも類似した遺構は報告されている。例え

ば、香川県下川津遺跡で報告されている「ビット列IlIOl-05」は形態的には類似しており、時期は 6
伽

世紀以降とされている。一方、これらの他に近年「道路状遺構」として取り上げられている遺構のな
- (4~ 

かに、類似するものが認められる。

いずれにせよ現段階では、柵列、溝、道路といった性格が考えられるが、岡山県立大学建設に伴う

発掘調査では今後報告予定の調査区においても柵列状遺構が検出されており、それらを含めて更に検
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討を加えたい。

5 . 古代・中世の遺構・遺物

古代・中世と考えられる遺構は、掘立柱建物、土堀、柵列状遺構、溝、素掘溝群、水田などが検出

できた。遺物を伴う遺構は少なく、また古代と中世の遺構の埋土• 土質が近似しているため、時期比

定が困難なものも多いが、古代と考えたのは、掘立柱建物 3棟と溝、素掘溝群、水田である。掘立柱

建物は、 3X 1間と 2X 1間でいずれも大規模なものではない。時期については、建物42の柱を抜き

取った穴に10世紀前半頃のほぽ完形の杯が埋納されていたのが参考になる。

古代の溝は、調査区の北端部において現在の地割りに沿うかたちで検出された。時期については、

溝63・64からは 9世紀前葉～中葉の遺物が出土している。
~ 

素掘溝群 1・2・3として報告した遺構は、これまで「畝状遺構」や「中世素掘溝」と呼称されてい
紐

る遺構である。今回報告する調企区では 3地点において確認でき、幅30-50cm前後の溝が、方向をそ

ろえて、一定の間隔でまとまって検出できた。時期については、出士した少量の土器や土層および切

り合い関係から、古代～中世と考えている。この遺構の性格については、永仁 6(1298)年作成といわ
(45) 

れる「備中国賀夜郡服部郷図」に描かれている地割りの方向に基本的に一致することから、何らかの
(46) 

農地耕作に関連するものと考えられる。具体的には、畑作化に際しての排水のための溝、あるいは耕
伯力 （閲

土の地力回復のための耕起に伴うスキ痕の可能性などが考えられるが、現段階では明確にはし難い。

水田については 2か所で確認しているが、 TDl区で検出した水田 9の畦畔中から「馬養」と線刻

された須恵器壺と牛歯が出土しており、注目される（第 8節参照）。
(49) 

出土した古代の遺物は少量であるが、集落ではあまり出土しない灰釉陶器、緑釉陶器、陶硯、瓦が

出土している。発掘調査地は備中国府推定地の東に位置しているが、明確に国府に関連すると考えら

れる遺構は検出できなかった。

中世と考えられる遺構には、掘立柱建物 6棟、土城、柵列状遺構、溝などがある。掘立柱建物はA

T区と J0区で検出できたが、小規模なものが多く、屋敷地などは想定できない。溝は多数検出でき

たが、幹線水路と考えられる溝113・114・119は北西ー南東方向に流走しており、古代の溝とは方向

を異にしている。

ところで、古代・中惟の遺構について問題となるのは、先にふれた「備中国賀夜郡服部郷図」に描

かれている条里の地割りとの関連である。平安時代と考えられる溝63-71や水田 9の畦畔、および平

安時代から鎌倉時代と考えられる素掘溝群の方位は一致するが、鎌倉時代に埋没したと考えた溝

113・114・119などは一致していない。とくに溝64-71は条里境とほぽ一致しているが、それから約

100m南に位置する調査区には地割りに沿った古代・中世の溝は検出できなかった。また掘立柱建物

については、すべてが地割りが意識されているとは言いがたい。

「備中国賀夜郡服部郷図」との関連については、第 2分冊以降で報告する予定の古代・中世の遺

構・遺物とあわせて、なお検討が必要であろ。 （平井）

註

(1) 「津島江道遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告J18 岡山県教育委員会 1988年

(2) 「津島岡大遺跡 4」r岡山大学埋蔵文化財発掘調査報告J第 7冊 岡山大学埋蔵文化財発掘調査センター

1994年

(3) 「百間JII沢田遺跡 3」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 84 岡山県教育委員会 1933年

(4) この点については、すでに松崎寿和氏、間壁忠彦氏の指摘がある。
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松崎寿和、間壁忠彦「縄文後期文化西日本」「新版考古学講座 3先史文化一無土器から縄文J雄山閤 1969年
(5) 具体的には、奈良国立文化財研究所で整理された福田貝塚出土資料のうちの第珊群23類を考えている。

「福田貝塚資料 山内清男考古資料2」「奈良国立文化財研究所資料」第32冊奈良国立文化財研究所 198碑三
(6) 「広江•浜遺跡J 倉敷市教育委員会 1979年

(7) 「舟津原遺跡の調査」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J71 岡山県教育委員会 1988年

(8) 「阿津走出遺跡の調査」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J71 岡山県教育委員会 1988年

(9) 馬取遺跡出土土器 5類土器の特徴は、口縁端部内面に沈線や刻目を施したものが多く、これらは「馬取B式
土器」として「福田KID式」とは区別されている。

「松永市馬取遺跡調査報告」「広島県文化財調査報告」第 4集 広島県教育委員会 1963年

(lo) 例えば、西日本の縄文時代後期後葉の「凹線文土器」について、泉 拓良氏は「凹線文内を磨き、まだ刻目
が残り、かつ巻貝を回転せずに押圧する第一期、凹線内を磨き、巻貝の扇状圧痕文が栄える第二期、凹線文内
を磨かなくなる第三期Jに区分できるとされている。

泉 拓良「西日本の縄文土器」「世界陶磁全集 1 日本原始j 小学館 1979年

(ll) 残存状態が悪く、人の歯であること以外には詳細は明らかにならなかった。鑑定については、小田嶋梧朗岡
山大学歯学部名誉教授に依頼した。

(12) 竪穴住居 3からは紡錘車およぴ紡錘車の未製品が18点出土している。紡錘車については、玉作りにおいて穴
をあけるための錐のはずみ車としての機能も考えられるため、竪穴住居 2と同じく玉作りが行われていた可能
性もあろう。

(13) 中間研志「松菊里型住居一我国稲作農耕受容期における竪穴住居の研究一」「東アジアの考古と歴史J中
岡崎敬先生退官記念事業会 1987年

(14) 岡山県内における前期の掘立柱建物は、津島遺跡において 3X 2間、 1X 1間などの建物が報告されている。
「昭和44年岡山県津島遺跡調査概要J 昭和44年津島遺跡調査団 1969年

(15) 「田村遺跡群j 高知県教育委員会 1986年

(16) 新宅信久「渡来系稲作集落「江辻遺跡」で発見された大型建物について」「考古学ジャーナル」 379号
ニューサイエンス社 1994年

⑰ ただし、弥生時代前期の士城墓が報告されている百間川沢田遺跡では、土器が副葬されていたり、木棺痕跡
が認められるものが多い。

「百間川沢田遺跡 2、長谷遺跡 2」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J59 岡山県教育委員会 1985年

「百間川沢田遺跡 3」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 84 岡山県教育委員会 1993年

r百間川沢田（市道）遺跡発掘調査報告J 岡山県教育委員会 1992年

(18) 弥生時代前期の類似した土壊としては、百間川沢田遺跡の土城 7がある。（註 3の文献）

(19) 高橋護「弥生土器ー山陽 1」「考古学ジャーナル」 173号 ニューサイエンス社 1980年

(20) 藤田憲司「中部瀬戸内の前期弥生土器の様相」「倉敷考古館研究集報」第17号 倉敷考古館 1982年
(21) 平井勝「弥生時代への移行」「吉備の考古学的研究J上 山陽新聞社 1992年

(22) 秋山浩三「弥生前期土器」（前掲註21)

(23) 高畑知功「備中地域」「弥生土器の様式と編年 山陽• 山陰編J 木耳社 1992年

⑳ 正岡睦夫「備前地域」（前掲註22)

(25) 表でもわかるように、弥生時代前期士器については、 4期に区分する意見が多いのが現状である。本報告書
では、前・中・後の三区分で説明を加えているが、その妥当性については、今後報告予定の土器も含めて検討
する必要があろう。

(26) 鎌木義昌「山陽地方II」「弥生式士器集成本編 1J 東京堂 1964年

(2り 「百間JII沢田（市道）遺跡発掘調査報告J 岡山市教育委員会 1992年

(28) こうした甕をもつ遺跡が縄文的な要素を残した集落で、少ない集落はいち早く弥生化した集落といったとら
え方もできるかも知れないが、現状では判断し得なかった。

(29) 「下川津遺跡」「瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告J珊 香川県教育委員会 1990年

(30) 「大浦浜遺跡」 r瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告JV 香川県教育委員会 1988年

(31) 「中寺州尾遺跡」 r一般国道196号今治道路埋蔵文化財調査報告書j 帥愛媛県埋蔵文化財調査センター 1989年
(32) 「朝美澤遺跡」「松山市文化財調査報告書」第29集側~松山市生涯学習振興財団、埋蔵文化財センター 1992年
(33) 北部九州においては、古くから「下城式」や「亀の甲式」が知られているが、今回の資料についてはそれと

は別系統のものと考えている。
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(34) 「ガラス溶滓」の蛍光X線分析については、岡山理科大学蒜山研究所の白石純氏に依頼した。

(35) 竪穴住居に比べて掘立柱建物が多い例としては、百間川原尾島遺跡の弥生時代後期の集落で指摘されている。

「百間川原尾島遺跡 3」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 88 岡山県教育委員会 1994年

(36) 建物の規模や形態から機能を考えるのは難しいが、今回検出した建物のうち、 1 X l間の建物 3-・8 -13・ 

18・19 .・21・22・39. ・41のように柱穴の堀り方の大きいものはおそらく高床倉庫と考えられよう。それに対し

て、梁間が2間の建物20・34・35については、平地式あるいは高床式の住居の可能性が高いのではなかろうか。

(31) 高橋氏が百間川遺跡群出土土器を分析された編年では「上東式の古 3期」に相当する資料と考えられ、備前

と備中の違いを考えるうえで参考になるなるであろう。

高橋 護「上東式土器の細分編年基準」『研究報告J7 岡山県立博物館 1986年

(38) 矢羽すかしをもつ土器については、岡山県内では「川入遺跡」、「奥坂遺跡」、「百間川原尾島遺跡」で高杯と

器台が出土している。

(39) 「県立大学建設に伴う発掘調査」『岡山県埋蔵文化財報告』 22 岡山県教育委員会 1992年

「岡山県立大学建設に伴う窪木遺跡・南溝手遺跡の発掘調査終了」『所報吉備J14号 岡山県古代吉備文化

財センター 1993年

(40) 「雄町遺跡」『埋蔵文化財発掘調査報告j 岡山県教育委員会 1972年

(41) 「百間川原尾島遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 56 岡山県教育委員会 1984年

(42) 近江俊秀「道路状遺構の構造に関する検討」 r用島神遺跡ー第 2次～第 4次調査J 奈良県立橿原考古学研究

所 1993年

渡部徹也「古道について一主に官道以外の事例から一」『古文化談叢』第33集 九州古文化研究所ー 1994年

(43) 百間川兼基遺跡では畑作に伴う「畝状遺構」として報告されている。

「百間川兼基遺跡 l、今谷遺跡 1」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 51 岡山県教育委員会 1982年

(44) こうした遺構については、八尾博之氏の考察がある。

八尾博之「中近世素掘り小溝について」『矢部遺跡』 奈良県教育委員会 1986年

(45) 高重 進「中世村落の復元一服部郷図による農業経営の分析一」『史学研究」第73号 史学研究会 1959年

(46) 八尾氏は「用水不足と都市の存在に由来する夏季の畑作にともなう遺構」と考えられている。（前掲註43文献）

(41) 堅田 直「弥生水田の老朽化」［古代の水田を考える』 帝塚山考古学研究所 1994年

(48) 「備中国賀夜郡服部郷図」においては、素掘溝群の検出された調査区の周辺において「田」の他に「畠」表

記がなされている。

(49) 2020の緑釉陶器については、胎土が灰白色で、釉は淡青緑色である。周防産の可能性があるが、断定はできない。

紐
出土地区

番号

1 J 0 

2 J 0 

3 J 0 

4 IO 

5 JO 

6 JO 

7 J 0 

8 J 0 ， J 0 

10 J 0 

11 J 0 

12 J 0 

13 J 0 

14 j 0 

15 J 0 

16 J 0 

17 J 0 

18 J 0 

19 TD1・2 

20 TD1・2 

21 H7 

22 KY2 

23 TO 

24 I y 

出士
時 代 種 類

遺構

河道 2 縄文時代晩期中葉 トチ Jキ（果実）

河道 2 縄文時代晩期中葉 オニグルミ（核）

河道 2 縄文時代晩期中葉 トチノキ（果実）

河道 2 縄文時代晩期中葉 トチノキ（種子）

河道 2 縄文時代晩期中葉 エゴJキ（核）

河道 2 縄文時代晩期中葉 オニグルミ（核）

河道 2 縄文時代晩期中葉 アカガシ亜属（果実）

河道 2 縄文時代晩期中葉 アカガシ亜属（果実）

河道 2 縄文時代晩期中葉 トチノキ（果実）

河道2 縄文時代晩期中葉 コナラ亜属（核斗）

河道 2 縄文時代晩期中葉 トチ Jキ（種子）

河道 2 縄文時代晩期中葉 オニグルミ（核）

河道 2 縄文時代晩期中葉 コナラ属（果皮）

河道 2 縄文時代晩期中葉 トチノキ（種子）

河道 2 縄文時代晩期中葉 オニグルミ（核）

河道 2 縄文時代晩期中莱 イヌガヤ（種子）

河道 2 縄文時代晩期中葉 トチノキ（種子）

河道 2 縄文時代晩期中葉 オニグルミ（核｝

河道 1 弥生時代前期以前 1-チノキ（果実）

河道 1 弥生時代前期以前 クリ（果実）

井戸 4 弥生時代中期後葉 ヒョウタン類（種子）

井戸 7 弥生時代中期後葉 モモ（核）

井戸 8 弥生時代後期前葉 ヒョウタン類（種子）

井戸 9 古墳時代前期前葉 モモ（核）

表 6表 出土種子一覧表

• イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia (Knighit) K. Koch イヌガヤ科

種子が検出された。黒褐色で側面蜆長卵形、上観面は凸レンズ型。大きさは縦1.7cm、幅

1 cm程度。種皮は堅く、表面に顆粒状の隆起がある。

• オニグルミ Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Maxim) kitamura クル

ミ科

核が検出された。褐灰色。大きさは2.5cm程度。咀面の両側に縫合線が発達する。広卵形

で、某部は丸くなっているが先端部は尖る。表面は荒いしわ状となり、縦方向に溝が走る。

・コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus sp. プナ科

核斗が検出された。大きさは径2cm程度で半球状。核斗の鱗片は瓦状に並ぴ互いに雄く合

粁する。

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercus subgen. Cyclobalanopsis} プナ科

果実が検出された。大きさは 2cm程度。無毛で側面観は楕円形、上面観は円形。先端郭は

突出し不明瞭な輪状紋がある。埜部には穀斗がついていた円形の跡がある。果皮は薄くて

堅く、縦方向に多くの筋が走る。

・モモ Prunus parsica Batsch バラ科

核（内果皮）が検出された。褐色。大きさは2.5cm程度。核の形は楕円形でやや扁平であ

る。下端には丸く大きな隣点がある。一方の側面にのみ槌合線が顕著に見られ、表面は不

規則な線状のくぽみがあり全体としてあらいしわ状に見える。

• トチノキ Aesulus turbinata Blume. トチノキ科

種子およぴ果実が検出された。種子は黒褐色で、大きさは3.5cm程度。種皮は薄く堅い。

果実は、褐色で大きさは 3cm程度。種皮は厚くて柔らかく、弾力がある。

• エゴノキ Styrax japonica Sieb. et Zicc エゴノキ科

核が検出された。灰黒色。側面観は楕円形、上面観は円形。長さ 1cm程度。下端に大きな

「へそ」があり、表面に 3本の浅い溝がある。核は厚く硬い。

・ヒョウタン類 La雰 nariasiseraria Standlay ウリ科

種子が検出された。種子は淡褐色。長さ 1.5cm程度。長楕円形をしており、縦軸方向に深

いしわが数本存在する。 （パリノ・サーヴェイ株式会社）
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第 2節 縄文時代後期の稲作について

一籾痕土器とプラント・オパー）砂月斤結果から一

今回報告する南溝手遺跡の発掘成果の一つとして、縄文時代後期の稲作に関する資料が得られたこ

とがあげられる。一つは籾痕土器であり（第28図39)、もう一つは土器の胎土分析によってイネのプラ

ント・オパールが検出されたことである。以下この点について若干のまとめを行いたい。

(1湘J)_痕土器について

出土地点

籾痕土器が出土したのは、 Hl5調査区である。土器はH15調査区の南半部において弥生時代前期の
／ 

溝 5を調査後、その下層を掘り下げ途中に出土した。現地表から約1.9mの深さである／。土器は同一
／／  

個体の破片が約lOOX60cmの範囲内の 9か所から出士し、出土レベルには最大で約20cmの高低差が
／ 

あった。これらの土器は周辺を精査したものの遺構に伴っていたとは考えられず、西壁の断面観察か

らは、南に向かって傾斜する土層の肩部に堆積していたものと考えられた。

土器の特徴と時期

土器は約40片の破片として出士し、その一片に籾痕が確認できた。土器は最大径約40cmのやや肩の

張った胴部として復元でき、籾痕はほぽ胴部最大径を測る部分の内面に位置する。復元できた大きさ

は約30X20cmである。（図版37)。

土器の外面下半部は一部表面が剥落しており、煤らしい付着物も認められた。外面の調整は、下半

部約1/4には縦方向のケズリののち一部に細い線条痕（巻貝条痕かどうかはっきりしない）が認めら

れた。それ以外は横および斜め方向のケズリののち一部に斜めの線条痕を施し、最終的には横方向の

ミガキで仕上げている。内面の調整は磨滅や剥落のため明らかではない。接合痕は一部で確認でき、

内傾接合である。胎士はおもに 1-2mmの長石、石英を多く含んでいる。

この土器の器種については壺ではないかと考えられるが、全体像が判明せず、また県内で類例を見

出せなかったため明らかではない。

この士器の時期については、出土層位が今回A地点およびC地点出土の縄文時代後期土器として報

告した土器が含まれる士層と同一の可能性が高いこと、および外面の最終調整が第30図40の土器と同

じようにミガキ調整であることから、縄文時代後期後葉ではないかと考えた。しかしながら、土器そ

のものは他に類例を見なかったため調査担当者には判断できなかった。そのため当地方の縄文土器に

詳しい（故）鎌木義昌氏、高橋護氏に実見していただき、縄文時代後期後葉、瀬戸内編年の福田Kfil式

に相当する士器であろうとのご教示をいただいた。また、この土器が他地域からの搬入品の可能性は

ないのかという点については、胎土に含まれる砂礫から現段階で地元産と考えている。

籾痕について

籾痕は当初 9X 8cmの土器片の内面に確認できたが、その後の他の土器片との接合・復元の結果、

ほぽ胴部最大径を測る部分の内面に位置することが判明した。籾痕が何故残っていたかについては、

その位置から考えて、成形後に外から押しつけられたものとは考えにくい。おそらく、土器の製作の

最初の素地土を練る段階において何らかの理由で混入した様が内面の器表面近くに位置したまま焼成

されたものと考えられる。また、圧痕は鮮明に残存していることから、士器の使用中には現在確認で

きたような状況ではなく、発掘調壺後に器表面が剥落したために観察できるようになったのであろう。
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靱痕は穎（いわゆる籾殻）の表面が圧痕として黒く残存していた（巻頭図版 2)。籾そのものはほと

んど残存しておらず、かすかに灰化した穎の珪酸質が付着しているのが観察されている（高橋護氏の．

観察による）。また、籾痕は斜めに残っており、籾本来の大きさについてははっきりしなかった。と

ころで、この圧痕が籾痕であるのかどうかについては、調査担当者の判断では不十分であることから、

渡部忠世氏（放送大学教授• 京都大学名誉教授）に鑑定をお願いし、この圧痕は栽培イネの穎の圧痕で

あるとの鑑定結果をいただいた（詳細については付載 1参照）。

(2)縄文時代後期土器のプラント・オパール分析結果について

(1)で述べたように南溝手遺跡から縄文時代後期後葉の土器に籾痕が確認できたことから、岡山県古

代吉備文化財センターは、同じ遺跡内で出土している縄文時代後期の土器胎土についてのプラント・

オパール分析を藤原宏志氏（宮崎大学教授）に依頼した。

今回報告する調査区から依頼した資料は第28図39の様痕の確認された士器片、およびその特徴から

時期が特定できる資料である第27図36と第30図40の土器片の 3点である。時期はいずれも縄文時代後

期後葉、瀬戸内編年の福田 Kill式に相当する。分析結果については付載 2として掲載しているが、 39

からはイネ、ススキ、 40からはイネ、タケ、ヨシ、ジュズダマ、モロコシ、キビ族、 36からはヨシの

プラント・オパールが検出されている。

(3)縄文時代後期の稲作について

日本列島においてイネがいつ頃から栽培され始めたかについては、現在では板付遺跡や菜畑遺跡で

検出された水田跡によって、これまで縄文時代晩期後半とされていた時期には始まっていたことが明

らかとなっている。それ以前については、水田跡などの耕作地については発見されていないが、籾痕

土器や炭化米の出土、あるいはプラント・オパール分析などによってイネの栽培を実証しようとする

試みが続けられている。

籾痕土器については、現在までのところ今回報告する土器が最古の資料であるが、ほぼ同時期の籾

痕土器が岡山県福田貝塚から出士している。この士器は福田 Kill式の底部で士器胎士中に含まれてい

た籾痕が器面がはじけたことによって露呈したと考えられている。

土器の胎土中から検出されたイネのプラント・オパールについては、・今回報告する縄文時代後期後

葉より古い資料が現在までのところ 3例報告されている。最も古いのは岡山県姫笹原遺跡出土の土器

で、時期は縄文時代中期中葉である。他の 2例は縄文時代後期中葉の土器で、岡山県津島岡大遺跡と

岡山県南溝手遺跡において発掘調査によって出土している。

稲籾そのもののについては、後世の混入の可能性の問題があって時期の特定が困難な場合が多いが、

青森県風張遺跡の縄文時代後期後葉の竪穴住居内から出土した炭化米については、放射性炭素年代測

定が実施されている。

さて、今回報告する南溝手遺跡では、籾痕士器の出士だけでは他地域から籾だけが搬入された可能

性も考えられるが、イネのプラント・オパールは葉に形成されたもので、刈り取ったイネが他地域か

ら持ち込まれた可能性は少ないと考えられる。したがって、南溝手遺跡内あるいはこの周辺でイネが

栽培されており、その栽培地あるいは栽培地周辺の粘土を使って土器を作ったことによって、土器胎

土中からイネのプラント・オパールが検出されたものと考えられる。

このように南溝手遺跡あるいはこの周辺において縄文時代後期にイネが栽培されていたのとの想定

を行ったが、現段階では南溝手遺跡において縄文時代後期のイネの耕作地は明らかでない。したがっ
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て、当時のイネが水田栽培であったのか、陸田栽培であったのかについては耕作地が検出されていな

い現状では不明とせざるを得ない。これまで縄文時代晩期前半の籾痕土器やイネのプラント・オパー

ルが検出されている九州地方においては、それらの遺跡の立地などから焼畑による陸稲を想定する意

見があるが、立地からいえば南溝手遺跡では水稲耕作は十分に可能である。南溝手遺跡におけるイネ

の栽培形態について高橋護氏は山麓扇状地の縁辺に形成された湿地帯を利用したものと考えられてい

る。縄文時代後期の稲作についてはより原始的だと考えられている焼畑栽培のみを想定する必要はな

く、むしろ小規模であれば栽培のし易い自然の湿地や天水によって容易に水が確保できるような土地

を利用したと考えておきたい。

なお、イネの栽培に関すると考えられる農耕具については、今回報告する調査区からは出土してい

ない。

ところで、南溝手遺跡の所在する岡山県南部では、すでに指摘されていることではあるが縄文時代

後期には沖積地に遺跡が形成されるようになる。これまで晩期の遺物が出士する遺跡は数多く知られ

ていたが、近年の大規模な発掘調査によって後期には沖積地に人々が居住し始めたことが明らかにな

りつつある。例えばそうした遺跡として、百間川沢田遺跡や津島岡大遺跡があげられる。

百間JII沢田遺跡では、後期中葉の多くの土器と石器とともに士城や炉が検出されている。調査地は

小面積であり遺跡の全体像は把握し難いが、出土した石器のなかに「石包丁状削器」や「石鎌状削
(8) 

器」があり、漁労、狩猟、植物質食物の採集以外の新たな食科獲得活動の可能性が指摘されている。

津島岡大遺跡の第 5次調査では、後期中葉の貯蔵穴群とともに多量の土器・石器が出土している。

この遺跡からは、すでに述べたように、後期中葉の土器胎土中からイネ、モロコシ、ヒエのプラン

ト・オパールが検出されている。また貯蔵穴の中の土中から抽出された種子の中にはホタルイなどの

水田雑草が確認されており、イネや雑穀類の栽培起源が、中部瀬戸内においては少なくとも後期中葉ま

で遡ることが指摘されている。その他に出土した石器のなかには打製石鍬や「石包T状のスクレイ

パー」なども含まれている。

これまで述べてきたように、岡山県南部における縄文時代後期においては、南溝手遺跡と福田貝塚

出土の籾痕土器、南溝手遺跡と津島岡大遺跡でのイネのプラント・オパールの検出、津島岡大遺跡で

確認された水田雑草の種子、さらには南溝手遺跡や百間川沢田遺跡、津島岡大遺跡出土の石包丁ある

いは石鎌状の石器や打製石鍬などを根拠としてイネの栽培が行われていたものと考えたい。しかしな

がら、津島岡大遺跡や百間川沢田遺跡ではドングリなどの貯蔵穴も検出さていることから、それまで

の生業形態に新たに稲作が加わっているものの、のちの弥生時代以降にみられるような稲作が主要な

役割を果たしているような段階ではないと考えるべきであろう。現段階では縄文時代後期において稲

作の占める比重について具体的に考察できる資料はほとんど無く、また縄文時代晩期の稲作との関係

についても今後の課題とせざるを得ない。

縄文時代におけるイネの栽培起源については今後の調査によってさらに遡っていくことは十分に考

えられる。一方、イネ以外のオオムギ、アワ、ソバ、シソ、エゴマ、リョクトウ、アズキ、ヒョウタ

ンなどの栽培植物についても縄文時代にすでに存在していたことが明らかとなっている。これまでに

考古学の側からは藤森栄一氏による縄文時代中期農耕論や賀川光夫氏による縄文時代後期農耕論が展

開されていることは周知のとおりである。縄文時代の稲作を含む農耕については、今後の目的意識的

な調査によって、栽培形態や規模、縄文社会の生業全体の中にしめる位置などについての、地域的・
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咆り
時期的な解明が必要であろっ。

註

（平井）

(1) この時点で依頼した資料は縄文時代後期中葉と後葉の 6点の土器片で、このうちの後期中葉の土器片からも

イネのプラント・オパールが検出されたため、 1993年 3月に報道機関に発表を行った。しかしながら、この後

期中葉の土器については第 2分冊において報告する予定になっており、今回は分析結果のみ付載 2の一覧表に

掲載している。

(2) 長崎県筏遺跡からは縄文時代後期後半から晩期初頭の籾痕土器が出土したとされているが、詳細は明らかで

ない。

(3) 高橋護「縄文時代の籾痕土器」［考古学ジャーナルJ335号 ニューサイエンス社 1992年

(4) 高橋設「縄文稲作を考える」 r古代の水田を考えるJ 帝塚山考古学研究所 1994年

高橋護「縄文農耕と稲作」『東アジアの古代文化」 81号大和書房 1994年

(5) 「津島岡大遺跡 4」『岡山大学構内遺跡発掘調査報告」第 7冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

1994年

(6) Takehisa Kudou and A. C. D'Andrea 「AnAccelerator Radiocarbon Date on Rice from the Kazahari Site」

•「Project Seeds News No. 3 J プロジェクトシーズ 1991年。その他に縄文時代後期と考えられる稲籾は京

都府桑飼下遺跡でも出土しているが時期は断定されていない。（「京都府舞鶴市桑飼下遺跡発掘調査報告書』

平安博物館 1975年）

(7) なお、付載 2において宮崎氏が指摘されているように、ジュズダマ・キビ族・モロコシのプラント・オパー

ルが検出されていることから、何らかの畑作が行われていた可能性は考えられる。この点については、モロコ

シというより乾燥した気候に強い農作物を、水稲と組み合わせて栽培することによって、収穫の総量を保証し

たのではないかという高橋氏の指摘がある。（高橋護「縄文農耕と稲作」．前掲註 4)

(8) 「百間川沢田遺跡 3」I岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J84 岡山県教育委員会 19_93年

また縄文時代後期の石包T状の石器は香川県永井遺跡や高知県松ノ木遺跡で出土しており、九州地方につい

てはすでに高木正文氏の論考がある。

「永井遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』第九冊 香川県教育委員会 1990年

「松ノ木遺跡I」『本山町埋蔵文化財調査報告』第 3集 本山町教育委員会 1992年

高木正文「九州縄文時代の収穫用石器一打製石包丁と打製石鎌について一」 r鏡山猛先生古稀記念古文化論

孜』 鏡山猛先生古稀記念論文集刊行会 1980年

(9) 佐々木高明•松山利夫絹『畑作文化の誕生~ 日本放送出版協会 1988年

(10) いわゆる「縄文農耕論」については日本の考古学においては長い研究史をもっており、また論点も多岐にわ

たっている。近年ではフローティング法による植物遺体の検出や花粉分析、プラント・オパール分析、灰像分

析など自然科学的方法による栽培植物の発見や考古学の側からは遺跡の立地、石器・土器組成の問題など様々

な観点からの追求が行われている。今回縄文時代後期にイネが栽培されていたと考えたが、未だ解明すべき課

題は多いと言える。

戸沢充則「縄文農耕」「縄文文化の研究 2生業J 雄山閣 1983年

山崎純男「西日本後・晩期の農耕Jr縄文文化の研究 2生業」 雄山閣 1983年

能登健「縄文農耕論」 I論争・学説考古学 3 縄文時代IIJ 雄山閣 1987年

藤尾慎一郎「生業からみた縄文から弥生」「国立歴史民俗博物館研究報告J第48集 国立歴史民俗博物館

1993年

(11) 縄文時代の稲作については高橋護氏（ノートルダム清心女子大学教授）から様々なご教示を頂いた。深く感

謝いたします。
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第 3節 縄文時代晩期中菓の土器について

晩期中葉の士器は、コンテナに20-30箱出土している。出土状況は、河道2からの出土が最も多く、

その他は土器溜りや土城、柱穴などの遺構や、基盤層中などから少量出土している。

以下、晩期中葉の土器について若干のまとめを行い、編年的な位置を考えてみたい。

まずおもな対象とした士器は、河道 2および士器溜まり 1出土の土器のうち実測図として掲載した

土器である。なお、河道 2出土土器については、第 3章第 2節で述べたような出土状況から、 339-

365を上層、 366-374を中層、 375-481を下層として、また482-499を土器溜りとして区別して分析

を加えることとした。分析の方法は、深鉢について以下に述べるようなおもに 4つの視点から比率を

算出した。ただし、調整および器形の明らかでないものについては除外した。

(1)口唇部の刻目の有無について

河道 2出土土器のうち、口唇部に刻目をもつものは土器溜りが5/6で83%、下層が35/41で85%、中

層が3/5で60%、上層が8/10で80%で、河道 2全体では51/62で82%である。一方土器溜り 1では 0%

ですべて刻目を施していない。

口唇部刻目の有無については、器形との関連もあるようで、士器溜り 1出土の93・94や河道 2出士

の482のような口縁部が「く」の字に外反し、胴部が丸く張ったもの（以下深鉢A類とする）には刻目

はほとんど施されていないようである。ここでは、土器溜り 1には口唇部に刻目をもつものがないの

に対して、河道 2には約 8割存在していることに注目しておきたい。

(2)口頸部外面の調整について（以下調整については最終調整を分析基準にしている）

アルカ属貝条痕のものが、河道 2では上層が4/10で40%、中層が4/7で57%、下層が28/47で60%、

土器溜りが6/6で100%、全体では42/70で60%である。つぎにナデのものは、河道 2の上層が6/10で

60%、中層が2/7で29%、下層が14/47で30%、全体では22/70で31%である。その他にはケズリのも

のが、河道 2全体で6/70の9%認められる。一方、土器溜り 1ではアルカ属貝条痕とナデのものがあ

り、前者の割合が高い。

このように河道 2では全体の約 7割がアルカ属貝条痕であるが、ナデのものも約 3割は存在してお

り、その中でも上層での比率が最も高いと言える。

(3)胴部外面の調整について

胴部の調整については、実測していない個体が数多くあるが、土器溜り 1では、アルカ属貝条痕と

ケズリのものが各 l点である。また、河道 2では全体で、アルカ属貝条痕のものが10/37で27%、ケ

ズリのものが25/37で68%、ナデのものが2/37で 5%である。

ここでは、河道2においてケズリのものが 6-7割存在していること、上層においてアルカ属貝条

痕のものが存在しないこと、およぴナデのものは全体で 2点であるが、これらは上層および中層から

出土していることに留意しておきたい。

(4)口頸部と胴部の外面調整の組み合わせについて

この点についても実測点数が少ないが、土器溜り 1ではアルカ属貝条痕とケズリが 1点、ナデとア

ルカ属貝条痕が 1点である。一方、河道 2では全体で、アルカ属貝条痕とアルカ属貝条痕が3/21で

14%あるが、これらは深鉢A類やのちに述べる深鉢C類に限られている。アルカ属貝条痕とケズリの
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ものは12/21で57%、ナデとケズリが4/21で19%である。

このように河道 2において全体としてアルカ属貝条痕とケズリのものが 6割近く認められる。河道

2のなかの土器溜りでは、深鉢A類はアルカ属貝条痕とアルカ属貝条痕であるが、 488-490のような

口頸部がA類よりも長くゆるやかに外方にのび、胴部が張らずに屈曲する器形（深鉢B類）ではアルカ

属貝条痕とケズリであること、および下層•中層• 上層では少量であるが367のようなナデとケズリ

で調整されたものも存在していることに注目しておきたい。

以上の 4点以外には、深鉢の底部をみると、河道 2ではいわゆる＜ぽみ底が 6点で、平底が 1点で

ある。底部外面の調整はケズリ、ケズリのちナデ、ナデのものがあり、I側面に指オサエやナデを施し

たものもある。また、 366・373は底部外面中央部が使用によって磨滅している。

ロ頸部に文様を施したものは、河道 2の下層と土器溜りに 5点あり、 428・429・483・489は縦位の

刺突文、 430は横位の C字刺突文である。

全体の器形のわかるものは少ないが、先に述べた A類と B類のほかに370のような砲弾形の C類が

ある。これらの割合については、土器溜り 1では C類が 1点あるものの、ほかの多くは A類である。

一方、河道 2では、 A・C類が少なく B類が約 8割を占めている。

浅鉢の器形については、おもには108・449・456のように胴部から口頸部がやるやかに外反しなが

らのびるもの（浅鉢A類）、 451-454のようにA類と同じく口頸部がゆるやかに外反するが、 2cm前後

と短いもの（浅鉢B類）、 444・445のように外反する短い口頸部と肩部が強く張り出した胴部をもつも

の（浅鉢c類）、 357のような皿形のもの（浅鉢D類）などがある。土器溜り 1では、小片のものが多い

が、 A類がほとんどである。河道 2では A-D類のすべてを含んでいる。

次に浅鉢A-C類の口縁端部の形状に注目すると、大きくは111・449のように上方に短く強く屈曲

して立ち上がるもの (a類）と、 110・112のようにわずかに上方あるいは斜め上方に拡張しているもの

(b類）、 108・109・355・356・447・448のように内面に挟りや沈線を施したもの (C類）、 353・442の

ように口唇部がわずかではあるがカマボコ状に肥厚しているもの (d類）などがある。そして、土器

溜り 1 では、 a• b• C類が確認できるが、 a・b類の存在および d類がないことが特徴的である。

一方、河道 2 では、 a• b• C ・d類がすべて確認できるが、多くは C類である。

これまでのべてきたことから考えられることを以下にまとめてみたい。

まず河道 2出土土器の特徴は、深鉢においては、 (1)器形としては「く」の字形の A類や砲弾形の C

類が少なく、約 8割を B類が占めていること、 (2)口唇部に刻目を施すものが約 8割を占めていること、

(3)口頸部の調整では、 A・B類においては、アルカ属貝条痕のものが約 6割で、ナデのものが約 3割

であること、 (4)胴部調整では、アルカ属貝条痕のものが約 3割でケズリのものが約 7割であること、

(5)口頸部と胴部の調整の組み合わせについては、アルカ属貝条痕とケズリのものが最も多く、全体の

約 6割を占めていること、 (6)底部はほとんどがくぽみ底であること、 (7)文様については、口頸部に縦

および横の刺突文がわずかであるが出現していること指摘できる。また浅鉢については、 (1)器形とし

ては A-D類がすべて存在しているが、比率については資料数が少なく明らかではない。 (2)A-C類

の口縁端部の形状については、 c類が最も多い。

ところで、河道 2における出土地点別の特徴については、資料点数による制約が大きいが、口頸部

の調整においてのみ相違を認めることができた。すなわち、全体としては 6割がアルカ属貝条痕、 3

割がナデであるが、士器溜りにおいてはすべてがアルカ属貝条痕であるのに対して、中・下層では約
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6割がアルカ属貝条痕であるが、ナデのものが約 3割出現している。それが上層においては比率が逆

転し、アルカ属貝条痕よりもナデの方が多くなっている。しかしながら、他の要素においては明確な

相違が認められないため、今回の報告では、河道2出土土器全体を一つの段階としてとらえ、その中で

は土器溜りがやや古く、次に中・下層が、そして上層に新しい傾向が認められると理解しておきたい。

河道 2出土土器に対して土器溜り 1出土土器の特徴としては、深鉢では、 (l)A類が一定の割合を占

めていること、 (2)口唇部に刻目を施すものが認められないこと、 (3)口頸部の調整はアルカ属貝条痕の

ものが多いこと、また浅鉢ではA類がほとんどであり、口唇部の形状については、 a・b類が一定の

割合存在していることなどが指摘できる。このことから、士器溜り 1出土土器は河道 2出土土器より

古い段階のものとして考えたい。

土器溜り 1出土士器については、資料数が少ないため、一つの段階として設定するにはなお不十分

な点が多いことは明らかであるが、河道 2とは出士地点が約200m離れていること、および668・671

-673のような「＜」の字形の器形や口唇部に刻目を施さない深鉢、および691・698のような口唇部

形状がb類の浅鉢が、この土器溜り 1の周辺である AT・DE・K8・H4区で多く出土しているこ

とを考慮に入れて、河道 2出土土器とは区別して考えておきたい。

これまでみてきた土器溜り 1と河道 2出土土器の編年的位置については、従来の瀬戸内編年では、
(2) 

「黒土 B1式」から「舟津原式」に相当しそうであるが、「黒士 81式」では浅鉢の口唇部の形状が、

ここで分類した a類や a類よりもさらに長く立ち上がるものが多い点から、南溝手遺跡の資料は、

「黒土81式」より新しく「舟津原式」に併行すると考えられる。そこでこれまでに紹介されている

「舟津原式」の資料をここで分析したような視点からみると、土器溜り 1と河道 2で区分した基準で、

少なくとも 2段階には区分できると考えられる。そこで今回の報告では、土器溜り 1出土土器を「舟
(3) 

津原式」の古段階、河道 2出土士器を「舟津原式」の新段階としておきたい。

近畿地方との関係では、家根氏の設定された「篠原式」との関係についてみると、深鉢の器形や調

整の変化においては瀬戸内地方との相違が認められるが、浅鉢の特徴などから、河道 2出士土器は

「篠原式」の中段階に、士器溜り 1については明確ではないが、深鉢口唇部に刻目を施さない点や浅

鉢口唇部形状において a・b類が主体である点などから、「篠原式」の古段階に対応するものと捉え
(6) 

ておきたい。また恩智遺跡の土器集積 1出士士器については、河道 2出土土器に近いと考えている。
(8) 

ところで、岡山県内では、これまで述べた「舟津原式」．の次の段階に谷尻遺跡や宮の前遺跡などの

資料が設定されているが、今囮の調査区では土堀 3出土土器などが少量出土しているにすぎない。

最後に、河道 2の下層から出土した炭化種子による放射性炭素年代測定を、社団法人日本アイソ

トープ協会に依頼したところ、 B.P .2610士90年(B.P .2540士85年）という測定結果報告を受けてい

ぇ:)。 （平井）

註

(1) 下記の文献に示されている「黒土Bl式」を指す。

鎌木義昌、江坂進「岡山県御津町原遺跡」「瀬戸内考古学」第 2号瀬戸内考古学研究所 1958年

(2) 「舟津原式」という名称は、これまで鎌木氏などが公表された編年表には示されていない。ここでは、下記

の文献に紹介されている資料を「舟津原式」として考え•ている。
(a磯木義昌、江坂進「岡山県御津町原遺跡」（前掲註 1)

(b)藤田憲司「倉敷市舟津原貝塚の資料」「倉敷考古館研究集報」第16号 1981年
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(c)下記文献の「舟津原遺跡晩期 II類」・「阿津走出遺跡晩期II類」

「舟津原遺跡の調査、阿津走遺跡の調査」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 71 岡山県教育委員会 1988年

(3) 香川県永井遺跡で設定されている「永井X式」と「永井XI式」との関係では、河道 2出土士器は「永井X

式」に、土器溜り 1出土土器は、浅鉢の口唇部の形態から「永井XI式」の一部をも含んでいると考えられる。

「永井遺跡」「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告J第九冊 香川県教育委員会 1990年

(4) 家根祥多「篠原式の提唱一神戸市篠原中町遺跡出土土器の検討一」「縄文晩期前葉―中葉の広域絹年』北海

道大学文学部 1994年

(5) 篠原式については、 (a)深鉢の器形において、ここで A類としたもの、あるいはそれに近いものが古• 中段階

とも多いこと、 (b)口頸部の調整において、古• 中段階ともケズリとアルカ属貝条痕のものが主体を占めること、

および{c)胴部調整において古・中段階ともケズリが多いことなどが、南溝手遺跡 1出土土器とは異なっており、

地域的な特色とも考えられる。

(6) 恩智遺跡土器集積 1出土土器の特徴は、報告書からは、深鉢では口唇部に刻目を施すものと施さないものと

が約半数ずつで、口頸部の調整ではケズリとナデが約 4割ずつを占め、胴部調整はケズリが圧倒的に多く、ロ

頸部と胴部の調整の組み合わせでは、ケズリとケズリのものとナデとケズリのものとが全体の約 4割ずつを占

めている。また浅鉢では、本報告書で分類したA-D類が認められるが、口唇部の形状では a・b類は存在せ

ず、 C• d類および d類よりもさらに肥厚したものも 1点（報告害158)認められる。これらの特徴のうち、深

鉢の外面調整については地域差を考慮にいれなければならないが、口頸部調整においてナデのものが多いこと、

およぴ浅鉢158の存在から、南溝手遺跡河道 2よりやや新し＜考えたいが、この点については今後検討したい。

r八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書I一恩智遺跡の調査―J 八尾市教育委員会 1987年

(7) 「谷尻遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 11 岡山県教育委員会 1976年

(8) 「宮の前遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 12 岡山県教育委員会 1976年

(9) 日本アトソトープ協会からの報告には、以下のコメントがある。

「年代は Cuの半減期5730年-(カッコ内は Libbyの値5568年）にもとづいて計算され、西暦1950年よりさか

のぼる年数 (yearsBP.) として示しています。付記された年代誤差は、放射線計数の統計誤差と計数管のガ

ス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので、 c14年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。

この範囲を 2倍に拡げますと、確率は約95%となります。」
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第 4節縄文時代晩期後葉の土器について

晩期後葉の土器が多く出土したのは、河道 1および第 1微高地・第 1低位部（以下この節に限り包

含層と呼ぶ）からである。ここでは、これら 2地点出土の土器について下記の視点から分析を行いた

い。ただし分析したのは実測図として掲載した晩期後葉の土器のみである。なお河道 1出土の「孔列

文土器」については、第 5節でまとめを行っている。

(1)深鉢の口唇部における刻目の有無について

河道 1では刻目の有るものが69/88で78%、無いものが19/88で22%である。また包含層では刻目の

有るものが60/65で92%、無いものが5/65で 8%である。両地点をあわせると、刻目の有るものが

84%である。

(2)深鉢の口唇部の形態について

D唇部の形態については、刻目を施したものが多いため、刻目の方法や形態に左右されているもの

も多く、また磨滅などの条件によって明確に分類できないものも多いが、平坦面をもち角張るものを

A類、先取りのものを C類、 A・C類以外で丸みをもつものを B類とした。

河道 1では、 A類が24/88で27%、B類が43/88で49%、C類が21/88で24%である。包含層では、

A類が40/63で63%、B類が17/63で27%、C類が6/63で10%である。両地点あわせると A類が42%、

B類が40%、C類が18%である。

(3)深鉢の口縁端部内面に沈線あるいは沈線状の扶りを施したもの。

河道 1では31/88で35%、包含層では8/67で12%である。

(4)深鉢の口頸部外面の調整について（調整については最終調整を分析基準としている）

河道 1ではアルカ属貝条痕のものが22/110で20%、ケズリのものが5/110で 5%、ナデなものが

83/110で75%である。包含層ではアルカ属貝条痕のものが17/77で22%、ケズリのものが1/77で 1%、

ナデのものが59/77で77%である。両地点をあわせると、アルカ属貝条痕ものが21%、ケズリのもの

が3%、ナデのものが76%である。

(5)深鉢の胴部外面の調整について

資料数は少ないが、河道 1ではアルカ属貝条痕のものが2/28で7%、ケズリのものが23/28で82%、

ナデのものが3/28で 11% である。包含層ではアルカ属貝条痕のものが1/22で 5~、ケズリのものが

20/22で91%、ナデのものが1/22で5%である。

(6)深鉢の口頸部と胴部外面の調整の組み合わせについて

資料数は少ないが、河道 1ではナデとケズリのものが16/30で53%、アルカ属貝条痕とケズリのも

のが5/30で17%、ナデとナデのものが3/30で10%、ケズリとケズリのものが3/30で10%で、その他に

ナデとアルカ属貝条痕のものが 2点、アルカ属貝条痕とアルカ属貝条痕のものが 1点存在している。

包含層では、ナデとケズリのものが10/19で53%、アルカ属貝条痕とケズリのものが7/19で37%あり、

その他にナデとナデ、ケズリとケズリのものが各 1点存在している。

(7)深鉢の口縁部の刻目突帯の位置について

河道 1では、口縁端部から0.5-1 cm前後下がった位置についているものがすべてである。包含層

では 1点(618)のみ口縁端部に接しているが、その他は口縁端部から0.5-1 cm前後下がった位置につ
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いている。

(8)深鉢の口頸部外面の文様について

河道 1では、ヘラ描き沈線文をほどこしたものが4点(172・213・238・314)出士している。包含層

では、垂下する爪形文が 1点(575)、ヘラ描き沈線文が 2点(526・614)、刺突文が 3点(529・530・

626)出土している。

(9)深鉢の口頸部と胴部外面の境の文様について

逆「C」形や D字形、「コ」の字形の刺突文や押引文を施したものが、河道 1では 3点 (313・

314・328)、包含層では 4点(517・529・575・606)、「C」字形ゃ逆「コ」の字形の剌突文や押引文を

施したものが河道 1 では 8 点 (168·169·220~223·306·329) 、包含層では 6 点 (532·587·589·

628・629・631)、横方向の 1列および2列の列点文を施したものが河道 1では 3点(139・175・224)、

包含層でも 3点(530・630・633)、沈線や凹線あるいは下方向からの挟りを沈線状に施したものが河

道 1では12点、包含層では 5点図示できている。

(10)深鉢の胴部に刻目突帯を施したもの

いわゆる二条突帯の深鉢になると考えられるが、河道 1では 8点、包含層では 3点図示できている。

(11)深鉢の底部の形態について

河道 1では、くぽみ底 4点、小さなくぽみ底 2点、丸底 l点、平底 3点を、包含層では、くぼみ底

4点、小さなくぽみ底 3点、尖底 2点、丸底 1点、平底 l点を図示している。

一方、浅鉢については、晩期中葉の混入品との区別が困難なものもあるが、器形の種類では、口縁

部が逆「く」の字形を呈し、外方に開くもの (A類、 244・256など）や口縁部が逆「く」の字形を呈し、

直立あるいは内傾しながら立ち上がるもので｀口縁部の短いもの (B1類、 257・258など）と長いもの

(B 2類、 622など）、椀形のもの(C類、 275など）、皿形のもの(D類、 265・266など）がある。これらの比

率については、資料数が少ないため明らかにし得ないものの、河道 1および包含層とも A-D類すべて

が存在している。また、いわゆる方形浅鉢については、両地点ともその存在が確認できている。

その他に、小片のため明確ではないが、小型の壺(304)や高杯(305)と考えられる土器が出土してい

る。

以上のような分析結果から河道 1と包含層出土の士器がほぼ同じ傾向を示していると考えられるの

で、次に述べる他遺跡出土土器との比較や編年的位置づけについては、この両地点をまとめたかたち

で南溝手遺跡 1出土土器として考えていきたい。

岡山県における晩期後葉の土器については、近年いくつかの編年案が提示されている。ここでは、

これまで分析した観点から他遺跡出土士器との比較を行いたい。比較の対象としたのは、南方前池遺

跡、広江• 浜遺跡、津島岡大遺跡、百間川沢田遺跡出土の士器である。

まず晩期後葉の古い段階と考えられている南方前池遺跡と広江•浜遺跡出土土器との比較を行うと

以下のようなことが指摘できる。深鉢についてみると、口唇部における刻目の有無については、南方-

前池遺跡で約 8 割、広江• 浜遺跡では約 9割が刻目を施しており、南溝手遺跡 1でも約 8割に刻目が

施されていた。口唇部の形状については、ここで分類した A類（平坦面をもち角張るもの）が、南方前．

池遺跡ではほぼ10割、広江•浜遺跡では 9 割以上であるのに対して、南溝手遺跡 1 では約 4 割で、新

しい要素である B・C類がそれぞれ約 4割と 2割存在している。口頸部の調整については、南方前池

遺跡では過半数、広江• 浜遺跡ではほとんどがアルカ属貝条痕であるが、南溝手遺跡 1では約 2割が
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アルカ属貝条痕であるものの、 7-8割がナデである。口縁部の刻目貼付突帯の位置については、南

方前池遺跡、広江• 浜遺跡、南溝手遺跡 1ともほとんどすべてが、 1cm前後下がった位置についてお

り、共通している。

したがって南溝手遺跡 1出土士器は、深鉢の口唇部形状や口頸部の調整において新しい傾向が認め

られること、および二条突帯の深鉢が伴っていることから、南方前池遺跡や広江、浜遺跡よりは新し

い段階に位置づけられる。なお浅鉢についは、南方前池遺跡、広江• 浜遺跡とも資料数が少なかった

り、共伴関係が捉えにくいため比較しにくいが、少なくとも方形浅鉢やB2類は存在せず、逆にいわ

ゆる鍵形の口縁部をもつものが一定量存在しており、南溝手遺跡 1出士士器の方が新しいと考えられる。

次に、晩期後葉の新しい段階と考えられている百間川沢田遺跡出土土器との比較を行うと以下のよ

ぅな点が指摘できる。

百間川沢田遺跡出土土器の特徴は、深鉢についてみると、口唇部に刻目を施すものは約 1割にすぎ

ず、口唇部の形状は、先細りの形態である C類が約 8割を占めている。また口頸部外面の調整は、ア

ルカ属貝条痕やケズリのものはほとんどなく、 9割以上がナデであり、口縁部刻目突帯は約 2割が口

縁端部に接して貼り付けられている。浅鉢については、ここでA類とした口縁部が逆「く」の形で外

方に開くものはほとんど存在していない。こうしたことから、南溝手遺跡 1出土土器は、百間川沢田

遺跡出土土器よりも古い段階のものと考えられる。

また百間川沢田遺跡より古い様相を示すと考えられている津島岡大遺跡出土土器との比較では以下

の点が指摘できる。

津島岡大遺跡では、深鉢についてみると，口唇部に刻目を施すものは約 2割で、口唇部の形状はA

類が約 4割、 B類が約 4割、 C類が約 2割であり、口頸部外面の調整はアルカ属貝条痕やケズリのも
(8) 

のは少なく、 9割以上がナデである。また口縁端部の刻目突帯は、約 2割が口唇部に接して貼り付け

られており、二条突帯深鉢も存在している。浅鉢については、南溝手遺跡 1でみられた A-D類のも

の、および方形浅鉢が津島岡大遺跡でも認められる。以上のことから、両者は、深鉢の口唇部の形状

や二条突帯深鉢の存在、あるいは浅鉢の器形の組み合わせなどに共通点がみられるものの、深鉢にお

ける口唇部刻みや口頸部外面の調整、および口縁部刻目突帯の位置などからは、南溝手遺跡 1出土土

器が津島岡大遺跡出土土器よりも古い様相を示していると考えられる。このことは、深鉢外面の口頸

部と胴部の境の文様について、南溝手遺跡 l では、南方前池遺跡や広江• 浜遺跡など前段階で認めら

れたような刺突文や押引文が存在しているのに対して、津島岡大遺跡ではほとんど認められないこと

からも言えるであろう。

以上述べてきた他遺跡との比較の結果、古い段階のものから南方前池遺跡・広江•浜遺跡→南溝手

遺跡 1→津島岡大遺跡→百間）II沢田遺跡という時間的序列が想定できる。

ところで津島岡大遺跡出土土器については、報告書では難しい問題としながらも、「沢田式」とさ

れている百間川沢田遺跡出士土器の中の古い段階として位置づけられているが、一方「沢田式」とは

分離して一段階古い別の型式として捉える意見ゃ、「沢田式」と一段階古い型式とが混在した資料と

考える意見がある。そこで、今一度、南溝手遺跡 1、津島岡大遺跡、百間川沢田遺跡出土土器との比

較を行うと以下のような点が指摘できる。

まず津島岡大遺跡出土土器が百間）II沢田遺跡出土土器と類似点が認められ、南溝手遺跡 1出土土器

との間に相違点があるのは、以下 3点である。 (1)深鉢の口唇部に刻目を施すものが、南溝手遺跡 1で
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は約 8割あるのに対して、津島岡大遺跡では約 2割、百間川沢田遺跡では約 1割であること。 (2)深鉢

の口頸部外面の調整が、津島岡大遺跡と百間川沢田遺跡がいずれも 9割以上がナデであるのに対して’ヽ

南溝手遺跡 1ではナデは 7-8割で、アルカ属貝条痕のものが約 2割存在していること。 (3)深鉢外面

の口頸部と胴部の境において、爪形の刺突文や押引文、列点部を施したものが、南溝手遺跡 1では少

量ではあるが存在しているのに対して、津島岡大遺跡と百間川沢田遺跡ではほとんど認められないこ

とである。

一方、津島岡大遺跡と百間川沢田遺跡出土土器との相違点として、報告書で指摘されているのは、

＇一つは、深鉢の口唇部の形状のうち先細りのもの (C類）の比率が、津島岡大遺跡では 2割弱であるの

に対して、百間川沢田遺跡では約 8割を占めている点である。この C類は、南溝手遺跡 lでは 2割弱

存在しており、この点では、津島岡大遺跡との類似性が認められる。二つめは、深鉢口縁部の刻目

突帯の位置について、口唇部に接するものが、津島岡大遺跡では約 1割であるのに対して、百間川沢

田遺跡では約 2割を占めている点である。この点では、南溝手遺跡 1ではほとんど認められないため、

津島岡大遺跡と百間川沢田遺跡はまとめられて、南溝手遺跡 1と対比することができる。三つめは、

二条突帯深鉢の比率が、津島岡大遺跡よりも百間川沢田遺跡の方が高い点である。二条突帯深鉢につ

いては、南溝手遺跡 lにも存在しており、存在しているという点では共通しているといえる。ただし、

南溝手遺跡 1 で出土している二条突帯深鉢の528は、津島岡大遺跡や百間川沢田遺跡の•ものと比較し

て、口唇部に面をもっていること、口頸部外面の調整がアルカ属貝条痕であること、器形において肩

の張りが強いことなど古い形態を示していると考えられる。四つめは、浅鉢の器形において、本報告

書で分類した A・B類のいわゆる黒色磨研浅鉢の系譜を引くものが、百間川沢田遺跡ではほとんどな

い点である。浅鉢については、すでに述べたように、津島岡大遺跡と南溝手遺跡 1では共通する要素

が多いように考えられるが、 A・B・C・D類に313・314のような鍵形口縁に近いものが少量存在す

る南溝手遺跡 1の段階、津島岡大遺跡の段階、黒色磨研土器の系譜を引く浅鉢が少なく、方形浅鉢も

存在しない百間川沢田遺跡の 3段階に区分して理解することができるのではなかろうか。

ところで、ここで行ったような分析方法である一定量の土器群の分析を行えば、それぞれが少しず

つ異なった様相を示すのは当然である。したがって、土器編年として捉えようとするならば、より大

きな変化を重視すべきである。今回、南溝手遺跡 1の資料が提示できたことにより、津島岡大遺跡出

土士器は百間川沢田遺跡とは一つのグループとしてまとめてとらえ、南溝手遺跡 1との間に編年的な

画期をもとめるぺきであると考える。ただし、津島岡大遺跡出土土器は二つの型式のものが混在した

ものとする考え方については、その可能性も十分に考えられるが、そうした観点からは、南溝手遺跡

l 出土士器も、南方前池遺跡・広江• 浜遺跡段階のものが混在していると考えることもできる。一般

的に、「型式」を設定する際には、複雑な要素をもった資料群の組み合わせのなかから、純粋な資料

を抽出する作業が不可欠である。津島岡大遺跡の古い様相の土器群を南溝手遺跡 1の段階に、新しい

様相の土器群を百間川沢田遺跡の段階に分離することも十分に可能だと思われるが、この点について

は、今後の資料の増加をまって、検討したい。 （平井）

註

(1) 底部形態については、晩期中葉のものが含まれている可能性がある。

(2) ただし口唇部形状については、河道 1と包含層とではA類と B類の比率が逆転しているが、この相違につい
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ては、今回は両者とも A・B類がC類よりも多い点の方を重視しておきたい。

(3) 南方前池遺跡調査団「岡山県山陽町南方前池遺跡」「私たちの考古学」第 7号考古学研究会1956年
(4) 「広江•浜遺跡j 倉敷市教育委員会 1979年

(5) 「津島岡大遺跡 3」「岡山大学構内遺跡発掘調査報告害」第 5冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
1992年

(6) 「百間川沢田遺跡 2」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J59 岡山県教育委員会 1985年
(7)これら比較した遺跡出土士器について以下の文章に記した比率については、報告書およぴ下記の文献におい

て示されている数値を用いている。

栄 一郎「縄文時代晩期土器についてJ「岡山大学津島地区遺跡群の調査Jn 岡山大学埋蔵文化財調査室
1986年'

平井 勝「岡山における縄文晩期突帯文土器の様相」「古代吉備」第10集古代吉備研究会 1988年
(8) 前掲註 5の報告書に掲載された土器から算出した数値である。
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第 5節 「孔列文土器」について

(1) 河道 1出土土器の「孔列文土器」について

第 3章第 3節において報告したところの河道 1から出土した縄文土器のうち、第79・574図136・

137は同一個体であり、いわゆる「孔列文土器」の範疇に属するものである。

ロ縁部の破片は図示した 2点のみであるが、この他に同一個体と考えられながらも図示しえなかっ

た胴部およぴ底部の破片が8点ある。同一個体としての同定にあたっては、胎士・焼成等はもちろん

のこととして、外面に粘土紐の痕跡を明瞭に残し、逆に内面には丁寧なナデを施すという整形・調整

の技法が根拠となった。

器形は深鉢と考えられ、最大径は口縁部にあり、砲弾形に底部へ向かって、丸底となる。口径につ

いては破片が小さく復元が難しいが、あえて137によって推定すれば直径50cm近いものとなる。整形

は、幅 1-2cmの粘土紐を内傾接合させており、 137の外面にはその繋ぎ目の部分が見られる。口縁

部から胴部の外面はほとんど無調整で、粘土紐の接合痕が明瞭である。底部の外面にはケズリないし

強いナデによる砂粒の移動が認められる。内面は丁寧にナデられており、接合痕は認められない。底

部の内面については、繊維束によると思われる擦痕が認められる。胴部下半に相当すると考えられる

破片の外面には、煤の付着も認められる。口縁端部外面には幅 7-12rnrn、高さ 4mm程度の突帯が貼り

付けられ、三日月状の刻目が不規則に施されている。口縁端部上面にも、突帯に比べて鋭利な刺突が

不規則に施されている。なお、突帯は口縁端部の 1条のみと考えられる。

穿孔は、焼成前に行われており、 7孔を確認できる。口縁端部から 8-12rnrn下がった位置に内面か

ら外面へ穿たれ、いずれも貫通して突帯の直下に開口している。孔径は 3_mmで、間隔は21-32rnrnと不

規則である。突帯の下端を削るものもあることから、穿孔は突帯貼り付けの後に行われており、刻目

との関係についても施文の後と考えられる。

_J¥ 

口］三
136 

翌

137 

。
10血

第574図河道 1出土「孔列文土器」 (1/3) 
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(2) 河道 1出土土器の深鉢について

この「孔列文土器」が出土した河道 1からは、第79,-88図に示す晩期の縄文土器が出土している。

その大半がKYl区からの出土であり、 136・137もこれに含まれる。これらは刻H突帯文土器として

括りうるものであるが、従来の型式分類の指標に従えば、その中でも幅をもっているようである。南

溝手遺跡出土の縄文時代晩期の土器については、別稿に詳しいのでこれに譲るとして、一部を概観す

ると次のようになる。

136・137を含む深鉢をみてみると、口縁部片にあって突帯をもたないものはl38・217-219と少な

い。突帯に刻目を施さないものも160のみで、大半が刻目突帯文土器である。突帯の位置については

口縁端部からやや下がっており、 136・137は例外となる。口唇部への刻目については、突帯をもたな

い138にも認められる他、 159・160およぴ第83図に示すものを除いて刻目をもつものが圧倒的に多い。

ロ唇部に面をもつものと丸く納めるものとの比率は、刻目をもつものに前者が多く、刻目をもたない

ものに後者が多い。また、口縁端部内面の沈線については、面をもつ口唇部に刻目をもつものに多く

施されている。器形については、頸部が緩く外反するものが多く、砲弾形を呈するものは少ない。前

者にあっては、胴部との境に沈線・押引文を施すものが見られる他、二条突帯のものも認められる。

以上の深鉢にみられる諸要素は、個別の土器についてみた場合には前池式から沢田式までの幅をもつ

ものである。そして、 136・137については、口唇部に面をもち、これに刻目を施していることから、

古相の特徴を示しているものといえる。ただし、孔列をもつものはこの 1個体だけであり、外面に粘

士紐の痕跡を明瞭に残すものもこの 1個体のみである。

(3) 「孔列文土器」の出土例について

「孔列文土器」は、管見の限りにおいて第 7表のとおり、 43遺跡で107例以上が出土している。今

回はそのうちの13遺跡について資料が入手できていないが、地名表には掲載した。出土例のうちの41

遺跡105例以上は九州地方での出土であり、現在の行政区画でみるならば、福岡県14遺跡34例、熊本

県 2遺跡 4例、大分県 1遺跡 1例、宮崎県15遺跡42例、鹿児島県 9遺跡24例となり、長崎県・佐賀

県・沖縄県では出土例が無い。その他に中国地方の山口• 岡山両県において各 1遺跡 1例が知られて

いるのみである。

出土した遺跡の立地をみると、福岡県内の福岡市・北九州市に所在する遺跡の一部が平野部にあっ

て沖積地内の低位な段丘上に立地するのを除くと、大半が台地・丘陵・段丘の上に立地している。

もっとも、これはそれぞれの地域における縄文時代晩期の遺跡の在り方の通例ともいえる。遺跡内で

の出土状況については、貰•井出ケ本遺跡（福岡県北九州市）で土堀および粘士穴から出土している他、

野多目遺跡（福岡県福岡市）• 田村遺跡（福岡県福岡市）・貰川遺跡（福岡県北九州市）・カキ遺跡（福岡

県北九州市）・門田遺跡（福岡県春日市）で溝あるいはそれに関連施設から出土している例を除いて、

ほとんどが包含層からの出土である。また、 1遺跡からの出土数をみると、田代ケ八重遺跡（宮崎県

西諸県郡）での12例、榎木原遺跡（鹿児島県鹿児島市）での12例が最多出土例であり、カキ遺跡での 8

例、貫川遺跡での 7例以上、城ケ尾遺跡（宮崎県北諸県郡）での 6例がこれに続くものの、逆に 1点の

みの出士という例が多い。

器種についてみると、甕形土器とされるもの 8点、浅鉢4点がある他は、深鉢が64点で全体の60%

を占め、器種不明のものを除くと84%にあたる。さらに、深鉢および甕形土器のうち17例が刻目突帯

をもつもので、その比率は24%である。 17例のうち12例を第575図に示しているが、前原北遺跡（宮崎
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1. 前原北遺跡（文献21) 2. 城ケ尾遺跡‘文献23) 3. 角上原地区遺跡 l文献32) 4. 吉母浜遺跡‘文献3)

5・6. 樋田遺跡（文献29) 7. 榎木原遺跡（文戟42) 8. 貫川遺跡（文献5) 9 門田遺跡（文献13)

10. 七又木地区遺跡，文献35) 11. カキ遺跡（文献8) 12. 高原遺跡 （文献14)

第575図 刻目突帯を有する 「孔列文土器」 (1/3) 
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県宮崎市）および城ケ尾遺跡出土例は、 2条刻目突帝が確認された例で、その他は口縁部の 1条のみ

が確認されたものである。後者のうち、角上原地区遺跡（宮崎県宮崎郡） • 吉原浜遺跡（山口県下関

市） ・樋田遺跡（宮崎県東白杵郡）の例は、頸部が内傾あるいは緩く外反して胴部との境に稜をもつ器

形が想定され、門田遺跡・七又木地区遺跡（宮崎県宮崎郡）・カキ遺跡・ 嵩原遺跡（福岡県甘木市）の例

は砲弾形に想定しうるものてある。口縁部の刻目突帯直下に穿孔される例がほとんどで、わずかに榎

木原遺跡例が刻目突帯直上に穿孔されている。

穿孔の方向についてみると、福岡県内の出土例には内面から外面へ向けて穿たれるものが多 く、い

ずれも貫通している。これに対して熊本 • 宮崎 • 鹿児島の各県出土例には外面から内面へ向けて穿た

れるものが多く、貫通しないものも多い。

以上のような他県での出士例と、南溝手遺跡例を比較すると、遺跡の立地、穿孔の方向などにおい

て福岡県における状況に近しいものをみることができる。

(4) 「孔列文土器」出土の意味するもの

九Hiにおける「孔列文土器」出土遺跡の時期についてみていくと、黒川式から夜白式までの時間幅

に納まるようである。さらに報告者にしたがって、晩期を刻み目突帯出現の前後で分けると、これに

両者にまたがるものを加えた三者がほぼ同薮となる。地域的にみても、黒川式段階から南北九州とも

に出土例があり、前述のように刻目突帯文土器に孔列を伴う例も双方で知られている。

西日本における縄文時代晩期の土器研究は、稲作技術の伝播の問題、あるいは弥生文化の成立の問

題を命題としながらすすめられている。中でも刻目突帯文土器をめぐる問題については、九Ji-I地方か

ら東海地方までの広範囲における地域間の交流の問題としてとらえられている。一方、「孔列文土器」

については、日本列島と朝鮮半島の交流を示すものとして注目されてきたところであるュ。すなわち、

縄文晩期土器に朝鮮無文士器の要素である孔列が施される現象は、両文化に属する人間の交流を物語

るものと解される。この「lL列文土器」が黒川式段階から存在する九州地方に、 H本列島内における

地域間交流の結果として刻目突帯文土器が出現し、再び地域間交流によって 2条刻目突帯文士器が稲

作技術と共に伝えられるという考え方に従えば、南溝手遺跡出土の「孔列文土器」は後者の地域開交

流を示すものとなろうか。 （光永）

註

(1) こででは、朝鮮半島南部において無文土器にみられる口縁部直下にfL列を巡らせる技法を採用した縄文土器

をさすものとする。

(2) 多くの研究者が論を起こしているが、今匝は下記によるところが大きい。

家根祥多「近畿地方の土器」「縄文文化の研究」 4 雄山閣出版 1981年

平井 勝「縄文晩期における中• 四国の地域性」「考古学研究J142 1989年

藤尾慎一郎「西部九州の刻目突帝文土器」「国立歴史民俗博物館研究報告J26 1990年

岩見和泰「刻目突帯文土器の成立と展開」「古代吉備J14 1992年

13) 田中良之「縄文土器と弥生土器」「弥生文化の研究J3 1986年

武末純一「北九州市長行遺跡の孔列土器」「記録J24 1987年
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第7表 「孔列文土器」出土地名表(1)

I 遺跡名 所在地 出土遺構 器種 形懇・手法の特徴 孔数
孔径

(mm) 

間隔 位置
方向

(mm) (mm)・
個数 時 期 贔

1 野多且遺跡 福岡県福岡市南区 水路(SD02)下層 甕形土器 ロ唇部上面貝殻刻み、 1 6 内？外 22+ 17 l夜臼I-II 1 

野多目字古古質 III類 外面板状痕 a式

522他

2 田村遺跡 ,, 
'， 早良 溝状落込み(SD1000) 深鉢 口縁部横ナデ、外面条 3 6 内→外 8-12 8 2 晩期 2 

区田 痕．煤付着、内面ナデ

,., (SD 1002) 外面条痕、内面ナデ 2 5 ， 7 

3 板付遺跡 ケ ヶ博多 2条刻目突 3 

区板付 帯文上器

4 貫JII遺跡 ，， 北九州市小 第2地点G-3 租製浅鉢 外面二枚貝条痕後ナデ、 5 6 内→外 2-7+ 5 6+1? 黒Jlllll a式 4 

倉南区貫1469-1他 c類 内面二枚貝条痕 , (黒川式古）

，， G-4混土層下 外面擦痕、内面ナデ 5 7 内←外 16-20 15 

西地区第二次第 1地点 深鉢 内外面二枚貝条痕後ナ 3 6 9-15 16 晩期 5 

包含層 デ、断面三角形突帯二

枚貝刻目

No103-104杭列上層 無文深鉢 内外面ナデ 3 7 7-10 14 6 

No102中央軋層 外面二枚貝条痕後ナデ、 2 6 内→外 27 12 

内面ナデ

No103N-VI層 内外面ナデ 2 6 内？外 21 10 

5 貫•井手ケ ，， ,,. 2号土壊 粗製深鉢 I/ 2 3 内→外 20 13 4 副II式 7 

本遺跡 ,,. 中貰 2丁目 内外面二枚貝条痕後ナ 2 3 24 17 

1613-1他 デ

3号，，， 外面擦痕、内面ケズリ 8 3 10-18 10-17 

後ナデ

2号粘士穴 ？ 6 3 15-19 7-16 

6 カキ遺跡 ,.. ケ 闘区17層士器溜り 深鉢 ナデ 2 4 内→外 13 (8) 8 長行式（黒 8 

ヶ 横代字カキ ヶ20層 粗製深鉢 2 4 内？外 25 10 JI I式併行）

ク矢板列内 外面ナデ、内面条痕後 4 6 16-26 6-12 

ナデ

N区M-2周辺 内外面条痕後ナデ 2 5内→外 25 7 

I区表採 内面条痕後ナデ、外面 1 4 12+ 6 

ナデ

~ 4トレンチ l層 2 6 17 

N層北西部14層併行 内面ナデ、外面条痕後 1 4 18+ 

ナデ

糧区東側台地据7層下 深鉢 内外面条痕後ナデ、刻 4 5 15-21 9-12 

層 且突帯

7 長行遺跡 q ~ B地区包含層 粗製浅鉢 外面横方向二枚貝条痕、 4 4-5 内？外 14 19-23 2 黒川式 ， 
t; 長行 III B類 内面二枚貝条痕後ナデ 10 

（深鉢？）

外面条痕後ナデ 4 3- 9-12 5-7 

3.5 

8 長野•早田 ~ ~ 第1地点包含層地山直 粗製無文 外面二枚貝条痕、内面 1 5 内→外 8+ 19 1 晩期中頃～ 11 

遺跡 ~ 長野本町 1 上 深鉢 二枚貝条痕後ナデ 後半期

丁目

9 黒崎貝塚 ，， ~ 八 第4次調査包含層 深鉢 外面二枚貝条痕後ナデ、 3 内→外 2 黒川式一夜 12 

幡西区黒崎5丁目 内面ナデ？ 臼式併行

43-3他 7 6 2-7 10-12 

10 永犬丸遺跡 ，， ケ ケ 12 

，， 

11 門田遺跡 ヶ 春日市上白 大溝I(G9-6区） 甕形士器 外面条痕、ヘラ状工具 2 5 内一外 13 7 l 夜臼式 10 

水字門田・辻田 刻目突帯 13 
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第 4章まとめ

第 7表 「孔列文土器」出土地名表(2)

＇ 
遺跡名 所在地 出土遺構 器種 形態・手法の特徴 孔数

孔径

(m) 
方向

間隔 位置
時 期 i 個数

(m) (mi) 

12 高原遺跡 福岡県甘木市屋永 包含層 甕圃類 刻目突帯 2 2 内⇔外 24 8 l 高原III式＝ 14 

字高原 曲り田（古・

新）式

13 柳漉遺跡 ヶ 浮羽郡浮羽 q 深鉢 ~ 1 + 15 

町朝田字柳瀕 a 

14 遠質JII床 ク 鞍手郡,Jヽ竹 表採 甕形土器 I/ 1 2条刻且突 3 

町 帝文土器 10 

16 

15 アンモン山 熊本県人吉市下原 深鉢 口縁部若干肥厚 3 黒川式 17 

遺跡 田町瓜生田 18 

16 天道ケ尾遺 ,.. ク七地 R-12N層 /; 内外面条痕 2 6 未←外 20 18 l 晩期後半 19 

跡 町天道ケ尾

17 北原遺跡 大分県大分郡狭間 包含層 ,.. 
6? l? 晩期 20 

町鬼崎

18 前原北遺跡 宮崎県宮崎市熊野 土城(SC5)混入 甕形土器 三角刻目二段突帯、ロ 5 3未←外 15 15 l 夜臼n式 21 

縁部内外面ナデ、外面

胴部ヘラ磨き

19 平畑遺跡 ~ ヶ熊野 突帯 22 

23 

20 新立遺跡 ヶ 西都市童子 深鉢 2 24 

丸字新立 25 

21 中尾山遺跡 ヶ 都城市蓑原 突帯 18 

町1391 23 

26 

22 田代ケ八重 1， 西諸県郡須 D-9区皿層 内面ミガキ、外面ナ 2 6 未←外 26 15 12 晩期 27 

遺跡 木村中原字田代八 デ・煤付着

重 al, II層 内面貝殻条痕、外面貝 4 2 10-16 15 

殻条痕•凹線文

C-10区III層 内外面ナデ 3 5 12 12 

C-9区U層 内面ナデ、外面貝殷条 1 4 15+ 11 

痕

C-10区n層 内外面ナデ 2 2 22 15 

~ 皿層 1 4 12+ 12 

23 城ケ尾遺跡 I, 北諸県郡高 A地区F-2 深鉢 内面粗ヨコナデ、外面 4 3 未←外 10-20 14-21 6 晩期後半 23 

城町石山字城ケ尾 ヨコナデ

q F-1 内外面粗ヨコナデ 1? 6 15 

13? 5 6-12 10~14 

9 D・E-2 刻目突帯二段、ナデ、 7? 5内←外 24-27 23-42 

山形口縁

B地区 内面条痕後ナデ、外面 1 5未←外 21+ 17 

条痕、口唇部肥厚

内面ナデ、外面ナデ後 2 2 内←外 15 6 

沈線・稜

24 内野々遺跡 ク 東臼杵郡西 粗製深鉢 内外面ナデ、貼付突帯 3 3未←外 10-12 15 3 晩期（刻目 28 

郷村内野々 IXe類 1 2 10+ 16 突帝文出現

内外面ナデ、貼付突 1 3 内一未 14+ 13 前段陛）

帯・煤付着

25 樋田遺跡 9 ヶ東 S A2 深鉢？ 外面口縁下刻目突帯、 2? 2未←外 16+ 18 2 晩期 29 

郷町山陰丁字樋田 内面貝殻条痕

C-2区包含層 内外面ナデ、低•い刻目 4 4 7-9 

突帯
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第 5節 「孔列文土器」について

第7表 「孔列文土器」出土地名表(3)

裏遺跡名 所在 地 出土遺構 器種 形態•手法の特徴 孔数
孔径

(mm) 
方向

問隔 位置

(mm) (mm) 
個数 時 期 i 

26 赤松遺跡 宮崎県東臼杵祁東 包含層 粗製深鉢 内外面ヨコナデ、突 1 3 未←外 26+ 26 2 晩期前半 23 

郷町山陰仲深区赤 帯？ 3 2 18 22+ 30 

松

27 下水流遺跡 I,, (, ,., 第W層 ，， 内面ナデ、外面ヨコナ 3 2 未一外 19-24 20 2 ，， 23 

，，下三ケ字下水 I b類 デ・ロ縁帯・煤付着 30 

流 内外面ナデ、口縁帯 3 4 18 25 

28 隠山遺跡 ヶ 宮崎郡佐士 99 深鉢 平縁口縁下部三角形突 2 3 未←外 ， 6 2 晩期 31 

原町上田島字隠山 帯、胴部は口縁部より

広がる

4トレンチ 平緑口縁下部三角形隆 4 3 10-16 7 

帯、胴部は口緑部より

広がる / 

29 角上原地区 ~ ク清武 第9トレンチアカホヤ 甕形土器 刻且突帯 8 4 未←外 15 , 18 1 32 

遺跡 町今泉角上 火山灰直上層

30 祇園原遺跡 ク 児湯郡新盲 表採 口縁下突帯 未←外 晩期前半 23 

町祇園原 30 

33 

32 七又木地区 ~ q ,, T-29・30 晩期 34 
,, ・一

遺跡（八幡 新田 r-6アカホヤ直上層 刻目突帯 5 4 未←外 6 10 1 23 

上遺跡？） 35 

32 上別府遺跡 ,,. ク高鍋 -3 内？← 4 23 

町持田 1? 外 36 

突帯？ 1? 未？←

2 外

33 大滝遺跡 鹿児島県鹿児島市 25 

大滝町 37 

34 水の谷遺跡 '， 鹿屋市上 深鉢 日縁部肥厚せず 1 内？外 3 黒川式後半 18 

祓川町水の谷 1 38 

「く」字屈曲、口縁部肥 4 

厚せず

35 榎崎B遺跡 ケ '，謡 H-27区包含層m層 粗製深鉢 口縁部幅広貼付突帯、 • 2 3 内？外 15 18 3 黒川式 39 

之原町榎崎 B-1類 内外面条痰、ナデ 2 2 19 15 

H-32区，， ，， ク浅鉢 内面条痕・ナデ、外面 2 4 30 ， 
H-I類 ナデ・研磨

36 榎木原遺跡 ,.. 
，' 古向 包含層 深鉢皿類 幅広有帯 2 2未←外 28 19 12 ケ 18 

須町榎木原 B 幅広有帯、口唇部山形、 3 2 39 40 

D縁部縦沈線

幅広有帝｀器面調整荒 2 4 21 22 

輻広有帝 1 6 12 20 

4 5 8-14 15-20 

幅狭有帯 2 6 内？外 32 14 

2 16 14 

1 4 30+ 10 

2 4 17 14 

2 2 20 ， 
D4区V]層 深鉢 内面不明、外面ナデ・ 1 4 内←外 38十 24 ケ 41 

「く」字屈血

FIS区,1層 内外面ナデ、刻目突帯 2 l 内？外 12 4 山ノ寺式・ 42 

夜臼式
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第 7表 「孔列文土器」出土地名表(4}

＇ 
遺跡名 所在地 出土遺構 器種 形態•手法の特徴 孔数

孔径

(K:1i) 

間隔 位置
方向

(Gil) (m) 
個数 時 期 斎

37 柿窪遺跡 鹿児島県鹿屋市根 甕形士器 刻目突帝 2 内？外 l 18 

木原町柿窪 43 

38 飛渡遺跡 ，， 曽於郡志 25 

布志町帖飛渡

39 小迫遺跡 ~ ，，， 深鉢 口縁部肥厚せず 6? 未←外 1 黒）II式後半 18 

ヶ 田の浦字小 44 

迫

40 中之下ー陣 ク 熊手郡南 25 

貝塚 種子町中之下ー陣

41 木落遺跡 -le 日置郡金 5トレンチ皿層 深鉢 内外面ヨコ磨き 3 4 内←外 16 13 1馬JII式 45 

峰町白川字木落

42 吉母浜遺跡 山口県下関市吉母 T-V-2区西壁サプト 甕形土器 内外面ヘラケズリ後ナ 4 4 内？外 8-12 12 l 晩期後葉～ 3 

レンチ!Xe層 デ、ヘラ先細目刻目突 弥生初頭 IO 

帯

43 南溝手遺跡 岡山県総社市南溝 河道 1(K Yl区） 深鉢 内面ナデ、外面粘士紐 5+ 2-3 内→外 18-23 9-12 l 晩期後葉 46 

手 痕ママ、口唇部上面刻 2 2-3 30 9-11 個体 47 

目、刻目突帝

文献一覧

1 山崎純男「野多目遺跡」 r福岡市埋蔵文化財調査報告書」第159集 福岡市教育委員会 1987年

2 林田憲三他「田村遺跡VI」「福岡市埋蔵文化財調査報告書」第200集 福岡市教育委員会 1989年

3 田中良之「V出土遺物 1. 縄文系土器」 村田多津江他「吉母浜遺跡」 下関市教育委員会 1985年

4 前田義人「貰川遺跡 1」「北九州市埋蔵文化財調査報告書」第73集（財）北九州市教育文化事業団 1988年

5 前田義人「賞川遺跡 3」「北九州市埋蔵文化財調査報告書」第92集（財）北九州市教育文化事業団 1990年

6 前田義人「貰川遺跡 5」I北九州市埋蔵文化財調査報告書」第121集（財）北九州市教育文化事業団 1992年

7 前田義人「貫•井出ケ本遺跡」「北九州市埋蔵文化財調査報告書」第96集（財）北九州市教育文化事業団
1990年

8 木太久「カキ遺跡（縄文時代編）一九州縦貰自動車関係文化財調査報告33-」「北九州市埋蔵文化財調査報

告書」第131集（財）北九州市教育文化事業団 1993年

9 山口信義他「長行遺跡」「北九州市埋蔵文化財調査報告書」第20集（財）北九州市教育文化事業団 1983年

10 武末純一「北九州市長行遺跡の孔列土器」 r記録j第24冊 1987年（武末純ー「土器からみた日韓交渉j 学

生社 1991年再録）

11 小方康宏「長野・早田遺跡（第 1地点）一竹馬JII都市小河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 3-」

r北九州市埋蔵文化財調査報告書」第137集（財）北九州市教育文化事業団 1993年

12 山口信義「黒崎貝塚」 r北九州市埋蔵文化財調査報告書」第134集（財）北九州市教育文化事業団 1993年

13 荒武麗子他「VI 縄文•弥生時代の遺構と遺物」 井上裕弘 I山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告」第11集

福岡県教育委員会 1979年

14 木下修•伊崎俊秋「ill 高原遺跡」 木下•伊崎他「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告J (31)福岡県

教育委員会 1994年

15 佐土原逸男「柳瀬遺跡概要」［浮羽町文化財調査報告」第 8集 浮羽町教育委員会 1992年

16 小田富士雄・武末純一• 田中良之「小竹町の先史・ 原史時代」 I小竹町史」 1985年

11 rァンモン山遺跡j 人吉市教育委員会 1985年

18 下山学「南部九州出士のいわゆる「孔列土器」について」「鹿児島大学考古学会報J第5号 1987年

19 西住欣一郎「天道ケ尾遺跡 (II)」「熊本県文化財調査報告」第111集 熊本県教育委員会 1990年

20 大分合同新聞 1992年12月10日

21 北郷泰道「前原北遺跡」 永友良典「宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書J第4集宮崎県教育委員会 1988年
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22 菅村和樹「平畑遺跡」 北郷泰道「宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書J第 2集 宮崎県教育委貝会 1985年

23 長津宗重•寺師雄二「城ケ尾遺跡」「高城町文化財調査報告書」第 1 集 高城町教育委員会 1989年

24 「新立遺跡」「西都市埋蔵文化財発掘調査報告書」第17集 西都市教育委員会 1992年

25 福岡県小郡市教育委員会片岡宏二氏教示。

26 矢部喜多夫「都城市中尾山遺跡・馬渡遺跡発掘調査概要」「宮崎考古学会例会資料J 宮崎考古学会 1987年

27 吉本正典「田代ケ八重遺跡」 r綾北川総合開発事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書j 宮崎県教育委員会

1992年

28 東憲章「内野々遺跡」「林業試験場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」 宮崎県教育委員会 1992年

29 谷口武範「樋田遺跡」「県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書j 東郷町教育委員会 1991年

30 近藤協「赤松遺跡・下水流遺跡」「東郷町文化財調査報告書J第 1集 東郷町教育委員会 1987年

31 木村明史「隠山遺跡概要報告書」 r佐土原町文化財調査報告書」第 8集 佐土原町教育委員会 1 993年

32 近藤協「角上原地区遺跡」「昭和62年度農業基盤整備事業に伴う遺跡調査概要報告書j 宮崎県教育委員会

1988年

33 沢皇臣「宮崎県児湯郡新富町祇園原表採の遺物」「宮崎考古」 3号 1977年

34 長沸宗重「七又木地区遺跡」『昭和62年度農業基盤整備事業に伴う遺跡調査概要報告書』 宮崎県教育委員

会 1988年

35 近藤協「七又木地区遺跡」 r昭和63年度農業基盤整備事業に伴う遺跡調査概要報告書j 宮崎県教育委員会

1989年

36 日裔正晴「上別府遺跡」『お染ケ丘地区特殊農地保全整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』 宮崎県教育

委員会 1979年

37 上村俊雄「大滝遺跡j 鹿児島市教育委員会

38 「水の谷遺跡」『鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書』 (5) 鹿屋市教育委員会 1986年

39 井ノ上秀文他「一般国道202号鹿屋バイパス建設に伴う発掘調究報告書 (Vll) 榎崎B遺跡」「鹿児島県立埋

蔵文化財センター発掘調査報告書』 (4) 鹿児島県立埋蔵文化財センター 1993年

40 前迫亮一他「榎木原遺跡」『鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告害』 (44) 鹿児島県教育委貝会 1987年

41 牛ノ濱修・堂込秀人「榎木原遺跡II」「鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書j (51) 鹿児島県教育委員会

1989年

42 堂込秀人・児玉健一郎「榎木原遺跡皿」『鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書J(53) 鹿児島県教育委員会

1990年

43 「柿窪遺跡・城ケ崎遺跡・大久保遺跡」「鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書J(7)鹿；屋市教育委員会 1987年

44 「山久保A遺跡・山久保B遺跡・倉園遺跡・中迫遺跡・西中畑遺跡・小迫遺跡」『志布志町埋蔵文化財発掘

調査報告書」 (11) 志布志町教育委員会 1986年

45 宮下貴浩「木落遺跡・高源寺遺跡」「金峰町埋蔵文化財発掘調査報告書」 (2) 金峰町教育委員会 1991年

46 平井泰男・川崎新太郎・久保恵里子「岡山県立大学建設に伴う窪木遺跡・南溝手遺跡の発掘調査終了」

『所報吉備」第14号 岡山県古代吉備文化財センター 1993年

47 平井泰男他「[6]県立大学建設に伴う発掘調査」 亀山行雄「岡山県埋蔵文化財報告J23 岡山県教育委員

会 1993年
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第4章まとめ

第 6 節石器• 石製品について

I . 概要

当遺跡から出士した石製品の総数は、器種の判明したものだけでも900点余りをこえ、サヌカイト
(1) 

は破片を含めて重量にして約32kg出土している。しかし半数以上は遺構から遊離した状態で検出され、

時期の特定できないものが多い。それら遺構に伴わない一群のうち、本文中でも既述したように、基

盤層から出土した資料は縄文時代晩期、主に低位部に堆積していた弥生時代前期と特定しうる包含層

から出土した資料を弥生時代前期として扱った。弥生時代中期～後期については本文中では図示しう

る資料のうち前二者を除いた全てを扱っていたが、実際には縄文時代晩期もしくは弥生時代前期のも

のの混入が多いと考えられ、ここでは遺構に伴うもの以外は時期不明として扱っている。この基準に

従って作成した組成表を第 8表に示している。総数は919点で、縄文時代後期 2点、縄文時代晩期27

点、弥生時代前期380点、弥生時代中～後期74点、古墳時代 4点、時期不明332点である。

また、この報告書は全4分冊の第 1分冊であり、同一集落域の調査報告書を今後刊行する予定であ

るので、ここではおもに今後の基礎資料として、主要な器種について形式分類をしていきたい。なお、
(2) 

分類基準はおもに菅生小学校裏山遺跡で行った平井典子氏の設定に準拠しており、異なった点のみ説

明を加えることとする。

第 8 表出土石器•石製品一覧

石尖 石石 環 打 磨 打 磨 伐 加 石 楔 ス UR 厳磨 台石 砥 石 そ 総

状 製 製 製 耗 採 工 形
ク
レ頭 石 石 有
イ

．． の
石 包 包 石 剥 石 石 石

Jゞ

鏃器 槍剣 斧 丁 丁 鍬 片 斧 斧 錐 器 I FF 石石 石1IIl石 錘 他 数

縄文時代後期 1 1 2 
縄文時代晩期 14 1 3 ， 3 1 2 8 26 35 8 10 2 2 2 1 127 
弥生時代前期 167 5 2 5 2 44 68 48 4 15 6 7 3 4 380 
弥生時代中期～後期 19 1 1 3 1 1 1 I 6 17 8 5 2 3 4 1 74 
古 墳 時 代 3 1 4 
時 期 不 朋 96 6 3 8 6 2 28 75 65 15 ， 3 ， 1 6 332 
総 数 297 2 10 6 23 12 ， 5 86 186 157 32 39 15 22 7 11 919 

石鏃

総数296点出土している。縄文時代後期の S7は先端部のみで型式不明である。縄文時代晩期では

I a類 4点、 IIa類 3点、 11b類 l点、皿類 1点、 Na類 2点、 Va類 1点、不明 2点、弥生時代前

期では Ia類45点、 Ila類24点、 Ilb類31点、 IIC類 2点、皿類 3点、 Na類 1点、 va類 3点、 VII
類23点、不明31点が出土している。軋類は側縁の内湾具合によって、小さいものを¥Illa類、内湾度が

大きく特に脚部がふんばっているようなものをV1[b類とした。珊 a類14点、 VJIb類 9点となるが、 V1I

b類はすべて竪穴住居 2から出土したものである。弥生時代中～後期では Ia類 9点、 Ila類 3点、

II b類 1点、 Va類 2点、珊 a類 2点、 VIII類 1点が出士している。時期不明では、 Ia類32点、 Ib 

類 1点、 IIa類25点、 IIb類 7点、 m類 1点、 Va類 1点、 Vb類 1点、 VIla類は 4点、珊 b類は 2
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点、不明 2点が出土している。各時期を通して I・II類は常に過半数を占め、最もポピュラーで実用

的であっ•たと考えられる。縄文時代晩期から弥生時代前期にかけてW類は減少しているがV類は一定

量存在し、 VIl類が増加している。中期後葉にはVIII類がみられる。一方、重量や大きさをみると、平均

値では大きな変化は認められないものの弥生時代中期後葉では長さ 4cmをこえる大型品が出士してお

り、非日常的な一群の存在が認められる。松本武彦氏はこのような大型石鏃を「戦闘用石鏃」と位置

付けており、当遺跡周辺でも何らかの緊張関係が生じていたのかもしれない。

石錐 ・

総数86点出土している。従来の I-fil類に加えて、 II類とされてきたもののうち多角柱状の厚手の

素材の先端を錐部として利用しているものをN類とする。

縄文時代晩期では I類 2点、 II類 3点、川類 1点、 N類1点、不明 1点、弥生時代前期では I類21

点、 II類 6点、 m類 6点、 W類 1点、不明10点、弥生時代中～後期では I類 3点、 II類 1点、 m類 1

点、 W類 1点が出土している。不定形で錐部の短い II類は減少するが、長く、ある程度の径のある

I・ID類は増加している。

楔形石器

ここでいう楔形石器とは、素材の形態や大きさにかかわらず、相対する 2辺に敲打痕もしくはつぶ

れを生じ、その両端から剥離が進行しているものを扱っている。ただ、スクレイパーの一部と判別し

がたいものもあったので、明確に敲打痕のはっきりしないものは、例えば使用前のものや使用頻度が

少なくつぶれが発達していないものなどがあるが、それらはスクレイパーに分類しているものもある。

また、実測図において敲打位置が表現できないものについてはその位置を▼印で示している。総数で

186点出土している。

従来の I・II類に加えて、敲打痕が2方向あるものをm類とする。 m類の代表的なものは S432で

ある。さらに裁断面の有無で、有るものを a類、ないものを b類と細分した。ただし、裁断面の有無

が不明なものも多いため、一覧表では a・bをいれているが、ここでは大きく I-ill類に分けて説明

を加えていきたい。

縄文時代晩期では I類 4点、 II類 6点、 m類 1点、不明 5点、弥生時代前期では I類40点、 II類22

点、 m類 3点、不明 7点、弥生時代中～後期では I類11点、 Il類 3点、不明 3点を数える。

楔形石器にはそのまま楔として用いるものと、石核として使用された結果となっているものの 2者

の用途が考えられているが、残核もまた楔として利用されているようであり、両者の区別を明確にす

ることはできなかった。

スクレイパー

従来の I・II類に加えて、素材の 3辺以上に調整を施すものを 1II類とした。また、底辺の長い三角

形を呈し、その底辺を刃部としているものをW類とした。総数で157点出土している。

I類は背部調整の有無で a・bに細分されているがいずれも不定形な剥片を素材としており、大き

さや形態に明確な差を認めることはできなかったが、その背部には自然面を残すものが多い。
(5) 

S340は「大形石包丁」といわれるが単純に、刃部と背部のありようから Ia類に含めた。また、
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I b類には両端から剥離の進行しているものがあり、楔形石器とすべきものが含まれているかもしれ

ない。

I a類は縄文時代晩期11点、弥生時代前期10点、弥生時代後期中葉～後葉 1点、時期不明 7点、 I

b類は縄文時代晩期 5点、弥生時代前期12点、弥生時代中ー後葉 1点、時期不明11点出土している。

いずれも比較的小さな剥片で、薄手のものが多い。

皿類は縄文時代晩期 1点、弥生時代前期 4点、時期不明 1点出土している。

W類は縄文時代晩期 3点、弥生時代前期 l点、時期不明 6点出土している。縄文時代後期の S8も

ここに分類される。 S57以外は全て刃部が外湾気味になっている。いずれも形態がよく似ており、刃

部も比較的丁寧に作られており、 I-皿類が偶然得られた剥片を素材としているのに対し、意図的に

製作されたのではないかと考えられる。 S49は刃部付近が磨滅しており、打製石包丁と同様の機能を

になっていた可能性も考えられる。

磨製石包丁

総数6点だが、用途不明のものにつくりかえられた S293・488、打製石包丁につくりかえられた S

51を合わせると 9点になる。いずれも欠損品で、形態による分類は行わなかった。石材は頁岩 5点の

ほか砂岩、安山岩、粘板岩、緑色片岩各 1点である。未製品は一切認められなかった。

打製石包丁

総数で10点出土している。磨製石包丁から作り替えられた S511が頁岩製であるのを除いて全てサ

ヌカイト製である。完形品はなく、資料総数も少ないのでここでは分類は行わないが、 S370以外は

側縁にえぐりを有するものである。 S516は背部にも手ずれと思われる磨滅が観察された。 S6は特

に刃部付近がよく磨滅しており、光沢を帯ぴていた。 S511にはコーングロスらしき光沢が認められ

磨製石斧

表では伐採用と加I用に分けているが、総数で14点出士している。

縄文時代晩期のうち完成品は S75のみで、小形の加工用と考えられる。ほか 2点は基部しか残存し

ていないが、弥生時代前期以降と比べて偏平な形をしている。

弥生時代前期以降のもののうち太型蛤刃石斧と考えられるのは 6点出土している。安山岩、もしく

は砂岩製であり、素材を選択していたようである。 S342・434は刃部が面を成すほどつぶれており、

頻繁な使用がうかがえる。 S519は古墳時代前期中葉の井戸から出土しているが、敲石として利用さ

れており、おそらく弥生時代のものを転用したのではないかと考えられる。 S319・320はまだ研磨さ

れていない未製品で、材質や形状から太型蛤刃石斧の未製品である可能性は高い。また、剥離面の大

きさに対応するような安山岩の剥片も出士しており、集落内で製作を行っていたと考えられる。

S 272・378は磨製の片刃石斧で、加工用石器であるが、 S378は左側縁を再加工しているうえ線条

痕が部分的に認められる。 S294は方柱状に形を整えたうえに、一部研磨がなされており、柱状片刃

石斧の未製品と考えられる。
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打製石鍬

総数で23点出土している。時期不明の 8点は全て第 2微高地（西）から出土しているが、この微高地

上は縄文時代晩期～弥生時代前期にかけての遺構密度が比較的高く、古墳時代以降の水田層を除去す

るとすぐ基盤層に達する地点で、縄文時代晩期から弥生時代前期のものである可能性が高い。サヌカ

イトを含め•て安山岩製が最も多く 15点を数え、流紋岩製が 6 点、頁岩、砂岩製が 1 点ずつある。

残存状況がよく、使用痕の観察できるものは S35・88・92・257・318・334・372で、磨滅範囲をス

クリーントーンもしくは実線で示している。 S92・257・334・372は特によく磨滅しており、線条痕

も観察される。しかし個々の磨滅の度合に差はあるもののこれら 7点は、この両面が同程度に磨滅し

ているのではなく、磨滅範囲および程度に差があるという特徴が認められる。このことは平井氏が指

摘しているように、柄が鍬のように着装され、斜めに土中に打ち込まれたのではないかという使用状

況を裏付けるものである。また、石鍬の縦断面をみると、片面は素材面を生かした突面であるが、も

う片面は甚部近くに剥離による平坦面を有しており、磨滅および線条痕は、突面側で発達している。

磨耗有剥片

広義のスクレイパーのうち、その表面が著しく磨耗（磨滅）しているものを仮称している。総数12点

出土している。幅 4-6cm、長さ2.5-5 cm、厚さ 6mm前後の小さく薄いもので、 U字形の刃部を有

している。いずれも非常によく磨耗しており、 S30・41・291・432では線条痕も認められるなど打製

石鍬とよく似た使用状況が想定でき、高橋護氏からはカラスキの先端に着装したのではないかという

指摘をうけた。

石錘

総数 7点出土している。 Ia類 4点、 IIa類 1点、 ma類 1点、出土している。縄文時代晩期は 2

点とも Ia類である。弥生時代前期は 3点とも溝 4から出土しているが、 Ia類、 I[a類、 ma類が

各1点出土している。

玉作り関連資料

緑色凝灰岩製およおびメノウ製の製品は竪穴住居 2から出士したもののみである。

緑色凝灰岩製のものは管玉未製品 2点、板状の剥片 7点、研磨痕のある剥片 5点が出土している。

擦切り溝を有するものは皆無で、長瀬高浜遺跡と同じく、原石→荒割→形割→穿孔→研磨といったエ

程で製作されたと考えられる。だが、 S160や161をさらに分割して S155程度の大きさにしてから研

磨を始めたのか、そのまま直に研磨に入ったのかは分からない。

メノウ製で、製品と考えられるのはS165-169の米粒状のもので、大阪府八雲遺跡で「石ノミ」や

「尖頭器」、京都府奈具岡遺跡で「小形錐状石器」とされているものに類例を求めることができる。

ただし、両遺跡で出土している針状の製品は出土していない。これは玉の穿孔具として位置付けられ

ているが、共通した管玉製作技術を有する長瀬高浜遺跡でも同様のものが出土し_e"おり、またS164のよ
(9) 

うな縦長の剥片が認められることから、竪穴住居2においても使用していた可能性が考えられる。

• 竪穴住居 2からは砥石が 2点出士しているが、幅 1cm前後の溝状の使用痕を残しており、玉の研磨

に使われていたと考えられる。この 2点以外に、第 2低位部の包含層中から同じ様な研磨溝を有する
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砥石$335が出士しており、これもまた玉の研磨に使われた可能性が高い。

2. 竪穴住居 2について
叫

今回報告された弥生時代前期に属する竪穴住居は 4軒である。その中で竪穴住居4を除く 3軒の竪

穴住居内からは量の差こそあれ、石製品に混じってサヌカイトのチップやフレイクが出士している。
(II) 

また、岡山市百間川沢田遺跡で検出された各竪穴住居からもそれぞれ石製品やチップ・フルイクが出

土しており、弥生時代前期においては各々の竪穴住居内で石器の製作を行っていたと考えられる。し

かし具体的に竪穴住居内の石製品の検討をすることなく漠然と考えられているだけなので、今回、竪

穴住居 2および 3からは大量の石製品が出土しており、この両竪穴住居出士資料を比較することでこ

の点について若干の考察を加えてみたい。

竪穴住居 2 および 3 から出土し t~石製品のうちで、その形態を比較できうる資料は、ある程度の数

量が出土している石鏃しかない。竪穴住居 2からは91点、竪穴住居 3からは36点出土している。平面

形態で分類すると、竪穴住居 2からは Ia類12点、 Ib類 2点、 IIa類15点、 IIb類23点、 IIC類 2

点、 m類 2点、 Vb類 2点、 VJIb類 9点、竪穴住居 3からは Ia類19点、 IIa類 7点、 IIb類 2点、

Va類 2点、 VIla類 2点出土している。基部の形状のみで大別すると竪穴住居 2では平基式13.2%、

凹基式62.7%、竪穴住居 3では平基式58.4%、凹基式30.6%と逆転している。また、平均値で見た大

竪穴住居 2
（幅mm)

211 

..c.. 同 欠損品

” お

（長さmm)

グラフ 1 出土石鏃長幅比

(~~~ 
2.0 3.0 4.0 

I 

5. 0 
q 

6. 0 (mm) 

(~~ ニ 竪穴住居 3

n I n fJ n 

2. 0 3. 0 4. O 5. 0 6. 0 (mm) 

グラフ 2 出土石鏃厚み分布図

M 
きさにも差が認められる（表 1)。グラフ 1は長幅比を示したもの、グラフ 2は厚みを計測したもので

ある。グラフ 1でいえば長さ 2cm以下、グラフ 2では厚さ3.5mm以下にあたる小形の一群に特に差が

顕著に現れている。このことから、一方の竪穴住居で製作された石鏃が一方へ配付されたものではな

く、個々に製作されたものであり、集落内の各々の竪穴住居内で製作がおこなわれていたことの傍証

となろう。

しかし、竪穴住居 2からサヌカイトが総重量約3.7kg出土したのに対し、次に出土量の多い竪穴住

居 3でも800g足らずしか出土しておらず、歴然とした差がある。この差は遺構の残存状況や調査精

度の差だけでは説明しきれないほど大きい。石鏃については個々の竪穴住居内で製作されていること

がいえるが、今回検証できなかった石製品などを特定の竪穴住居で他に供給する分まで製作した可能
(I~ 

性までは否定できない。例えば石鏃のような日常的な消耗品で、特殊な技術を要しないようなものに
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仰

ついては各住居で製作し、熟練した技術を要したり、また非日常的な性格を付加されたようなものに

ついては特定の場所で製作されたものたも考えられるのである。こう考えれるならば、竪穴住居 2は．

当集落における石器製作の中心的存在と位置付けられ、集落内分業のひとつのあり方を示唆するもの

と捉えられる。

どのような遺物についてもそうであるが、製作者の特定や製品の移動を考えるには、その製作技術

や手法に至る詳細な検討が必要になってくる。しかし、ここでは比較しうるだけの数が出土していな

いうえ筆者の力量不足に負う面が大きいのであるが、十分な検討を加えることができなかった。今回

は竪穴住居 2および3から出土した石鏃の違いから、各竪穴住居で石製品の製作が行われていたこと

を立証するにとどめ、今後の課題としたい。 （久保）
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に小さく、また中央穴にも土堤を有するなど特殊な遺構と考えられる。

(11) 「百間川沢田遺跡 2」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J59 岡山県教育委員会 1985年

「百間川沢田遺跡 3」I岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J84 岡山県教育委員会 1993年

(12) 石鏃の分析をするとき、長幅比や重量は完形品にのみ有効な手段であり、今回のように欠損品が多い場合は

有効なデータを得るには不適当である。そこで、大きな石鏃を作ろうとすればそれなりに大きく、厚みのある

剥片を必要とするであろうと考え、数値を計ってみた。もちろん薄くても大きな石鏃は作れるし、同じ厚みの

剥片からでもその後の調整の具合で最終的な厚みは変わっていくが、ある程度は剥片の大きさに比例するもの

と考えている。

(13) 百間Jll沢田遺跡高縄手A地区竪穴住居 6および 7では同じタイプの石鏃が出土しており、石鏃の中でも一部

については特定の場所で作られたものが配布された可能性がある。

(14) 管玉も特殊な技術を要し、また特別な性格を帯びた遺物のひとつである。
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第 4章まとめ

第 7節 弥生時代および古墳時代前期の水田について

今回報告した弥生時代前期から古墳時代前期前葉の水田について紙幅の関係で詳しく述べられな

かった点を中心にまとめを行いたい。

弥生時代前期～後期の水田 1-7については、発掘調査後のプラント・オパール分析の結果をおも

な根拠として想定した水田である。このため調査中においては水田層としての可能性は考えたものの、

意識的な調査は不十分であり、面的な調査は部分的にしか実施できていない。特に、異なった調査区

間における土層の対応関係については、十分には検討できていない。

土壌分析の結果イネのプラント・オパールが検出されたのは、 EN区、 KY2区、 Hl6区、 Hl7区

の各土層である（付載 5・6参照）。

水田 1としたのは第 3低位部（北）に位置する EN区の谷状部分に堆積した弥生時代前期と考えられ

る土層で、第277図の21層に相当する。出土遺物および土色から弥生時代前期と考えられるのは、 20、

21、22、23層であり、イネのプラント・オパールは 1gぁたり20層から2600個、 21層から4100個、 22

層から1700個、 23層から700個という計数値が報告されている。この数値をどう理解するかという点につ

いては、 400000以上であれば水田層の可能性が高いという考え方に基づいて 9層を水田層と考えた。

しかしながら問題点として、 21層以外の20、22、23層についても比較的多くのプラント・オパール

が検出されており、サンプリングなどの問題を考えれば、水田層ではないと言い切れないであろう。

また逆にこれらの土層は低位部に堆積した土層で全くの水平堆積とは言い切れないため、検出された

プラント・オパールが周辺からの混入の可能性が考えられる。そう考えるならばこれらの土層は水田

耕作土層ではないことになる。

今回の報告ではこうした問題点を含んではいるが21層を弥生時代前期の水田層とした。時期につい

ては20-23層の分層発掘はできなかったが、 20-23層全体を掘り下げ中に弥生時代前期の土器（小片

のため細かな時期ははっきりしないが、前期前葉～中葉の可能性が高い）が出土していること、およ

びこの上層の18層は IN区との土層の対応関係から弥生時代中期前葉には堆積したものと考えられる

ことなどから、弥生時代前期と判断している。

水田 2-7は弥生時代中期～後期の水田である（第 3章第 5節(7)水田参照）。

水田 2としたのは H16・17区で検出された土層で、第451図の24層が相当する。土壌分析の結果、

イネのプラント・オパールは 1gぁたりの計数値で700個と少ないが、上下の土層からイネのプラン

ト・オパールが全く検出されなかったことから水田層と考えた。畦畔は確認できていない。水田層の

時期や広がりについてはすでに述べたとおりであるが、時期は弥生時代前期後半から中期前半で、第

4低位部の肩部に沿った狭い範囲に存在していたと考えている。

水田 3としたのは H16・_17区で検出された士層で、第451圏の21層が相当する。土壌分析の結果イ

ネのプラント・オパールが 1gぁたりの計数値として4000個されたため水田層と考えた。畦畔は確認

できなかった。この水田層については平面的な広がりや他の調査区の土層との対応関係は不明である。

時期は弥生時代中期前半から後期前半頃としか言えない。

水田 4-7については、 EN区の第 3低位部で実施した土壌分析の結果を基準として設定した。イネ

のプラント・オパールは Igぁたりの計数値として第277図の16層から5000個、 14層から4000個、 13層か
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第 7節 弥生時代およぴ古墳時代前期の水田について

ら117001固、 4層から151001固検出されており、 16層を水田 4、14層を水田 5、13層を水田 6、4層を水田

7として報告した。そして EN区以外の調査区については、後に述べる水田 7の上層に堆積している水

田8層を手がかりとして、土層の対応関係を考えていった。しかしながら，各調査区によって土色や土

質が必ずしも一致しておらず、また厚さも様々であったため、確実な対応関係はつかめなかった。

水田 4については、 EN区以外の土層との対応関係がつかめなかったため、 EN区の第 3低位部周

辺にのみ存在していた可能性もあるが、明確にはできなかった。時期は弥生時代中期から後期前半の

幅でしか捉えられなかった。

水田 5については、 EN区以外の土層との対比から第450図に示したような水田の範囲を想定した。

時期は弥生時代中期後半から後期前半と考えた。

水田 6については、 EN区以外では同じ C地区の FU区の第452図7層やA地区の第249図16層が対

応すると考えられるが、広がりについては明らかにできなかった。時期は水田 5より新しく、水田 7

より古いが、弥生時代中期後半から後期の幅でしか捉えられなかった。

水田 7については、すでに前章で述べたように、 A-D地区のすべてに広がっていた可能性を考え

た。時期は弥生時代後期後葉頃と考えられ、この時期に本格的な水田域の増大が計られたものと考え

られる。このことは、今回報告する調壺区において後期前葉より新しい遺構が水田以外にはほとんど

検出されなかったことからも想定できよう。

以上水田 2-8について述べてきたが、すでに述べたようにこれらはおもに土壌のプラント・オ

パール分析の結果に基づいて想定した水田であるため、サンプリングの仕方や上層からの混入といっ

た問題を考慮に入れれば、これらすべてが水田層であるとは断定できないかも知れない。しかしなが

ら本報告書ではあえてこれらすべてを水田層としてとらえ、考え得る範囲や時期について考察を行っ

たものである。

水田 8については発掘調査時において水田層であるとの認識で面的な調査を行った。水田 8とした

土層は黒灰色（調査区によって色調は若干異なっている）粘土層の下に堆積している淡灰色―灰白色粘

土層で、厚さは調査区によって異なっているが約10-15cm前後であった。

水田 8 の土層が確認できたのは、前章でのべた A-D の 4 地区で、面積は A地区が約~200m2 、 B 地

区が約2340m2, C地区が約l880m2, D地区が約2560m2で、総面積は約8980m2である。

畦畔については、この水田層の直上まで掘り下げると黒っぽい士層面に帯状に白い筋が確認できた

ため、これを畦畔と認識した（図版28-"3)。この畦畔は、断面で確認しても、高さ 1-2cmの低いも

のが多く、幅についても明確ではないが30-40cmのものが多かった。また、この畦畔はすべての調査

区において確認できてはいない。畦畔の確認できていない調査区については、本来畦畔がなかったの

ではなく、検出が困難であったためで、おそらく A-D地区の水田はすべてこの畦畔によりって小さく

区画されていたものと考えられる。

検出できた畦畔で区画された水田は、図示したように矩形を星している。また畦畔の方向について

は統一性はみられず、それぞれの地形に規制されたものと考えられる。このように小さく区画された

水田の面積は、計測できたものでは約18-50niたいう幅があるが、 30-50面前後のものが多い。

ところで、水田上面で検出できた畦畔とは別に A・B・C・Dの各地区では水田層を約 5cm掘り下

げた面で、部分的に鉄分（マンガンも少量含む）が沈着・集積した幅30-50cmの帯状の筋が確認できた。

また IN・H-17区などでは、水田 8の土層を除去した面においてもこの鉄分の沈着した帯状の筋を確
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A
 840cm -・ 

。

B 1. 黒灰色粘土ーニ-!:::::: (水田 8)
4. 鉄分が多く沈着した部分

6 

5. 淡黄灰色粘土（水田 7)

6. 暗灰褐色粘土（弥生前期）

7. 黄色砂質土（基盤層）

2m 8. 橙褐色粘質土（弥生中期）

9. 橙灰褐色粘質土（弥生前期）

io. 黒褐色粘質土（弥生前期）
第576図 B地区水田 8層 (IN区）断面図 (1/40) 

認することができた（第504-507図のスクリーントーン部分）。この帯状の筋はあたかも小区画水田の

畦畔のようにつながっていた。また、 TDl・2区、 HlO区・ H17区では水田層上面で検出した畦畔

とこの鉄分の沈着した筋とが一致する部分が多かったが、すべてが完全に一致している訳ではなく、

ずれている部分もある。

この鉄分の沈着した部分は、断面では明確ではなく、また水田層との関係もすべてが同一の状況を

示してはいなかった。第503図はA地区において畦畔との関係が明らかになった例であり、水田 8の

畦畔の下に凸状に認められた。その他に I,N区で確認できた第576図Aでは水田 8層中に、また第576

図Bでは水田 8層とその下層の水田層（水田 7)の両方にわずかにずれて沈着していた。

なぜこのような鉄分の沈着が起きるのかについては、はっきりしないが、畦畔の部分が空気に触れ

る度合いが他と比べて高いため、土中の鉄分が酸化して、畦畔の下に沈着した可能性を考えてみたい。

したがって、第503図や第576図Aでみられるような断面を示す鉄分の沈着した帯状の筋については、

水田 8の畦畔の位置を示すと考えられる。しかしながら水田 8層を除去したのちに検出できた鉄分の

こうした筋については、第503図の場合であれば水田 8の畦畔の位置を示すと考えられるが、第576図

Bの場合であれば一時期古い水田 7の畦畔の位置を示す可能性が高い。

すでに述べたように、この鉄分の筋については水田 8の上面で検出できた畦畔とずれる部分がある

ことから、第504-507図に示した鉄分の筋についは水田 8とそれより古い水田 7の畦畔を示すものが

混在している可能性が考えられる。しかしながら発掘調査段階では十分に区別できておらず詳細は不

明とせざるを得ない。

この水田 8に伴う用・排水路については溝59-61を想定した。これらは水田 8の肩に沿って検出さ

れていることをおもな根拠としている。また溝58についても水田 8に伴う用・排水路の可能性が考え

られるが、明確ではない。

水田 8の時期については、以下にのべるような状況証拠から考えた。その第 1は、各調査区におい

てこの水田層の上層に堆積している黒灰色粘士層中から 5世紀後半ー 7世紀前半の須恵器が出士して

いることから、それより以前であることは明らかである。第 2に、 B地区のKY2区では水田 8の下

の層から土器が50片あまり出土しており、これらは弥生時代後期末葉以前の土器ばかりであった（第

454図）。第 3にこの水田層の上面からは、点数は少ないが古墳時代前期前葉の土器片が出土している

（第509図）。この土器片はある特定の士層に包含されているような出土状況ではなく、新しい時期の

混人の可能性もあり、時期決定の直接的な証拠とはなりえない。しかしながら、部分的にではあるが

黒灰色粘士層と水田層の間にうすく士層が 1層確認できており、この層が古墳時代前期前葉の堆積層

の可能性も考えられ、廃棄の時期を示すものと考えることができる。第 4に水田 8の用・排水路と考
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第7節 弥生時代および古墳時代前期の水田について

えられる溝61の埋土中から古墳時代前期前葉の土器が出土しており。須恵器を含む黒灰色粘土層はこ

の埋土の上に堆積していた。これらのことから水田 8の時期については、弥生時代後期末葉以降に造

田され古墳時代前期前葉には廃棄されたものと考えておきたい。

以上述べてきたように、今回報告する水田 lから水田 8については不確定要素が多いが、今後報告

する予定の他の調介区で検出されている水田の状況を含めてさらに検討を加えていきたい。 （平井）

註

(1) こうした鉄分の沈杓した帯状の筋についての理解にあたっては下記の文献を参考にした。

矢田 勝 「第五節 t壌層位と堆積層位一水のいたずら一」「研究紀要VI 水田跡調査の方法と研究J
財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究所 1994年

12) しかしながら、岡山市の百間川遺跡群では、水田耕作士層の下面には鉄・マンガンの梨積層がみられるが、

畦畔部分には認められない場合が多い。

/
>
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第577図 水田 8全体図 (1/2500)
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第 8節 「馬猜」線刻土器について

今回の調査で、 TDI区の古代の水田畦畔（水田9)から「馬養」の文字が線刻された須恵器の壺

(2021 ) が牛歯とともに出土した。県下では、これまて古墳時代から平安時代の土器 • 土製品に文字が

線刻された資料は管見による限り 9遺跡14例に過ぎず、 本例は新資料を追加したことになる。以下、

これについて若干補足したい。

(1) 器形の特徴 （第564図）

須恵器の壺である。頭部より上および体部の約1/3を欠き、現存で器高23.5cmを測る。最大胴部

23cm、底部径は13cmである。やや肉厚の器陸を持ち、肩部にヘラ描き沈線を 2段に施 している。耳部

は段違いに 2ケ所残存しており、その配置を考えあわせ三耳に復元できそうである。また、ややいぴ

つな半円形をなす耳部には、円形の孔が穿かれているが、紐ずれなどの痕跡は認められない。内面は

スリ消しが施され、部分的に当て具痕跡が観察できる。これに類似する器形は県内には報告例はなく、

三耳壺としては二子御堂奥古窯址群出土の三耳水瓶があるのみである。このため詳細な時期の検討は

ここでは避けるが、肩部の張り具合、耳部の形態などから大きく平安時代前半のなかにおさまるもの

と理解したい。なお、水田層共伴遺物、層位関係からみてもこの考えを妨げないものと思われる。

(2) 文字の特徴

第578図に文字の拓影と箪跡の切り合いを示した。箪幅からおおよそ幅 1mmのヘラ先を使用したも

のと思われる。筆順については、まず「馬」の文字は、横三筆が中央の縦より先行し、縦とよつてん

の囲いが— •筆で、また、よつてんが 1 筆で苔かれている 。 「養」は、羊の部首を二点の後、横三箪に

続いて、「人」の字を書く。このように現在の当用漢字とは、やや異なってはいるが、その筆遣いは

かなりの熟練度を感じさせる。なお、「馬」の文字は、他の毎戸遺跡出土の土師器にもみられるが、

この例はやや稚拙な箪跡であり、本例とは異なった書体である。

(3) 県内の線刻文字資料

古墳時代から平安時代までの線刻文字資

料を表 lに示した。この中には、地名もし

くはそれに関係すると推定される「大久」、

「勝」、「郡」等の文字も見られる。

これら土器に線刻された文字は、 墨書土

器と異なり、製作段階に線刻されたもので

ある。そのため製作時において何らかの要

因によりその必要があったものと考えられ

る。言い換 えれば、専門的な使用目的が

あったものと推測可能であろう。また、陶

エ自身の手によるものかどうかは不明であ 第578図 「馬養」拓影 （原寸）
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るが、いずれにしても製作段階における文字を知る人間の介入が確実である。特に、本例の「馬養」

の文字は先に見たようにその優れた箕致から、模写 ・模倣ではなく廿に十分に習熟した人間を想像さ

せる。

第9表 岡山県下における文字線刻土器一覧

遺跡名 所在地 文字 器 種 遺 構 時 期

1 岡城が端古墳 勝田郡奈義町 「取」 須恵器・杯身天井部内面 横穴式石室 6C末-7C初頭

2 伝和気郡和気町大田原字藤原の古墳 「大久」 須恵器• 平瓶体部 詳細不明 7C末ー BC初頭

3 毎戸遺跡 小田郡矢掛町 「馬」 土師器・杯底部外面 土喋 奈良時代前半

4 美作国府 津山市 「有」 須恵器・杯身 包含層 奈良一平安時代初頭

「ろ」 須恵器・耳皿底部外面 ~ ~ 

5 平遺跡 勝田郡勝央町 「勝」 須恵器 a(, 奈良～平安時代

「郡」 須恵器・杯 ~ 
.,. 

「嵯」 灰釉底部外面 ~ 平安時代

6 荒神風呂遺跡 真庭郡落合町 「大」 須恵器・杯蓋天井部内面 ~ 平安時代初頭

「中」 須恵器・平瓶底部外面 * 
,, 

「大口」 須恵器・平瓶底部外面 ~ ~ 

7 広江•浜遺跡 倉敷市福田 「口」 縁釉？ ~ ,!, 

「億」 土錘 ~ ~ 

8 南溝手遺跡 総社市南溝手 「馬養」 須恵器・三耳壺 水田 平安時代

(4)「馬養」 の意味

「馬養」の文字が指し示す意味の可能性には、次の三つが考えられる。第 1の可能性は地名である。

これについては、岡山県下には文献による例は見いだせない。第 2に職名である。職名に関しては、

「日本苦記」に「馬飼部」「馬甘部」が見られる。また、「養老令厩牧令」によればこの後身の左右馬

寮所管の「馬戸」などの記録がある。「延喜式」には「飼戸」の記述がみあたるが、いずれにしても、

岡山県下にはこれらをおいたという記録は残っておらず、不明といわざるをえない。また、「馬養」

第10表 「馬養」を人名に持つ例

人 名 国など

1 馬養造人上 播磨国賀古郡

2 伊余部連馬養 丹後国主

3 出雲臣馬養 山背国愛宕郡

4 刑部臣馬養 出雲国神門郡

5 賀茂朝臣馬養 造東大寺司司人

6 上村主馬養 河内国大県郡

7 藤原朝臣馬養（字合）

8 船木直馬養 若狭守

9 六人部馬養 美濃国方県郡

10 八坂馬養造鯖買 山背国愛宕郡

史 料

統日本紀

日本書紀持統 3年

寧楽遺文神亀 3年

寧楽遺文天平11年

寧楽遺文

寧楽遺文

糀日本紀霊亀 2年

統日本紀

寧楽遺文

寧楽遺文

と「養」の字を当てはめることもない。第 3

に人名の可能性が考えられる。県下には、天

平11年の備中国大税負死亡人帳が史料として

残されているが、これにはこの人名は見あた

らない。ただし、全国的に見れば、表 2に示

すようにこの文字が人名として用いられた例

を探すことが出来る。現時点では、人名の可

能性が高いとのみする以外にないが、なお、

人名と職名が結びつくことは十分に考えられ

ることであり、その視点に立てば史料は残されていないものの、この地における職制の設置と牧の存

在を暗示すると考えることはあながち不可能とは思われない。

(5) 出土状況の意味

報告の中で詳細な出士状況については触れているが、牛侑が共伴し、水田畦畔から出土したことの

意味について考え、小結と替えたい。

これについては、「日本書記」の以下の記述が参考になると思われる。

「皇極天皇元年六月、大いに旱りす、七月群臣相い語りていわく、村々の祝部の教える所に随い、牛
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第 4章まとめ

馬を殺して諸社の神を祭る」。このように日照り、早魃の原因が神の怒りにあり、これを鎮めるため

に牛・馬を殺して祭りを行っていることがわかる。このような殺牛祀は、漢に出自し、漢神を巡るも

のと考えられており、この地に渡米系氏族の存在、もしくは影響を強く見ることが出来る。また、

「類緊三代格」には、殺牛して漢神を祭ることを禁じた記述が見受けられ、このような祭祀が広く一

般的に行われていたことがわかる。以上のことから、本例は特に水田畦畔中から出土したことと考え

合わせ、日照り、早魃を避け、作物の豊饒の願いを込めた祭祀が執り行われたことを示すと考えるの

が妥当と思われる。さらに、この畦畔は幅約1.5mと規模も大きく、方向も正方位を指向するもので

あり、土地境を示すような主要畦畔をなすものと推咲される。このことから、大阪池島• 福万寺遺跡

て見られたように、本例も条理水田の開発・再開発に伴う祭祀という評価も加えて示しておきたい。

ところで、今回の出土状況において特徴的なことは、佑以外の骨が見受けられないことであり、こ

の出土地点において、実際に殺牛が行われたかは不明である。祭祀自体はこの水田以外の槃落の中で

行われ、その際使用した土器を破砕し、これとともに佑のみを埋納したとも考えられる。あるいはま

た、先に見た「類緊三代格」の殺牛禁止の記述を考え合わせれば、この時期にはすでに殺牛祀漢神が

形骸化し・変容した内容であり、殺牛自体は執り行われず、他の原因により死亡した牛の柑のみを棒

げたとも理解可能であろう。 （大ffl)

註

(1 I 平成 3年7月の報道機関への発表時点では、この点歯を馬歯として認識し、そのようにこの土器と関連づけ

て公表した。その後、平成 5年に正式に鑑定を依頻したところ、牛歯との結果を得た。出上から公表までに時

間が無く確認を怠り、関係各位に多大なご迷惑をおかけしたことをこの場を借りてお詫ぴし、これを正式毅告

とする。

(2) 表に挙げた14例以外に「大1久」と刻まれた岡山県立博物館所蔵の平瓶や北房町谷尻遺跡出土のものがあるが

いずれも詳細が不明なものである。

「館蔵品目録 l」岡山県立博物館 1980年

「谷尻遺跡赤茂地区」「北房町埋蔵文化財発掘調査報告」 4 北房町教育委員会 1986年

(3) 「二子御堂奥古窯址群」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J2 岡山県教育委員会 1974年

(41 表ー 1 3. 文献

(51 iI浦洋「条里型水田面をめぐる諸問題」『池島• 福万寺遺跡発掘潤査概要J¥I 財団法人大阪文化財センター

1992年

参考文献

水野正好「漢礼一道教的世界の受容」「歴史考古学を考える（中）宗教の諸相J有斐閣選書

坂本太郎 平野邦夫監9参「H本古代氏族人名辞典J吉川弘文館 1990年

表 1引用文献

1 . 「岡城が端古墳発掘調査報告J岡山県奈義町教育委員会 1984年

2. 和気郡史刊行会「和気郡史 通史編J1981年

間壁段子 「「大久」銘の平瓶とニ・三の問題」 r倉敷考古館研究集報Jl9 倉敷考古館 1986年

3. 「毎戸遺跡の調査」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J5 岡山県教育委員会 1974年

4. 「美作国府遺跡」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J6 岡山県教育委員会 1973年

5. 「平遺跡」 r岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J8 岡山県教育委員会 1975年

6. 「荒神風呂遺跡 荒神屈呂古墳」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J76 岡山県教育委員会 1990年

7. 「広江•浜遺跡」「倉敷考古館研究集報J14 倉敷考古館 1979年

8. 本書
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付載 l t器片附着の圧痕について

放送大学教授・京都大学名労教授

渡部忠世

岡山限古代文化財センターから鑑定を依頓された士器片附着の圧痕について、それがイネ籾のもの

であるか否かを検討した。その結果は下記の通りである。

記

(1) 結論から石って、この肝．痕は栽培イネ (Oryzasaliva) の穎（部分）のものと考えられる）穎

とは普通に占うところの籾殻のことである。

以下に、その理由を述ぺる。

(2) 文化財センターが撮影した光学顕微鏡による写真¥1)は、次のような形態を示しているものと思

われる。

略図を参照していただきたいが、写真は内・外穎の一部を示しているものである。先端部分および

茫（があるとして）は欠拓しており、また小穂軸のあたりも不鮮明で、護穎やモ茸などは明らかでな

い。内穎と外穎の境界と思われるところは陥没している，また、外穎のほぽ中央部には縦に維管束が

走っているらしい跡がみえる，全面に円形突起 (tubercle) が縦列している。

これを｀栽培イネの穎の形態についての既往の研究（武岡， 1976) と比較させてみると、 —見して

両者はよく煩似していることが判明する）

(3) しかし、上の円形突起に似た構造は、 一部の野生イネの穎表面においても観察されている

(Katayama. 1969)。従って、これを栽培イネと断定する前に、この部分のより微細な構造を走介ミ電

茫↑
 

1
9
1
9
,
'
,

＇ 

9
,
'

’’
 

写真 1) 光学顕微鏡による表面形態
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子顕微鏡によって観察することも必要と考えたが、試料の作成に不安があって、これを取り止めたc

念の為に石うと、電 f顕微鋭による栽培イネの円形突起の微細構造については前田 (1972) の報告が

詳しし'c

Iが そこで、この円形突起に焦点をあてて断倍率 (X46) で光学顕微鏡写真を撮ってみた＾そして、

対照として現行の栽培品種である「コシヒカリ」、「危ノ尾」（以上は水稲品種）、および「戦捷」（陸

稲品種）の同舟［分と同じ倍率で比較してみた。それらを写真Iかに示す。

これによると、それぞれが酷似していることが判るが、さらに写真上で突起の大きさを測定してみ

た。その結果を表 1)にホす。

縦方向の長さ (μm) 横方向の長さ (μ"IJ

水稲品柿

コシヒカリ 76.2士2.08 70.1士2.61

侑ノ尾 77.6士2.15 76.1士3.63

陸稲品種

戦捷 76.8土2.27 72.0士2.53

土器斤痕 71.4士1.74 73.5士3.04

表(1) 外穎部分の円形突起の形状

これによってみると、土器圧痕に見られるPJ形突起は栽培イネのものと染がないと認めてよいであ

ろう 3

以上の諸結果は、 t器圧痕が栽培イネのものであることをほぼ元全に証明するものと考えられた。

t5) ちなみに、この籾型から推定されるイネの牛態型（亜種）のことについて考察を加えておきたいc

上述のように、 — 惰tが欠損しているために正確な籾長などを測定できない しかし、写頁lI lのとこ

ろに示した校式図のように復元できるとして概略の値をホしてみる。そして上掲の現行 3品種の値と

比較してみたのが表21である、

この結果は、土器fl:痕の籾が、きわめてジャポニカの形質に近いことを示している C また、外¥頁幅

が内穎輻よりもかなり大きいことも、この籾がジャポニカのものと類推させる証拠となる

要するに、この圧狽の籾は生態刑としてはジャポニカに最も近いと考えて間違いないであろう c
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籾長 (mm) 籾輻 (mm) 長／幅

水稲品種

コシヒカリ 6.7 3.6 1.86 

化ノll 6.9 3.8 1.82 

陸稲品種

戦捷 7.6 3.8 2.00 

土器IT:痕 6.6-7 .1 3.6-3.8 1.83-1.87 

表(2) 籾外形の比較

引用文献

I 11 Katayama, C. Tadao: Botanical Studies in the Genus Oryza I Morphological and Anatomical lnvestigat10ns 

of Glume-and Leaf-Surfaces with the SUMP and Histological Method. Mem. Fac. Agr .. Kagoshima 

Uni¥'.. Vol. ¥D. Nol.1969 

12) 前田英＝．：走在斯微鏡によるイネ籾表川i構造の観察．日作紀. ¥'ol.41. No.4.1972 

13) 武lii,J洋治：日本型水稲における外穎の組織形成について．日作紀, Vol.45. No.4 .1976 

追記：写真の撮影については、武岡洋治氏（名古居大学助教授）の協力をえた。

(1992年 3月14日記）
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写真(2) 円形突起部分の比較 (X46)
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付載2 面溝手遺跡出t土器胎tのプラント ・オパール分析結果について

宮崎大学 藤原宏志

依頼されておりました南溝手遺跡出 t士器胎土のプラント・オパール分析結果が出ましたので、↑

品のとおり御報告いたします。

記

岡山：南溝手逍跡出七土器胎七分析結果•……••別表

分析結果に関するコメント

1 試料番号 l、 2、 5、および 6の土器胎土からイネ (Oryza) のプラント・オパールが検出さ

れた。野生イネについては、現在、日本列島にはイf在せず、また、過去においてもイ千在しなかった

であろうとするのが定説である r

ここで検出されたプラント ・オパールはいずれもそ的に少なく、形状解析を行うことができない＾

したがって、検出されたイネについて、分析的に野生種と栽培種を判別することはできないが、野

j:_種が存在しなかったとすれば、栽培にともなうものと判断するのが自然であろうシ

2. 試料番号 2の土器胎 tから、ジュズダマ (Coix), モロコシ (Sorghum) およびキビ族

(Paniceae) のプラント・オパールが検出された シュズダマの変種にハトムギがあり、キビ族

の中にヒエ、キピなどが含まれることを考えるとモロコシ（タカキビ）とともに、何らかの畑作が

あったことを示唆するものと思われる

岡山： i辛ii柑手追跡al七ヒ器胎士分析

試料番号 1発掘区 I 検出プラント・オパール 七器の時期

□ネススキ 縄文時代後期後葉（福田 KlIJ式）第28図39

2 H -16 イネ タケ ヨシ ジュズダマ縄文時代後期後葉（福田 KlIJ式）第30屈40
I 

I ~ 竺‘ン キピ族― •—— 
3 H -15 ヨシ-t 縄文時代後期後菜（福田 KlIJ式）第27図36

_ 4 NC  3 ヨシ タケ 縄文時代後期中菜（彦崎K[l式）

5 NC  3 イネ 縄文時代後期中葉（彦崎K[l式）

I I 
6 NC  3 イネヨシススキ 縄文時代後期中槃り多崎K[l式）

属（族）名 イネ： Oryza タケ： Bambusa心 Q(' ジュズダマ： Coix ススキ： ¥liscan/1111s 

キピ族： Panicrac ヨシ： Phragmiles モロコシ.Sor. が111111

（編者且わなお、試料番号-t-6の土器についての出士状況などについては第 2分冊で報告f定である

--15, -
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付載 3 南溝手遺跡出上の玉材石片の産地分析

京都大学原子炉実験所 藁科哲男、東村武信

はじめに

遺跡から出土する大珠、勾至、管屯の産地分析というのは、玉類の製品が1叫処の玉作り遺跡で加I

されたかということを調介するのではなくて、何ケ所かあるヒスイまたは碧玉の原産地のうち、どこ

の原産地の原石を使用しているかを明らかにするのが、王類の原産地推定である。玉穎の原石の産地

を明らかにすることは考古学上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中

国、冥南、ビルマ説、発見後は、専ら国内説で、岩石学的方法および封重な考古遺物を非破壊で産地

分析を行った蛍光X線分析で行う元素比法が報告されている。また、碧玉製管屯の産地分析を系統的

に行った研究では、蛍光X線分析法と寛子スピン共嗚法を併用し廂地分析をより正確に行った例が報

告されている。石鏃などの石器と玉類の製品はそれぞれの使用 目的が異なるため、それぞれの産地分

析で得られた結果の意味も異なる c I 1)石器の原材産地推定で明らかになる、逍跡から石材原産地まで

の移動、活動範囲は、石器は生活必布品であるため、生活 K必要な生活圏と考えられる。 12)王類は古

代人が生きるために必ずしも必要なものではない。勾玉、管玉は権力の象徴、お怒、御守り、占いの

道具、アクセサリーとして、精神的な面に頂要な作用を与えると考えられる。従って、玉類の産地分

析で、明らかになるヒスイ製王類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉類であれば、権力阻を

現わしているかもしれない、お祭、御守り、占いの道具であれば、同じような晋t貫を持つ文化圏が考

えられる。石器の原材産地分析で得られない貫祖な資料を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った玉材石片は岡山児総社市南溝手遺跡の弥生時代前期前半の竪穴仕屈 2 (DE区一

No55) 出土の約15f個の石片から大きな石片 2個を選んで分析をおこなった。これら合計 2個の遺物の

分析結果が得られたので報告するc

非破壊での産地分析の方法と 目段

原産地推定の第一歩は、原性地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかな

いという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物粗成の紺合せ、比重の違い、

原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析はできな

ぃつ成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって区別で

きたならば、次に遺跡から出上する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、 ー一致しない原産地を消去

じて一致する原産地の原石が使用されていると判定するc

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、 Fなどは、国宝、 jft要文化財級のものが多くて 非破壊で産地分析が

行なえる方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功している非破壊で分析を行なう蛍光

X線法を用いて韮類に含有されている元素を分析する(

遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊

で産地分析を行った) l::: スイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有星を求め、試料の形や大き

さの違いの影響を打ち消すために分析された元素l司士で含有量の比をとり、この元素比の値を原産地
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を区別する指紋とした。碧玉製玉類は ESR法を併用するが試料を全く破壊することなく、碧王に含

有されている常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利

用した。

碧玉原石の蛍光X線分析

碧玉の蛍光X線スペクトルの例として花仙山産原石を図 1に示す。猿八、玉谷産の原石から検出さ

れる蛍光X線ピークも異同はあるものの図 1でしめされるピークは観測される・。土岐、典部の産地の

碧王は鉄の含有量が他の産地のものに比べて大きいのが特徴である。産地分析に用いる元素比組成は、

AI/Si、K/Si、Ca/K、Ti/K、K/Fe、Rb/Fe、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zrである。 Mn/Fe、

Ti/Fe、Nb/Zrの元素比は非常に小さく、小さい試料の場合測定誤差が大きくなるので定量的な判定

の指標とはせず、判定のときに、 Ba、La、Ceのビークの高さとともに、定性的に原材産地を判定

する指標として用いる。
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図 1 花仙山産碧玉原石の蛍光X線スペクトル

碧玉の原産地と原石の分析結果

分析した碧玉原石の原産地を図 2に示す。猿八原産地は、 (1)新潟県佐渡郡畑野町猿八地区で、産出

する原石は、地元で青王とよばれている緑色系の石で、良質なものは割れ面がガラス光沢を示し、質

の良くないものは光沢の少ないグリーンタフ的なものである。産出量は豊富であったらしく採石跡が

何ケ所か見られ、分析した原石は猿八の各地点から表採したものおよび地元で提供された原石などで、

提供されたものの中には露頭から得られたものがありグリーンタフ層の間に約 7cm幅の良質の碧至層

が挟まれた原石であった。分析した原石の比重と個数は、比重が2.6-2.5の間のものは31個、 2.5-

2.4の間は 5個の合計36個で、この中には、茶色の碧玉も 2個含まれている。原石の比重が2.6--2.3

の範囲で違っても、碧玉の色が茶色、緑色、また、茶系色と緑系色の縞があるなど、多少色の違いが

あっても組成上には反映されていない。出雲の花仙山は近世まで採掘が行われた原産地で、所在地は

(2)島根県八束郡玉湯町玉造温泉地域である。産出する原石は濃緑色から緑色の緻密で、剥離面が光沢

をもつ良質の碧玉から淡緑色から淡白色などいろいろで、硬度が低そうなグリーンタフの様な原石も
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見られる。良質な原石の比重は2.5以上あり、質が悪くなるにしたがって比重は連続的に2.2まで低く

なる。分析した原石は、比重が2.619-2.600の間のものは10個、 2.599-2.500は18個、 2.499-2. 400 

は7個、 2.399-2. 300は11個、 2.299-2 .200は11個、 2.199-2.104は3個の合計60個である。比重か

ら考えると碧至からグリーンタフまでの領域が分析されている。花仙山産原石は色の違い、比重の違

いによる紺成の差はみられなかった。玉谷原産地は、 (3)兵庫県豊岡市辻、日高町玉谷地域で産出する

碧玉の色、石質などは肉眼では花仙山産の原石と全く区別がつかない。また、原石の中には緑系色に

茶系色が混じるものもみられ、これは佐渡猿八産原石の同質のものに非常によく似ている。比重も

2.6以上あり、質は花仙山産、佐渡猿八産原石より優れた感じのものもみられる。この様な良質の碧

玉の採取は、産出量も少ないことから長時間をかけて注意深く行う必要がある。分析した原石は、比

重が2.644-2. 600は23個、 2. 599 -2 . 589は4個の合計27個で、玉谷産原石は色の違いによる分析組成

の差はみられなかった。また、玉谷原石と一致する組成の原石は日高町八代谷、石井、アンラクなど

で採取できる。二俣原産地は(4)石川県金沢市二俣町地域で、原石は二俣川の河原で採取できる。二俣

川の源流は医王山であることから、露頭は医王山に存在する可能性がある。河原で見られる碧玉原石

は、大部分がグリーンタフ中に層状、レンズ状に非常に緻密な部分として見られる。分析した 4個の

原石の中で 3個は、同一塊から 3分割したもので、 1個は別の塊からのもので、前者の 3個の比重は、

2.42で後者は2.34である。元素組成は他の産地の組成と異なり区別できる。この 4個が二俣原産地か

ら産出する碧玉原石の特徴を代表しているかどうか、さらに分析数を増やす必要がある。細入村の産

地は(5)、富山県婦負郡細入村割山定座岩地区のグリーンタフの岩脈に団塊として緻密な濃緑の碧玉質

の部分が見られる。肉眼では、他の産地の碧玉と区別できず、また、出土する碧玉製の玉類とも非常

に似た石質である。しかし、比重が非常に軽く、分析した 8個は2.25-2.12で、この比重の値で他の

原産地と区別できる場合が多い。土岐原産地は(6)、愛知県土岐市地域で、赤色、黄色、緑色などが混

，
 

、....'/J ヽ

図2 碧玉の原産地および碧玉の様な緑色の石の産地
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じり合った原石が産出し、このうち緻密な光沢のよい濃緑で比重が2.62-2.60の原石を碧玉として11

個分析を行った。ここの原石は鉄の含有量が非常に大きく、カリウム含有量が小さいという特徴を持

ち、この元素比の値で他の原産地と区別できる。興部産地(7)北海道紋別郡西興部村の碧玉原石には鉄

の含有量が非常に高く、他の原産地と区別する指標になっている。また、比重が2.6以下のものはな

く遺物の産地を特定する指標として重要である。石戸の産地は(8)、兵庫県氷上郡山南町地区の安山岩

原石群名
分析 Al/Si K/Si Ca/K Ti/K K/Fe 

個数 ― X土 a X士a X土a X士a X士9

興 部 31 O.Oll士0.003・0.580士0.320 0.123士0.137 0.061士0.049 0.022士0.006

猿八 36 0.046士0.007 3.691土0.548 0.049士0.038 0.058士0.011 0.370士0.205

土，岐 11 0.010士0.001 0.404士0.229 0.090士0.074 0.057士0.035 0.027士0.007

玉谷 27 0.025士0.009 0.625士0.297 0.110士0.052 0.476士0.104 0.045士0.014

花仙山 1 27 0.019土0.004 0.909士0.437 0.171士0.108 0.222士0.098 0.059土0.019

花仙山 2 33 0.023士0.003 1.178士0.324 0.157士0.180 0.229士0.139 0.055士0.015

細入 8 0.019士0.003 0.534士0.284 0.991士0.386 0.372士0.125 0.031士0.008

俣 4 0.043士0.001 2.644土0.183 0.337士0.079 0.158士0.009 0.312土0.069

石戸 4 0.019士0.004 0.601士0.196 0.075士0.022 0.086士0.038 0.154士0.072
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
女代南遺物群 68 0.045士0.016 3.115士0.445 0.042土0.024 0.107士0.036 0.283士0.099

原石群名
分析 Rb/F~ Fe/Zr ・ Rb/Zr Sr /Zr Y /Zr 

個数 X士 (J X士a X土 a X士9 元土 6

興部 31 0.070士0.021174.08土124.916.990士13.44 0. 668士0.435 1.801士1.434

猿八 36 0.384士0.153 1.860士1.070 0.590土0.185 0.139士0.127 0.165士0.138

土岐 ll 0.091士0.02947.540士31.76 4 .. 074士2.784 0.271士0.323 0.269土0.265

玉谷 27 0.151士0:020 6.190士1.059 0.940土0.205 0.192士0.170 0.158士0.075

花仙山 1 27 0. 225士0.02810.633士3.616.2.345土0.693 0.476士0.192 0.098土0.052

花仙山 2 33 0. 219士0.02812.677士2.988 2.723士0.519 0.472士0.164 0.132士0.071

細入 8 0.073士0.02012.884士3.752 0.882士0.201 1.879士0.650 0.026士0.032

二俣 4 0.338士0.039 1.495士0.734 0.481士0.176 0.697士0.051 0.088土0.015

石戸 4 0.170士0.079 7.242土1.597 1.142士0.315 0.649士0.158 0.247士0.092
-----------------------――→ ー一---------------------------------------------------------------------------------------------------------女代南遺物群 68. 0.267士0.063 2.374土0.676 0.595士0.065 0.214士0.097 0.171士0.047

原石群名
分析 Mn/Fe Ti/Fe Nb/Zr 比重

個数 万士 (l x士〇 了士 (l X土 9

興 部 31 0.004士0.003 0.001士0.001 0.455士0.855 2.626士0.032

猿八 36 0.003士0.001 0.018士0.010 0.032士0.014 2.543士0.049

土岐 11 0.001士0.001 0.001士0.001 0.261士0.242 2.607士0.009

玉谷 27 0.006士0.003 0.016士0.003 0.054士0.021 2.619士0.014

花仙山 1 27 0.001士0.001 0.009士0.002 0.042士0.034 2.570士0.044

花仙山 2 33 0.001土0.001 0.009士0.004 0.035士0.025 2.308士0.079

細入 8 0.003士0.002 0.008士0.002 0.021士0.344 2.169士0.039

俣 4 0.007士0.002 0.043士0.010 0.043士0.023 2.440士0.091

石戸 4 0.007士0.001 0.009士0.002 0.227土0.089 2.598士0.008
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------
女代南遺物群 68 0.011士0.004 0.026士0.009 0.034士0.016 2.554士0.019

x: 平均値、 (J : 標準偏差値

女代南遺物群：女代南遺跡（豊岡市）で使用されている原石産地不明の玉原材料で作った群

表 1 各碧玉の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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に脈岩として採取されるが産出量は非常に少ない。元素組成から他の産地の碧至と区別できる。

これら原石を原産地ごとに統計処理を行い元素比の平均値と標準偏差値をもとめて母集団を作り表

1に示す。各母集団に原産地名を付けて、その産地の原石群、例えば花仙山群と呼ぶ。花仙山群は比

重によって 2個の群に分けて表に示したが比重は異なっても組成に大きな違いはみられない。した

がって、統計処理は一緒にして行い、花仙山群として取り扱った。原石群とは異なるが、豊岡市女代

南遺跡で主体的に使用されている碧玉製の王の原材料で原産地は不明の遺物が出土している。同質の

材料で作られた可能性がある玉類は北陸、近畿、中国地方に分布しているらしい。この分布範囲を明

らかにし、原石産地を探索すると言う目的で女代南遺物群として原石群と同じように使用する。

この他、鳥取県の福部村たねが池、鳥取市つづらお岬などの自然露頭からの原石を 4個分析した。

比重は2.6以上あり元素比組成は、興部、玉谷、士岐石に似るが、他の原産地の原石とは組成で区別

される。また、緑系の原石ではない。

南溝手遺跡出上の玉材石片と国内産碧玉原材との比較

遺跡から出土した玉類は表面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非破壊分析で行っている。

遺物の原材産地の同定をするために、 (1)蛍光X線法で求めた原石群と碧玉製遺物の分析結果を数理

統計の手法を用いて比較をする定量的な判定法で行なう。 (2)また、 ESR分析法により各産地の原石

の信号と遺物のそれを比較して、似た信号の原石の産地の原材であると推測する方法も応用した。

蛍光X線法による産地分析

これら遺物の蛍光X線分析の結果（図 3、4)およぴ比重 (2.372、2.357) から原材料はグリーン

タフ系の岩石として分類した。これら遺物の元素組成比およぴ比重の結果を表 2に示した。原石の数

が多く分布された原産地については、数理統計のマハラノビスの距離を求めて行うホテリングT2検
(8) 

定により同定を行い結果を表 3に示した。土岐、二俣、細入、石戸原産地は統計処理できるだけの原

石の分析数が用意されていないが元素組成からこれらの産地の原石でないと推定された。また興部産

地でないことは鉄の含有量から証明できる。比重の軽いグリーンタフ様の玉材は花仙山産原産地から

採取でき、これらグリーンタフ原石の元素比組成は花仙山産碧玉と一致するため、比重の重い碧玉で

つくられた原石群とグリーンタフ製の遺物を比較することには意味があり、一致した碧玉産地から採

取されたグリーンタフ系玉材と推測できる。今回、分析した石片遺物の蛍光X線分析の結果から原石

産地は特定されなかった。これら遺物の電子スビン共鳴(ESR)分析から産地を特定することを試み

た。

ESR法による産地分析

ESR分析は碧玉原石に含有されているイオンとか、碧玉が自然界からの放射線を受けてできた色

中心などの常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用

した。 ESRの測定は、 Varian社の E-4型Xーバンドスペクトロメーターで行う。試料は完全な
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図3 DE区ーNo.55-33419、グリーンタフ製管玉の蛍光スペクトル
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図4 DE区ーNo.55-33420、グリーンタフ製管玉の蛍光X線スペクトル

分析番号
元 宇示 比

Al/Si K/Si Ca/K Ti/K K/Fe Rb/Fe Fe/Zr 

33419 .082 2.440 1.426 .699 .091 .189 1.744 

33420 .070 2.551 1.117 .677 .102 .249 1.323 

JG-1 "> .079 3.453 .754 .209 .131 .262 3.857 

分析番号
元 宇糸 比

重量 gr 比重
Sr/Zr Y/Zr Mn/Fe Ti/Fe Nb/Zr 

33419 6.224 .018 .006 .049 .000 0.325 2皇372

33420 5.741 .000 .006 .055 .024 0.297 2.357 

JG-1 1.302 .200 .022 .023 .064 

a) : 標準試料、 Ando,A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E. (1974). 

1974 compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG-1 granodiorite 

and JB-1 bas~lt. 
Geochemical J叫 rnal,Vol.8 175-192. 

表 2 南溝手遺跡出土の玉材石片の分析結果
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分析 碧玉製玉類蛍光X線分析法による帰属確率 I Es R 総合判定
遺物番号 I番号 興部群 玉谷群 花仙山群 猿八群 女代(B)群 信号形 原石産地

石片55-1133419 1x10-]4% 1x10-18% < 10-25% く10-25% く10-25% 不明 1形 l同じ原産地
~55-2 33420 く10-13% lXlO―11% <10-2s% く10-25% く10-25% ヶ の原石？

表 3 南溝手遺跡出土の玉材石片の原石産地結果

非破壊分析で、直径が11mm以下の管王なら分析は可能で、小さい物は胡麻粒大で分析できる場合があ

る。図 5-1のESRのスペグトルは、幅広く磁場掃引したときに得られた信号スペクトルで、 g値

が4.3の小さな信号 (I) は鉄イオンによる信号で、 g値が2付近の幅の広い信号 (II) と何本かの

幅の狭いピーク群からなる信号 (ID)で構成されている。図 5-1では、信号 (II) より信号 (ill)

の信号の高さが高く、図5-2、-3の二俣、細入原石ではこの高さが逆になっているため、原石産

地の判定の指標に利用できる。

今回分析した玉類の中で信号 (II)が信号 (ID) より小さい場合は、二俣、細入産でないといえる。

各原産地の原石の信号 (III) の信号の形は産地ごとに異同があり産地分析の指標となる。図 6-1に

花仙山、猿八、玉谷、土

工
↓ X ーパンド、

lOOK Hz、室温

磁場掃引： 0-8000 G 

卜-- ---
1000 G 

g = 4 .3 2. 68 2. 0 1.65 

細入産原石

図5 碧玉原石の ESRスペクトル（花仙山、玉谷、猿八、土岐）
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岐および図 6-2に興部、

石戸、八代谷ー 4、女代

(B)遺物群、八代谷の

各原石の代表的な信号

(ID) のスペクトルを示

す。分析した石片の信号

(ID) を図 7に示す。グ

リーンタフ系とした石片

の信号 (III) に一致する

原石産地の信号 (III) は

なく、遺物の原石産地を

特定できなかった。

結論

グリーンタフ系とした

玉材石片 2個のグリーン

タフ原産地は特定できな

かったが、蛍光X線分析、

ESRの両結果が一致す

るところから、同一個体

からの石片または不明の

共通の原産地からのそれ



ぞれの原石を入手していた可能性が推測される。
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付載 4 南溝手遺跡出土土器の赤色顔料について

福岡市埋蔵文化財センター＊ 田 光 子

宮内庁正倉院事務所 成；瀬i正：和l

南溝手遺跡で出土した縄文時代晩期の赤色塗彩の土器 1点の赤色顔料について顕微鍍観察と X線分析

（蛍光X線分析 ・X線回折）を行い、赤色顔科の種類や特徴を調壺した。墳墓出土例や土器・木器等

の彩色例に関する現在までの知見に寄れば、出土赤色物は鉱物質の顔料であり、酸化第 2鉄 Fe203

を主成分とするベンガラと、赤色硫化水銀HgSを主成分とする朱の 2種が用いられている。これ以外

に古代の赤色顔料としては、四三酸化鉛を主成分とする鉛丹があるが、出士例はまだ確認されていな

い。ここでは、これら三種類の赤色頻料を考えて調査を行った。分析結果及び推定される赤色顔料の

種類を表に示した。

試料

一般に丹塗磨研土器と呼ばれる焼成前塗彩の赤彩の残りは良好であるが、縄文時代の赤彩の多くや

弥生時代前期の彩文土器は焼成後塗彩のため、土器の赤色塗彩の残り具合いはその埋蔵環境に大きく

左右される。試料の鉢形士器（第61図83) ば焼成後塗彩のため赤色部分（口縁端部外面）の残りは非

常に少ない。

顕微鏡観察

光学顕微鏡により透過光・反射光40-400倍で検鏡した。検鏡の目的は、赤色頻料の有無・状態・

種類を判断するものである。古代の三種の赤色顔料（朱、ベンガラ、鉛丹）は特に微粒のものが混在

していなければ、粒子の形状、色調等の違いから検鏡により見極めがつく。

土器片はそのままで落射光によ • 0-100倍で検鏡し、赤色顔料の有無、その種類、付着残存状態

を観察した。また、赤色部分から針先に付く程度の量を採取しプレパラートを作成し、透過光・落射

光40-400倍で検鏡した。

試料には漆塗膜の劣化した状態が観察され下層がベンガラで上層に朱粒子を認めた。ただし、断面

観察でないためベンガラの下にさらに赤色顔科あるいは赤色頻料を含まない漆の層があるかどうかは

不明である。また、ベンガラにはいわゆるパイプ状粒子と呼ばれている管状の粒子が含まれることが

あり、産地を示すものかと論議を呼んでいるが、今回の試料には見い出せなかった。

蛍光X線分析

赤色顔料の主成分元素の検出を目的として実施したもので、土器片そのものを測定試料とした。宮

内庁正倉院事務所設置の理学電機工業（樹製蛍光X線分析装置を用い、 X線管球；クロム対陰極、印加

電圧； 40 kv、印加電流； 20mA、分光結晶；フッ化リチウム、検出器；シンチレーション計数管、ゴ

ニオメーター走査範囲 (28) ; 10-65° の条件で行った。

試料には鉛が検出されなかったので、表には鉄と水銀の有無のみ記した。赤色顔料の主成分元素と

しては鉄と水銀が検出された。この他、・マンガン、ストロンチウム、ルビジウムなどの元素が検出さ
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れるが、それらはみな主として胎土部分に由来するものなので、省略した。但し土器資料では鉄は胎

士部分にも必ず含まれ、採取を行わない今回の分析では赤色顔料由来のものと区別は困難である。

X線回折

赤色の由来となる鉱物成分の検出を目的としたものである。宮内庁正倉院事務所設置の理学電機（樹

製文化財測定用 X線回折装置を用い、 X線管球；クロム対陰極、フィルター；バナジウム、印加電圧；

25 kV、印加電流； lOmA、検出器；シンチレーション計数管、発散および受光側スリット； 0.34°、

照射野制限マスク（通路幅）； 4 mm、ゴニオメーター走査範囲 (28) ; 30-66° の条件で行った。試

料は土器片そのものを測定試料とした。表には辰砂 (Cinnabar赤色硫化水銀）、赤鉄鉱 (Hematite

酸化第二鉄）の有無のみについて記した。赤色顔料の主成分鉱物として辰砂と赤鉄鉱は確認できな

かった。この他、石英、長石などが確認されたが、それは主として胎土部分あるいは混入土砂に由来

するものなので、やはり省略している。赤色顔料の付着量が少ないものについては、 X線回折では赤

色顔料に由来する鉱物が検出できない場合がある。

表 南溝手遺跡出土土器の赤色物の分析結果と推定される赤色顔料の種類

蛍光X線分析
試料

鉄 1 水銀

鉢形土器 I + ＋ 

まとめ

X線回折

赤含バ日三辰砂
顕微鏡観察 赤色顔料の種類 挿図

ベンガラ＋朱 (2層） I ベンガラ、朱 1第61図83

（＋は検出、ーは未検出）

X線回折により主成分鉱物は確認できなかったが、顕微鏡観察と蛍光X線分析の結果から、赤色顔

料の種類を推定した。

試料は赤色部分の残存している量（面積）は少ないが、異なる種類の赤色顔料である朱とベンガラが

層状に重なり塗膜のように観察できることから、赤漆塗りであると判断した。今回の調壺では表面観

察なのでベンガラの下にさらにベンガラあるいは朱が塗られているか、赤色顔料を含まない漆の層が

あるのかは不明であるが、現在までの調査例から考えると、おそらく漆の下塗りがあり、その上にベ

ンガラ、朱の順で塗り重ねられていたものと思われる。

今回調査の機会を頂きました岡山県古代吉備文化財センター平井勝氏、平井泰男氏に感謝致します。
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付載 5 岡山県南溝手遺跡における自然科学分析(1)

古環境研究所

南溝手遺跡のプラント・オパール分析

1 . はじめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸(Si02)が植物の細胞内に蓄積したものであり、植物が

枯死した後も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は植

物によりそれぞれ固有の形態的特徴を持っていることから、これを土壌中より検出してその組成や量

を明らかにすることで過去の植生環境の復元に役立てることができる。プラント・オパール（植物珪

酸体）分析と呼ばれるこの方法は、とくに埋蔵水田跡の確認や探査において極めて有効であり、これ

までに多くの実績をあげている。

ここでは、プラント・オパール分析を用いて、南溝手遺跡における稲作跡の探査を試みた結果につ

いて報告する。

2. 分析試料採取地点（付載 6. 図1)

試料番号 調査区 採取士層 時 期 試料番号 調査区 採取士層 時 期

No. 1 EN区 第277図 3層 古墳時代前期前葉 No.10 EN区 第277図22層 弥生時代前期

No. 2 EN区 第277図4層 弥生時代後期後葉 No.11 EN区 第277図23層 弥生時代前期

No. 3 EN区 第277図13層 弥生時代中期—後後期半 No.12 H 17区 第451図30層 弥生時代前期以前？

No. 4 EN区 第277図14層 弥生時代-f中妥期期後前半半 No.13 KY2区 第453図 1層 古墳時代前期前葉

No. 5 EN区 第277図16層 弥生時代中期期前～後半 No.14 KY2区 第453図 2層 弥生時代後期後葉？

No. 6 EN区 第277図17層 No.15 KY2区 第453図 3層 弥生時代中期～後後t期半

No. 7 EN区 第277図18層 No.16 H 16区 第508図43層 弥生時代後期後葉？

No. 8 EN区 第277図20層 弥生時代前期 No.17 H16区 第508図44層 弥生時代中期-後:{:妾期半

No. 9 EN区 第277図21層 弥生時代前期

3. 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法（藤原， 1976)」をもとに、

次の手順で行なった。

1) 試料土の絶乾(105℃ ・24時間）、仮比重測定

2) 試料土約 1gを秤醤、ガラスビーズ添加（直径約40μm, 約0.02g) 

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4) 超音波による分散(300W・42KHz・10分間）

5) 沈低法による微粒子 (20μm以下）除去、乾燥

6)封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成
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7)検鏡・計数

検鏡は、おもに機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール（以下、プラント・オパールと略す）

を同定の対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。なお、稲作跡の探査が主目的であるため、同定

および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族（ススキやチガヤなどが含まれる）、キビ族（ヒ

工などが含まれる）の主要な 5分類群に限定した。計数は、ガラスピーズ個数が400以上になるまで行

なった。これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 1g中のプラント・オパール個数（資料 1gぁたりのガラスビーズ個数

に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める）に換算して示した。

4. 分析結果

試料 1g中のプラント・オパール個数を表 1に示す。

(1) EN区

本地点では、試料No.1 -No.11の11点が採取された。これらすべてについて分析を行った結果、イ

ネは試料No.6を除く各試料から検出された。これらのうち、試料No.1、No.2、No.3、No.5では

高い密度である。ヨシ属は試料No.2、No.4、No.6、No.8、No.9、No.IO、No.11の各試料から検

出された。密度はいずれも低い値である。タケ亜科はすべての試料から比較的高い密度で検出された。

ウシクサ族は試料No.1、No.3、No.4、No.7、No.9の各試料から検出されたが、いずれも低い密

度である。キビ族は検出されなかった。

(2) H 17区

本地点では、試料No.12の 1点が採取された。分析の結果、検出されたプラント・オパールはタケ

亜科のみであった。密度は比較的高い値である。

(3) KY  2区

本地点では、試料No.13、No.14、No.15の 3点が採取された。分析の結果、イネはすべての試料か

ら検出された。密度はいずれも低い値である。ヨシ属は試料No.13とNo.15から検出されたが、いずれ

も低い密度である。タケ亜科はすべての試料から検出された。ウシクサ族とキビ族は検出されなかっ

た。

(4) H 16区

本地点では、試科No.16、No.17の2点が採取された。分析の結果、イネは両試料から検出されたが

いずれも低い密度である。ヨシ属は検出されなかった。タケ亜科は両試料から検出された。ウシクサ

族は試料No.17から検出されたが密度は低い値である。キビ族は検出されなかった。

5 . 考察

(1) 稲作の可能性について

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 1gあたりおよ

そ5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断して

いる。また、その層にプラント・オパール密度のビークが認められれば、上層から後代のものが混入

した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の

判断基準にもとづいて、各地点ごとに稲作の可能性について検討を行った。
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1) EN区

ここでは、試料No.6を除く各試料からイネのプラント・オパールが検出された。したがって、こ

れらの試料が採取された層準で稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、試料No.1、No.

2、No.3、No.5の各層準ではプラント・オパール密度が5,000個/g以上と高い値である。また、

試料No.9でも密度が4,100個/gと比較的高い値であり、明瞭なピークが認められた。したがって、

これらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。なお、試料No.11では密度が700個

/gと低い値であることから、上層あるいは他所からの混入の危険性も考えられる。

2) H 17区

試料No.12について分析を行ったが、イネのプラント・オパールは検出されなかった。したがって、

ここでも稲作が行われていた可能性は考えにくい。

3) KY 2区

試料No.13、No.14、No.15について分析を行ったところ、すべての試料からイネのプラント・オ

パールが検出された。プラント・オパール密度は300-1,200個/gといずれも低い値である。した

がって、これらの試料が採取された層準で稲作が行われていた可能性は考えられるが、他所からの混

入の危険性も否定できない。

4) H 16区

試料No.16、No.17について分析を行ったところ、両試料からイネのプラント・オパールが検出され

た。プラント・オパール密度は400個/gといずれも低いことから、これらの試料が採取された層準

で稲作が行われていた可能性は考えられるものの、他所からの混入の危険性も否定できない。

(2) 古環境の推定（図 4参照）

ネザサなどのタケ亜科植物は比較的乾いた士壊条件のところに生育し、ヨシは比較的湿った土壌条

件のところに生育している。このことから、両者の出現傾向を比較することによって、土層の堆積環

境（乾湿）を推定することができる。

本遺跡では、全体にタケ亜科が卓越しており、ヨシ属は比較的少量である。このことから、本調査

区一帯は、縄文時代後期より現在にいたるまで、比較的乾燥した土壌条件であったものと推定される。

6. まとめ

南溝手遺跡においてプラント・オパール分析を行い、稲作跡の探査を試みた。その結果、 EN区の

試料No.1、No.2、No.3、No.4、No.5、No.7、No.8、No.9、No.10の層準で稲作が行われてい

た可能性が認められた。とくに、 EN区の試料No.1、No.2、No.3、No.5、No.9の層準ではその

可能性が高いと判断された。
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杉山真二•藤原宏志 (1987) 「川口市赤山陣屋跡遺跡におけるプラント・オパール分析。赤山一古環境編ー」「川

口市遺跡調査会報告lOJ P 281-298. 

藤原宏志 (1976) 「プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)ー数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定誠分析法

ー」「考古学と自然科学 9J P 15-29; 

藤原宏志 (1979)「プラント・オパール分析法の基礎的研究(3)ー福岡・板付遺跡（夜臼式）水田および群馬 ・B
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高遺跡（弥生時代）水田におけるイネ (0.satiba L.)生産総塁の推定ー」「考古学と自然科学12」P29-41. 
藤原宏志・杉山真二 (1984)「プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)ープラント・オパール分析による水田

址の探査ー」「考古学と自然科学17J P 17-85. 

表 1 プラント・オパール分析結果

EN区地点

試科名 深さ 層厚 仮比重 イネ （籾総量） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族
cm cm 個/g t /lOa 個/g 個/g 個/g 個/g

1 96 8 1.00 7,300 6.02 

゜
9,200 600 

゜2 104 10 1.00 15,100 15.63 1,500 6,300 

゜゜3 114 6 1.00 11,700 7.28 

゜
10,300 700 

゜4 120 10 1.00 4,000 4.19 1,600 11,300 800 

゜5 130 10 1.00 5,000 5.20 

゜
8,400 

゜゜6 140 7 1.00 

゜
0.00 600 16,500 

゜
り

7 147 11 1.00 1,900 2.20 

゜
19,400 900 

゜8 158 10 1.00 2,600 2.71 800 11,300 

゜゜， 168 8 1.00 4,100 3.44 2,500 8,300 800 

゜10 176 15 1.00 1,700 2.67 3,400 8,600 

゜゜11 191 26 1.00 700 2.00 2,200 14,100 

゜゜
H17区地点

試料名 深さ 層厚 仮比重 イネ （様総量） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族
cm cm 個/g t /IO a 個/g 個/g 個/g 個/g

12 200 14 1.00 

゜
0.00 

゜
21,000 

゜゜
KY2区地点

試料名 深さ 層厚 仮比重 イネ （靱総量） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族
cm cm 個/g t /10 a 個/g 個/g 個/g 個/g

13 44 8 1.00 1,200 1.01 800 3,600 

゜゜14 52 10 1.00 700 0.73 

゜
1,400 

゜゜15 62 11 1.00 300 0.39 300 6,800 

゜゜
Hl6区地点

試料名 深さ 層厚 仮比重 イネ （籾総量） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族
cm cm 個/g t /IO a 個/g 個/g 個/g 個/g

16 90 10 1.00 400 0.47 

゜
7,300 

゜゜17 100 7 1.00 400 0.31 

゜
8,100 400 

゜
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付載 6 岡山県南溝手遺跡における自然科学的分析調在(2)

古環境研究所

南溝手遺跡のプラント・オパール分析

1 . はじめに

この調査は、プラント・オパール分析を用いて、南溝手遺跡における稲作跡の探査を行ったもので

ある。

2 . 分析試料採取地点（図 1)

試料番号 調査区 採取土層 時 期 試料番号 調査区 採取土層 時 期

No.18 H 15区 第 26図10層 縄文時代後期後葉 No.21 H 17区 第451図23層

~o.19 J 0区 第 93図15層 縄文時代晩期中葉 No.22 H 17区 第451図24層 弥生時代前期後半

No.20 Hl7区 第451図22層 弥生時代中期前半 ～中期前半

～後期前半 No.23 Ii 17区 第451図25層

3 . 分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法（藤原， 1976)」をもとに、

次の手順で行った。

(1) 試料土の絶乾(105℃ ・24時間）

(2) 試料土約 1gを秤量、ガラスビーズ添加（直径約40μm、約0.02g) 

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

(3) 電気炉灰化法による脱有機物処理

(4) 超音波による分散 (300W• 42 kHz・10分間）

(5) 沈低法による微粒子(20μm以下）除去、乾燥

(6) 封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成

(7) 検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール（以下、プラント・オパールと略す）をおも

な対象とし、 400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が300以上になるまで行った。

これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する。試料 1gぁたりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて、試料 1g中のプラント・オパール個数を

求めた。

4. 分析結果

プラント・オパール分析の結果を表2に示す。なお、稲作跡の探査が主目的であるため、同定およ

ぴ定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族（ススキやチガヤなどが含まれる）、キビ族（ヒエな

どが含まれる）の主要な 5分類群に限定した。
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5. 考察

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、イネのプラント・オパールが試料 1gぁたりおよそ

5,000個以上と多量に検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。

また、当該層にプラント・オパール密度のビークが認められれば、上層から後代のものが混入した危

険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基

準にもとづいて、稲作の可能性について検討を行った。

H15区西壁、 J0区河道、 H17区北壁の各地点で採取された試科について分析を行った。その結果、

H17区北壁地点の試料No.20と試料No.22の 2試料からイネのプラント・オパールが検出された。この

うち、前者ではプラント・オパール密度が4,000個/gと比較的高い値であることから、稲作が行わ

れていた可能性が高いと考えられる。後者では密度は700個/gと低い値であるが、直上の試料No.21

からはまったく検出されないことから、上層から後代のプラント・オパールが混入した危険性は考え

にくい。したがって、試料No20の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考

えられる。

その他の地点では、イネのプラント・オパールは検出されなかった。

6. まとめ

南溝手遺跡で採取された試料について、プラント・オパール分析を行った。その結果、 Hl7区北壁

地点の試料No.20と試料No.23の時期において稲作が行われていた可能性が認められた。なお、縄文時

代後晩期とされる試料からはイネのプラント・オパールは検出されなかった。

参考文献

杉山真二• 藤原宏志 (1987) 「川口市赤山陣屋敷跡遺跡におけるプラント・オパール分析．赤山一古環境編ー」

I川口市遺跡調査会報告lOJ P 281-298. 

藤原宏志 (1976)「プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法

ー」「考古学と自然科学 9J P 15-29. 

藤原宏志 (1979) 「プラント・オパール分析法の基礎的研究(3)ー福岡・板付遺跡（夜臼式）水田および群馬・日

高遺跡（弥生時代）水田におけるイネ (0.sa.tiva L.)生産総量の推定ー」「考古学と自然科学12J P 29-41. 

藤原宏志• 杉山真二 (1984)「プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)ープラント・オパール分析による水田

址の探査一」「考古学と自然科学17J P 73-85. 
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表 2 プラント・オバール分析結果

H 15区西陪地点

試科名 深さ層厚 仮比貨 イネ （籾総猜） ヨシI戎 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

cm cm 個/g t /lOa 個/g 個/g 個/g 個/g

Nol8 108 52 1.00 

゜
0.00 400 18.600 400 

゜
J 0区河道 2

試科名深さ層厚 仮比重 イネ （籾総整） ヨシ屈 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

cm cm 個/g t /IO a 個/g 個/g 個/g 個/g
No19 135 25 1.00 

゜
0.00 

゜
17,500 

゜゜
H 17区北岐地点

試料名 深さ層厚 仮比重 イネ （籾総聾） ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

cm cm 個/g t /IO a 個/J 個/g 個/g 個/g
No20 103 20 1.00 4,000 8.24 

゜
12.000 

゜゜No21 123 8 1.00 

゜
0.00 

゜
16,700 

゜゜No22 131 12 1.00 700 0.87 700 14.700 700 

゜No23 143 11 1.00 

゜
0.00 

゜
25,200 

゜゜
I 

!! 

‘̀ 

100● 
疇
｀

図 1 プラント ・オパール分析試料採取地点図 (1/2500)
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試料 2 イ ネ

試料10 ヨ シ属

試料20 イ ネ`

試料22 タケ亜科 （クマザサ属）

試料9 イ

試料20 イ

ネ

ネ`

試料20 イネ（側面）

試料22 タケ亜科

植物珪酸体 （プラン ト・オバール）の顕微鏡写真
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第11表竪穴住居一覧表

番 規模cm 床面 主柱 中央穴 焼土 壁体
平面形

（長軸X短軸） 積m2 穴数 面 溝
時 期

万ロ 形 規模cm 深さcm

1 円 788X 6 楕円 76X54 25 

゜
無 弥生時代前期中葉

2 円 595X (3) 円 75X74 42 2 価..、 弥生時代前期前葉ー中葉

3 （長楕円） (1050) X (950) (77) 6+-+8 楕円 80X67 30 3 細.. , 弥生時代前期前葉～中葉

4 円 278X275 (6) 2 不整円 40X38 8 

゜
無 弥生時代前期

5 円 299X297 6.7 2 円 43X40 13 

゜
無 弥生時代後期前葉

6 円 282X280 5.9 楕円 48X40 19 1 有 弥生時代後期

7 4→6 ‘不整円 147X 122 45 2 弥生時代中期後葉

8 隅丸方 398X390 13.7 4 楕円 85X53 21 1 有 弥生時代中期後葉

， （隅丸方） (650) X (550) 4+2 隅丸方 62X54 29 

゜
弥生時代中期後葉

第12表建物一覧表

番 規模 柱間距離 桁行 梁間 面積 柱穴
期

（間） 梁cm 形状
時

方に 桁cm cm cm m 2 

1 5X2 80-177 180-198 650-680 314 25.0 円 弥生時代前期

2 lXl 318-350 253-266 318-350 253-266 9.5 楕円 弥生時代中期後葉

3 lXl 427-445 318~325 427~445 318-325 13.9 楕円 弥生時代後期前葉

4 lXl 408-427 305 408-427 305 12.7 楕円 弥生時代後期

5 lXl 214-215 198-200 214-215 198~200 4.3 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

6 lXl 204-208 196 204-208 196 4.0 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

7 3X 122-160 122-160 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

8 lXl 333~344 254-260 338-344 254-260 8.9 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

， lXl 364 249-254 364 249-254 8.7 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

10 lXl 308-320 249-254 308-320 249-254 7.9 円 弥生時代中期後葉

11 lXl 375-396 302-304 375-396 302-304 11. 7 円 弥生時代中期後葉

12 lXl 448-470 288-294 448-470 288-294 13.3 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

13 lXl 329-343 252-260 329-343 252-260 8.6 円 弥生時代後期前葉

14 lXl 218-228 202-225 218-228 202-225 4.7 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

15 lXl 172-180 172-176 172-180 172-176 3.0 円 弥生時代中期後葉ー後期前葉

16 lXl 207-210 198-216 207-210 198-216 4.3 円 弥生時代中期後葉ー後期前葉

17 (2Xl) 140-164 160 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

18 lXl 273 200 273 200 6.0 楕円 弥生時代中期後葉

19 lXl 370-380 217-240 370-380 217~240 8.5 楕円 弥生時代中期後葉～後期前葉

20 4X2 128-150 147-155 553-557 300 16.7 円 弥生時代中期後葉ー後期前葉

21 lXl 359-360 249-250 359-360 249-250 9.0 円 弥生時代中期後葉ー後期前葉

22 lXl 297-300 185~203 297-300 185-203 5.8 楕円 弥生時代中期後葉ー後期前葉

23 2Xl 288-310 139-178 288-310 285-328 8.8-9.5 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

24 lXl 154-168 160 154-168 160 2.6 円 弥生時代中期中葉～後期

25 lXl 150-156 141-152 150~156 141-152 2.2 円 弥生時代中期中葉～後期

26 lXl 184ー189 184-191 184-189 184-191 3.5 円 弥生時代中期中葉～後期
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番 規模 柱間距離 I 桁行 梁間 面積 柱穴
期時

号 （間） 桁cm ォ泣cm CIIl cm m 2 形状

27 (lX 1) 158 339 158 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

28 (lX 1) 136 271 136 円 弥生時代中期後葉～後期前葉

29 2Xl 214-252 239-301 455 300 13.6 円 弥生時代後期前葉

30 3Xl 134-169 294-306 456-464 294-306 13.8 円 弥生時代中ー後期

31 2Xl 256-270 326 526 326 17.1 円 弥生時代後期前葉

32 2Xl 220-242 254-318 455-462 254-318 13.7 円 弥生時代中ー後期

33 3X 166-226 606 円 弥生時代中期後葉

34 3X2 198-254 171-184 650-654 355 23.1 円 弥生時代中期後葉

35 lXl 297-298 272-274 297-298 272-274 8.1 円 弥生時代中期後葉

36 3X2 140-225 153-177 508-~528 320-335 16.9 円 弥生時代中期後葉

37 Xl 238 238 円 弥生時代中期後葉

38 Xl 192 192 円 弥生時代中期後葉

39 lXl 266~275 219~221 266-275 219-221 6.0 楕円 弥生時代中期後葉

40 3Xl 145-183 313-318 490 313-318 15.4 円 弥生時代中期後葉

41 lXl 288-298 288-298 288-298 288-298 5.9 円 弥生時代中期後葉

42 3Xl 214-266 398-410 713-718 398-410 28.9 円 平安時代

43 2Xl 128-140 264-283 166-174 264-283 4.7 円 平安時代

44 2Xl 190-200 264-276 389 264-276 10.5 円 古代

45 2Xl 207-229 294-300 419-439 294-300 12.7 円 中世

46 2Xl 192-226 209-223 418-422 209-223 9.1 円 中世

47 3X2 200-300 163-180 780 340-352 27.8 円 古代末～中世

48 2Xl 210-230 145-158 439 円 古代末～中世

49 2Xl 162-166 205-208 325 205-208 6.7 円 鎌倉時代

50 2X2 186-248 143-168 410-453 300-310 13.6 円 近世

第13表井戸一覧表

番号 平面形 長軸X短軸cm 深さcm 底海抜高m 時 期

I 円 lOOX 100 132 7.36 弥生時代後期前葉

2 楕円 106X94 105 7.58 弥生時代後期前葉

3 円 95X92 75 7.75 弥生時代後期末葉

4 不整円 193Xl82 130 7.02 弥生時代中期後葉

5 円 117X103 131 6.98 弥生時代中期後葉

6 不整円 224X204 108 7.43 弥生時代後期前葉

7 不整円 171 X 169 115 6.95 弥生時代中期後葉

8 円 180X169 166 6.5 弥生時代後期前葉， 隅丸方 122Xl09 120以上 7.1以下 古墳時代前期中葉

10 隅丸方 60X50 78 7.56 古墳時代前期中葉

11 不整円 90X85 86 7.47 古墳時代前期中葉

12 楕円 85X75 47 7.86 古墳時代前期中葉

13 隅丸方 94X93 130以上 7.0以下 古墳時代前期前葉
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第14表石器•石製品一覧表
番号 出土地点 器 種 型式 石材 残存中 長さ 輻 ,rtみ 重益 備 考

1 第1次確認調査 石鏃 I a サヌカイト 完 22 5 15,5 5.1 1.5 

2 窮］次確認調査 石錐 サヌカイト 欠 26 0 14.0 3 2 0.9 

3 第1次確認調査 石錐 I サヌカイト p 心 41 0 21.0 7 5 6.3 

4 第1次確認調査 楔形石器 II a サヌカイト 完 認 .5 26.0 6鳥8 5.1 

5 第1次確認調査 楔形石器 II a サスカイト 欠 24.0 61 0 12.0 23.6 

6 第1次確認調査 打製石包丁 サヌカイト 完 91 0 58.5 15 5 99.3 磨耗有

7 縄文時代後期 石鏃 サスカイト 欠 38.5 19.5 3 4 2.1 

8 縄文時代後期 スクレイパー N サヌカイト 完 76.5 40.5 16.5 30.6 ， 土漿 1 スクレイバー I b サヌカイト 完 76.0 82.5 15.4 116.2 

10 士漿 7 スクレイパー I a サヌカイト 完 84.5 82鼻5 14 .0 73.4 

11 土戦 7 スクレイパー I a サヌカイト 欠 104.5 153.0 20、0 311 9 

12 ±樅17 石鏃 II a サスカイト 完 19.0 12.0 2.2 0 6 

13 土壊23 石鏃 Ill サヌカイト 完 19.0 13.0 2.7 0 5 

14 土城23 スクレイパー I b 頁岩 欠 49.0 32.0 5.5 10.9 表面磨耗

15 士寂23 石錐 II サヌカイト 完 70.0 31會゜
18.0 15 9 

16 土戦23 スクレイバー III サヌカイト 完 36.0 74.0 13.0 42.1 

17 土器溜り 1及ぴその周辺 スクレイパー I b サヌカイト 欠 206.5 90.0 18.5 352 7 

18 土器溜り 1及びその周辺 核→スクレイバー I? サヌカイト 欠 170.0 121.0 24.0 432.2 

19 土器溜り 1及びその周辺 打製石鍬 サヌカイト 欠 96.0 64鼻。 28.3 164 5 基部のみ

20 土器溜り 1及びその周辺 庖製石斧 砂岩 欠 66.3 57.4 23.l 146.0 甚部のみ

21 土器溜り 1及びその周辺 敲石 紛岩 完 110.6 83.8 48.5 681 1 

22 河迫 l 石鏃 TI b サヌカイト 欠 36.0 23 5 4.0 2.3 

23 河道］ 石錐 I ? サヌカイト 欠 19.0 9 0 2.5 0.3 

24 河道 1 石錐 m サヌカイト 完 51.5 14 0 5.0 3.8 

25 河道 l スクレイバー？ I b サヌカイト 完 35.0 49 5 18 0 35.9 

26 河道 1 スクレイパー？ I b サヌカイト 完 60.0 51.0 13 0 46.8 

27 河迫 1 スクレイバー？ I b サヌカイト 欠 48.0 58 0 16.0 41 6 

28 河道 1 スクレイパー？

＂ 
サヌカイト 完 57.0 38.0 10 0 20 6 

29 河道 1 楔形石器 I b サヌカイト 完 81.5 46.5 9.8 36.1 

30 河道］ 磨耗有剥片 サヌカイト 欠 24.0 38 5 8.0 5 1 線条痕、光沢有

31 河道 1 スクレイパー TI サヌカイト 完 85 0 49.5 9.5 41.2 

32 河道 1 R. F サヌカイト 完 52.0 34.0 6 0 7.8 

33 河道 1 打製石包丁？ サヌカイト 欠 43 5 36.5 6.3 8.8 

34 河道 1 打製石包T サヌカイト 欠 41.0 43.5 6.0 10.8 磨耗有

35 河道 1 打製石鍬 I 安山岩 完 106.0 54鼻。 15.0 88.6 磨耗有

36 河道 1 打製石淑 II サヌカイト 欠 116.5 47.0 18.0 123.5 側片研磨

37 河道 1 石鏃 Va サヌカイト 完 29鼻。 12.5 4.5 1.3 

38 河道 1 楔形石器 I a サヌカイト 欠 46.0 30.0 12.0 17會8

39 河道 1 楔形石器 I b サヌカイト 欠 63.5 33 5 6.0 14.4 

40 河道 1 スクレイパー II サヌカイト 完 43.0 38 5 7.5 13 1 

41 河道 1 磨耗有紺l片 サヌカイト 完？ 37.0 25.0 5 0 5.8 磨耗、線条痕有

42 河道 1 スクレイパー I b サヌカイト 欠 89.0 42.0 8.5 33.6 

43 河道 1 打製石鍬 I 流紋岩 欠 158.0 66.5 23 0 264.7 

44 河道 1 敲石 I a 安山岩 欠 63 0 90.l 49 4 336 0 

45 河道 2 石鏃 I a サヌカイト 欠 22.5 22.0 3 5 1.6 

46 河道 2 石鏃 II a サヌカイト 欠 24 0 16.0 3.2 0.9 

47 河道 2 石鏃 I a サヌカイト 完 31.5 19.5 4.1 1.9 

48 河道 2 楔形石器 I a サヌカイト 完 44.0 23.0 9 4 12.4 

49 河道 2 スクレイパー 1V サヌカイト 完 11.0 58.0 8.6 48.2 磨耗有

50 河道 2 石錘 I a 安山岩 完 79.4 61 9 13.8 99.8 

51 河道 2 石錘？ I a 石英斑岩 完 136.7 99 3 64.6 1155.2 研磨面有

52 第1低位部及ぴ第 1微高地 石錐 I サヌカイト 欠 32.5 12.5 4.2 l 3 

53 第 1低位邪及び第 1微高地 石錐 I サヌカイト 完 41 0 17.5 4.8 2.8 

54 第I低位部及ぴ第 I微高地 楔形石器 I a サヌカイト 完 28.0 19.5 6.1 3 5 

55 第 1低位部及び第 1微高地 楔形石器？ IT a サヌカイト 完 43.0 28.0 12 0 16.9 

56 第 1低位部及ぴ第 1微高地 スクレイパー Il サヌカイト 欠 3-3-.5 31.0 7.6 6.9 

57 第 1低位部及び第 1微高地 スクレイパー

＂ 
サヌカイト 完 85.5 60.0 10.5 34.2 

58 第1低位部及び第 1微高地 打製石鍬 II 流紋岩 欠 80.0 50.0 10.0 54.9 

59 第1低位部及ぴ第 1徴高地 打製石鍬 I サヌカイト 欠 82.5 45.5 12.5 53.1 

60 第1低位部及び第 1徴高地 石斧未製品？ 砂岩 欠 88.9 72 0 35.2 342.5 

61 第1低位部及び第 1徴高地 岐石 砂岩 欠 111.2 81.1 44.1 560.0 

62 第 1低f立部及び第 1徴高地 石鏃 Na サヌカイト 完 20.5 17.5 4.5 1 5 

63 第 1低位部及び第 1微高地 スクレイパー→石錐 II サヌカイト 完 54.0 30.0 7.0 11.4 

64 第 l低位部及び第 1微高地 スクレイバー？ II b サヌカイト 完 32.0 24.0 7 0 6.7 

65 第 l低位部及び第 1微高地 スクレイバー III サヌカイト 欠 50.0 30.0 6.0 12 3 

66 第 1低位部及び第 1微高地 スクレイパー I b サヌカイト 欠 81.0 54.0 14.1 53.1 

67 第l低位部及び第）微高地 スクレイバー I a サヌカイト 完 93.0 69.0 14.0 106.5 

68 第 1低位部及び第 1徴高地 スクレイパー I b サヌカイト 完 83 5 50.0 15.0 58.7 

69 第 1低位部及び第 l微高地 スクレイバー I a サヌカイト 完 40.0 22.5 17 .0 9.6 

70 第 1低位祁及び第 1徴高地 石核？ サヌカイト 欠 - 103.5 87.0 18.0 175.9 

71 第1低位部及び第 1微高地 スクレイバー？ II サヌカイト 完 87.0 90.5 19 ol 139.J 

72 第1低位部及び第 1微高地 核→スクレイパー I a サヌカイト 欠 104.0 76 5 糾 .0 185.6 

73 第1低位部及び第 1徴高地 R F サヌカイト 欠 65.5 42.5 6.3 17 .1 

74 第1低位部及び第 1徴高地 磨耗有剥片 サヌカイト 完 37.0 56.0 6.0 15.6 線条痕有

75 第2徴高地（西） 磨製石斧 流紋岩 完 69.] 34會5 11.0 43.1 使いべり有

76 第2微高地（西） 敲石 安山岩 欠 69.4 58.4 49.3 360.5 
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番号 出土地点 器 極 型式 石材 残存率 長さ 幅 厚み 重益 備 考
77 第 2徴窃地（西） 凹み石兼敲石 細粒砂岩 完 92.4 78.5 42.S: 421.0 研磨面有
78 第 2徴謁地（西） 敲石 砂岩 完 142.3 66.8 42 9 525.0 
79 第 2徴高地（西） 石鏃 I a サヌカイト 欠 20.0 14.5 3 0 0.8 
80 第 21:i高地（西） 石鏃 I¥'a サヌカイト 完 37.0 15鼻。 3 5 2.2 
81 第 2微底地（西） 製形石器 I a サヌカイト 完 24.5 4l.O 12.0 14 3 
82 第 2微高地（西） 楔形石器

＂ 
サヌカイト 欠 41.0 40.5 9.0 16.6 

83 第 2徴為地（西） 石錐 ]] サヌカイト 完 54.0 46.5 4 5 14.5 
糾 第 2微高地（西） 石錐 I¥「 サヌカイト 完 76.0 24.5 11 5 26疇8
85 第 2徴窃地（西） スクレイパー I a サヌカイト 完 55.5 35.0 10.0 17.6 
86 第 2徴応地（西） スクレイパー w サヌカイト 完 80 0 46.0 6.5 19.8 
87 第 2徴高地（西） スクレイパー N サヌカイト 完 103 0 55.0 14.2 79.6 
認 第 2徴高地（西） 打製石鍬 II 頁岩 欠 123 5 49.0 13.5 104.9 
89 第 2微高地（西） 石梢？ サヌカイト 欠 57 5 24.5 7.8 12.0 I 
90 第 2微高地（西） スクレイバー I a サヌカイト 完 234 0 175.5 49.0 1720.3 
91 第 2微硲地（西） 超石薬敲石 石英斑岩 ク元• 113.0 99.0 64 0 1067.4 
92 第 3低位部 打製石鍬 I 流紋岩 完 108.0 42.0 19鼻。 102 1 磨耗有
93 竪穴住居 l 楔形石器 1 a サヌカイト 完 27.5 14 0 5.2 2 2 
94 竪穴住居 l 楔形石器 I a サヌカイト ~元- 13.5 37.0 9.0 5.6 
95 竪穴住居 1 楔形石器 I a サヌカイト 完 20.0 17 0 7.2 2.7 
96 竪穴住居 2 スクレイバー I a サヌカイト 完 53.0 49.5 7.3 18 7 
97 竪穴住居 2 スクレイパー N サヌカイト 欠 60.5 48.5 5.7 15.3 
98 竪穴住居 2 R. F サヌカイト 欠 71.5 55.0 13.8 42.3 
99 竪穴住居 2 石核？（板状素材） サヌカイト 完 102.5 105.0 20 8 172.9 
JOO 竪穴住居 2 スクレイパー I b サヌカイト 欠 98.0 66.0 22,2 146 .1 
101 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 欠 14.0 14.0 2.8 0.5 
102 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 欠 17 5 17.0 3.8 0.8 
103 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 完 20.0 13.5 2.2 0.4 
104 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 完 21鼻5 11,5 2.6 0.7 
105 竪穴住居 2 石鏃 I b サヌカイト 欠 25.0 19 0 2.7 LI 
106 竪穴住居 2 石鏃 IT a サヌカイト 欠 12.0 10.0 2.4 0.2 
107 竪穴住居 2 石鋲 IT a サヌカイト 欠 ]5.5 12.0 2 6 0 4 
108 竪穴住居 2 石鏃 I] a サヌカイト 完 21 0 13.0 2.8 0 7 
109 竪穴住居 2 石線 n a サヌカイト 欠 24.0 15.0 3.8 0 9 
110 登穴住居 2 石鏃 JI a サヌカイト 完 26.5 19.0 2.8 l.O 
lll 竪穴住居 2 石鏃 II b サヌカイト 欠 認.0 9.0 2.3 0.2 
112 竪穴住居 2 石鏃 II b サヌカイト 欠• 15.0 10.5 2.3 0.3 
113 竪穴住居 2 石鏃 Tib サヌカイト 欠 20.5 19.0 2.9 0.7 
114 竪穴住居 2 石鏃 TI b サヌカイト 欠 21 5 16.5 3.9 0 8 
115 竪穴住居 2 石鏃 ]] b サヌカイト 欠 21.5 18.0 3.8 0.8 
116 竪穴住居 2 石鏃 ]] b サヌカイト 完 22.5 14 5 3.3 0.8 
117 竪穴住居 2 石鏃 ]] b サヌカイト 欠 25 0 15.5 3.7 0.9 
118 竪穴住居 2 石鏃 II b サヌカイト 完 24 5 16.0 2.8 0.9 
119 竪穴住居 2 石鏃 ¥I a サヌカイト 欠 24.5 18.5 4.0 1.2 
120 竪穴住居 2 石鏃 D b サヌカイト 欠 33.0 16.0 2.7 1.0 
121 竪穴住居 2 石鏃 a b サヌカイト 欠 16.0 11.0 2.0 0.3 
122 竪穴住居 2 石鏃 渭 a サヌカイト 完 17.0 13.5 2 4 0.3 
123 竪穴住居 2 石鏃 ¥H サヌカイト 欠 17.5 14.5 2,7 0 5 
124 竪穴住居 2 石鏃 渭b サヌカイト 欠 24.5 13.0 3.3 0.7 
125 竪穴住居 2 石鏃 ¥8 b サヌカイト 完 26 0 14.0 3.0 0.6 
126 竪穴住居 2 石鏃 浦a サヌカイト 欠 25 5 }7 .0 3.3 1.1 
127 竪穴住居 2 石鏃 Vb サヌカイト 欠 19.0 17 0 2.7 0.6 
128 竪穴住居 2 石鏃 ？ サヌカイト 欠 22.5 21 5 2.3 L2 
129 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 完 18.5 II. 5 2.6 0 6 
130 竪穴住居 2 石鏃 III サヌカイト 完 32.5 15.0 6.0 3.0 
131 竪穴住居 2 石錐 m サヌカイト 完 25.0 6.5 4 6 0.5 
132 竪穴住居 2 石錐 I ? サヌカイト 欠 27.0 10.5 3 8 1.2 
133 竪穴住居 2 石錐 m サヌカイト 完 25.0 7.0 3.2 0.6 
134 竪穴住居 2 石錐 I ? サヌカイト 欠 28.0 8.5 5.8 1.6 
135 竪穴住居 2 石錐 I ? サヌカイト ""' 元 30.0 17 .0 3.6 1.3 
136 竪穴住居 2 石錐 I サヌカイト 欠 25.5 15.0 3.6 1.2 
137 竪穴住居 2 石錐 I サヌカイト 欠 32.0 23.0 5.2 2.6 
138 竪穴住居 2 石錐 I サヌカイト 欠 36.0 16.5 5.8 1 9 
139 竪穴住居 2 石錐 I サヌカイト 欠 36.5 15.0 7.1 3.3 
140 竪穴住居 2 石錐 I サヌカイト 欠 51.5 13.0 4.5 2.1 
141 竪穴住居 2 石錐 I サヌカイト 欠 20.5 10、0 4.2 0.6 
142 竪穴住居 2 石錐 II サヌカイト 完 18.0 12.5 2.7 0.5 
143 竪穴住居 2 楔形石器 I a サヌカイト 完 14.5 18.0 5.2 1.7 
144 竪穴住居 2 楔形石器？ I a サヌカイト 欠 22.5 22.5 7.3 4.3 
145 竪穴住居 2 楔形石器？ I a サヌカイト 完 22.0 24.0 5.6 3.4 
146 竪穴住居 2 楔形石器 I a サヌカイト 完 36.0 23.5 6.5 5.6 
147 竪穴住居 2 楔形石器 OJ サヌカイト 完 43.5 30.0 10.2 14.2 
148 竪穴住居 2 楔形石器 m サヌカイト 完 48.5 39.5 12.0 23.J 
149 竪穴住居 2 スクレイパー？ I a サヌカイト 完 77.0 70 0 )3疇5 74.0 
150 竪穴住居 2 スクレイパー I a サヌカイト 完 54.0 73.0 10.5 47 9 
151 竪穴住居 2 打製石鋲 安山岩 欠 55 0 51 5 12.7 42.7 磨耗有
152 竪穴住居2 茄石 溶結凝灰岩 欠 45.4 78 2 46 0 217.0 
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番号 出土地点 器 種 型式 石材 残存率 長さ 幅 厚み 煎益 備 考

]53 竪穴住居 2 管玉 緑色凝灰岩 欠 8.5 7.8 6.9 0 54 

154 竪穴住居 2 管玉 緑色凝灰岩 欠 11.9 4.4 3.9 。.32
155 竪穴住居 2 剃片 緑色凝灰岩 20.5 10 4 8.1 1 30 

156 竪穴住居 2 剥片 緑色凝灰岩 14.6 16 9 5.5 1.21 

157 整穴住居 2 紺j片 緑色凝灰岩 19.9 10.1 3.3 0.89 

158 竪穴住居 2 剥片 緑色凝灰岩 13.1 6.9 3.9 0.39 

159 竪穴住居 2 紺J片 緑色凝灰岩 10.8 II. I 5.2 0.54 

160 竪穴住居 2 剥片 緑色凝灰岩， 16.6 17.1 3.0 1.07 

161 竪穴住居 2 剥片 緑色凝灰岩 21.1 25.9 9.9 3.95 

162 竪穴住居 2 刹片 緑色凝灰岩 13.4 12.6 5.9 0.99 

163 竪穴住居 2 剥片 緑色凝灰岩 14.3 18.4 6.2 1.53 

164 竪穴住居 2 紺l片 メノウ 22.7 4.8 2.5 0 36 

165 竪穴住居 2 錐？ メノウ 11.6 5.5 2.9 0 27 

166 竪穴住居 2 錐？ メノウ 9.2 2.3 2.8 0.08 

167 竪穴住居 2 錐？ メノウ 8.1 3.8 2.0 0.08 

168 竪穴住居 2 錐？ メノウ 8 0 3 7 2.3 0 07 

169 竪穴住居？ 錐？ メノウ 8 6 3 1 2 2 0 08 

170 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 完 19.0 10.5 2.8 0.4 

171 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 欠 20.0 13 5 2 .1 0.5 

172 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 欠 21.0 17 0 3 0 0.9 

173 竪穴住居 2 石鏃 I b サヌカイト e プC 21.0 15.5 2.8 0.6 

174 竪穴住居 2 石鏃 II a サヌカイト 完 17.0 10.5 2 8 0 3 

175 竪穴住居 2 石鏃 U a サヌカイト 完 18.5 11.0 2 2 0.4 

176 竪穴住居 2 石鏃 II a サヌカイト 欠 21.0 13.5 2會2 0.6 

177 竪穴住居 2 石鏃 lI a サヌカイト 完 22.0 14.0 1.8 0 4 

178 竪穴住居 2 石鏃 IT a サヌカイト 欠 22.5 14.0 2.9 0.7 

179 竪穴住居 2 石鏃 II a サヌカイト 完 23.0 14.5 2.9 0.8 

180 竪穴住居 2 石鏃 II a サヌカイト 完 11.5 9 0 1.8 0.1 

181 竪穴住居 2 石鏃 TI b サヌカイト 欠 12 5 12 0 2 1 0.2 

182 竪穴住居 2 石鏃 II b サヌカイト 完 15 0 11 0 2 6 0.4 

183 竪穴住居 2 石鏃 II b サヌカイト 完 15.5 12疇゚ 3.2 0.4 

184 竪穴住居 2 石鏃 II b サヌカイト 欠 18.0 12.5 2 8 0.4 

185 竪穴住居 2 石鏃 II b サヌカイト 欠 19.0 16.0 3 0 0.6 

186 竪穴住居 2 石銀 II b サヌカイト 欠 24.0 16.0 2.3 0.7 

187 竪穴住居 2 石鏃 1/]] a サヌカイト 完 14.0 12.0 2.7 0.3 

188 竪穴住居 2 石鏃 珊b サヌカイト 欠 16.0 14.5 2.8 0 4 

189 竪穴住居 2 石鏃 VlI b サヌカイト 欠 10.5 15.5 2.7 0.4 

190 竪穴住居 2 石鏃 I a サヌカイト 完 14.0 8.5 2.3 0 3 

191 竪穴住居 2 石鏃 ill ? サヌカイト $!'-,JC • 13.0 9.0 3.4 0.4 

192 竪穴住居 2 石鏃 II C サヌカイト 欠 11.0 14 5 2.5 0.3 

193 竪穴住居 2 楔形石器 I b サヌカイト 完 18 0 15 5 4.2 1.2 

194 竪穴住居 2 楔形石器 I] a サヌカイト 完 20.0 21.0 4.5 2.4 

195 竪穴住居 2 石錐 I サヌカイト 欠 23.0 15 0 4.2 1.4 

196 竪穴住居 2 石錐 N サヌカイト 欠 47.0 18 0 9.0 6.9 

197 竪穴住居 2 砥石 砂岩 完 500.7 236 8 106.4 17.5kg 研磨溝有

198 竪穴住居 2 敲石兼磨石 安山岩 完 66.0 96 5 62.5 608.9 

199 竪穴住居 2 砥石 半花尚岩 完 ZZ5.3 90.0 99.5 2129.0 研磨溝有

200 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 完 24.5 16 5 3.2 1.1 

201 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 欠 22.0 15 5 3.5 1、] 研磨溝有

202 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 欠 21.5 17.5 4.0 1事2

203 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 欠 21 5 19 0 3.5 1 3 

204 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 欠 23.0 22.5 3.3 1.5 

205 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 完 28.5 16 5 3.9 1 6 

206 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 欠 30.5 18.0 3.5 1.8 

207 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 欠 33.0 20 0 4.9 2.0 

208 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 欠 34.0 25 5 6.5 3.9 

209 竪穴住居 3 石鏃 ¥ll a サヌカイト 欠 15.5 12 0 2.1 0.3 

210 竪穴住居 3 石鏃 II a サヌカイト 欠 14.5 16 0 2.7 0.5 

211 竪穴住居 3 石鏃 渭a サヌカイト 欠 17.5 19.5 3.1 0.8 

212 竪穴住居 3 石鏃 a b サヌカイト 完 21.5 15.0 2.4 0.6 

213 竪穴住居 3 石鏃 I] a サヌカイト 欠 22.0 17.0 3.3 
l疇゚

214 竪穴住居 3 石鏃 a a サヌカイト 欠 23.5 14.0 2.7 0.8 

215 竪穴住居 3 石鏃 II a サヌカイト 欠 29.0 18.0 4,2 l尋3

216 竪穴住居 3 石鏃 II a サヌカイト 欠 31.0 20.5 5.6 2.7 

217 竪穴住居 3 石鏃 I a サヌカイト 完 25.0 16.5 6.0 2.5 

218 竪穴住居 3 石鏃 Va サヌカイト 欠 16.5 16.0 2.9 0.6 

219 竪穴住居 3 石鏃 Va サヌカイト 完 25.0 14 5 3.2 0.9 

220 竪穴住居 3 石錐 Il サヌカイト 完 16.0 9.5 2.5 0.4 

221 竪穴住居 3 石錐 I サヌカイト 欠 21.5 11. .5 5.0 1.0 

222 竪穴住居 3 石錐

＂ 
サヌカイト 完 29.5 9.5 5.3 1.4 

223 竪穴住居3 石錐 IT サヌカイト 欠 31.5 18.5 5.5 3.0 

224 竪穴住居 3 石錐 I サヌカイト -=' 元 38尋5 15.0 4.8 z.o 
225 竪穴住居3 石錐 I サヌカイト 欠 59.5 認〇 6.1 7 .7 

226 竪穴住居 3 U. F サヌカイト 完 55.5 43 5 6.2 15.7 

227 竪穴住居 3 楔形石器 IT a サヌカイト 完 55.5 36.0 13.0 27.3 

22-8 竪穴住居 3 楔形石器 I a サヌカイト 完 37.0 28 0 7.5 9.5 
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番号 出士地点 器 植 型式 石材 残存率 長さ 幅 厚み 煎最 備 考

229 竪穴住居 3 楔形石器 n b サヌカイト 完 39 5 22.5 7.5 6.9 

230 竪穴住居 3 崩石 角閃石玲岩 完 88 3 部.1 61.9 738.2 主要研磨面 3有

231 土堀34 スクレイパー I a サヌカイト 完 55.5 29.0 9.3 9.7 

232 土壊35 石鏃 I¥「a サヌカイト 欠 9.0 13.5 2.8 0.5 

233 土墟58 スクレイパー I a サヌカイト -=-尤 45.5 40.5 6.。 12.8 

234 ±装58 スクレイパー I b サヌカイト 欠 53.5 30.5 5.7 10.2 

235 I土城62 砥石 細粒砂岩 欠 102.9 38.] 45.2 258.0 

236 土壊62 砥石 凝灰質砂岩 欠 I 65.0 35.2 27.0 53.5 

237 土壊62 茄石？ 閃緑岩 欠 89.8 78.5 49.5 503.6 

238 土墟65 スクレイパー I b サヌカイト 欠 52鼻。 37.0 9.3 18.2 

239 ±喋72 スクレイパー I b サヌカイト 完 47.0 27.0 6.8 8.5 

240 土墟79 石錐 ID サヌカイト 欠 19.9 10.0 4. l 0.9 

241 土堀79 石鏃 u b サヌカイト 完 18.1 16. l 3.0 0.7 

242 土堀79 石鏃 ¥I a サヌカイト 欠 25.4 14.5 3.1 0.9 

243 土城79 楔形石器 I a サヌカイト 完 20.8 19.1 6.1 3 0 

244 ±堀79 スクレイパー 皿 サヌカイト 欠 33.0 48.7 4 9 9 4 

245 土墟83 スクレイバー？ I a サヌカイト 欠 70.5 48.0 11 8 44.7 磨耗有

246 ±堀95 楔形石器？ I b サヌカイト 完 34.5 34.0 6.8 7.9 

247 土城95 U・F サヌカイト 完 45.5 30.5 5.9 8. 7 

248 柱穴38 石雛 I a サヌカイト ""7L " 16.0 14.0 3.0 0.6 

249 柱穴40 石鏃 ID サヌカイト 完 21.5 16.5 3 5 0.9 

250 柱穴45 石鏃 I a サヌカイト ,.._ フ 26.5 20.5 4 5 2.2 

251 柱穴36 石錐 II サヌカイト 欠 16.5 15.0 3.3 0.7 

252 柱穴42― 石錐 ］ サヌカイト 欠 26.0 18.0 3.0 1.3 

253 柱穴41 石錐

＂ 
サヌカイト 完 30.0 ]] 0 5.0 1.4 

254 柱穴39 石錐 川 サヌカイト 完 31 5 12.0 6.0 2.2 

255 柱穴24 楔形石器

＂ 
サヌカイト 完 47 0 35.0 12.0 19.8 

256 柱穴38 スクレイパー？ I a サヌカイト ＾ 元

58.0 24.0 8.0 10.6 

257 柱穴43 打製石鏃 ]] 砂岩 欠 91.0 54.0 13.0 90.1 庖耗• 線状痕有

258 柱穴44 砥石？ 石英斑岩 欠 62.4 60.1 35.7 165.0 

259 池 1 石鏃 vn a サヌカイト 欠 21鼻。 18 5 3.8 1 1 

260 溝 1 スクレイパー 皿 サヌカイト 完 35.5 46 5 5.3 10 6 

261 溝 l スクレイバー I a サヌカイト 欠 77.5 50 0 6.8 29.7 

262 溝 3 石鏃 -yJI a サヌカイト 欠 23.0 ]4 0 2.7 0 5 

263 溝 3 石鏃 I a サヌカイト 完 19.0 14 5 3.5 0 7 

264 溝 3 太型蛤刃石斧 角閃石安山岩 欠 99.7 78.4 45.7 598 0 

265 溝 3 台石 完 348.5 154. 7 168.0 14kg 研磨面有

266 溝 4 石鏃 Na サヌカイト 欠 16.5 13 0 2鼻3 。.5

267 溝 4 石鏃 lI b サヌカイト 欠 17.0 ll .5 4.0 0 6 

268 溝 4 石鏃 IT b サヌカイト 完 24.5 15 0 2.4 0.7 

269 沿： 4 石錐 'H サヌカイト 完 25.0 18.0 2 8 1.0 

270 溝 4 スクレイパー I b サヌカイト 欠 15.0 23.0 6 5 3.2 使用前の楔？

271 溝 4 楔形石器？ I a サヌカイト 欠 38.0 紐 .0 7 5 12.1 I 

272 溝 4 柱状片刃石斧？ 泥岩と砂岩の互庖 欠 41.0 16.5 14.0 8、2 ！ 

273 溝 4 石錘 I a 石英斑岩 欠 55 0 36.8 23. l 60.0 ＇ 

274 溝 4 石鏃 I a サヌカイト 欠 21 5 15.0 4.0 LI 

275 溝 4 石鏃 I a サヌカイト 欠 28 0 18.0 3 5 1.8 

276 溝 4 石鏃 U a サヌカイト 欠 22 0 15.5 3亀5 LO 

277 溝 4 石鏃 Va サヌカイト 欠 26.0 15.5 3 5 1.0 

278 溝 4 石鏃 "! a サヌカイト 欠 26.5 22.0 3.5 1.6 

279 溝 4 石鏃 Wa サヌカイト 欠 28.0 22,0 5.0 2.6 

280 溝 4 石鏃 I ? サヌカイト 欠 30 0 11.5 4.0 1.5 

胡1 溝 4 石錐 I サヌカイト 欠 37.0 18.0 5.7 3.6 

282 溝 4 石錐 I サヌカイト 欠 44.0 24.0 6.8 6.3 

283 溝 4 楔形石器 I a サヌカイト 完 30.0 23.0 5.0 4.0 

284 溝 4 楔形石器 I a サヌカイト 完 28.0 31 0 11.0 11 9 

285 溝 4 楔形石器 I a サヌカイト 完 39.0 35.0 10.5 13.2 

286 溝 4 楔形石器 I b サヌカイト 完 40.0 23.0 7.0 6.6 側面研庖面有

287 溝 4 楔形石器 I] a サヌカイト 完 38.0 28.0 13.0 14.7 

288 溝 4 楔形石器 I] a サヌカイト 完 27.0 31.0 9.0 9.0 

289 溝 4 楔形石器 II a サヌカイト 完 26.0 39.0 5.7 9.3 

290 溝：4 楔形石器 I b サヌカイト 完 40.0 36.0 8.0 13.2 

291 溝:4 磨耗有剥片 サヌカイト 欠 29.0 43.0 6.5 7.3 

292 溝 4 スクレイパー I a サヌカイト 欠 63.5 45.0 10.5 21.0 

293 溝：4 磨製石包T-? 頁岩 欠 59鼻。 56.0 8 5 32.0 破面研磨、再加工

294 溝 4 柱状片刃石斧未製品 流紋岩 完 85.5 21.0 20.0 59.2 

295 溝 4 石錘 ID a 斑れい岩 完 42.5 35.9 37.2 98.0 

296 溝4 石錘 D a 花尚斑岩 完 58.9 46.1 17.9 72.0 

297 溝t 石鏃 ？ サヌカイト 欠 17.0 14.0 2.5 。鼻7

298 溝 6 石鏃 I a サヌカイト 欠 24 0 17.5 4.5 1.3 

299 河道 1 スクレイパー？ m サヌカイト 完 70.0 43.5 9.0 23.4 

300 河道 1 楔形石器？ りb サヌカイト、 欠 109.5 72.0 15.2 129.1 

30_1 河道 1 石核 流紋岩 完 62.0 54.0 41.0 160.1 

302 第1低位部 石鏃 I a サヌカイト 完 23.0 15.5 4會2 1.2 

303 第1低位部 石鏃 ]] b サヌカイト 完 27 0 16.0 4.2 1.1 

304 第1低位部 打製石鍬 サヌカイト 完 67 0 64え5 ・29會5 108.7 

-484 -



番号 出士地点 器 稲 型式 石材 残存率 長さ 幅 匝み 煎舟 備 考

305 第 1低位部 台石→敲石or磨石 斑岩 完 155 . .1 100.8 67.6 1569.0 

306 第 1低位部 敲石 花尚岩 欠 94.1 103.9 65 1 693會°

307 第 1微窃地 石鏃 I a サヌガイト 欠 18.5 11.0 2.8 0.5 

308 第 1微高地 石鏃 I a サヌカイト 完 23.5 16.5 4.1 1.6 

309 第 1微高地 - 石鏃 軋b サヌカイト 欠 25.0 16.0 3.5 0.8 

310 第 1徴硲地 石鎖 I a サヌカイト 完 27.5 18.0 3.5 1.6 

311 第 1微窃地 石錐 N サヌカイト 欠 33.0 15 5 5 5 3.0 

312 第 1徴高地 石錐？ n サヌカイト p JC 38.0 27 5 4.5 4.5 

313 第 1微高地 楔形石器 ill サヌカイト 完 58.0 40.5 12 7 38 0 

314 第 1微高地 楔形石器 I a サヌカイト 完 29.0 18.5 7.0 4 2 

315 第 1徴窃地 楔形―石器 a a サヌカイト 完 83.0 51 5 27.5 107 0 

316 第 1微高地 スクレイパー？ 皿 サヌカイト 完 36.0 37 0 8.5 13.2 

317 第 1微高地 スクレイパー? . I b サヌカイト 完 46.5 32.5 10.4 12.6 

318 第 1微rぶ地 打製石鍬 II 流紋岩 <!c一元・ 114.0 45 5 16.5 121 4 磨耗有

319 第 1微高地 石斧未製品 安山岩 欠 121 0 71.0 50.8 656.2 

320 第 1微高地 石斧未製品 安山岩 欠 54 0 63.0 55.0 251.8 

321 第2低位部 石鏃 I a サヌカイト 完 21 5 12.5 2.4 0.7 

322 第2低位部 石鏃 II a サヌカイト 完 21.0 12.5 3.5 0.7 

323 第2低位部 →石錐 Il サヌカイト 完 33.5 19.5 5.2 2.8 磨製石器片利用

324 第2低位部 楔形石器 I a サヌカイト 完 33.0 33.5 12.6 17.8 

325 第2低位部 楔形石器 ill サヌカイト 欠 51.5 37.5 10.5 20.3 

326 第 2低位部 スクレイバー サヌカイト 完 33.5 25.0 12.0 9.2 

327 第2低位部 スクレイパー I b サヌカイト 完 43.0 46.0 13.0 20.4 

328 第2低位部 楔形石器 II a サヌカイト 完 36.0 63.5 19.5 47.2 

329 第2低位部 楔形石器 II a サヌカイト 完 38.0 58.5 18 0 51.5 

330 第2低位部 スクレイパー ill サヌカイト ー""'ノ 39.5 29.0 8鳥。 8.1 

331 第2低位部 スクレイパー I b サヌカイト 欠 62.0 37.0 10.0 22.3 磨耗有

332 第2低位部 スクレイパー N サヌカイト 欠 74.5 51.5 7.5 21.9 

333 第2低位部 スクレイパー N サヌカイト 完 85.0 49.0 8.8 39.2 

334 第2低位部 打製石鍬 I サヌカイト 完 112.5 51 0 22.0 144 6 磨耗•線条痕有

335 第2低位部 砥石 半花尚岩 欠 72.0 63.0 32.0 199.6 研磨溝有

336 第 3低位部 石鏃 II b サヌカイト 完 22.0 16 5 2.7 0 6 

337 第3低位部 石錐 I サヌカイト フヽC 31.0 14.0 3尋6 1 3 

338 第 3低位部 楔形石器 I b サヌカイト 完 56.5 36 0 19.0 24.6 

339 第3低位部 楔形石器 I a サヌカイト 完 28.0 44 0 11.0 13.6 

340 第3低位部 スクレイバー I a サヌカイト 欠 270.4 97.0 14.0 324 0 大形石包T?
341 第3低位部 敲石 安!.LI岩 完 90.0 75.0 63.5 690.0 研磨面有

342 第3低位部 太型蛤刃石斧 安山岩 欠 95 7 68.0 47.4 480.0 

343 竪穴住居 7 石鏃 I a サヌカイト 心:,i:; 48.5 25.0 3.3 3.6 

344 竪穴住居 9 石鏃 I a サヌカイト 欠 28 5 15.5 3.5 1.8 

345 井戸 2 台石（石皿？） 石英斑岩 完 136 5 166.3 38.2 1405.0 

346 井戸 6 楔形石器？ I b サヌカイト 完 45.5 28.5 5.6 7.0 

347 士漿103 石鏃 圃a サヌカイト 完 23 5 18.0 3 8 0.8 

348 土城122 石錐 I サヌカイト 欠 32 5 15.0 4.5 2.6 

349 士城128 石鏃？ VI サヌカイト 欠 25 0 10.0 4 5 1.1 

350 土漿133 楔形石器 II a サヌカイト 完 30 0 32.0 14.0 14 .1 

351 士城136 石鏃 ii a サヌカイト 完 33.0 17.0 3.5 1.2 

352 溝25 楔形石器 I a サヌカイト 完 22 5 
2L゚

5 0 2.8 

353 溝40 石鏃 Va サヌカイト 欠 28.5 18.0 4.0 2.5 

354 溝56 石鏃 [l a サヌカイト 欠 16 0 16.0 3.0 0.6 

355 溝56 石鏃 II a サヌカイト 完 18.0 15、0 3.0 。.5

356 溝56 石鏃 I a サヌカイト 欠 21.0 15.0 3.0 1.2 

357 溝56 石鏃 Va サヌカイト 欠 26.0 14.0 4.0 1.2 

358 溝56 石鏃 I a サヌカイト 欠 25.5 12.0 3.5 l事。

359 溝56 石鏃 I a サヌカイト 完 怨 .5 18.0 4.7 2、I

360 溝56 石錐 I サヌカイト 欠 26.0 13.0 4.0 1.3 

361 溝56 石錐 I サヌカイト 欠 37.5 27.0 6.0 5.3 

362 溝56 石槍状石器 頁岩 完 109.0 22.0 6.0 21.2 局部研磨

363 弥生時代水田層 石鏃 I a サヌカイト 完 13.0 11.0 2 2 0.3 

364 弥生時代水田層 石鏃 I a サヌカイト 完 23.0 16.0 3.6 1.2 

365 弥生時代水田層 石鏃 I a サヌカイト 欠 27.0 17.5 4 5 2.2 

366 弥生時代水田層 石錐 皿 サヌカイト 完 39.0 7.0 3 5 0:9 

367 弥生時代水田層 スクレイパー I a サヌカイト 欠 27 .5 27.0 6.5 5.8 磨耗有

368 弥生時代水田層 石鏃 a a サヌカイト 欠 28.5 19.5 4 8 2.4 

369 弥生時代水田層 石鏃 ¥lj(a サヌカイト 完 34.0 20.5 5 0 2.6 

370 水田 7 打製石包丁 サヌカイト 欠 73.5 42.0 9.5 28.8 磨耗有

371 水田 7 スクレイパー I b サヌカイト 完 105.0 76.0 18.0 142.3 

372 水田 7 打製石鍬 II 流紋岩 完 103.5 42.0 17 .0 94.2 磨耗有

373 凹地 2 楔形石器？ I a サヌカイト 完 39.0 35.5 10.5 15.0 

374 河道 2 石鏃 I a サヌカイト 完 25.5 15.5 4.3 1.5 

375 河道 2 楔形石器

＂ 
サヌカイト 完 44.0 32.0 12.7 24.1 

376 河道 2 スクレイパー IT サヌカイト 完 60.0 56.5 6.7 17.5 

377 河道 2 磨製石包T 頁岩 欠 45.0 40.0 7.4 18.9 

378 河道 2 扁平片刃石斧 頁岩か粘板岩 欠 53.0 53.0 16.0 52.3 線条痕有

379 河道 2 太型蛤刃石斧 安山岩 欠 92.9 69.3 45.5 397.0 

380 河道 2 砥石？ 泥岩 欠 60.9 34 1 10.8 32.7 棺痕有
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381 河道 2 鼓石 花箇斑岩 欠 88.5 53.3 56.5 364.9 
382 第 1微：高地 石錨 D a サヌカイト 欠 9.0 13.5 2.5 。A

383 第 1微高地 I石銀 D a サヌカイト 完 15.5 12.0 2.5 0.3 
384 第 1徴高地 石銀 ab Iサヌカイト 欠 16.5 13.5 1.9 0.3 
385 第 1徴店地 石鏃 ¥I b サヌカイト 完 16.5 12.5 2.6 0.4 
386 第 1徴在地 石銀 a a サヌカイト 完 20.5 13.0 3.2 0.7 
387 第 1徴瓦地 石鏃 ab サヌカイト 欠 19.5 12.0 2.2 0.4 
388 第 1徴森地 石鏃 I b サヌカイト 完 20.0 15.5 3.2 0. 7 
389 第 1微高地 石鏃 ab サヌカイト 欠 22.0 14.5 3.8 0.8 
390 第 1微店地 石鏃 IV a サヌカイト 欠 24.0 20.0 3會3 1.2 
391 第 1徴応地 石鏃 a a サヌカイト 欠 29.5 15.5 3.5 1.3 
392 第 1微森地 石鏃 a a サヌカイト 欠 35.0 19.5 4 .4 3.2 
393 第 1徴高地 石錐 m サヌカイト 欠 23.5 9.5 4.2 1.1 
394 第］徴高地 石錐 a サヌカイト 完 33.0 28.5 4.0 3 7 •、

395 第 1徴芯地 石錐 a サヌカイト 完 38 5 27.5 5.0 4.5 
396 第］徴応地 スクレイパー 町 サヌカイト 完 53,0 36.0 6.2 10 0 
397 第］微瓦地 楔形石器 I a サヌカイト 完 37.5 31.0 8.5 10 8 
398 第 1徴高地 R F サヌカイト 完 41.5 30 5 4.8 6.1 
399 第 1微高地 楔形石器 II a サヌカイト 欠 61.5 50 0 12.0 39.9 
400 第 1微窃地 ？ サヌカイト 完 148.0 97.0 20.6 274 .5 
401 第 2徴窃地（西｝ 石鏃 I a サヌカイト 完 14.0 13.0 3.4 0.5 
402 第 2微店地（西） 石鏃 I a サヌカイト 完 15.0 11.0 1.8 0.2 
403 第 2徴窃地（西｝ 石鏃 I a サヌカイト 完 19.5 14,5 3.5 0.9 
404 第 2微高地（西） 石鏃 I a サヌカイト 完 20.0 16.5 2 8 0.9 
405 第 2微高地（西） 石鏃 I a サヌカイト 完 20 5 13.5 2 3 0.7 
406 第 2微高地（西） 石鏃 I a サヌカイト 完 21 0 13.5 2.9 0.7 
407 第 2微高地（西） 石鏃 I a サヌカイト 完 21.5 15.0 3.5 1.0 
408 第 2微高地（西） 石鏃 I a サヌカイト 欠 27.0 25.5 5會3 3.6 
409 第 2徴高地（西） 石鏃 II a サヌカイト 完 23.0 11 5 4.2 0.7 
410 第 2徴邸地（西） 石鏃 n b サヌカイト 欠 21 5 12 5 2.7 0.6 
411 第 2微邸地（西） 石鏃 I] b サヌカイト 完 23.5 16.5 3.3 0.7 
412 第 2徴窃地（西） 石鏃 II b サヌカイト 欠 24.0 17.0 2.8 0.9 
413 第 2微店地（西） 石鏃 ]] b サヌカイト 欠 27.0 18.5 3.8 1 ] 
414 第 2徴高地（西） 石鏃 ¥ta サヌカイト 欠 27鼻。 15.5 2.7 0.6 
415 第 2微甜地（西） 石鏃 ma サヌカイト 欠 28.0 20.5 6.0 l鼻8
416 第 2微高地（西） 石鏃 W a サヌカイト 欠 23.5 18.0 4.2 1.0 
417 第 2微麻地（西） 石鏃 Va サヌカイト 欠 25 0 15.5 3.0 1.0 
418 第 2徴高地（西） 石錐 I サヌカイト 欠 28 0 12.0 3.3 1.1 
419 第 2微高地（西） 石錐 N サヌカイト 完 68.0 26.5 8.5 15.4 
420 第 2微応地（西） 尖頭器 サヌカイト 欠 62.5 44.0 11.5 23.8 
421 第 2微店地（西） 楔形石器？ サヌカイト 完 44.5 37.0 22.0 41 6 
422 第 2微高地（西） 楔形石器 n a サヌカイト 完 40.0 23.0 10.7 10 8 
423 第 2微裔地（西） 楔形石器 I a サヌカイト 完 39.5 35.5 10.3 13.5 
424 第 2微高地（西） 楔形石器？ サヌカイト 欠 61.0 53.0 12.6 28.4 
425 第 2微店；地（西） スクレイパー→楔形石器 I a サヌカイト 完 97.5 53 0 17.8 88.1 
426 第 2徴瓦地（西） スクレイパー 1V サヌカイト 欠 62.0 33 5 4.0 9.1 
427 第 2微高地（西） スクレイパー I b サヌカイト 完 61 0 45.5 8.8 26.6 
428 第 2徴孔5地（西） 打製石鍬？ サヌカイト 完 70.0 69.5 14.8 69.7 
429 第 2徴店地（西） スクレイパー I b サヌカイト 完 103.5 53會5 11.5 72.9 
430 第 2微高地（西） スクレイパー

＂ 
サヌカイト 欠 86.0 40.0 10.6 30.0 

431 第 2微高地（西） 打製石鍬？ サヌカイト 欠 20.0 26.0 13.0 5 9 線条痕｀光沢有
432 第 2微高地（西） 磨耗有剥片 サヌカイト 欠 46.5 50.0 9 7 24.6 
433 第 2徴高地（西） 打製石緻 安山岩 欠 13 .1 5.5 10,5 112.4 庖耗有

434 第 2徴高地（西） 太型蛤刃石斧 a 安山岩 欠 79.6 66.8 47.0 353.0 
435 第 2微店地（西） 円板状石製品 黒色片岩 欠 53.2 43.1 8.2 27.9 
436 第 2徴高地（東） スクレイパー I b サヌカイト 欠 24.0 22.0 3.0 1.8 
437 第 2徴店地（東） R F サヌカイト 欠 45.0 32.0 4.0 5.8 
438 第 2徴葛地｛東） スクレイバー I b サヌカイト 欠 44.5 35.0 6.0 12.2 
439 第 2徴高地｛東） スクレイパー I a サヌカイト 完 49.5 33 5 5.0 11.9 
440 第 2微高地（東） スクレイバー I a サヌカイト 完 75.5 29.5 9.5 22.1 
441 第 2徴店地（東） スクレイパー I a サヌカイト ク元 88.0 48.0 18 0 57.6 
442 第 2徴高地（東） 打製石包丁 I b サヌカイト 欠 66 0 37.0 9,0 以 .7
443 第 2微高地（東） 磨製石包丁 Va 緑色片岩 欠 69.0 49.5 10.0 52.3 
444 第 2微店地（東） 打製石鍬 I 流紋岩 欠 60.5 46.0 14.5 51.0 著しく磨耗
445 第 2微店地（東） 打製石鍬 I? サヌカイト 欠 88.0 53鼻。 12.5 80.1 
446 第 2徴高地（東） 石錘 I a 砂岩 欠 78.2 60.4 12.2 認 7
447 第 2微高地（東） 石鏃 II a サヌカイト 欠 14.0 11.5 2.5 0.4 
448 第 2徴高地（東） 石鏃 II a サヌカイト 欠 14.5 14.5 2.5 0.5 
449 第 2徴高地（東） 石鏃 I a サヌカイト 欠 22.0 12.5 3.2 0.8 
450 第 2徴高地（東｝ 石鏃 I a サヌカイト 完 21.0 17.5 3.7 1.2 
451 第 2微高地（東） 石鏃 I a サヌカイト 完 22.0 17.5 3.7 1.2 
452 第2徴高地（東） 石鏃 I a サヌカイト 欠 25.5 11.5 4.0 1.3 
453 第 2微高地（東） 石銀 I a サヌカイト 欠 22.5 17.0 4.3 1.7 
454 第2微高地（東｝ 石鏃 ]] b サヌカイト 完 26.0 16.5 3.5 0.9 
455 第 2微高地（東） 石鏃 Vb  サヌカイト 完 24.0 16.5 z.o 0.6 
456 第 2微硲地（東） 石鏃 ]] a サヌカイト 完 25.5 19.5 4.4 1.8 
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番号 出士地点 器 種 型式 石材 残存率 長さ 輻 I厚み 誼紐 備 考

457 第 2微高地（束） 石鏃 a a サヌカイト 完 28.5 18.0 5 0 1 7 

458 第 2微高地（東） 石鏃 I a サヌカイト 完 25.0 22 0 5.0 2.9 

459 第 2微高地（東） 石鏃 I a サヌカイト 欠 30.0 14.0 4.0 i,g 

460 第 2微高地（東） 石鏃 [] b サヌカイト 欠 26.0 31.0 4.5 3會4

461 第 2微高地（東） 石鏃 ~n a サスカイト 欠 32.0 26 0 4.6 3.5 

462 第 2微高地（東） 石鏃 I a サヌカイト 完 40 0 26 0 7.5 7.0 

463 第 2微高地（東） 石錐？ ill サヌカイト 完 33.0 10 0 5 4 1 7 

464 第 2微尚地（東） 石錐 III サヌカイト 欠 20 5 9 0 3 8 0.7 

465 第 2微高地（東） 石錐 I サヌカイト 欠 27.0 11.0 4.5 1 2 

466 第 2微高地（東） 石錐 I サヌカイト 欠 32.0 13.0 4.0 l.4 

467 第 2微高地（束） 石錐 I サヌカイト 完 38會°
16.5 4.6 2.1 

468 第 2徴高地（東） 石錐

＂ 
サヌカイト p 心 42.5 19.0 3.0 2.4 

469 第 2微高地（東） 石錐 m サヌカイト 完 40.0 13 0 5 0 1. 7 

470 第 2微商地（東） 楔形石器 IT a サヌカイト プヽじ 31 5 15.5 7.5 5.2 

471 第 2微高地（東） 楔形石器 I a サヌカイト 完 13 0 22.5 6 7 2 9 

472 第2微高地（東） 楔形石器 I a サヌカイト 完 21.0 26.0 6.0 3.7 

473 第 2微麻地（東） スクレイパー

＂ 
サヌカイト 完 38.0 50.0 6.5 12 6 

474 第 2微高地（東） 楔形石器 I a サヌカイト 欠 50.0 48.0 8.0 21.4 

475 第 2徴画地（東） 打製石包丁？ サヌカイト 欠 37.0 38 0 5.5 12.3 磨耗有

476 第 2微低地（東） 楔形石器 I a サヌカイト • 完 39 0 34 5 15.0 22.6 

477 第 2微高地（東） 楔形石器 I a サヌカイト 完 73 5 41.0 13.5 48. l 

478 第 2微翡地（東） 楔形石器？ III サヌカイト 完 44.5 44 5 19 5 54 8 

479 第 2微高地（東） 楔形石器 m サヌカイト 完 60 0 47 5 20.5 52.2 

480 第 2微高地（東） 楔形石器 I b サヌカイト 完 53.0 59.5 12.0 44.4 

481 第 2微高地（東） 楔形石器 a a サヌカイト 欠 80.0 64.0 22.0 108.3 

482,, 第 2微邸地（東） 楔形石器 III サヌカイト 完 88.5 60.0 21 0 130.6 

483 第 2低位部 石鏃 I a サヌカイト 完 24.0 16.5 4.5 1.9 

484 第 2低位部 楔形石器 II a サヌカイト 完 22 5 27.5 7.0 6.0 

485 第 2低位部 楔形石器 II a サヌカイト 完 81.5 32 5 9.5 28 9 

486 第 2低位部 スクレイパー I b サヌカイト 完 69 5 52.0 8.3 31. 7 

487 第 2低位部 スクレイパー N サヌカイト 完 66.0 40.0 6 8 17.1 

488 第 2低位部 磨製石包丁→？ 頁岩 欠 42.5 50.5 7 5 22 8 

489 第 2低位部 磨製石包丁 砂岩 欠 45.5 46.0 8 2 15.9 

490 第 3微高地 石鏃 II a サヌカイト 欠 20.0 12.0 27.0 0.6 

491 第 3微高地 石鏃 I a サヌカイト 竺JGマ 24鼻。 18.0 5.0 l.6 

492 第 3微高地 石鏃 II a サヌカイト 欠 27.0 18 0 4.7 2.0 

493 第 3微高地 スクレイパー？ サヌカイト 完 30 0 24鳥。 4.0 3會7

494 第3微高地 スクレイパー？ I b サヌカイト 欠 119 5 56 5 16.3 124.0 

495 第 3微高地 敲石 斑岩 完 98.6 75.4 54.0 682.0 

496 第 3低位部 石鏃 IT a サヌカイト 完 15 5 10.5 2 0 0 3 

497 第 3低位部 石鏃 II b サヌカイト 欠 17 0 15.0 2.5 0.6 

498 第 3低位部 石鏃 [I a サヌカイト 完 18.0 12.5 2 5 0 4 

499 第 3低位部 石鏃 lI b サヌカイド 完 2LO 15.5 3 0 0 7 

500 第 3低位部 石鏃 II b サヌカイト 完 23.5 15.0 3.2 1.1 

501 第 3低位部 石鏃 rr b サヌカイト 完 23.。 21.0 4.0 L4 

502 第 3低位部 石鏃 II a サヌカイト 完 26.5 20.5 4.0 1.5 

503 第 3低位部 石鏃 I a サヌカイト 完 13.0 10.5 2.5 。.3

504 第 3低位部 石鏃 I a サヌカイト 完 14 5 13 5 3.5 0、5

505 第 3低位部 石鏃 I a サヌカイト 完 22.5 14.5 3.2 1.1 

506 第 3低位部 石鏃 La サヌカイト 欠 24.0 18 5 4.8 1.8 

507 第 3低位部 石鏃 II a サヌカイト 完 26 0 21 0 6.0 2.3 

508 第 3低位部 石錐 JI サヌカイト 完 31鳥。 27.0 5.5 3 9 一部加工

509 第 3低位部 石錐 N サヌカイト 欠 40 0 17 5 9.5 5.7 

510 第 3低位部 石錐

＂ 
サヌカイト 完 29.0 45.0 5.0 8 7 

511 第 3低位部 磨製石包T→打製石包T 頁岩 完 64.5 28 0 7.5 16.1 

512 第 4低位部 石鏃 IT a サヌカイト 完 16 5 13.5 3.7 0 7 

513 第 4低位部 石錐 m サヌカイト 欠 28 5 11.0 3 6 1.1 

514 第 4低位部 石錐 川？ サヌカイト ．欠 30.0 13.5 5.0 2 4 

515 第 4低位部 石包丁→楔形石器 I a サヌカイト 完 34.0 50.5 10 5 29.5 磨耗有

516 第 4低位部 打製石包T サヌカイト 欠 77.5 51.0 11,0 49.0 磨耗有

517 第 4低位部 磨製石包T 安山岩 欠 37.5 11. 5 3.9 1.5 磨耗有

518 第 4低位部 磨製石包丁 粘板岩 欠 39.0 41.5 8.3 15.2 整形時の棺痕有

519 井戸 9 磨製石斧→茄石 砂岩 欠 70.3 79.2 56.7 455.6 

520 井戸11 石皿 玲岩 欠 82.2 132.3 51.0 649.0 
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第15表土製品一覧表

遣物
出土地区 遺構・士層名 器種

計測最大値 (mm) 
重量(g) 時 期 備 考

番号 長さ 幅（径） 厚さ

C 1 確認調査 Tl4、下層 紡錘車 45.4 36.2 6.5 ]3.20 

C 2 確認調査 T44、 3層 円板状土製品 49.0 38.3 7.9 19.60 

C 3 KY 1 土城22 円板状士製品 37.2 32.1 7.0 9.91 縄文時代晩期後葉

C 4 KY 1 河道 1 円板状土製品 34.2 30.9 6.9 8.29 縄文時代晩期後葉

C 5 KY 1 河道 1 円板状士製品 42.0 37.6 6.4 ]2.84 縄文時代晩期後葉

C 6 KY 1 河道 1 円板状土製品 49.3 31.0 4.3 8.12 縄文時代晩期後葉

C 7 KY 1 河道 1 円板状士製品 53.0 51.3 6.4 15.14 縄文時代晩期後葉

C 8 KY l 河道 1 円板状土製品 66.7 35.7 8.0 18.98 縄文時代晩期後葉

C 9 KY 1 河道 1 円板状土製品 59.7 58.8 6.5 25.96 縄文時代晩期後葉

C 10 JO 河道 2 円板状士製品 37.4 31.1 5.5 8.17 縄文時代晩期中葉

C 11 JO 河道 2 円板状土製品 63.8 57.7 4.9 20.85 縄文時代晩期中葉

C 12 JO 河道 2 円板状士製品 91.3 86.1 8.5 87.96 縄文時代晩期中葉

C 13 TD4 第 1低位部及ぴ第 1微裔地 円板状土製品 42.5 30.6 6.7 9.79 縄文時代晩期

C 14 AT 竪穴住居］ 紡錘車 37.0 35.0 5.5 7.43 弥生時代前期中葉

C 15 AT 竪穴住居 l 紡錘車 27.0 28.0 6.5 5.01 弥生時代前期中葉 未製品？

C 16 DE 竪穴住居 2 紡錘車 43.0 26.5 7.0 9.10 弥生時代前期前葉ー中葉 未製品？

C 17 DE 竪穴住居 2 紡錘車 41.9 27.3 8.5 8.11 弥生時代前期前葉～中葉

C 18 JY 竪穴住居 3 紡錘車 43.0 28.2 11.0 11.82 弥生時代前期前葉ー中莱

C 19 JY 竪穴住居 3 紡錘車 44.2 44.0 7.2 15.73 弥生時代前期前葉～中葉

C 20 JY 竪穴住居 3 紡錘車 49.5 49.0 7.5 20.59 弥生時代前期前葉ー中葉

C 21 JY 竪穴住居 3 紡錘車 31.5 31.0 7.5 9.17 弥生時代前期前葉ー中葉 未製品

C 22 JY 竪穴住居 3 紡錘車 40.6 37.5 6.4 9.96 弥生時代前期前葉～中葉 未製品

C 23 JY 竪穴住居 3 紡錘車 36.9 35.8 11.0 17.40 弥生時代前期前葉ー中葉 未製品

C 24 JY 竪穴住居 3 紡錘車 31.1 23.6 10.5 10.48 弥生時代前期前葉～中葉 未製品

C 25 JY 竪穴住居 3 紡錘車 38.2 29.0 7.2 5.80 弥生時代前期前葉ー中葉

C 26 JY 竪穴住居 3' 紡錘車 40.1 25.8 6.5 7.65 弥生時代前期前葉～中葉

C 27 JY 竪穴住居 3 紡錘車 38.2 24.9 8.2 7.46 弥生時代前期前菜ー中葉

C 28 JY 竪穴住居 3 紡錘車 38.8 37.0 5.6 7.50 弥生時代前期前葉～中葉 未製品？

C 29 JY 竪穴住居 3 紡錘車 39.0 37.5 6.2 11.67 弥生時代前期前葉ー中葉 未製品？

C 30 JY 竪穴住居 3 紡錘車 32.0 29.0 6.5 6.68 弥生時代前期前葉～中葉 未製品？

C 31 JY 竪穴住居 3 紡錘車 33.8 30.1 7.2 7.40 弥生時代前期前葉ー中葉 未製品？

C 32 JY 竪穴住居 3 紡錘車 41.2 32号2 7.0 9.77 弥生時代前期前葉～中葉 未製品？

C 33 JY 竪穴住居 3 紡錘車 34.2 18.6 6.5 4.87 弥生時代前期前葉ー中葉 末製品？

C 34 JY 竪穴住居 3 紡錘車 35.5 19.9 7.0 4.95 弥生時代前期前葉ー中葉 未製品？

C 35 JY 竪穴住居 3 紡錘車 35.1 16.1 7.0 3.88 弥生時代前期前葉～中葉 未製品？

C 36 AT 土堀32 円板状士製品 30.5 28.2 5.5 5,52 弥生時代前期

C 37 FU 土堀79 円板状土製品 35号5 23.8 5.1 4.68 弥生時代前期前葉～中葉

C 38 TO 土城91 77.5 46.5 47.5 168.91 弥生時代前期中葉

C 39 Hll 火処29 円板状土製品 3.9 2.7 6.2 7.26 弥生時代前期前葉～中葉

C 40 Hl2 柱穴35 円板状土製品 41.9 35.3 6.9 11.60 弥生時代前期中莱

C 41 AT 溝］ 円板状土製品 55.5 58.0 9.0 37.64 弥生時代前期中葉

C 42 TO 溝 4 土錘 55.8 42.7 105.93 弥生時代前期中葉ー中期前葉

C 43 TO 溝 4 紡錘車 38.9 31.0 16.0 12. 71 弥生時代揃期中葉～中期揃葉

C 44 TO 溝 4 紡錘車 39.9 22.7 7.5 6.56 弥生時代前期中業～中期前葉

C 45 TO 溝 4 紡錘車 38.9 30.0 7.5 7.98 弥生時代前期中業～中期前葉 未製品

C 46 TO 溝 4 紡錘車 56.0 52.9 6.5 22.35 弥生時代前期中業ー中期揃葉 未製品

C 47 TO 溝 4 紡錘車 51.0 50.0 13.0 32.98 弥生時代煎期中葉～中期揃葉

C 48 TO 溝 5 紡錘車 46.6 44.9 14.1 30.46 弥生時代前期前葉ー中葉

C 49 TO 溝 5 紡錘車 55.0 54.8 11.5 37.73 弥生時代前期前葉～中葉

C 50 TO 溝 6 紡錘車 56.3 55.6 12.0 39.18 弥生時代前期前葉ー中葉

C 51 JO 河道 2 50.7 35.6 39.2 42.92 弥生時代前期～中期前葉

C 52 Hl2 第 1低位部 円板状士製品 32.4 32.0 5.8 7 .11 弥生時代前期ー中期前葉

C 53 H12 第 1低位部 円板状土製品 37.3 34.8 6.9 10.46 弥生時代前期～中期前葉

C 54 Hl2 第 1低位部 円板状士製品 45.2 36.8 7.5 12.88 弥生時代前期～中期前葉

C 55 H12 第 1低位部 円板状土製品 38.5 37.8 9.1 17.49 弥生時代前期～中期前葉

C 56 Hl2 第 1低位部 円板状土製品 48.9 41 2 7.] 16學73 弥生時代前期ー中期前葉

C 57 H12 第 1低位部 円板状土製品 52.8 51.9 5.6 17.30 弥生時代前期～中期前葉

C 58 Hl2 第 1低位部 円板状土製品 56.4 41.8 7.9 22.88 弥生時代前期ー中期前葉

C 59 H12 第 1低位部 円板状土製品 63.7 60.5 8.0 30.39 弥生時代前期～中期前葉

C 60 Hl2 第 1低位部 円板状土製品 -64.0 63.1 7.5 37.62 弥生時代前期～中期前葉

C 61 TD6 第 1微高地 円板状土製品 43.5 31.8 7.1 10.19 弥生時代前期～中期前葉
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遺物
出土地区 遺構•土層名 器種

計測最大値 (mm) 
腫批(g) 時 期 備 考

番号 長さ 幅（径） 厚さ

C 62 TD3 第 1微高地 円板状土製品 47.2 35.4 6.5 11.38 弥生時代前期～中期前葉

C 63 H12 第 1微裔地 円板状土製品 48.6 44.1 7.6 16. 79 弥生時代前期～中期前葉

C 64 TD4 第 1微高地 円板状土製品 61.6 43.5 8.0 25.16 弥生時代前期～中期前葉

C 65 TD6 第 1微裔地 円板状土製品 45.2 42.0 6.3 14.13 弥生時代前期ー中期前葉

C 66 TD4 第 1微高地 紡錘車 43學， 26.8 6.5 9.40 弥生時代前期～中期前葉

C 67 JY 第 2低位部 円板状土製品 38.7 34.8 9.1 13.93 弥生時代前期ー中期前葉

C 68 JY 第 2低位部 紡錘車 60号5 60學5 19.6 66.47 弥生時代前期ー中期前葉

C 69 , ro 第 3低位部 紡錘車 24.6 22.4 7.5 4.44 弥生時代前期ー中期前葉

C 70 TD 2 弥生時代水田層 分銅形士製品 55阜7 35号。 10.7 18.38 弥生時代後期

C 71 KY 1 弥生時代水田層 土錘 74.6 30.6 56.23 弥生時代後期

C 72 TO 弥生時代水田層 64.8 25.3 14.0 17.01 弥生時代後期

C 73 EN 弥生時代水田層 紡錘車 49.0 45.0 6.2 15.58 弥生時代後期 未製品

C 74 -JY 凹地 2 紡錘車 38.6 32阜〇 7.1 9.60 弥生時代中期後葉～後期 未製品

C 75 JO 河道 2 紡錘車 43.1 41.4 5.0 9.76 弥生時代中期

C 76 DE 第 2微高地（西） 紡錘車 38.。 31.1 8.1 10.86 弥生時代中期中葉ー後期 未製品

C 77 AT 第 2微高地（西） 紡錘車 38.5 35.0 8.5 14.01 弥生時代中期中葉～後期 未製品？

C 78 AT 第 2微高地（西） 紡錘車 44.0 40.4 8.1 17.36 弥生時代中期中葉ー後期 未製品？

C 79 KY 1 第 2微高地（西） 紡錘車 47.2 40.6 6.7 15.24 弥生時代中期中葉～後期

C 80 AT 第 2微高地（西） 紡錘車 39.9 18.9 10.6 7.03 弥生時代中期中葉ー後期

C 81 AT 第 2微高地（西） 紡錘車 56.9 27.3 11.0 17 .12 弥生時代中期中葉～後期

C 82 AT 第2微高地（西） 紡錘車 44.8 22.2 13.8 15.77 弥生時代中期中葉ー後期

C 83 JY 第 2微高地（西） 紡錘車 27.8 17.0 6.0 4.99 弥生時代中期中葉～後期

C 84 JY 第 2微高地（西） 紡錘車 33.1 10.3 8.0 6.56 弥生時代中期中葉ー後期

C 85 JY 第 2微高地（西） 紡錘車 43.0 42.3 7.0 14.51 弥生時代中期中葉～後期

C 86 JY 第 2微高地（西） 紡錘車 55.9 55.9 11.0 41.22 弥生時代中期中葉ー後期

C 87 JY 第 2低位部 紡錘車 41 1 37.5 8.1 14.00 弥生時代中期中葉～後期 未製品

C 88 JY 第 2低位部 紡錘車 52.9 35.5 10.2 21.04 弥生時代中期中葉ー後期

C 89 EN 第 3微高地 紡錘車 36.1 34.0 7.5 11.38 弥生時代中期中葉～後期 未製品

C 90 EN 第 3微高地 紡錘車 37.3 34.9 8.0 10.74 弥生時代中期中葉ー後期 未製品

C 91 TO 第 3低位部 紡錘車 50.1 48.0 7 8 20.27 弥生時代中期中葉～後期

C 92 TO 第 3低位部 円板状士製品 48.4 48.l 10.5 31.39 弥生時代中期中葉ー後期

C 93 JO 第 4低位部 円板状土製品 55.0 51. 7 13.4 29.36 弥生時代中期中葉～後期

C 94 Hll 柵列状遺構16 土錘 53.3 18.4 15.43 中世

C 95 EN 溝71 円面硯 90.69 平安時代

C 96 TD4 溝73 土錘 35.5 9.0 2.53 平安時代末～鎌倉時代

C 97 Hll 溝73 土錘 46.2 16.1 11.03 平安時代末ー鎌倉時代

C 98 TDS 溝74 土錘 42.3 12.9 6.66 平安時代末～鎌倉時代

C 99 Hl2 溝77 士錘 28喩8 7.9 1.60 平安時代末ー鎌倉時代

ClOO H12 溝77 土錘 28.4 11.5 3.50 平安時代末～鎌倉時代

ClOl Hl2 溝77 士錘 36.8 12.3 5.00 平安時代末ー鎌倉時代

C102 Hl2 溝77 土錘 41.0 8.5 2.93 平安時代末～鎌倉時代

Cl03 Hll 溝77 土錘 39.4 13.5 6.83 平安時代末ー鎌倉時代

Cl04 Hll 溝77 土錘 54.8 13.5 8.56 平安時代末～鎌倉時代

C105 JO 水田10 風字硯 27.10 古代

Cl06 JO 水田10 風字硯 25.48 古代

C107 JO 水田10 風字硯 143.74 古代

Cl08 JO 水田10 風字硯 36.27 古代

Cl09 JO 水田10 円板状土製品 27.7 22.5 11. 7 8.96 古代

CllO JO 水田10 土錘 33.0 15.1 7.41 古代

Clll JO 水田10 土錘 32.8 14.1 7.60 古代

C112 JO 水田10 土錘 63.4 21.8 27.42 古代

Cll3 TD 1 包含層 土錘 37.9 10.6 2.93 古代ー中世
’ 

Cll4 TD 1 包含層 土錘 40.2 10.7 4.10 古代ー中世

Cll5 KY2 包含層 土錘 38,2 11. 7 4.68 古代ー中世

C116 TO 包含層 土錘 45.0 11.5 6.66 古代～中世

Cll7 TD 1 包含層 土錘 49.0 9.9 4.54 古代ー中世

Cll8 TOI 包含層 土錘 49.7 12.0 5.44 古代～中世

Cll9 H5 包含層 士錘 50 0 13. 7 7,52 古代ー中世

Cl20 JO 包含層 土錘 56.9 11.6 7.26 古代～中世

Cl21 TDl 包含層 士錘 63.1 17.5 16.62 古代ー中世

C122 H3 包含層 風字硯 26.58 古代

Cl23 H5 包含層 円面硯 7.29 古代
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第16表新旧遺構名称対照表

新遺構名 調査区 1B 遠構名 時 期 新遺構名 調査区 旧遺構名 時 期

竪穴住居 1 AT No54 弥生時代前期中葉 井戸 3 IN No3l 弥生時代後期末葉

竪穴住居 2 DE No55 弥生時代前期前葉ー中葉 井戸 4 H7 Nol 弥生時代後期後葉

竪穴住居 3 JY No43 弥生時代前期前葉ー中葉 井戸 5 FU SE05 弥生時代中期後葉

竪穴住居4 KY3 No70 弥生時代前期 井戸 6 TD4 SEOl 弥生時代後期前葉

竪穴住届 5 AT No90 弥生時代後期前莱 井戸 7 KY2 No46 弥生時代中期後葉

竪穴住居 6 AT No89 弥生時代後期 井戸 8 TO 井戸 1 弥生時代後期前葉

竪穴住届 7 IN No40 弥生時代中期後葉 井戸 9 FU SEOI 古墳時代前期中葉

竪穴住居8 HF 3 SH-l 弥生時代中期後葉 井戸10 FU SE02 古項時代前期中業

竪穴住居9 KY3 No75、76 弥生時代中期後栗 井戸11 FU 'SE03 古項時代前期中業

建物 1 DE No75 弥生時代前期 井戸12 FU I SE04 古瑣時代前期中葉 I 

建物 2 AT No52 弥生時代中期後莱 井戸13 JY ＼ No27 古項時代前期前葉

建物 3 AT No48 弥生時代後期 土坂 l AT Nol03 縄文時代晩期中葉

建物4 AT No53 弥生時代後期 土墟 2 AT Noll3 純文時代晩期後葉

建物 5 DE No36 弥生時代中期後葉ー後期前葉 土堀 3 IN No34 縄文時代晩期中葉

建物 6 DE No37 弥生時代中期後葉ー後期前葉 ±坂 4 IN No38 縄文時代晩期中葉

建物 7 DE No38 弥生時代中期後葉ー後期前葉 土堀 5 Hl1 士堀］ 縄文時代晩期

建物 8 DE No40 弥生時代中期後葉ー後期前葉 土墟 6 TDl No37 縄文時代晩期

建物 9 DE No56 弥生時代中期後葉ー後期前葉 ±塚 7 TDl No33 縄文時代晩期

建物10 DE No52 弥生時代中期後葉 ±撰 8 TDl No34 純文時代晩期

建物］］ DE No41 弥生時代中期後葉 土墟 9 TDl No35 純文時代晩期後葉

建物12 DE No42 弥生時代中期後葉～後期前葉 土堀10 TD 1 No30 縄文時代晩期後葉

建物13 K8 No6 弥生時代中期後葉ー後期前葉 土城11 TD3 No46 縄文時代晩期後葉

建物14 IN No25 弥生時代中期後葉ー後期前葉 土堀12 K9 No5 縄文時代晩期

建物15 IN No26 弥生時代中期後葉～後期前葉 ±堀13 KY l No32 縄文時代晩期

建物16 IN No27 弥生時代中期後葉ー後期前葉 土漿14 KY I No36 縄文時代晩期中葉ー後葉

建物17 Kl Nol2 弥生時代中期後葉～後期前葉 土坂15 KY I No21 縄文時代晩期中葉～後葉

建物18 . IN No33 弥生時代中期後業 土腋16 KY l No42 縄文時代晩期後葉

建物19 IN No35 弥生時代中期後業ー後期前葉 土堀17 KYl No34 純文時代晩期後葉

建物20 IN No46 弥生時代中期後葉～後期前葉 土城18 KYl No40 縄文時代晩期後葉

建物Zl IN No36 弥生時代中期後葉ー後期前葉 土坂19 KY 1 No39 縄文時代晩期後葉

建物22 IN No37 弥生時代中期後葉～後期前葉 士堀c20 KY 1 No38 縄文時代晩期後葉

建物23 IN No45 弥生時代中期後葉～後期前葉 土堀21 KY 1 No37 縄文時代晩期中葉ー後葉

建物24 FU SB03 弥生時代中～後期 土堀22 KYl No4l 縄文時代晩期後葉

建物25 F'U SB02 弥生時代中～後期 土堀23 KY2 No45 縄文時代晩期後葉

建物26 FU SBOJ 弥生時代中ー後期 ±堀24 KY2 No39 縄文時代晩期後葉

建物27 KS No3 弥生時代中期後葉ー後期前葉 ±城25 KY 2 No43 縄文時代晩期後莱

建物28 KS No2 弥生時代中期後葉ー後期前莱 土堀26 KY 2 No37 縄文時代晩期後業

建物29 Hll 建物 1 弥生時代後期前葉 ±墟27 KY 2 No56 縄文時代晩期後葉

建物30 TD5 SB202 弥生時代中ー後期 土堀28 AT No43 弥生時代前期

建物31 TD5 SB200 弥生時代後期前葉 土戯29 AT No60 弥生時代前期

建物32 TD5 S8203 弥生時代中～後期 土IJ負30 AT No61 弥生時代前期

建物33 HF3 SB-1 弥生時代中期後葉 土堀31 AT No58 弥生時代前期

建物34 HF4 SB-1 弥生時代中期後莱 土股32 AT No57 弥生時代前期

建物35 KY 3 No86 弥生時代中期後葉 土坂33 AT No122 弥生時代前期

建物36 KY3 No85 弥生時代中期後葉 土城34 AT Nol39 弥生時代前期前葉ー中葉

建物37 KY3 No83 弥生時代中期後葉 土城35 AT Nol53 弥生時代前期前葉～中葉

建物38 KY3 No84 弥生時代中期後葉 土坂36 AT Nol21 弥生時代前期中葉

建物39 KY 3 No77 弥生時代中期後葉 土城37 AT Nol44 弥生時代前期

建物40 KY 3 No80 弥生時代中期後莱 土墟38 AT Nol43 弥生時代前期

建物41 KY 3 No81 弥生時代中期後葉 土城39 AT No140 弥生時代前期

建物42 DE No57、58 平安時代 土城40 AT Nol42 弥生時代前期

建物43 DE No60 平安時代 土堀41 AT No146 弥生時代前期

建物44 DE No45 古代 土墟42 AT No145 弥生時代前期

建物45 AT NolOl 中世 土堀43 AT Nol4l 弥生時代前期

建物46 AT Nol02 中世 土城44 AT No149 弥生時代前期

建物47 DE Nol8 古代未ー中世 ±城45 AT Nol47 弥生時代前期

建物48 DE Nol7 古代末～中世 ±捩46 AT No150 弥生時代前期

建物49 KS Nol 鎌倉時代 土漿47 AT Nol48 弥生時代前期

建物50 JO No6 近世 土城48 A_T Nol20 弥生時代前期

井戸 l AT NolOO 弥生時代後期前栗 土漿49 AT Nol58 弥生時代前期中葉

井戸 2 DE No44 弥生時代後期前葉 土坂50 AT Nol59 弥生時代前期
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新追構名 調査区 1B 遺構名 時 期 新遣構名 調査区 旧俎構名 時 期

土城51 AT No98 弥生時代前期 土椴112 JY No22 弥生時代後期

土城52 AT Nol09 弥生時代前期 土漿113 JY No20 弥生時代中ー後期

土漿53 AT No116 弥生時代前期前薬～中葉 士腐114 IN No39 弥生時代中期後菜

土漿54 AT Nol08 弥生時代前期前莱～中葉 土城115 IN No32 弥生時代中期後葉

土哄55 AT No92 弥生時代前期 土城116 IN No41 弥生時代中期後葉

±城56 AT No106 弥生時代前期 土城117 IN No44 弥生時代中～後期

土城57 AT No105 弥生時代前期 土殷ll8 FU SK09 弥生時代中ー後期

±城58 AT No94 弥生時代前期前葉～中薬 ±隈119 FU SK06 弥生時代中ー後期

土城59 AT No93 弥生時代前期前葉～中莱 土牒120 TDS SK201 弥生時代後期前策

土喋60 AT No95 弥生時代前期 土城121 HF] SK-2 弥生時代中～後期

土漿61 AT No96 弥生時代前期 土堀122 KY2 No36 弥生時代中期後栗

±堀62 DE No72 弥生時代前期 ±城123 KY2 No59 弥生時代中期後葉

土哄63 DE No73 弥生時代前期前薬～中葉 土城124 HF2 SK 5 弥生時代中ー後期

±涼64 DE No77 弥生時代前期前葉ー中葉 土城125 HF2 SK 4 弥生時代中～後期

土城65 DE No74 弥生時代前期中葉 土陵126 HF2 SK 3 弥生時代中～後期

土城66 DE No64 弥生時代前期 ±腐127 HF2 SK 2 弥生時代中ー後期

±腐67 DE No65 弥生時代前期 土堀128 HF 3 SK 4 弥生時代中期後葉

土壊68 DE No63 弥生時代前期 土城129 HF3 SK 5 弥生時代中期後葉

±寂69 DE No76 弥生時代前期前莱ー中葉 上城130 HF3 SK 3 弥生時代中期後葉

土城70 DE No66 弥生時代前期 土墟131 HF4 SK 4 弥生時代中～後期

土城71 DE No69 弥生時代前期前葉ー中葉 土堀132 HF4 SK 3 弥生時代中ー後期

土漿72 DE No71 弥生時代前期中葉 土堀133 HF4 SK 1・ 弥生時代中ー後期

土堀73 JY No30 弥生時代前期 士城134 HF4 SK 5 弥生時代中ー後期

±城74 IN No23 弥生時代前期 土堀135 KY 3 No82 弥生時代中期後葉

土城75 JY No24 弥生時代前期 土城136 TO Q-1 弥生時代後期

上城76 FU SK03 弥生時代前期前葉ー中葉 土堀137 Hl6 Noll 弥生時代中期後薬～後期前葉

土堀77 FU SK04 弥生時代前期前葉～中葉 士壊138 JO No20 弥生時代中～後期

±咲78 FU SK05 弥生時代前期前葉～中葉 土牒139 JO No19 弥生時代中期後半ー後期前葉

±城79 FU SK07 弥生時代前期前策ー中葉 土城140 JO No18 弥生時代中期後半～後期前葉

土城80 FU SK08 弥生時代前期中葉 ±城141 JY No21 古墳時代前半期

土城81 TDS SK227 弥生時代前期中葉 上堀142 AT N'o82 中世

土漿82 TD3 No45 弥生時代前期 ±城143 AT No84 中世

±城83 Hl2 ±椴 4 弥生時代前期 土城144 AT No83 中世

士城84 HF 3 SK 2 弥生時代前期中葉 土城145 JY No19 中世

土城85 HF4 SK 2 弥生時代前期 土堀146 IN No6 中世

±城86 KY 3 No73 弥生時代前期 ±戦147 Hl7 No2 中世

±堀87 KY3 No72 弥生時代前期 土城148 JY No16 近世

土城88 TO 土城 5 弥生時代前期 土城149 JY No12 近世

土城89 TO 士城 3 弥生時代前期中葉 火処 1 Hl Nol4 縄文時代晩期

±坂90 TO 土戦 2 弥生時代前期中葉 火処 2 AT Nol24 縄文時代晩期

土城91 TO 土城 1 弥生時代前期中葉 火処 3 AT No125 縄文時代晩期

土堀92 TO 士漿 7 弥生時代前期前葉ー中葉 火処 4 AT No126 縄文時代晩期

土塀93 TO 士喋 6 弥生時代前期中葉 火処 5 AT Nol27 縄文時代晩期

±堀94 TO P-4 弥生時代前期中葉 火処 6 AT Nol28 縄文時代晩期

±漿95 H12 土城 3 弥生時代中期前葉 火処 7 AT No129 縄文時代晩期

土城96 H2 No6 弥生時代中ー後期 火処 8 AT No130 縄文時代晩期

土喋97 AT No155 弥生時代後期 火処 9 AT Nol3l 縄文時代晩期

土陵98 AT No97 弥生時代後期 火処10 AT Nol32 縄文時代晩期

士漿99 AT No99 弥生時代後期前葉 火処11 AT No133 縄文時代晩期

土城100 DE No46 弥生時代後期前葉 火処12 AT No138 縄文時代晩期

土塀101 DE No51 弥生時代中期後薬ー後期前葉 火処13 DE 焼土H 縄文時代晩期

±戦102 DE No53 弥生時代中ー後期 火処14 DE 焼土D 縄文時代晩期

±城103 H4 No4 弥生時代中～後期 火処15 DE 焼士G 縄文時代晩期

土城104 IN Nol9 弥生時代中期後莱 火処16 DE 焼土B 縄文時代晩期

士喋105 EN Nol9 弥生時代中ー後期 火処17 DE 焼土C 縄文時代晩期

土壊106 EN Nol8 弥生時代中～後期 火処18 DE 焼土A 縄文時代晩期

土墟107 JY No50 弥生時代中～後期 火処19
DE I I 

焼土E 縄文時代晩期

±涼108 JY No47 弥生時代後期 火処20 DE 焼士F II 縄文時代晩期

±塚109 JY No45 弥生時代後期 火処21 Hll 火どころ 1 縄文時代晩期

±坂110 JY No44 弥生時代中ー後期 火処22 Hll 火どころ 2 縄文時代晩期

土腰111 JY No26 弥生時代中～後期 火処23 TDl No36 I縄文時代晩期
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火処24 TD5 焼土壊 縄文時代晩期 損列状遺構 3 K9 No3 古培時代後期

火処25 AT No62 弥生時代前期 楢列状遺構 3 IN Nol5 古項時代後期

火処26 K7 No3 弥生時代前期 楢列状遺構 3 KY 1 No6 古墳時代後期

火処27 Kl NolO 弥生時代前期 楢列状遺構 4 KY 1 No5 古墳時代後期

火処28 Hll 火どころ 3 弥生時代前期 楢列状追構 5 KY 1 No8・9 古項時代

火処29 Hll 火どころ 4 弥生時代前期前葉～中葉 揖列状逍構 6 TD l No9 古瑣時代

土器棺墓 l H2 No7 弥生時代前期中葉 楕列状迫構 7 TD 1 No8 古瑣時代

土器棺墓 2 DE No43 弥生時代中期後葉 柵列状遺構 8 TD l No5-7 古項時代

土器溜り 1 DE 縄文時代晩期土器Aliか 縄文時代晩期中葉 楢列状遺構 9 KY 1 No7 古墳時代

柱穴 l DE P51 縄文時代晩期後葉 楢列状遺構10 KY 1 No9 古墳時代

柱穴 2 TD5 P307 縄文時代晩期後葉 桟列状退構11 TD2 No11 古項時代

柱穴 3 AT Pl754 縄文時代晩期中葉 楕列状遺構12 TD2 No12・13 古墳時代

柱穴 4 DE Pl68 縄文時代晩期後葉 楕列状遣構13 HlO 楕列 古項時代後期

柱穴 5 DE P7 縄文時代晩期中葉 柵列状遺構14 KY2 No26 古項時代

柱穴 6 DE pg 縄文時代晩期中業ー後業 柵列状遺構15 KYZ No27 古項時代

柱穴 7 DE Pl57 縄文時代晩期中葉 櫂列状遣構16 Hll 橿列 中世

柱穴 8 IN PlO 縄文時代晩期後菜 檀列状遣構17 KY 3 No63 中世ー近世

柱穴 9 IN P40 縄文時代晩期後葉 溝 l AT Nol36 弥生時代前期中葉

柱穴10 lN P31 縄文時代晩期後莱 溝 2 K2 No4 弥生時代前期中葉

／ 

柱穴11 K3 P4 縄文時代晩期中葉～後葉 溝 2 FU SD05 弥生時代前期中葉

柱穴12 Hll Pl9 縄文時代晩期中葉 消 3 JY No39 弥生時代前期中葉

柱穴13 Hl2 P38 縄文時代晩期後葉 溝 3 K2 No3 弥生時代前期中葉

柱穴14 Hl2 PSI 縄文時代晩期中葉ー後葉 溝 3 FU SD04 弥生時代前期中葉

柱穴15 TD4 P52 縄文時代晩期後葉 溝 4 TO D4 弥生時代前期中葉ー中期前葉

柱穴16 TD l P5 縄文時代晩期後葉 溝 5 HlS No 4 弥生時代前期前葉ー中葉

柱穴17 KY 1 P2 縄文時代晩期後葉 溝 5 Hl6 No16 弥生時代前期前葉ー中葉

柱穴18 HF2 P89 縄文時代晩期後葉 溝 5 TO D9 弥生時代前期前葉～中葉

柱穴19 HF2 P434 縄文時代晩期後葉 溝 6 Hl6 No15 弥生時代前期前葉～中葉

柱穴20 DE No68 弥生時代前期前葉～中葉 溝 6 TO D8 弥生時代前期前葉ー中葉

柱穴21 DE No67 弥生時代前期前葉～中葉 溝 7 AT Nol35 弥生時代中ー後期

柱穴22 AT P996 弥生時代前期中葉 海 8 AT Nol54 弥生時代中～後期

柱穴23 DE P33 弥生時代前期前葉ー中葉 溝 9 DE No47 弥生時代後期前葉ー中葉

柱穴24 JY PIO 弥生時代前期 溝 9 IN No7 弥生時代後期前葉～中業

柱穴25 K3 PlO 弥生時代前期前葉～中葉 溝 9 KY 1 No15 弥生時代後期前葉～中葉

柱穴26 TDS Pl 弥生時代前期前葉ー中葉 溝 9 KY2 No29 弥生時代後期前葉ー中業

柱穴27 TD4 P61 弥生時代前期中葉 溝JO HJ NoIZ 弥生時代後期前葉

柱穴28 TD4 P59 弥生時代前期中葉 溝10 AT No45 弥生時代後期前葉

柱穴29 TD4 SB202-P2 弥生時代前期前葉ー中葉 溝JO DE No48 弥生時代後期前葉

柱穴30 TD4 P53 弥生時代前期中葉 溝)1 H2 Noll 弥生時代中ー後期

柱穴31 Hl2 P40 弥生時代前期中葉 溝11 AT No46 弥生時代中～後期

柱穴32 TD4 P19 弥生時代前期 溝11 DE No49• 50 弥生時代中ー後期

柱穴33 HF3 P460 弥生時代前期前葉ー中葉 溝]] [N No8 弥生時代中～後期

柱穴34 KY3 P29 弥生時代中期前葉 溝11 KY1 Nol4-16 弥生時代中～後期

柱穴35 Hl2 P30 弥生時代前期中葉 池11 KY 2 No30 弥生時代中～後期

柱穴36 H2 P70 弥生時代前期 溝12 H2 No9 弥生時代中ー後期

柱穴37 DE Pl7 弥生時代前期 溝13 H2 No8 弥生時代中ー後期

柱穴38 Hll P21 弥生時代前期 溝14 H4 No3 弥生時代中～後期

柱穴39 Hll 土城3 弥生時代前期 溝15 H3 No4 弥生時代中ー後期

柱穴40 KY 1 Pl7 弥生時代前期 溝16 IN Nol4 弥生時代中～後期

柱穴41 KYl P153 弥生時代前期 溝17 IN No17 弥生時代中ー後期

柱穴42 HF2 P180 弥生時代前期 溝18 IN No13 弥生時代中ー後期

柱穴43 HF2 Pl62 弥生時代前期 溝19 H05 No3 弥生時代中～後期

柱穴44 HF2 P356 弥生時代前期 溝20 H03 No3 弥生時代中～後期

柱穴45 HF2 pg 弥生時代前期 構20 HOS No4 弥生時代中ー後期

柱穴46 Hl2 Pl7 弥生時代後期前葉 溝20 KY 1 Nol8-20、25-28 弥生時代中ー後期

柱穴47 TD5 P204 弥生時代後期前葉 溝20 HF 1 SD-3 弥生時代中ー後期

柱穴48 H12 P22 弥生時代後期前葉 溝21 KY 2 No31 弥生時代後期前葉ー中葉

柱穴49 KY3 P25 弥生時代後期前葉 溝22 KYl No13 弥生時代後期前葉ー中葉

桜列状遺構］ EN NolO 古墳時代 溝22 KY 2 No32・34・35 弥生時代後期前菜ー中葉

棚列状迫構 2 EN No12 古墳時代 溝23 KY 1 Nol3 弥生時代後期前葉ー中葉

檀列状造構3 HS No2 古墳時代後期 溝23 KYZ No33 弥生時代後期前葉ー中葉
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溝24 TD I No17・18 22-26 弥生時代中～後期 溝70 Kl No4 古代

溝24 TDZ No38• 39 弥生時代中～後期 溝71 EN No3 平安時代

溝25 JY No48• 49 弥生時代中期後策 溝72 K4 No2 古代～中世

溝25 IN No50 弥生時代中期後葉 溝72 H9 No4 古代ー中世

溝26 IN No51 弥生時代中期後葉 溝73 Hll 溝 1 平安時代末ー鎌倉時代

溝27 Kl No8 弥生時代中～後期 溝73 H12 溝 1 平安時代末ー鎌倉時代

溝27 JY No40 弥生時代中ー後期 溝73 Hl3 溝 6 平安時代末～鎌倉時代

溝28 H6 No4 弥生時代中ー後期 溝73 TD4 SD104B 平安時代末～鎌倉時代

溝29 H6 No5 弥生時代中ー後期 溝73 TDS S0104B 平安時代末ー鎌倉時代

溝30 H6 No2 弥生時代中ー後期 溝73 TD6 溝 6 平安時代末～鎌倉時代

溝30 FU SD06 弥生時代中～後期 溝74 H12 溝 4 平安時代末ー鎌倉時代

溝31 FU SD07 弥生時代中ー後期 溝74 HI3 溝 5 平安時代末～鎌倉時代

溝32 BO 1 S04• SDS 弥生時代中ー後期 溝74 TD4 SD104A 平安時代末～鎌倉時代

溝33 BO 1 SD 3 弥生時代中～後期 溝74 TDS SD104A 平安時代末～鎌倉時代

溝33 EN No22 弥生時代中ー後期 溝74 TD6 溝 5 平安時代末ー鎌倉時代

溝34 BO 1 S02 弥生時代中ー後期 溝75 Hl2 溝 5 平安時代末ー鎌倉時代

溝34 EN No23 弥生時代中ー後期 溝75 Hl3 泄4 平安時代末～鎌倉時代

溝35 EN No25• 36 弥生時代中ー後期 溝75 TD4 SD104D 平安時代末ー鎌倉時代

溝36 Kl No9 弥生時代中～後期 溝75 TDS SD104D 平安時代末ー鎌倉時代

溝37 K4 No4 弥生時代中ー後期 溝75 TD6 溝 4 平安時代末ー鎌倉時代

溝37 H9 No5 弥生時代中～後期 溝76 Hl2 溝 7 平安時代末～鎌倉時代

溝38 Hll 溝 3 弥生時代中ー後期 溝76 Hl3 溝 3 平安時代末～鎌倉時代

溝39 KY2 No25 弥生時代中～後期 溝76 TD4 SD104C 平安時代末ー鎌倉時代

溝40 KY2 No40 弥生時代中ー後期 溝76 TD5 SD104C 平安時代末～鎌倉時代

溝41 KY 3 No67 弥生時代中～後期 溝76 TD6 溝 3 平安時代末ー鎌倉時代

溝42 KY3 No68 弥生時代中期後葉～後期末葉 溝77 Hll 溝 2 平安時代末～鎌倉時代

溝43 KY3 No69 弥生時代中期後葉 溝77 Hl2 土城 1 平安時代末ー鎌倉時代

溝44 KY3 No74 弥生時代中ー後期 溝77 H12 溝 2 3 6 平安時代末ー鎌倉時代

溝45 HF4 SD 7 弥生時代後期前葉 溝78 H13 溝 8 中世

溝45 Hl4 SD 4 弥生時代中～後期 溝78 TD3 No41 中世

溝46 HF 4 SD 8 弥生時代中～後期 溝79 H13 溝 7 中世

溝46 H14 SD 6 弥生時代中ー後期 溝79 TD6 溝 l 中世

溝47 HF 4 SD 9 弥生時代中ー後期 溝80 H12 番号なし 中世

溝47 Hl4 SD 5 弥生時代中～後期 溝80 H13 溝 l 中世

溝48 Hl5 No 1 弥生時代中～後期 溝80 TD3 No40 中世

溝49 Hl5 No3 弥生時代後期 溝81 Hl3 溝 2 中世

溝50 Hl6 No13 弥生時代後期 溝81 TD4 番号なし 中世

溝51 Hl6 No8 弥生時代中期後葉 溝81 TD6 溝 2 中世

溝51 TO D6 弥生時代中期後葉 溝82 Hl2 溝： 9 中世

溝52 Hl6 No9 弥生時代後期 溝82 TD4 番号なし 中世

溝53 H16 NolO 弥生時代後期 溝83 Hl2 番号なし 中世

溝54 Hl6 No14 弥生時代後期 溝83 TDS 番号なし 中世

溝55 TO D4 弥生時代中期後薬～後期前葉 溝84 Hl No 1 2 中世

溝56 TO D3 弥生時代中期中葉～後葉 溝84 AT No2 中世

溝57 JO 溝 8 弥生時代後期末 溝85 Hl No3 中世

溝58 H2 No3 古墳時代前期前葉 溝85 AT No5 中世

溝58 H4 No2 古墳時代前期前葉 溝86 AT No7 中世

溝58 DE No35 古墳時代前期前葉 溝87 Hl No9 中世

溝59 Hl5 No2 古項時代前期前葉 溝87 AT No9 中世

溝60 Hl6 Nol2 古墳時代前期前葉 溝88 Hl No4 中世

溝61 TO D3 古墳時代前期前葉 溝88 AT No6 中世

溝62 JO 溝 9 古用時代前半 溝89 AT No74 中世

溝63 Hl Nol3 平安時代前半 溝90 AT No73 中世

溝63 AT No35·36• 137 平安時代前半 溝91 AT NoSO 中世

溝糾 AT No35 平安時代前半 溝92 AT 番号なし 中世

溝65 HI No10 11 平安時代 溝93 AT No72 中世

溝65 AT No4 平安時代 溝94 AT No71 中世

溝66 AT Nol 平安時代 溝95 AT No63 古代末ー中世

溝67 AT No75 平安時代 溝95 K7 Nol 古代末ー中世

溝68 EN No7 平安時代 溝95 DE No13 古代末～中世

溝69 Kl NoS 古代 溝96 AT No64 中世
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泡97 AT No67 古代末ー中世 溝1]8 Kl No3 中世

沿97 DE No8 古代末ー中世 溝119 H06 Nol 鎌倉時代

溝98 DE No3 鎌倉時代 溝119 H09 Nol 鎌倉時代

溝98 IN No2 鎌倉時代 溝119 K2 Nol 鎌倉時代

溝99 DE No20 中世 沿119 I I K4 
Nol 鎌倉時代

溝100 DE 悩10・11 古代～中世 沿119 JY Nol5 鎌倉時代

沿JOO JY Nol-2 ll 古代～中世 消119 FU SDOl 鎌倉時代

溝100 Kl No 1・2 古代ー中世 清120 KY 2 No51 中世

溝101 DE No9 中世 消121 JO No5 中世ー近世

溝101 JY No3 中世 素掘溝群 1 AT No23 -30 34・65 古代末～中世

溝102 DE No23 中世 66 68-70 76-79 

溝]03 DE 番号なし 中世 紫掘溝群 1 DE Nol 2・4 -7・24-34 古代末～中世

溝104 DE No22 中世 素掘溝群 1 K6 No 1 -3 古代末ー中世

溝105 DE No2l 中世 素掘溝群 1 KS No3-5 古代末ー中世

滞106 DE 番号なし 中世 素掘溝群 2 KY l No 2• 3 古代末

消107 K8 No2 鎌倉時代 素掘溝群 2 KY 2 No 3 -24・47-50 古代末

溜107 IN No12 鎌倉時代 素掘溝群 2 HF SD l 古代末

溝108 DE No16 鎌倉時代 素掘溝群 2 Hl4 SD 1• 2 古代末

溜108 IN Noll 鎌倉時代 素掘溝群 2 K9 番号なし 古代末

溝109 IN No5 鎌倉時代 素掘溝群 2 WR 番号なし 古代末

溝110 H2 Nol 中世 素掘溝群 3 EN No4 -9 中世

溝111 H2 No2 中世 素掘溝群 3 BO 1 SD l 中世

溝112 H3 Nol 中世 土手状追措 H2 No4 古代ー中世

溝113 AT Noll・12 中世初頭 土手状迫揖 H4 Nol 古代ー中世

溝113 DE Nol2• 14 中世初頭 水田 1 EN 番号なし 弥生時代前期前策～中葉

溝：ll3 IN Nol 中世初頭 水田 2 HJS-17 番号なし 弥生時代前期中葉ー中期前葉

溝113 KY 3 No54 55・65・66 中世初頭 水田 3 HlS-17 番号なし 弥生時代中期後葉～後期前葉

溝ll3 H16 No I・2 中世初頭 水田 4 EN 番号なし 弥生時代後期

溝]13 TO DZ 中世初頭 水田 5 EN、TD、FU 番号なし 弥生時代後期

溝))4 AT No31-33 中世初頭 水田 6 EN 番号なし 弥生時代後期

溝114 DE Nol9 中世初頭 水田 7 EN 番号なし 弥生時代後期中葉～後葉

溝114 IN Nol 中世初頭 水田 8 番号なし 古項時代前期前葉

溝ll4 KY 3 No52・53 64 中世初頭 水田 9 TD 番号なし 古代

溝114 H16 No3 中世初頭 水田10 JO 番号なし 古代

溝))4 H17 Nol 中世初頭 水田］］ JO 番号なし 中世

溝114 TO Dl 中世初頭 凹地 1 AT No9l 弥生時代中ー後期

滞115 IN No3 中世 凹地 2 JY No38 弥生時代中期後葉～後期

溝116 JY No13 中世 凹地 2 K2 No2 弥生時代中期後葉～後期

溝116 IN No28 中世 凹地 2 FU 番号なし 弥生時代中期後葉～後期

溝117 IN No29 中世

-494-





図版2

ヽ••

1.T16 (北西から）

函

--・ ヤ・・・---5. T 37 (西から ）

7. T 43 (南東から）
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1. 縄文時代後期土器

A地点出土状況

(H15区，東から）

2. 縄文時代後期

籾痕土器出土地点

(H15区，北東から）

3. 縄文時代後期

籾痕土器出土状況

(H15区， 西から）
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1. 河道 2縄文時代晩期

土器出土状況

(JO区，北から）

3. 河道2縄文時代晩期

杭検出状況

(JO区，南東から）
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1 • 弥生時代遺構全景

(AT・DE区，南東から）

2. 弥生時代遺構全景

(AT・DE・JY・IN・FU区，

東から）

3. 弥生時代遺構全景

(AT区，北西から）



1. 弥生時代遺構全景

(KY 3区，北から）

2. 竪穴住居 1

(AT区，北から）
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3. 竪穴住居 2

(DE区，西から） ）
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1. 竪穴住居 2中央穴

(DE区，南から）

2. 竪穴住居 3

(JY区，南から）

3. 竪穴住居 4

(KY 3区北から）
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1. 建物 1

(DE区，北から）

2. 土填55

(AT区，南西から）

3土壌59土層断面

(AT区，南東から）
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l. 土填70

(DE区，東から）

2. 土填79・80

(FU区， 西から）
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3. 土器棺墓 1

(H 1 2区，南から）



1. 溝 2・3

{FU区，南東から）

2. 溝4土層断面 (B-8')

(TO区，北から）

3. 河道2(弥生時代前期）

(JO区，西から）



1. 第 1低位部土層断面

(H13区南壁，北西から）

2. 第 2低位部土層断面

(JY区北壁，南から）

3. 第3低位部（北）土層断面

(EN区，西から）
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1. 竪穴住居 5

焼土・炭化材検出状況

(AT区，北から）

3. 竪穴住居 5

掘りあがり

(AT区，南から）
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2. 竪穴住居 5

焼土除去後検出状況 ,.,. 

(AT区，北から ） ,~~ 
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1 1. 竪穴住居6． 

(AT区，北から）
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2. 竪穴住居 7

(IN区，北西から）

3竪穴住居 8

(HF区，北から ）



1. 竪穴住居 9

(KY3区，北東から）

2建物 3

(AT区，北から）

3. 建物 3

Pl遺物出土状況

(AT区，北東から）
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2. 建物10
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3. 建物31・32
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1 . 建物35 •36
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1. 井戸 6

遺物出土状況

(TD4区，東から ）

2. 井戸 8

遺物出土状況

(TO区，南から



1. 土填120

(TD5区，北から）

2. 土損128

(HF区，東から）

3. 土器棺墓2

(DE区，東から）
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1. 溝 9・11

(IN区，北から ）

2. 溝10

(AT区，北西から）

3. 溝 9・11・22・23

(KYl・2区，南東から）
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1. 井戸10・11作業風景

(FU区，南から）

2. 井戸10

遺物出土状況

(FU区，南から）

3. 井戸11

上層遺物出土状況

(FU区，北から）
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1 . 柵列状遺構 1・2

(EN区，北西から）

2. 柵列状遺構 3

(KY 1区．北西から）
ヽ

3. 柵列状遺構 3・4

(KY1区，北から）
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1. 柵列状遺構 3

土層断面

(KYl区，南東から）

2. 柵列状遺構 3

土層断面

(KY 1区，南東から）

3. 柵列状遺構 5・9・10

(KY 1区，北から）
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1. 柵列状遺構 7

(TD 1区， 東から）

2. 柵列状遺構 7

土層断面

(TD 1区東壁，西から）

3柵列状遺構 9

(KY 1区，西から）



1. 水田 8、A地区

(TD 1・2区，北西から）

2. 水田 8、A地区畦畔断面

(TD 2区，南から）

3. 水田 8、B地区

(JY区， 南から）
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1. 水田 8、B地区

(KY 1区，北から）

2. 水田8、C地区

(EN区， 東から）

3. 水田8、D地区

畦畔検出状況

（白い帯状の筋）

(JO区，南東から）



1 • 水田 8、D地区

(JO区，南から ）

2. 水田 8、D地区

(JO区，西から）

3.8地区水田

土層断面

(JV区，北壁）

水田8
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1.C地区水田

土層断面

:EN区中央トレンチ，南西から）

水田8

2.D地区水田

土層断面

(H 1 6区，西壁）

3. 建物 43検出状況

(DE区，南から）



1 • 建物45

(AT区，北西から）

2. 溝63

(AT区，東から）

3. 素掘溝群 3と溝71

(EN区，東から）
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1. 溝73-77北半

(H12区，南から）

2. 溝84-88・113

(AT区， 東から）

3. 溝1 1 3 • 114 

(AT区，北西から ）



1溝113・114

(IN区，南東から）

2. 溝113・ 114

(TO区，西から ）

3. 溝113・114

土層断面

(AT区，東から）
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1. 溝119検出状況

(FU区．西から）

2溝119

(FU区， 東から）

3. 素掘溝群 1

(DE区，東から）



1. 素掘溝群 2

(KY2区，南から）

2. 素掘溝群 2

(KY 2区，北西から）

3. 素掘溝群 2

(HF区，南から）



1. 素掘溝群 3

(EN区，西から）

2. 「馬養」線刻須恵器

出土状況 (1)

(TD 1区，北から）

3. 「馬養」線刻須恵器

出土状況 (2)

(TD 1区，北から）
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1. 河道 2出土縄文時代晩期土器 (1)
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2. 河道 2出土縄文時代晩期土器 (2)
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1. 河道 2出土縄文時代晩期土器 (3)
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2. 河道 1出土縄文時代晩期土器 (1)
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1. 河道 1出土縄文時代晩期土器 (2)
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2. 河道 1出土縄文時代晩期土器 (3)
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1. 河道 1出土縄文時代晩期土器 (4)

籾痕
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籾痕（顕微鏡写真） 264 

264 2. 河道 1出土縄文時代晩期籾痕土器
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1. 河道 1出土縄文時代晩期土器 (5)
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2. 溝 4出土弥生時代前期土器 (3)
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1. 弥生時代前期土器 (4)
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2. 弥生時代前期土器 (5)
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1. 弥生時代前期土器 (6)
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